
抄

　　　　

録

第17同日本結核病學會總會

　　　

會

　

場

　

金滓欝科大學内

　　　

會

　

期

　

１月１日

　

午前８時ヨリ

　　　　　　　

４月２日

　

午前８時ヨリ

　　　　　　　

４月３日

　

午前８時ヨリ

　　

酋

　　

長

　　　　　　　　　　　　　

金深醤科大學教授

　

大

　

里

　　

俊

　

吾

　　

特別講演

　

↓月１日

　

午前10時30分ヨリ正午－デ

　　　

小児結核ノ臨淋

　　　　　　　　　

京都帝同大學教授

　

服

　

部

　

峻

　

治

　

郎

　　

宿

　　

題

　

↓月２日

　

午前10時ヨリ正午－デ

　　　

結核症ト蔚質

　　　　　　　　　　

金深召科大學教授

　

中

　

村

　

八

　

太

　

郎

　　

特別講演

　

↓月３日

　

午後１時牛ヨリ３時－デ

　　　

結核初威染二就テ

　　　　　　　　

東北帝國大學教授

　

熊

　

谷

　　

岱

　

蔵

　　

特別講演

　

４月３日

　

午後３時10分ヨリj,時油分－デ

　　　

結核ノ化學療法二開スノl・官験的研究二就テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

傅染病研究所技師

　

長

　

谷

　

川

　

秀

　

治

　　　　　　　　　　　　　　

演

　

説

　

順

　

序

　　　　　　　　　　

演説時間６分

　

討論址二質問２分

　　　　　　　　　　

第１日(↓月１日)午前８時ヨソ

　

開會ノ誹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

會長

　

大

　

里

　　

俊

　

吾

　　　　　　　　　　　　　　　

I．結核菌

　

座長

　

中村八太郎

1．

　

邦人躇倣症ト其菌型二就テ

　　　　　　　　　　　　

{焚

　

‰三

　

斐(京大微生物)

2．大型結核菌ノ生物學的研究(第一報)

　　　　　　　　　

．応野昇碁(刀根山病院)

３．田村法こｰ-ﾖﾙ結核菌集μi成績

　　　　　　　　　　　　　　

[

4.肋膜炎惨出液ヨリノ結核菌培養二就テ

　　　　　　　　　　

石

　

川

　

義

　

哲(東北大熊谷内科)

５．諸種色素加４％｢グリセリンブイヨン｣培養基十二於ヶル大型

　　

結核菌ノ殼育閥二就テ

　　　　　　　　　　　　　　　　

竹谷幸太郎(石川駆立娶王園)

6．諸處二接種セル人型結核菌及ビ所謂ご=いホ菌ノ吸収二就テ

　

松野隆二郎(東北大熊谷内科)

　　　　　　　　　　　　　　　

-
7．結核菌ノ孚L酸脱水素反恚こ及ボソ､｢アミノ｣酸ノ影響こ就テ

　

井

　

田

　　

濤(傅

　　　　

研)

　

座長

　

太

　

繩

　

壽

　

郎

8．結核蘭ノ臓器親和性二就テ(槙報)

總會演訊要旨 【第17巻4:22
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ヒj

日

9

10

　

牌臓拉二生殖器結核二就テ

結核病竃ヨリ培養シタル２株ノ抗酸性菌二就テ

結核菌ト共二噌殖スル一種ノ細菌二就テ(追加一戸田、農野)

11．犬ノ結核肺ヨリ分離シタルB.C.G.類似ノ菌株二就テ

12．

　

抗酸性菌ノ新陳代謝二就テ(第三報)

　　　

抗酸性菌ノ呼吸二及ボス温度ノ影響二就テ

　　　　　　　　　　　　　　

II．病理解剖及ビ賓験病理

13．

　

胸膜炎ノ成因二開スル賓験的研究

　　　

(質問一佐川、答絣、追加一本間)

ｔ

↓

多
盲
近
松
渡
水
阿

中
大

ｔ

14．｢ビタミンJBI訣乏ノ胸膜炎登生二及ボス影響二開スル賓験的

　　　　

研究(追加一渡逡)

15．

　

極微量ノ結核菌二因ル海抜二於ケル結核性病愛ノ賓験的研究

　　　　

(質問一小野、本間、青山、答絣、追加一小野)

　

座長

　

大

　

里

　

俊

　

吾

賀
塚
藤
田
逡
口
部

　

村

一

作

義
善
芳

開

　

陸

4路

習(金深大谷野内科)

久(京大微生物)

貫(阪大竹尾)

政
雄(北

　　　　

研)･

雄

16．小見結核ノ臨琳

隆
郎(東北大熊谷内科)･

椎

　

名

　

三

　

郎(ﾚ1辿海軍工廠ﾝ

畠

　

山
軍
内

軍
校

海
學

鍋

　

島

　

秀

　

雄(阪

　

大

　

竹

　

尾〉

特別

　

講演午前10時30分り

　　　　　　　　

京都帝國大學教授服部峻

　　

III.

　

症候、診断蛙二世後

　

座長

　

三

　

戸

　

時

　

雄

　　　　　　　　　　

・

17．所謂喀痰訣如者二於ケル結核菌鐙明法(含漱洗藤液培養法)ニ

　　　

就テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岡

18．

　

喀痰中結核菌ノ培養ニョル検索

　　　　　　　　　　　　

{京

19．

　

喀痰結核菌ノ消長ト症状トノ開係二就テ

　　　　　　　　

↓岳

20．小見結核二於ケル結核菌培養ト「ツベルクリン」反恵二就テ

　　　

2、3知見
新
小

ｔ

21．「エピッベルクローゼ」知見補遺

22．

　

初感染症患者二於ケル「ツベルクリン」皮内反恵７殺現状態二

　　　　

就テ

23．

　

「ツベルクリン」反恵陽性韓化ノ早期診断的意義拉二青春期肺

　　　　

結核ノ殺生二就テ

24．「ツベルクリン」皮内反恵二開スル知見補遺

25．「ツベルクリン」反恵價測定法ト其ノ恵用

26．

　

数年間稀憚保存セル蒼「ツベルクリン」ノ皮内反施用トシテ・

　　　　

斂カユ就テ(23―26ニ對.スル追加一内藤、松田ヽ答辨ヽ追加一戸

　　　　

田、本間、太繩）

佐

;｀.Z4

／ロ 耶

　　

捨

　

己(東北大熊谷内科)

III木／jjl(神戸甲南病院)ヽ

々本國動
村

　

和

　

夫(奎北大桂内科)

　　　　

茂

宮

　

俊

　

一(京大小児科)
林

　　

牧隔松市立診療所)

川

　

一

　

郎(京大小児科)･

溢

　

谷

　

正

　

三(東北大熊谷内科〉

浩
賢
善

川
井
口

荒
楠
水

一(延

　　　　

岡)

造(長崎済生會)

雄(:北

　　　　

研)

相

　

滞

　

秀

　

雄(東

　

京

　

市

　

療)



(京城醤専内科)
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27･｢ツ‘､ごルクリン｣反庶陽韓時ノ白血球百分阜ノ看護婦ニ就テノ

　　　　

連槙的観察(第一回報告)

28･

　

血液像ヨリ見タル肺結核患者ノ病勢ニ就テ

　　

座長

　

加

　

藤

　

義

　

夫

29･

　

肺結核患者ノ憧後ニ於ケル核形左方移動ノ意義

3O.小見結

　　　　

(追加一長井)

31．－ンツー氏反庶陰性者二於ケル胸部｢レ｣線寫其所見

32．

　

溶出性肋膜炎ノＸ線所見ヨリ見タル殺生機韓二就テ

　　　　

（追加一松田、比賀）

33．「lノントゲンパピール」ノ利用

　　

座長

　

渡

　

逡

　

義

　

政

34．

　

播氏37度ノ恒温器中ニテ測定セル赤血球沈降逍度二就テ

　　　　

（追加一長井）

35．

　

特殊乾燥法二依ル結核患者血清ノ裳二就テ

36．

　

肺結核７登病状態二就テノ考察

37

38

【第17巻

大

　

串

　　

茂(清瀬病

　

院)

岡

　

村

　

秀

　

清(刀根山病院)

倉

　

金

　

五

　

郎(若松療養所)

開
田

ｆ
、

↓

ｒ
Ｆ
ｔ
Ｌ
Ｆ
ｋ

１年牛二亙ル外来肺結核患者二就テノ統計p勺観察

空洞ノ研究績報（第2、3報）肺結核症ノ備後二對スル

　

空洞ノ意義拉二空洞形成二開フ、ル考察（追加―高田）

39．肺結核患者二於ケル喀血死(泣加一比賀、答辨、泣加一楢林｀)

40．

　

肺結核ノ病型分類ニョル合併症ノ観察

貝
矢
小

川

志

正
正
勝
元
佐

谷
中
田
川
林

鉾(京大小見科)_

美
定(九大小野寺内科)
平

西

　

受

　

雄(金深大大里内科)

村

　

達

　

夫(阪大今村内科)

北

　

里董一(布施健相)

大

　

淵

　

重

　

敬(清瀬病

　

院)

渡

　

會

　　

浩
帯よ

隆
餐(九大金子内科)

矢動丸禰也

西

　

村

　

三竹郎(紳奈川中央健相)

田
河
西
内

　

圭

第２日（↓月２日）午前８時ヨジ

　

rv.

　

病態生化學及ビ病態生理

　

座長長谷川秀治

41．

　

肺結核患者ノ血液瓦斯含有量(追加一吉村)

中

　

博

　

之(金深大大里内科)

ｷ?¦隆胃(刀根山病院)

藤

　

盆

　

一(宇多野療養所)

山

　

内

　

美

　

義(宇多野療養所)
42．

　

肺結核患者薗内酸化機韓二影響ヲ及ボフ、諸要約二就テ(第一報)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西

　

村

　

隆

43

44

45

46

47

肺結核患者ノ尿中「ヴ。タミンJBニ就テ（第一報）

　　　　　

岩

　

崎

賓験的結核肺ノ「ヴィタミンJC量二及ボ･､肝臓毒ノ影響二就テ

結核個醵ノ肝臓機能宛調二就テ、臨休的観察(其ノ八)

結核症二於ケル肝臓機能試験(第二報告)

Ｗａｒbｕｒｇノ血清法－ヨリ肺結核及ビ惨出性肋膜炎患者ノ血

三
和
具

村
中
野

山
山
中

直中ニテ測定シタル正常海挑肝臓ノ組織呼吸二就テ

　　

｛忍

行(刀根山病院)

基(刀根山病院)

平(阪

　

大

　

竹

　

尾)

江(刀根山病院)

夫(東

　

京

　

市

　

療)

郎
芳

三橋
本



満
内
病

京
院
叛

新
娶
濡

ぐ

　

ブ

秀
介

χ
Ｉ
／

　

χ
。
ノ

鍼
科
院

大

　

竹

　

尾）

吉

　

村

　

英

　

一(滋賀比良園)

岡田清三郎(名

　

馨

　

大)

芦

　

滞

　

藤

　

亮(金洋大大里内科)

第５銃】 總會演訊要 ヒj
日

48．

　

肺結核患者ノ血糖量拉二人工気胸ノ血糖量二及ソ､影響二就テ

49．肺臓二於タル蛋白中間代謝二開スル研究

50．｢ツベルクリン｣注射ニョル結核海銚ノ慌温受化二就テ

51．

　

肋膜惨出液二於ケル｢ラクトゼリヒカシ丿｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｖ．素質及ビ健質

52．

　

肺結核症患者二開スル性格拉二膿構ノ研究(第二報)

　　　　

高血歴症ト肺結核トニ開聯シテノ観察憧報

53．

　

過敏性素質ト結核トノ交渉二就テ

　

臨休的観察(其ノ一)

　　　　

(追加一戸田、近藤4答辨)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宿

　　

題

　

座長

　

大

　

里

　

俊

　

吾

54．

　

結核症卜麗質(泣加一有馬、答辨)

　　　　　　　　　　　　　　　

VI.

　

座長

　

熊

　

谷

　

岱

　

蔵

ｔ

　

ｒ
Ｌ
ｙ
Ｌ
し

425

池内兵一郎(阪大今村内科)

　
　

容
正
義

石
村
林
木
橋
木

館
木
大
緬
高
三

な(京府大飯塚内科)

に

大(傅

　　　　

研)
夫

斉(京府大飯塚内科)

平野文雄(慈悪大内科)

苅

　

部一

　

衛(刀根山病院)

　　　　　

金庫醤科大學教授

　

中

　

村八

　

太郎

免疫及ビ｢アレルギー｣

55．

　

結核補膿結合反恵二開フヽル研究（第二同報告）

56．

　

結核毬状反恵二就テ

57．結核菌醒諸成分ノ免疫學的研究

58．結核患者全血液内菌噌殖ノ消長

59．家兎ノ賓験的結核菌血症ト免疫「アレルギー」トノ開聯二就

　　　　

テ（第一報）

60．猿二於ケル結核ノ研究（第五報）

　　　　

「ツベルクリン・アレルギー」ト結核免疫二就テ

野
梶
田
宮
植
演
赤

61．

　

結核過敏症ノ殺生二開係アル「タクレト匹一」卜赤血球沈降

　　　

逍度

62

63

64

65

66

結核過敏症二件フ「タクレイネミー」

結核海銚二於ケル「ヴ，タミンJCノ「ツベルクリン」反恵二及

ボフ、影響二就テ

ｔ

　　　　　　　　　　　　　　

vn.

　

治療及ビ像防

　

満洲(新京)ノ巌寒期二於ケル開放療法ノ経験

　

北満二於ｸｰﾉじ冬期開放療法

　

結核患者ノ食思不振二對スル脳下垂値前葉｢ホルモン｣ニ依ル

　　

療法

座長西野忠次郎

67．

　

慢性肋膜炎及ビ慢性腹膜炎ノ新治療法

68．

　

大學學生二於タル結核罹患率ト其1、2ノ治療成績二就テ

村勇吉(清瀬病院)

原

　　

義(東北大熊谷内科)

斌
治
三
逸
一

村
坂
田
田
滞

中

　　

村

森
楠

ぐ
ぐ

夫
雄
郎

東北大熊谷内科）

東北大熊谷内科）

夫(京大微生物)

隆(東北大熊谷内科)

　　

茂(有馬研究所〉

節

　

子(有馬研究所)

坂本義教１
鶴崎平次郎(阪

徳

仙

山

波

康

香



痙6

69

70

71

72

73

74

總會演説要 ヒj
日

肺結核ノ胸廓成形術遠隔成績

肺壊疸ノ喀血二對スル肺動脈結紫術

肺臓萎縮術施行後血管内｢パラフィン｣注入ニョル寅験的研究

自動的気胸併用式肋膜穿刺器二就テ

賓験的結核二及ボス超短波ノ影響二就テ

｢ワクナール｣ノ臨休賓験(泣加一中村、比賀、答辨)

75．

　

眼疾患二對スル「ワ々ナール」ノ施用

76

77

坂
唐

ｒ
ｌ

武
岩

ｆ
、

栗

城
柳
加

　

ｔ

原

倉
松

圭

座長

　

小

　

田

　

俊

　

郎

　

油脂封入結核菌｢ワクチン｣ニ開スル賓験

　

｢チモフ１－ゲン｣が賓験的家兎ノ結核二及ボス影響､一開スル

　　

病理學的研究(槙報)(泣加一戸田、答辨)

78．「フェニールヒド゛ラジン」ノ酸化還元電位二就テ

79

80

賓験的結核二及ボス金｢コロイド｣ノ意義二就テ(逍加一山内)

賓験的家兎結核二及ボス特殊異種細菌ノ影響

文

　

和

仁

満

恒

義
吉
清

木
犀
田
崎
本
野
滞

秀

賀美和

竹

政

滞
知
村

伊一87

ﾆ88

座長

　

戸

　

田

　

忠

　

雄

　

肋腹膜炎経過中二起レリレ崩尿症様症状テ呈セル２例

　

喘息ト結核(追加－××、答辨)

第３日（↓月３日）午前.8時ヨリ

　

vin.

　

結核外疾患トノ関係

８６．Ｂ．Ｃ．Ｇ．ノ免疫學的研究(追加一渡逸)

ｒ
Ｆ
Ｊ
Ｌ
Ｆ
ｖ

８４．

　

Ｂ．Ｃ．Ｇ．ノ接種手技二開スル賓験的研究(像報)

85.

　

海抜ラ以テ｢t｣ぶＢ．Ｃ．Ｇ．ノ免疫力雄二毒カユ開スル賓験的

　　　　　　　

研究(泣加－原深)

83 B．Ｃ．Ｇ．人値接種成績(第二報)(追加一戸田、答辨、追加―西川)

tこ

　

坂

81．｢ヒニン｣系｢アルカロイド｣拉ニ｢アクリヂン｣誘導醒ノ賓験的

　　　　

結核動物二及ボフ、影響(質問－佐藤、答辨)

82，

　

Ｂ．Ｃ．Ｇ.ノ人暦接種二就テ(泣加－松田、西川、答辨)

　　　　

｜

　

哲
勝
恵

田
村
場
知

額
木
大
龍

’
Ｌ
Ｌ
ｙ
Ｌ
Ｌ
｀

秋
夫

文
正

津
島

柳
川

ｔ

藤
津
林

佐
柳
大

↓

池

遠藤勇

　

三(京大微生物)

藤

信
武

官
富

【第17巻

田

秀

客

夫(東大坂口内科)

肇(東警病院内科)

渓(阪大小塚外科)

次(阪大竹尾)

寛(大連醤院内科)

祭(千葉大佐々内科)

斉(北

　　　　

研)

士
竺(金津大眼科)
－

馨(神戸病院)

一
謙(傅

　　　

研)

一

(千葉大佐々内科)

晋
二額田病院及帝國
利(女子醤専病畏)

子

茂(若松療養所)

敏

一(慶

　

大

　

内

　

科)

雄
夫

重
武

岩
成

ｔ

恭

(千葉大佐々内科)

保(九大細菌)

雄
元
夫
郎

り

　

津
太

秀

次

(阪

　

大

　

竹

　

尾)

勇(山 口

　　

駆）

郎(慶

　

大

　

内

　

科)

jSI(岩倉醤院)
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ＩＸ．疫學及ビ結核對策

松田=道々(習美

爾
大
奥
水
岡
岡
藤
鈴

大
岩

ｆ
Ｌ
ト
、

小
澄
田
丹

’
Ｌ
Ｅ
‘
Ｆ
↑
、

有
安
曾

↓

葛
曝
除

身値検査

127

ｊ相
科

健
児

京
小

(東京市保健館)

　
　
　

健

　

定
吉

　

芳
宗
文
ハ

井
木
田
田
池
川
逡
臭
馬
達
根

　
　

勝
元
佐

西
田
川
林

明(堺

　

健

　　

相)

憲(函館健相)

一
頭(東大坂口内科)

雄
郎
元
子

(杉

　　

並

　　

健

　　

相)

雄
平(石川餌衛生課)

明(石川鮮衛生課)

芙

定(九大小野寺内科)

平

秋

　

月

　

正

　

一(南満保養院)

星
楠
大
松
佐
安

　
　

ｌ
ｔ

陛
愉
中
坂
禰
鶴
栗
山
田
谷
大

Ｆ
ｊ
１

山
池

圭

　

文
二
次

信

　

隆
他

　

山
野
山
西

義
弘
正
浅
義

木
賀
野
村
木

s
／
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵

、
ご

次
忠
正
節
三
弘

　

和
一

圭(東北大熊谷内科)

　

Ｌ
ｒ
＞
ｉ
＜
ｎ
ｔ
２
.
ｔ
２
.

男
路

良
１ (東北大熊谷内科)

勇(古

　

川

　

健

　

相)

敦
毅(阪大今村内科)

吉(大阪府僣力課)
教
融
郎

吝(阪大今村内科)
一
郎
郎
毅

田
詣(阪大今村内科)

結核家族二開スル研究(第一報)

開放性肺結核患者周園ノ家族検診成績(泣加‐西川、近藤)

虚弱見童ノ肺結核二開フヽル研究(追加―佐川、答絣)

青少年ノ｢ツベルクリン｣反憲二就テ

東京杉並匪小學校見童二對シテ施行セル｢ツベルクリン｣皮

　

内反憲ノ結果二就テ(追加―稗田、答絣)

　

大連市某會祗就職希望者1453名ノ結核ラ主トセル

　　

成績(追加一稗田、答絣)

座長

　

田

　

滞

　

鎗

　

二

　

宮城蒜某甲村全村民三千名ノ健康調査成績二就ｆ

宮城部下某こ村二於ヶル集團検査成績

大阪市内中心部某小學校見童及幼稚園見二於ナル結核集團

　

検診二就テ

某青年集團検診ノ成績

89．

　

小見結核二於ケル家庭内感染ノ意義(追加－浅井、答辨)

90

91

92

93

94

95．

　

Mantoux氏反庶ヨリ観j5･ル石川新農村民ノ結核感染

　

座長

　

渡

　

逡

　

義

　

政

96．石川新二於タル結核蔓延状況ト其ノ像防施設二就テ

97

98

99

100

101

102.

　

大阪府小學校教員ノ集團検診二就テ(追加―坂本、答辨)

103
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104.胸部「レントゲン」像撮影ニ

　

ヨノレ集團検診

105

106

107

108

109

東京市杉並匯小學校見童中「ツベルクリ

　

テ観察シ得タルニ、三ノ所見

善
通

　

太

来
海
洋

堅

　
　
　

田

賓
浅
中
浮

ｒ
Ｆ
ぐ
Ｌ
Ｉ

ﾝ」反座陽性者二就キ

　　　　　　　　　

｛

座長戸田忠雄

　

死亡統計作成二就テ

　　　　　　　　　　　　

Ｘ．

　

動物結核及ビ其對策

　

結核菌二對スル猫ノ感受性二就テ(第二報バ泣加一渡浸)

　　　　　　　　　　　　　　

午後１時ヨリ

事務報告

議

　　

事

　　　　　　　　　　　　　

特

　

別

座長大里俊吾

　

結核初感染二就テ

　

結核ノ化學療法二開スル賓験的研究二就テ

閉會ノ僻

講

　

演

雄
郎

定
吉

池
川

小
澄

【第17巻

(杉

　　

並

　　

健

　　

相)･

田

　

渫

　

僚

　

二(東京

　

市

　

療)

桑原

　

忠

　

賞(北

東北帝大教授熊

　

谷

　

岱

　

蔵

　

傅研技師長谷川秀治

　

會長

　

大

　

里

　　

俊

　

吾

前
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總會演訊要旨

演

　

説

　

要

　

旨

　　　

I．結核菌

邦人ノ結核症卜其菌型二就テ

植田

　

三郎京都帝大微
近藤

　

久(生物學教室)

諸種臓器結核材料ヨリ１Ｎ苛性曹達前處置二依

リLowenstein培養基二分離培養シ、總計217

例ヨリ200菌株テ獲タリ。 Lowenstein培養基

ノ｀「グリセリン」サ３％二含有セルモノト、「グリ

セリン」ラ含有セデルモノトラ使用シタルニ、

上記200菌株ハ何レモGlyzerinophil, engoni-

schニシテ、牛型菌ヲ･想ハシムルモノヲ･認メザ

リキ。

動物賓験ハ10菌株ラ１群トナシ、各菌株1/lo駈:

計１廷。各菌株Vioo M.、計1/lo廷ヲ夫カ２頭ノ

家兎ノ＆下二接種シ２ヶ月後剖検セリ。現在迄

二判明セル190菌株、19群二於テ、慌重八一般

二増加シ、接種局所ハ何レモ限局性治癒ノ傾向

ザ有シ、近接淋巴腺ノ腫脹著明ナラズ、叉乾酪

髪性ヲ呈セルモノ無ク、内臓二於テハ使用家兎

76頭中36頭二肺臓ノミニ限界明ナル疵状ノ結

節ラ極少倣認ノ･タル外、他臓器二著受ヲ･認ｙ得

ザリキ。卸チ余等ノ分離セル200菌株中現在迄

二判明セル190菌株中－ノヽ家兎二著明ナル病原

性ラ示スモノヲ見出フ､テ得ザリキ。

余等ノ検査材料ラ表示フ、レ八次ノ如シ。

　　　　　

第１表

　

診断及ビ年齢的分類

＼年　齢.i5歳以下

　　　　　　　１
5-15歳迄 15歳以上 總　計

診断＼犬 仝例
陽性
例 全例

陽性
例

全例
陽性
例

全例
陽性
例

肺、肋膜結核,－ －１　１　１　１　　９５941 961 95

骨、関節結桜　１ １ ド　1　11 ６ 13.1　8

結核性腹膜炎　４ ３ ４・４１　　６ ６ 坪　13

頚部淋巴腺結核 - - １ １ ５ ５ ６ ６

泌尿生殖器結核 - - ３ ２ 85 76 88J 78

年齢別合計 ５ ４ 10 9 1 202 187 217i 200

　　　　

（註）陽性トアノいヽ培養陽性ヲ示jス

以上ノ如ク材料的二不備ナル鮎アルモ、190菌

株中二典型的ナル牛型菌テ１株モ見出シ得デリ

429

シ。・ヽ、本邦二於ケル牛結核菌ノ人感染ハ存在ス

ルモ尚稀有ナリト云ヒ得ベシ。

　　

２．

　

人型結核菌ノ生物學的研究(第一報)

　　　　

｢グリセリン｣寒天二累代培養シタル

　　　　

人型結核菌ノ集落形態二就テ

皿昇斟回昌湛）

「グリセリン」寒天二累代培養シ来リタル人型菌

12株ヲ難卵培養基ニ「ヂソチアチオン」テ行ヒ

シニ種々ナル形態ノ集落ヲ･稜見セリ。

Ｉ型トセシモノ｡ハ薄キ表面粗槌ナ膜状集落。

ｎノヽＩ型ト異ルトコロノ｀ゝ中心二位シ１個ノ黙状

ノ高-・リラ有フ、ル黙ナリ。

Ⅲ型ノヽ表面粗槌ナ低キ富士山型ノ集落。

IV型ノヽ培養基ノ面二對シ垂直ヽニ上方二向ヒ登育

スル細長キ集落、婁芽ノ登育ヲ見ルガ如シ。多

クノ｀乾jはEO

V型ハ丁度Ⅲ型二於テ中心ニ１個ノ小球状ノ疵

刊

キク登達シ周園ノ部分二比シ著シク滑滞、漁潤

セル場合アリ。カヽル時ノヽ後述ノvn型ト匯別

困難ナリ。

VI型ハ表面粗槌ナ乾燥セル球状集落。

vll型、VⅢ型及ビIX型･ハ共二乳白色、滑滞、混

潤セルモ、形ノヽvn型ハ「ヘルメ､プト」型、VⅢ型､ハ

球状ナレドモ薄キ膜状ノＨｏｆアリ、IX型ハ全

ク球状ニシテ真珠ノ球ノ如シ。

集落ノ登育二件ヒＩ型-ﾀⅢ型、皿型-ﾀﾞV型ト移行

人ルヲ’認メシ場合アリシモ、一般ニハ集落ノ｀ヽ肉

眼的二構造ラ観察シ得ルニ至レバ、ソノ後､ハ大

サ以外形態二噫化ラ示サヽつレラ常トス。

IV型ハ私ノ観察ニョレバ決シテ稀ナモノニアラ

ズ、今日迄報告ナカリシノヽ寧口不思議ナリ。吉

田株ノIV型ノミテ用ヒ第２同目J Dissoziation

サ行ヒシニ、Ｕ型130個ト元ノ形ノIV型４個ヲ･

登見セリ。
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食盛水ニテ孚し剤ヲ･作ル場合ノ難易及ビ上述ノ形

態的ノ性質ヨリＩ型ヨリVI型二至ル集落ノヽＲ

型ニ、vn,vⅢ、IX型ハＳ型二陥フヽべキモノナリ。

廻覧ノ寫具No. 7ニ示ス如ク斜面培養基ノ渦

潤セル下牛－IX型が主トシテ登育シ、比較的乾

燥セル上牛・・VI型が主トシテ登育セシ場合ア

リテ、VI型及Ｖ型ノ或ル場合ハＲトＳノ中間型

トシテ可ナラン。

Ｓ型二鴎フヽべキ集落中vn及VⅢ型ヂ不全Ｓ型、

IX型テ完全Ｓ型トスルモ可ナルベシ。

第３表二示ス如ク前世代ノ「グ」寒天培養日斂ノ

少キ程、且ツ同時二登育旺盛ナルコトテ要ソヽル

モノナルモ、カヽル場合ニＳ型ヲ登見スル率多

シ。然レドモ第４表ノ如ク「グ」塞天日数或ハ稜

育ノ状態ノ如何二開係ナクＳ型ヲ･登見りレコト

能ハデルモノアリ。

コレニョリＲヨリＳヘノ移行性ハ菌株ニョリ難

易ノアル==1ト及ビＳ型ノ出現－ダヽ登育旺盛ナ幼

若培養ヲ必要トスルコトガ認メラレル。

ES株ノＳ型二於テＬｏｎｇ氏無蛋白培養基ノ

homogene Kultur ニ成功セリ。

　　

3．

　

田村法二依ル結核菌集菌成績

回1=剛Ｐ？ja1）

田村法ハ極メテ簡軍ニ、短時間二且非常二少ナ

イ結核菌テ集菌シ得ル方法デ、其方法及ビ成績

ノ一部ハ、既一第33同憂膏醤學會總會二於ケ

ル桂教授ノ特別講演中二登表セラレタモノデア

方法ハ試験管二喀痰ヲ･探リ、喀痰２乃至5 cj:;ニ

對シ25％苛性曹達液テ１滴ノ割合二加へ、箸ラ

用ヒ攬件ノ、ル時ハ直チュ均等化セラレ、粘積透

明ナル液トナル。次デ火焔上二テ加温攬絆シツ

ツ徐。々ニ蒸紹水ラ加へ、全量テ使用セル喀痰ノ

約‘10倍トナシ、「スピッッグラフヽ」ニ移ス。コヽ迄

二要スル時間ハ数分二過ギナイ。次デ之チ20分

間3000廻韓遠心後、上澄ヲ捨テ、沈直テ「オプ

エクトグラス」上二塗抹シ、囁氏40度乃至50度

ノ孵卵器叉ハ緩カナ火焔上デ乾燥セシｙル。染

【第17巷

色法ハ戸田氏法テ用ヒタ。

第１表ハ表中ノ軍塗及ビ集菌法ノ欄二記載シテ

アル分数ノ分母ハ検査覗野数ヲ･、分子ハ検査説

野中ノ全菌数ヲ示シ、分数以外ノ散字ノヽ100覗

野中ノ全菌数テ示フ、。Ａ表中ノ各例ハ、全部軍塗

5o/loo以下印チ「ガフキー」２以下ノ喀痰デ、「ガ

フキー」３以上ノモノ､ハ全部除外シタ。「ガフキ

ー」３以上ノモノヲ･、本法ニョリ集菌スルト、多

クノ場合、一覗野中ノ菌散ハ無散デ計算不能デ

アル。コノ表ハ田村法が軍塗ノ５倍乃至278倍

平均略37倍ノ菌検出カサ有フ、ル事テ示シテヰ

ル。Ｂハ軍塗常二陰性ナル喀痰二就キ、田村法

テ行ツタ成績デアル。表中ノ散字ハ、喀痰ノ選

揮二依り受化シ得ルモノデ、必ズシモ田村法ノ

妓果テ適確二表ハソ、モノデハナ４が、唯之カラ

田村法ヲ･用フl／バ、軍塗常二陰性ナル喀痰カラ、

カナリノ程度迄菌ヲ登見シ得ル事テウカ。゛ヒ得

第２表Ａハ「アンチホルミン」法トノ比較デア

ル。田村法二依リ「アンチホルミン」法ノ約８倍

ノ菌テ検出シ得テヰル。Ｂハグリエルゾ一氏法

ヲ教室ノ佐力木が改良シタ方法トノ比較デア

ル。田村法ハコノ法ノ約３倍ノ菌ヲ検出シ得テ

ヰル。

第３第及ビ第４表ハ培養法トノ比較デアル。培

養法ハ現在行ハレテ居ル結核菌検出法中最モ優

レタ成績ラ畢ゲテヰル。従ツテ集菌法ノ妓カヲ

測定センガタにハ培養法トノ比較テ行ノぐネバ

ナラヌ。

第３表ハ平均１水ノ培地こｰ・10以下、鴎]チ極ノ･テ

僅少ナル聚落ラ生ズル喀痰中カラモ、田村法二

依り屡々菌ヲ･登見シ得ル事サ示シテ居ル。

第４表ハ田村法陰性ナル喀痰二培養法テ行ツタ

成績デ、田村法陰性ナル場合ハ、培養法モ屡､々

陰性デアリ、叉培養法陽性ナル場合モ、少数ノ

場合テ除タバ、20個乃至10個以下ノ聚落ヲ･認

メ得ルノミデアル事ヲ示シテ居ル。

第５表ハ前述ノ軍塗常二陰性ナル喀痰ニツキ、

田村法及ビ培養法ラ行ツタ成績ヲ･總括的二示シ
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タモノデアル。此表二依レバ、培養法うy用ヒナ

ケレバ結核菌ノ検出が従来ハ極ノテ困難デアツ

タ202例ノ中、賢際二培養法二依ラネバ菌ヲ検

出シ得タモノハ75例デ、99例卸チ凡ソ牛数二

於テハ田村法－ヨツテ菌サ検出シ得ル

　

:1

　

トガ解

ルｏ

　　　　　　　　　

結

　

論

１．［ｎ村法二依レバ従来稜表セラレタル種々ノ

結核菌集菌法二比シ浅カニ簡軍ニ、短時間二且

確賓二喀痰中ノ僅少ナル結核菌ザ検出シ得ル。

2．木法二依ル結核菌検出卒ハ､軍塗ノ約37倍

デアツテ、軍塗常二陰性ナル喀痰中ヨリ、非常

二屡々結核菌テ検出シ得ル。

３．本法ハ「アンチホルミン」法ノ約８倍、グリ

エルゾ一佐々木法ノ約３倍ノ菌検出率サ示フ、。

4。培養法二依リ１本ノ培地ニ10以下ノ聚落

ラ認ノ･得ル程度ノ喀痰ニラモ屡々木法二依り菌

ヲ･検出シ得ル。創]チ本法施行ニョリ結核菌培養

ヲ節約シ得ル程度ハ相営大デアル。

　　

４．

　

胸膜炎溶出液ヨリノ結核菌培養二就

　　　　

４テ

リ籍(罷ぬ森)
今日迄ノ報告二依リマフ、ト胸膜炎惨出液ノ80～

90％－デハ結核菌テ培養シ得３７ヽ。故二所謂特

発性胸膜炎ハ結核性ノモノデ有ルコトハ何人モ

異存ガアリマセン。併シ択其ノ10～20％ニ於テ

=結核菌ヲ培養シ得ナイ場合ガアリーフ、。斯ノ如

キ例ノヽ惨出液中ノ結核菌が少斂デアルタノデア

リマフヽカ、叉ハ惨出液中ノ結核菌が疾病ノ経過

二連レテ急二消火ノ、ルカデアラウト考ヘラレマ

ス。私ハ富田氏ノ改良繊維素法二依リ、富田氏

ノヽ20C.Ｇ～40cc ノ惨出液ノレヲ以テ試験シマシ

タガ、私ハ150C.C.～200CGヲ用ヒ、岡、片岡培地

ヲ使用シ54例ノ胸膜炎患者ノ穿刺液ノ培養ヲ

試し・シタ。是等ノ例ラ観察シースニ、結核初

感染二合併シテ来ル所謂特登性胸膜炎ヲ一次性

胸膜炎トシ、「レントゲン」像上石灰化竃ヲ認ノ･

ルカ、叉ハ既二明カニ結核性疾患が存在フ、ルモ

431

ノラ二次性胸膜炎ノ内二包括サセ、人工気胸術

施行期間中、叉ハ人工気胸術中止後間モナク出

現シタ胸膜炎ヲ･気胸性胸膜炎トシテ取扱ヒーシ

タ。斯ク・如ク病型ザ大別シーフヽト培養成禎八

次ノ様デアリマス。

　　　

第１表

　

第１同穿刺液結核菌培養成績

病　　　　　型 人員
培養
陽性

　　　　　　雙極性初感染恣

一次性胸膜炎

¦

淋巴腺腫脹

　　　　　　淋巴腺周回炎

11

18

10

11

18

10

二　次　性　胸　膜　炎 ９ ９

載　胸　性　胸　膜　炎 ６ ６

一次性胸膜炎39例中第１同ノそ穿刺スル==1ト

ガ出来タ13例テ除キ、他ノ26例二就テ観察シ

マフヽト、第２同目ノ穿刺液菌培養陽性デアルモ

ノ20例、菌培養陰性デアルモノ６例デ76．9％

ノ陽性率ヲ示シテ居リマフヽ。

第１同目ノ穿刺液ヨリノ結核菌聚落数ニョツテ

分ケマハト次ノ様デアリマフ、。

　　　　　　　

第

　

２

　

表

　　菌聚落敷

例　敷
←５ 6－10 11―20 21→

26 ９ ６ ２ ９

菌聚落数ハ第２同目ノ方が第１同目ヨリモ噌加

シタモノ１例、宛化ノナイモノ８例、減少シタ

モフ 11例デアリーシタ。第１同目が陽性デ第

２同目が陰性デアル者ハ６例デ、ソノ聚落敬ノヽ

次ノ様デアリマフ、。

　　　　　　　

第

　　

３

　　

表

　　　　菌聚落徽

例　徽　　　へ
菌聚落敷

藤○　チ　０　　　１

舟○軍O1　　25

伊○　ト　○・　７

村　○　直　０　　　　３

吉　０　．ｽ　O i　　１

中　○－○・　　３

郎チコノ様ナノハ菌ノ非常二少ナ･fコトガ分リ
マ

　

フ、

　　　　　

○

要フ、ルニ大量ノ穿刺液ヲ･使用シ、且第１同目ノ
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穿刺液手試験フヽ～ト100％ノ結核菌培養陽性率

　　

其タ時７登育状態列

ヲ得｡ル事が分りフス。

　　

５．諸種色素加４％「ゲリセリンブイヨ

　　　　

ン」培養基上二於ケル人型結核菌ノ

　　　　

登育閥二就テ

略わ４(Ｆ７勧
余ハ大里教授が所蔵ソヽルGriibler會紅製造ノ多

叡ノ色素中ヨリ今同ノ報告ハ

Azofarbstoff 61（酸性49、盛基性6、性不明6）

Pheny lm ethanf arbstoff 39（酸性12、盛基性

　

25、性不明2）

Azinfarbstoff 17（酸性5、盛基性11、性不明1）

Chinonfarbstoff 15（酸性10、性不明5）

Thiazi㎡arbstoff 10（堕基性10）

Oxazinfarbstoff 7（酸性2、堕基性5）

Nitrofarbstoff 1（性不明１）

所属系及ビ性ノ不明ナルモノ３

合計!53ソノ中酸性色素78、盛基性色素57、性

不明色素18ザ算シ是等ノ色素ヲ４ガノ「グリセ

リンブイヨン」培養基二依ツテ１萬倍ヨリ32萬

倍－デ倍数稀郡シ、之二傅研ヨリ譲渡ノ大里内

科累代培養ノ「フランクフルト」株10日乃至２

週間培養ノモノヲ一白金耳（経約４ｍｍ）ヲ移殖

シ１週間及ビ２週間後二増殖度ヲ検査シタノデ

アノレｏ

此ノ際ノ培養基ノ「Ｐ．Ｈ．」ハMichael is；ノ比色法

ニョリ略ｔ ６．３デアツク。

培養期間２週間ノ毅育状態ヲ以ツテ登育閑り決

定シタノデアル。之ノダ

「エルレジ‘fヤーニ14‘｀゛ン」ラ用ヒ、之ニ50c.c.

ノ培養基サ入レタ場合二對照「コルベン」ニ於テ

ダヽ２週間後二表面全面二噌殖シタカラデアツテ

併
朴
十

【第17巷

ｦ'２週間後表面弘程度二噌殖セルトキ
ｌ ｌ

ｌ ・

　
　

４

　
　
　

４

／

　

／

２

　
　

１

タ ・

・ ・

÷ヲ｀移殖時ノ略い

土サ タ ・ ２倍以内－ 川

　

－ラ移殖時二宛ラデルモノ

　

＝サ移殖時ノ牛減セルモノ

斯様二便宜上ノ記琥ヲ用ヒル時八十ノ噌殖度ヲ

示シタモノハ２週以後ノ経過二於テ勃レモ冊ノ

噌殖度子見ルモノデアリ、夫レ故ニコノ２週間

培養ノ十ノ噌殖記琥テ示シタ稀樺度テ以ツテ其

ノ色素ノ登育閥ト定ノ･タ、、

÷ノ記彼ノモノハ２週間後二於テハ登育状態停

止ザ示ソ、カ或ノヽ噌殖状態遅々タルモノデアツタ

ガ特二二、三ノ色素二於テハ２週以後二漸次稜

育可良サ示セルモノガアツタノデ是等ノモノ.ハ

２週時ノ増殖程度÷ラ示シタ稀輝度ヲ以ツテ登

育閥ト見倣シタ、、

成績一括表ハ下ノ様デアツテ

グ
１萬

倍以
内

１萬

倍

２萬

倍

４萬

倍

８萬
倍

16萬
倍

32萬

倍

32萬
倍以
上

酸性色素 51 ３ ６ ７ ５ ４ １ １

甕基性色素 ７ １ ４ ８ ８ ７ ５ 17

性不明色素 ６ ３ １ ３ １ ２ ０ ２

酸性色素ハ大多散が登育閥。･ヽ1萬倍以内ニアツ’

テ結核菌ノ登育阻止作用弱キヲ示シ、盛基性色

素ハ登育閥16萬以上ノモノガ牛数尹占ノテ居

り結核菌ノ登育阻止作用弼キテ示シテヰル。

但シ酸性色素デモ登育阻止作用彊キモノアリ、

堕基性色素デモ登育阻止作用弱イモノガアツタ

ノデ次こ表示ソヽルコトトスル。

酸性色素ニンテ費育阻止作川強キモノ

１萬 ２萬 ４萬 ８萬 16萬 32萬 養育閥

Disazo- Saurebraun
-

四

-
-

-
-

－

十一

士　　÷
士　　併

32　萬　倍

Trisazo. Kongobraun
－｜＿

一丿一

-

四

-
-

十　ｉ　十

一　　－
十　　十
一　　－

32萬倍以上
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１

２

３

-

４ - ｉ ･ － 一
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日

唇肌性色素ニンテ登育阻止作用弱キモノ

Triarvlmcthan;

　

Rosanilin pikrat

　 　 　

９ ¶

-

　 　 　

｜ ¶

- ･ -

　 　 　

９ ・

-

Rosanilin

Gentianablau
一 一

M(･th vlt^rijnrein

Mcthylgrunfuchsin

McthvlgriJn

Malachitgriin

素

-

名

-

La

１萬

±
＋

±
升

十
併

↓
冊
二

冊

　

十
冊

-

弗
ｔ

　
　
　

Ｓ

‐
１

一 一

Ｓ

Ｓ

２萬

士
升

土
冊

‐

―

‐

‐

　

｜

--●

十
方
・
一
４

土
冊

４萬

士
柵

士
併

＋
併

一

桝

ｉ

『

士
柵

冊

　

一

冊

十
冊

-

　

色

-

１萬

-
一

冊
-
－

－

８萬

-

併

士
併
一
十
桝

十
冊

一 一

一

冊

冊

柵
"

にｰ一一･一一一一

√

十
冊

２萬

-
-一

柵
-
－

－

一一

柵

16萬

-

　

-

　

併
-
-

冊

32萬

-
一

柵
一 一

一

冊
一一
＋

冊
-

十
冊

一一

冊

十
升

一

冊

十
冊

晋育閔

-
１

　

萬

　

倍

一一

１出倍以内

一 一 一

- ミ ー -

ｌ ｌ

一 一 一

り

樺

　　

倍

一

柵

－
－

十

　

｜

－

16此

-

　

-

　

冊
一
士

＋

　　

＿

　　　　　　

＿

４
卜。

-

一 一 一

敬

一

32萬

冊

士
＋

冊

433

對照

-

　

-

　

冊
-
一
冊
--
一
冊

十
冊

十
冊

マ

冊

－

÷

冊

一一

一

冊

十
冊

素

　　

稀

ｉ

・

－

４萬１８萬

冊

一

一

十
一
一

一一

冊

Oxazin; Gallaminblau in leig

色

Azofuchsin

Curcumein

Azoeosin

- 一 一

一

冊
一
一

冊

十
冊

性ノ不明ナル色素一-ｼﾃ賢有阻止作川弱キモノ

１萬１　２萬 ４蕩 ８萬116萬　32萬　我育閥

Monoazo:　Metachrombeize

　　　□　　　Echtgelb u･ grieshach

冊　　冊

　　　　　　÷　　ｌ　　一汗

冊　冊｜冊
ｊ　ｉ１萬倍以内

＋　　＋

冊　　冊

＋　　＋　　＋

冊　　冊　　冊

＋

冊
９９

　　‥　　　M(ヽthvloran^e

　－　-　　　　-－　　　　･一一

Trisazo;　Columbiaschwarz

一一一一一一一一一一

Azin；　Brillanthlau K^riinl

¶w--　w-

Chinon;　Λlizarindunkeleriin

-- - ・　　〃
　●　　　　　　●

十十　　升

こ-　１　六　１　-ﾆｰ

併　　冊　　冊

一
冊 り

十　　十

冊　　冊

＋，　＋，　＋

冊　　冊　　冊

＋

冊
讐９

一 一

冊

ぷ一
升

｡_　ｉ　ェ　ｉ　ェ　ｉ　_ｪ_　ｉ

併　　併　　冊　　冊　　　　･･

　　　　　　　　　｜
_-　　｜　　　’√

。

　　　　　　ｌ　　　ｉ-．｜　。　　。　　。

冊　　冊　｜　冊　　冊　　　　¨

性ノ心明ナル色素ニシテ晋育阻止作用強キモノ

１萬　　２萬　　４萬 ８萬，16萬　32萬　我育閥

I
Monoazo; Tronacolin OO　　　　j　二　１　二

十　　十
一　　－
十　　十

一　＝　－

十

一

一一

士　32;jj,倍以上

一一

Nitro: ＼aphthylamin"elb　　　　1　二　１　二 -　　-
_　　_

一

一

一

一

I

　

Azofarbstoffe(1―61)

a) Monoazofarbstoffe

既察
日敷

一 一

１

２

Ｗ

Ｗ

９ ９

・ ・

・ ・

り
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４ Orange G Ｓ
１Ｗ
２Ｗ

＋
冊

＋
冊 十冊

＋
冊

＋
冊

＋

冊
十
冊

５ Metariilgelb

一一一一一

Curcumein S

Ｓ
日

-
-

-
-

一
一

±

＋
一

併

＋
冊

＋
冊

６ Ｓ ９●
一
冊

-=φ

冊 一
冊

一一

冊 ÷
冊

-÷
冊

‾7‾
冊

７ Tropaeolin o Ｓ ・ｌ 一
冊

匹ﾐ

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

８ Tropaeolin ooo Ｓ
り

一

併

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

９ Azorubin Ｓ ÷
併

一
冊

i －

冊

一
冊

一
冊

一
冊

÷
冊

10 Echtrot Ｓ ｌタ

-

-

一一

-
－
＋

一
併

＋

冊

＋

冊

＋

冊

11 Sudan　II Ｓ ●９

＋
冊

＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

12 　Naphthylaminbraun

一一一－　　　　一一一一　一一一

　Thiazinrot

Ｓ
ｌタ

一

併
一
冊

一
冊

÷
冊

一
冊

一
冊

一
冊

13 Ｓ
り

＋

4冊

＋

併

＋

併

＋

冊

＋
冊

＋
冊

＋
冊

14 Orange G Kr>'st Ｓ 警９

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

佃･

＋

冊

＋

冊

＋

冊

15 Azofuchsin B Ｓ ｙ９
＋

冊

＋

冊

＋

冊
＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

16 Chromotrop u. Heidenhain Ｓ 讐９

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

17 Scharlachrot Ｓ ●・
＋

冊
＋
冊

＋

冊
＋
冊

＋

冊

＋

冊
＋
冊

18 Mandarin Ｓ ・・
＋

併
＋
桐･

＋
冊

＋
冊

＋

冊
＋
冊

＋
冊

19 Ponceau RR Ｓ 　 　 讐 ９

一 一 一 一 一 一 一 一

　 　 ９ ９

＋
冊

＋

冊

一一

㎜－

＋

冊

＋

冊
十
冊

＋

冊

＋

冊

20 Janusgriin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一－－一一

Janusgreen Ｂ

Ｂ
--

--
-
-

-
-

一
一 四

＋－

＋

冊

21 Ｂ ・９

--

四-

-

--

-

--

一
一

一
一

十
一
十
一

＋
冊

22 Chrysoidin K. H.

-一一-一一一一一

Anilingelb

Ｂ ｌ争

□

-
- 四

十一

一一

＋

そ一
冊

＋

冊
＋
冊

＋

冊

23 Ｂ
-
-

-

㎜

-
- 四-

十

四
十
一

十

四
十
一

一
冊

24 Metachrombeize　　　　｀
タ９

一一

冊 ÷冊
一升
冊

一
冊

一
冊

一一

冊

＋
冊

25 Tropaeolin oo

一一一一一一一一一一一一一一一一一一-

Echtgelb u. Griesbach

り
-

-
-
-

十
一
十
一

十
一
十
一

十

四
÷

十

四
－

一一

併

26 ｌ・
＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊
十冊

＋

冊

＋

冊

27 Echtgelb H u. Unna
□

-
-

十

四
十
一

十

四
十
一

-－

-

-:-

十十
÷
併

一

冊

28 Methylorange ・繁

－

十十
一
升

一
併

一
冊

÷
冊

一
冊

÷
冊
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b）

　

Disazofarbstoffe

銘5

香妓 色　　　素　　　名 性
戮察
日数

色　素　　稀　　憚　　倍　数
對照

１萬 ２萬 ４剛　８Ａ 16萬 32萬

29 Saurebraun Ｓ lW２Ｗ

m

四 ㎜-
-

㎜

－

十
一

十
一
十
一

÷
桐･

一
冊

30 Orseillin

一一一一

Brillantschwarz

Ｓ
り 一

冊
一
冊

一
冊

÷
冊

÷
冊

一
冊

一一

冊

31 Ｓ ｌｉ

＋

冊

＋

冊

＋

冊
＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

32 Chrysamin Ｓ
り

-
-

十
一
十

四

－
＋

＋

併

＋

冊

＋

冊

＋

冊

33 Deltapurpurin Ｓ タタ

一

併

Fﾐ　-÷

　　　　桐･
一
冊

一
冊

一
冊

÷
冊

一
冊

34 Crocein u. Griesbach Ｓ
り 一冊

そ一
冊

一
冊

一
冊

÷冊
一
冊

一
冊

35 Rosazurin G Ｓ タ９

士

桐･
そ一
冊

そ一

冊
一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

36 Dianilblau Rngr. Ｓ
り

-
-

-
-

四
十一

－
＋

－
●●

冊 一
冊

÷冊

37 Trypanrot Ｓ り
＋

冊
＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋
冊

38 Ponceau Ｓ Ｓ タタ

一一

併

一
桐･

一
冊

÷
冊

そ一
冊

÷
冊

一
冊

39 Trypanblau Ｓ り
＋

冊
＋
冊

＋
冊

＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

40 Resorcinbraun Ｓ
タタ

一

匹

十
一
十
一

÷升 ÷
併

＋
冊

＋
冊

＋

冊

41 Diaminblau Ｓ ｌｌ

十
一
＋
－

士
＋

一
冊

一
冊

一
冊

-7‾
冊

一
冊

42 Croceinscharlach Ｓ
タタ ÷冊 ÷

冊

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

43 Congorot Ｓ ９タ

-
-

十
一
＋
－

÷＋
一
升

÷
併

一
冊

一
冊

44 Azoblau Ｓ ・タ

ぞ-
･H+ 一

冊

一一

冊

一
冊

÷冊 一
冊

一
冊

45 Wollschwarz Ｓ タｌ

士
併

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

÷
冊

一
冊

46 Rosazurin Ｂ Ｓ
り

一

十§+
＋
併

＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

47 Benzoreinblau Ｓ
り

＋
冊

＋
冊

＋
冊

＋

冊

＋

冊
＋
冊

＋

冊

48 Benzoazurin Ｓ ｌ・
一

併

－

併
÷
十l+

一
冊

・÷
　冊

一升
冊

一
冊

49 Benzoblau BB Ｓ
り

-
-

-
-

十

一
十
一

－
＋

＋

併

＋
冊

＋

冊

50 Benzoblau 3B Ｓ ・夕
一
一

十
一
十
一

土
＋

一
併

一
冊

一
冊

一
冊

51 Congocorinth Ｓ
日

－

十
一

十
一
十

四

士
＋

‾7’
冊

＋

併

＋

冊

＋
冊

52 Benzopurpurin Ｓ
り

＋

併

＋
冊

＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋
冊

53 Benzopurpurin B Ｓ 警９

＋
4赫

＋
冊

＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊
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54 Echtbeizengelb Gin becher Ｓ
１Ｗ

２Ｗ

－

十
一

十　ｉ　÷　ｉ　÷

十　　十十　　併

÷　｜　乙‾
冊　，冊

一
冊

55 Diaminschwarz BH　　　　　　　　　　　S １・
一

一

一　　　士　　　÷
土　　　土　　　＋

-ﾆｰﾚﾆ●一

冊　　冊
一

冊

56

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Bismarckbraun KH　　　　　　　　　j　B
９９

一

一

十　　÷　　＋
一
土　　升　　冊

＋　　＋‘

冊　，冊

＋

冊

57 Vesuvin KH Ｂ
タ９

十
一

一

÷　ｊ　÷　　　＋

十　　十十　　冊

十　　十

冊　　冊

＋

冊

58 Naphtazurin　　　　　　　　　　　　　l　S ll
一
冊

･-　ｉ　こ　！　　.●..

　●　　　｜　　●　　　　　　●
冊　　冊　　冊

÷　１　÷

冊　　冊

一

冊

番琥

59

－

60

－

61

色

Kongobraun

　　　

●

　　　

●

　　　

●●Diamingrun

素

一 一

Columbiaschwarz

名

c）

　

Trisazofarbstoffe

一 一 一 一 一

性

　
　

Ｓ

Ｓ

観察

日敷

一一一一
１Ｗ

２Ｗ

タ ９

-

日

色

　　

素

１萬

－

　　

－

－

－

-

－

－

十
冊

２萬

－

－
一
一
士

十
冊

稀

　　

憚

４ 萬

　

=

　

- =

　

－

　

－

一

　

士

-

IT

　

Phenylmethanfarbstoffe (62―100)

　　

a) Diphenylmethanfarbstoff

十
冊

ﾄ;萬

　

一一

　

－

　

－

士
±

十
柵

倍

　　

徴

16

-一一

萬
- - －

士
士

±
＋

十
冊

32萬！

一一
±

　

１
±

-
- I

冊

　

｜

十
冊

對照

十
冊

一

冊
－
＋

冊

番胱 色　　　素　　　名 性
戮察
日敷

色　　素　　稀　　憚　　倍　　徴

對照
１萬　２萬 ４萬　８萬　16萬 32萬

62 Auramin　　　　　　　　　　　　　　　）レ昆　二こ　二　李　√√ぶ

b）

　

Triarylmethanfarbstoffe

番妓 色　　　素　　　名 性
観察

日数

色　　素　　稀　　鐸　　倍　　敷
對照

１萬　２萬　４萬　８萬づ6萬 32萬

63

6↓

BaumwoUblau Ｓ
１Ｗ

２Ｗ

＋　　＋

冊　　冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

十

冊

＋

冊

Saureviolett Ｓ

　　－

Ｓ

１・
一
冊

一

冊

一一

冊

一

冊

＋

冊

＋

冊

65 Saurefuchsin Orant^e
り

一
冊

一

冊

÷

冊

一

冊

.-㎜㎜

冊

一

冊

＋

冊

66 Sauregriirr Ｓ ・ｌ

十
－

十
一

－

＋

一一一

升

÷

併

÷

升

一
冊

＋

冊

67 Brillantreinhlau Ｓ
日

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

　(昭

一

　69

EchtgrUn Ｓ ９ｙ
一

冊

一

冊

一

冊

一

冊

÷

冊

－　一

冊

一

冊

Chinablau Ｓ ・９
一

冊

一

冊

一

冊

一

冊

÷

升

÷

冊

÷

冊

70 Methylblau Ｓ n
÷

冊
÷
冊

一
冊

÷
冊

一
冊

一升
冊

÷
冊

71 Cyanin B Ｓ
り

一

冊
÷
冊

÷
冊

÷
冊

一
冊

÷
冊

÷
冊



渫５琥】

72 Wasserblau u. Unna

73 Wasserblau BB

74 Rosanilin

75 Rosanilin chlorh

76 Rosanilin pikrat

77 Smalagdgriin

78 Gentianablau

79 Dahlia

80 Solid griin crist

81 Methygriin rein

82 Methylviolett

83 Rosanilinviolett

84 Kristallviolettu. Holz

85 Malachitgriin Krist

86 Methygrun fuchsin

87 　　　　●　　　　●●Chinagriin

88 Methylgrun pyronin

89 Malrchitgriin

90 Methylgrun dahlia

91 Methylgriin

92 Dahlia methylgriin

93 Viktoriablau B n. Schi

94 Parafuchsin

95 Diamantfuchsin Krista】

96 Brillantariin

97 Nachtgriin w. I.

98 Reinblau La

總會演訊要 ヒj
日

Wasserblau u. Unna Ｓ
１Ｗ
２Ｗ

一
冊

÷冊 冊

－一

冊

一一

冊

Wasserblau BB Ｓ タｙ ÷
冊

一
冊

一
冊

Rosanilin Ｂ n
士

十十

±

升
十一
桐･

士
併

Rosanilin chlorh Ｂ ｌｌ
-
-

士
＋

士
＋

一
併

Rosanilin pikrat Ｂ タｙ

±

＋
士
升

十
一冊

一
併

Smalagdgriin Ｂ い
四
四

四-
-
-

一
一

Gentianablau Ｂ ９９

＋

併

＋

併

＋

併

＋
冊

Dahlia Ｂ り
-
-

十

一
÷

十
一

一
÷
併

Solid griin crist Ｂ い
-

㎜

-
-

-
-

土
＋

Methygriin rein Ｂ ｙタ 一
冊

一
冊

÷
冊

＋

冊

Methylviolett Ｂ ｙ９

-

--

－

十一

十
一
十
一

－
＋

Rosanilinviolett Ｂ い

一

一一

一

一一

-
-

十
一
士

Kristallviolettu. Holz Ｂ タフ

-

--

-

--

一

一一

－

十
一

Malachitgriin Krist Ｂ タ９ 一
一

十
一
十
一

- l - ¶

　 ●

＋

一
冊

Methygrun fuchsin Ｂ タタ

十
一+仔

十
一冊

十
一
冊

一
冊

　　　　●　　　　●●Chinagriin
Ｂ り -

-
-
-

十
一
十
一

土
＋

Methylgrun pyronin Ｂ ｙｙ
十
一
十
一

--
＋

－
＋

－

十十

Malrchitgriin Ｂ ７９
一
一

一
一

-
-

十
一
十
一

Methylgrun dahlia Ｂ ｙｙ
＋

㎜
－

十
一
十
一

一
冊

÷
併

Methylgriin Ｂ ｉ９
一
冊 一

冊
一
冊

一
冊

Dahlia methylgriin Ｂ 日
十
一

四

十

四
十
一

一

十十
一
併

Viktoriablau B n. Schumacher Ｂ タタ

十

四
十
－

十
一
十

四

十
一
十
一

十

四
十
一

Parafuchsin Ｂ
い

－

十一

±

＋
一
冊

÷
冊

Diamantfuchsin Kristale Ｂ
タタ

一
一

－

十四

±

＋

一一

冊

Brillantariin Ｂ １９

-
-

十

四
十
一

十
一

十
一

十

一
十
一

Nachtgriin w. I.
タタ 士

＋ ÷
冊

一
併

一
冊

Reinblau La Ｓ
り

±

升
士

升
十
一併

士
併

一

冊

一

冊

一

冊

一

冊

一

冊

一

冊

．‾こ‾

　併
÷
冊

－
併

一
冊

十
一

一

十
四十

＋

冊

＋

冊

一

冊

÷

冊

÷
++

一

十十

＋

冊

＋

冊

－

十十

一

併

－

＋

士
＋

一
冊
一
一

冊

±
併

一

併

－

十
一

一

一

併

冊

一

一

州･

－

十
－
＋

－

一

冊

－－

一

冊

－

－

＋

－

一

冊

－

士

併

一

併

一
一

併
－

一

冊
－

a㎜

冊

－
一

冊

－
÷

冊

±
十

一

州･

－
一

冊

－
一

併

±
＋

一

冊

- － -

柵
一
一

柵
一
一

冊
－
一
冊

ミー
一

冊

-
一

冊

-
-一

柵
-
一

柵
-
一

柵

十
冊

十
冊

十
冊

；
一

十
冊

十
冊

一
冊
－
一
冊
－
一
冊
－
一
冊
－
一

柵

･
I
･
冊

一

冊
－
一

冊
－
一

冊
－
一

柵
－
一
冊
－
一
冊
－
÷

柵
－
一

冊
－
一

冊
一
一

冊

437
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99 Saiirefuchsi nmeth ylenblau
１Ｗ

２Ｗ
-

四

十

四
十●-

－●

－

十十
‾i‾
桐･

÷

冊

一
冊

÷

冊

100 Malachitgriin La Ｂ ｉ●

一
冊

一
冊

一一

冊

一

冊

一

冊

一

冊

÷

冊

Ill

　

Azinfarbstoffe (101―117)

番枕 色　　　素　　　名 性
戮察
日数

色　　素　　稀　　霖　　倍　　撒
對照

１萬 2（　4萬ﾚ?寫 16萬 32萬

101 Indulin wasserl Ｓ
１Ｗ

２Ｗ
＋
冊

＋
冊

＋
冊

＋
冊

＋
冊

＋

冊
＋
冊

102 Azokarmin B Ｓ
H

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋

冊

＋
冊

＋
冊

＋

冊

103 Nigrosin wasserl Ｓ タ・
÷　　　　÷
桐･　　冊

一
冊

I　‾7‾

　冊

一
冊

一
冊

一
冊

104 Safranin o wasserl KH Ｂ
日

一　　一
一　　一

一　　一一　　ｌ　　-
四-

四
十一

士
＋

十
四升

＋

冊

105 Saf. rein KH Ｂ n

－　１　－－　　－

＿　１　＿＿　　＿

－

十一

土
＋

－

十十
÷
佃･

＋
冊

106 Saf. n. Curtis KH Ｂ n
--

一一

--

四-
㎜-

－

十
一

士
＋

士
冊

＋

冊

107 Sa£.spirituslosK. H. Ｂ ９９

一一

一一

－

十一

－

十一

十
一
十

－

十十
一
併

＋

冊

108 Neutralrot Ｂ 費警

-
-

十
一

一

＋
升

十
升

＋

冊

＋

冊

＋

冊

109 Neutralrot griib Ｂ ９ｙ

士

十一

-－

-

＋
＋

＋
升

＋

冊

＋

冊
＋
冊

110 Neutralviolett n. Unna KH Ｂ ９警

-
-

--

-
-

十
一
十－

十
一

十
一

一

一
十
＋

＋
冊

111 Indaminblau KH Ｂ ９ｉ

一

一

十
一
十
一

-
-

-
-

十
㎜
十
一

十
一
十
一

十

冊

112 Indulinscharlach KH Ｂ
　　　　　-

ｉ・
　　　　　-

㎜-
十
一
十
一

　　　　ｌ　　　ｌ　ご_
マ‾　　　　　‾ｒ　　　　　・

÷　．　+　　併

＋

冊

113ﾚ【ndazin KH
　　　｜

Ｂ □ 沈ム 沈ム 沈ム
＝-　　一　　±

－　ｉ　＋　１　十
　　ｌ　一　　一

＋

冊

114 Amethystviolett KH Ｂ ｙ９

--

---

一一

一一一

＝　｜　＿
＝　ｌ　＿

-
-

十

四
十
一

＋

冊

115 Indulin griinl Ｓ
９９

＋
冊

＋

冊

＋

冊

＋

饅

＋
冊

＋
冊

＋
冊

116 Nigrosin spiritusl Ｓ
り

十
四
十
一

十
一

一一

一一

十十

－
+1+ ÷

冊

一一

冊

一一

冊

レ Brillantblaugriinl 費・

－

十十
÷
冊

一
佃･

÷
併

- ヽ 一

冊

一一

冊 一冊

IV

　

Chinonfarbstoffe (118―132)

番技 色　　　素　　　名 性
戟察

日斂

色　　素　　稀　　憚　　倍　　徽

對照

１萬 ２萬 ４萬 ８萬 16萬 32萬

118 Alizarin sicca Ｓ 1 W
２Ｗ

二tﾆ
＋

土
十十

マ　　｜　ペー
冊　ｌ　冊

一
冊

ｔ‾
冊

一
冊

119 Alizarin viridin Ｓ ・９

十

四
十
一

÷
＋

÷　ｉ　‘升
併∧1鋒 ÷冊

÷
冊

-F
冊

120 Alizarin cyanin g. extra Ｓ ●９

士
＋

一
升

一

桐･

ﾍﾟｰ
冊 ÷

冊

一

冊
一
冊
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日

蛤9

121 Alizarin cyanin grunlich extra Ｓ
１Ｗ
２Ｗ

十
一

‾ｒ÷

－

＋

－

十十

一一

冊

－ 　 皿

冊

一
冊

一

冊

122 Alizarindirektblau Ｓ ｙ９

_　　_

一　　-

一

一

±

＋

士

＋

土

＋

″7゛

冊

123 Alizarinastrol Ｓ 日
十　　十
一　　一
十　　十一　　－

十
一
十

四

十　１　十＿　　＿

士　いH+
一
冊 冊

冊
124 Alizarinblau S Ｓ ・・

－　　一

冊　　冊

一

冊

÷
冊

一

冊 冊

125 Saurealizarinblau S Ｓ 争雫

．_　ｉ　。　Ｉ　_ﾆ_　１　ぺ_「
　‘　　　１　　　・　　　　●　　　　　　●冊　Ｉ　冊　丿　冊　　冊　！　冊

　Ｆ

冊

一

冊

126 　SaurealizaringriJn
_.＿.__.＿＿＿___＿_＿____＿＿_

　Alizatin-Bordeauχ

　Alizaringelb

　Alizarin sulfosauresnatron

　Alizarinrot　S

Ｓ ｌｌ

こｌ-ﾆｰ-ﾚ･-
・　　　｜　　●　　　　　　●
冊　　冊，　冊

一

冊 冊 冊

一

冊

127 Ｓ　

Ｉ　タ？

　＿　＿」

十　　÷
－士　　併

÷

併

ぐ-
併

---

冊

一

冊

一

冊

128
●¶

一　　　士　ニ　÷

士士　十　ｉ　併

一一

冊

÷
冊

一
冊

一

冊

129
ｉ●

＋　　ぐ　　　そ-
－
＋　　冊　’升

　　　　　　ｊ

ﾊﾟJ-
●　　　　　　●冊　　冊

一
冊

一一

冊

130
・ｉ

十　　十
一　　－
十　　十
一　　－

十
一
十

四

＋

冊

＋

冊

＋

冊

一

冊

131 Alizarindirektviolett

-

□
一　　　十＿　・　て

十

四
－

十
一

一

－

十十

－

十十

一一

冊

132 Alizarindunkelgriin ９タ

一

冊

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

V

　

Thiazinfarbstoffe(133―142

番胱 色　　　素　　　名 性
観察

日敷

色　　素　　稀　　憚　　倍　　敷
對照

１萬）萬　州卜８萬 16萬押2萬

133 Borax-Methvlenblau Ｂ
１Ｗ　　―！　　－

２Ｗ　　－　１　－
一

一

－　，±　　土

－　ｉ　÷÷　÷÷

一

冊

1肘 Methvlenblau med. Ｂ
　　　　　　　　-　‘　　-　　ｌ　　_

ｌｙ　　　一　　　十　｜　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　-

十　｜　十　　十　　一一一　・－　　一
士　　－

135 Methylenb】au Loftier Ｂ ｙ９

一　　一

一　　ｌ　　-

－

十
一

十
一
十
一

土　１　土

一八｜　÷十　冊

136　Methylpnb】au K. H. Ｂ
　　　　　-

・ｙ
　　　　　-

一

一

一

一

一--
一

一

一

一

一　　十　　÷
　　　　－土　１　土　　　冊

　137 Methylenblau Ehrlich

_＿___＿　　　　　　　　＿＿

　13S Toluidinblau o

Ｂ
　　・　－　　-

い　ｉ　　　ｊ
　　　　－　　－
　　　　　　｜

一　　十
　　　　一

一　　　十
　　　　－

十　　　?一
一
十　ｉ　冊

四　　ｉ

Ｂ ・警

-

-

-　　-

-　　-

一

一

＿　　＿

士　ｉ　±　　冊

139 i Thionin K. H.　　　　　　Ｉ　Ｂ ｉ讐

_　　_　　_

-　　-　　-

-

-

－　　一　　一

一　　十　Ｉ　冊　　　－

140 Methylengriin

----

　　　　Ｂ
　　｜　＝-，　一　　　土

¨　ｌ　＝　｜　士　　‾1‾‾ふ

十　　　　　．-　｜　÷

＋　　＋　　升　ｉ　冊

141 i Azur l giemsa Ｂ
・ｌ

ﾄﾞ=一

一　　－＿　　＿

ｴｰ　！－

－　｜－

十　　十　１　．
－　　一

十　　十　・　冊
－　　－

H2

　　　　　一一一

Azur 11 giemsa Ｂ　Ｉ　‥　、こ　ｉ　＿
一

士士

十
-

‾て‾÷

十
一

=●-

　　　１土　’宋

÷ゾ　冊
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日

VI

　

Oxazinfarfstoffe (143一一119)

【第17巻

番銃 色　　　素　　　名　　　　　性　背戻
色　　素　　稀　　憚　　倍　　徽

對照

１萬 ２萬づ↓萬　８萬 16萬 32萬

113　Coelostinblau　　　　　　　　　　　　　コ　回　率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

-E-

併
＋　　＋　　＋　　＋　ｉ　十
冊　　冊　Ｉ　冊　　冊　，冊

H4 Gallocvanin　　　　　　　　　　　　　　　　S99　！　‾

　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

一
一

十　　　十　　　十　　　÷－　１　－　　　－
士　　士　　÷升　十冊

＋

冊

H5 1 Brillantkresvlblau　　　　　　　　　　　　　B ﾀl　　　皿
　　　！　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　｜　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

－

十
一

士　　　士　　　±　　　士　　　十

士　　　土　　　÷　　　÷　　　冊

H6 Nill)lauchlorhydrat　　　　　　　　　　　n91　1　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

一

一

－　Ｉ　－　　一　　十　　十
　　　　　　　　　　－－　　－　　－　　±　　冊

147　Nilblausulfat　　　　　　　　　　　　　　　　B
i7　　　二　！　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　｜　　＿

一　　　―　　　土　　　±　　　十

一　　　士　　　士　　　土　　　冊

＋　　　＋　　　＋　’＋　　＋

冊　　冊　　冊　　冊　１　冊
148 Galla minblau in Teig　　　　　　　　　B　　　，， 十

冊
＋
冊

ﾄ･ Caprilblau　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　，，　　±
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

十
一
十
一

一
一

．･　　｜　　?_　ｉ　-４　・
　●　　　　　　●　　ｉ　　　°　　　＋←　ｊ　÷　　＋　　冊

VII Nitrofarbstoff(150)

番妓 色　　　素　　　名 性
観察
目敏

色　　素　　稀　　憚　　倍　　敷

對照
１萬 ２蕩 ４萬 卵旨 16萬 32萬

150 ，Napjithylamingelb
１割－

１　２Ｍァ　　ー
一
一

-

四
-
-

-
-

一
一 ÷冊

VIII

　

所屈不明ノモ/ 151―153ﾝ

番妓 色　　　素　　　名 jｿ　　践察¦生　１日数

色　　素　　稀　　憚　　倍　　敷
>4iu-aa

１萬 ２萬：　４萬 ８萬 16萬
　　　　　ｉ　ぷJμn
32ぷ，

]51　Acridin R

152 ，0r(ヽ(ヽin

＝　　　　土　　÷　｜　÷　｜　÷　１　÷　｜　÷　ｌ　÷
｜　　　　十　　冊　　冊　Ｉ　冊　　冊　　冊　　冊

　　　　一　　　十　｜　十　’÷二，十　こい茸→冊
冊　　冊

153 Orcein Ersatz “ H ”
１　　ｉ　－　ｉ　一　　土　’＝　｜　÷　１　÷　｜　÷

　　　　－　　÷∠　＋　・　＋　ｉ　十　　十　　冊

６
諸所二接種セル人型結核菌及ビコッホ

氏無毒菌ノ吸牧二就テ

目聡二郎(び≒)
腹膜腔、肋膜腔、腸管及ビ皮下カラノ結核菌吸

赦二就テハ、既二病理組織學的叉ハ動物試験ニ

ヨル報告ガアルガ、私ハ膿内こ入レラレタ結核

菌が直接1皿行中一入ルカ、淋巴道ヨリ吸収セラ

ルヽカ、叉菌株ニョリ差ガアルカ刊胸管借管サ

作ツタ後二菌づ主射シ、血液、淋巴、賓験的肋

膜惨出液ヨリ培養ニョツラ･知ラウト試ミタ、、

菌ハ人型結核菌佐々木株及ビコいホ氏無毒菌ノ

２株ラ用ヒタ。菌接種後時間的間隔ラ置イテ、

血液、胸管淋巴及ど賓験的肋膜惨出液ヲ･探取シ

ヘ凡ソ24時間迄検査シタ。賓験動物ハ９乃至

20kgノたラ用ヒ、人型結核菌佐々木株及ビコ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
ホ氏無毒菌テ夫々生理的食堕水lc心中１ｍｇ中

ヲ･含ム菌浮游液テ調製シ、2～4～10c.ｃ.ヲ股静

脈、肋膜腔、腹膜腔、下腹部皮下及ビ胃内二接

種シタ。

培養二用ヒタ血液ハ右側頚静脈ヨリ1 c;Ｇ探血

シ、胸管淋巴ハ硝子「カニューレ」侈直接胸管主

幹内二播入シう=一探取シ、肋膜惨出液ハ肋膜腔二

熊谷式気胸針り刺シ、附渇（）ノノーター」が陰
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歴ナルテ躍八空気約5 cx1ヲ燈入シタ後側枝カ

ラ「テルピノール」０．５乃至lea列主入シテ生ゼ

シｙタ。血液中結核菌培養法ダヽ、片倉、岡ノ硫

酸「ペプシン」法ヲ、肋膜惨出液及ビ胸管淋巴ノ

培養ハ繊維素網ラ細切シタ後遠心沈澱シ、１％

硫酸ニ15％ニ「ペプシン」ラ加ヘタ液デ溶解シ

タ後、片倉、岡鶏卵培地上二塗抹培養シタ。賓験

成績・ヽ人型結核菌デハ約２ヶ月後ニ、コヴネ氏

　　　　　　　　　　

一一一
無毒菌デハ１週間後二培地上二登育シタ聚落ノ

散テ1 C.Gニ換算シテ比較シタ。

1）股静脈二人型結核菌佐力木株テ４ｍｇ接種

シタ例デハ菌注射後10分デ血液中、胸管淋巴中

ニ、叉25分後ノ肋膜惨出液中二夫々培養上菌

テ謐明シタ。肋膜惨出液二出現スル菌ハ流血中

ノソレヨリ少ク、然シ15時間後ニハ凡ソ同数

二菌ヲ･認メタ。

三二息氏無毒菌ラ２．５ｍｇ股翻

例デ・ヽ血液中二培養上菌ノ出現テ認ノタガ、肋

膜惨出液、胸管淋巴ニハ32時間後モ培養土認

メ得ナカツタ､、

2）右側肋膜腔二人型結核菌テ接種シタ例デ

ハ、左側賞験的肋膜惨出液及ビ30分後ノ胸管

琳巴中二菌ノ出現ヲ･認ノタガ、12時間後－ハ肋

膜惨出液中ニハ淋巴中ノ菌ヨリ多量トナリ、之

二反シテ接種後15時間後二至ツテモ血液中カ

ラノヽ培養上菌ヲ認ｙナカツタ。

3）人型結核菌２ｍｇヲ腹膜腔二接種シタ例デ

ヘ接種後約８時間デ既二胸管淋巴二出現シタ

ガ、血液中ニハ澄明セズ、20時間デモ同ジク胸

管淋巴二澄明シタガ、血液中一列

時間後二至り始ノテ少量血液中二謐明サレタ。

ﾉ｀、血液及ビ胸管琳巴カラノヽ菌テ認ｙナカツタ。

4）下腹部皮下接種例デハ人型結核菌及ビコ､。

封:1

之レ‘ニョレバ賓験ノヽ未グ不充分デハアルガ、大

艦二於テ結核菌ハ淋巴道ヨリ吸収サレ、直接血

行二移行フヽルコトノヽ少イモノト考ヘル事ガデキ

　　

7．

　

結核菌ノ乳酸胱水素反庶二及ボス

　　　　

｢アΞノ｣酸ノ影響二就テ

ル田

　

・倶発か

人型結核菌H2株及青山Ｂ株二就テ、種々ナ「カ

ルボン」酸テ基質トシテ、ソノ腕水素反座テ検索

シ、孚L酸脱水素反恵二開スル研究ヲ井田一報告

シタ､、コノ際ニ「グリセリン」及ビ葡萄糖ガコノ

反恵二開貢スル機能へ菌液保存ノ種々ナ状態

二依ツテ異ルコトヲ･述べ、「グリセリン」及葡萄

糖ハ孚L酸ノ脱水素反恵二對シテ化學量的二重加

基質トシテ作用シテ居ルコトヲ賓験成績ノ上カ

ラ考察スルニ至ツタ。従ツテ「ツベルクリン」が

結核菌ノ孚L酸脱水素反恵二如何ナル影響テ呉ヘ

ルカニ就テ種｡々ナル官験サ行ツタガ、「ツベル

クリン」ニ就テ特ニAllergenニ開聯シテ、ソノ

反恵速度テ良化セシノル様ナ機能ハ認ノ得ナカ

ツタ。以上ノ様ナ官験及考察カラ、蛋白質分解

産物中ニ、脱水素反恵ノ平衡テ憂化セシｙル様

ナ機能物質が存在フ､ルノデーハナイカト考ヘルニ

至り、ソノ慄備賓験トシテ、「アミノ」酸ノ一部

「グリココル」、「アラヽニン」、「チロヅン」及「アス

パラギン」テ孚L酸ヽ=t對シテ重加基質トシテ添加

シ、「グリセリン」及葡萄糖トノ機能テ比較研究

シヤウトシテ本官験テ行ツタ。

従来ノThｕｎｂｅｒｇ氏ノ「ｙチレン」青還元法テ以

ツテ賓験尹行ツタガ、排気用試験管及反座速度

ノ記載及観察二就イテハソレテ改良シ凡テ還元

完了ノ時間テ以ツテ還元能表示斂トシタ。

供試菌ハ人型結核菌H2株ノ５％「グリセリンブ

イヨン」37で50日培養ノ菌テ用ヒ再蒸溜水中

Ice.ニ10mgノ菌量ヲ含ム如ク秤量、瑞瑞孚L鉢

テ以ツテ研磨シ浮游液トシタ。

「グリセリン」及葡萄糖テ重加シタ際ノ反庶速度

ノヽ次ノ如クデアル。

息氏無毒菌共二是等値液中ニ。･ヽ菌ラ澄明デキナ

カツタ。

5）Ξユ恚氏無毒菌テ10mg胃内二注入シタ例

デハ、是等値液中－ハ短時間デハ謐明デキナカ

ツタ。
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菌液 添加基質

反鹿ノ経過
後培
養

＋ 十十｜併 完了

菌直

液
調
製後

菌　乳　ノ　ｉ　ｌ－ - - - ＋10

十　　乳　　酸 - - 四
- ＋10

十乳酸十「ｸﾞリ

セリｙ」
70′18(y 40(y 48(y ＋10

室時

流間

二保

十存

四後

菌　液　ノ　　　ミ ㎜ - - 四
＋10

十　　乳　　酸 12(y 24(y 38(y 430′ ＋10

十乳酸十「ｸ･リ

セリソJ
90′ 22(y 38(y 420′ ＋10

次二以上ノ如キ反憲速度ヲ示ス菌液ニ、「I－アス

パラギン」Viomol 0.5c.a、「アスパラギン」酸曹

達痢omol 0．5c.a、「グリ=1コル」1 mol 0.5C.C.、

「チロシン」1 mol 0.5c.c(「アルカリ」液二溶解）、

･「アラユン」1 mol 0.5C.C.ｆ夫々乳酸二重加シテ

ソノμ憲速度ヲ･検索フヽルト次ノ如クデアツタ。

供試「アミノ」酸類ハ各々軍鶏デハ結核菌ノ脱水

素反憲二對シラ全ク反憲ヲ示サズ、乳酸二重加

サレタ時ニノミソノ乳酸脱水素反憲ノ平衡二憂

化ヲ･及ボシタ、、

　　　ｌ　　　　　　　　ｌ　反嘔ノ経過

酋漣　諮･仙まtこ暫｜

室温

３日

後培

養

＋12

閃匹　　里鼎必訊　，
　　Ｉ　　　，＋　升

　　　　　　　　　　｜　　　＿＿

　_．汗｢ア３″ラギタ｣170j5(y

桐･完了

－　－36『1390′

国
液
調

製

直

後

「アフヽバラギｙ」
酸曹逞

70′15(y 360′ 3j(y 田12

「グり　Ｊコ　ノレ」 70′14(y 33(y 36(y ＋14

「チ　ロ　ジ　ｙ」 - －

1,40/

- - -

「ア　　ラ　　ニ　　゛」70′ 36(y 39(y 缶16

　　∩-「アスパラギｙ，

二室Ｉ「アスパラギｙ」

十温ﾊﾟ悛曹逍
一一

18(y 340′ - 四
＋21

180

へ

80/ 四 - ＋21

ぼ澪１「ﾀﾞリ｀ﾆ2°ﾉ1/」

間後　フチ　ロ　ジ　ｙ」

　　　｜「ア　ラ　ニ　ｙ」

180′38(y 四 - ＋21

24が 38(y - - ㎜

180づ340づ－｜－缶21

以上ノ如キ賓験成績刊

試「アミノ」酸類ノ結核菌一孚L酸臆水素反憲二及

ボソ､影響ハ、「グリセリン」及葡萄糖トソノ反憲

形態ヲ･異－シテ居ル事が認ノ･ラレル。

１．

　

調製直後ノ菌液二對シテハ供試「アこノ」酸

ノヽ「チロシン」ヲ･除キ凡テ、「グリセリン」及葡萄

糖卜同様二結核菌ノ乳酸脱水素反憲刊陽性二韓

ゼシヘ叉ソノ反憲促進ノ機能が著明デアル。

【第17巻

2.

　

室温24時間保存ノ菌液二對シテハ、｢グリ

セリン｣及葡萄糖ト全クソノ機能ヲ異ニシテ凡

テノ供試｢アミノ｣酸類ハソノ乳酸脱水素反嘸ヲ

陰性二韓ゼシｙル如ク作用シテ居ル。

3.

　

反撫完了俵二於ケル結核菌ノ侈培養ハ、調

製直後ノ菌液ﾉヽ､調製俵24時間ノ菌液二比シテ

ソノ晋育ノ登現拉二経過ハ常二旺盛デアツタ。

特ニ｢アスパラギン｣酸曹達及｢アラニン｣ニ對シ

ラ脱水素反恚サ示シタ菌液ノ俵培養ハソノ晋育

ガ他ノ基質添加ノモノニ比シテ迅逍且旺盛デア

ルコトガ認ﾉ'ラレタ。(圖表ノ後培養ニハ居)ヲ

以ツテ表示シタ)o

　　

8･

　

結核菌ノ臓器親和性ニ就テ

　　　　

績報

　

牌臓娃ニ生殖器結核ニ就テ

　　　　　　　　　　　

多賀

　

一郎金深馨大

　　　　　　　　　　　

富塚

　

作司(谷野内科)

余ハ肺結核患者ノ喀庚ヨリ分離培養セル肺菌株

(４株)ト腎臓結核尿ヨリ分離セル腎菌株(４株)

ニ就テ雨者ハ肺廠拉ニ腎廠ニ對シテ各一々異ナル

程度ニ臓器親和性サ有スル事ｦ･咋年ノ常學會ニ

於テ報告セリ、此賓験的研究ニ於テ牌籤拉ニ生

殖器ニ登生スル結核性髪化ニ就テ、組織學的ニ

楡索セルニ牌識ニ於テハ肺菌株使用例35例中

23例(65･7％)ニ結節ｦ'鐙シ腎菌株例ニ於テノ、

32例中27例(84.4x)ニ結節ｦ'鐙シタリ。自〕腎

菌株接種例ニ於テ多散ノ肺廠結核テ鐙シタリ。

一方生頻器ニ於ラハ肺菌株35例中７例2Oガニ

陽性ニシテ腎菌株ニ於テ一ﾊ32例中14例、郎

43.7刄ニ結節ラ浚シタリｏ以上ノ成績ヨリ肺菌

株ヨリモ腎菌株ﾉ､牌廠ニ對ｼ親

む

牛結核菌ノ人感染例検索ノ篤諸種結核材料ヨリ

結核菌分離培養中偶々副墨丸結核ノ材料ヨリ一
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種ノ抗酸性菌テ分離シ得。叉本學外科教室二於

テ膿胸ノ患者ヨリ分離シタル抗酸性菌ノ分爽テ

得タリ。

前者、西岡株ハ24歳ノ副墨丸炎ノ患者ニシテ、

突然右側畢丸部ノ腫脹テ来シ、手術ノ結果同側

副學丸尾部ハ揖指頭大トナリ、膿厚ナル膿サ有

フヽル空洞アリ。其ノ材料ラ培養セルニ多数ノ結

核菌ト共二登育セルモノナリ。

後者、安井株ハ24歳ノ膿胸患者ノ膿汁ヨリ少

数ノ結核菌ト共二分離セラレタルモノニテ、別

二化膿菌モ分離セラレタリ。

共二暗色平滑ニシテ光滞アリ、漁潤性サ有スル

聚落－シテ梢叶占桐ナリ。形態ノヽグラム染色陽

性、運動性ナキ樺菌ニシテ、岡西株ノ方租ｔ犬

形ニシテ、多ク1－2個時ニ4－5個ノ穎粒ラ有

セリ,、

各種培養基ニ於ケル登育ハ雨者共ニ「グリセリ

ン」嗜
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肺ノ病竃ヨリ他ノ化膿菌ト共二二次的二肋膜腔

二持チ来サレタル事ハ明瞭ニシテ、西岡株二於

テノヽ、感染経路ノヽ不明ナルモ、尿路二存セル該

菌株が何等カノ機輔ニョリ病竃二持チ来サンタ

ル事ノヽ想像シ得ル事ニシテ、木菌が結核性憂化

ソノモノニ如何ナル協丿力作用テ有ノヽルカ、叉本

菌軍鶏ニテ人膿サ浸シ得ルヤ否ヤダヽ今後ノ研究

テ要スルモ、結核病竃二斯ル抗酸性菌が存在シ、

一見急性化膿性炎症ヲ想ハシムル像ラ呈シ得ル

事賓ハ興味アリ叉注目ス可キ事賓ナリ。

　　

10．

　

結核菌卜共二増殖スルー種ノ細菌二

　　　　

就テ

む田

　

貫(‰形治)

一人型結核菌「須恵菌」テ斂年間「グリセリン」寒

天二縫績培養ヲ･絞ヶ之｡ラ馬鈴薯培養基ヨリ「グ

リセリ,ンデ４ヨン」ニ移植セシニ「グリセリンブ

イヨン」上面二増殖生育スル結核菌集合塊ノ下

面二白色淋絲状藤花状ヲ呈スル物値ヲ認刈吉核

菌ト開係アル微生物ニアラズヤトノ疑ラ抱キと

ヲ「グリセリン」寒天中性寒天二分離培養テセシ

二分離培養二成功シ之が結核菌ト如何ナル開係

アルヤト興味テ抱キ研究テセリ。

　　　　　　

第１表該菌ノ性状

該

菌

染

色

特

性

形態
楳菌(中等大)短梓菌、球菌
ノ集合

芽　胞 胞　膜 グ゛ラム
チーノl/ネ

ノl/セｙ

(－ｼ (－) ＋及一
赤染色セ
ズ（青染
ス）

吉

田

大
腸
菌

形態 両端鈍圓中等大ノ短楳菌

芽　施 胞膜ﾚｸラム
チーノ1/ネ

ノ1/セｙ

(－) (－) (－)

　　　チ堺　ブ

形態 両端鈍間中等大ノ短梓菌

芽　胞 胞　膜 グラム

ご　（－） (－) (一)

｡レ　　ｉ形態 「チフス」こ－‘おと‾ヌ

鷺Ｐ．Ａ　　　，･　　　１
研　　--

　ｊ　　　　　　ｊ

１９
p. B

形態 「チブヌゴニー致ヌ

・　　　　　　　　Ｊ
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微
研

_．ｉ形態 両端鈍圓ノ中等大梓菌

志賀
芽　鮑い胞　膜 グラム

(－ﾌﾞくぐ－) (－)

胎
‥　込１　　　　　　１

A

吉
田

胎ｌ
　・.●
込

｜｜

Ｂ１　　　　１　　　　，

Ｉ
型

肺
炎

形態 「ラゾセ訃」型ニジテ底面
ヲ以テ２個相對ヌ

芽　胞 胞　膜 ク’ラム｜

（一）！（十） （十）！

三　建

田　汝

形態 翁圓形叉.ﾊ楠圓形ノ菌殼が
一線二建結jｽ

芽　施 旭　膜 グラム

（－）ｉ（－） (一)

饗
場

葡球
萄

状菌

形態 圓形小サキ菌叢ニジテ好ｙ
デ葡萄状二集團jｽ

芽胞ﾚ胞膜 グラム

(一) (一) （十），

以

上
菌
名

結

核
菌

形態
両端梢ｔ鈍圓長梓菌ニヅテ

菌憩内二額粒存在jｽ

芽　胞 胞　膜ｉグラム

（一）　ｊ　（－） （十）・

第１表二示ス如ク該菌ハ結核菌ノ如クチールネ

スル黙モ少ナシ。

　　　　　

第２表

　

該菌ノ性状糖分解

對

照

皇

［

Ｌ

　　＼糖類

　　　＼種　類　＼、

アノ

ラ　１

ビセヽ･

サロ

刈

カセ｀｀

マト

　１

ルゼ

ヵ゛ト

ラ　１

クゼ

¬
ｔ／□

　　ｌ

フゼ｀
　L-

¬
マニ

　　ツ

ｙト
　L.

らン

付
吉　　　田

　(Coli)

(一)

　十
　－

(一.)
　士 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

三　　田
　(Strepto)

- - - 四 - - -

肺　　　炎
　(No.I) 四 - - - - - -

縁　膿　菌 - - - - -

　　　ｔ噌で
　　　同

一 -

喜　久　蔵
　(Coli)

ぐ－）
　十　四

ぐ－）
　十　四

＋ ＋ ＋ ＋ ＋

志　賛　傅

　(本)
- - ＋ ＋ 十 ＋

四

　　堺
(Typhus)

- ㎜ ＋ ＋ ＋ ＋ -

吉　　　田
　(駒込Ｂ) 四 - - ＋ ＋ ＋ -

該菌(｢ｸﾞリセ
リｙ｣寒天)

- 〃 ＋ - 十 - -

該　　　菌

(中性寒天ﾝ
- - ＋ - ＋ - -

ﾋj
日 【第17巷

第２表二示ス如ク糖分解ニ

　

ヨノレモ他ノ類似型薗

トー致スル性質刈

　　　　　

第３表

　

該菌ノ性状晋育状態

Glycerin Bouillon 淋絲状態ノ菌晋育ヲ認ム

Neutral Bouillon
淋絲状態ノ菌晋育ヲ認ム、
前者ョリ晋育良好ナリ

Glycerin Agar 露滴状ノ半透明ナ「ロロニ
ー」ヲ生ズ

Neutaal Agar
露滴状ノ半透明ナ「==･ロニ

－」ヲ生ズ

Kartoffel 晋育良好ナラズ

Lackmus Molke 赤樋セズ

Indol R. (－)

Drigalski N. 我育不良

Neutralrotagar 瓦斯晋生セズ

Milch-Nahrbodan 凝固セズ

Bewegung Molekularbewegung

Blut Ager 我育不良

第３表ニ・ヽ培養基上ノ性質ヲ示セルガ、｢グリセ

リンブイヨン｣ニテ・ヽ白色粘調アル沈澱物ヲ･ツ

クリ此沈澱物ヨリ上方二薄キ繊維テ引ケリ。

検鏡スルニ梓菌ノ一端二帽針頭状ノ肥大ヲ呈セ

ルモノアリ、絲状ノ菌絲ヨリ下垂シ叉菌絲沈旋

ヨリ上方二向ヒ浮游スルノヲ見ラル。

青色悍菌及青染悍菌膿内二深青染ノ穎粒ヲ'認メ

ラレルモノアリ。

グラム染色(十)、グラム染色(－)ノ悍菌内ニ

(十)ナル穎粒ヲ菌ノ両端二有スルモノモ見ラ･

中性｢ブ４ヨン｣ニテノ'ヽ前者ヨリ登育良好ナルモ

梓菌多クシテ短梓菌、球菌少ナク日数ノ経過ト

トモ;ニ消失ス。

｢グリセリン｣寒天上ノ聚落ノヽ渦潤ニシテ牛透

明、中性寒天下ノ聚落・ヽ透明ニシテ同様二混潤

ナリ。

雨者トモ聚落､ハ粘液状テ呈シ之ヲ硝子板上二容

易二塗擦スルヲ1尋、チールネルセン氏染色＝テ

青染スル排菌、短悍菌球菌多種多様ニテ青染排

菌最モ旺盛二登育ス。

｢グリセリン｣寒天、中性寒天何レニ於テモ孵祭

器中ニテ｡ハ14前後ニテ青染スル悍菌モ消失多

シｏ
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叉培養日倣ノ経過ト共二菌値ノ膨脹セルモノ穎

粒ノ大トナルモノ四連球菌状ラ呈スルモノ等テ

生ジ型態的受化漸次著シクナルテ認ム。

｢グリセリンブイヨン｣上－テ結核菌ト該菌ﾄ共

第４表

445

ニ噌殖シテ居ル時代其ノ沈流ノヽ主トシテ青染悍

菌、短悍菌球菌大小種カナリ、芭乙今丿染色ニラハ

枠菌剪ノヽ陰性ニテ中二陽性叉ノヽ陰性ナル穎粒テ

有スルモノ時々見ラル。

該菌ノ染色状態

日　徹「グリセリｙ」寒天培雀　　　ｸﾞ　　　ラ　　jヽ　染　　色
　　　I，　　　　　　　　　　　　　　　　　　j

菌　　　　種

２日目 　　　　　　　　　-　　　　　　(一ﾑ)が多ク(十)が極少クアリ、菌ノ両端ニ２日目ョリ10日目迄！(十)ニ濃染スノl/モノ極少アリ

チーノl/ネノl/セゾ染色(十ｯ楳菌、(十)短梓菌､(十)球菌､(－)楳菌

ニf一書箔7　　　　　1少ナシヽ(－)短楳菌少ナジヽ(－)球菌少ナジ

梓菌、短悍菌、球菌略ｔ
同等ニアリ

３日目
梓菌少ナジ、短楳菌、球

菌多ｼ’

４日目

ｌ - ・ ／ ● ’ －

(十)楳菌少ナジ、(十)短楳菌少ナジ、(十)
球菌少ナシ'、(一)楳菌多ジ、(一)短悍菌多

シ、(一)球菌多シ

楳菌多s/、両端濃染jｽﾉl/
楳菌少ナジ、短梓菌、球

菌多ジ

５日目
(十)程菌少ナジ、(＋)規程菌少ナジ、(十)
球菌少ナジ、(－)程菌多クナノl/、(－)短程

菌多クナル、(一)球菌多クナノl/

梓苗多クナル、短梓菌、
球菌少ナクナノl/

６日目

(十)梓菌ョリ少ナク申ﾉ1/、(十)短楳菌ョリ
少ナクナノ1/､(十)球菌ョリ少ナクナノl/､(－)
梓菌ョリ多クナノl/、(－)短樺菌ョリ多クナ

ノl/、(十)球菌ョリ多クナノl/

悍菌多クダテ短楳菌、球
菌植少量トナル

７日目
(十)梓菌極少ナジ、(十)短悍菌極少ナジ、
(十)球菌極少ナジ、(－)楳菌多ジ、(一)短
楳菌少ナシ'、r－)球菌少ナジ

梓菌多s/、短楳菌、球菌
非常二少ナジ

第５表 該菌ノ染色状態

日　敷 中性寒天培養 グ　　　ラ　　　ム　　　染　　色　　　　　　　菌　　　　種

２日目
２日目コリ10日目迄

(一) 楳菌多ジ、短楳菌、球菌
少ナジ

　　　　チーノ1/ネノ1/セゾ染色
３日目　ニテ営巣ス

ぐ十)楳菌多シ、j十)短楳菌少ナシ、(十)球
菌少ナジ、(一)楳菌少ナジ、(一)短悍菌多
シ、(－)球菌多ｙ

梓菌が大半ヲ占メノl/、短
楳菌、球菌少ナジ

４日目
(十)楳菌少ナジ、(十)短梓菌ョリ少ナジ、
(十)球菌ョリ少ナジ、(一)楳菌多シ、(－)
短楳菌多ジ、(－)球菌多ジ

楳菌ヵ゛大半ヲ占メ、短楳

菌、球菌ハ見ﾆ1ﾆ.ニクジ

５日目
(十)樺菌少ナシ、短梓菌、球菌見工士クナ
ル、(－)梓菌ぺ:十)楳菌ョリ多クナノ1/

悍菌ノｉニナノl/

６日目 (－)細菌ノ染色薄クナノl/ 悍菌ノミニナノl/

７日目 (一)細菌ノ染色葎クナノl/ 楳菌ノミニナノl/

シ陰性が噌加ス。

倚該菌ハ「ツベルクリン」調製ト同様ニ「グリセ

リンブイヨン」－４週間培養十分ノ一量二膿縮

0．15χノ割二石炭酸ラ加ヘシモノラ結核二感染

サレ「ツベルクリン」皮内反嘸陽性ナル動物ぐ海

狽）ニ皮内反恵ヲ行フモ陰性ヲ･示ス。

叉該菌ト他種人型結核菌五種、牛型結核菌ト馬

鈴薯培養基上二混合培養り･認シ、「グリセリンブ

イヨン」ニ移植スル時ハ須恵結核菌ト該菌ト共

二増殖スルト同様ノ状態ヲ示セリ。、

第６表ハ該菌ノ生存目敏テ示セルガ「バラフ。

ン」ニラ試験管ロラ封鎖シ37丿Ｃノ孵卵器中ニテ

ハ「グリセリン」寒天ニテノ･ヽ７日迄生存シ中性寒
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第６表

　

該菌生存日敷

　　　　下ｸﾞリセリｙ」
日　撒　究　　　天 中性寒天

３日日

　一一--
１日日

＋　　＋ ＋　　＋

＋　　＋ ＋　　＋

５日日

６目目

十　　十
一　　－

＋　　＋

-　　- ＋　　＋

７日日 ＋　　＋ ＋　　＋

８日日 -　　一

一　　一

＋　　＋

９日日 ＋　　＋

10日日 －　　－　｜　十　　十

總-會演設要旨

天ニテノヽ10日目ニテ尚生存スルヲ認メタリ。

宍試験管ロプ「パ）フィン」封鎖ｦ･行ハズ培養後

３日目位二宗温二放置ﾉ､ル時ﾉヽ約10日間ハ雨

者トモ生存丿完全ニナソ､ｾﾞ･認ノ「叉グリセリン」

寒天上ニテノヽ該μﾚヽ白家溶豚ﾘｰ起サズ、中性寒

犬ニテハ８日目ヨリ白家溶解テ起シ９日目二染

色上穎粒状青染トナル。

第7、8、9、10ルハ該菌トPHトノ脅育闘係ナ

ルガ該菌ハ「アルカリ」性ナル方ガ酸性ヨリ旺盛

ニ脅育犬o

＼
日

"'･
１

－

２

－

３

－

４

－

５

－

６

－

７

測6ヤブ

”=ﾐﾐ‾Wﾐﾐ日

一
日

一
日

一
日

一
日

一
日

一

日

目i一
－－
ぱ一

目

一

目

一

日

一

日

一 一 一

目

＼ＰＨ
日＼

　

敷＼

１日日
- -

２

３

４

－
５

－
６

－
７

日

一

日

一

日

一

日

一
日

日

一
日

一
日

一
日

日

－ 一 一

目

一一

一

一
一
士

－
＋

－
＋

一

一

一

一

十
一

６。６

--一目

－

－一

一

－

十

一

十
「
十

十
二
十

＋
－
＋

＋
－
＋

－

　

ρ
り

　

ａ
Ｕ

Ｉ

　

４

　

６

｜

Ｉ

Ｊ

６。８

－

ｉ

－

‐

士
－
＋

十
十

＋

一

利一

６。８

　

－-

-

－ － － ｉ － － Ｗ －

士

－
＋

－

十十

－

　

０

　

７

四

±
・
．
十

＋

－

＋

---･

＋

一

冊

－ － ” ● -

r ｀ 噂

j

一

一

十

一

一

利-

-一一

十十

一一一

朴

一

併

一

料+

０

一 一 一 一 一

･7.2　’７．

－

　　

･i-･--r一

一

　

一

一一
十！十

一

　

－

　

＋
＿」

　

＋

＋

---

＋

　
　
　

一
十

十
十

併

－

　

八
り

　

７

Ｊ
－
・
・

-

十
「
十

一一
＋

一
十十

一
十十

一
併

二
こ
圭
土
丿
一
÷

１

　

<
Ｘ
)

　

７

一

一

十
－
－

＋

－

十十

一

併

－

冊

一
冊

７。８

㎜●

第９表該菌トＰＨトノ晋育関係

　　　

(｢･グリセリン’｣寒天)

【第17巻

＼PH

日＼

　徴＼

---　一一--
１日日

-一一一一
２目口

６．２６．４６．６

－

６．８

-

７．０

－

７．２ ７．４ ７．６

　　　　－　　ｗ㎜　　－
－　－　－

　　１

７．８

－

－

－１－
　１

㎜

㎜

四
- - －｀、－ｌ一・－　　　　　ｌ

３日日 士ｉ=ﾋ｜-ﾄ ＋　＋Ｉ＋１＋ ＋

４日日 十
－

十

四 （十1十　十丿十１十 ＋

５日日 十ｌ十
－　｜

＋ ＋ 十’十い-ド十十 十十

６日目 ＋ ＋’十十｜十十 十十　十蛸柵　升 併

７日目 十ｉ-ﾄ 升 十十 十十十（併J+∩冊

第10表

　

該菌1ヽP11トノ螢育開係

　　　　　

(普通寒天)

11レ６

　

敏＼，

１日日’一
一一卜
２日［1

　

－
－－
に

卜

４日日

　

－

５日日

―

‐

・

・

‐

６

。

一 一 一

一

－ 一

一

士
－
＋

－一一
士ｉ-ト

６日［1，十

一一

７日日

　

十

十結核菌

該

･==-

　

㎜㎜
傅研目づ

１

－

－

該

=-=w㎜
肺肝
一
席研

該

- -

刀;11

一

型

ｌ
・
ｔ

４

　
　

　
　
　

＋
－
＋

菌･十

菌

－
㎜
㎜
㎜

＋

真一
７‾二

６。６

-

-

-

”

一

士

-

＋

-

十十

一

升

一

併

十十

－

㎜

四

㎜

十十

-

㎜

-

6.8

－

－

一

一一
＋

－
＋

一

升

一

升

－

+朴

併

－
㎜
－
－

桝

-

㎜

-

菌十

　

十十

　

併

-

十十
併

７。０

一

一

－

＋

　

._･

＋

-

併
一
併

併

－
＋
㎜
＋
㎜

併

－
－

併

り

・ ｙ

0.5mg

O.lmg

r ｀ 寸

- - -

２ 7.4 7.6

1

　

1

一一一一一一

　

-

　

一
一一一一一一

　

＿

　

｜

　

＿

土
升
而

詣
讐
4-

自家
溶解

始ム

９ ・

＋
一
朴

　

併

-

vn

自家
溶解

桝

自家
溶解

-
++

一

一

一

---
＋

－
＋

十十

　

十十

÷÷1
第１１表「ヌライドセノl/カノ1／チ＝，アー」儡．Ｃ

　　

i

IV

　

1

　

∇

　　

VI

桝

－
＋
㎜
＋

　

!自家

併･溶解

　

!なヽ
一一
士

　

＋

｜±1十｜十丿十十

+冊丿州･

＋

　　

十十

　

・

　

十十

四
十｜十十｜十十

自宗
溶解
お戸解

７ｊ

-

㎜

-

-

-

＋

一

刊一

一

併

一

冊

-w

柵

㎜

Ｃ
.｀）

對照

＋

一
一

十十｜－

＋

四

㎜

-

自宗
溶解十

一一
ｊ!Ｌ二
榊ｊ－

四
自喇
溶昭‾

士

ノ場

合1ヽ

十

一

十

　 　
十

十十

一

朴

一

併

－

－

十
－
一

十十

一一
十十

一
+1+

一

柵

一

柵

＋

－

＋

一

十十

第８表

　

該菌トPh Ｉヽノ登育開係

　　　　

(普通｢ブイ＝･ｙ｣)

7。2

-
-
±

:須恵蘭一

　

-

　

一

一一一

郷

　

忠

　

突－＝－｜一

菌

　

＋

該函址；

　

生理的食晩水l.Occ.ニl.Omgヲ0.1c｡ｃ.、0.2c､(1

結核菌量;生理的食節水1.0c､(1ニ０．１ｍｇヲ0.1cら

　

0.2c,ｃ.ノ場合ト加へ海瞑血液ヲ加へ全益l.OaGトジ

　

12ノ場合／Ｓ．Ｃ．Ｃ．ヲナセリ

一
一
-
一一
十

一一
＋

一一
十十

料一

一

絣

６。２

-

一

一

-

－

-
＋

一 一 一

＋

一一･
＋

-
＋

一

一

十

一
一

士

－

＋

-一

升

－

十十

十十

一
併

一
併

朴

一

利一

-一一

利･

一

併

一

班



第５妓】 總者演浪要

「ブイヨン」ト寒天トヲ比較スル時｡・ヽ寒天ノ方ガ

ヨリョク登育ノヽ。

第11表:「スライドセルカルチ１アー」ニョル時

該菌ト結核菌ト混合培養ノ、ﾉﾚ時ノヽ結核菌ノ登育

尹促進フ､ルヲ認メラル。

重症患者、中等症患者、軽症患者ノ血清、以上

三種ノ患者ノ血満二傅研上池人型菌、傅研牛型

菌、須恵人型菌、該菌ノ抗元「抗元ハ細菌ノ浸

出液」ラ重層ソ､ルモ反底ヲ･認ノ･ズ。

重症、中等症、軽症ノ患者血i青？100倍ヨリ

12800倍マデ稀稗後1c£宛分注傅上、傅牛、須

恵該菌ノ食盛水浮游液ザ２滴滴下２時間（孵卵

卜 歌憚血清

士、
100×

傅研上池菌

　　

-

一一一
傅研牛型菌

　　

一

一一一
須

　

悪

　

菌

　　

一

一一-
量古

　　　　

’苗

　　　

＿

200×

-
－

－

-

-

-

１

２

３

４

　

溶血素ノ像備試験

2.5?ぶ牛血球浮游液

賀験ノ前日三頭「モノl/モヅト」

ノ心臓穿刺ニョリ探血氷室

二置キ翌日血清分離

補穀べ

aemolysinヲ除夕

食晩水ヲ以テ20×ニ稀憚

ヒj
日

抗

第12表

　

沈降反感

血

　

清

　

へ｀へ｀ヽ_

重症患
者血清

傅研上池菌

　　

一

一一一

傅研牛型菌

　　

一

一一一

須

　

悪

　

菌

　　

-

-一一一一

ii･

　　　　　　　

n&

　　　　　

＿

中等症患
者血清

　

一

一一

　

-

’軽症患

げ血清

一

　

一
一

　

－
－

　　　

－

　

－

-
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器内)置キサ翌日結果テ見タリ。

該菌ノ平等液テ調製スル事ハ不可能ナラヂルモ

結核菌ノ平等液調製ハ不可能ナルガ對照モ陰性

ナルテ以テ陰性ト認ム。結果ハ抗元四種共陰性

ナリ(患者血清二對シ)。

第13表

　

凝集反態

400×1

　

800×

　　

り

ー

　　　

－
-一
一

　　　

－

- -

1600×

-･

　

－

-

-

四

3200×

-

　

－

"

6400×

-

　

一
一

"

　

一

　　

一

　　

一

　　

一

　　

―

第14表

　

補叢結合反鹿

　　　　　　　　　

溶血素ノ僅備試験

12800×

-
－

一

一

一

¦對生理的

｜

　

食晩水
照

-
-

四
-
-
-
-

試験管番妓　I n　　Ⅲ　IIV　.V VI vn　VID IX　X

1000倍溶血素 1.0. 0.9 0.8 0.7 ０．６０．５０．４0.3 0.2 0.1

　2.59ぶ血球浮游液

-ww〃　　‾-
　20　倍　補　僣

1.0; 1.0 l.O: 1.01 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 １．０

　　　　　１　　　　１　　　　Ｊl.Oi l.Oi 1.0 １．０ １．０１．０　１．０1.0 1.0 １．０

時々振盗37°Ｃ孵卵器内ニ１時間収メ結果ヲ見ﾉl/

本賀験ニテハ０．４Ｍ．Ｈ．Ｄ．ヲ得

本試験ニハ２倍量ヲ用ヒタリ

第15表

　　

患者血清使用量測定

試験管番妓 Ｉ 皿 Ⅲ　　　IV　　　V　・　VI　　V11　　VDl

10×患者血清 ０．０３０．０５ｊ ０．１ｊ ０．２１ ０．３１ ０･転０．５ １ ０．６１

20×禎若 １．０　　１．０ １．０ １．０　　１．０ 1.0 1.0　１．０

生理的含噴水 ０９７　0.95ｉ　0.9 I　0.8　0.7 !　０．６　　０．５　　０．４

IX

０．７

１．０

　

1.0
_＿___ト_＿･._，

0.4

　

0.ｙ

Ｘ

ｌ

ｉ

‐

XI

０．８ｉ Ｏ．り　1.0

一一一
1.0

　

1.0

　

1.0

以上3rc孵卵器ニI S. Ｔ.納メ、 溶血素ノ２倍量及2.5 fぶ牛血球浮游液1.0 c.a加へ時々岨湿

ンツヽ2 S.Ｔ.孵卵器二納メ後結果ヲ誼ム

本貰験ニテ.ハ

10×稀樺重症患者血清

　　　　

中等症

　

。

　　　　

軽

　

症

　

･･

０．８

只
）

　

只
）

　
　

・

　
　
　

Ｉ

０

　

０

コレノ1/2量印チ ０。↓

０．4

0.4

　

ヲ牡試験二用ヒク･リ



448 總會演説要
ヒj
日

　　　　　　　　

第16表

　

抗元慄備試験

傅研上池菌、傅研牛型嵐須悪菌、該菌ノ抗元ヲソレヽfl／調製、其ノ10倍液ヲ用ヒタリ

試

　

験

　

管

　

番

　

琥

抗
一一
20

　　　

×

傅

一

須

-一一

該

研

-一
研

上
一
牛
－
恚

゛

’

1

1

1

1

池
一
型

カﾆ

1

0.2

肺

　　　

l.Occ.

11

0.3

　

Ⅲ

０．５

1｡Occ.

　

1 .Oc.c.

　

TV

　

0.6
-㎜---
l.Occ.

完令2 c.aトナン１時問孵卵器内投入後

菌
一
菌
一
菌
－
菌

　

以

　

上

　

ノ

㎜
併

　

｜

　

桝

桁

　 　
桁

併

　

併
一一

　

併

併

　

試

-
10×血清

結

　

果

九
九
⑤

以上ノ成紙ヨリ本試験ニ.・ヽ

傅研上池菌

　

１．０

　

ノ　馬 0.25

傅研牛型菌

須

　

恚

　

菌
該

　　　

菌

１．０

１．0

0.8

併
－
併
一
班
－
班

0｡25
0.25

0.2

　

ヲ本試験二用フ

Ｖ

＝ -

0｡8
-
l.Occ.

冊

桝

併

併

VI

1.0
-
l.Occ

－ド
』

　　　　　　　

第17λ

　

本

　

試

　

験

患行血清ヲ非働性ぐ56で1/2Stバヽナン使用い以下ヲ培量的二小試験管二分よフ

一 一 一 一

験 管

重症、中等症、輯症）

10×抗元･該両j)(傅上、傅'ﾄ､須恵)
２０

一一一

　

理

一 一 ・

Xダ´

-

　

的

帥、､、
名及所見

一

- - － 一 一

一 一 一

- -

簡

肝

－
－

"
-
一
一
-

　

-

-一

一

雅
一
水

牌

－
－
－
－
－
㎜

一

一 － － : . 一

一

　

－ － －

-

１

一一
０

－

０

１

－

２

－ - ‥ 一 一

1｡0

"0.3
一

以

ｎ

-

０．２

０．２

　

･-
１．０

ｍ

-
０．３

--

０．２

-

１．０

Ｌ

　

３７)Ｃ

　

Ｉ

ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

１

-

０．

０。

-
１．

-
０．

St

V

－
35
－
2

0

03

後

補僣結合反吐結果

第18表

　

動物資験

腎副

-
-
-
-

四

腎

一
一
一
一

一一

一

１

　

=

ﾄｰ･-

１

　

"

Ｖ

-
０．４

-

０．２

-

１．０

-
０

患者血丿抗元
清對照¦對照

豚
名及所見　］

- 家　　兎　　一
　-
－－
　-- 費・ -

四
　 ・ ・

一 一 　 一 一 一

　 ・ ・

- -

- - -
之

-

-

-

四

ワ．フ

ー－･-

」
ｉ

－

・ -

-

-

0.4 I

-

-

W -

０

-
１．０

-

０．２

-

㎜
-
一
一
一
一
一

０

－

１

－

０

０

－

．２

--

．０

1

，

-

-

-

-

-

-

一

一

ｉ

－

－

-

-

㎜

補留
對照

　

０

０

血

【第17巻

　

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　

’

四
～

一 一

１

０

．６

－
と
Ｏ
一
一

器名‘

梢

肺

海

　　

狭

　

－

一

一

-

=w

-

一

一

１

--

０

Ｏ

一 一

６

-
-
一
一
一
一
一

一一

　

-兎

　

丿一

一

一

-

-

-

一

一

-



第５彼】 總會演訊要旨

海挑400瓦内外、家兎２厄内外ヲ用ヒタリ、「ツ

ベルクリン」傅研５倍液ニテ皮内反庶テ行ヒ､陰

性ナル動物テ用ヒタリ、48時間反座、24時間

反廊。菌:1レヽ海挑30「ミリグラム」、家兎50「ミ

リグラム」、「マウス」0．5「ミリグラム」宛二注入

シ４週間目二解剖セシ所見ニテ肉眼的組織學的

二結核性愛化り認ｙ得ずリキ。

　　　　　　　　　

摘

　　

要

以上ノ如キ成績ヨリシテ該菌ハ結核菌ヨリ縦型

セリトモ、塗型セシモノニアシズトモ亦証言ソ、

ル能ハズ、該菌が如何ナルｊ=ノカニ就テハ今後

引績キ攻究センIヽス。該菌ハ結核菌ト共二増殖

ノ､ﾉﾚ所二何等カノ面白キ開係が存スルモノト考

フ。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　

戸田

　

忠雄（九

　　　

大）

維ドテノ細菌り長期二亙ツテ純粋二培養ノ､ルト

云フコトハ簡軍ノ様デ簡軍デナイ。細工ずル注

意が必要デアル。コノ鮎ハ結核菌二於テモ同様

デアル。

結核菌ノ培養中結核菌ト共二登育シテ来タモノ

ガ結核菌ト全然異ナル性質テ有ソ、ル場合ソレガ

縦異菌デアル1ヽ断定:ｱ､ノレタノニハ研究室内二於

ラ他ノ細菌ノ培養ノ際二雑菌トシテ特有シタモ

ノトノ比較ヲモ充分試ミナケレバナラヌ。

而シテ結核菌ノ縦異問題ヲ･研究スル大ハ常二試

験管内ノ空気ハKeimfreiデハナりヽ云フコト

サ忘;レデ｀ナシメ。

分異菌問題ツ論ズルタノニハ普通細菌ノ分異問

題ヲ｀モ充分理解ノヽルコトゲ必要デアル。

結核病學會二松田氏ノ如キ態度ノ大が出タコト

ヲ心カラ喜プモノデアル。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　

農

　　　

野（刀根山病院）

入型結核菌テ純悴二保ツーハ雑菌阻止ノ目的二

色素テ加ヘナイ鶏卵培基ガー番良イト考ヘテ居

リフベコノ培養基ニョル所見こ塗化ナケレバ

原株ハ純悴二保タレテヰル、斯クノ､ル以外ニハ

原株ノ純粋テ保澄スル/八去ハナ･1デセウ。
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11．犬ノ肺ヨリ分離シタルＢＣＧ類似ノ

　　　　

菌株二就テ

　　　　　　　　　　　

渡逡

　

義政

　　　　　　　　　　　

水口

　

善雄(北里研究所)

　　　　　　　　　　　

阿部

　

芳雄

　　　　　　　

人工培養ノ開係

犬結核肺ヨリ得タル菌株ハ他ノ病原性抗酸性二

比ノ、ルト慨シテ良ク良育フヽルガ如シ、例ヘバ培

養３週ノ所見二於テ

｢ペトロフ｣培地

Ｃ

　

Ｇ

　

培

　

地

｢ノレペナウ｣培地

馬鈴薯培地

｢７゛リセリｙ｣肉汁

｢グリセリン｣寒天

人
型
菌
十

±

＋

＋

＋

＋

一

　

土

天
天

寒
寒

通
液

普
血

牛
型
菌
十
±
十
十
十
十

四

十

一

鳥
型
菌
十
±
十
十
十
十
±
十

犬
菌
十
十
十
十
十
十
±
十
一

Ｂ
Ｃ
Ｇ
十
十
十
十
十
十
十
十
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　

3－5日費育良

　　　　　　　　　　　　　　　　　

世代培養良

（備考）鳥型菌ハ「グリセリン」肉汁中特育速力

他菌然ラズ。

　　　　　　

「グリセリン」肉汁Ph

「グリセリン」肉汁起始Ph ６．84用ヒテ培養シ

良ク表面二碓育シタル結核菌ノPhヲ測定シタ

ノレニ．

　　　

培養約３日－49日目

人型菌

　　　　

６．８以下

牛型菌

　　　　

7.0－7.6

鳥型菌

　　　　

7.0－7.↓

　

犬

　　　　　

6.8―7.4

BCG

　　　　

6.<S―7.4

　　　　　　

動物試験第１

９日－1･↓日目

　

６．８以下

　

8.1－;べ.5

　

7.1－7.5

　

7.0一一7.5

　

7.2―7.5

｢ルベナウ｣培地二登育シタル４代ノモノ生理的

死菌、食堕水乳剤トシタルモノ。｢モルハト｣４

匹、屈

ム｣､内１匹ハ菌注射後１ヶ月ニシテ牌臓二軽度

ノ結咳愛化ト少量ノ抗酸性菌ヲ･認ム、池３匹ハ

何等ノ分化モ抗酸性菌モ認ノ･ズ。
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家兎３匹

　

静膜内注射

　　　　　　

１貧

注射II:ヽ

牌臓

肝弧

肺臓

礎化

　

菌

植化

　

菌

紐化

　

菌

植化

　　　　

．

　

rx;r I腎臓

　

菌

一

一

一

一

２ヶ月後所見

２胱

.0皿

－

”
－
－

Ｋ
敷

大
十
一
一

粟
少

l.Omgr

　　

2.0mgr

肺臓二粟粒乃至牛米粒大ノ結節ヲ認ムノ1/モ該結節

ニ｡・ヽ抗酸性菌ヲ認ムノl/モノ叉然ラザルモノモアリ

　　　　　

「ラ,。テ」６疋

　

静脈内注射

ｘ
散

大

　

十
一
一

粟
少

　

３琥

3.0mgr

Ｅ少徹

　

－

ｘ少徹

粟大ｘ
梢４多

　

－

　

－

　　　　　　

１琥

　

２琥

　

３琥

　

４妓

　

５就

注射菌量1/2

　　

。

　

V".n

　

‥

　　

1/50

轟剖
糾

紐化

　

菌

樋化

　

菌

Ｋ-「

　

-

－

　　

－
＋

　　

一

一

　　

一
十

　　

－

囃

一
朴
一

十

　

一
十

牌臓

肝臓

肺臓

H

一

一

ご
月
元

　

迄
斂
化
い
４

　
　

３
９
．
μ

mgr

－

mgr

l(十少ｘ十少ｘ十少

mgr

部
化

注

　

射
皮膚礎

迄
徴

剖

　

検
紆過日

　　　　　　　　　

mgr

注射10日目ノ

皮膚的植化

　　

‾

乳剤トシタルモノ

　　

「モルモヅ1･」5匹

　

皮下江射

　

注射後-1,10.5CLG

　　　　　　　　

1琥

　　

２技

　　

３肢

　　

４琥

　　

５妓

注射菌>1 ･-　Vio　Vioo　VlOOO　Vinoin　Viooooo

-

　　　　　　　

動物試験第２

ペトロフ氏培地６代培養菌テ生理的滅菌食堕水

注射側淋巴腺

　

臓

　

墾

　

化
牌

　　　

菌

肝臓

　

墾
菌

化

併

カルノ，トゲエラン培地２代培養菌ラ生理的滅

一
冊

ｘ升少

芯

６琥

總會演訊要

十十

　　

十

　　

十

　　

併

31

　　

31

＿菌

　

＿菌

　

＋

　　　

＋

＿菌

　

＿菌

　

一

　　

－

ヒj
日 【第17巻･

「モノl／モット」６匹

　

静脈内注射

　

注射後量0.5c.a

　　　　

l技

　

２孤

　

３琥

　

４胱

　

５技

　

６琥
卜
に

．
ｓ
４
１

剖
純

射菌

検
過

牌臓

肝臓

肺臓

T辰

迄
敷
化
菌

日
鐙

貸化

　

菌

鐙化

　

菌

0。5

　

0．5

　

0．05 0.05 0．005 0.005

　

mgr

　　

mgr

　　

mgr

　

mgr

　　

mgr

　

mgr

　

23

　　　　

45

　　　　

24

　　　　

31

　　　　

34

　　　　

26

　

1

　

4倍大

　

１

　　

－

　

梢；大２倍大

少
Ｋ
少

一

一

－
―

1

1

1

1

・

-

-
-

四
-

少

　　

少

Ｋ＋

　

Ｋ＋

Ｋ升

㎜

Ｋ升

－

９

　

化

　

－
肺臓

　

2゛菌 四

Ｋ＋

－

Ｋ十十

一

一

一

　

化Ｋ

　　

‾

　

30

　　

44

米粒大ｘ右菌

乾酪均質

　

ナ

菌量少

　

同ン

　

l(菌

　　

ｘ菌

　

＋＋

　

＋＋

　

一

　　

－

　

－

　　

－

　

－

　　

－

　

－

　　

－

　

－

　　

－

　

－

　　

－

結核性帰化.ハ組織學的検査二依ﾉl／

　　　　

動物試験第３

菌食吠水孚L剤トシタルモノ、

mgr

　

－

　

44

右菌

　

量
同少

則
＋＋

　

－

　

－

　

－

　

㎜

　

－

　

－

少
一
字
：
’
培
養
借
ｓ
｝
Ｆ
？

　
　
　
　

ａ
；
牌
臓
何
い
モ

少

一
少

前記動物試験第２ニ表示シタル４彼動物(｢モル

モヴト｣)ハ肺臓、肝臓、牌臓拉二皮下注射部位二

何等結核緑化ヲ頚ハシ居ラズ、叉塗抹標本ニテ

モ切片標本二於テモ是等ノ臓器ヨリ結核菌ヲ澄

明シ得ズ、唯皮下接種側ノ鼠蹊腺二於テ甚グ軽

微ナレドモ、小結節像ヲ認ム、此ノ結節中ヨリ

結核菌ヲ認ノデルモノ多シ、而シテ菌ラ認ノシ

ノヽ一標水中唯２個アリシノミ、然ルニ斯ル臓器

ヲ孚L剤トシベトロフ培地二培養シタル二次ノ如

キ成績ヲ殷ノ’タリ。

鼠蹊腺ヨリハ培地５木中全部二於テ無数ノ結核

菌集落、肝臓ヨリハ培地５水中３木二於テ結核

菌集落可ナリ。肝臓ヨリハ培地５木中１木二於

テ抗酸性菌集落６個、肺臓ヨリハ培地５本共全

部隆比

印チ犬結核肺ヨリ得タル抗酸性菌ハ１萬分ノ１

「ミリグラム」サ健常「モルモヴト」皮下二接種ス

～ニ該動物ハ其ノ臓器二結核宛化ヲ･起サデルモ

30日後尚々肝臓、牌臓中二菌ノ存在ヲ認ム、然

ルニ動物試験第３ニ於テハ５琥「モルモヴト」一

現ハレシ如ク500分ノ１「ミリグラム」ヲ･注射シ

テ暇令軽度ト雖モ牌臓、肝臓二結核受化ラ現ノヽ

シ組織學的検査二於テ少倣ノ抗酸性菌ヲ･認ｙテ

居ルニ拘バラス、其ノ抗酸性菌ノ生活カテ疑ハ
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シムルナリ。

叉動物試験第1、第2、第３升ﾋ較人ルニ「入､テ」

郭内二於テハ家兎「モルモ。ト」胎内二比シ、本

抗酸性菌ノ病原性比較的弼ク現ハレルヲ認ム、

尚ホ木抗酸性菌リ･「モルモバヽ」郭内二接種ノ、ノレ

トソコニ所謂結核性分化ラ惹起シー定度進展フヽ

ルモ時日ノ経過二従テソコニ存在フ、ル抗酸性菌

ノ生活カヲ･或ハ失ヒ或ハ菌白郭ノ死滅シ後結核

受化ノ漸次消散フヽルテ思ハシムル事アリ、常二

斯ル経過ヲ･取ルヤ否ヤ｡ハ今日断定シ得ずルモ、

余等ノ此ノ小盲験ハ之テ肯定フ、ル様ノ成績テ得

タリ、斯ル現象ト「ラ、テ」ニ對スル病原性叉培

養ヨリ考フルトキノヽＢＣＧト迄ノヽ云へずルガ甚

ダ近キガ如シ、曾テUhlenhuth氏ハ1925年

D. m. W. Nr. 37 p． 2155ニＢＣＧニ近似シ居

ル弱毒結核菌テ特表シテ居ラル、今氏ノ其ノ株

タルＮ０.18彼ラ手ニセデル故余等ノ検索ニョ

ル菌ト同一ナルヤ否ヤダヽ不明ナルガ恐ク近似シ

居ルト云フテ可ナルベシ。

　　

12．

　

抗酸性菌ノ新陳代謝二就テ（第３報）

　　　　

抗酸性菌ノ呼吸二及ボス温度ノ影響

　　　　

ニ就テ

中村

　

隆東北大
大開

　

陸郎(熊谷内科)

温血動物結核菌ノ登育至適温度ハー般ニ371)Ｃ～

38°Ｃトセラレ、ソノ登育温度域ハ人型、牛型結

核菌ノヽ小デ、鳥型結核菌ハ之ニツギ、所謂非病

原性抗酸性菌ハ温血動物結核菌ノ何レヨリ大デ

アルト云ハレテヰル。而シテ、登育温度域ニョ

リ、或程度迄人型、牛型結核菌ト鳥型結核菌ト

ヲ判別シ得ルバカリデナク、温血動物結核菌ト

冷血動物結核菌トテ判別シ得ルト云ハル。

余等ハWarburg氏法ニョリ、抗酸性菌ノ新陳

代謝二就テ研究シ、抗酸性菌ノ吸呼二及ボス温

度ノ影響二就テモ、少シク賓験シタノデ、ココ

ニ報告スノレｏ

賓験材料八

用ヒタ。使用菌ハKoch氏無毒菌ハ６～９日、

鳥型結核菌ハ5～7日、ＢＣＧ牛型結核菌ハ15～

妬I

21日、人型結核菌３株ハ何レモ17～25日ノ培

養日散ノモノデアル。

菌浮游液ハ哺孚L動物血清ト等張デアル、0.129

mol Na.HPO4(8.45c.c.)、0.157 mol NaHoPOi

(1.55C.C.)及ビ0．9％ＮａＣＩ(90．00c,ｃ.)ノ組成ヨリ

ナルpH = 7. 46 ノモノラ用ヒタ(第１表)。

使用菌ノ重量測定ニ。･ヽ、容量10 C.C.テ有フ、ﾉﾚ

Ｈ§､matokrit

　

ノ細管ノ内径０．２ cm トシ、長サ

約4.5cmトシ、内容0．2にノ黙二目盛ヲツケ、

之ラ40等分シ、之二賓験シタ菌ノ浮游液テ入

レ、１分間3500廻韓数デ30分間遠心シ、沈澱

シタ菌ノ容量テ測定シ、憬ノ毛細管ノ一目盛ノ

菌量ノ乾燥重量テ測定シテ才キ、之カラ賓験二

供シタ菌浮游液ノ乾燥重量ラ計算シタ(第２

表)。

抗酸性菌ノ呼吸ト温度トノ開係テ見ルタノ、恒

温槽中ノ温度テ45°C, 40°C, 38°C, 35 C, 20゜Ｃ，

12°Ｃ及ビ3～5°Ｃトシテ、ソノ中二於テ各種抗

酸性菌ノ呼吸テ測定シ(第３表)、各種抗酸性菌

ニハ夫々呼吸ノ至適温度ノアル事ヲ知ツタ。郎

チKoch氏無毒菌､ハ35～40°Ｃ，鳥型結核菌ハ

35°Ｃ，ＢＣＧ／ヽ38°Ｃ，牛型結核菌ハ38～40C,

大型結核菌ハ何レモ35～45°Ｃデアル。20°Ｃニ

就イテハ、各種抗酸性菌ハ夫々著明ノ呼吸ノ減

少テ示スガ、殊ニKoch氏無毒菌、鳥型結核菌、

ＢＣＧ等ダヽ何レモ弼毒函デアル牛型、大型結核

菌二比較シテ著明デアル。12°Ｃニ於テノヽ、各種

抗酸性菌ハ何レモ略ンド同程度ノ呼吸テ示シ、

3～５ｏＣニ於テノ'ヽ、本法ニーヨツテ何レモ呼吸ヲ謐

明シ得ナカツタ。

抗酸性菌ノ呼吸ト38°Ｃノ恒温器中二於ヶル培

養日倣トノ開係二就テ､ハ(第４表)、既二第１表

二報告シタ通リデ、夫々培養日斂ノ長短ニョリ

著シク異ナルモノデアル。更二培養基上ニアル

大型結核菌ラソノー・－氷室中二保存シ、ソノ保

存日倣ト呼吸トノ開係テミ・ト(第５表八

　

２週

間迄ハ９化ガナｆが、３週間こナルト著シク減

少フヽル。尚生理的食盛水中二浮游セシノタ大型

結核菌ノ氷雫中二於ケル保存日撒ト呼吸トノ開
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係テ見ルト(第６表)ノ通りデ12日迄ノヽ殆ンド

宛化ガナイガ、14～17日ニナルト少シク減少ノ

徴アリ、19日二至ルト明ラカニ呼吸ノ減少テ示

ス様デアル。

　　　　　　　　　

結

　

論

各種抗酸性菌ニハ夫々呼吸ノ至適温度ガアル。

郎チ、Koch氏無毒菌ハ35～40°Ｃ，鳥型結核菌

ノ'ヽ35°Ｃ,ＢＣＧハ38°Ｃ，牛型結核菌ハ38～40°Ｃ，

人型結核菌ノヽ35～45でデアル。

各種抗酸性菌ハ20°Ｃニ於テ、夫。々著明ノ呼吸

ノ減少テ示ス。殊ニ、Koch無毒菌、鳥型結核

菌、ＢＣＧ等ダヽ何レモ弼毒菌デアル牛型、人型

結核菌二比較シテ著明デアル。各種抗酸性菌ハ

何レモ10°Ｃ前後ノ温度デ略ンド同程度ノ呼吸

ヲ･示ス。

各種抗酸性菌ノヽ3～5°Ｃニ於テ、何レモ木法ニ

ョツテ呼吸テ澄明シ得ナイ。

氷室中二保存セラレタ結核菌ノ呼吸ハ、10～14

日以内デハ殆ンド宛化ヲ認ノナイガソレ以後-・

ナルト減少スル。

　　　　

II.

　

病理解剖及ビ賓験病理

　　

13．

　

胸膜炎ノ成因二開スル賓験的研究

回ヨ喉義勁
惨出性胸膜炎ノ成因が主トシテ結核性ナルハ疑

フ鈴地ナキモ｢ロ４－チ勺性、外傷性及不整規

新陳代謝學説等アリテ之が殺生二開シ開明セラ

レデル鮎叉少ナカラズ、掲チ之が成因ノ研究､ハ

胸膜炎像防對策確立上重要ナルノミナラズ結核

病理二寄奥フヽル處アルベシト信ジ、昭和９年来

其成因二開シ動物賓験ヲ･反覆シ下記結果二到達

セリ。

(１)海狽ノ皮下二結核菌ヲｊ

Allergie状態トナリタル後、圭結核菌ヲ･胸腔内

二注入セシニ48時間以内二人膿二於ケル胸膜

炎ト類似ノ惨出液ヲ殺生シ胸腔漿膜ノ炎症ラ件

ヒタリ。

(２)結核菌ラ前處置テ行ハザル沁銚ノ皮下二接

種シタル場合ハ胸液ノ惨出セザルヲ通例トスル

【第17巻

モ２週間以上ヲ経過シ全身感染二移行シ特二大

網膜、牌臓、横隔膜等二結核病竃波及シタル場

合ハAUergie状態二韓化シ胸腔ヘノ二次的感

染二因り胸腔二惨出液ヲ惹起シ胸膜炎ヲ殺生

ス。

(３)健康海=抜ノ腹腔内二結核菌ラ注入シ２週間

以上ヲ･経過シAllergie状態二韓化後横隔膜ヲ

通シ胸腔内二二次的感染波及スル'ニ至レバ惨出

液テ件フ胸膜炎テ惹起ス。

(４)健康海抜ノ胸腔二直接結核菌ヲ注入シタル

場合、１週間以内ニハ惨出液テ件ヘル胸膜炎チ

起サデルモ10口以上ヲ･経過シAllergie状態二

韓化スルニ至ラバ漸次胸膜炎ヲ惹起スルニ至

(５)健康海=抜ノ心臓内二結核菌ラ注入スルニ10

日以上テ経尹胸膜炎ヲ起ス場合アリ、、

(６)海抜が結核感染後Allergie状態トナリシ

時胸腔二稀薄ノ｢ツベルクリン｣液テ注入セ

シニ、48時間以内二惨出液テ殺生セシｙ得

タリ。

(７)結核感染後Allergie状態トナリタル海狸

ノ胸腔二大腸菌テ注入セシニ48時間以内二結

核菌ノ場合ト類似ノ惨出液ヲ･認ｙ得タリ。

(８)結核感染後Allergie状態ノ動物二對シ、

ぐｲ)生理的食堕水、(ロ) Fraenkel氏肺炎菌、

(ハ)溶血性連鎖状球菌、(ニ)葡萄状球菌、(ネ)

枯草菌等ヲ各々別二胸腔内二注入スルモ48時

間以内ニハ惨出液ノ殺生ラ認ノズ。

(９)結核無感染動物二對シ、前記(８)ノ各菌テ

各。々別カニ胸腔二注入セシニ48時間以内ニ｡ハ

胸膜炎ヲ惹起セズ。

(10)葡萄状球菌、連鎖状球菌等ノ化膿菌ヲ数同

動物ノ皮内二注射シ各菌二對シAllergie状態

ニナシタル場合ハ同菌ノ胸腔内再注入二因り胸

膜炎ノ発生ヲ認ム、然シ何lノモ結核性ノ場合ノ

如ク多量ノ液列參出セズ。

(11)結核菌乳剤テ抗原(Antigen)トシ結核感染

家兎ノ血清ヲ抗Si (Antikorper)トシ、之二補機

(Komplement)テ加ペダル補機結合物質(完全
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結合完全溶血現象ヲ起サザルモノ)ヲ全ク健康

ナル結核二過敏ナル海銚ノ胸腔二注入セシニ胸

膜炎テ惹起セリ、然ルニ之ヴ結核二鈍ナル同種

属ノ家兎胸腔二注入シタル場合ハ胸膜炎テ起ス

モ胸液ノ登生卒少ナカリキ。

(12バ11)ノ補膿結合物質ヲ健康海銚ノ皮内二接

種スルニ明瞭ナル皮内反座ヲ呈フヽ、對照トシテ

抗原(結核菌乳剤)、抗膿(結核感染家兎ノ血清)

補償ヲ各別々ニ接種セシニ前者二比シ皮内反庶

明瞭ナラズ。

(13)健康海銚テシテ胸部緊縛、重荷負加、強制

運動ラナサシｙタルニ胸腔内二微量ノ漿液瀦溜

ヲ･来ター'ヽニ至りタル場合アリシモ炎症明瞭ナラ

ズ、胸膜炎トノヽ認ノ難シ。

(14)健康i副冥ニ｢アドレナリン｡げ反覆皮下注射

セシニ胸腔内二微量ノ惨漏液瀦溜ソ､ルモ漿膜ノ

炎症明瞭ナラズ。

之テ要スルニ動物二於ケル賓験的胸膜炎ノ成因

､ハ結核菌二因り過敏状態トナリタル胸腔漿膜が

該菌或ハ該毒素ノ刺戟ニョル(新タニ入りタル

モノト元ヨリ存スルモノトテ問ハズ) Allergie

現象ナリト断ズルモノナリ､、例外トシテノヽ結核

菌二因ル過敏状態ノ動物が非特異性ナル大腸菌

ノ如キモノニ因リテモ胸膜炎テ起シ得ルモノナ

リ(Parallergie)。化膿菌二因り過敏状態トナシ

タル動物二對シテハ同菌ノ胸腔内刺戟ニョリテ

モ胸膜炎テ起シ得ルモノナリ、然レドモ胸液ノ

瀦溜量ハ結核性ノ場合二比シ逢二微量ニシテ漸

次膿胸二移行フ､ルモノトス。

人膿二於ケル胸膜炎ノ殆ド大部分ハ結核性All-

ergie現象ナリト信ズルモノナリ、然レド｀モ極

少数例二於テハ非特異性ノモノ叉ノヽ結核二無開

係ナル化膿菌二因ルAllergie現象二由来ソ、ル

胸膜炎モ少数ニハ存在スルモノ1ヽ思料ス。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　

佐川

　

一郎(京大小児科)

惨出性肋膜炎前後二於ケル｢レントゲン｣寫具テ

見ルニ、常ニ｢同側｣ニ初感染病竃テ登見フ、。

更二最近経験セシ剖検例二於テモ｢同側｣ニ新鮮
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ナ原毅竃ノ存在スルヲ認メタ。

且再感染二依ルト思ノ’ゝレノレ惨出性肋膜炎ノヽナカ

ツタ。

以上ノ鮎ヨリ小見ノ惨出性肋膜炎ハ結核初感染

ノ一病型ナリト信ズル。

　　

答

　

辨

　　　　　　　　　　

椎名

　

三郎（呉工廠）

１．小見ノヽ結核二鈍ナル篤ノ結核二罹患フヽル

刊合モ家兎が結核二罹患セルモＰｌｅｕｒitisサ起

シ悪イト同様一起シ悪イト思ノ｀ヽレマス。

２．結核二罹患シタぬ狽ニ「ツ・･ヽごルクリン」テ皮

下二何同モ注射シ「ツベルクリン」ニ慣レサセル

ト胸腔ニ「ツベルクリン」列主射シテモPleuritis

ヲ起シ悪イノノヽ全ク同感デアリーi・ス。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

本

　

間

　

英

　

史

唯今ノ才話ハ、大受有盆二承リーi・シタガ、

　

ソ

　

ノ

中デ、私モ肋膜炎ノ成立ニツイテ、賓験シタコ

トガアリマ人カラ、追加サセテ頂キマソヽ。私｡ハ

海銚20頭テトツテ、とニ結核菌利

患セシノタ後、突然lヽ大量ノ結核菌毒素、印チ

奮「ツペ｀ルクリン」刊主射致シマシタトコロ、

今数ノヽ記憶致シー・センガ、殆ンド牛紙以上－モ

亙リテ、高度ノ惨出液瀦溜ラ来シタ賓験例列

験致シタコトガアリマソヽご人レデ私ハ更二全ク

同ジ條件デ結核二罹患セシｙテ、今度ハ之サ徐

。々ニ「ツルクリン」ヲ以テ免疫致シマシテ、

後叉同ジ様二多量ノ毒素刊主射シテ見-･・シタト

コロガ、今度ノヽ全例二全ク肋膜炎ラ起シー・セン

デシタ。

郎チ此成績ニョリーi・スル1ヽ動物が結核菌ニョリ

テ感染セラレ一定種Allergie J状態ニナツテ

居ル時二突然ト結核菌叉・ヽ之二起因りレトコ

ロノ菌毒素ノ様ナモノヲ･動物酸内二注入附典ス

ル時ハ肋膜炎、叉ハ少ナクトモ肋膜腔内二液性

惨出子来フ、モノデアルコトテ犯1ルコトガ出来ル

ノデアリロヴヽ。而シテ之ハ濁り肋膜腔二於テノ

ミナラズ腹膜腔二於テモ屡々起ルコトデアリー

シテ、私ノ賓験例二於キー・シテモ同時二相常例
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ニ腹膜腔内ノ惨出液ヲ澄明致シー・シタ．、ノミナ

ラズ心嚢内ニモ往々－シテ惨出液ノ瀦溜ヲ来ソ、

モノデアリー・シテ、前記ノ私ノ例二於テモ２例

二賓二立派ナ心嚢内惨出液瀦溜ラ見タノデアリ

マスｏ

依之観之、肋膜炎一乃至一般二漿膜炎性惨出ハ

結核菌二動物個醗が侵サレテ居ルトコロニ突然

ト結核菌ノ局所二於ケル披散叉ハ毒素等ノ游離

侵入等ガアル時二常該局所二浸出性炎衝少ナク

モ浸出液ノ溶出テ来スコトアル・ハ疑フコトガ出

来タトコロデアリーシテ、肋膜炎成立ノ因由二

斯ル要素ノアルコトハ私モ信ジテ疑ハヌトコロ

デアリマス。

　　

14．「ビタミンJBI訣乏ノ胸膜炎登生二及

　　　　

ボス影響二開スル責験的研究

い」お（悶悶助

廓出性胸膜炎ノ基木疾患ハ大部分結核ナル事･ヽ
脱二幾多ノ研究ニヨツテ一般二承認セラレテヰ
－ﾌヽ。然シ本症ノ貨生状況ｦ･続計土ヨリ見マ

　

ソ、
へ本邦二於テ特二多貨ｼ､而モ犬部分ハ岸出型
ナルニ反シ、欧栄諸國二於テハ其良生少ク且乾
性型ガ多イノデアリ-･ﾉ､。叉年齢的ニハ青耽年
者二多ク､軍除二於ラモ新兵二多ク、汚兵二至ル
ニ従ヒ減少シゃヰー･ｿ､。本邦小見二於テモ其登
生･ハ少ク、乾性膿性型ハ比較的多ク溶出型ハ少
仁ノデス。恂叉本症ノ貨生季節テ見べ･スー、晩
春カラ夏朋二亙ツテ多殼シ・ス。是等ノ事宣ハ
岸出性胸膜炎ノ成因ガ草二結核感染ノミニ浪ツ
テ.ハ充分涵足二説明シ得ラルルモノデナク．其
間二何等力本症ノ殼病テ助勢ﾉヽベキ誘因アルテ
思ﾉ｀ゝシメマフヽ肖

顛ツテ我國-･多登ﾌ､ﾉﾚ脚気ノ殺生状況ｦ･見ルニ
其警病年齢及季節等ハヨク潜
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種ノ惨出性素因ラ作ル原因ニナリヤセタカトノ

疑サ抱キ、此ノ見解ノ下二余ノ'ヽ動物ニV-B,訣

乏状態々惹起セシ八之二結核菌ノ胸腔内感染

ヲ行ヒテ胸膜炎ヲ殺生セシｙ其良生状況ラ對照

飼料サ投現シタ動物トユ就イテ臨休的拉二病理

解剖組織學的二比較研究シーシタ､、

先ヅ試験動物トシテ家兎ト海狽ザ使用シ、V-B,

訣乏飼料ハ表二示フ、如キ各種ノ飼料ヲ120度－

130度２時間Autokulav内二加熱シテ、V.-A.

Ｄ．Ｃ．Ｂ２テ夫々加へ、對照飼料トシテハ加熱

｢エビ才勺ノ代りニ普通｢エビオフヽ｣ラ代用シマ

シタ。

橡・･試験飼料投貨－ヨツテ家兎ノ定型的ノＶ-ＢＩ

訣乏症ラ惹起セシメ之｡ラＶ-ＢＩ剤ノ注射ニョツ

テ恢復セシｙ得ルコトテ賓験的二確ノいｉ・シタ、、

像備賓験トシテ健康家兎30m、海狸40頭列吏

用シテ、菌量拉二感染後ノ炎症ラ起ス期ロノ検

定刊子ヒ、其結果家兎二於ｆ,ハ0.01mg(0.5c.a)

ヲ･右胸腔内感染後７日目、海抜一於テハ0．01

mg(0.2c.G)感染後２週目ノ臨林的病理解剖拉二

組織學的ノ所兄ラ基礎トシテ胸膜ノ炎症性噫化

ノ有無テ決定ソ､ル標準トシマシタ､。

　　　　　　　

家兎ノ賓験成績

(l)V-B,訣乏飼料17日間後ノ賓験成績､ハV-Bt

訣乏群ノ胸膜炎馥生命50X、對照群12．5％、

胸液量モ表ノ如ク差違アリ・ブ、。

(2)V-B,訣乏飼料32日間ノ場合ハＶ-ＢＩ訣乏

群ノ胸膜炎他生命70匹、對照群20％デアリー･・

ス。

(３)Ｖ-ＢＩ訣乏飼料42日間ノ場合ハV-B,訣乏

群ノ胸膜炎殺生命85．7X、對照群22.2 ガデア

リ７ス。

(４)菌液ノ稀程度テ２倍こーセル場合ハ其ノ殺生

卒ハ100 χラ示セリ。郎チ同一菌量－ｆモ稀樺

度ヲ大ニソヽル時ハ殺生命叉大トナリマス。

(５)賓験第5．・ヽ｢アレルギー｣ヲ賦貨フ、ル狐二前

處置(0．１ｍｇ皮下、或ハ気道)テ行ヒテ18日目

後V-B,訣乏飼料17日開投典セル場合ノ成績デ

アリーシテ、皮下二前處置ヲ施セル場合ハ其稜
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生命16．7X、気道前處置サ施セル場合ハ50％

ヲ’示シ平均33.3 χデアリーフ、。

　　　　　　　

淘旗二就キテノヽ

１．Ｖ-ＢＩ訣乏飼料35日開投典ノ成績ハV-B,

訣乏群ノ胸膜炎殺生命ハ87．5％、對照群ハ37.5

％デアリマス。

2．「アレルギー」賦典ノ認前處置ヲ行ッタ海棺

二前賓験1ヽ同様ナル賓験テ行ヒー・ソ､ト、Ｖ-ＢＩ訣

乏群ノ殺生率ハ60％、對照群ハ25％や示シロ

シタ。

３．

　

第３・ヽ常然胸膜炎ラ惹起ノ､べ｀キ０．１ｍｇノ

菌量り使J:ﾛｼ胸腔内注入後３週目ノ剖検ニョリ

特二胸液輦サ観察シーシタ。木賓験二於テハ

V-B,訣乏群｡ハ感染後21日ヲ千yタズシラ12頭

中５頭ハ艶死シ内２ｍニ人膿ノ特分惨出性胸膜

炎二見ルガ如ク多ﾉ;ドノ胸液瀦溜セル刊認ｙロシ

タ。其牛均廿ハ偕重100瓦二對シ前者群。･ヽ1．11

に對照群ノヽ､0.23にデアリマシタ。

以上ノ賓験成績二依レバ「ビタミンJBI訣乏動

物ハ對照二比シ胸膜炎ノび:生命著シク大ナルテ

認ノ得ベク、依ッテ惨出性胸膜炎ノ成因土生慌

ノ「ビタミンJBI訣乏・ヽ結核感染ト相倹ッテ木

症ヲ･誘殺フヽルニ重大ナル役割ヲ演ズルモノト認

メ得ラレフ ゛7ヽｏ

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　

渡逡

　

三郎（刀根山病院）

我等が臨休上特殺性肋膜炎ノ殺症ノ最初カラヂ

ット診テ居リ・フヽト常二屈著二所謂我等が早タ

カラ高唱シテ居リマ

　

ソ､所ノ脚気様徴候が登現シ

テ来-i･シテ、而シテ一力‘デ尿二就テ検査シテ見

７スト明カニ「ウロクロモゲし」が増量シ、尿商

値ノ高クナルヲ･経験シース。是等ノ事象・ヽ總テ

余等ノ謂フ中毒徴候デアリーシテ、コノ場合

「ヴィタミンJB値ノ投典が絶對二必要デアル事

ハ臨休ノロ常ハッキリト認メルノデｙリマシ

テ、果シテカヽル場合如何ナル機序ノ上ニ「ヴィ

タミンJB醒ガカヽル好都合ナル作用リ･殺揮フ、

゛ノデアルカノ黙二就テ目下賓験的研究テ進ｙ

テ居リマスガ今茲デー・トタテ申シ上クうレ迄二至
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ツテ居リヴセン。然シざニ早タカラ我等結核症

ト「ヴィタミンJB薗トノ密接十開係二就イテ提

唱シテ来マシタ者ニ1ヽリマシテハ建二立派ナ御

成績ヲ･拝聴スル事が出来ロシタノハ宣二欣快ナ

事デ御座イー・ソ、

　　

15．

　

極微量ノ結核菌二因ル海瞑二於ケル

　　　　

結核性病愛ノ賓験的研究

鍋rト秀雄庖９院鉛

極微量ノ結核菌、印チ1000萬分ノ１胚及１億

分ノ１胚ノ結核菌ヲ･以テ、皮下接種法ニ＝=･リ海

担二結核尹感染セシ・･比較的長期間生存セシノ

テ、コノ極微量ノ結核菌ノ１起ソ､ル砧核性愛化

ヲ･観察シ一定ノ結犀ビ得テ、コヽニ報告ソ､ル次

第ナリ。

　　　　　　　

胃験方法

接種結核菌ハ上池菌ノ｢グリセリン｣家犬斜面培

養基上ノ１ヶ月間培養セル殼育佳良ノモノヲ川

ヒ、細心ノ注意月弗ヒ、滅薗生理的食:堕水１立

方糎中－1000萬分ノ１廷几ビ１に分ノ１胚ノ

菌テ含ムニ種ノ濃度｡ﾉ結核菌食盛水浮游液テ調

製シテ川ヒタリ。

試験動物ハ300瓦内外ノ雄海狽リ･川ヒ、盲験前

ニレーノル氏ノ｢ツベルクリン｣皮内反座陰性ニ

　

ー－

シテ全ク健康ト認ノタルモノ研使用シタリ。

コノ海抜テニ群二分チ、前述ノ２種ノ極微量結

核菌液１托せ夫々左側大腿皮下二接種シ、接種

後各海鏃二就キ夫ク毎月一一般状態ノ観察、殷重

測定、レーｙル氏反麹ヤ施行シ、１ヶ月毎ニ５

匹宛撲殺シ、ソノ結核性病良二就キ精査七リ。

尚動物二菌液接種前、前述２種ノ1000萬分ノ１

胚、１億分ノ１廷ノ菌液ヲペトラユー氏培養基

　　　　　　　　　　

－
ニテ培養試験り行セタリ。

以下賓験成慎ラ述デルニ常り各試験成脊ド一括

表示シ各群ノ所見ヲ略述ス。

表中(－)ノヽ結核性分化ヲ･認ノデルモノ

　　

(士)ノヽ結核性こ広リト辺シきモ尚躍官二判定

　　　　

出来得デルモノ

　　

(十)ダヽ極ノ･テ軽微ノ結核性噫化サ来セルモ
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菌　種
接　前

生　　存　　　期　　礎　　化

１ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月

聘
重 疆

僣
重 疆

穀
重 疆

僣
重｛

僣

重 疆
殼
重 複

僣
重 疆

若
重 ４

１ 360 - 400 - ｜

２ 290 - 340 ＿１

３ 300 - 340 づ
４ 270 四 310 -

５ 310 - 370
‾Ｉ

６ 300 四 380 一1　420 -

７ 280 四 330 - 400 四

８ 300 - 350 - 400 -

９ 310 - 370 - 430 -

10 300 - 360 - 400 - ｜

｜

11 320 - 350 - 370 - 450 〃 １

12 310 - 400 - 470 - 500 ＋

13 350 〃 420 - 470 ± 540 十
一

14 300 - 470 －1 520 - 600 十－
｜｜

15 300 - I 360 －1410 - 500 - ｜

16 300 - 400 - 460 - 510 四 550 十

四 ｜｜

17 300 - 370 米400 - 400 - 480 十
一 ！

｜

18 260 - 320 四 400 - 470 十

四
530 ＋

19 310 - 330 十

四
450 十

一
490 十

四
560 十

四

20 300 - 340 - 410 ㎜ 460 - 520 - １
21 270 - 290 - 310 - 380 士 450 ＋ 510 ＋

22 270 - 300 - 330 ㎜ 400 - 470 十
一 530 ＋

23 320 - 340 - 400 - 430 ＋ 500 ＋ 570 ＋

24 300 四 370 - 410 - 500 - 510 - 550 ＋

25 310 〃 350 - 470 - 490 ＋ 560 ＋ 600 ＋

26 290 - 340 - 450 - 500 十
一 540 ＋ 620 ＋ 650 ＋

27 260 - 290 〃 340 ㎜ 410 ＋ 460 ＋ 520 ＋ 670 十十

28 300 - 320 ㎜ 370 四 450 - 520 ＋ 580 ＋ 620 十十

29 260 1－ 310 - 400 - 470 - 510 ＋ 550 ＋ 600 ＋

30 31(リー 340 - , 390 十
一

460 ＋ 520 ＋ 580 ＋ 630 」-　・

31 360 －！　420 －，470 - 600 - 650 十
一

700 十
一 650 ＋ 680 十十

32 300 1－ 1　350
四

360 - 420 ＋ 450 十

四
450 士 560 ＋ 600 ＋

33 310' - 340 - 380 - 430 四 450 十

四
480 士 520 ＋ 550 十

34 300 - 350 - 410 十

四
460 ＋ 510 ＋ 550 ＋ 620 ＋ 630 ＋

35 j　300 ﾄﾞこ330「二¬　370 1こ¬　400「‾二月　470 1 士1　520 十1　550 1 ＋ 610 ＋
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第１表二於テ示セル如ク、1000萬分ノ１廷及ビ

１億分ノ１廷ノ極微量結核菌液ヲサペトえニＴ氏

培養基二培養セル成績ニョレバ、６週間ニシテ

略110個以内ノ聚落リ･見ル､、印チ1000萬分ノ

１廷及ビ１億分ノ１廷ノ結核菌菌液中ニハ絶對

値不明ナルモ、極少量ノ結核菌ノ存在スルコｔ

テ澄明スルモノデアル､．
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總會演訊要旨

生

　

存
-
３ヶ月

反
塵

「
レ
」

―
僣
重

－

反
塵

「
レ
」

‐

　

‐
‐
－

骸
重

第

４ヶ月

僻

　

-1反物．

５
･ケ 月

　　

３

－㎜
化

６夕月

殼
重

－
反
鹿

「
レ
」

－
般
重

７

【第17巻

表

ヶ月

反
嘸

「
ｙ
」

―
髄
重

61 260 - 390 1 －

62 260 - 330 四

63 260 - 360 四

64 250 - 310 ㎜

65 300 - 340 四

66 240 四 340 四 390 〃

67 280 - 300 〃 380 -

68 300 四 450 - 530 -

69 360 - 430 - 500 -

70 300 - 360 ㎜ 420 -

71 320 - 420 四 540 〃 670 十
㎜

72 300 - 350 - 430 - 500 -

73 310 - 350 - 460 - 520 -

74 300 - 370 四 430 四 500 ㎜

75 310 - 350 - 410 - 470 -

76 250 - 360 四 420 ㎜ 450 - 480 十

四

77 270 - 290 - 450 - 470 十

四
500 十

一

ヘ

　 　 ヘ

78 310 - 400 - 450 - 470 - 510 -
一一一

79 300 ㎜ 350 四 420 四 430 - 420 十
一

80 310 - 400 - 480 四 460 十
－ 530 ＋

81 370 - 400 - 450 - 470 十
一 520 十

一 560 ＋

82 300 - 370 四 420 ㎜ 460 - 510 ＋ 580 十十

83 300 - 350 四 480 - 450 四 470 - 510 ＋

84 270 - 310 - 410 - 470 - 530 十

皿
570 ＋

85 320 - 370 - 420 - 500 - 550 - 600 ＋

86 250 - 270 - 290 - 350 十

四
460 ＋ 520 ＋ 670 十十

87 300 - 350 - 380 - 450 十
一

530 ＋ 600 ＋ 650 十十

88 300 四 340 - 400 四 440 - 480 十
一 530 ＋ 600 ＋

89 270 - 310 - 390 ㎜ 420 - 500 ㎜ 520 十 570 ＋

90 280 - 330 - 370 - 430 - 480 - 540 ＋ 580 十

91 350 - 410 - 470 - 550 十
〃

530 ＋ 560 十
一 600 十 620 ＋

92 300 - 350 四 410 四 450 - 460 - 470 - 470 十
一 530 十

93 300 - 340 - 400 ㎜

-

480 士 490 ＋ 500 ＋ 500 十 570 十十

94 280 四 330 - 380 450 - 490 - 530 ＋ 550 十 560 ＋

＋い5 310 - 370 - 360 - 410 十

四
460 ＋ 500 ＋ 500 ＋ 510

ノ成績４長ハー'｡モノＪ－シテ、顛重ノ噌加ハ甚グ

佳良、毫鐙ノ支障４来セルモノヲ･兄ズ。

接種部位ニハ何ラノ塗叱ソ認ｙズ、郎チ潰瘍、壊

死、膿瘍等ナシ。

レーノル氏反忠ノ陽性韓化シ来レルハ３ヶ月目

ヨリ始べ’リ、５ヶ月日二至ツテノヽ明カナル陽性

度々示ソ､。然シ反嘸程度ノ高度ナルモノ、郎チ

｡壊死ラ来セルモノナシ。

解剖後結核性愛化ｦ一見ルノゝ主トシテ近屈淋巴腺

ニシラ･、叉５ヶ月目以後二撲殺セル海挑中二肺

臓二於子一数個ノ嬰粟粒大乃至粟粒大ノ結節ヲ'見

ルモノアリ。其他ノ内臓諸器管印チ牌臓､肝臓、

腎臓等ニ。・ヽ結核性愛化ヲ･認ノ･ルコト能・ヽズ。

第３表二於７１億分ノ１廷ノ結核菌接種海狽群

り示ソ､。

木群二於テモ偕重ノ噌加ハ甚グ良好ニシテ、策
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㎜ - - - 十
一

- 〃 １．０ - -

- - 四 ＋ - - - 〃 - ＋ - ＋ ＋
四 ０．７ - -

- ＋ - ＋ - 四 - - - - 〃 - - 十 - ０．９ 〃 ●

-

〃 ＋ - 十
一

＿　＿１＿
　１　、 〃

-一
一

- - ＋ - - -・- １．１ - -

- 十
一

- 〃 - 〃 〃 - - - 〃 - -　- ０．８ - -

- ＋ - 十一 - - - - 四 四 ＋ 四 - ＋ - ０．７〃 -

- 十
㎜

- - - - - - - -
四

- - - 四 0.7 - -

- ＋
四 - ㎜ - 〃 - - - - 四

十

四
＋ - ０．８ - 四

- ＋ ㎜ ＋ - 四 - 四 - ㎜ ＋ - - - - ０．８ - 四

- - -
四 - - - - - - - - - - - ０．６ - -

養障碍ラ来セルモノナシ。接種部位モ前群ト同

様何ラノ局所良化万

頴。・ヽセルモノナク、４ヶ月目ヨリ陽性韓化シ来

レノレテ見ル。

解剖所見八木賓験二於テハ接種後１ヶ月目ノ海

撲二於テパ結核性病受サ認ｙ得ズ。２ヶ月目ヨ

り近屡淋巴腺二於テ軽度ノ結核性病愛テ見、叉

ａ一
‐
乃
Ｈ
ド

ヒ
ロ

岫Ｊ
／ノ

個数テ於二
銚海

ルセ殺撲後以目月ケｒ
り

ﾘ･肺臓二認メ得ルモノアリ。

爾他ノ遠隔淋巴腺及牌臓、肝臓、腎臓等ノ内臓

器官－ハ結核性病愛テ認ｙ得ズ。

雨賓験ヲ･通ジテ結核性憂化サ来セル淋巴腺二於

テハ、他側二比シ梢ｌ硬ク、且軽度二腫脹セル

テ見ルモ、多量ノ脂肪テ以テ包埋セラレ、顕微

鏡的ニハ濾胞攘大、圓形細胞ノ浸潤、上皮様細
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胞ノ浸潤アリ。

叉肺臓二於テハ肉眼的二数個ノ嬰粟粒大乃至粟

粒大ノ結節尹見、其結節散モ次ノ如シ。

　　

21琥

　

２個

　　

23琥

　

４個

　　

26琥

　

３個

　　

28琥

　

１個

　　

29琥

　

１個

　　

33琥

　

２個

　　

82琥

　

３個

　　

84妓

　

２個

　　

87琥

　

２個

　　

88琥

　

１個

　　

91琥

　

１個

　　

93胱

　

２個

頴徴鏡的ニハ肺胞中隔ノ浸潤肥厚、小気管枝肺

炎溢サ散見シ、或ハ少倣ノ孤立性小結節様病竃

ヲ見ルモ慨シテ噌殖性ノモノナリ。

　　　　　　　　　

摘

　

要

(１)極微量郎1000萬分ノ１胚、及１億分ノ１廷

ノ結核菌接種セル時ハ試験動物ノ値重ノ噌加ノヽ

甚グ佳良一シテ、柴養状態ノ支障テ来セルモノ

サ見ズ。

(２)接種部位ニハ雨群共壊死、膿瘍、潰瘍等ノ

局所愛化列

(３)レーｙル氏反慮ノヽ1000萬分ノ１廷接種群

ニテハ略い

ニ於テハ略１４ヶ月目ヨリ陽性二韓化シ来レル

ヲ兄ル。但シソノ陽性度モ軽微ニシテ、全動物

ラ通ジテ壊死二陥レルモノナシ。

(4)1000萬分ノ１廷接種群ト１に､分ノ１廷接

種群トノ結核性愛化二於テ隔段ノ差ヲ･認ｙ得

ズ。

(５)結核性病愛テ見ルノゝ主トシテ近場琳巴腺ニ

シテ、時二肺臓二軽度ノ愛化ヲ認ムルモ、牌臓、

肝臓、腎臓等ノ諸内臓器管二於テハ殆ドコレテ

見ズ。

(６)結核性病愛ヲ惹起ソ、ル・ヽ相常緩慢ニシテ、

近場淋巴腺ノヽ2、3グ月後、叉略１５ヶ月後ニ

シテ始ノテ肺臓二結核性良化ヲ認ノ得ルモノア

リ。

(７)結核性病愛ヲ･来セル淋巴腺二於テヘ梢ｔ

硬ク軽度二腫脹セルヲ見ルモ多クノ脂肪組織テ

以テ包埋セラレ、顕微鏡的ニハ濾胞披大、上皮

様細胞ノ浸潤ヲ認ムルモ慨シテ増殖性ノモノナ

リ。

(８)肺臓二於ケル愛化ハ肉眼的二数個ノ粟粒大

乃至嬰粟粒大ノ結節ヲ見、頴微鏡的ニダヽ肺胞中

【第17巷

隔ノ浸潤肥厚、小気管枝肺炎竃ヲ散見シ、或､ハ

少数ノ孤立性小結節様病竃列

殖アリ惨出性ノモノテ見ズ。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　

小野

　

勇（山

　

口

　

駆）

結核菌ノ値内侵入ノ問題ノヽ肺結核ノ稜生ト重大

ナル開係ガアド・ス。御登表ニョレバ極微量菌

ニョレバ淋巴腺ザ合シテ肺二結核テ生ズルト云

フコトデスガ、竹尾研究所ノ古イ研究ニョレバ

直チュ血流二入ルト主張シテ居リース。殊二微

量菌ニョリテ其ノ事賓ヲ認ｙテ居リマス。私ノヽ

第15同ノ本學會二於テ100萬分ノ１胚ノ菌テ

海狽ノ皮下二注射シテ菌ノ運命ヲｊ

結果ハ菌ハ必ズ淋巴路ヲ通過シ深部淋巴腺二侵

入シ然ル後血流二入ルモノデアツテ、直チェ血

流二入ルモノデナイコトヲ立鐙シーシタ、本學

會二於テ熊谷教室ノ松野君ヨリモ血流ニ・ヽ直チ

ュ侵入スルモノデナ４コトテ登表シマシタ。私

モ前二述べ｀タ賓験ヨリ之レニ讃意サ表スルモタ

デス。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

本

　

間

　

英

　

史

唯今ノ御演説二就イテ嬉シク思フコトヘ極微T

量ノ結核菌ヲ･以テ、感染試験ラ行ハレ、同時ニ

ソノ成績ラ病理學的二御覧ニナラレタト云フコ

トデアリマス。

結核ノ賓験内容ヲ見-・スルト、「モルモ､。ト」ノ狐

ナ小サナ動物二對シテ、100分ノ１廷トカ、1｛｝

分ノ１廷トカ、甚シキノヽ10廷トカ100廷トカ

ノ大量ヲ用ヒテ賓験シテ居ル者が多数アリース

ガ、斯ル多量ノ菌ザ接種シタリシテダヽ、ソノ成

績が正シク現ノヽレナ４ノノヽ、常然ノコトデアリ

ーシテ、自然界二於テ行ハルル結核感染ノ賓際

トノ八全ク異ルモノガアルノデアリマス。

私､ハ此鮎ヨク結核二開スル賓験ノヽ、従来ノ如ク

大量ノ菌ヲ以テシテ。・ヽ駄目デアルトノ見地カラ

１ツデモソノ菌二於タル最少感染量ヲ、ソノ欲

スル一定動物トーヨツテ先ヅ定｡・テカラ宣験二着

手スベキデアルト信ジテ居ルモノデアリマス。
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私ノ賞験致シーシタ或ル１例ノ賓験デヘ結核

菌ノ「モルモＵ」ニ對スル最少感染量ノヽ、凡ソ

100萬分ノ１カラ1000萬分ノ１胚ノ間－アリ

゛i’シテ、100萬分ノ１ラ接種シタ動物全部ハ結

核二罹リ、500萬分ノ１ラ入レタ動物ハ牛罹り

牛罹ラズ、1000萬分ノ１胚四

部皆罹ラナカツタト云フ事賓尹示シタコトガア

リマフヽ。然シ此菌量テ計ルト云フコトガ、甚グ

困難ナコトデアリーシヘ盲際何々基準トシテ、

ソノ量テ云フカト云フコトサ定ｙナケレバ問題

ニナラヌノデアリマスガ、然シ大マカナトコロ

デ、凡ソ此位ノ量ノトコロニ、最少感染量ガア

ルノデアリマノ、。

今カヽル少量ノ菌ラ以テ動物り取り扱ヒヴフヽ

ト、ソノ結果ハ賓二従来世二云ハレテ居ル病受

ヤ経過トノヽ凡ソ異ルモノガ現ハレテ爽ルノデア

リマス。其鮎ハ、唯今御演説ニナラレヴシタト

コロト私ノ賓験成績モ同一デ’リー・シテ、先ゾ

第1、接種局所ニモ潰瘍り申ジタリシナイ、叉

動物ノ膿ﾉ昂ノドシドシ増加シテ、幼若ナルモノ

ニ於テハ牛育万左ゲル、１年モ２年モ病状ヲ呈

シナイト云フ結果４示ソ、ノデアリ・ス。此事｡ハ

如何二今迄信ゼラレテ居タコトリ目違スルカラ

御気附ナラレタト思ヒー・ノ、が賓ニコ･､ホガ初ｙ

提唱致シー・シタ結核菌ノ有無決定方法トシテ、

可検物４「モヽモ。ト」ノ腹壁皮下二接種シ、2、

3ヶ月以内二発死シナテレバ、菌ハ無イモノト

スルト云フコトナド゛ハ、全ク違ツタ結果ニナル

ノデアリマス。

然ラバ、是等ノ動物ハ、結核二罹ツテ居ナ１ノ

デハナ‘fカ1ヽ云フカモ知レマセンガ、決シテサ

ウデフ｀ナクヽ立派二罹ツテ居ルノデアリマス。

ソノ成績モ、只今ノ御話ノ内容トホボ同一デア

リマシテ、私ノ賓験デハ微量感染ヲ致シマスト、

接種ノ方法ヤ局所ニョリ成績テ異二致シベ’ス

ガ、腹壁皮下一入レタ例ヲ申シー・スト、一番多

ク局所淋巴腺、卸、鼠蹊腺ナドガ侵サレ、

　

ソレ

　　　　　　　　　　　　　　

●
カラ肢腐腺、頚腺、「ユグルム」腺、特二胸骨ノ

裏二附著シテ居ル淋巴腺及気管枝淋巴腺ナドガ

461

侵サレルノデアリマ｡≒

此際、菌量が極微量デアリーノ､ルト、内臓諸器

開ニヘ中カ結核町

ナド゛ハ決シテ侵サレルコ1ヽガナイ。生恥腺モ多

クハ侵サレナ･f、肝臓モ中々侵サレナイガ時ト

ヤルト1－2結節ヲツクルコトガアル、牌臓ハ之

二反シテ梢ｌ侵サレ易ク、時二和=い多倣ノ結節

ヲ･ツクツタリ腫大？示シタリフヽル。肺ハ容易二

浸サレナイノデアリマノ、が、気管枝淋巴腺が彊

ク侵サレテ居ルモノー八時トノヽルト、少許ノ結

節尹認メルコトガアル位デアリーノ､。郎、極微

量ノ接種デハ、主Iヽシテ淋巴腺結核ト云フ様ナ

像ヲ･示シテ、肺ソノ他ノ臓器結核ト云フ病像ハ

示シテ爽ナイノデアリマフヽ。然シ輦が多クナル

ト病受ハ全ク異ルニ至りマシテ、ソレハ多クノ

賓験二於テ見ラレテ居ル通りノ像サ示スニ至ル

ノデアリマノ､。

夫レデアリマフヽルカラ、結核ノ柄号ヤ経過ノヽ、

ソノ感染量ヲ･考フルコトナシニハ、何モ云ヘヌ

ノデ７リフシテ、ソノ感染量ノ異ルニ従ツテ、

千差萬別デアルノデアリー・フ､。之二川合モ結核二

罹患サヘソヽレバ同ジ様ナ経過、同ジ様ナ機轄テ

トルモノト考ヘタリシテ居ルノハ、大ナル誤リ

デアリマシテ、是レハ動物試験バカリデナク、

吾々人間二於ケル結核二於テモ同様デアリーシ

テ、病憂ノ異ルノヲ･、菌株ノ差ニョツテ然ルノ

デアルト考ヘルヨリハ、此感染量ト云フ菌ノ這

入ツタ量二重キヲ･置イテ考ヘタ方ガヨイ場合が

深山アルノデアリマフ、。

賓二吾々人間ノ結核二於キーシｆモ、ソノ千差

萬別ノ病型、経過、機輔、叉ソノ病理學的宛状、

免疫學的内容が、如何二多ク此菌ノ量（初感染

二於う｀ハ初感染量ノ如何ニョリテ重キ結核ニモ

運命ゾケラレ叉軽キ結核ニモ運命ゾケラレ～、

叉重感染、ソノ他ノ菌披散二於テモソノ量ノ饒

多ナルト僅少ナルトユヨリテ病宛ヤ免疫諸開係

ノ｀ヽ全ク異ル事相テ示ペニ至ルモノデアノリュ開

係シいレモノデアルカラ深ク認識セラレンコトサ

希望スルモノデアリマソヽ。
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討

　

論

　　　　　　　　　　　　　

青

　

山

　

敬

　

二

誠二結構ナ成績サ拝見シテ、之｡ラ私が「アレル

ギー」成因二開ソヽル年来ノ主張ノ立場カラ見テ

興味深ク思フノデアリマフ、。郎チ感染必ズシモ

「アレルギー」Ｔ″来タソヽモノニ非ズ、「アレルギ

ー」成立ニハ一程度ノ菌毒ト雄二組織糸剛包ノ構

成成分就中核蛋白系物質ノ共同作用ヲ･必要トノヽ

ルモノト考へうレルノデアツテ、此ノ事が起ル

篤ノニハ病綬が更二進展シマ組織ノ破壊機韓が

進行フ、ルヲ･要人ルモノデアラウ。

動物宣験二對シテ微量感染が適常デアリ、大量

感染ニョツテハ正鵠ナ観察判定困難ナ’ヽ場合が

多イニ］ト・ヽ常然デアツテ、此鮎本間博士ノ御追

加卜同意見デアリ、此黙二於テモ御貨表ノ成績

ノ｀意義有ルモノト考ヘマフヽ。

　　

討論

　　　　　　　

ヽ

　　　　　

訣

　

島

　

秀

　

雄

只今微量結核菌培養試験ニョリ或ハ多数、或ハ

撒個ナル故二菌液調製時ノ不完全ナルコトザ云

一ハレーシタガ、コレノヽ雨培養試験ザ通ジテ６週

間後-・ナルト、先二生々≒ル聚落ハ脅育甚グ佳良

一シテソノ周園二多数ノ新聚落テ生ジ多敬1ヽナ

ルモノデ、依而略１６週間ヲ･以ｆ該菌液ノ培養

試験成績トシタノデアリ、ソ､。本賓験二於テ６

週間頃ノ培養試験成績ニョリーソヽト、略ｔ均等

ナル菌液テ作製シ得タルモノト考ヘマフヽ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

小

　

野

　　

勇

菌液ノ製造方法二就イテ私ノ探用シテ居ル方法

ヲ･參考二申シ上グマーノ、。

孚L鉢デ充分磨碑シう・菌液々作り之レテ1000廻

韓20分遠心沈澱シ、之レサ1 C.Cｌ mg ノ結核菌

液り對照トシテ濃度々定ノ之レヲ･適常倍数二稀

　　　　　　　

特

　

別

　

講

　

演

　　

16．

　

小見結核ノ臨琳

　　　　　　　　　　

京大教授

　

服部峻治郎

人類ト結核菌トノ闘季圖ハ各國人ノ抵抗ノ強弱

【第17巻

ト感染ノ様式トニョツテ色カノ形態サドル。臨

休上殊二憧後ヲ･考慮二入lノルト大別次ノ３型二

別ツコトガ出来ル。

　

（１）感染-ﾀﾞ賛病-ﾀﾞ結核死
ｔ

イ、急
ロ、慢

性
性

　

(２)感染→良病り停止

　

(３)感染り不感廊

(１)型ハ個膿ノ抵抗ノ微弱ナル場合一般二孚L幼

見期叉ハ他ノ疾患ニョル著シイ抵抗減弱ヲ･見ル

時印流感麻疹、百日咳柴養障碍其他精禰叉ハ肉

値的過勢思春期等々一多ク見ルモノデアル、叉

感染様式トシテ・ヽ連鎖ノヽル重感染及多量感染が

考ヘラルベキデアル、尚(１)型デモ抵抗ト感染

様式ノ色々ノ組合セ次第デ饅病形式が多岐多様

ニナリ甚シキハ散週ノ急性症状デ死ノ韓錨テト

ルコトモアレバ叉病勢一進一退数年以上ノ長キ

ニ亙ル慢性型ノモノモアルコトハ云フ迄モナイ

コトデアルｏ

(2バ３)型ハ抵抗ノ高イ時感染ノ微弱ナ時ニト

ル２ツノ型式デアリ、最モ多イ型デアル。尤モ

之ニハ縫會衛生施設が大二開係スル所ノモノデ

アノレｏ

先ヅ３型式ヲ･次ノニッノ結核年齢的曲線二對照

シテー考シテ見タイト思フ。

"

/、、

陽
性
率
曲
鼠

此．

J4

　

/Ｍ’/j’4

ツ
ペ
心
ク
リ
ン
Ｊ

　

他
ハ
ヲ
お
£
峠
核
几
左
手

ｙ
’
幽
流
Ｆ
テ
ア
ル

コレデ一目瞭然ナゴドバ孚L幼見期デ,ハ感染卸賛

病印結核死デアルコトガ明カデアル。叉コノ時
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期二於テ｡・ヽ臨休経過甚グ急激デ(１)型ノ急性型

ノガ多イ。年齢が進ムニツレテ雨曲線ノ距離が

漸次離レテ居ル、之ハ云フ迄モナク學齢期ニハ

(２バ３)型ノ多イコトガ相像サレル。更二思春

期二入ルト再ビ(１)型が多クナルガコレノ｀ゝ臨休

上カラ見テ(１)型ノ亜急性或ハ慢性型が多イコ

ド｀日常経験人ル所デハレ。

以下各型二就キ維験ト今日持ヽソテりわし考ヘトテ

述ブ。

　　　　　　　　

(１)型二就テ

コレハ自分デ維験シタ34例ノ剖検例Ｊ骨子ト

シテ述・ヽごル。尤モ例数ノ少ナイ昌之ヲ以子･全般

ヲ･論ズルコトハ甚ダ冒瞼一似テ｡居ルガ其ノ代

り、=コノ症例ハ自分デ臨林経過ラ観察シ自惚他

受症状ハ勿論｢レントゲンツ検査細菌検査｢ヽソベ

ルクリン几え｡憲、赤沈速度血液像等ハ出来ル限り

精密二且ツ繰返シテ検査シダシレコトヽ殊二其

ノ剖検二就テノヽ病理教室ノ林、近藤雨君ト小見

科ノ松田、開谷、雨君トガ非常二熱心二詳細検

査ラシタ結果が盛ラレう゛居ル開係上或ル程度ノ

自信ヲ･以テ申シ上デラレルモノデアル。

此ノ34剖検例八年齢的二見ルト生後３ヶ月カラ

14歳デ、内譚スルト５混以下ハ20例、６歳－10

歳ハ10例、11混以上ハ４例デアル。全維過ヲ･見

ルト症状が現ハレテカラ死ノ韓蹄サドル迄ノ期

伺ハ５歳以下デハ最モ早イノデ２迦間、最モ永

イノデ２ヶ月鈴、１ヶ月前後が最モ多イ。年齢

ト共二漸次悪性トナリ10歳以上デハ６ヶ月－

18ヶ月デフル。

家族歴

　

幼弱ナ者程家族ノ結核が多ク澄明セラ

レル。殊二母代ノ結核が目立ツテ多イ。

　

T】レノ｀ゝ

家庭内ノ反覆感染ヲ思ハス孚L幼見例二意義大ナ

ルコトハ周知ノ事盲ト符合シテ居ル。

誘因

　

トシテ畢グベキ事項ノナイ方が多イモノ

デアルガ、時ニハ麻疹、百日咳、優養障碍が直

接誘因トナツタ例モ稀デハナイ。

症状

　

乳幼見二於テハ初ノ’テ現ハレルモノハ不

機嫌ト熱賛トデアル。熱ハ突然出テ不定型ノ高

熱弛張デアル。他畳的ニハ心悸充進ト多呼吸が
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主徴デアル、聴診、打診」こノ所見ハ殆ド認ダラ

レナ･f。

診断ノ確定

　

－ハ脳膜炎症状脳脊髄液所兄殊二

其菌澄明デアル。「レントゲン」ニョリ肺部ノ粟

粒結核像ノ他二肝臓、牌臓ノ腫大が甚ダ下要ナ

目標デアル。

「ツルクリン」反感ハ皆（’十）デｙツタ､、二］ヽデ

注意ソ､ベキコトハ結核菌ノ澄明デアル。大人デ

ハ喀痰中ノ菌澄明ハ容易デ確カナ診ば法デアル

ガ小見デハ殆ド不可能デアル、叉乳児デ胃内容

物ニツイテ検菌ソ､ルガ陽性澄明ノヽ稀デアル、嗇

不審ナゴドバ剖検上殆ドスベテノ吟ト祠偏心核ノ

潰瘍ヲ澄明シテ川ルニモ拘うズ臨休上、下痢、

血便-ﾘ己ナ･fコトデ隨ヽツテ大便中二菌ラ確カー

澄明シタノハ20例中唯１例二過ギナイ。

要スルこ1ツ４グリシン＋）ト「レントゲン」所

見ダヽ孚L見結核診詣ヒュハ訣ク々カラザルこノデ

アノレｏ

附言

　

此ノ34例ノ剖検例（學用患者）デ・ヽ肺ノ

粟粒結核－22例、軍二脳炎－２例、粟粒結核1ヽ

脳膜炎合併者デ10例デハレガ一般ニノヽ脳膜炎が

大多敷ﾃﾞﾀﾞヶ･にJトハ（開谷、田中）ノ報告通り、故

二脳脊髄液ノ検査が確診上大切ナコトデアル。

剖検所見（詳細ハ林、近藤、松田、開谷ノ報告

ノヽ京大阿學部紀要Vol.XXII FoscⅢ-V）

要鮎り述ベルト精細二検索フ、レバ初感染竃ハ常

二詩見出来ル。年少ノモノホド初感染竃ハ直チ

ュ乾酪軟化シテ血行性ノ粟粒結核テ起シタ跡テ

澄明出来ル、梢ｌ長ズレバ気管枝側淋巴腺ノ著

明ナ腫大ト乾酪愛化ヨリ【随行性二脳膜炎テ起ス

モノガ多イコトサ認ｙル。淋巴腺ハ如何二多ク

テモ、亦乾酪性撥化や起シテモ之カラ肺組織二

結核性炎衝が連鎖波及スル像ハ認ノラレナイ。

｢レントゲン｣像ト剖検所見サ對照シテ見ルニ普

通ノ肺門部陰影ハ大部分1組管ニョノレモノデ陰影

ノ増張ハ非特定的契機(無気肺、結締織増殖)ニ

ョノレノデアル。

碗豆大一雀卵大以上ノ乾酪化シタ腺デモ｢レン

トゲン｣－ハ寫ラメコトゲアル。

　

叉碗豆大ノ白
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墓化シタ初感染竃モ寫ラタ場合ガアル。自]病受

ガアッテモ｢レントゲン｣ニ寫ラタ場合ノヽ相常ニ

ア｡ノレモノデアノレｏ

　　　　　　　　

(2)型二就テ

小見二於テこノ型二砿スル大多数ノモノハ學童

期ノ気管枝淋巴腺結核、肺門浸潤｢エピッペ｀ルク

ローゼ｣等々ノ名将デ呼バレテ居ルモノデアル。

之ハ気管枝淋巴腺ノ結核性腫大ラ主膿トシタ多

少ノ全身障碍テ呈スルモノデアルガ臨休症状が

不定デアルタメト診断方法ノ不備ノタノトデ可

ナリ誤診サレ、濫用サレ且ッ過度二恐レラレテ

居ルト思フ。自愛症状ハ各人ニョリ匯々デ熱ニ

モ特有ナ型ハ示サナイ。

診断ニハ惧重ナ｢ツベルクリン｣反唐検査ト熟練

シタ｢レントゲン｣像ノ讃トニョッテ始メテ確診

ヲ下ノ､べJキモノデアッテ唯軍二微熱iヽ力食慾不

振蒼白繊痩トカ漠然タル訴ト聴診打診ノミデ診

助汐下フ､コトハ大キナ間違デ更ニコノ上不必要

二巌重二治療ヲ施シ、徒ラニ恐怖心ヲ起サシノ

小見ノ一生ヲ誤ラシメルコトハ一暦惧シムｇキ

コトデアル、原則トシテ憧後ハ良好デアッテ

(１)型二移行スルノノヽ極ク稀デアル。

災養ト一般衛生上ノ注意サヘスレ八通常ノ生活

二差シ支ヘナｆモノデアル、自惚症状ノ去ル迄

ノ安静デ充分デアル。洵惜重ヲ期ノ､ノレタメ日テ

追ッテ赤沈検査ヲ･繰り返シ之が正常二復ソ､ノレノ

ラ目標トシテナルベク早ク普通ノ生活二入ラシ

ノ･ル方ﾉﾉ食慾柴養ノ方カラ云ッテモ全経過ハ良

好デアル。

｢ツベルクリン｣反感ノ強弱ニョッテ疾病ノ軽重

ヲ'トスルコトハ不可能デアル。昔々ハ疑ノヽシイ

時｡ハ(１)｢ツペ｀ルクリン｣反唐(２)｢レントゲン｣

(３)赤沈ノ３者ヲ試ミ｢ツベルクリン｣デハ結核

性ノモノカガカラ知リ、｢レントゲン｣デハ其ノ

場所ラサダリ、赤沈ニョリテ初ノ･テ治療ノ方針

ヲ定メルコトｊ ｌ?'ｍ:トシテ居ル。

次二気竹枝淋巴腺結核二次デ多イ(２)型ハ幼見

及ヒヽ學童ノ惨出性肋膜炎デアル(之ハアトデ詳

細二我家ノ新宮、小林雨君カラ報告シーこス)之モ

【第17巷

像後良好デ大抵２ヶ月以内ノ安静デ治癒スルノ

ガ多イ、胸水排除モ除程呼吸困難ガヒドイ時以

外ハ不必要デアル。大人デハPleuro-Peritonits

ト雨者ラ一列硯シテ居ル様グガ小児デハ肋膜炎

トハ橡後が大二違フ。、肋膜炎ハ像後甚グ良好デ

アルガ腹膜炎ハ(１)型二属ソ、ル像後不良ノ場合

が多イ。

尚教室ノ佐川君等ハ多数例二就テ其ノ経過ヲ･追

ツテ｢ツベルクリン｣感受性ト赤沈速度トヲ反覆

詳細二検査シテ居ルガ、一言ニシテ云ヘバ肋膜

炎が軽快スルニ隨ツテ｢ツベルクリン｣感受性八

一時高-・ツテ後下ル。赤沈ハ初ｙ高ク軽快ト共

一早ク正常二復スモノガ多イ。印チ肋膜炎ノ際

ニモ｢ツベルクリン｣感受性ノ良化ヨリモ赤沈逡

度ノ方ガヨリ早ク且一定ノガ向テ指シ示スコト

ヲ･知ツタ。

叉(２型)一属スモノトシテコノ他二肺外結核テ

畢ゲラレルガ之ハ省略フ、ル。

思春期以後ノ結核ハ前二述べタ通り？L幼見期二

似テ(１)型二垢スル者が多クナル。但シ此際ニ

｡ハ孚L見期ノ者程急激ニハ経過シナイデ成人ノ肺

僣ト同様ノ臨休像ヲ呈シテ来ル者が多イ。

郎熱、咳、盗汗、蒼白、全身倦怠、食慾不振鼠

痩等ノ訴デ聾ヲ訪ネルノガ普通デアル。叉稀ニ

ハ喀血ヲ以テ始－ルコトモアル。聴診上ニモ局

部的所兄テ登兄シ｢レントゲン｣像デハ所謂早尉

浸潤列

則ノ陰影ヲ脅兄ノ、ル。

斯クノ如ク思春期二於テ(１)型ノ例り一見ルノハ

此ノ時機ノ身値、良調ヤ生活環境良化が土ナ因

子ヲナスモノト見倣サレテ居ルガ尚研究ノ除地

ノ多イモノトjS゛゛レル。

　　　　

(３)小､見結核ト成人結核トノ

　　　　　　　　

因果開係二就テ

之二就テハツノ極端ナ説が對峙シテ居ル。一八

小見期二結核二浸サレタモノハ免疫ヲ獲得シ成

人期ノ再感染ハ少ナ１トスルモノ郎チ成人結核

ノヽ思春期前後ノ初感染二基クモノデアルトスノレ

説デ、他ノ一ツハ全ク反對デ小見期二感染jシタ
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潜在結核が思春期ニナツテ再燃噌悪スルモノガ

成人結核ノ主習デアルトソヽルモノデアル。コレ

ニ開７ヽル統計モ多数アルガ夫力雨没ヲ支持フ、ﾉﾚ

結果ラ示シテ皆ル

　　

即丿成人結核≒（ツベ）レクリこ」（－）見

　　　　　　　　　

＞「ツベルクリン」（十り児

　　

（乙･成人結核≒「ツベルクリン」･十）見

　　　　　　　　　

＞「ツ’ヽりレクリン」（－）見

印、此ノ（甲）ト（こ）トデアル。然シコノ問題八

一漑二糾品丿）リレコトハ不可能デｊ’ツテコノ種

ノ統計ラ尚深夕観察シや見ルト選ンダ柿ﾄﾞﾄﾉ相

違－ヨツテ、コンテ両極端ノ結ぶデ達シタモノ

デ’アルニ】トＪ゛ﾀ?nﾉﾚ。

（甲バ好廊列ハ祐核囁型所二働ク看護婦リ･Ｔ

（十}T(-)二分ケテ1,2年後二検査シタ場ひニ

ハＴ（－）ノが到鋲lぶいナツテ居ルモノガフ?;イ

ト云フ結果サ見ルノデつレ。

に）ハ勢働團習ヲ･對照トシタ場俘ノ統計デア

ル。（甲）ハ濃ｙナ感姐ﾄﾉ環境二於テハ小見期

ニ獲得シタ結核特異免疫が或･レ程度ノ有識ナ防

禦力４示フ､コトヲ表ハシ(こ)ハ過勢ニョル全身

ノ抵抗ﾉﾉﾉ減退シタ時ハ潜在結核ノ再燃ハ危瞼

性ノ大ナルコトヲ如賓二表ハシタモノデ([1りモ

に]モ共ニrichtiorデwichtigナ統計成績デ

アノレｏ

自]免疫再燃重感染等フヽ・.ごテアリ得ルモノデアル

ガソノ開係ヤ表記スルト

特　異　障　碍 非特異障碍

TC十ﾉ見｜被　　害　　小　彼　　害　　犬

Ｔ゛'一T,兄 被　害　大川

ト云ヒ吋ルノデアル。

　　　　

(４)小見結核ノ禄防及治嬢方針

(國民全醵ノ理解卜経臍問題二終ルモノナレト丿

感染像防

　

とニハ勿論第一二感染源ノ我見デア

ル。殊二孚L幼児ノ保健上最モ有意義ナノハ結核

検査デアル。こノ働行ニョツテ新生児ヲ危瞼ヨ

リ遠ずタテ育テル設置が望マシイコトデアル。

學童二就テ云ヘバ教師ノ検診デアルガコノ裏二

一八結核教師ノ保護方法ヲ講ズルコド

ヒj
日
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デアル。

登病像防トシテハ學童殊二思春期ノモノ＝－ツイ

テノ員塘ノ軽減柴養ノ補給、杜會一般ノ衛生向

上二俣ツ他早期特見トとが治療デアル。コンナ

コトハワカリ切ツタ事デ而モ責行出来ナイ現況

デ７ル。

一膿二小見ノ箔核ハ成人結核二比シ色々ナ鮎デ

取り浅々レタ観ノノアル。然シ紅會ノ状訪見巡が

一愛シテ俄ニヤカーこシク云ハレ出シタ事ノヽ丹々

トシテ欣快二存ズル次第デアル。其一ツノ現ハ

レトシテ小見丿祐核ヨリ救フ第一階梯トシテ廣

ク牛弧制的ニMantonx反咆レ施せレントつレ

議が熟シタト聞キ,及ンデ居ル。

然シカヽル硲テモソノ活用川去如何ニョツテ其

倣恥二非常ナ相違ノアルコトハ中勺乞モナイコ

トデアル。

　　　　

（５）従帽シヽレタ川去及對頃物

對象トシテ主二小學校見童が取上ゲラし･テ居

ル ナル程小學校見童ハカヽル［i的ニハヤルじな

デハi;合ガヨイト云フ黙デハー舌デアル。然シ

小見結核ノ橡防治療ト云フ黙カラ云へ八｢ピン

ト，ガヤヽ外レテヰル憾ヅアル。

　

¬コノ時期ハ前

ニモ云ツタ通り(２)型カ寸デ最モ危瞼ノウナ･｢

時デアリ尚極言ソヽルサラバ゛却ツテ安全ナ者リ'ト

ラヘテ従ラエ騒グタノ其ノ精紳的二迄蒙ル被害

ハ紗カランモノガアル。私。’｀常二年長見，。巴春

期ノモノニ郊T黙ヲ'オグキデアルト考ヘテ,居

殊二其ノ結核特兄な法トシテ熱ノ有無二重言ヲ

オクヤリかハ全ケ無茶ナ話デアルト∩言－リレ。

之ハ看護婦デモ出来･レシ簡軍デアルタメ一時ハ

廣ク行ハレタガ漸次其ノ不合理ナコトガワカツ

テヤデノ心ゾヒソメタ次第デマル。

次ノ｀｢ツルクリン｣｡ば嘸デつレガコレノ'ヽ'K'

一無ニノ良法デアルガ尚コノ結果判定ニツ･1テ

一言うリレナラバ(十)ノ彊弱ニョツテヅレノ｡帷重サ

判定”べ;キモノデナイ事デヘル。

最モ該果的ナ仏去トシテハ小學校5,6年カラ中

等學校1,2年ニ4ﾐ團検査子1･施犬。
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郎チ先ヅ｢ツベルクリン｣経皮反庶ヲ･賓施シ其ノ

陰性ノミーツキ皮内反慰ヲ再ヒヽ試ミ、陽性者全

醒二就キ更二臨休検査、赤沈、｢レントゲン｣検

査検菌ラナシ、活動性結核ノ隔離二努ムペ｀キデ

アノレ。

　　　　　

ＨＩ．症候、診断蛙二像後

　　

17．所謂喀痰訣如者二於ケル結核菌詮明

　　　　

法(含漱洗渫液培養法)ニ就テ

岡

　

ｔａ(‰識)

昨年木學行二於テ結核初感染者二就テ、臨休所

見几ヒ翁「レントゲン」像所兄が僅微デアルカ、

或ハ全ク無キ場合二於テモ、喀痰中ニハ検鏡デ

ダヽ見出シ得タガ、培養二依り澄明シ得ル僅少ノ

結核菌が喀出七ラレル事、及ビ所謂健康ナル結

核菌喀出行二就キ報告シ喀痰検査ノ重要性プ強

調シタ。

併シ乍ラ臨休上偶々維験フ､ル如ク肺結核患者二

於テモ喀痰列客出セタ1ヽ柵ソヽル者二遭遇スルニ

斯クノ如キ場合ニハ従来喉頭粘液、胃液糞便中

二結核菌ヲ検査シテ来タガ是等ノ検査方法ハ團

幄検杏二於ケル如ク多倣人員ザ對象トシテ検査

フヽル際ハ不適常ナル事が多イ。従テ余ハ所謂喀

痰ラ訣如ソ、ル場合ノ結核菌検査ラ次ノ如クノ筈按

シタ。

早朝口腔淵條前滅菌水30（1cづ以テ咽頭後壁テ

ョク含漱洗顔セシノ、之ヲ滅菌試験管二探り沈

澱部15C.C,ニ4％H2S04ヲ同量加へ10－30分

作用セシノ3000廻輪10分間遠心シ沈澱部テ培

地二塗抹シタ。

コノ際含漱洗浪液が沈澱ヲ形成セタ時八次ノ如

ク前處置シタ。

　

印チ含漱洗滞液30C.Gニ２％苛

性曹達0．5 C.C,サ加へ振濫混和後２．５％硫酸亜鉛

液約0.3c.aヲ加へ白濁沈澱テ作り、ソノ自然沈

澱ノ完了シタル後3000廻輪10分間遠心シ上澄

部ヲ捨テ、4％H2S04同吊づ昆和シ10－30分後

3000廻輪10分遠心シ沈澱部ラ「ピペ。トJJ,テ

培地二移シ久

培地ノヽ岡、片ﾉ倉燐酸堕鶏卵培地ヲ･使用シタ。

ヒj
日 【第17巻

患者60名二就キ喀痰咽頭粘液、含漱洗疎液ノ比

較憬備試験ザ行ツタ。咽頭粘液培養ハ｢ガーゼ｣

(8×2cm)ヲ箸ノ先端二指頭大二固ク巻キ滅菌

シとぅy以テ咽頭後壁サ拭ヒ、｢ガーゼ｣ニ附著シ

タ粘液犬晩

中-ﾆ=－ヨク洗ヒ落シコノ内債二就キ處置シタ､、

被検者60名二於テ検鏡菌陽性30、陰性30ニシ

テ喀痰培養二於ラハ塗抹標私陰性ナル30中13

郎チ47(/71％ノニ於テ菌陽性テ得タ。咽頭粘液培

養デハ成績ハ著シク低下シ塗抹標本陽性ナル30

中19ノミュ於テ陽性デアツタ。含漱培養二於

テハ塗抹標木陽性ナル30中27、塗抹陰性ナル

30中13卸チ40(66％)ノ培養陽性サ得タ､､而モ

ソノ陽性13中５ハ喀痰培養陰性デアル。含漱

洗滞培養ハ禄備試験二於テ優秀ナ成績ヲ示シタ

故次ノ群二庶川シタ。

某中等學校生徒約500名ニテ昭和13年春｢ツベ

ルクリン｣陽性輯化ラ観察シタ12名二就キ喀痰

検査サ試iLタ。是等12名ハ自惚症状ノ£ナラ

ズ臨休所見及ヒヽ｀肺｢レントゲン｣像二於テモ髪化

サ認ノ･ナイ。12名中喀痰刊采取シ得タモノガ８

名アリ、こニ就テハ喀痰培養ヲ･行ヒ、喀痰刊客

出セタ４名二於テハ含漱洗牒液培養ヲ試ミタ。

前者８中1、後者４中１ノ陽性成績テ得タ。

斯ノ如ク含漱洗藤液培養ハ喀痰が訣如スルト思。

ノ｀ゝレノレ際二制場性成績サ示シ方法が極ｙテ簡軍

　

１
デ監督ノ下二確賓二施行出来ル故、肺結核ノ診

断治療防疫ノミナラズ初感染期二登病像防スル

ニ貢献スル事が多大デアルlヽ信ズル。

　　

18．

　

喀痰中結核菌ノ培養ニヨル検索

佐力木宇八紳

　　

戸
小川

　

辰次(甲南病院)

余等ハ喀痰ノ塗抹染色標木ニョツテ結核菌ノ陰

性ナル結核性疾患159人拉ビニ非結核性ニシテ

結核性疾患サ疑ハセル35人、合計194人ノ患

者ニツキ248 [B]二亙り喀痰ヲ･培養シ、果シテド

ノ程度迄結核菌刊澄明シ得ルモノナルカヲ検索

シ、更二之が臨休的所見トノ開係ヲ･明－セント

スルモノデアルｏ
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培養方法

　

喀痰が成菌「ジャーl／」ニ採ラセル。

%/ Ziehl-Neelsen j方法デ染色シテ塗抹染色

標本う顕微鏡デ精査シ、結核菌ノ陰性ナル事々

確ノタ後、とづy5％ノ硫酸水ぐ容量フいデ30分

間處置シ、十分間遠心シテ其ノ沈流入以下ノ様

ナ種々ノ培養基二培養シタ、、而シｆ同一ノ患者

ニツキ３本宛ノ培養基づ忖ロシ、37Cヲ浮孵器

二放置シ、時タ調ベテ肉眼デ聚落ノ脅見ノ出来

タ場合ハ。更ニZiehl-Neelsen j //:去デ染色

シ、其ノ抗酸性菌ナいし･蹊ノテ其ノ陽性岬一決

定シタ。而シテ３ヶ月ノ観察ニカヽバラス聚落

ノ登見ノ出来ナイモノハ總テ陰性トシタ。

培養基

　

使川シタ培養基八次ノ様デアルガ、込

等ハ記載通りニ調製シタ。使用シタ順ニアゲテ

ミレバ、Ｈｏｈｎ氏「アミノ」培地、鈴木氏銀杏培

地、Lowenstein氏培地、小林氏培地、Petragnani

氏培地、楊氏培地、片汀、岡氏培地。

　　　　　　　　

賞験成絹

總成績ハ第１表ノ様デア～。結核性疾患ノ中ノ

肺疾患者ハ132人デアルガ、此ノ中初感染、肺

門浸潤、圓形浸潤カラハ１例モ陽性成績ハ出テ

ナ４．最モ陽性阜ノ多カツタノハ慢性肺結核デ

　　　　　

第１表培養成紙一覧表
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０
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０

-

(１３

ﾀﾞ

ｰ
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-

　

０

-

　

０

-

　

０

一 一 一 一 一

ヒj
日

4:67

アツテ82人中64人目]チ74χデアル。次イデ

早期浸潤ノ63％、再燃浸潤ノ60％、血行撒布

ノ57％、肺尖結核ノ30％ノ順序デアル。漿膜

ノ疾患デハ所謂特良性肋膜炎13人中３人部チ

23％ノ陽性命デアル万、此ノ３人中、１例ハ右

肺門部二淋巴腺ノ腫脹判応ノ、１例ハ左肺門周

園炎ノ認メラレタモノデアルガ、他ノ１例ハχ

線寫具的ニハ殆ンド何等ノ病歿刻

ツタモノデアル。肋腹膜炎ハｎ人中６人、部チ

54％デアルガ、此ノ中２例ハ肋膜ノ硬結ノ橘一

病竃ノ不明ノモノデアリ、４例ハ血行撒布ノ像

子呈シテヰタモノデアル。非結核性疾患デ・ヽ肺

炎岐ビ肺壊疸二於テ各１例宛赴;月せレタガ、

址等ノ菌株ハ何レモ海祝二接種シテ結核病受テ

引キ起シ得タモノデアル。に等ハ何レモ古イ結

核病竃二前記ノ疾患が更二合併シタモノデアツ

テ、前者ハ肺炎ノ治厄後こ立派ナ結眩ノ病竃ヲ

澄明シ、後者モ肺壊疸ノ治癒ト共二石灰化竃が

明瞭トナツタモノデアル。

次二慢性肺結核患者ノＸ線寫具像ヲ惨出性、噌

殖性、硬化性ト二分グ、恵二空洞ノ有無二分ケテ

培養陽性率トノ開係ラしレト次ノ様デアル(第

２表參照･。

部チ惨出性ノ場かハ空洞ノ有無ニカヽハうズ雨

側性肺結核、一側性肺結核共ニ100％ノ陽性率

デアル。噌殖性二於テノヽ空洞ノアルモノノ'ヽ何レ

モ100％ノ陽性率、空洞ノナイモノハ夫々、50

％、67ダノ陽性命デアル､、硬化性二於テモ噌殖

性ノ場合ト同様、空洞ノアルモノハ何レモ100

％ノ陽性率デアルガ、空洞ノ無トモノハ夫々、

57％、63％ノ陽性率デアル。印チ之しy見ルト惨

出性、増殖性、硬化性ノ何レーy問ハズ空洞ノ存

在7ヽル場合ハ結核菌ハ陽性卜兄ルベキデアリ、

増植性、硬化性二於テハ空洞ノナイ場合デモ其

ノ牛倣以上ノモノハ結核菌陽性卜思ハネバナラ

ﾇ，．

次二聚落ノ度合リ1－5(十J、ti-i()(-H-)、ｎ－

20｢併八

　

ソレ以｣ソ(冊ト二分ヶテ聚落ノ度台ヽト

Ｘ線寫翼像トノ開係犬こうい→次ノ様デアル(第

肺

陳汚性肋膜炎

肺

　　

壊

　　

疸
-一
気竹枝喘息
－一一一一
気管枝福張

涼感及気管枝炎

　

15
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空洞ノ有無

合
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線

　

像

空洞ノア

空洞ノナ

ツテ否ルが、

参
-
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第２表

　

慢性肺結核ノＸ線寫ａ像1ヽ陽性奉

出

4(100)

--
12川0

W･■㎜
16ぐ10 (ト

３

－
６

－
９

性

-

3(100
-
6(100
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一
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參

12 12

16
－
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硬
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8(50n

　

リ

8(67

16ｲ57

１

－

２

　　　

註:（

　

）内ハ陽性率（％）ヲ示jス

第３表慢性肺結核ノＸ線寫直哉ト聚落ノ度今

　　

出
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刊･）
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３
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０
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一
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／
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-
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化 性

(一)

【第17巻

綴jf陽性人員

化

4(57)

-

5(63)

-

9 C60｀)

併

－

　

１

－

　

０

性

一

二柵)

-
O(O)

(十)

ｊ

　　　

四･-

　　

-･-

　　

Wﾐｰ

　　　　　　　　　　　　

-
検査陽性人員淋査陽性入目検査

人仇陽性半仄作陽性半玉Q

雨側性肺結核ｉ

　

４

-

　

一
一側性肺結核ト12

16

ヘ
ノ

＋ぐ

り

ｉＷ

－

２

３表參照)。郎チ惨出性二於テ・ヽ空洞ノア･l,モノ

一八(冊)が75ガデ。アル･が空洞ノナイモノハ闘％

デｊ'ル。増殖性ノ川合二於テモ夫々73％、卵スダ

ノ様デアル。硬化性ノ場合二於テハ室洞ノアル

モノハ(冊ﾉ｡が零デアツテ、空洞ノ無イモノガ22

％デアル。ﾐ｢度惨出性、増殖性ノ場合ト逆ニナ

シカシ之ハ例放ノ少イ鎬デアラ

トjlヽ’｀レル。・と？57とルト1仝E洞ノアルモノハ多丿放

ノ聚落ノモノガ多ク、空洞ノナ･fモノハ少敷ノ

聚落ノモノガじジイ。

次二慢性肺結核患者ノ赤沈ト陽性章ノ開係ハド

ウカ（第４表八赤沈ハ岡部氏－ヨリ９ｍｍ以下

ヲ･正常、９ｍｍ－２３ｍｍせ軽度促進、24 mm―

55mmリ･中等度促題、56 mm―155 mm -7高度

促進トシテ其ノ陽性卒一ﾘとヽト正常ヨリハ73

X、軽度促進ヨリ・ヽ72N、中等度促進ヨリハ87

％、高度促進ヨリハ83％川剔生章デアツテ、赤

沈ノ多クナルニ連レヤ多少陽性卒ノ多クナツテ

来ル傾向ノノアルガ著明ノ差ハナイ。卸チ赤沈ト

結核菌ノ陽性章トノ間ニハ一定ノ開係ノ’4ナイ。

次二塗抹染色標本検査ニョル結核菌ノ消長ト培

養トノ開係一y示セ八次ノ様デアル（第５か柚

照）。

(十)

陽性人.員

陽性卒人
･=㎜

　　　

==w〃
1(10『
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- ･･--ﾐ¦=
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一一
2ぐ100;¦ 15

一 一 一 一 一 -

十十

－

　

０

－

　

１

第」夫

　

慢性肺結核ノ赤沈ト培養

　　　　　　＼　聚落ﾉ!

t　i（宣旨ﾑﾌE合汗ル“）

　　　　　　人a　＼　　　--　一一　--　一一　　　　　一一
IIと９以下ﾂﾞ　11　　8ﾆ7ち　　１　　２

　　　　一　一一響jじ!もう拉36 26 72　7　　2
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1　16

中]万万yj回逞　23　20ﾀﾞ87ﾉ　　６　　５

　　　　／

１　８

仄字庖芦12　10や３　１　１

　ぶ)－F)に)ﾝ　　　　　　　_．
１｀　７

註:（

　

）内ハ％ヲ示フ、

第５表

　

塗抹標本1ヽ培養

塗抹標本ニョ

ル菌ノ消長

楡査
大政

＼、　聚落ノ

陽性ﾉｻﾞ合｀(十)
人{A

(十十)(併) (佃･)

１（－ｸ→（十） ６１　　6rioo　　２　　０　　０　　４

　　　　　　　　一一

30　　　30ﾚ100/　　　2　　　2　　　1　　25
　　　　　　　　__

122　　16ﾂﾞ７３ｊ　　９　　３　　０：　４
　Ｉ

j､(十)→(－)

こ→(＋)

３（十ヅー（一）

⌒　　　　ｌ　ｉ４ドー)→(－y 76　35 (祁ﾚ12 10　41 9

　　　　　　　

註:（

　

）1入卜ヽらヲ示フヽ

塗抹染色標本検査二於ヶル成績ヲ次ノ群二分ケ

テ!;1ル。

（１）初ｙ陰性デアヽソタ泌之勺洛養シタガ、其ノ
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侈陽性トナツタモノ。

（２）初ｙ

聚落ノ度合

へ
３

口

(十)→身性人員

　

(一川陰性トナ

　　　　

フソタモノ

(十) （朴）ﾚ脊）（冊）

１２
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１
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㎜㎜－

　

0

－

　

0

９

　

２

で22
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ヒj
日 邨9

５人、特登性肋膜炎、早期浸潤、肺尖結核各１

人宛)デ67％デアル。之テ見ルト矢張り聚落ノ

少イモノハ陰性トナリ易イ事ハ明瞭デアル。

(３)ノ群カラハ(珊･ニ於やハ2/い早期浸潤、再

燃浸潤八(十)ニ於テハ３人(早期浸潤１人、慢

性肺結核２人)、印チ33％デハレ。

最後二喀痰ノ性状ト培養卜川謝礼し･見ルト粘液

様ノモノカラハ59％、粘液膿にノモノカラハ

70ル、膿様ノモノカラハ58％ノ陽性率デアル。

印チ喀痰ノ性状卜陽性率1ヽノ間ニノヽ大シタ開係

。'｀ナイモノ｀様デアん。

　　　

第７表

　

喀煥ノ性状iヽ培養成績lヽノ開係

　　　　　　　　　娶落ノ

喀痰ノ性状でご陽性　度訃浦／十十万洲･ド冊

　　　　　　　ぃA　｀

粘液ｼﾞ､、鴻削y　68　40 39.　16　11　1　11

　　　　　　　　　　　　　-　〃Jl====－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜-　---
--㎜w-皿

粘液膿標　１Ｈ　so 70 26　ド　1?　11

凱　　槌　31 1× 58　　7　0 1　10

　　　　　

註:（

　

ﾝ内.ハ％ヲ示ス

19．喀痰結核菌ノ消長卜症状トノ関係二
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♂

閥
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佐
田
林 奎

　

北

　

大
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内

　

科)

吾々が結核菌集菌法り研究シラヰーi・フ､間ニ、

偶々毎日ノ喀痰中ノ結核消散ノ前長び患者ノ白

提症状ノ動揺ト深刊爾係侈有ソ、ﾉﾚ事二気が付キ

・シタノデ、茲ニソノ大略尹中シ11グタイト思

ヒマノ、

自]チ、軍純塗抹標本中、結核菌陰性乃至百視野

中級十ラ算シ得ル程度ノ喀痰サ出フ、肺結核患者

６例ニツキ、１ヶ月半乃至４ヶ月二亙リ、毎日

早朝時ノ喀痰ごy以テ軍純塗抹標氷ｊy作リ､染色、

鏡検シ、百硯野中ノ菌ノ總級り一計算シ、右陰性

ノ喀痰ハと八日村氏集菌法二依リ、集菌､染色、

鏡検シ・シタ。ソシテ各患者ニツキ、自受症状

ノ分化ザ詳細二尋ネ、且ツ記載シ、叉膿温、理

學的防所症状ノ分化等ニモ注意シ、是等ノ症状

ノ宛化1ヽ菌放ノ関係Ｊ観察シタノデアリーご≒

検査シタ例ノ總テエ於ケレ菌陰性叉・ヽ極々僅少

ノ曰が歌口、十数口、叉ハ歌十目柏イタ後－、

20

－

　

3

－

0

　　　　　　

註:(

　

)内・ヽ％ヲ示ス

(４リ群デハ(冊)ノ９人中２人(血行撒布！例、

再燃浸潤１例八郵チ22％、(併)カラハ１人(惨登

性肋膜炎)25％、･音レカラハ２人(慢性肺結核、

肋腹膜炎)20％、(十)カラハ８人(慢性肺結核
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一雨曰叉ノヽ敬日間二亙り爆毅的二菌が噌加シー

ス。

　

ソシテ此ノ良作々繰り返シテヰル時ニ、

色々ナ白罷症状ガアラハレルノデアリマ礼極

メテ簡軍二申シ土ゲ）フ､1ヽ、

第１例二於テハ受醒時不快感、冷感テ罷工気分

ソ、ダレズト云フ様ﾘ･軽度ノ一般症状チアラハフ、

時二菌ノ噌加が見ラレーこソ､。

第２例、本例ハ子宮内膜炎ザ合併シタモノデア

リ・シテ、ソノ菌増加ハ下腹部疼痛ト白帯下噌

力nノアル時二見ラレマフ､。

第３例ハ腰推「カリエ勺－ヨ

　

ノレ流注膿瘍せ合併

セルモノデアリマシテ、新シイ硬結ノ出現、噺

孔ノ新牛、排膿増加等總テ流注膿瘍ノ局所症状

ヲ･アラノ｀ゝ

　

ﾉ､時二菌噌加リ･示シ・ノヽ。狗此ノ際二

毅熱卜共二咳楸、喀痰ガヤヽ噌加ソ、ﾉﾚ事モアリ

ﾏフヽ。

第４例ハ長期間気分ヨク、軍純塗抹標水中菌陰

性ノモノガ一旦胸内灼熱感及心悸充進ノ訴1ヽ共

二菌陽性トナリ、以来此ノ症状が弼クナル時二

一致シテ菌数が噌加せ示シーシタ､、但シ喀痰

量、咳楸農作等ダヽ本患行ノ菌増加ニハ殆ごド全

ク開係シロセン。

第５例ノ菌噌加ハ多ク下腹痛、悪心等ノ消化器

症状及ビ軽度ノ頭重感アル時二見ラレーノ、。

第６例ハ喀痰量噌加及ビ消化器症状殊二便秘雄

二頭痛、睡眠障碍等ヲ･稜スル毎二菌陽性トナリ、

叉ノヽ増加シマス。

以上６例二就イテ申シ上グ）シタ如ク、軍純塗

抹標木叉ハ集菌法二於テ菌陰性ヨリ陽受シ、或

ノヽ菌極ｙテ少倣ナルモノガ爆馥的二増加ソ､ル場

合ニハ、咳楸、喀痰等呼吸器二開係アル症状ノ

増悪刊

口直接肺二附係ナキ自惚的雄二他礎的症状、例

ヘバ気分不良、頭重感、便秘、胸部灼熱感等ノ

一般症状ノ噌悪尹見ル場合ｿﾉ多ク、且ツ叉同一

患者二於テノ4菌噌加ト共二毎常殆ンド同一一ﾉ症

状り繰り返ソ､事が多イ事ハ甚グ興味アル事デア

リーiリヽ。此ノ際ノ喀痰中ノ菌増加1ヽ症状増悪ト

【第17巻

デアリベ’スガ、第２例、第３例二見ル如ク肺二

開係ナイ症状ノ増悪スル際ニ、喀痰ノ菌が噌加

スル事が見ラレル事カラ考フレバ、症状噌悪が

一次的デアリ得ルト考ヘルノデアリー･・ス。

以lこノ結果カラシー・シテ、肺結核ノ経過中、喀

痰中ノ結核菌が陰性トナツタ事サ云フ扁ニハ、

毎日縫績シテ検査り緬ケル事が必要デアル事、

今一ツハ身膿ノ抵抗が減弱ソヽル状態ニアル時二

結核菌が噌加シ、延テハ結核が増悪シ得ル事、

従ツテ結核二對スル強壮療法が至常デアル事テ

知ル事が出来ルト信ズルノデアリース。

　　

20．

　

小見結核二於ケル結核菌培養

　　　　　　　　　　　

新宮

　

俊一(京大小児科)

１

培養基性能

ﾊﾟ）４（喬Ｖ昌

余等ノ用フル固形培地ノ性能犬･人型フランクフ

　　　　　　　　　　　　　

ー〃･ふｰ〃･

ルト株均等稀樺液及ビ直接塗抹標本ニテ結核菌
"-皿㎜.-

ラ見出シ得タル喀痰二就テ見ル二次表ノ如シ。

レーベンシュタイン培養基ノ憂法トシテ、「アス
- -

パラギン」ノ代りニ、「グルタミン」酸「ナトリウ

ム」及ビ味ノ素尹、ペトラユヤニ培養基ノ「－゛プ

　　　　　　　　

ー一一一一

トン」ノ代りー、「グルタｉン」酸「ナトリウム」

リ各々試ミタ。

尚「ミクロクルツール」サ拾フ際培地ノ表面ノ性

状バトラユヤー３リ‥l／－ハシシ七夕∠し≧ノ方

が快適デアル。

培　　養　基

フランダ
ブル1･株

喀　　煥

ｒコ　ロ

ニ　‾」
費現日

数

「コ　ロ

゛-　－」
考殖優

良順

「ミ　ク

ロコロ

ニ　‾」
晋現日

敏

「マ　ク

ロコロ

ニ　‾」
登現日

数

レ’シ

に‘

　　タペイ

「ｸﾞノレタ　ミ　ン」肖支

「ナトリウム」
８日，　１ 12日 14日

昧　　ノ　　素 ８日ｊ　Ｕ 12日 艮日

ゾシヂァスバラギｙ」 10則　Ⅲ Ｈ日 16日

　　　「ヮ’ル･タミソ」酸
｀ニ．「ナ1ヽリウム」
トヤ

ラニ「ペ　プト　ｙ

　　｜９日・　n
　　｜

12日 14日

10削　IV 14日 16日

ﾉ巾Jレガ一次的、何レガ二次的デアルカハ問題

　　

２ 培養前處置
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雑菌混入ノ虞レアル喀痰、胃液、尿ノ前處置ト

シテ木學植田、大久保、西川諸氏ノ５倍量５

「プロ」硫酸30分作用セシメタノデアルガ、「パ

スツール」研究所ノ少量食盛水ト乳鉢ニテ十分

長ク均一化シ後15「プロ」硫酸サ同量加へ孵卵

器ニ30分放置シ、後「リトー・勺サ指薬トシ30

「プロ」苛性曹達ニテ中和シ、全量侈斜面培養基

二分割注入封蝋後水平位ニテ培養フ、ル方法サモ

用ヒタノデアルガ、直接塗抹標本ニテ結核菌せ

見出シ得タル喀痰二就テ見ルニ、５「プロ」硫酸

處置、遠心後、中和ソ､ノレコ

　

lヽナク培養基二塗抹

スル方法ご=＝－テノ｀、「ミクロクルツール」ノ｀12日、

「マクロクルツール」ハ14日こシテ登現’､ルこ

比シ、「パフ｡ツール」研究所法ノヽ19日一シテ「ミ

クロクルッールレよ登現トいレこ過ギズ、前者ノ

優レルザ認メタノデアル。

雑菌混入ノ虞レナキ惨出液、脳脊髄液ハ何等ノ

處置ヲ･施スコトナク３乃至５立方糎テ注入シ

タ。

3．胃液及ビ喀痰培養成績

小児ノ臨肺結核二於テ喀痰直接塗抹標木二結核

菌サ見出シ得ナカツタ患見ノ胃液叉ハ胃洗滞液

及ビ喀痰培養ト對照トシラ、喀痰直接塗抹標本

ニ結核菌ヲ兄｡出シタルモノ及ビ、反復｢－ンツ

ー｣1000供反庖陰性ナル他疾患ノソ1ノテ大連二

於テ殼表セルモノニ追加シテ示セ八次表ノ如

シｏ

郎チ感染初期結核(肺門淋巴腺結核、｢エピツベ

ルクローゼ｣、肋膜炎、結節性紅斑等)ニ於テ65

例中17例、特ニ４歳以下二於テ20例中８例二

於テ胃液培養二於テ陽性ノ成績予示シ、ソノ活

動性ナル刊丿示シ、喀痰ヲ･容易二喀出セザル孚L

幼見一於テソノ兵ノ閉鎖性デナキコトリ・示シ、

像防學上、活動期間ノ決定上、重要ナ意味サ有

ノヽヽ。此ノ際胃液培養成績ハ胸部理學的所見、

Ｘ像、赤血球沈降速度ト拉行シナイー]トハ注意

フヽ⌒ごキデアル。

４．

　

肋膜炎惨出液培養

トうニヤニ、キルヒナー内藤氏憂法ヽビノ≒と上々
- Ｗ 〃 ♂ ＝ ･ ＝

培地刊ﾆ11ヒ惨出液ﾔy前處置刊

養シタノデアルガ15例中14例二於テ結核菌テ

澄明シ得タ、、惨出液採取ハ政病１涸乃至４週間

胃　液　培　養　成　績

４歳以下 ４歳以上 計
1自　　ョJ，

＋ - ＋ -
　　　　　　　　　　　　　ftJ＼S＼　　ロｌ

+　　ｉ　　-

肺蜷（塗抹標本陽性卜　１+・　０　　　２+，　０　　　３　　　０　　　３

撒　布　性　肺　結　核 ４ｔ ２　　　　　　４十 ３　　　　８ 5　　　13

肺琲（塗抹標本陰性） 】 0　　　　　　　1十 ２　　　　２ ２　　　　４

小　　　　　計 ５　１　２　：　５ 5　　　10 7　　　　17

肺野ニモ陰影アル淋巴腺結核11十十2 ５ ５ 1;4 ８ 18 26

肺　門　淋　巴　腺　結　核１　　０ ２ Ｏ　　ｉ　　８　　　　０ 10 10

「」ﾆ’ピツベノレク　ローゼ」 1曇 １ ０ 2　　　　　　　1゛ ３　！　　４

Ｘ像髪化ナキ臨肺結核 ０ １ 　１△　１　　２　　　　１

一一一　一一一
　3　　　　　　10　　　　　　　6

３
　一一一一

１

特晋性溶出性肋膜炎 ３ ３ 13 19

硬　　結　　性　　紅　　斑 １　ｉ　ｏ ０　　　　１　　　　　１　　１　　１　１　　２

小　　　　計 ８ 12 9　　　36　　　17 48　　　　　　65

膿　　　　　　　　　　胸　　０　　　０ ０　　　　２　　　　０　　　　２　　　　２

　　　　　　　　-肺　　　　　　　　　炎ｉ　０　　　２ ０　　　　０　　１　　０　　・　　２　　　　２

IJ･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l=四　　　　　　　　．● 八　　　　　　　　一　　　　　　　　八　　　　　　　　ｒ゛　　　　　　　ｊｊ

゛喀痰培養モ陽性ナルモノ

　　

゛'引績キ顔膜炎ヲ起セルモノ

　　

・結核性脊椎炎アリ
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デアリ。漿液性デアリ、比重ハ1019乃至1032

デアツタ､、

５．

　

ソノ他、陳活性膿胸ノ膿３例二於テ結核菌

培養陰性。結核性脳膜炎ハソノ脳脊髄液「フ４プ

リン」網ヨリ塗抹二依リ100「プロ」陽性デアル

ガ、培養ニテモ總テ菌ヲ澄明シ得タ。血尿ノ長

期間値績セルモノ３例二於テ結核性ナラデルコ

トヲ澄シ、１例二於テ結核性ナルヲ･登兄シ得タ。

　　

21．「エピツベルクローゼ」知見補遺

　　　　　　　　　　　

佐川

　

一郎（京大小児科）

「エ」ハ小見結核學ノ理解二極ｙテ重要ナル地位

ヲ占ノに7･ヰル、郎「エ」ハ肺臓ノ初感染群ノ周園

二生ズル「アレルギー」性愛化卜考ヘル一派ト、

初感染ニョリ惹起サンタ淋巴腺結核が気道ヲ昭

治シテ、生ジタ無気肺デアルトナフ､一一派ガア

ル。「エ」ノ良生原理ノ閲明、ソレハ移シテ結核

ニオケル「アレルギー」ノ批判トナル鮎二重大ナ

意義テ持チ、コノ問題ラトリアゲタ。

1）頻度、過去倣年間二我々ノ臨休二入院シタ

胸部結核患者466例中「エ」ハ18例（４％）デア

ツタ。

2）「エ」ノ「ツベルクリン」皮膚感受性ハ殆ンド

例外ナク高イ、コレハ「エ」ハ感染後新鮮デアル

タメト理解スノレ。

3）「エ」が「アレルギー」性憂化トソ、ル一ツノ根

強ニ「エ」ハ惨出性筒質（之ハ「アレルギー」現象

ヲ･以テ説明スル學派アリ）見二好登スルトナフ、

モノガアル。然シ乍ラ惨出性膿質ハ非常二多イ

モノデ、1）ニ述ベタ如ク「エ」ノヽ割合ニソノ賛

生が稀ナル事ヨリ、惨出性筒質見二好農フ、ルト

ノ説ハウケ入レニク1．

4）「エ」が「アレルギー」性愛化トノ、ル有カナ根

強ハ「エ」が完全二治癒フ、ﾉﾚﾄ云フ黙デアル。コ

ノ事二開シテハ、我々ノ経験シタ如ク、學齢見

ノ「エ」ハ完全二治ルガ、孚L幼見ノ夫ハ粟粒結核

叉ハ結核性脳膜炎二移行シ易イ、乳幼見結核が

「エ」ト云フ病型ヲトルカラ像後が良イトノヽ決シ

テ云ハナイ、乳幼児が悪クテ學齢見ハヨク治ル、

之ノヽ決シテ「エ」ニ特異ナ鮎デナクー般小見結核

ヒj
日 【第17巻

ノ像後二開シテ云ヘル事デアル。

5）「エ」ノ殺生状況ノ「レントゲン」像ヲ見ルニ

初感染病竃ノ存在シテヰル肺葉ト、同側デハア

ルガ、異ナツタ肺葉ニ「エ」が殺生シタ例テ経験

シタ。IP Gewebesallergie /否定デアル。

6）「エ」ノ剖検。肋膜炎ト同様二剖検ノ機會ハ

稀デアルガ、一例ソノ機會チ得タ。ソレニ依リ、

初感染二依ル肺門淋巴腺ノ腫脹二依ル無気肺デ

アル事ヲ･確認シタ。

以上ノ諸鮎ニョリ「エ」ノヽ所謂「アレルギー」性硬

化デアルトハ理解シ難イ、「エ」｡ハ初感染結核ノ

て病型トフヽルヲ至常トフヽル。

　

コノ事ヨリ必然的

よ「アレルギー」ナル概念ヲ多分ニモヅInfil-

trierung ”ニ對シテモ少カラザル訂正ザ必要ト

ズ゛ト作lズル。

　　

22．初感染症患者二於ケル「ツベルクリ

　　　　

ン」皮内反感ノ登現歌態二就イテ

齢正と(靉い)
結核患者及ビ健康者ノ「ツベルクリン」皮内反嘸

ノ稜現状態ザ時間的二観察シタ結果二就イテハ

昭和13年度結核學會二於テ熊谷内科教室ノ富

田、菊池二氏ヨリ報告サレーシタガ、私ハ同様

ノ方法ヲ･以テ「ツベルクリン」皮内反庶陰性ナル

初感染症患者及ビ未感染健康者55名サ材料ト

シ、反恚が陽性韓化いレ時期二於ケル特現状態

サ知ル目的ノ篤べ約１ヶ月ノ間隔ヲツ

間二亙り連梢シテ時間的観察り試い・シタ。

使用「ヽツベルクリン」ハ傅研製萬「ツルクリン」

1000倍液O.lcc.サ用ヒ、對照用ニハ４χΓグリ

セリンブイヨン』10分１濃縮濾過液サ原液トシ

「ツベルクリン」稀憚法卜同様ノ装作デ稀憚シタ

モノラ用ヒーシタ、、注射部位ハ上勝外側及ビ内

側叉ハ前勝内側サ選ビ、ソノ観察ハ登赤、硬

結、水泡列主射後12時間以内ハ２時間毎､ソノ

後ハ24時間毎二計測シベ・シタ。

観察期間中二陽性ヘノ進展ヲ･見－シタ12例ヨ

リ代表的ナ５例ヲ･選ビ報告致シマーノ、。
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第１圖

　

佐○木○か23Li.

ｙ｣皮内反鹿(1:1000ﾉ24St.粍

　

3×3(13/IV)→16×13(13/V)→20×18ﾀﾞ11/VIﾚ

度

　

（１

　

時

　

間

　

値

結

　　

合

　

1ヽ

　　

ゲ

j

Ｊ

/4

む・旬問

反

　

ソ

粍
鹿

34／12/IVニ→25口3/Vﾉ→47二10/VIﾉ

（－）ぐ12/IV片→ご廿＞12/V/→（一）（10/VI）

Ｊ

　

像

Ｏ

ご9/IV

Ｂ

う誹1n
1
3

白
０
　

丿

０，

≒ぐ10/vlj

Ｂ

第１例

　

佐○木○か23なノ女子デアリヴシテ

昭和13年２月中旬ヨリ微熱、胸痛、咳敷、倦

怠感ノ主訴り以テ４月９日常内科テ訪レ初感染

症トシう゛入院致シーシタ。入院常初ノ皮内反座

ノヽ３〉く3粍（24時間値）デアリ一一シタガ１ヤ月後

ニハ16〉く13粍、２ヶ月後ニハ20×18粍卜陽性

へ進展シテ參リベ・シタ。ソノ経過二件フ「レ

　

ンご

　　　　　　

・
トゲン」像及ビ生物學的反睨ノヽ第一に1ノ如クデ

アリ・フヽ。喀痰培養ノ結果・ヽ陰性デアリ・シ

「

4:73

タ。

第２例

　

開○良○郎18歳ノ男子デアリペ･シテ

昭和12年１月ヨリ微熱頭痛アリ、昭和12年10

月常内科二初感染症lヽシテ入院致シーごシタ。、入

院常初ノ皮内反忠ハ２×２粍r24時間値）デアリ

ー・シタガ入院後４ヶ月目ヨリ第２圖ノ如ク次第

二弼ク尽忠ノヽル様ニナリマシタ。ソノ経過二件

フ「レこトゲン」像及ビ生物學的反忠・ヽ第２圖ノ

如クデアリマス。

第２圖

　

開○良○耶

　

18Lj.

ツペノl／クリｙ」皮内反鹿ｊ:1000ﾉ24St.粍

速
懇

沈赤
補

「l／ ｙ

度

　

結

　　

1･

(１

が

　

ぷ

/g7

　

時

合

　

ゲ

間

　

疵

　

反

　　

ｙ」

粍
肛

2×2(26/X)→8×8゛20/xnユ→9×7j27/Li→20×16 18/ID

６

－

Ｑ
ｊ

月
レ

像

　

37

　　　　　　　　

97

　　　　　　　　　

98

ぐ26/Xﾌﾞ→jl‥ﾀﾞ14/xn)→2 ri7/nﾚｰ→　5

j26/xﾉ→(冊)ﾀﾞ14/xn→(一ｙT17/uﾂ→･ソー

＼ ^'2611

J

左淋巴

腺腫大

個

左淋巴

腺腫大

ｽﾞ17/1.

喀痰培養結果ハ陰性デアリマシタ⌒

以上２例ノ'ヽ緩慢ナル陽性輯化ノ経過ヲ示スモノ

⑤

左淋巴
腺腫大

98

陥/Ⅲ

ぐ3/Ⅲ

[14/Ⅲ]

ト考ヘラレ‾゛ス。

第３例

　

大○責22歳ノ男子デアリヴシテ昭和
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ツベノレクリ

赤
補

「レ

沈

　

速

　　

僣

　　

ソ

總會演訊要旨

　　　　　　

第３圖

ソ｣皮内反鹿(1:1000)24St.粍

度（１

　

時

　

間

　

値）

　

結

　　

合

　　

反

　　

ト

　　　

ゲ

　　

ｙ」

β-→y時問

粍
鹿

【第17巻

大○賓

　

22Lj.

5×5 29/VU)→23 ×20（3/Vm）－17×24(19/IX)

　

69 (29/Vn→38　18/VlD)→39 (17/IX)

（一）（29/VL→（冊）（18/VⅢ）→（冊）（17/IX）

バ
レ

像 (29/VII)

雙極性
初感染竃

13年７月始ノ･ヨリ37度５分前後ノ微熱ガアリ

７月29日ノ皮内反忠ハ５×５粍(24時間値)デア

リーシタ。初感染症トシテ入院後８月３日印チ

前検査ヨリ５日後ノ反忠ハ24時間値23 × 20 粍

48時間値34〉く26粍ト陽性韓化致シーシタ。ソ

ノ｢レントゲン｣像及ヒし生物學的反忠ノ経過ハ第

３圖ノ如クデアリース。糞便ノ結核菌培養ハ陽

性デアリマシタ、、

第４例

　

志OIIﾐ16なノ男子デアリーシテ昭和

口 ≒(8/x)

雙極性
初感染竃

13年６月上旬ヨリ微熱、頭痛、倦怠感、食欲不

振、蛋白尿アリ、７月16日常内利･デ初感染症ト

診ぼサに・シタ、常時皮内反嘸ハ３×３粍(48時

間)デアリベ・シタ。、7月23日印]チ前検査ヨリ７

日後ノ皮内反廊ハ24時間値35 ×45 粍、48時間

値60 × 50 粍ト陽性韓化致シテ居リー・シタ。ソ

ノ｢レントゲン｣像及ビ生物學的反慮ノ経過ハ第

４圖ノ如クデアリー・ス。尿ノ結核菌培養ハ陰性

デアリマシタ。

第４圖

　

志○正

　

16Li

｢クペノl/クリｙ｣皮内反庶(1:1000)24St.粍

速
僣

沈赤
補

「レ／ ソ

度

　

（１

結

　

ト

渥

　
　

籾

刀

　

Ｊ

　

時

合

　

ゲ

間

　

値）

反

ｙ」

と･“匁Ｍ‘ﾀJ2

粍
鹿

3×3(16/VI)→55×45(23/VI)→24×17(2/Yni)
(48St.)

　

22 (16/VI)→45(21/VIﾚ)→20 (18/Vn)

(一)(16/∇I)→(≫) ':21/VI)→(－)(18/VII)

０像 (15/VI)

左淋巴腺

腫

　　

大

　　　　

21 ｗ

Ｊ
(26/vn)

左淋巴腺

腫

　　

大
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以上ノ２例ハ短イ潜伏期間ヲ以テ急二陽性糖化

　　

シタ。皮内反眼ハ３月15日、４月27日、５月

致シタト考ヘラレル例デアリー・ス。

　　　　　　　　

27日ト次第ニソノ弼サヲ増シ陽性轄化致シヴ

第５例

　

畠○貞020歳ノ男子デアリー・シテ昭

　　

シタ。ソノ「レントゲン」像及ビ生物學的反かハ

和13年１月ヨリ微熱、肩凝、倦怠感アリ、２月

　　

経過ハ第５圖ノ如クデアし・フヽ。

　

コレノゝ皮内ぱ

23［1ノ狭内反座ハ7×11粍（24時間値）デ初感

　

、吉が漸次ソノ弼ササ増シ全夕陽性轄化シタ例卜

染症ト診ぼサレ常内科外来デ治療サレテソリーi・

　

:号ヘラレー・ソ、。

　　　　　　　　　　　　　　　　

第５圖

　

畠○貞0

　

20Lj.
「

ツベルクリン」皮内反唯,」:1000 2･4St.粍

赤
補

「1／

沈

　

速

　

度

　

（１

　

時

　

間

　

匝

　　

粍
若

　　　

結

　　　

含

　　

反

　

ソ

　　　　

ト

　　　　

ゲ

　　　　

ｙ」

jｸ

尽

ど

jｙ

溺

　
　

丿

Ｊ

　
　

が

鹿

像

7×10ﾀﾞ23/11)→16×16(15/Ⅲよ一20×20、27/IV.→70×65 27,V

　

10

　

･ﾌﾞ23/nﾚ=→

　

16（16/mﾚ一

　

9

　

27/IV．→しー）28/V ;

（－）=ﾀﾞ23/n;→（－）」6灘ﾄ一一一一一--一一･一一一一一一一一--一一----ﾀ

　

（一）6/VII）

ﾘ≒
=……23/‘H｡）

　　　　　　　　　　　　

丿≒
ぐ6/VH）

０．Ｂ

　　

23．｢ツベルクリン｣反慮陽性韓化ノ早期

　　　　

診断的意義娃二青春期肺結核ノ護生

　　　　

二就テ

　　　　　　　　　　　

荒川

　

浩一(在

　

延

　

岡)

演者ハ13歳ヨリ28歳迄ノ某人絹工場女工二傅

研製鳶｢ツベルクリン｣2000倍液０．１耗り皮内

刊主射シテソノ24時間後ノ反座サ(第３同検査

デハ24時間後、48時間後ノ２吻検査スルト同

時ニソノ‘全例(｢ツベルクリン｣反座陰性者ヲ･モ

除外セズ)ニ｢レ｣線寫具撮影サ行ヒ、コレラ被検

者二約３ヶ月後及ビ約１ヶ年後合計３同二亙り

伺様ノ検査ヲ･反復シタ、．斯クシテ｢ツベルクリ

ン｣反座ノ陽性韓化ヲ追究スルト共ニ｢ツベルク

1ﾘﾝ｣反座陰性者二對スル結核検査ニモ注意シ

０．Ｂ

タ。筆者八本研究ノタノ1350枚ノ「レ」線寫具

撮影テ行ツタ。「ツベルクリン」反座検査ハ「ツ

ベルクリン」注射部ニ１．０糎以下ノ硬結ラ生ジ

タモノサ陽性トシ０．５糎以下ノ硬結叉ハ紅斑ノ

ミザ生ジタノテ陽性被疑者トシ久

第１同検査ヲ受ケタル者ハ623名、ソノ内「ヽソベ･

ルクリン」反座陽性者ハ97名（陽性率15．5が）

ニフヽギデリシニ肺結核患者12名及肋膜患者３

名ラ陽性者中-ﾆｰ農兄シ、陰性者中ニ１名ノ早期

浸潤ヲ･脅見シタ。従ツテ第１同「ツベルクリン」

反唐検査ハ肺結核診断上甚グ有盆デアツタ。

約３ヶ月後第２同検秀二慮ジタルモノハ413名

デソノ内第１同袷査時｢ヽソベルクリン｣反咆陰性

ナリシ者ハ341名デアル。３ヶ月後「ツベルクリ
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ン」反吉ノ陽韓シタルモノハ77名、陽韓阜22.5

％デアル。然ルニ２名ノ肺結核及１名ノ肋膜炎

１名ノ腹膜炎患者ヲ「ツベルクリン」反座陰性ナ

リシ者ノ中－ノミ碓見シ、「ツベルクリン」反嘸

陽性者及陽性輯化者ノ中ニハ政巳シナカツタ。

而シテコレラ４例ヨリハ結核菌テ培養澄明シ肺

結核患者第１例ハ「レ」線學的我病後第51日、

第２例ハ第14日目－「ツペ｀ルクリン」反庶ハ陽

韓シタ。従ツテ約３ヶ月ノ間隔テ経テ行ピクル

「ツペ｀ルクリン」反庶ノ陽性韓化追究ニハ早期診

叫的意義が甚ゲ少ナカツタノデアル。

第１同検有後１十年ノ間隔ヲ経テ第３同ノ検査

ヲ･行ヒタルニ之二礁ジタルモノノバ03名デアツ

久

　

ソノ成績ノヽ次表ノ如クデアル。

　　　　　

第１表

　

第１同検査時成績

第２表「ツペルクリ礼反鹿陰性者256名ノ

　　　　　

約１ヶ年問二於ケノレ推移

１年後３ヶ月１年後閤輯者

陰性ナi後陽韓陽韓゛嬰”計

ﾉl/者　lセシ漕ン者　口　　　□

　　　11年後
(回率戸谷Wと

　　　セジ者
183 32 38 70　　27.3％)1　3

　　　　

第１同検査時陽性被疑者ナ1･シ者４

　　　　

名ハ３ヶ月後何レモ陽性二轄ジタ

郎チ第１同検査時｢ツベルクリン｣反樹陰性ナリ

シ者256名ノ内１年後陽性二韓化セルモノハ’宣70

名陽輯率27．3％デアツテ、ソノ内32名ハ３ヶ

月後既二陽韓シテヰタ。然ルニコノ内ヨリ５名

ノ結核患者ヲ･散見シ何レモ結核菌ヲ･澄明シ得

タ。第１同検査時陽性ナリシ者ノ中ヨリ(印陽

性者群ヨリ)第３同検査ニテ２名ノ肺結核患者

ヲ散見シタ。第１同検査時陰性ナリシ者ノ中ヨ

リ３名ノ肺結核患者ヲ散見シ、第３同検査時陽

輯セシ者ヨリ１名ノ肺結核患者ヲ、而モ注目ス

ベキノヽ未グ｢ツベルクリン｣反廳陰性ナル者ノ中

ヨリ２名ノ肺結核患者ヲ散見シタ、、此他ニ２名

ノ肋膜炎患者テ第３同検査時陽輯セシ者ノ中ヨ

ヒj
日 【第17巻

リ殺見シ、ソノ惨出液ヨリ結核菌ヲ培養シ得

タ。

演者ハ涙二第２同検査時｢ツベルクリン｣反息陰

性ナリシ者ノ中ニ２名ノ肺結核患者ヲ殺見シ

タ。従ツテ１ヶ年ノ経過ノ中｢レ｣線寫具ニョリ

殺見シ得タル肺結核患者７名ノ内４名迄ハ｢ツ

ベルクリン｣反庖陽輯前二肺浸潤ヲ･認へ且全例

共二喀痰中ヨリ結核菌ヲ･染色標木ニョリテ澄明

シ、ソノ内３例ヨリハ結核菌テ培養シ得タ、、従

ツテ奮｢ツベルクリン｣2000倍液0．1托ニョツ

テヽ｢ツベルクリン｣反庖陽性韓化ラ追究スルコト

ユハ早期診断的意義極ｙテ少ク、就中演者ノ賓

験デハ３ヶ月ノ間隔ラオキテ行ピクル｢ツベル

クリン｣反庶陽性輯化ノ追究ニハ全クソノ價値

ヲ･詰吻得ナカツタ､、コノ事賓ハ熊谷岱蔵氏(4)、

有馬頼吉氏(3)、西村隆行、藤野保次氏(6)等ノ成

績二全ク一致スルノデアル。日本二於ケル青年

期肺結核が初感染ニョルコト少カラデルノゝ既二

多クノ學者ノ報告セラレシ所デアルガ、｢ツベル

クリン｣皮内反吉ノ出現が｢レ｣線學的殺病ニオ

クレルコトモ青春期肺結核ノロ本人的特性テナ

スモノデハナ‘fカト考｀ラレル。

筆者ハ上述リロク１年間ノ検査ニョリ第１同検

査時｢レ｣線寫具像ノ受化ヲ認ノザリシ者ノ中ヨ

リ新ニ７例ノ肺結核患者ヲ･殺見シタ、、是等肺結

核患者ノ中｢ツベルクリン｣反恵陽性群ヨリ殺生

シタモノハ２例共肺尖二於ケル病竃周園炎像ヲ

示シ、陰性者群ヨリ殺生シタモノハ葉縁二於ケ

ル肺炎像テ示セルモノ２例、肺門周園浸潤像サ

示セルモノ２例、他ハ鎖骨下圓形浸潤像テ示シ

タ。

　　　　　　　　　

結

　　

論

１．

　

筆者ノ賓験ニョレバ青春期成人肺結核ノ殺

生ハ初感染ニョルモノ多シ。

2．初感染肺結核二於テ｢レ｣線學的殺病が｢ツ

ベルクリン｣反息ノ陽性韓化二先行スルコト多

　

こ／Ｏ

３． 「ツベルクリン」反彪陽性轄化テ追究スルコ

トニハ早期診断的意義少シ。
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４。再感染ニョル成人肺結核ノ賛病二對シ、肺

尖ハ重大ナル意義づ･有へ

尚本稿ノ御校閲テ辰フシタル思師楠先牛二謹ン

デ御遭申上ゲル、。

　　

24.「ツベルクリン」皮内反庶二闘スル知

　　　　

見補遺

　　　　　　　　　　　

楠井

　

賢造ぐ長崎済生會）

1.「ヽツベルクリン」皮内.L

「ツベルクリン」液ノ濃度、判讃時期及ビ陰陽判

定ノ標準二開スル研究

結核感染ノ有無診定、診断乃至像後判定上二於

ケル「ヽツベルクリン」（以下「ツ」ト略）皮内反嘸ノ

價値二開シテハ議論ノ除地ガナイ。然ルニ祭日

猶ネ、注射用「ツ」液ノ濃度、判讃時期、陰陽判

定ノ標準等二開シテ一定ノ規準テ訣イラヰルノ

ハ遺憾デアル。コノ黙二鑑え演者等ノ行ツタ観

察尹申シ述’ぐルｏ

Ａ．従来店ク用ヒラレテヰル萬「ツ」1000或ハ

2000倍液O.lccm皮内注射デ八時二良熱、全身

違和感等ザ訴ヘルモノヲ｀見ルコトガアルノデ、

私共ハ健康看護婦、ソノ志願者、角尾内科入院

ノ結核患者二北研製罵「ツ」10000倍液0.1 ccm

ヲ上勝伸展側皮内二注射シテ、ソノ後12, 18,

24, 36, 48, 72時間、m5, 7, 14日二於テ注

射部位二現レタ反忠ﾄ:吋兪シタ。第１表ニソレ等

ノ検診時中二呈シタ最強反忠一ヨツテ例数サ分

布シテ見タ。

而シテコノ際第２表ノ例デモ御判リノヤウユ24

時間後－デ９ｍｍ以下ノ反忠ヲ呈シタモノガ48

時間後デハ10mm以上ノ反忠ラ呈スルニ至ルモ

ノガ梢い多数アルガ、12―24時間後二於テ10

mm以上ノ反忠テ呈シタモノガ48時間後ニ９

ｍｍ以下トナルモノヲ’１例モ見ナイ。最強反忠

10mm以上テ呈シタモノハ殆ンド總テノ例二於

テ48時間後最高値乃至ソレニ近似ノ値二達シ

テヰル。

Ｂ．

　

10000倍液デ９ｍｍ以下ノ反忠テ呈シタモ

ノニ同一「ツ」5000，2000，1000，500或７､100

倍液0．１ccm 皮内注射ニテ反覆検シタトコロ、

477

5000或｡ハ2000供液デハ10mm以上耳呈フ､ﾉﾚ

　

一一

至ルモノガ僅カナガラ存在｡八ルカリ弟３八八

1000－100倍液デハソレテ弛ナイ。心二面白イ

コトーハ、第３表デモ御判リノヤウェ、稀みナ

液デ登赤ノミ5－９ｍｍデアツタモノが、゛リ濃

厚ナ液デ却ツテ無ば吟或ハ1―4mm 1ヽナル例ノ

アルコトヲモ見タ。従ツテ登赤ノミ5―9 m mテ

バ｢ツ｣反睨陽性ナリトナ犬ノ･ハソノ根球カ溺

デハナイカト思フ。叉次ニ１例ヲ示シ、早期一

登赤ノミ10mm以上サ呈シテモ必ズシモ陽性ト

見倣シ難イ場合ノ存ノ､ノレコ

　

トＪ指摘フヽル。 16歳

ノ看護婦志願者、自畳的拉ヒニ他受的二病的所

見ナク、叉｢レ｣線上胸部二異常ハナイ。昭和13

年４月13日｢ツ｣１萬倍液0.1 ccm皮剛主射デ

18時間後O/2、24時間後２重鍵赤30mm,脅赤

10 mm, 硬結３ｍｍデアツタが、i8時間後2jﾀﾞ3

トナリ、72時間後ニハ全ク痕跡テ止ノナクナツ

タノデ念ノ託１週間後(20 IV)、同一｢ツ｣100倍

液0．１ｃｃｍヲ皮内二注射シタトコロ、24時間後

3/8、48時間後6/6、72時間後5/5デアツタ。印]

チ木例ノ｢ツ｣皮内反恵サバ確宣二陽性トハ断定

シ難イノデアル(Ａ及ビＢ．楠井賢造、隆杉正太

郎、持永常一)。

Ｃ.

　

10000倍液デ10mm以｣ソ呈シタ結核患者

16例二對シ、約１ヶ月間宛ノ間隔４置イテ同一

｢ツ｣ノ10萬、100萬、1000萬、１略倍液O.lccm

宛ヲ皮内注射シテ反覆検シタトコロ、第４表二

示ソ、ヤウユ、ソノ皮膚反庶ノ出現ハ順次極ノラ

不確宣トナル(楠井賢造、岡部準四郎)。

Ｄ．

　

上述ノ三観察二於テハ何レモ醵｢ツ｣ノ新鮮

稀稗液ヲ用ヒタノデアルガ、稀即ノ新鳶ニョ

　

ツ

テ反庖ノ出現二強弱ガアルカ乃カヲ検シタlヽコ

ロ第５表二示スヤウナ結果ラ得タ。郎チ同一

製造所(北研トノモノデハ同一製品デモ異ツタ製

品デモ稀樺ノ新奮ニョツテノヽ反憲出現二著シイ

遥庭ヲ認ノ･ナカツタ(楠井賢造、持永常一)。

製造所ノ異ツタ製品一就テノカ價比較試験モ

重要デアルガ私共ノ｀ヽヽ'グヤツテ居ラタ。
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以上４ヽフノ観察カラ次ノヤウナ結論ｦ一得タ。自］

チ「ツ」皮内反吉ニョツテ「ツペ｀ルクリンアレル

ギー」ヲ概略窺知センニハ菖「ツ」１萬倍液0．１

ＣＣｍ注射ニテ充分ニシテ、注射後48時間頃二

判讃フ、?レラ最良トシ、ソノ際硬結サ主トシ、碓

赤テ従トシテ計測セル直径10mm以上白州釦ヽ

定ムルサー妥常トスル。而シテ、ﾆ1ノ際９ｍｍ以

下ノ反吉子呈セルモノ々バ確賓二陰性ナリト断

定センニハ更二濃度高キ「ツ」液例ヘバ100倍液

ニテ反覆検セjヽバナラヌ。而モコノ際、不快ナ

ル副作用テ件。・ヽナイ。要之、「ツ」皮内反座が結

核感染ノ有無診定、像後判定ノ上二最モ優秀ナ

ル標示方法ノ一ツグトサレテヰル以上、ソノカ

價ヲ一定ニシ、而モソノ賓施ニアタツテ、注射

【第17巻

用稀即液ノ濃度及ビ量、判讃時期、判定ノ標準

等テバ國家的或ハ國際的二統制スノレコトガ急務

デハナイカト思フ､、斯クシテハジｙテ結核像防

上二於ケル｢ツ｣皮内反座ノ具價ヲ･脅揮シ得ルモ

　

リヽ信ジテ已マナイノデアル。

n。　健康者二於ケル｢ツペ゛ルクリン｣皮内反座成

績ト胸部｢レントゲン｣撮影像トノ對照観察

長崎醤科大學附属醤院産婆看護婦養成所入所ノ

際撮影シタ｢レ｣線像ト｢ツ｣皮内反座ノ成績トテ

129名ノ健康ト思ノ･りレ･ヽ看護婦志願者二就イテ對

照観察スルニ(第６表)、｢ツ｣反窓陰性者73例中

４例(5．4％)ニ於テ、｢レ｣線上陳奮性結核病竃ト

思ノリレヽモノヲ'澄明シ、其他ノ69例二於テハヽ

新鮮ナモノハ勿論、陳荊ナ結核病竃ト思^^;ﾚ

　

･ｓ

第６表｢ツ｣皮内反塵ト胸部｢l／｣線像トノ對照(健康女子)

　　胸部「t/」
　　　線像所
　　　　　見

A. T.
皮内反吃

肺門郡ノｉニ
石茨化病竃ア
ルモノ（陳萬
肺門部淋巴腺

結核ｿﾞ

肺門部以外ノ
肺野ニノミ石

友北病竃アノl/

モノ（陳茸初
感染病竃）

肺門部及ビソ

ノ他ノ肺野二
共二石茨発病i陳套性肋膜炎

恣アルモノ　：ノ像アノl/モノ
　r除外

化群j）　　　＝

肺門像噌大ァ全ク病的所見

ﾉ1/モノ　　　ヲ認メザノl/モ
　　　　　　ノ

總　計

(－)
‥　　　　　　　　　１(一)　ｉ

１ １ ‘　　　1　43 46

r－）

トト）　　　　　　　　　１
　－

ｌ　　　　　　　ｉ　　　６
　　　　　　　　ｉ

７

　(士)　　１　＿___
　(±ﾉ　　　；

‾‾　C十j　　！

　　－　(十)

●
、14 艮

　　　　　　　　　　　ｉ
１　　　　　　　　　６ ６

小　　計　１　　　１ ２ １　　１ 69 73

　(十十)

　(升)-一一　　　－　－　(十十)

　(郵

１ １ １ ５ ８

１ １ ２

　　ぐ併)

　　(鮭,･　　　　　　　　　　　
３

　／　　ヽ、　　ダ　　，　]芦丿二冊ﾉ

　(冊)ぐ佃･)

-一一一一一
　　(冊ﾘ
　　--　　　　　　　　４
　　(冊ﾉ

１ ８ 12

２ ２ １ １ １ ７

１ 16 21

(冊)
(冊)十Ｂ １ １ ２ ２ ６

小　　計　ｉ　　　９ ２ ７ ４ １ 33 56

總　　計 10 ４ ８ ４ １ 102 129

備考

　

゛「全ク病的所見ヲ認メザノl／モノ」ナノl／語司

　　　　

モ

　

ノノ･ゝ勿論、石茨化病竃像或ハ陳荷性肋膜炎ト思ハノl／ヽ像ヲ謐明ン得ズ1ヽノ意ナリ
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モノヲ･認ﾉ･ナイ。叉他方｢ツ｣反庶陽性者56例中

22例二就テ｢ﾚ｣線上陳萬性結核病竃ト思ﾉ｀ゝﾉﾚ

　

ヽ

モノラ澄明ｼ、１例ハ肺門像噌大シ、其他ノ33

例(58.9ガ)ニ於テ‘ハ全ク病的所見ｦ･認メナカツ

タ(楠井賢造、宇宿誠五)ｏ

Ⅲ･

　

看護婦ニ於ケル｢ツべルクリン｣皮内攻庖ー

就テ

Ａ･｢､ｿ｣皮内反恚陽性阜ト年齢、出身地及ビ勁

務年限トノ

Ｂ。「ツ」皮内反忠ノ輯化

（１）昭和12年6－8月二於テ、北研萬「ツ」10000

－100倍液O.lccm皮内注射デ陰性ナリシ者109

名及ビ陽性者105名二對シ、昭和13年２月、

「ツ」（10000 － 100 倍O.lccm)皮内反忠子検シ

タル結果、９例（8．2％）ノ陽性輯化者ヲ見出シ

タルニ反シ、陰性輯化者ヲ･１例モ見ナカツ八

而シテ陽性韓化者９例中ヨリ１例ノ雨側湯性肋

膜炎脅病者ラ出シタ以爪他ノ８例ハ目下猶ホ

健康服務中デアル。

　

ソノ８例中６例二胸部「レ

ントゲン」（以下「レ」ト略）寫其ヲ･撮影シタトコ

481

ル(第７表)。叉勤務年限ノ長イモノ程陽性阜が

高イガ、コノ場合二於テモ、部di卜郡部トノ差

ハ明白二現ハレテヰル(第８表づ楠井賢造、隆杉

IIﾐ太郎几

　

第

　　

７

皿
都市出ぶl者

年

　

齢
被検
例徴

17―19

　

36

　　

-
20-24

　

21

一一
25―29・

　

1

30－40

　　

4

表

陽

例徴

性
－
％

63.9
-
90.5
一一
(100
----
(100

75.8

表

㎜

　

郡部出身者

被検

例瞰

106

-

　

62

-

　

9

陽

　

性

例斂j

　

ｙ

38
－
32
－
6

⊃
8
0

1
・
‐
－

一
謡

35.8
-
51.6
-
(66.6)

100

44.2

23

－
19

－

　

1

－
4

-一一一
總計6引47

期　生

１　　都　　市　　出　　身　　者
郡　　部　　出　　身　　者

入所年度

(昭和) 年　齢 被接例徽
陽　　　性

年　齢 被格例斂
陽　　　性

例　斂 ％ 例　敷 ％

看護長ｊ　－ 30－401　　5　；　　5 ド30－40　　4 ４

｣

!

84.0

　８　　１　　　４　≒　　一一一　　　　－　　　　－

　９　　１　　５　　　　　　　２４　　　　　　　　１　　　　　　　　１｜

　　　　－　－　　　　-－--
１０　　

ｒ　　

６　　　：　　　２２　　１　１　１　１

cioo.

25－27　　5 ３

23―26　　2 ２

23―25 ，　4 ４

11　1　7 　　　　　　　　　　１一　　一　　-

ｊ

23　　　　1 ０

12　°　8　' 20―21　　2　　　2 I 20-23　　　9 ８

13　　　9　1 19―23　　9　　　8　く88.8. 19―24 1　25 13 52.0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜14，　　1　　10 18―21 1 11　　・ 10　　旧0.9ｯ

18－25　　44

　　　　　一　一　一一一-17一一20　　↑8

20 44.2

15　j　11　　18―20 ８　　　　５ (62.5; 16 33.3

16　，12　　17－20 1　25　１　15 （60.0∩17―20 ‘　39 10 25.6

總　　計　　1　　　　　　62 47　1　75.8　１　　　　　　181 80 44.2

ロ、５例ハ何等活動性ノ特殊性病撥ｦ-鐙明シナ

カタタガ、残リノＩ例ニ於ｆハ右側上肺野ニ揖

指頭大ノ雲状陰影ｦ･認ﾉ'タノデ、腰温ノ測定ヲ

硫績セシノタガ脅熱ナク、叉Ｓ．Ｍ．Ｒモ旧．５

ｍｍデアツタ(楠升賢造、隆杉正太郎)ｏ

(２)昭和13年２月或ハ４月ニ於ヤ｢ツ｣皮内反

嘸陰性ナリシモノ123名及ﾋ゛陽性者1I9名ニ討

シ、昭和13年1I月｢ツバ1OOOO倍液O.Iccm)

皮内反嘸楡喪ヲ行ヒタルニ、2O削(I6.2糾ノ陽

性輯化者ラ見出シタル勺.えシ，陰性韓化者ｊ１

例モ跨ナカ､ｿo而シ



482 總會演説要旨

種力診査ヲ行ツタ結果、ソノ中ノ２例ハソノ間

二於テ湯性肋膜炎二罹患入院治療テ受ケ軽快乃

至全治セルモノデ、他ノ18例中３例二於テハ

｢レ｣線土胸部二活動性結核病憲二非ズヤト思ハ

ルヽ所見が笈見シ、且ツ登熱等ノ自愛症状一･'リ、

理學的ニモ特殊病的所見ヲ･澄明シタノデ直チー

入院セシメ、ソノ経過ヲ観察シツヽアル。尚ホ

其他一モ｢レ｣線上疑ノヽシキモノ倣例アツタガ、

コレ等ニハ膿温測定刻檄梢セシ八赤血球沈降

速度尽忠検査尹行ヒ、ソノ経過テ観察シツヽア

ル。叉理學的址ビニ｢レ｣線上著愛ナキ陽性輯化

者二對シテモ激務、過務、過激ナル運動或ハ夜

勤等ラ避ケシノ、充分ナル注意卜監督サシテヰ

ル(楠井賢造)。

最後ニ、｢ツ｣皮内反忠陰性者ヨリ貨病セル急性

粟粒結核症ノ１例ヲj

11月25日生レノ長崎醤大看護婦生徒(昭和13

年４月入所)デアル。昭和13年４月13[1｢ツ｣

10000倍液48時間後μ底O/2、4月20日10り倍

液48時間後反忠O/O、11月９日10000倍液48時

間後μ巌O/1デアツタ。同年３月入所醵格検査

時ノ胸部｢レ｣線ぢ｣真一八病的所見ラ認ノナイ。

ソシテ入所以来本年１月-・デハ健康ニテ勤務シ

テヰタ。トコロが２月上旬ヨリ食慾不振、時々心

高部鈍痛、目哺潮熱(38°)等チ訴へ、２月20日

頃ヨリ軽度ナ咳楸、喀痰ヲ見、２月21日ヨリ頭

痛、悪心、嘔吐ヲ'見ルヤウーナツタノデ２月22

日入院シタ。入院時ノ現症ノ概略ハ身長中等

大、儀格柴養良好デ、皮膚二特疹等ハナイ。脈

輝100至、整調、緊張及ビ大サハilﾐ常デアル。

呼吸ハ25至、整調、胸腹式。瞳孔反射正常、口

腔等ニモ分化ハナ４．肺野ニハ理學的二病的所

見ヅ認ｙ難イガ、｢レ｣線上一面二播種性粟粒結

核ノ像ｿｰ呈ソ､ル。膝蓋腱反射正常デ、項部強直、

Kernig氏症候等ナク、叉病的反射モ澄明シナ

4。 S．Ｍ．Ｒ = 16.25mm. 25 □客痰中二結核

菌ヲ･澄明シタ。同日川腰椎穿刺所見ハ軽度白色

涙濁、初[1180mm,H2O,約lOccm探取後110

mmHoOトナツタ。｢グロブリン｣反忠弱陽性、

【第17巻

比重1.006、蛋白(Nissl) 5 K劃、細胞数222、

糖0．037％、食盛0．65％デアツタ。 28Uヨリ項

部強直、Kernig氏症候が現ハレ、１Ⅲヨリ複

覗が現ハレ、８Ⅲ死亡シタ。死後、剖検ノ結果、

肺ニハ粟粒大増殖性結節が無倣二兄ラレ、牌臓

ニモ無斂ノ粟粒大結節アリ、脳膜ニモ高度ナ結

核性病噫ヲ･見タ外、肝臓、腎臓、腹膜等ニモ軽

度ナガラ結節形成尹見タ(高橋博)。

　　

追

　

加

尚盆一(4; jl 誹)

宇多野療養所二於テ私ト西内學士・ヽ目下活動性

結核患者ヲ對象トシテーンツー氏反息ヲ･検討シ

テ居リマスガ、現在ノ成績デハ、奮「ツ゛゛ルク

リン」2000倍O.lccデハ注射後３日以上毅熱シ

タ者及血痰テ出シタ者ナド、明二不快ナ副作用

テ来シタ者が毎同3．5％カラ6．5％アリマシタ。

次イデ4000倍0．1（ヱテ１同ヤツテ見マシタガ、

之デ2．5χアリマス。陰性ラ呈シタ重症患者ハ

何レモ１が内外デ差ハ無イ様デス。ピルケーニ

始ムベシト言ノヽレ、１萬倍二始ムベシト言．･ヽレ

ルノ’｀大髪結構デアルト思ヒフス．

　　

25．「ツベルクリン」反塵價測定方法卜其

　　　　

塵用

　　　　　　　　　　　

水口

　

善雄（北里研究既）

「ツ・ヽ゛ルクリン」皮膚反忠が廣範園二亙ツテ使用

セラレルト共-･、其ノ診断的價値モ亦重要トナ

リ、従ツテ之二使用ソ、ル「ツベルクリン」ノ皮膚

反忠價ノ一定ナルベキハ緊要ノ問題トナツタ、、

現在賓際二川ヒラレ居ル測定ノ方法ハ、１．致

死法＝コ.､ホ氏法（日本薬局法二記載セラレテ居

　　　

･---〃r=

ル法)、2．皮内反息法＝國際聯盟法ガアル。

何レモ相常ノ技術熟練ナ要シ、操作ノ煩雑ヲ免

レ得ナ句而シテ致死法ハ致死量ノカ價測定法

デアリ、皮膚反廊ノ軍位ト致死量卜・ヽ必ズシモ

一致シナイ。而モ｢モルモ→｣ハ結核菌二對シテ

モ亦｢ツベルクリン｣ニ對シテモ、其ノ感受性二

著シイ差異ラ有シテ居ル故二精確列

茲二於テ余ノ塗1口ソ、ル渡逡博士ノ禎牛二依ル皮
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膚測定法ヲ推奨スル。

　　　　　　　　

檀牛法

禎牛ハ生後４乃至７ヶ月位ノモノテ使川フ、ル、

印チ断乳後１夕月位経過シタモノガ良イ。結核

二感染シ居ラずル事テ確ｙ（結核牛検査法二依

ル）動物用結核「ワクチン」ヲ３乃至５同、１週

毎二増量注射ヲ行ヒ、最終量注射後１ヶ月ヲ･紆

テ「ツペ｀ルクリン」10萬倍乃至100萬倍液ニテ

陽性反庶ヲ･顧ハフヽニ至レバとヲ使用ス。

檀牛ハ約１ヶ年乃至２ヶ年、禎牛取扱困難lヽナ

ル迄ハ使用シ得ル。

　　　　　　　　

賓

　　

験

槙牛ヲ･仰臥保定シ、腹部皮膚ラ剃毛消毒シ、「ツ

ベルクリン」・ヽ通常１萬位以上ノ稀即液トナシ、

其ノO．ｋｃ･乃至0.2c.Ｇヲ･皮内二注射スル。

注射部位八一側腹壁二倣種・「ツペ｀ルクリン」チ

同時二接種シ、之ト同様二他側腹壁二再度接種

スノレ。

　　　　　　

盲験Ｉ

北研製

　

Ｆｒ．粟粒（強種「ツベルクリン」）、混合

　

（標準「ツ・ヽごルクリン」ト同價ノモノ）Ｂ．Ｃ．Ｇ．

A40

　

昭和12年12月15日製

125

　

昭和13年１月４日製

公
ニ

↓
製造所ヲ･異

ﾉ、ノレモ

　

ノ

對照

　

Hamstead國立防學研究所標準「ツペヽル

　

クリン」

Ａ菊
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合
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６
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十
十
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」
｝
一
4
0
萬
十
±
十
好
好
一
＋

4
1
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萬
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十
十
朴
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一

　

一
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8
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一
士
十
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－

十

一

-

㎜

　　　　　　　　　

３ｍｍ以下ヲ±

　　　　　　　　　

４ｍｍ以上ヲ＋

此宣験二於テ125ハ他ヨリ弱クＢ｡C.G.ハ更二

弱イヽＦｒ．粟粒ノ頌1「ツベルクリン」ニシテ他ヨ

リ著シク弼イ。

卸チ製造サレタ「ツベルクリン」ハ常二一致シタ
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モノデハナ４、製遺所ニョリテ強弱ラ有スルモ

ノアリ、叉同一製造所二依リテモ異ル事が多イ。

　　　　　　　

責験Ｈ

マンツー氏反忠液

A

　

1000倍

　

昭和12年

　　　　　

１月14日製

B 2000倍昭和12年

　　　　　

２月10日製

１
少ミー（アンプ）レ」

内二封ジ氷室二

保存セシモノ

對照

　

Ａ

　

標準「ツベルクリン」2000倍液

　

昭

　　　　　

和12年１月14日製｝保存前二同ジ

　　　

Ｂ

　

標準「ツベルクリン」毎常使用毎二

　　　　　

稀揮ス
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對
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備考「アンプノl/」中ノモノヲ稀肌ス

賓験ニョリ「アンプル」－テ密封保存セル生理的

食盛水、稀稗うぺ≒ルクリン」ハ２ヶ年後二於テ

モ戟カノ減退将来ソヽコトナシ。

　　　　　　　　　

總

　　

括

海抜ハ操作技術二相常ノ熟練乙:y要シ、測定毎二

異ル海貌リ･要シ、而モ感受性二著シイズで異耳有

ソヽルガ故二微量ノズ¶吋－ハ正蹊う哺J」シ難イ。

檀牛子使川ソ､ルト、海紋二於ケル如キ煩雑サハ
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ナク、飼育ニョリテ何時デモ保存セラレル故、

用時常二同一動物殷デ一時二倣種ノ「ツベルク

リン」ヲ･測定シ得ル。同一動物膿侈幾度モ使用

シ得ルガ嗚二標準「ツベルクリン」トノ比較が容

易デアル。

反密價ノ異ル「ツベルクリン」ヲ･修正ソ、ル場台ヽ、

微量ノ差異モ鋭敏二回ノゝレノレガ故二正確二修正

シ得ル。

禎牛二依ル皮脚反磨價測定法ザ用フレバ容易二

現在川ヒラレＧル此定法ノ訣鮎テ除キ得ル。

而シテ「ツベルクリン」ノ救カハ適常ノ力法ニョ

リ保存法宜シキテ得バ２ヶ年後二於テモ愛化ヲ

認ノ･ズ、10萬松上ノ稀郡液二於テハ稀稗直後ノ

モノヨリ反密､ハ寧口柔カニ現ハレ、潮紅ノ周国

境界モ明瞭二現バレル。

　　

26．数年間稀輝保存セル奮「ツベルクリ

　　　　

ン」ノ皮内反慮用トシテノ数カニ就

　　　　

キテ

四秀４ばj§果）

近来結核感染ノ検出ニ「ツベルクリン」が感用セ

ラレ殊二蕉「ツベルクリン」ノ皮内反庶が最モ廣

ク用ヒラシ、シカモ理想的方法トシテ之レガ賓

施サルヽニ常り楢其ノ使川時ノ煩雑ヲ嫌ハルヽ

所以ノモノ.ハ、毎同使用時二際シテ之レガ稀秤

サセデル可ラザルガ如夕思ハレ、其ノ稀郡保存

期間ノ限度が判然セザルタノナリト思惟ス．

郎チ傅染病研究所殼変ノ八「ツベルクリン」中一

添付セラレタル使用心得書ニハ『高度ノ稀秤液

.ハ貯蔵二際シ貨ｶﾂﾞｰ減ズルガ故ニ1000倍以上

ノ稀稗液ハ１迦間ラ経過シタルモノハ使用ノ、ベ

カラズ』トアリ、尚ホ最近ノ全國療養所長長議ノ

決定ニテハじ使用都度0．5％石炭酸加生理的食

堕水ヲ･以テ稀郡フヽルコ1ヽ』トナセリト聴ク､．

余ハ昭和12年秋東京市療養所入所患者二一就キ

テ倣年間稀作保存セル罵「ツベつレクリン」ノ診断

的該カエ開スル貨験ヲ行ヒｊ人ノ如キ結果ヂ得タ

ルク以テ之レプ報告シテ御參考二資セントスル

ーモノナリ．尚木官験ノ要旨ハ岡治道博士ニョリ

ヒj
日

【第17巻

日本學術振興會第８結核糧防小委員會第２同會

議二於刊

　　　　　　　　　

責験要旨

卸チ束京市療養所入所肺結核患者6－40歳ノモ

ノ88人け76一半12)ニ就キとレリ略ｌ平等ニ

I－IV群二分チ伺レモ傅研製篤｢ツベルクリン｣

ノ各衣記年代二稀揮保:存セルモノト本責験開始

直前稀作セシモノトヲ郎チ2000倍各0．1にヅ

ツヲ保存液ヲ右側、新鮮液ラ左側ノ各前膳内側

ニ1/4針ヲ･附セル「ツベルクリン」注射器ヲ･以テ

皮剛主射シ其ノ腫脹、登赤、硬結ノ大サラ24，

48, 72 M寺間ニーワタリ比較セリ。使用稀即液ハ

何レモ傅研製八「ツベルクリン」ノ2000倍稀即

液ニシう｀生理的趾哨水ヲ･以テ稀即シ、此ノ際石

炭酸ヲ加ヘズ「アンブレー」ニ密封シ100°C 30

分加熱滅頷二氷牢及ビ室温中二保存セルモノナ

リ。

li咲設灘判鈴江兼20ツ01一

回鯛詰問){鈴が東20ツOJca

お㈱臨計町鈴江920ツ0 1c(゛

IIV（に灘醐鈴ぶ02ツ01,・

　　　　　　　　

国表説明

国表ハ各群ニワタリ其ノ登赤（赤色）ト硬結（青

色）トヲ縦理×横径ノ数字ラ以テ其ノ廣ササ示

シ、之テ横二表ハシ縦二其ノ例数ヲ表ハシ、48

時間ノ辞表５ｍ㎡以上尹陽性トセリ。

但シ、腫脹ノ大サハ原著ニユヅリ本文ニハ之レ

テ省略乱とレテ国二依ツテ見ルニ晋赤出現ノ

幅ハ各群共ニ48stズユ最モ廣ク散在シ、72ｓびニ

ハ何レモ縮少シ、大筒其ノ廣サハ200－500位ノ

間二在リ、陽性判定J 48stへﾉ脅赤5m㎡＝25

以下り稀郡保存液ナルゴタメニ示ノヽト云フモノ

ナリ。但シ第１群一殆し……ﾄJJI反庖ノモノ１名

d2年否ニテ胸部「レンIヽダン」像モ殆ンド病影

ヲ･認ノラレズ、新鮮100倍痢「ツベルクリン」

48sびノ殷赤７×７ｍｍラ示セリ）アレドモ對照液
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ニテモ同様出現セデルモノユテ自ラ意義ラ異ニ

スルモノナリ。

硬結・ヽ６年前ノモJ 24, 48 sびニ於テ出現セデ

ルモノ對照液二比シテ多キ様ナレドモ、第IV群

（２年前ノモハノモノニテハ同様出現セデルモ

ノ對照液二對シ殆ンド同数ニシテ郎チ被検人員

ノ個人的差異二依ルモノナリト思惟ス。

卸チ各群共二何レモ同様ナル傾向ラ示セルハ郎

チ匯艶子起ス有救成分ノ著愛ナキコトヲ意味ス

ルモノナリト､@.1tス。

以上ノ賓験ノ結果丿各被検者個人別二之レサ比

較考察スルニ

1）2年前（193ｙ）ノモノニテペ

ラ認メラレズ。

2）4年前(1933りノモノユ､テハ24stグノ出現程

度幾分弱キ様ナレドモ48ｓtj－テハ大差ナシ。

3/

　

6年前（193杓ノモノーテハヽ24，48ｓtj共多

少程度弱キ様ナレドモ判定二苦シム程ノ事ナ

シo

4）氷牢保存ノモノモ室温中二保存ヤルモノモ

数カユ大差ヲ･認メズ。

5）印チ以上ヲ總括シテとレラ考察スルニ５年

間位ハ稀俳セルマ、保存セルモノーテモ「ツベ

ルクリン」診断上二皮内丿叉唐川トシテ不都今丿y

来フヽコトナシ。

以上余ノ賓験二依リテ、蕉「ツペ｀ルクリン」ハ稀

秤セルーヽ相宿長年月ノ保存ニズ支ナキモ之レ

ニョツテ故意二古キモノヽ使用ラ推奨容認セン

ト企ツルモノニ非ズシテ本官験ノ主意ハ郎チ稀

秤後2－3ヶ月或ハ牛年位ノモノヤy用ピクル諸

成績ノ結果二就テハ殆ド超對的二信頼テ置クー

足ルモノナルコトラ裏書キシ得ルコトヲ決定シ

タルニ過ギズ。

　　

討論

　　　　　　　　　　

松田

　

道雄（西ノ京健相）

0.5巡ノ割ニ¦’カルボールし」ヲ･加ヘテ10萬倍二稀

憚シタ奮「ツベルクリン」ハ常温二保存フ､ルト、

１週以後ハ救カガ低下フ、ルヤウデアル。

　　

匁:

　

辨

485

　　　　　　　　　　　　　

相

　

渫

　

秀

　

雄

がjノヅ゛ルクリン」ノ稀即こ際シ「カル」でール」テ

添加シナ４ノハ、ナル可ク必要以外ノモノヲ加

ヘテコレヨリ生ズル影響テ少クセンタメト、加

熱滅菌ノミーテズモ支ナキコト判言ジテ、私ノ處

デハカリヘテ居リフセン。

尚ホ、１萬倍以上ノ超高度稀即保存液ノ結果二

就イテノ≒私ハ、賓験致シテヰマセンカラ才答

へ出来－センガ、私ノ賓験範関八通常臨休土用

ヒラレテヰル［］000 ｘ 程度）範閲ノモノニ就イテ

ダケデアリフフヽ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　

戸田

　

忠雄（九州帝大）

昭和11年ノ本館二於テ吾々ハ1000倍汚「ツベ

ルクリン」陪附夜八年諦二亙ルモカ價-7減少シ

ナイコトヲ一報告シタ。本日ノ諸家ノ報告ハ吾カ

ノ経験ヲ裏書キフ、ルモノデアツテ喜ビニ堪ヘ

ヌ。但シ保存法適常ナラデルハ時刈

云フ報告モアルカラシテ陳辺稀即液尹用フルト

キュハ一祐度ノ注意ヲ･要ソヽ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

木

　

間

　

英

　

史

唯今相原氏ノ御話ガアリーシタガ、私モ「ツベ

’しシリン」ノ稀稗溶液ノ歓力保持が、相宿長イ

間可能ナモノデアルコトニツキ、経験致シタコ

トガアリマシタ。私ハ昔ニ:2000倍等デナク、倣

萬倍、場合ニョリー･・シテ刈

稀即シタモノデモ、而モ夫レニハ「カルボール」

リ加ヘタモノデモ1－2年間或ハ尚長年月二亙

｀フテ、皮内反庶う:y起フヽ岫:カユ於テハ。ソノj力價

-･リ､こハナ４モノデアルコトラ賞謐シタコ1ヽガア

リ゛人カラニこJj自力nj次シマノ、。

尚相原氏ノ場台リヽ’篤「ツベルクリン」ニ就イテノ

御賞験デアリマスガ、私ハ篤「ツベルクリン」ヨ

リハ幾分或ハ逞カニ安定性白虎イテ居ルデハナ

イカト思ﾉﾍﾟﾉﾚ

　

･ヽ

　

無蛋白「ヽツベルクリン」ニ就イ

テモ同様ノ経験サ致シテ居りヴシテ、何レーシ

テモ「ツ４ルクリン」ト云フモノニ包含セラレ

犬シレ皮即ｽﾞ吃惹起性サ有-いレ特種物質ハ稀即
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保存二對シテ､ハ比較的安定性ラ持ツタモノデア

ルト考ヘテ居ル次第デアリマフヽ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

太

　

司

　

壽

　

郎

刀根山病院ノ岩佐ハ、昭和２年頃二結核患者ノ

｢ツベルクリン｣皮内反忠り検ソヽルニ常リ、患者

拉二結核動物二各種ノ稀憚良二於テコレヲ検査

シ、其結論トシテ３萬倍稀郡が適常ナルベシト

報告シタコトガアリーi・ス。今日24―26番ノ演

者等ニョツテ相常高度ノ稀郡｢ツベルクリン｣

が、シカモ陳菖保存ノモノモ其斂力憂化ナシト

ノ意見ヲ聴キ、臨休診断上興味ヲ感ジ、叉意義

アルモノト･万考へフハo

　　

27．｢ツベルクリン｣反感陽韓時ノ白血球

　　　　

像(第１同報告)

　　　　　　　　　　　

大串

　

茂(清瀬病院)

｢ツベルクリン｣反忠陰性ナル清瀬病院勤務ノ11

人ノ看護婦二就イテ、ソノ陽性轄化べ・デノ白血

球百分率ノ良化ヲ追跡シタ結果テ報告スル。毎

月、月ノ初ノニ2000倍食盛水稀憚｢･'ツベルクリ

ン｣液デ、｢ツベルクリン｣反忠ヲ施行シ、月ノ中

間、朝食前、耳柔探血ヲ･行ヒ、Giemsa染色標

木ヲ作り検査シタ。中性嗜好白血球ノ核移動尹

見ルタノに

１．

　

中性嗜好白血球百分率ノ憂化

多クハ陽轄確認ノ前月ノ、印チ直前ノ探血二最

モ大キナ良化テ示シ、ソノ百分卒ハ急激二噌加

スル。私ノ例デハソノ時ノ値ノヽ66.5%カラ49

％デアツタ、、

２．

　

平均核放ノ良化

中性嗜好ノ百分卒が最モ大ニナツタ時ニ、最少

ニナル。印チ多クハ陽轄確認ノ前月ノ探血司

少値サ示シタ。

　

ソノ値ハ私ノ例デハ2.15カラ

1．85ノ間こーアツタ。

３．淋巴球百分卒ノ良化

之ハ中性嗜好ト丁度正反對二号化シ、卸チ多ク

ノヽ陽輯確認ノ前月ノ探血二急激二減少スル。ソ

ノ値ノヽ40％カラ19％デアツタ。

４．

　

軍核球百分率ノ良化

ヒj
日 【第17巻

之ハ、中性嗜好ヤ、淋巴球が最モ大キナ髪化予

示シタノニ少シオクレテ受化スル。。剖]チ陽韓確

認ノ月ノ採血、郎チ陽抑

値テ示ス。ソノ値ハ私ノ例デ､ハ4．5％カラ14％

デアツタ。

其他ノ細胞ニ､ハ著腱が認ノラレナカツタ。コ

　

ヽ

デ注目スベヽキハ淋巴球ノ撥化デアル。試ミュ、

「ツベルクリン」ノ反廳陰性ナル看護婦７人二就

テ、勤務常初カラノ淋巴球百分率ヲ見テ行クト

何レモ漸次噌加シテヰル。之ト反對二嗜中性百

分率ハ減少シテ行ク。

以上ノ事テ總括スルト「ツベルクリン」反座陰性

ナル看護婦が勤務二入ルト、漸次、淋巴球百分

率噌加、嗜中性百分率減少ヲ来シ、陽韓時ニナ

ルト、急二淋巴球減少、嗜中性噌加ヲ来シ、マ

タソノ核ノ｀ヽ左方移動テ示ス。ソレニヤヽオクl／

テ、軍核球ノ噌加が来ル。

マタ、清瀬病院従業者、健康男女91名二就テ、

ソノ淋巴球百分率予見ルト平均37．06％’デア

ル。之八通常云ハレテヰル淋巴球百分率ヨリモ

高卒デアル。更－、倉金氏ノ結核療養所勤務ノ

健康男女二就テノ調査デモ、ソノ淋巴球百分率

ハ高卒デ、私ノ値二近イ。コノ事ト、上述ノ「ツ

ベルクリン」陰性ナル看護婦二就テ、ソノ淋巴

球百分卒が漸次増加ソ､ル事賓へ結核菌曝露卜

何等カノ開係ガアルガ如クデアル。

斯様ナ受化ハ系統的ナ調査デ初ノ‘テ知り得ルモ

ノデ、4列ヘバ、Ｅ．Ｒｏｍｉｎｇｅｒノ小見こ於ケル

陽韓時ノ調査デモ、原田、熊谷、普島諸氏ノ海

軍デノ調査デモ、陽韓時ニハ、中性嗜好減少、

ソノ核ノ左方移動、淋巴球噌加が報告サレ、ソ

ノ他ノ細胞ニハ漿化ナシトサレテヰル。私ノ例

デモ、陽韓直後ノ値ノミラトルナレバ、ソレラ

ト一致シテ来ル。

　　

28．血液像ヨリ見タル肺結核患者ノ病勢

　　　　

二就テ

　　　　　　　　　　　

岡村

　

秀清（刀根山病院）

刀根山病院入院中ノ肺結核患者ﾉJ子94名二就

キ赤沈ヲ基準ニシテ患者ノ病勢ラ重軽症ト分
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次ノ如シ、

匂

　

赤血球斂ノヽ重症ハ464萬、中等症・ヽ558萬、

軽症ノ’ヽ658萬トナル。

2) Hb含有量ハ重症ハ82％、中等症ハ96影、

軽症ハ108％トナリ、Hb指敬デハ重症、中等

症トモニ略ｔ同ジデ0．88、軽症デハ0.82トナ

ﾙＯ

3）白血球總数ハ重症デハ10155、中等症デハ

9841、軽症デハ7633トナル、中性多核細胞百分

キハ人ヵ重症70．5％、中等症63．7％、軽症56.1

％トナル。

4）淋巴球ハ重症ハ19．8％、中等症ノヽ2 4。卵し、

軽症ハ30．6％トナル。

5）軍核細胞ハ重症デハ6．6％、中等症デハ７．４

％、軽症デハ7．3ヤトナフし。

6）下均核分菓放デハ重症ハ2.14､中等症2.07、

軽症2.83トナフレ。

7）白血球指斂（Ｎ／Ｌ）デハ重症3．9､中等症3．4、

症軽２．１デアル。

8）Ｌ/Ｍデハ重症3．2、中等症4．5、帷症４．７

デアル。

9j

　

堕基性嗜好細胞ハ重症0．95％、中等症0.43

％、軽症0．74％デアル。

10J酸性嗜好細胞ハ重症2．0‰中等症3．8が、

軽症3.7％デアル。

1D血清及ビ血漿蛋白、血清蛋白量ハ重症8.64

％、中等症9.14巳、軽症8．85％、血漿蛋白量ハ

6.28%、重症6.42%'、中等症、軽症6．13≒軽症

トナリ血清蛋白量一血漿蛋白址ハ重症2．36≒、

中等症2.72%、軽症2.72ヤトナル。

12）血盾「グロブリン」比率ハ重症ハ65.1が、中

等症-^52.5が、軽症ノ｀52．6％トナル。

13）血｡暗ノ最大歴ハ重症109、中等症113、軽

症125ヽ最小限ハ重症74､中等症78、軽症80、脈

屋７｀重症36、中等症38、軽症45トナル。

　

29.

　

肺結核患者ノ備後二於ケル核左方移

　　　　

動ノ意義

々皿(‰‰轟)

括7

肺結核患者二於テ血液中ノ白血球核が左方移動

テ示シ、殊二重症患者血液二於テ夫が著明デア

ルコトノヽ既二諸學者ニョツテ認メラレタ彦fデア

リ‾゛ス。

私ハ79 f, '肺結核患者二就ｆ永イモノ・ヽ２年

３ヶ月二亙ツテ其疾病ノ経過ヲ追フテ検血シー

シタ。其際中性多核白血球平均核敬ヲ算出スル

ト同時二各種白血球百分率ヲ求・･マシタ。是等

ノ中－ハ同時二赤血球沈降速度測定、赤血球拉

二白血球斂算定、血色素量測定テ行ツテ見－シ

タモノモアリベ’ス。是等ノ成績ノ一部ノヽ既二最

長シマシタノデアリマス。

盲験成績ト其患者疾病ノ経過トザ照シ合セテ観

－フヽトキ、赤血球沈降速度ハ慨シテ疾病ノ動キ

ト合致シマスケレドモ、時ニハ一致シナイ場合

二遭遇ソヽルコ1｀モアリ‾゛スｏ殊二病重りテ愈々

死ノ近キ頃二於テハ沈降速度遅延ノ､ルコトガ可

ナリ多イ様lデアリマフ､。

赤血球敬拉二血色素早八一般二重症lヽナルニ連

レテ減少フヽル様デアリ・フ､が、疾病ノ経過中－

可ナリ大ナル動揺ヲ'見ルコトガアリー･・ス。

叉白血球ハ漑シテ疾病ノ増悪スルニ連レテ噌多

スル様デアリマフ、ケレド゛モ、時ニハ原因ノ明瞭

デナイノニ非常二動揺ノ大ナル場介二遭遇スル

コトガアリ‾゛ス。

叉病勢ノ悪化二連レテ噌多シー・シタモノカ二死ノ

近キ頃二至ツタ健康値テ示シタル例モアリーシ

タ。

白血球各種百分率ノ巾デ嗜中性白血球百分率ハ

疾病ノ経過中二多少ノ動揺り見ルコlヽ力い'リー・

スケレドモ、噌悪ソ､ルニ連レテ其百分率ノ値が

大トナリマ≒然シ時ニ｡ハ死戦期二減少シタル

場合モアリペ・シ久叉疾病ノ良好ノ維過心

トキハ減少ラ示７ヽノデアリマス。

淋巴球百分率二於テハ前者ノ夫ト相互開係う示

シタノデアリフス。

｢エオジン｣嗜好白血球拉二堕基性嗜好白血球百

分率二於元ハ疾引ノ噌悪眉巫レテ僅二減少シ、

愈々死ノ近キ頃二於刊iりご､･･､-llヽカトりかにデ
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アリーi・フヽ。大軍核球百分率ハ疾病ノ噌悪－ツレ

テ減少ノ傾向尹示シタノデアリベ・ノ、。

嗜中性白血球平均核分葉倣ハ疾病ノ増悪二連レ

テ減少シ、良好ノ経過ラ辿ルニ従ツテ噌多ヲ示

スつト明瞭デアリマシタ。

要スルニ肺結核患者血液二於ｆ其疾病経過中二

於ケル嗜中性白血球核左方移動ノ強弱ハ病勢ノ

動揺ヲ･意味シ、憧後判定土二重要性ノ存フ、ルモ

ノト愚考スルノデアリマノ、。

　　

30.

　

小見結核性脳膜炎、特二其胸部｢レ

　　　　

ントゲン｣所見二就キテ

　　　　　　　　　　　

留章

　

jaﾐ跨(京大小児科)

結核性脳膜炎ハ小見期二於ヶル結核死亡ノ決定

的因子デアル。コノ結核性脳膜炎が尚不治ノ疾

患トシテ治療的興味ヨリ隔絶セル今日舟々ノ任

務ハ‥-層其橡防二注ガネバナラ凡結核ノ如何

ナル時期二如何ナル形態ヨリ叉如何ナル誘因ニ

ョリ結核性脳膜炎ハ殼フヽルカ、之テ橡俑スル方

法如何、之ヲ･憧防フ、ﾉﾚj方法如何。

結核性脳膜炎が第二次的疾患ニシテ其原殼竃が

ヒj
日 【第17巻

剖検的二殆ンドフヽベテ胸部臓器二存スル以上コ

ノ疾患二罹レル患者ノ「レントゲン」像サ検討シ

其憂化ヲ知ル事ハ大イユ意義アル事ト考へ茲二

其「レントゲン」所見テ中心トスル統計的観察チ

述べ゛ントスルモノデアル。

材料ハ京大小見科二於テ結核性脳膜炎1ヽ確認セ

ラレタル者－シテ胸部「レントゲン」寫具撮影ヲ

行ピクル125例ナリ、、

先ヅ其年齢的季節的分布ラ見レバ第１表ノ如ク

従来ノ諸統計ト略ｌ一致フヽ。

　　　　　

第１表

　

年齢及季節的分布

１
１

／

/－j?？ ？μら）

　

臨

／
Ｉ
Ｉ

→

ｒ

　　　　

･絹

5・。－fダオノダ

ヘ

'ヽ1、
'４メ

　

｀

　

／

＼

　　

ﾉ｀で｀μ

　

＼/

　

｀、

第２表

　

胸部‘‾1／｣線所見址二臨林所見

ゝ

　　　

１・

　

へ

／／

／

ぶこアｊ

一 一 一 一 一 一

ゝゝ

朋
へ

．一一’゛ヽ、

゛゛｀・●゛´〆゛・・ゝ●

０
１

６

月

６

月１
２

歳

２

歳
１
５

歳

５

歳
1

15
歳

合

計

百

分

率

對

照

％

臨林的胸部所見

所陽

見性

呼鐙　ラノl/
吸　　ッ

音化　セ

抵

抗

例　　　　　　　徴　　　3　，40 45 37 125 ，83 73 31 42

「ﾚ’」線所見陽性　　3　1’　35 38 30 106 8 4..8 85.6 72 65 30 34

ご淋巴腺腫大 2　　20　　20　　7
　　｜

49 39.2 29.7 16 14 ０ ５

旨，肺斑理堵強:　1 11　・101　141　36 28.8 11.0　　，　16 11 ７ ２

像　粟　粒　結　核　　2　　12　　9　1　10

ふ　肺門陰丿壇強　　０　　７　　１３，　８

33 26.4 0　　　23 21 13 10

28 22.4 21.3　1　10 ８ ０ ３

ヶ肋膜受化　０　２　４　６

ﾉ1/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　---－--
が肺野受化

，

ｏ　Ｍ　Ｉレ　で

別　石　茨　化　ぶ　　０　　０　　０　　２

12 ９．６ 21.2　　1　　　9 ９ ０ ５

24
10

19.2
　8.0 副73 11 ３ 10

２ １．６ 13.6　１　　0 ０ ０ ０

側気管腺 26例20.8％ 肺門腺29例

「レント

所兄陽性84．8％。愛化別二見レバ淋巴腺腫大最

多ニシテ總icy 39.2帽､中側気管腺20．8％､肺門

腺23．2％、気管気管枝腺5．6:で、５歳以下二見

23．2％

　　

気管気管枝腺７例5．6％

ル時二陽性例ン牛敷以上二之ヲ･認ｙ叉特二大ナ

ル腫瘤状ヲ呈い・モノガ甚ダ多イ。

粟粒結核26．紅ﾚ、コノ％ハ剖検二於ヶル％ニ比

シ少ナリ、之或種ノモノハ明瞭ナル粟粒結核ノ
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像ヲ呈セズ肺斑理増強ノウチュ算ヘラルヽタノ

ナラン。

肺斑理増強、之｡・ヽ肺野ノ線状斑鮎状陰影ノ増強

セルモノヲ’ス’｀ヽﾆ゛テ包含シ28.8%、コノ例中ニハ

剖検ニョリ粟粒結核刊澄明セルモノアリ。

肺門陰影噌強22．4X。

肋膜受化9．6％。

肺野ノ受化19．2％中初感染病芯９例及ビ「エビ

ツｇルクローゼ」５例ザ除外フ､レバ８ゴユ過ズ、

叉石灰化竃八年長見一２例1．6ヤユ認ノ･ラル。

要スルニ結核性脳膜炎ハ各種ノ「レ」線所見テ呈

スル者ヨリ脅シ得ルガ、初感染及ビ之二引績ク

所見？有スル者二登フヽル傾向大ナリ、特二好賛

年齢者二淋巴腺ノ大ナル腫瘤状肥大り見ル者多

キ事ハ諸剖検例が大多敬二於テ忙酪唆性や示フ、

淋巴腺結核づリ

スルコトデアラウ。

同年齢同敬ニテ「ツベルクリン」ぺ場性見ノ胸部

所見ト對比フ、レバ表ノ如ク脳膜炎患見二初感染

及ビ之二引絞ク新シイ愛化が多イノニ反シ對照

｡ハ古イ初感染二遠イ撥化テ示スモノガフ多イ事が

一目明カニセラレル。

扱テ然ラバ斯ル綬化が臨休的二何程診定セラル

ルカト云フヘ初期二咳楸テ訴ヘシモノ48％ア

リ、打聴診二撥化アリシモノハ表ノ如ク66.4九

一及デ、然シナガラ何レモ症状不定ニシテ絹對

的信頼ラオク事能ハズ。

「ツ’｀ヽ゛ルクリン」反廳ハピルケ65％、マントー

ヒj

日
489

疑ハシムル症状アリシモノ36％ニ及ブ。

以上小見結核性脳膜炎が肺部初感染二源十良シ

其結果タル淋巴腺結核が大ナル因果開係ヲ持ツ

事ヨリ、小見結核性脳膜炎像防ノ第一八孚L幼見

ヲ･結核感染ヨリ護ル‾浙デアル。52万一賓際ノヽ更

二多キ感染源ラサケル事デアル。

第ニハ｢ツ・゛ルクリン｣反座ニョ

　

ノレ初感染早期稜

見。

第三レントゲン｣及ビ赤沈ニョル糾ﾐ過ノ看朧。

カクテ初感染及ヒヽ之月

特二注意深キ養護ノモトユ過サシハレコトデア

尚診断上ノ問題lヽシテ脳脊髄液中ノ結核菌川主

意深キ検鏡＝－ヨリ培養ヲ待タズシテ97％･･蜘蛛

網塊二澄明シテヰ匹

　　

追

　

加

-=a=井回(謡χ影

結核性脳膜炎ノ誘因二就キ一言追加致シ皮･f。

私ノ場合ハ小見デハナク、衛年期ノ場合デ16歳

ヨリ19歳二至ル女性二就テデヤル。其ノ３例二

共通ソ、ノレトコロノゝ肋腹膜炎経過中勃レモ長途ノ

自動車輸送ニヨツタモノデアル。

第１例ハ慢性ノ維過テトツタ肋腹膜炎患者、横

演市ヨリ東京市へ自動車デ出掛ケテ約牛ヶ月後

カラ毅熱、結核性脳膜炎トナリテ遂二鬼籍二入

ノレＯ

第２例ハ横演市内某柄院ニテ肋腹膜炎ニテ多少

胸部二愛化アル鴎、新市タトユアル常園へ韓院シ

タ例デアルガ、間モナク結核性脳膜炎ノ症状テ

特シテ逡二死亡。

第３例ハ私ノ療養所ノ看護婦デアルガ、肋腹膜

炎デ軽恢シ自動車こｰﾃ郷里二蹄ツタトコロ、１

ヶ月以内二脳膜炎トナリテ死亡ス。

依々以上ノ経験ヨリシヤ肋腹膜炎患者ノ治療看

覗二常ツテハ長途ノ自動車等ニョル輸燈ダヽ結核

性脳膜炎ノ憧防上特二避クベキコトカト思フ。

　

31．マンツー陰性者ノ胸部「レ」線寫員
- ・

所見

1000倍－デ追及ソヽレバ94％陽性トナル。

次二結核性脳膜炎ノ誘因トシテ屡カ麻疹及ビ百

日咳が問題トナル吾カノ例二於テノヽ麻疹経過者

42.4%、百日咳経過者34九二シテ、對照例一比

シヤヽ多シ。登病１ヶ年以内二於テ麻疹罹患者

ノヽ15．2％､百日咳14.4%、更二直接誘因ト考ヘ

ラレル登病３ヶ月以内ノ罹患ハ麻疹6．4匹、百

日咳８％ニシテ雨者間ニハオロハノ云フガ如キ

差ラ認メナイ。

家族内二結核感染源ヲ澄明セルモノ52％。登病

１ヶ年以内二熱登、咳楸、蹴痩、倦怠等結核ラ
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討(耘４詣)

結核菌二感染サレjタカ否カハ、現在二於テハ、

「ツベルクリン」反憲二依ツテ判定ソ､ルヨリ他二

方法ハナイ。

モトヨリ「ツ・アレルギー」ノ翌月

ガアルノデアツテ、先二我々が報告シタ如ク、

‘2000倍ノ「ツペ｀ルクリン」溶液－テマンツー陰

若者モ、1000倍ノ「ツルクリン」溶液二於テ

ハ、7．86％ニ陽性トナルバ゛吾等ハ見タ。

吾等ハ、Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種ノ看祝上、九大看護婦ニ

テ、－氏反庖陰性ノ者318名二就キ、胸部「レ」

線寫具撮影ヲ行ツタ。ソノ所見二就キ報告７ヽ４’・

之ノヽ、2000倍「ツ・ヽごルクリン」溶液ニテ陰性者デ

アツｆ、従ツヘ

　

ソノ中７が内外ハ陽性者ト見

ル事が出来ル。

１

２

３

石灰化竃‥‥‥‥‥‥‥‥11人（3．4ヤ）

肺門部陰影ノ接大セル者‥10人（3．1％）

肋膜炎？ ‥９人（2．8X）

コノ中興ノ陳罵性肋膜炎1ヽ思ノハレノレ者が１人ア

ック､、

　

４．

　

毛髪像‥‥‥‥‥‥‥‥‥48人(15．1％)

　

5．第二肋骨隨伴陰影………17人･5．4X)

　

６．肋軟・腎骨化‥‥‥‥‥‥‥13人（4.9ｙ）

肺尖部所見

　

左肺尖ノ吋

　

右肺尖ノB音キモノ‥‥‥‥‥‥‥０

左右同ジキモノ 297人

弧状分割及ビ奇静脈葉等ハ１人モ認ｊナカツ

タ。

　

32．

　

瀋出性肋膜炎ノＸ線所見ヨリ見タル

　　　　

護生機博二就イテ

晒雖け轟森）

　　　　　　　

第ご収

　

緒

　

論

惨出性肋膜炎ノ原因二開シテヘ諸家ノ見解ハ

必ズシモ一致セズ、且ツ總テノ惨出性肋膜炎ヲ

結核性ト見倣スハ不常デアラウガ臨休的二吾人

が遭遇リレ惨出性肋膜炎ノ殆ド總テガ結核性ナ

【第17巻

リトスルハ不常デアルマイ。而シテ惨出性肋膜

炎ノ成立機輔二開シテモ諸家議論ハ匯。々デア

私ハ常大里内科最近14年間一訪レシ入院及外

来患者中、肋膜腔惨出液瀦溜前ノＸ線寫具テ

偶々撮リアリシモノ75例テ選ビテソノ既往歴、

家族歴、現在症及Ｘ線寫具ヲ･研究シテ惨出性肋

膜炎ノ殺生機輔ヲ･考察シ、ソノ成因的方面ヨリ

夫々分類シテ述べ｀タ(第１表)。

　　　　　　　

第

　　

１

　　

表

　　

１．比較的新鮮ナル初期墾化群‥‥‥‥‥８例

　　

２．肺門淋巴腺腫脹

　　　　

(Ａ)肺門陰杉噌大‥‥‥‥‥‥‥22例

　　　　

(Ｂ)肺門陰杉腫瘍壇大‥‥‥‥‥９例

　　

３．肺尖浸潤‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５例

　　

４．早期浸潤‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２例

　　

５．

　

血行播種性肺結核‥‥‥‥‥‥‥‥‥６例

　　

6．

　

腹膜炎

　　　　

(Ａ)蔓延性型‥‥‥‥‥‥‥‥‥５例

　　　　

(Ｂ)血行性型･､･‥‥‥‥‥‥‥‥３例

　　

７．肺タ臓器結核‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６例

　　

８．肺野二著愛ナキ例‥‥‥‥‥‥‥‥‥７例

　　

９．他ノ疾患(腸｢チフス｣、敗血症)‥‥‥２例

　　　　　　　

第二章

　

本

　

論

１．惨出性肋膜炎ノ殺生機輔トシテ先ヅ初期愛

化群ノ初感原殺竃が考ヘラレル。

私ノ精査セシ８例二於テハ何レモ初感原殺憲が

肺野二認メラレ、ソレガ次第ニPerifokal J炎

症ザ起シテ来テ、次イデ肋膜腔二惨出液瀦溜シ

来ツタ場合デアル。而シテコノ場合ハ何レモ経

過良好デ、８例中６例が軽快シ２例ハ尚治療中

デアル(第２表)。

２．

　

次二観察シ得タ例ハ最モ多キ場合ニシテソ

ノ観察症例ノ過半数ヲ･占ｊテヰル、郎チ75例中

31例が肺門琳巴腺結核ヨリ惨出性肋膜炎ヲ惹

起シテ来タ場合デアル。

Ｘ線所見デハ肺門部以外ノ肺野中ニハ何等認ノ'

得ベキ病撥ガナク、31例中11例ハ肺門淋巴腺

腫脹シ、且下肺菜基底部二向ケ彗星様陰影披散

アリ、10例ハ軍二肺門陰影軟ク披大シ、９例・ヽ

腫瘍状二軟ク増強シテ居タ。尚備後ノ鮎二於テ

ノヽ大二良好デ、治療中ノ２砂け除イテハ殆ド全
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第2表 比較的新鮮 ナル初 期攣化群(8例

氏 名 圏 午睡 歴麟 徽 版 咽x響 曜 格 滲出瀟 溜前x線服 陣 蹄

一 ♂

一 一

♀

22

18

-

20

「

生來健全 (一

(一)

一

13・5・26…

ピ ル ケ(一)IIl:1.5.26

マ ン ト_'_lI正13.7.11
・ 皿13 .7.19

13.7・16(滲 出 液 瀦 紹)

ピ ル ケ(一 ン

1

右 肺門陰影増大、下方等 星』

様機 敏、下肺葉初期 空洞形 治 療 中
成1

一

生來健全

一一一 一

12.12,151

ピ ル ケ(一1

マ ン トー(一)

13.1.9.

ピ ル ケ(一)

　一}

12・!2・151

皿13.1.9

皿13.1.31

(滲 出 液 瀦 鞠

「

右 肺門陰影増大、下肺葉 二
不鮮明 ナル感染竈

i

軽 快

1一

一♀一 生來健全 (一)
禰 市門陰繍 九 下方鯉 軽 快

112・4・22
1闇 轍 下 肺 葉 二初 感 染 竈

♂ 25 生来健全 (一)

一一 一 一一 　〔 一

1實:1回 右肺門陰影駄 下方彗星
皿11.4.5標 櫨 散 、 中 肺 葉 二初 感 染 竈

滲 出 液 潴 溜ノ

輕 快

一_一7一 一一

軽 快♀ 21 生來健全 (十)

一

(一)

ピ ル ケ(十)

112.6.7

H12.6.26

(滲 出 液 潴 溜'

左肺門陰影、腫瘍状増大、
上肺葉 二初感染竈

♂ 17

-

17

-

20

生來健全 ピ ル ケ(十)

113.8.29

H13.9.6

(滲 出 液 潴 溜 ノ

左肺門陰影、腫瘍状増大、
上肺葉 二初感染竈

一一

軽 快

♀ 生來健全 (十)
113.9.2

1【13.10.2

(滲 出 液 潴 溜)

一

方肺門陰影培大、下方彗 星
様 二祇散 、上肺葉初感染竈

輕 快

一 一一}一 　

軽 快

一

一 ♀ 生來健全 (・)

12.4.

ピ ル ケ(一)

マ ン トー(一)

13.7.

ピ ル ケ(+)

112.5.

皿13.4.16

皿13.7.2

(滲 出 液 潴 溜)

右肺門陰影塙大、上肺葉初
感染竈、横隔膜墾上 凹凸

第3表 肺門淋 巴腺腫脹(非 腫 瘍状)(22例)

氏 知 性 国 難 歴麟 結核性反酬x攣 幣最景㌔移 出灘 舗x線 所見 縛 飾

一 ♂ 24 生來健全 (一)

13.5.25

ピ ル ケ(±)

13.6.7

113.5

豆13.6

皿13.6

25

7

27
右肺門陰影増大、下肺葉二
彗星様陰影振散 軽 快

ピ ル ケ(十) (滲出液瀦溜)1

一 ♀ 36 201脚 氣 (一) ピ ル ケ 〔一)

113.4.28

∬13.5.24

皿13.6.7
同 上 軽 快

(滲出液潴溜)

23」 脚 氣

一 }一

一 ♂ 31 26」 肋 間 (十) ピ ル ケ(±, 112.5.4;同 上 軽 快
神経痛 ]『 一 ■ 一 一

111.8.13ii

; 19 18j脚 氣 (十) ピ ル ケ(±)
H11.10.51

皿11.11.26
同 上 軽 快

(滲出液潴溜) 1

113.5,101
∬13.

♂ 21 201脚 氣 (十 、ピ ル ケr十
、一

6・23i

皿13.7,21}同 上
1軽 快IIV13

.8.161

」 1(滲 出液 潴溜)1
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♀

舎

20

♀

♂

31

20

20

生來健全く一)

生來健全1(一)

ピ ル ケ(±)

ピ ル ケ(±)

生來鰍(ゴ ビ ノレ ケ(±)

生來健致 →1ピ ル ケ(一)

1滲雷魚 惣 購 鞍 下肺葉二
19.10.30

瀦 液撫12
112.8.21

皿12.10.6

右肺門陰影 」曾大、右 横隔膜
墾上

(右 肺 門 陰 影 増 大

18.9.231
「

同 上

働ω大

略

増影陰門

下

肺状癌腫

以

表4第

快

陵

'

輕

∂

輕
一

快

「

快

'

輕

'

輕

口工

保
工「」陣一 快i庫

中療治

快輕

快輕8

蹄廟見所線X前溜瀦液出滲-
影
日掃引眞一

大増
一

状癌腫影陰門肺右
U
18

蕊

-

・

●

溜13瀦

5

7」夜
上同-1圏iーー,1ーー

-
I
1
1

●

上同109陶9～

-

●

●

溜12瀦L仮

上同1一嗣ー-⊥臼̀

一
/

・

●

溜89瀦L夜

快上扇
26

一

上同

一

I

i

-

1,

」「

418,軌

上一同L」Iiーー

ー130301二

25・・●溜　

6肉
ゴ

9

遜

8 上同

l

I

I

1

8●
翫1

上同1一」,一28義軌1

嬰12

12

出滲-皿(
0σ

9σi⊥{⊥Tユπ皿

12

12

出滲1∬(

}88出港T」η皿一

3籔1

Q》

QソT⊥π皿

液131313出
.滲IH皿r

↓頻ルビ

)

「

)±十(一(ク…ケレーレノノピピ

↓ゲルビ

り頻ル圏

i

「

I
l

1 、一 ノ

(

」1

--

)

↑

↑

↓引致健來生一lI

)殊虚來生

)

郷
虚來生

に
ト

「b

し
」
17
「

一

合

↑ケルビ杢健楽生

Xi
一感反生核結

潔
晧
瀾歴往留

年
i

性
レ

名氏
1

全健來生

弱虚來生

弱虚來生

弱虚來生

健衆生

17

18

一

42

勝

一

五

五

p

20

21

舎

△

♂
}

♀

舎

舎

♂

♂

ゆ

一

一

一

[

第5表 血行播種性肺結核(6例1

氏 名 閏 年唾篠 麟 結灘 瑚X饗 膳 刻 滲出液醐 前x潮 見 陣 館

舎18生 水健全(一) ピ ル ケ++) 置1:1:2塗}全 肺野二微細ナ蝋 様陰影
.燧 出液搬Ll飾 棚 椚陰1闘犬

「

治 療 中
一 一 層,}

死 亡

一
一 一一

27生 來虚 枷 一)

一 一一 一

ピ ル ケ(一)
113・2・241

91同 上3.13.H

(滲 出 液 潴 溜)[

『 一一

合

一[}r　 1『

♂23幼 時 脚 氣1一)

一 一一 一
1一

㌔21生 來戯(+)

一 一一皿

一 一一 一

'

ピ ル ケ(一)

}7 -　
18.1.l

H8.3.7 1同 上1悪 化 退 院}(滲出液 潴
溜)

一 一

一一 一 一
19.8.2611

∬9.11.7 同 上

皿10・1・291

1滲 出 液 潴 溜)1

L時朗

5

一♀一58生 來 健 全/一)
[

1

ピ ル ケ(一) 113.6.23 心臓陰影左右 二披大 、雨肺
野 二粟粒大、斑黙陰 影撒布

中途退院
1一

♀i23 1生來虚弱ドー)
ピ ル ケ(±) 113.9.26 鷲 謬霧蝦 粗大肱 輪 療中
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部軽快シタ(第３及第４表)。

3．

　

肺尖浸潤(５例)及早期浸潤(２例)テ既ニＸ

線寫兵上二認へ間モナク惨出性肋膜炎ノオコ

シタ例ガアル。此ノ場合二於テモ惨出液ノ瀦溜

シ来タ側ノ肺門陰影が樗大シテヰルノブ各例二

於テ観察シ得タ､､此ノ事ハ果シテ肺尖浸潤及早

期浸潤ヨリ肋膜炎ラ起シタカ、或ハ同時二存ス

ル活動性肺門淋巴腺結核カラ来タモノカ、確定

シ得ナイ。備後ノ鮎二於テハ良好デ何レモ軽快

シタ(表略)。

4．

　

玖二肺野二一面二微細ナル播種性斑紋陰影

ブ'認八間モナク惨出性肋膜炎ゲ起シテ来タモ

ノデ、カヽル例ヲ･６例観察シ得タ。此ノ場合ニ

モ同様肺門陰影デ惨出液ノ溜ツテ来タ側ノ方が

噌強シテ居ルノヲ認メタ。而シテ６例中５伊け

デガ多我性漿液膜炎ノ型デ来タ(第５表)。

5．

　

次二腹膜炎ラ先ニオコシ、ソノ常時｡ハ胸部

Ｘ線所見上デハ肺野二何ラノ著受が認ノラレタ

場合モアリ、或ハ多少肺門陰影噌強ヲ･認ノ得ル

場合モアリ、或ハ横隔膜が秤口車土シテ居ルモ

ノヲ認ノタ､、ソノ中５例ハ横隔膜ヲ通シテ肋膜

腔二惨出液が瀦溜シ来ツタ様デアル。コノ場合

ハ除り不良デナク５例中２例が軽快、１例が

梢ｌ軽快、１例が治療中、１例ハ悪化シタ。他

ノ３例ハ前ノ(４)ノ場合二於テ述ベタ様二血行

性撒布性結核ニョル腹膜炎デ此ノ際肺野ニハ別

ニＸ線所見土粟粒陰影が見出サレナカツタガ、

多我性漿液膜炎ノ一部トシテ肋膜腔二惨出液瀦

溜シ来ツタモノトｊＳ７｀レル。コノ場合タ｀備後７｀

全部不良デ、２例ハ死亡、１例ハ悪化退院シタ

(表略)。

6．

　

叉肺二臓器結核ヲ起シテ居テ、ソノ経過中

隨伴性惨出性肋膜炎ヲ･起シテ来タモノ６例ア

リ。コノ場合ハ何レモ憬後ハ不良デアツタ(表

略)。

7．

　

肺野ニＸ線寫具所見上病竃不鮮明デ、間モ

リ。コレラノヽ何レモ弱陽性カ、或ハ陽性デアツ

4:93

タコトカラ、矢張り結核ト開係アツタ様二思。・ヽ

レル。コレラノ巾J Iノモ軽快シタ(表略)。

８．腸｢チデ勺ノ経過中及敗血症ノ経過中惨出

性肋膜炎ラ起シテ来タ例各１例アツタガ、腸｢チ

デス｣ノ場心ヽハ涙ニ１年前二肺尖｢カタル｣サ罹

患シ、敗血症ノ場合ノヽ10年前ヨリ関節｢ロ４マ

チスムハ｣ヲ･罹患セリ。コノ黙ヨリ何レモ既ニ

ホ占核感染ラ絹Sタモノヽ様ヽニjSハレノレ。コレラノ｀ヽ

｢チフス｣菌ヤ、敗血症ラオコス結核ノ菌が惨出

性肋膜炎ヲ･起ス原因トナルヨリ、寧ロコレシノ

菌が刺戟トナリ、惨出性肋膜炎テ起ス、誘因ト

ナルノデハナイカト思バレル。コノ場合モ憧後

ハ良好デ２例共二軽快シタ(表略)。

　　　　　　　

々ｊ･-iｙj－

　　

Ｚ，

　　　

ニＺゝ

　　　　　　　

栄二単

　

結

　

而

１．

　

富大里内科過去14年間一肋膜炎惨出液瀦

溜前ニＸ線撮影デ行ヒシモノ75例ヲ得テ、ソノ

90％以上ハ早期性結核二来ルモノニシテ、其ノ

大部分二於テノヽ新シキ初期唆化群、若クハ肺門

淋巴腺腫脹ヲ･澄明シ得タ。

２．

　

吾人が臨休的二普通二見ル惨出性肋膜炎ノ

大部分ハ、気管枝淋巴腺ノ結核ト密接ナル開係

づﾉy有スルモノデアル。而シテ此ノ種ノ肋膜炎ハ

慄後ハ良好デアル。

３．

　

晩期性肺結核二隨伴セル惨出性肋膜炎ノヽ75

例中、僅ニ４例二過ギズ(約６％)。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　

松田

　

道雄(西ノ京健相)

昭和13年度二京都府立西ノ京健康相談所デ溶

出性肋膜炎登生前２ヶ月以内二観察シ得タ例が

16例アツタ。

｢ツベ｀ルクリン｣皮膚感受性ヲ検スルコトガ出来

タ10例ノ中、４例ハ10-V陽性、４例ハ10一々

陽性、２例ハ10-5g陽性デアツタ。

｢レントゲン｣所見(約牛数シカ撮影シテナカツ

タ)デヘ後二液ノ瀦溜シタ側ノ肺門陰影腫大

が９例、ソノ側ノ横隔膜運動不全が１例、著受

ガナカツタモノガ４例、雨肺尖結核が２砂い'ツ

タ。赤血球沈降速度が促進シテヰルモノズヽ９例

デアツタ。
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討

　

論

　　　　　　　　　　　　　

比

　

賀

　

掃

　

部

惨出型肋膜炎ノ初期二於テ今ヤ惨出液が瀦溜セ

ントスル直前ソノ局所二毛髪像ノ如キ線ガソノ

Ｘ線寫真上一現レル。ソノ数日後約3－6日後

初ノテ液ハ噌加シテ臨林的二著明－ナル。

　

コ

　

ノ

時期ヨリ遅レテハヽコノ線ハ見出セナ八

　　

。

狗肺壇疸肺膿瘍等二於タソノ極ノテ初期郎チＸ

線的二尚宛化少ク、且ツ一般徴候ノ揃ハデル時

期二大抵軽度ノ惨出液ヲ･見出スノガ常デアル。

而シテ木病ノ進行ト共二間モナク惨出液ハ消失

スノレｏ

　　

３３ 「レントゲンバピール」ノ利用

志ｕま(乳設)
1910年ニKroneckerが初メテ「レントゲンパピ

一ル」ヲ用ヒテ以来，19n年ニハKatz、1923

年ニGardi、1924年ニKraft, Cramer、1926

年ニBardachzi, Eichelter、1932年ニHaeg-er,

Schmidt^ Cramer, Barnard, Schiitze, Bau-

mgartner, Hin、1933年ニハMuhlmann,

Bounefoy, Baummeister, Zintheo jｒ・，Win-

terseel等が各々意見ヲ述ベテ居リー≒尚特

二結核二開スノレ集團検診ノ肺臓診断二對スル

現像八一般「ブロマ４ド」現像法ニテョロシイノ

デス。

私ノ行ツタ胸部撮影法ニョリー・.ｚ、レバ、先人ノ

説ノ内デGardi等ノ云フ様二技術サヘ良ケレ

バ、一般寫具用ノ「グロマ４ド」ヲ用ヒテモ、「フ

・fルム」が不用ニナツタト迄八行カナイナレド゛、

「フイルム」ノ不足ラ補ツテ用ヒ得ルモノデアル

ト考へース。肺野二於タル結核其他ノ炎症ノ病

【第17巻

「レントゲンパピール」ノ利用斗

ニＣｌａｅssｅｎノＪパピール」テ用ヒテ潜在スル何

等カノ病受ヲ･登見スルノユハ大イユ役立ツガソ

ノ病愛ノ確カナ性質ヲ･知ルニハ他ノ方法二依ラ

ネバナラタト申シテ居リマス。叉1938年ノアメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
リカニ於ケル「レントゲンペーパー」委員會ノ報

告ニモ大儒同様ノ意見が登表サレテ居リマス。

サテ、只今ノ日木デハソノ適、不適ヲ論ズル時

デナク、「パピール」テ用ヒネバナラナイ場合ガ

アリ゛≒「パピール」モ我國デノ｀、本年二入ツ

テカラ製造モ本格的ニナツテ来-・シタガ、私ノ

試レ・シタ昨年９月頃ニハ手一人レル事が出来

－センデシタノデ、一般寫具用ノ臭素紙（「ブ1-･

マ･1ド｀」卜り月ヒテ、「レントゲンパピール」ノ代

用二常テ゛シタ。「ブロフ４ド」ハオリエント會
"

赴ノデリリアントグロ､s，シーヲ用ヒマシタ。

「ブロベ・・1ﾄﾞ゛」・ヽ感光度が相常鈍ク、露出時間モ

長ク、タｙニ管球ヲ･損スル恐レガ多４ノデ、必

要以上ノ露出時間ラ典ヘタタヘ策養指斂ヲ･土

豪トシテ露出時間犬決定致シテ居リマソ､。

私ノ試い・シタ撮影條件・ヽ次ノ表ノ通リデアリ

ーソヽが、色々ノ條件ニョリ宛り得ルノデフヽカラ、

今後モ研究テ要シース。

指　　撒
築養＿　僣重(gr)

　　　　四　㎜　ﾐゝWﾐｰ　-■=w=
指数〔身長(cmﾊﾞ〕

1.60 1.70 1.80 1.90 2.00 2.10　2.20 2.30

露出時間 秒 ０．９ 1.00 1.10 1.15 1.20 1.275　1.35 1.40

管球電謬

　一一　　　－　　　一

管球電流

「ミリアゾペア」 63.5 64.5　　　　　　　　　　　　　　　65.5

「ミリアソ４７」 90

距　　離 米 I Meter

竃ノ廣狭ノ程度八分リマス。叉不充分デハアリ

マフ、が其ノ性質等モ判讃出来ルト思ヒマス。但

シ精密ナル事ハ勿論「フリレム」ニ依ルベキデア

リマス。シカシ透視ヨリハ「ブロマイド」撮影｡ハ

肺結核ノ診断二役立ツ所が多イト云ヒ得マス。

要スルニ「ブロマイド」デモ熟練シタ技術部チ適

常ナ露出ト適常ナ現像チ以テスレバ、「フりレ

ム」ノ代用ニハナラヌガ補助ニハ充分役立ツモ
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ノデアリマス。叉経済的ナ鮎ヨリ見－スレバ「レ

ントゲンパIビール」。’･｀「フィルム」ノ1/2、「ブロ､フ

ィド」ダ｀「ブfルム」ノ1/６ノf直デアリマソ、ノデ、

今後盆々貨行セラレル集團検診二際シテ肺結核

診断ノ認ニ、ヨリ多ク「レントゲン」ラ利用ソ､ﾉﾚ

上カラモ、今後「フィルム」が容易二手二入ル様

ニナツテモ、安價ナ「ブロマ４ド」サソノ用途二

従ツテJ:目フ’゛゛｀キデノ｀ナイカト号ヘマハ。

嗇「レントゲンパピール」こツィテデアリマスガ

未グ充分ノ経験り持タナイノデ、精シイ事ハ申

サレーセタガ、大膿露出時間等ノ條件ハ「フィ

ルム」ト同様デ良イ様デアリマス。

「レシトデシフィルム」ト「レントゲンパピール」

ト「ブロマイド」トノズリ貨物こｰﾂ４テ比較シテ

ィタ｀゛キタイト､Ｓヒフス。

　

34．

　

擾氏37度ノ恒温器中ニテ測定セル

　　　　

赤血球沈降速度二就４テ

北里

　

董‾(姦康相談箭)

赤血球沈降速度ダヽ高温二於う｀ハ促進シ、低温ニ

ナルニ従ツテ遅延スル事ハ古クヨリ認メラレタ

ル所ニシテ。数年前ヨリ大病院ニテダヽ必ズ恒温

装置内ニテ測定フ､ル事トナリシガ嗇一般臨休家

ハ勿論、健康相談所等二於テモ室温二於ｆ測定

セルモノ鉛ガラス。恒温装置ヲ用フルモノニ於

テモ東北ノ熊谷内科其他囁氏30度ヲ用フルモ

ノアレ共、ウェスターグレンノ原法こ従ヒ播氏

　　　　　

一一
20度或ハ18度テ用フルモノ多シ。然ルニ夏期

二氷室ラ用ヒテ20度二下降セシムルニハ参期

二恒温装置ニョリ30良一高ムルー比シ装置二

多額ノ費用ザ要シ一般臨林家ニカヽル事テ望ム

ハ不可能ナリ。依ツテ高温ト低温ト赤沈反恵ヲ･

見ルニ何レガ優レタリヤ、叉温度ニヨノレ宛化ラ

表ニョリ補正シ得ルモノナリヤラ定ムル目的ヲ

以テ以下ノ如キ賓験ヲ行ヘリ。即チ布施健康相

談所外来患者ラ材料トシ、3．8χノ柏櫛酸「ソー

ダ」水溶液1cx:;、正中静脈血/ 4c.ay割合二混

合シ、３分シ、１分ノ｀ヽ孵卵器中ニテ37度テ、１分

・･ヽ熊谷式恒温装置中ニテ30度叉ハ20度ヲ、残り

495
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日

第１表

　

室温15°Ｃ以下(抜葦)

【第17巻

室O－5孵11以上
室←10孵16以上

室O－10孵16以上
室11―15孵21以上

室温孵卵器内共二男11粍、女16粍

以上ニジテ室温ノ方大ナノl/モノ
　　　　　差10粍以上

全患者数

男 女 男 女

男 女

賓撒 ％
標準
誤差

賓斂 ％
標準
誤差

賓敷 ％
標準
誤差

賓敷 ％ 標準
誤差

Ti　ﾘO 1 39.5 5.58 10　1　16.4 4.74 , 6 7.9　1　3.13 ８ 13.1 4.32 76 61

Ｔ。　　　７ｉ １ <1 ２ 37 17

T3 ２ １ ２ ｜ ２ 16 14

計 39 30.2 4.04 12 13.0 ! 3.51 ９ 6.9　1　2.23 12 13.0 3.51 129 92^

Pi ３ U ｜ １ ８ ５

P。 ５ ４

Ｔ十Ｐ ３ ２
ｙ

１ 1　15 ８

To 13 43.3 9.05 14 43.8 8.77 １ ３．１3.06 30 32

以上ノ計 55 32.0 3.56 1 27 20.3 3.49 9 5.2 1.69 14 10.5 2.71 172 133

G, ４　　４．２2.05 ６ ７．８2.73 １ １．０ 1.01　　3 ３．９　．　2.21　・　　９６77

Ｇ。 ３ ｌ ２ １　　４ ５

Ｎ ド ド　　！ ２ １　　５ ７

Ｈ １ ２ ４
｜

｜
｜

r･f
　1 13

Ｓ １ １
　　　　　　　　ｉ

「　　　　　　　１
２

合　計 64 22.5 2.63 34 j　14.3 2.27 12 ４．２1.13 26 10.9 2.03 1 284 237
曇

室.ハ室温 孵／ヽ孵卵器内 数字．･ヽ粍

第２表

　

室温1←25°Ｃ(抜葦)

　＊

　室O－5孵11以上

　室6―10孵16以上

-- -･k-W一一--〃iふ　i¶--　-=

　　　　　　男

＊

室O－10孵16以上

室11―15孵21以上

　　　女

－　　－　--　－　　　　　---　－

Tcm %　訂

　　　　　　汲_。

室温孵卵器内共二男11粍、女16粍

以上ニジテ室温ノ方大ナノ1/モノ
　　　　　差10粍以上

全患者敷

　　　　　　　　男

　　　　　　－　　　6　=-　=--　　･-

賓倣　μ　¦§;雪

　　　　　　　　女

-==ふ皿　=　　　－　　　　　　＝

J≫ %　器

男 女

賓撒 ％ 標準
誤差

Ｔ】 33 16.8 1 2.67 20　・　13.12.74 ３ １．５0.87 7 i　4.6 1　1.70’　169　　152

Ｔ。 ６ ｜ ３ ３ ） ｜
１

69 41

T3 １ ３ ２ 34 19

計 40 13.4 1.97 23 10.9 I 2.14 ９ ３．０0.99 1 14. ６．６1.73 299 212

Pi　　ｉ　６ ５ 28 23

P2 １ １ ２ 16 ８

Ｔ十Ｐ １ ３ １ １ 21 19

To 28 18.9 3.23 28 21.3 3.58 ３ ２．０1.15 ６ ４．８1.87 148 131

以上ノ計175 15.3 1.62 1　56 14.9 1.92∩3 ２．６0.72 22 ５．９1.22 491 1 374

Gi 13 ５．９1.59 21 11.1 2.32 １ ０．５0.48 １ ０．５0.52 1 219 184

G2 ３ ９ １ １ i　23 24こ

Ｎ １ １ ８ ８

Ｈ ５ 14 １ ２ 1　30 57

Ｓ ２
・

申
ｉ

９

合　計 96 12.4 1.19 103 15.7 1.42 j 16 ２．１0.51 27 j　4.1 0.77 771 656

゛室ハ室温 孵・ヽ孵卵器内 数字ハ粍
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第３表

　

室温26°Ｃ以上で抜葦）

＊
室O－5孵11以上

室←10孵16以上

〃-ﾐ　　　　-WW-.－　　－

　　　　　　男

＊
室O一一10孵16以上

室11―15孵21以上

　　　　女

W-〃i㎜I･　　　=-===　==W
mm %　器

室温孵卵器内共二男11粍、女16粍

以上ニシ'テ室温ノ方人ナノlノモノ
　　　　　差10粍以上

全患者数

男 女
印 女

¦貨倣 ％
標準

誤差
貨敷 。　ｉ標準

％　ｉ誤差
貨斂 ％

標準．　７７

誤差

T, 〃,T） 5.3 2.30 12 10.0 2.75 ６ ６．３2.49 ６ 　５
．
０

一一－－

2.00 95 119

T2　　1　2 ３ ６ ４ 肪　i　　　42

T3 ４ １ 2机　10

計　１　７ ４．４1.64 15 ８．８2.15 16 10.2 2.42 11 ６．４1.87 15L　171

Pi　，　１ 　　　　　　　１
ｉ　　　　ｉ １ 貼　13

P,， １
！

１ 12 13

Ｔ十Ｐ ｉ　卜 １ ６ 13

To ６ 7.2　1　2.S4　　15　　15.83.77 ３ ３．６2.0↓ １ １．０ 1.01 83 96

以上ノ計 15 5.8 i 1.45 1 30 バ0.2ぐ1.77 19 7.3 1.61 1柏　4.8 1.25 260 ‘　293

G, ７ ４．９　1.81１　８ 7.5　1　2.56 i　　t 143 1 106

G2
１ ２，　１　　１　４１　５

Ｎ ｊ　　　ｌ １　ド　３

Ｈ １１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-ﾐ

１　
１　　　　　１　　　　　，　　

１　　　　　１　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７　・　　　１６

Ｓ
｜ ｌ　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

｜　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　iW

合　計 23 5.4　1.01 39 ９．２べし10ﾚ19 4.5　i　1.00　　18‘　4.2　　0.95　　　↓25　　　125

室

室

一 一 一 一 一

T

i

一一

T

2

－.ﾐ一

Ｔ

3

p,

四
Ｐ。
-
Ｔ十Ｐ
-
To

以上ノ

と

Ｇ。

－

Ｎ

－

Ｈ

－

Ｓ

梼
室,ハ室温 孵ハ孵卵器内

第４表

O‐5孵11以上1室Ｏ

男

賞数

一
郎，
-
1ｙ

　

3
－
86

2

－

　

4
－
47

Il45

４

－
６

－

１

－
７

18.5

14.7

18

－
15

㎜

　

5

０

－
７

―

―

↓

‐

１

‐

‐

ｉ

-‥-一
標準

誤差

2.03

１。拓

２

－

１

㎜
１

38

－
20

㎜
04

y洵¦

F･-㎜･¦

　

匂

7

---

　

1

－
50

- － -

　

6

-一一-

57

-J皿･･･-･･

113

㎜

　

35

-

　

9

-

　

2

-

　

15

-

　

2

女

一一

％

-
12.

１

10.5

i‾‾

ぶ2

14
㎜

　

9

-－

．０

-

､１

　　

１
コニ

1バ=Ｏ

一 一 一 －

標準

誤差
-
1.79

1.58

２

－

１

㎜
１

73
－
23

倣字ハ粍

１年總計抜革｡

室温孵卵器門共二男11粍、女16粍

以上ニシテ室温ノ方大ナルモノ

　　　　　

差10粍以上

ﾔ糾
15
－
10
－
9

－
34

１

－

３

－

　

６

一

封

１

一 一

-
３

男

％

-
4.1

５．８

２

一 一

４

３

４
．

㎜

４

‐

；

１

一一･-
標準

誤差

-
1.03

0.97

０

０

9 3

← ■ ■ ■

6 7

㎜

2 9

一 一 一 一 一

ﾏ:ヱ陥

賞牡

　　

t

　

21 1

11

－
5

－
37

　

:l

-

　

3

--

　

8

-

50

㎜

　

↓
-

一
ａ

　

・
り
り

女

夕ぶ

6.3

▽

　

８
｛
。
１

ミ ー -

標準

誤差
-
1.33

1.23

む千而で
１。圭 0.54

－ 一 一

仝患剖

男

｛
’
１６Ｑ

リ

ｎ

７１

-

５８５

－皿－

　

↓1
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女

一一
刻2

100

-

　

43

.--J

175

㎜･●I

　

H

-

　

25

●一一一一

　

↓0

一一-一一

25り

Ｍ)0

㎜

　

I■-･

.八)1

－ － －

↓Ｉ
Ｉ

!8

－
86

一
口

923

45S

一 一 一 一

31

-一一一

打

一

引

一 一 一

８

--

１

必

室ハ室温 孵ノヽ孵卵器内 敬 ドハ粍



498 總會演説要

.・ヽＧヨリ多ク、誤差範園以上ノ差アリ、殊ニ、

女子ノリj子ヨリ多シ。

第５表ニう・ハ５粍列高間1ヽシテ１時間値lヽ2時

間値、１時間値卜３時間値、１時間値ト４時間

値及ビ30分値ト１時間値トノ相開係徴ヲ計算

シタルニ15度以下ノ室温ト37度トーテノ･ヽ37

度ノ方相開係放大ニシテ何レモ誤差範園以上ノ

差予示フ、。30度ト37度トニテハ１時間値ト２

時間値トノ聞係二於テハ差アレドモ他ハ誤差範

園内－アリ。サレドモ何レモ相開係散ノヽ37度

ノ方大－シテソノ差ノ合計ハ其ノ確率誤差ノ３

倍ヨリ大ナリ。 37度ト20度lヽ－テノ'ヽ何レモ37

度｡ハ20度ヨリ大－シテ１時間値ト２時間値及

ビ１時間値ト30分値トノ開係二於テダヽ略ｌ誤

差範圃以上ノ差尹示ソ、。而シテソノ差ノ介計ハ

其ノ確率誤差ノ３倍ヨリ大ナリ。

第６表二於テハ37度及ビ室温－テ24時間値卜

48時間値トノ差尹見タルニ６粍以上ノモノ37

度ニテハ92例中僅ニ12例、13.04ヤナルニ對

シ、室温ニテハ64例69．56％二シテソノ差

56．52％ハソノ差ノ標準誤差6.73ヘノ３倍以上

ナリ。

以ll第１表乃至第６表ノ結果ヲ綜合スルー、室

温ト37度トノ赤沈値ノズハ其ノ病勢、病類、

性別ニョリ良化シ一率二補正表ニョリ補正ノ､ル

能ハズ。一部－ハ低温ノ方却ツテ促進ソ、ルモノ

アリ。殊二室温ニテ測定スル際ソノ室温ヲ附記

シテ參二号トフ、ルモ、15度以下－テ測定セルモノ

粍

2仁ユ

　

＼

　　

時。

　　　

同値

11－

21
－
31
－
41

51
－
61

71

-

-

-

－－-

-

一

一 －

一 一

20

一一

30

一一

40

-

50

-

60

一一

70

”-■ら

80

粍

ヒj
日

２
以
下

-

１

－

１

－

３

－

４

C
Ｏ

ｉ
ｎ

-
１

１

－

６

－

３

【第17巻

　　　　　　　

第

　　

５

　　

表

Ａ

　

室温(15°Ｃ以下川ヽ37')CIヽノ相開係数ノ差

　　　　　　　　

女145例

相関係敷
相関係
斂ノ差

差ノ確
率誤差

37°C 室温

１時間値對２時間値 0.9728.0.9394 0.0334 0.0073

同上　對３時間値 0.95390.9029 0.0510 0.0121

同上　對４時間値 0.90850.8285 0.0800 0.0196

同上　對30分値 0.9824 0.9541 0.0283 0.0054

B

　

30°C Iヽ37°Ｃトノ相開係数ノ差

　　　　　　

男女285例

相関係数
相関係 差ノ確

率誤差

0.0051

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37°c　30゜c
l敷ノ差

〃---　　－
.-7--　－

　1時間値對２時間110.9735 0.9446 0.028り

同上　對３時間値 0.9375 0.91660.02090.0080

同上　對４時間値 0.8904 0.8826･0.0078 0 .0120
　　　　　　　　　　　　｜　　，

同上　對30分liti 0.9630,0.9613 0.0017 0.0042

　　　　

差ノ合計0.0593

　　　　

確率誤差ノ合計、/将況10

C

　

20°C Iヽ37°CIヽノ相開係徴ノ差

　　　　　

男女325例

相関係数
相関係

敏ノ差
差ノ確率誤差

377C 20°C

１時間値對２時間値0.9584 0.937810.0156iO.0056

同上　對３時間値0.91叫0.90叫0.0160 0 .0090

同上　對４時間lift0.9122 0.8982 0.014010.0096

同上　對30分lift 0.9275 0.9022 0.0253!0.0081

差ノひ計0.0709

確率誤差ノ合計、/刈泗0.0164

第６表

　

24時間値1ヽ48時間値1ヽノ差

　

9則列

Ｃ？
１

９
り

６
－
０

１

１

－

２

－

２

１

’

ｊ

　
　

’
‐
１

　

－

１

21

2 0

= - = - -

‐

－

ｌ

ｊ

－
Ｏ
一

１

　
　

’

　
　
　

一

一

　

１

　
　
　

　

Ｊ

　

　
　
　

ｊ

２
以
下

-

-

C
Ｏ
―
m

-

‘

―

―

ｊ

６
－

室

－

　

１

10

-

１

∩

21

　

1

　

1
30

-

　

1

㎜〃･
6

３

－
３

－
１

－
３

－
３

31

　

1

40

－■■

２

　

１

--･ -

41
1

50
一 一 －

２

- －

温

5
1
土
竺

１

－ 一 一

-

6
1
－
7
0

１

11

　

1

20

－

　

1

－
3

－
1

３

－
２

－
１

１
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81－ 90　1 10 1　1

91―100
一一
101―110

ni―120

　

1

121―130

131―140

一一

141―150

--

151―160

一一

　

計

･･■一=･･

　

====･=======･
標準誤非

ジIで

　　

ロ‾

　

._ｎ

　

９

-

　

５

-

　

７

６

－

６

－

２

54

３

－

１

－

１

‐

―

‐

―

80
－

－

Ｂ 女

　

1
-
26

２

－
１

-
９

１

１

-

-
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-

｜

１４

－

１６

－

　

８

一一

10

－

7

一 一

‐

－

３

－
２

－
２

－
２

－

３

ゴ
－７

「

　

1

－
92 15

１

－

２

　

１
一

一

　

２
-

　

２

２

－

３

－

２

争 -

ﾄ13］6
一一
28

　

！

１

－

１

－

２

－

１

－

１

｛
‘
－

１
ｉ

64

３

－

－

－

１

１

１

23，

　

3」

　

21

　　　　

69.56%

　　　　

4.797%

１ １

10

－

　

7

－
11

－
8

－
4

92
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均、４時間値ノ平均及ビ牛時間値二對スル１時

間値ノ平均ヲ求ノタルモノナリ。

先ヅ第７表ニョルニ各匹間ノ次ノ匹間トノ差ハ

赤沈値ノ噌加ソ､ルニ従ヒ減少シ、１時間値31粍

乃至70粍間ニテハ略１５粍二近キ差ラ示ス。

叉１時間値ト２時間値トノ差二於テハ同ジ匪間

二於テ男子ハ30粍、女子ノヽ31粍程度ノ差ヲ示

ス。印チ１時間値31粍乃至70粍程度ノ血液二

於テハ１時間ヨリ２時間二至ル１時間ニハソノ

赤沈ノ絹對値ノ如何二拘ラズ同程度ノ沈降値テ

示フ、。印チ１時間値テ以テ病勢ヲ･判断ノ､ルモ２

時間値二院ツテ判断スルモ其ノ結果ハ同一二シ

テ２時間値ハ軍ニ１時間値二一定倣テ加ヘタル

モノニ過ギズ。

第８表二於テハ１時間値21粍乃至60粍ノ匯間

二於テ各匹間ノ次ノ匹間トノ差ハ５粍二近ク、

ソノ１時間値ト３時間値トノ差ハ男子ハ41粍、

女子｡ハ44粍程度ナリ。印］チソノ匯間二於テハ

　　

第８表

　

１時間値ト３時間値トノ関係ぐ抜葦ﾉ

　　　　　　　　　

Ａ

　

男

　　　　

（数字ハ粍ﾉ

１時
間値

　３時

間疵

－　--(-12.8

標準

誤差

前ノ匹

間トノ

差

３匹開

平　均

１時間
値ト３

時間値
トノ差

３匹開

手　荊

21―25 0.94 ５．４7.30
-
5.76

4.96

39.Sレ↓0.2;ﾖ

26―30 69.5 1.19 ６．７ 41.5 41.OC

31―35 74.7 1.51 ５．２ 41.7 40.9（

36―40 -－　-
ｎ．１ 1.20 ３．０ 5.03 39.7 41.OC

41―45 84.6 1.33 ６．９ 4.60 41.6　i　40.6C

46―50 88.5 1.37 ３．９ 6.26 40.5 U.86

51―55 96.5 1.63 ８．０ 4｣.06 43・ヤ10.9;ﾐ

56―60 96.8 1.51- ０．３ 5.70 38.8 11.1(

　

12

　

13.04^ Iドｎ尚Ｔ

'､相常ノ病撥アルモ赤沈促進セザル例甚グ多ク

ソノ散泣ハ信頼テ置ク能ハズ。恒温装置ヲ用ヒ

テ定温ノ下ニ測定ﾌ､ル煩合ニモ低温(2O度附近)

ヨリモ37度ニテ湖定ス

１時１２時｀標準

同値　同値　誤差

前ノ匪

間1ヽノ

差

３匹開
平　均

１時間

値1ヽ2
時間値

1ヽノズ

３匪開
平　均

31－35 63.4 1.08 ６．８6.03 30.4 29.56

36―40 67.7 0.86 ４．３5.66 29.7 30.20

41―45 73.5 1.06 ５．８5.23 30.5 30.43

46―50 79.1 0.90 ５．６5.66 31.1 31.10

51―55 84.7 1.00 ５．６4.16 31.7 30.26

5←60 86.0 1.27 １．３ 5.00 28.0 30.26

61―65 94.1 1.37 ８．１4.20 31.1 29.80

66―70 98.3 1.14 ４．２5.20 30.3 30.00

(撒字ハ粍)

１時　２時

間値；同値
　　　ｌ

標準
誤差

前ノ匹
間卜
差

３匹開
平　均

１時間
値ト２
時間値

トノ差

３匹開
平　均

31-35 63.4 0.96 ４．２6.90 30.4 31.6(〕

3←40 71.2 0.94 ７．８5.56 33.2 32.16

41―45 75.9 0.97 ４．７5.96 32.9 33.13

46－50 81.3 1.03 ５．４4.53 33.3 32.66

51―55 84.8 0.98 ３．５4.90 31.8 32.56

56―60 90.6 1.16 ５．８5.10 32.6 32.66

61―65 96.6 1.29 ６．０4.76 33.6 32.63

卵－70 99.7 1.37 ３．１ 5.46 31.7 33.10
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Ｂ 女

總會演訊要旨

ぐ敬字ハ粍）

１時
間岨

３時
間値

標準

誤差

前ノ匹

間トノ

差

３匹開
平　均

１時間
値ト３
時間値

トノ差

３匪開
平　均

21―25 68.3

　－26―:30 75.1

81―35' 78.0

0.90 1 8･川8.60 45.3ﾚH.86

1.04 ６．８ 5.93 47.1 ご↓5.80

1.27 ２．９ 4.53

4.03

45.0 45.33

36" K) 81.9 1.20 ３．９ 43.9 44.36

41―45 87.2 1.2S ５．３ 剣93ﾚ14.2 44.30

46－50 92.8
1.49

一一一l.'.VZ

５．６4.73 斜.8 1↓.03

　－13.4351―55 96.1 3.3 4.40 43.1

こ42.456－60 100.-1 L5ド　４．３ 4.46 42 90

１時間ヨリ３時間二至ル２時間二赤沈値ノ大小

二拘ラズ略ｌ同一ノ沈降値ラ示フ､。

第９長二於テハ１時間値16粍乃至55粍ノ範圖

－テ各匯間ノペノ匯間トノ差ハ略い

１時間値ト４時間値トノ差ハ男子ハ46粍、女子

｡ハ49粍程度－シテ１時間ヨリ４時間二至ル３

時間ノ沈降値ハ赤沈値ノ大小二拘ラズ略ｌ一定

　　

第９表

　

１時間値ト４時間値トノ開係技]ぞ｡ﾉ

　　　　　　　　　

Ａ

　

男

　　　　　

ぐ脱字ハ粍ぐ

１時

間岨

４時

間砥
標準
誤差

前ノ匪

間トノ

差

３匹開

平　均

１時間

値1ヽ4

時間値

1ヽノ差

３匹間

早　均

16－20 65.0 0.89 ８．０8.56 .47.0 46.00

21―25 70.0 1.24 ５．０5.83 47.0 46.83

26―30 *74.5 1.43 ４．５4.83 46.ち 46.66

31―35

36―40

79.5 1.68 ５．０ 1..76 祁．５ 46.43

84.3 1.42 4.8 4.96 46.3 46.40

41―45 89.4 1.30 ５．１5.13 46.4 46.53

46―50 94.9 1.49 〃　〃∂.J） 5.30 46.9 47.16

51―55 101.2 1.33 5.3 3.53 お.2 46.03

Ｂ 女 駈 レハ粍

１時
間岨

４時
間岨

標準

誤差

前ノ匹

間1ヽノ

差

３匹開
平　均

１時間
匝ト４
時間値

jヽノ差

３匹開
平　均

16-20 68.4 0.84 ７,３

８．７

４ﾌﾞ7

9.10 50.4

r)i.i

－　　⇒

ぶ気8

一一49.6

50.86

21―25 77.1 1.15 6.90 52.76

26―30!　81.8 1.26 4.73 52.50

31－35 82.6 1.42 ０．８3.10 50.60

36―40i 86.1 1.24 ３．Ｍﾄﾞ4.33 4.8.4 IS.93

41―45 91.X 1.29

　　－1.53

5.1

5.1

　,↓.76
－
　4.70

48.8 48.70

46―50l 96 .9 48.9 48.40

51―55100.5 1.33 ３．６ 4.63 47.5 48.03

【第17巻

スＯ

次二第10表二於テ牛時間値36粍以上二至レバ

例数少キタ・･正確ニハ云ヒ難テレドモ、30分ヨ

リ１時間二至ル30分間ノ沈降値ハヤヽ一定ス

ルモノノ如シ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛

　　

第10表

　

30分値ト１時間値トノ関係（抜革）

　　　　　　　　　　

Ａ

　

男

　　　　

（数字､ハ粍）

30分組
１時

間組

標準

誤差

前ノ匹

間トノ

差

３匹開
平　均

30分値
ト１時
間値ト

ノ差

３匹開
平　均

36―40 75.8 1.44 ６．１7.30 37.8 38.70

41―45 83.6 1.95 ７．８6.63 40.6 40.00

拓－50 89.6 1.47 ６．０6.80 肘．６ 41.80

51一一55 96.2　i　2.20 ６．６4.60 43.2 41.36

56―60 97.3 2.11 １．２ 4.83 39.3 41.16

61－65 104.0 2.11 ６．７3.03 41.0 39.16

66―70¦105.2 1 2.35 １．２ 37.2

Ｂ 女 (敷字.・ヽ粍)

30分値
１時

間砥

標準

誤差

前ノ匹

間トノ

差　｀

３匹間

竿　均

30分流

ド1時
間値ト
ノ差

３匹開
平　均

3(i―40; 77.1
　　　｜

1.49　’　9.2　1　6.66　1　39.138.23

41一一45183.5 1.79 ６．４670 40.7　1　39.93

4.6－50 88.0 1.92 ４．５　１　4.4640.0 39.40

51一石5!90.5
－-

5r3―60･　96.7

4､J4 I 2.5 i 4 40 ’37.5 38.73

2.03 6.2 5.36 １38.7 39.06

61―65¦104.1 2.37 7.4　1　5.83　1　41.0 39.90

66－70108.0 6.23 3.（　　　40.0

以上ノ結果ヲ綜合シテ１時間以後二測ラレタル

数値ハ１時間値二一定数テ加ヘタルモノニ略ｌ

等シキリ以テ病勢ヅ判断フ、ルニハ１時間値或ノヽ

ソレ以前ノ数値ニテ差支ナク、30分値ニテモ相

常二割階上役立テドモソノ絹對値ノ小サキ篤、

噫化侈治ムニ不便ナリ。叉30分値ノ35粍テ超

過フ､ル例ハ少キヲ以テ大部分二於テハ未グ沈降

速度ノ安定セザル誤差多キ時期二観測フ、ルコト

トナルブごシｏ

次ニ１時間値ノ補正二用ヒラルヽKatz j平均

沈降値(中等値)、１時間値ヲａ２時間値ヲｂト

スル際ニ３でﾔﾘﾅﾙ式ハ第７表二於テ或匪間ト

次ノ匪間トノ差1o粍二近キ場合ニノミ補正値

トシテ役立テドモカヽル匪間ハ最初ノ数匯間
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ニ過ギズ、ソノ他ノ匹間ハ５粍叉。･ヽソレ以下ナ

ルヲ･以テコノ式ヲ用フフレノ｀ゝ寧口誤ヲ大一スルモ

ノＪ－シテ同式ノ脅案者タルKatz

　

ノ既二病勢

二一致セデルノ故テ以テ撤同セルニモ拘ラズ我

國二於テハ未グ使用フヽルモノ斟カラザルノ｀ゝ遺

憾ナリ。１時間値ノミーテ十分ナレド゛モ弼ヒテ

２時間値ヲ崖

値ザａ、２時間値ヲｂ、恒数ラｋトシテ８'十と‾ｋ

ノ如キ式テ用フル方寧口適常セリ。同様ニ１時

間値サａ、２時間値ヲ･ｂ、３時間値サｃ、４時

間値ｊｄ、５時間値ザｅ・‥・トシや恚(ａ十玲十

晋十t＋1ヽ十‥‥)ノ如キ式ヲ･以テ芸沈値
丿

表

ハス¦ハ盆々誤ザ丿大¦こ:ソ､ルモノト１フベ¦シ。

　　

追

　

加

皿nGjl勁
恒温装置使用二就テ注意スベキ私ノ経験ｦ一追加

致シマス。

1－2人ノ測定ノ場合ニハ問題デハアリマセン

ガ、10人分一度二立テル場合ニハ約10―15分

ノ時間テ要シマハｏコ

　

レノヘ１時間ノ観察ニハ1/6

－l/、ノ時間が所希恒温度外デアル。温度ト赤沈

トノ開係テ論ズル上ニコノ事賓ハコノヴマニ放

置フヽルコトハ出来ナイ。更二叉30で位二恒温

－シテ才・1タ小サナ装置ハ、サテ立テ終ヽソタ赤

沈豪ラ容レル場合ソノ装置ノ扉サ開クト急二外

気温二近ク低下シテ、赤沈豪収容後、所要温度

一一ナル迄ニハ更ニ10分間位テ要シマス。コレ

等ノ弊害テ除去シテ理想的二恒温装置チ使用ノ、

ルニハ、大キナ孵卵室ノ如キ恒温室デ行フ必要

ガアルトイ言｀ジフス。

　

35，

　

特殊乾燥法ニヨル結核患者血清ノ

　　　　

泡模様(装)ニ就テ

　　　　

大１東・(Ｕ昌)

散年前東大生化學教室ノ宮木璋先生拉ビニ只今

北支二活躍中ノ陸軍軍冊大尉稽垣克彦君ニョツ

テ次ノヤウナ事宵が見出サレタノデアリマス。

自］チ少量ノ血清ヲ｡「オブエクトグラ勺ノ上ニト

リ、コレ二一定温度ノ熱ヲ加ヘマスト血清ノ水

501

分が蒸登シラ泡が出爽ル際ニソノムカーヨツテ乾

燥シタ血清二或種ノ模様が残ルノデアリマス。

コノ模様ハ違ツタ種類ノ動物ノ血清ニョツテモ

廂違ガアリースシ、叉人ノ血清二於テモ健康者

ト病者トノ間ニハ異ツタ模様が現ハレテ来ルノ

デアリース。其ノ後コレノ理論的方面ノ研究ト

臨昧的方面ノ施用ト試ミテ參リマシタガ、私ハ

主トシテ臨休的方面ノ研究サ塘常シ、多倣ノ例

二就イテ検査ヲ行ヒソノ問賓験方法二色々ノ検

討ヲ加ヘテ、最近先ヅ一定ノ方法二到達致シマ

シタノデ、今同コノ方法二依リマシテ健康者70

例ト清瀬病院二入院セル結核患者280例、合計

350例二就テ検査シタ結果ヲ報告致シーi’ス。

1）模様ノ分類ト表シ与

コノ模様ハ結核患者ノ血清二特有ナモノデハア

リマセン。模様ハ倣量的二表スコトガ困難デア

リマスガ、肉眼的二乃至ハ「ルーペ」カ顕微鏡ノ

弱殲大デ見テ大膿コヽニ圖示シー､・シタヤ白二五

種類二分タル==1トガ出来-i・ス。第一八輪状ノ模

様デコレテ仮ニＡ（ａ）ト致シベ’へ次ノヽ菊ノ花

ノヤウナ模様デＢト致シマフヽ。コレーハ花辨ノ

ヤウナ切レ込ミガ短イモノカラ次第ニ長クナル

モノガアリマソヽが、コヽデハ切レ込そノ短４モ

ノヲｂ、長イモノテＢト表シテ置キマフヽ。次ハ

コノ菊目状ノ模様ノ周関二小サイ模様ガツ４テ

牡丹ノ花ノヤウナ模様トナツタモノデ、コレラ

Ｃトシマフ､。

　

コレモソノ多少ニョツテｃトＣト

ニ匯別シベ’シタ。次ニコノ牡丹状ノ模様が幾ツ

モ隣合ソテ出来タモノラｄトシ、コレガ標本ノ

全面二亙ツテアルモノテＤト致シ～’シタ。更二

進ムトコノ花模様ノ中心が不明瞭ニナツテ全儀

が脳ノ廻輯（Ｇyrｕs･ノヤウナゼトナツテシベ･ヒ

マスガ、コレラＥトシテ見マシタ､、ソシテＡト

Ｂノ模様ヲ呈スルモノハＡＢトシ、Ｂノ

ノ模様モ持ツテヰルモノハＢＣト･fフヤ

Ｌ
‐

　
　

７
／

夕

　
　

。
１

－Ｃ

ニ表

シマフヽト大剪ニツ乃至三ヽソノ記恍デ玉ノ,コトガ

出来マス。サりいレト敷量的ニハツキリ表フヽコ

トガ出来ナイデ明確デナイヤウユモ兄エ二´

　

7、

が，Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅノ間ニハ夫々移行が見ラレ
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－スノデ却ツテ複雑ナ病勢ヲ’現ハシテヰルトモ

考ヘラレルノデアリフス。

2）模様ト病勢トノ開係

健康者デハＡ乃至ＢデＡニ近イ模様が現ハレ、

患者デハ大膿病勢ニョツテ重症ニナル程Ｄ乃至

Ｅニ近イ模様が現ハレロス。印チ健康者70例

デノヽＡ叉ノヽＢ或ノヽＡＢノ模様テ現ハシタモノガ

63例デ90％デアリ、残りノ７例モＢｃ叉ハBC

デアツテ、Ｃ叉ハＤ，Ｅこ等が現ハレタモノハ１

例モナカツタノデアリーフ、。結核患者280例デ

ー・ヽ臨休的ノ所見トヨタ一致スルモノノヽ235例デ

約84％デアリマス。重症デノヽＣＤ或ハＤ、或ハ

ＤＥ等ノ模様ヲ･現ハシ、瀕死期－ハ大部分がＥ

ノミノ模様1ヽナルノデアリマフ､。倚経過ト模様

ノ爰化トノ開係ザ観察致シーi・シタ例デダヽ病芯が

籤大シ進行状態ニアツタトキハＤノ模様ヲ’呈シ

テ居ツタモノガ、病勢が停止シテ来タ際ニハBC

ノ模様ヲ現ノ｀スヤウこナツタモノガアリマス。

叉空洞テ有スル停止型ノ１例デハＢＣデアツタ

モノガ突然病乱Ｌ

ト、Ｅノ模様ヲ呈シタヤウナモノモアリマス。

3）標本作製ノ方法

【第17巻

登スル際二生ズル泡ノカエヨリ、泡ヲ中心トシ

テ同心圓ノ波が起り、コレト共二泡テ中心トｘ

ル放射状ノ波が起ル事賓等カラシテ、コノニツ

ノカガ模様ヲ･構成シ、コノ外二血清ノ粘柵度、

表面張力、乾燥時二於ケル血清内ノ分子ノ排列

等ガコレニ開シテ模様ノ細部ヲ決定スルモノト

考ヘラレルノデアリ゛ス。コレ等ニツイテハ更

二研究中デアリ、今後ノ機會二譲り度イト思ヒ

マ

　

フ

(標本拉ニソノ寫具ハ別二御覧テ願ヒース)

　

36．

　

肺結核ノ護病状態二就テノ考察

渡會

　

浩
岩本

　

毫岩本

　

栄九

　　

大
田中

　

隆寛(金子内科)

　　　　　　　　　　

矢動丸禰成

最近10年間二我が金子内科教室二肺結核症ノ

診断ノモトユ入院シタ患者1000名二就テ、患者

ノ訴ヘタトコロノ病歴ニョツテ登病ノ状態テ考

察シタ､、

第１表二於テ、患者ノ性別拉二年齢考察サ、第

２表二於テ、ほ淋的診階名拉二合併症ノ分類的

考察ヲ･、第３表二於テ、患者ノ輯蹄ノ二号察ヲ･行

ツタ。

空腹時二溶血ヲ起サナ４ヤウニ注意シヽ且水分

　　

登病状態ハ第４表（其1、2、3、4）ニ示ッヽが如ク、

ハ昆ジナイヤウ‘ニ゛乾燥滅菌シタ注射器デ採血

　　

高熱テ以テ殼病シ、後二肺結核症ヲ･登見サレル

シヽ一差夜放置後更二遠心沈澱シテ静カニ血清

　　

場合が最モ多々47.6が。徐カユ登病スノレモ

　

ノ

ラ分離シヽソフ血清７１滴列青潔ナ片「オプエ

　　

38．6％。其ノ他13．8％デアル。

クトグラ勺ノ上ニタラシヽﾆ1゛ニ市販７ 18mm　　高熱ヲ以テ良病スル場合ノ臨休的診断ハ、所謂

ノ圓形「デヴキグラ勺テ気泡ノ出来タヤウニ静

　

‘感冒トセラレテヰノレモノ最モ多ク、總散ノ30．8

カニ重jヽテ後約30分室温二放置シヽ採刈皿度テ

　　

％テ占ノ、肺炎、肋膜炎ノ診断テ受ケタモノ夫々

調節シテ置イタ乾燥器ノ中二入シテ雍氏110°前

　　

0．9χ、2．8ｙ。腸「チフス」ノ疑ヲオカレタモノ

後ノ熱ラ30分間加ヘテ標本ノ作製ラ終ルノデ

アリースガ、技術上相常ノ熟練テ要スルモノガ

アリ、コノ方法ニモ更二研究改良サルベキ黙ガ

アルトう咎ヘテ居リフソヽ。

4）理論的考察

何故二斯ノ如キ模様が生ズルカトイフコトニ就

テハ最近宮木、稽垣雨氏ノ名デ登表サレル筈デ

アリマフヽが、血清ノ上ニ「デッキグラフ、」ヲ重ネ

ズユ同様ナ方法刊

１。１⑤デアヽﾘ、高熱後喀血叉。･ヽ血痰ヲ見テ肺結

核ノ疑ヲオカレタモノ1．1％アツタ。直チュ肺

結核症ノ診断ラ下サレタモハハ１％デアツタ、、

次二徐々ニ音病セルモノデヘ一般白劈症状ニ

ョルモノ16％、胃腸症状ニョルモノ5．7％、他

ノ結核性疾患二績音叉ノ'ヽ併殺セルモノ6．8‰

他疾患ノ病後二乗タルモノ6．2％デアツタ。ソ

ノ他突然二喀血叉ハ血痰ヲ･以テ始ツタモノ９．０

Ｘ、過勢1．6％、産後1．6X、健康診断及ビ膿格
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検査ニョッテ脅見サレタモノ0．7％、胸部打撲

後0．6％、手淫過度0．1％トナッテヰル。

次二高熱剽

断サレタモノノ中ノ366例二就テ結核性肺疾患

トシテノ診断確定-i・デュ要シタ日敬ト憬後トノ

開係テ検シタガ、１ヶ月以内二肺疾患ノ診断ノ

確定シタモノハ、死亡率二於テモ、４例二於ケ

ル平均死亡率11．5％ニ比シ僅カユ5．67んデアリ

叉ソノ治癒卒モ平均治癒率ノ35≒ニ比シ、69.2

％ニ上ッテ居ル。とニ反シ、１ヶ月以上ヲ要シ

タモノハ、死亡率13.7%二達シ治癒率モ41.6

％ニ過ギナ毎

次二登病ヨリ常科入院ロデノ経過中二喀血叉ハ

血痰ヲ見タモノ176名二達シテヰルガ、憬後ト

ノ開係ハ、死亡率９％、治癒亭59．0Xデ、全蔵

卒二比シ経過ノヽ良好デアル。

以上ノ結果ラ見テ、所謂感冒及ビ喀血ノ問題ハ

特二注目二値ノ､ル、所謂感冒ノ状態が正二肺

結核ノ初甕状態乃至｡ハ「シューブ」ラ示シテ居ル

場合モ斟クナイト考ヘラレル。而モ早期診断従

ッテ早期治療ノ行ノヽレタ場合程保後ハ良好デア

ノレ。

喀血ノ場合モ之が木病ノ呉見ヲ早期二可能ナラ

シノ’ル限りニ於テ禄後良好デアル。

願ッテ現在二於テ結核ノ早期診断ノ目的ニハ

「レントゲン」検査ヴ初ｙlヽシテ、赤血球沈降反

座、凝固帯反庶、「ツペリレクリン」反庶等が行ハ

レテ居ルガ、賓際二常ッワー何レノ方法トシテ完゛

全ナモノハナク、殊二馥熱ヲ以テ始－ル場合ニ

パ

勺等ノ熱性疾患トノ鑑別ハ極ｊテ困難デアル。

我々ハ斯ル場合ノ結核ノ早期診断こ開シテ更二

研究ノ歩ヲ進ｙテ行キタ･fト思フ。（表略）

　

37．

　

1年半二亙ル外来肺結核患者二就テ

　　　　　

ノ統計的観察

回三回轟勾
余．’｀昭和12年７月以降１年牛ノ間二吾健康相

談所テ訪レタル肺結核患者４観察シ、次ｙ事項
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ニ就テ集計シタルトコロヲ報告-･､。

(１)来訪者ノ性別、年齢別、職業別、居住地別

ノ百分率。

ぐ２)来訪者ヲ全部｢レントゲン｣検査ヲ行ヒ、肺

結核患者ノ百分率。

(３)｢レントゲン｣所見ト喀痰中ノ結核菌ノ有無

別。

(匍病勢別lヽ赤沈値。

(５)来訪肺結核患者ノ主訴別。

(６)来訪肺結核患者ノ症候別。

(７)在宅肺結核患者ヲ指導保護こリレ現況。

　

38．空丿同ノ研究(績報川第2．第３報｡

　　　　

肺結核症ノ濠後二對スル空洞ノ意義

　　　　

址二空洞形成二開スル考察

田中七(靉％)
（Ｉ）禄後問題

昭和２年ヨリ12年二至ル涵11年間常大里内科

教宗二於テ保存セル全Ｘ寫其二就キ結核性空洞

ヲ･検索シ、得タル空洞所有患者ノ中入院患者テ

材料ト篤シ、退院セル者二於テハ其後ノ生死如

何、生活状態等二開シ文書ニョル照會ラ特シ詳

細ナル同答ラ求ノ、而シテ右返書二接シタル

146名ニ、入院中死亡シタル40名ノ患者丿や加

へ合計186名二就キ観察シタル主ナル結果八次

ノ如シ。

１）第１表ハ死亡室洞所有患者ノ死亡年斂別ニ

シテ、其ノ倣字二示フヽが如ク大牛ハ牛年以内二

死亡シタリ。

　　　

第１表

　

死亡空洞所有患者ノ死亡年敷

男、10y 女(41) 合計吋伴

回数 ％ 官倣 ％ 貨徴 ％

¨６ヶ月　頌4 52.4 23 56.0ヅ77頑3.4

６ヶ月－１年 27 26.2 ９ 21.9　　36i　25.0

１－２年゜ 11 10.6 ９ 21.9　，20 13.S

2 ― 3 ., ７ 6.7 ﾊﾞ7 ４．８

３－４、．１　３ ２．８ 則　２．０

4―5 ,.　　！ Ｏ（　）

５-６ 、，’１ ぐ　う １づ　）
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２）第２表ハ生存空洞所有者42名ノ年倣別ナ

リトス、自］年斂ノ増加ト共二生存者ハ減少ヲ来

シ、最モ長命ナルハ10年ノ１名ナリキ。

　　　　

第２表

　

生存空洞所有者年徴別

年　　撒 男 女 計

１－２年 11　；　　3 14

2 ― 3 .. ３ ３ ６

3 ―4 ,、 ６　　’　０ ６

４-５ ， ５　　１　　２ ７

５-６、， ２　　　　０ ２

6 ― 7 ., ４　　＝　　０ ４

7 ― 8 ., ２ ０ ２

8 ― 9 ,, ０　１　０ ０

9 －10,. １　　　　０ １

計 34　　　　　　　8 42

３ｊ以上ノ結果ヲ･總括シタルモノ｡ハ第３表ナ

リ、印全M186名中、死亡144名こーシテ77．4％

ナル死亡率丿示シ、而シテ此ノ調査ハ６年以後

ナリトフヽ。叉生存42名二就キ嗇其ノ生活状態ヲ

調査／､ルニ、現在健康人、或ハ殆ド之ト同様ナ

ル生活ヲ･管ミ得ル者29名ニシテ全膿ノ15．5ガ

ユ常り、反之、生存フ、ルモ同病－テ臥林シ、全

ク発作不能ナル者13名ニシテ6．9％ニ常ル。

　　　　　　　

第

　　

３

　　

表

賓徴
(186)

％

死亡 1剥ﾚ11 A?o

生存 42 22.5％
努作可能　29(15.5ぢ)

　　rj　　　　　　●'a･-　･･- i〃壽●
発作不能　13 6.9が)

（Ｕ

　

空洞形成

同一患者ニテ連績撮影シタル２襲以上ノＸ線寫

具ヲ追究シ、最初空洞登兄セラレズ後二空洞出

現セル行100例テ得、是等Ｘ線所見ヨリ次ノ４

種群二匹別ソ、。

１）第１空洞患者群

　

入院時憚燭ナル湯性肋膜

炎或ハ肺浸潤ト合併シタル所見テ示レ入院中肋

膜瀦溜液吸収セラルルモ空洞出現セル者－シテ

６例。

幻第２空洞患者群

　

室洞が早期浸潤卜思^^ )レ

ルモノヨリ特生シタル者ニシテ15例。

３）第３空洞患者群

　

最初空洞存在スノレモ亦新

【第17巻

ラシキ他ノ空洞サ後一澄明シタル者ニシテ９

例。

(４)第４空洞患者群

　

以上何レニモ屡セズ、畢

グベキ特徴ナキ者ニシテ普通ノ慢性肺結核ト云

フ可キ者70例。

　　　　　　　　

空洞形成期間

以上ノ分類二依り空洞ノ形成期間ヲ調査スルニ

患者が白受症テ訴ヘテョリ空洞騒見二至ル迄ノ

期間ラ６ヶ月以内、６ヶ月－１年、１年－１年

牛、１年生－２年、2－3，年、３年以上ト匯別

シ夫々症例テ配列セル結果ハ第４表ノ如シ、印

６ヶ月以内ノモノ61％ラ占ノ漑ネ期間ノ噌加

ト共二其ノ症例ノ減少ヲ見タリ。

　　　　　　

第４表

　

空洞ノ形成期間

｀へ､芒洞分類

形成期兪ぺ、
第１群 第II群 第Ⅲ群 第IV群 合計

-゛６ヶ月　ｉ　４ 11　1　　6 40　1　61

６ヶ月－１年 ２ ４　・　１ 12　1　19

１－１年中 ，　２ 8，　10

１年中－２年 ｌ　　　ｉ　４． ４

2 ― 3 ,, ２　１　２

３年以上
「 ４　　　４

合　　計 ６ 15　　　9 70　100

　　　　　

各症例分類二於ケル観察

第１空洞患者群

空洞形成期間八一般二頗ル迅速ナルモノ斟ナ

ク、２例二於デノミ３ヶ月以内ノモノヲ･認ムル

モ是等ハ何レモ赤沈價ノ促進スルラ見ル。木症

例群ノ膿温ハ肋膜炎ノ合併アル篤一般二高ク、

反之喀血ハ１例モ認ノ･ザリキ。

第２空洞患者群

コノ種ノ空洞群ダヽ早期二空洞形成セラレタリ。

然レ共全例ヲ迪ジテ特二迅速ナル経過ヲトリ空

洞形成二至りシモノ紗ナシ､。叉｢ツ｣反施ノヽ１例

ヲ･除ク外ハ何レモ多少共存在シ、一般二弱陽性

ヲ示シタリ。喀痰中結核菌ハ15例中２例ず除

ク外ハ全部陰性ナリキ。

第３空洞患者群

空洞形成期間^＼ ―定ノ成績ナシ。此ノ症例群二

於テ空洞轄移二就キ観察スレバ、
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(１)同側二輯移ヲ来セル場合

　　　　

左側

　

２例

　　　

右側

　

３例

　

(２)反對側二轄移テ来セル場合

　　　　

(イ)右側ヨリ左側へ

　

４例

　　　　

(ロ)左側ヨリ右側へ

　

１例

　

(３)雨側二韓移テ来セル場合

　

４例

第４空洞患者群

此ノ症例群二於テ・ヽ種たナル事項ヲ調査セルモ

特二注目二價ス可キフトハ人工太陽燈療法施行

中空洞テ生ジタル６例テ得タル事ニシテ、是等

二就キ臨休所見、Ｘ線所見サ入念二追究シタル

ニ６例何レモ臨休所見良好トナリ、叉Ｘ線所見

二於テハ病竃ノ縮小、硬化テ認メ、頗ル満足ス

可キ全テノ所見ヲ得タルニ何レモ空洞ヲ生ジ、

而モ６例中５例－デハ人工太陽燈使用セリ、1

―1.5ヶ月後二出現シタルヲ見レバ、室洞形成

ト人工九陽燈照射トハ密接ナル開係アルモノー

シテ、此鮎興味深キモノトシ之ヲ辞表シタル所

以ナリ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

高

　

田

　

叫

　

安

只今ノ御報告テ興味テ以テ舞聴シーシタ。御報

告二由リースレバ肺空洞テ有一丿レ患者ハ牛年以

内二牛数死シ、２年以内ニ４分ノ３死スルハ賓

二悲ムベキ事賓デアリーノ､。何トカシテ之ヲ･救

フノ方法ガアラネバナリーセン。人工気胸療法

及胸廓成形術ダヽ最モ梧用スベキ方法デアリース

レド、之ヲ行ヒ難ク或ハ之子行フーこ1トノ不可能

ナル場合が多カアリース。其ノ場合二私ハ空洞

注射療法尹行ツテ居リー・ス、郎チ３％｢-・－クロ

クローム｣水３％ノモノヲ牛乃至2．5托３分ノ

１粍宛注射針ヲ･以テ注射シ、既二多敷ノ賓験ラ

重ネテ居リースガ空洞が縮小シ、肺葉全膿が縮

小シ、｢ラヅセル｣が減少乃至消失シタノガ少ナ

カラズアリフシタ。

　

39．

　

肺結核患者二於ケル喀血死

河端

　

明大

　　

阪
西村

　

隆行(刀根山病院)

肺結核患者ノ喀血死二開シテ､ハ簒二鈴木氏、古
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山氏ノ統計的観察ガアリース。

私達ハ大阪刀根山病院二於テ昭和８年以来６ヶ

年間ニ95例ノ喀血死ラ経験シー・シタ、、

ソノ頻度ハ同期間ノ全治療患者敬二對シf 1。52

％デ、祚戸及ビ東京療養所二於ｔル成績ノ中間

二位シ、之ラ欧米二於ケル:モノト比較スレバ甚

シク高卒デアリマス。

全死亡者数二對シテハ33．6％デ、古山氏ノ屯田

療養所二於ケルモノト相一致シヴス。喀血患者

總延斂二對ソヽル割合ハ1．76％デアリーi'ス。

次二患者ノ男女別ニョル頻度テ見－スト、治療

患者及ビ死亡者二對スル割合ハ何レモ男子二於

テ大デアリースガ、喀血者二對フヽル喀血死ノ頻

度ハ女子ハ男子二比較シテ甚シク高率デアリマ

スｏ

コノ事賓｡ハ鈴木、古山雨氏ノ成祐二就テモ認ノ･

ルコトガ出来マシテ、一般二女子ノリ

喀血が斟イトセラレテヰマスガ、ソノ女子ノ喀

血者ヨリハ男子ノ約４倍ノ喀血死が殺生シテ居

マスＯ

患者ノ年齢別カラ見-・スト、男女共20歳代二

於テ最モ多ク、之サ全治療患者ノ年齢分布lヽ比

較シテモ矢張り高率デアリース。

喀血死亡者ノ常時ノ病状ダヽ、廣汎ナル病竃ヲ有

シ、且宿悪進行中ノモノガ大多数デアリマスガ、

95例中22例、卸チ喀血死亡者ノ23％ニ於テ、

軽快乃至停止性ノモノノアルコトハ注目スベキ

事賓デアリマス。

更ニソノ約牛数(45％)ニ空洞ノ存在ヲ澄明シー

スガ、之ラ訣如スルモノモアリ、病型二於テハ

増殖乃至硬化型ノモノガ惨出型ノモノト相牛シ

テヰマス。

喀血死亡者ノ登病ヨリ死亡二至ル期間ラ見－人

ルニ、過牛数が登病後２年以内二死亡セルモノ

デアリ、且１年未満ノモノガ最モ多数デアリー

ス。然シ乍ラ今之テ腹、脳膜炎ヲ除イタ一般肺

結核死亡者ノ罹病期間ト比較シテ見べ’フ、ト、喀

血死亡者ノ病齢ノヽ全膿トシテ必ズシモ一般肺結

核死亡者ヨリモ短命二非ズシテ、寧口梢ｔ慢性
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ニ経過セルモノガ多ク、斯ルモノニ卒然トシテ

襲来セル悲劇的大團圓ト柵スベキデアリマセ

ウ。

ソノ喀血量ダヽ大多倣甚グ大量デアツテ、且１時

間以内二死亡シ、殊ニソノ過牛数ハ喀血剖]時乃

至10分以内二絶命シテヰー・フヽ。然シ乍ラ叉喀血

量ハ少量デアルニ拘ラズ、10分以内二死亡シタ

モノガ５例アル。

次二甚グ興味アルコトダヽ喀血ノ既往ト喀血死ト

ノ開係デアリベ’シテ、喀血死亡者ノ61％ハ喀血

ノ未経験者若クハ経験浅キモノデアリ、喀血常

習者ノ如キモノ｡ハ反ツテ比較的少斂デアルコト

テアル。

是ハモトヨリ雨者ノ場合、肺出血ヲ来ソ、局所ノ

病受ノ相違ニモ原因スルデアラウガ、叉喀血時

二處スル患者ノ精紳的素養如何が或程度喀血死

ノ登生二開係ラ有スルコトテ示スモノト考ヘラ

レノレＱ

第８表二致死的喀血殺生ノ時刻ヲ･掲グ）シタ

ガ、占間ヨリモ夜間二於テ頻同デアリベ・ス。殊

二午前中｡ハ最モ斟ク、午後ヨリタ方二至り増加

シ、深夜二於テモ相常斂ノ碓生ヲ示スコト､八一

般喀血ノ場合ト同様デアリース。唯私達ノ場合

例外1ヽシテ、正午カラ午後１時迄ノ間二最モ多

数ノ喀血死ヲ’稜生シテヰヴス。

恵二最近４ヶ年間ノ喀血死ノ殺生ヲ･季節ニョリ

配列スルト、夏ヨリ秋ニカケテ最モ多ク、冬期

二入り急二減ジテヰル。

一般ノ喀血ハ春ヨリ夏二多ク、秋カラユ參へ徐。々

ニ減少シテヰル。各月別ノ殺生命ヨリ見テモ、

雨者ノ間二必ズシモ一致ヲ示サズ、喀血死ハ４

月、８月、11月二多数二昇ツテヰル。

次二暦日トノ開係ヲ調ベルト、喀血死が屡々倣

日中二相連鎖シ、若クハ同日中二相重ネテ殺生

スルコトヲ見ルノデアリマス。

然シ乍ラコレハソノ日ノ喀血者卒ト必ズシモ常

二相一致シテヰマセン。

今喀血死ノ肢生二對スル気象的影響二就テ、昭

和12年５月ヨリ１年７ヶ月間病院二於テ測定

【第17巻

シタ。気温、気歴、気漁ノ受動ト相對照シチ見

ルト、温度ト､・ヽ諦り開係ナク、気歴及ビ温度ノ

受化ニョル影響ハ可成り著明デアルコトラ知リ

マシタ。、

ソノ一部プ圖示シロスト、卸チ、主トシテ持績

セル高気陽が低気陽二受動セントソ､ル時、

　

ソノ

常日乃至ハ数日中二相接シテ喀血死ラ生ジ、叉

時ニハ反對二低気歴ヨリ高気歴二上昇スル時ニ

モソノ冊生ヲ認メマス。

叉是等気歴ノ受動ト同時ニ、若クベ

エ温度ノ極ノテ激シイ愛化ノアル場合ニモ喀血

死テ来スコトラ知リマシタ､、

コノ際一般喀血者孝二對リレ是等気象的因子ニ

ョル影響ノヽ前者二於ケル程明瞭デハアリマセン

デシタ。

卸チ喀血死ノ登現像防二對シテハ叉気象的分化

ノ観察が有カナル參考トナルモノト考ヘラレマ

スｏ

　　

討

　

論

比

　

賀

　

掃

　

部

喀血死ノ原因が窒息ニアリトスレバ、ソノ死膿

ハ窒息死ノ特徴タル、失禁若ク刈兌糞セルヤ否

ヤ？自分ノ経験二於テノヽ大抵雨方共澄明シ且ツ

死膿ダヽ死後直後程直状テ呈ス。

窒息ラ防ガンニノ峨沁ヽ剤モサルコト乍ラ膿位ノ

受換ヲ行ヒ凡ユル方法ヲ講ジテ気管枝内二空気

　

ノ入り易キ様ニフ、。爵位ノヽ経験上坐セシムルヲ

　

可トス。

　　

答紺（１）

　　　　　　　　　　　　　

河

　

端

　　

明

喀血死ノ内容ニハ種々ナルモノヲ含ンデ居ツ

テ、ソノ全部が窒息死デアルトノヽ云ヘナイト考

ヘマスｏ 大量ノ喀血後10分ニシテ死亡シタ１

例ラ剖検シマシタガ、気道、気管ノ何レニモ特

ニ【皿液ノ塞ツタ場所ヲ･登見セズ、上葉ノ大ナル

沈荊性ノ空洞底二露出シタ比較的太イ血管ノ喉

開シテヰルモノガアリ、肺臓ノー部二梢ｌ廣汎

ナル出血性硬塞像ヲ認ノ･タモノガアリマシタ。

恐ラク失血死ト考ヘラレマス。喀血死亡者ニテ
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特二腕糞シテヰルモノヲ･見マセン'デシタ。、

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　　　

楢林兵三郎

喀血死ハ欧米文献上二見ラルルモノヨリ本邦二

於テハ多敬二有ス。

其ノ死ノ原因ザ余ハ窒息死及ビ軽度ノ窒息状態

二因スル心衰弱二由ルモノト信ズ。之レ余が従

来危急ラ救ヒ得タル賓績二徴シ明カナリ。

喀血窒息死ノ救急、療法トシテハ強心剤雄二患

者頭位垂下、嬰見窒息救急療法ト同ジ方法ラ適

用スルヲ･最モ良シトナヴ､。

世上喀血死ヲ･熟睡中ノ喀血二因ルト梧フ、ノレノ｀ゝ喀

血死ノ現状ヲ賓硯セザルモノト鶏断ナリ。

　　

答辨(２)

所謂喀血窒息死二常リーヽ’シテハ瞳孔ノ散大セデ

ル限り叉窒息ノ恐レアル･トキハ先ヅ大量ノ強心

剤ラ爽へ極力心臓ザ鼓舞シ、槙イテ人工呼吸雄

二種々血液喀出ノ手段チ講ジ、私達ノ病院デモ

楢林博士ノ提唱セラレル方法二従ヒヤツテヰー

ス。

１例大量喀血シテ窒息セントシーシタガ種カ手

常ノ結果、約20cm一及ブ気管枝躊型ノ血液凝

固物テ喀出シ一旦蘇生セシｙ－シタガ、間モナ

ク襲来シタ２同目ノ中量喀血シテ印死シタモノ

ガアリマシタ。

　

40．

　

肺結核ノ病型分類ニヨル合併症ノ

　　　　

観察

回・一(鸚剥諮)
肺結核ノ臨休的分類法ヲ･總覧スルト、分類ノ目

的ト之ヲ使用フ､ル場合ノ條件トーヨツテ２個ノ

行キ方ガアル。其一八其目的ラ専ラ賓用的方面

二置キ、誰デモガ容易二用ヒ得ルト言フ條件尹

満ス分類法デアリ、其ニハ其目的テ結核ノ経過

ノ研究二置キ、一般ノ使用可能性二重黙ラ置カ

ズ、時ニハ或程度ノ仮説ヤ醤師ノ主観ノ介在サ

許容スル分類法デア～。

余ハ１昨年及昨年度本會二於テ前者二屡スルー

分類法ラ提案シタガ、今同。・ヽ後者ノ行キ方ニヨ

り現在余等ノ療養所ノ患者ヲ観察シテ居ル一病
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型分類法ヲ呈示シ、特二之ニョル合併症検討ノ

成績二就テ述ベタイト思フ。

本分類ハ其基本ザ大膿レデケルノ分類ヨリ選-

ビ、近代諸家ノ意見ｦ一考慮シ、余白身ノ経験ニ

ョリ取捨セルモノデアリ、結核ノ登生及逐展一

基ク病型分類デアツテ、其項目・ヽ次ノ通リデア

ノレｏ

ｌ．

２

初感染肺結核

　

活動性初感染肺結核

　

非活動性初感染肺結核

気管枝淋巴腺結核及之ヨリ其周園へ摘ガレ

ルモノ

　　　

気管枝淋巴腺結核

　　　

梢獲性肺門浸潤

　　　

(禎硬性浸潤後泣)肺門硬髪

　　　

肺内肺門結核

3．

　

肺内血行性撒布ヲ･経過セルモノ

　　　

血行性散在性肺結核

　　　　

血行性散在性非融合性肺結核

　　　　

血行性散在性融台ヽ性肺結核

　　　

血行性播種性肺結核

　　　　

血行性播種性非融合性肺結核

　　　　

血行性播種性融合性肺結核

　　　

急性粟粒結核

４．

　

浸潤性肺結核

　　　

附、所謂早期浸潤

５．

　

結核性肋膜炎

　　　

惨出性肋膜炎

　　　

肋膜炎後遺癒著性

6．

　

費生様式不明肺結核

以上ノ分類各項目二對フ、ル説明八時間ノ開係デ

後日費表ノ原著ニユヅル。唯特二説明シテ置カ

ネバナラタノノヽ浸潤性結核ト言フ項目デアル。

之ハ血行性撒布型二對照シタ意味デアツテ、明

カナル血行性撒布病竃ヲ澄明セズユ肺内二生ジ

タ限局性病竃及ビ之ヨリ直接周関へ、或ハ気管

枝性二攘大セル病型ヲ意味フ､ル。此者ノ出費鮎

トシｆハ前述ノ初感染竃、肺内肺門結核ノ再燃、

血行性デハアルガ撒布性ノ像ラ呈シナイ病竃及
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之が一旦陳久性ニナツタモノノ再燃、或ハ外因

性再殺感染病竃等が考ヘラレル。此細分類ハ結

核ノ殺生及逐展ノ研究ノ内デ最モ興味深イ分野

デアルガ、余ノ材料デペ

ノデ遺憾ナガラ一項目二包含セシノタノデア

余ハ療養所ノ醤師トシテ診断可能ナル範園二於

テ本分類テ作り、過去約12年間ノ宇多野療養所

入所患者ノ内ヨリ諸種ノ検査不可能ナリシ者及

事故退所者テ除イタ1842名ニアテノリテ見タ

ノデアル。其結果本分類法二余ノ前提案ノ分類

ノ考ヘテ加味スル事ニョリ憬後決定二興味アル

成績ヲ得タノデアルガ、之ニハ今刈燭レズ､入所

時及夫l／以後ノ合併症併殺ﾉ有無二就テ述ベル。

蓋シ肺結核ノ憬後が如何二合併症二左右サレル

カト言フ事ハ既二周知ノ事デアリ、肺結核ノ如

何ナル病型二如何ナル合併症テ件フカラ知ルハ

臨休家ニトツテ相常興味深イ事デアルカラデア

統計ノ結果テ總括スルト、殺生様式不明肺結核

テ除クト、一般二血行性二殺生フ､ル合併症ハ初

感染肺結核、気管枝淋巴腺結核及之ヨリ其周園

へ籤ガレル病型、肺内血行性撒布型及ビ肋膜炎

二併殺シ、浸潤性肺結核ニハ併殺シテ居ナイ。

此結果ハランケヤヒユーブｉ，シューンノ説ノ或部

分ヲ裏書スルモノデアル。此所二特異ナル結果

ヲ･見タノ､ハ喉頭結核デアツテ、總テノ例が他ノ

血行性合併症ザ件フ病型二併殺シ、浸潤性肺結

核140例殊二死亡例53例中ニ１例モ見出シ得

ナ･1ノデアル。浸潤性肺結核二併殺セル合併症

トシテズヽ掲り腸結核アルノミデアル。余ノヽ此結

果ノミlヨリ喉頭結核ハ血行性二殺生スルモノナ

リト結論スルモノデダヽナイガ、従来気道性及ビ

血行性二説ノアル木症ノ殺生論ノ解決二無覗シ

得ナイ事賓ト考ヘルモノデアル。

最後二断ツテ置カネバナラナイ事ダヽ木統計ノヽＸ

線寫具像及ビ｢カルテ｣ニヨノレ成績デアツテ、合

併症lヽシテノヽ常時臨休的二著明ナリシモノノミ

ヲ'取上ゲタタヘ併殺ノ賞際ノ頻度ハ此数値ヨ

【第17巻

リ大ナル事1ヽ思フガ、各合併症ノ頻度ノ相對的

開係ハ之ニョツテ窺ヒ得ルト思フ、、恂浸潤性肺

結核ノ例数ノ少イノヘ此型ノ甚シク進行披大

セルモノ｡ハ殆ンド總テ殺生様式不明肺結核二容

レデルザ得ナカツタガ篤デアラウト思フ。

　　　　

IV.

　

病態生化學及ビ病態生理

　

41．肺結核患者ノ血液瓦斯含有量

山内皿(裏書鴛)
肺結核患者ノ血液瓦斯含有量測定。･ヽ従来主トシ

テ静脈血乃至肺胞空気ヲ･以テセラレ、直接動脈

血ラ以テセル研究ハ極ノ･テ稀デアル。其所以ハ

人筒二於ケル動脈血ノ探取が難溢且ツ危瞼ニシ

テ容易二行ハレ難イ意味デ有ルカラデアル。

演者ハ京都帝大生則學教室ニテ正路教授指導ノ

下二斎藤博士ノ考案セル微量血液瓦斯測定器テ

使用シ肺結核患者動脈血ノ瓦斯分析テナス機會

ヲ･得タ。上述斎藤博士ノ微量血液瓦斯測定器ハ

O.lcc. j血液ヲ･以テ其中二含有セラルル酸素及

ビ炭酸瓦斯ノ容量ヲ精密二測定シ得ル者デアツ

テ、此際測定二使用スル動脈血トシテハ加温セ

ル耳柔ヨリ採取セル毛細管血液テ以テスル。

演者ハ上述ノ装置及方法ニョリ肺結核患者動脈

血ノ瓦斯含有量ラ測定シ、叉人工気胸療法時及

ビ｢ヒスタミン｣ヲ以テセル肺臓機能検査法時ノ

血液瓦斯含有量テ測定シタ。

茲ニハ第一段トシテ肺結核患者ノ血液瓦斯含有

量ノ測定結果ヲ報告セントフ、ルモノデアル。

１．

　

標準トシテノ健康者12名、男８名、女４

名ノ血液瓦斯含有量ノ平均値ハ第１表二示ノ、如

ク、Ｃ０２址ニ02共二生理學者ノ記載セル動脈

血ノ正常値ト略ｌ一致シタ。

　　

第１表

　

健康者ノ血液瓦斯含有量(容量％)

男 女
男　女
平均値

健康者
(12人)

８人 ４人

ＣＯ。 44.1 44.4 44.2

02 19.3 17.7 18.8

2。肺結核患者ハ男女合計146名、男94名、女

52名二就イテ測定シタ。瓦斯交換二密接ナ開係
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アリト思惟セラレル因子、郎チ病竃ノ蔓延度、

病竃ノ性質、菌テ喀出ソ、ルヤ否ヤ、其他病勢等

ニョリ肺結核分類ラ行ヒ、此際二於ケル血液瓦

斯含有量ノ状態テ検討シタ、、

(１)病竃ノ蔓延度ト血液瓦斯含有量トノ開係､ハ

第２表二示スガ如ク、Ｃ０２含有量二就イテ・ヽ病

竃蔓延度ノ廣狭二拘ラズ正常値トノズハ僅少デ

アル。02含有量一就イテ・ヽ病竃狭小ナル限局

性、片側性ニテハ正常値ト大差無イガ、病竃披

大セル雨側性、全肺野性デ・ヽ著明ナ減少尹示シ

タ。

　　　

第２表

　

病竃ノ蔓延度ト血液瓦斯含有量

　　　　　　　　　

百川％)

男 女
　男　女

　平均値

－　　　　　--

　　　　　　　12人
7
1

ayl生ﾌﾞ∠o2

・ 44.5

　　　　i　02　i　19･1

７人

43.9 44.3

16.8 18.2

　　　　　　　11人
Jy

1
?yﾂﾞﾚCOo　44.0

　　　　I　O。・　19.1

７人

43.2 43.7

17.1 18.3
　　　　　　　　　46人

-　●●4●　●l

24人

44.1両側狐
(70人)

Ｃ０２，詔.7 44.8

02　１　17.2 16.4 16.9

　　　　　　　25人

閣賢酒ｏﾚ441

.　　　　　　　I　02　16.8

14人

45.2 44.5

14.2 15.9

(２)病竃ノ性質ノ差ニョリテハ(第３表)Ｃ０２含

有銃ハ大筒前項ト同様ナ開係ヲ示シ、正常値ト

ノ差ハ僅少デアルガ、02含有量ハ病竃ノ性質ノ

増悪二件ヒ著明ナ減少ラ示シタ。

　

第３表

　

病竃ノ性質ト血液瓦斯含有量(容量％)

男 女
男　女
平均匝

　　　　　i　　　！　16人
1rx.」-　自..f

６人

17　夕a'i::ii
　(22人) C02 1　45.1 44.4 44.9

02 18.8 17.1 18.3

混合性
(45人)

28人 17人

ＣＯ。 43.8 45.2 44.3

02 17.5 16.1 17.0

溶出性
(79人)

50人 29人

Ｃ０２ 43.7 44.6 44.0

02 17.2 15.6 16.6
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(３)喀痰中結核菌ノ有無－ヨリテハ(第４表)

Ｃ０２含有量ハ男女平均値二於ｆ閉鎖性、開放性

共二正常値ト等シク44.2 ｖol.％デア～が０，含

有量ハ閉鎖性18．2ｖol.％ニシテ開放性16.3Vol･

％デアル。

　

第４表

　

喀痰中結核菌ノ有無lヽ血｡液瓦斯含有量

　　　　　　　　　

(容量％)

男 女
男　女
平均値

　　　　　｜
閉.鎧性ＩＣＯ。

　50 A　　　　’　　　　　Ｉ　Ｏ．

39人 11人

4七１ 44.8 44.2

18.5 17.2,　　　18.2

　　　　　i　　　l　55人

「?●11　」1之　・･1　　　　　i

41人

閤9戮ロレCOo 43.8 44.7　　44.2

ｉ　Ｏレ　16.7　　15.6　　16.3

(４)病勢分類(第５瓦り際二於タルＣ０２含有虻

モ亦大差グ認ｙナイガ02含有量ハ病勢ノ噌進

ト共二減少シタ。

　　

第５表

　

病勢ト血液瓦斯含有量容lμぶ)

男 女
男　女
平均値

傾潜伏性
し

∂］j√
　r28 A ^) I　　２

21人１　７人

豺．８ ↓↓.5　　，　44.8
Ｘ 　 　 ／ - ノ

02 19.2 17.4 18.7

停止性

32人

24人 ８人

ＣＯ。 42.8 43.7　　，　43.5

02 18.3 15.9 17.7

●　　か一　●●

49人 37人

遅F8以ﾜﾚCO（44.2 1 45.0 44.5
Ｘ 　 　 ／ ゝ ／

02 16.5 15.7 16.2

(５)進行性患者ノiLニ就イテ(第６表)病勢ノ比

較的軽イモノ(Ｐａ)、比較的重イモノ(Pb)及ど

　

第６表

　

進行性患者ノ分類ト其血液瓦斯含有量

　　

･、容量%)Pc.ハ２ヶ月以内二死亡セル者)

男 女
男　女
平均値

ｙへ
21人　　19人　・

　fa(40人よ
Ｃ０２ 44.4　　i　　44.4 44.4

02 17.3 16.5 16.9

　Pb

(39人)

i　25人　1　14礼

Ｃ０２ 43.9　　1　　拓．０　　ｉ　　↓↓．６

02 16.4 16.3　　16.4

　Pc(7人)

３人 １礼

Ｃ０２ 44.6 43.8 U.I

02 12.5　1　12.1 12.3
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最重症ニシテ検査後２ヶ月以内二死亡セルモノ

（Ｐｃ）トノ３段階二分類シ、之ト血液瓦斯含有量

トノ開係ヲ･探求セシニ、Ｐｃ－ニーテハ02含有量ノ

男女平均値ハ著明ナ減少サ示シテ12．3ｖol．％

デアツタ、、

以上サ總括スルニ肺結核患者動脈血ノＣ０２含有

量ハ健康人ノ夫レト比較シテ指摘シ得ル如キ憂

化ザ認ノナイ。印チ肺結核患者動脈血ノ酸盛基

平衡ハ略l :n］ﾐ常ノ状態ヲ･保持シ「アチド゛一ヂフ、」

ニモ「アルカローヂス」ニモ傾カナ仁02含有量

ハ病症ノ噌悪二件ヒ著明ナ酸素減少症ヲし来ス。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

吉

　

村

　

英

　

一

私ノ方ノ療養所二於ｷｰ・シテモ同ジ斎藤博士考

案ニナリ・ス微量血液瓦斯測定装置テ用ヒー・シ

ーア肺結核患者ノ病状受化1ヽ肺臓機能代償障碍ト

ノ開係ヲ･研究致シーシタガ、病状悪化ニツレテ

動脈血酸素含有量ハ減少-：リレガ、炭酸瓦斯ハア

ーリ憂化ナイト云フ鮎二於キペーシテハ略い唯今

御脅表ノ結論卜一致シマ居り丁人。

狗詳細ハ近目論文ニョリ御報告致シマ　タ｀○

　　

42．

　

肺結核患者磯内酸化機博二影響ヲ及

　　　　

ボス諸要約二就テ

　　　　

第一報

　

各種「ヴ、fタ三ン」剤投輿ノ

　　　　

影響

西十に㈲:jy昌謡）

各種「ヴィタミン」ノ訣乏ハ其「ヴィタミン」ノ種類

二座ジテ特殊ノ疾病ヲ惹起フ､ルノミナラズ叉一

般策養障碍卜y来シ細菌感染二對スル抵抗カヲ減

弱スルト云ハレテ居ル。各種にヴィタミン」訣乏

が接種結核二及水｀ス影響二就テ多クノ先進諸家

ノ成績ハ必ズシモ一致刊

訣乏ハ結核ノ経過二悪影響ヲ及ボソ､事間違ヒナ

キ事賓デアリ、叉臨林的観察二於テそ「ヴわタミ

ン」投典が結核患者ノ経過二好影響テ及ボ｡･､事

ヲ認ノルモノガ：多イ。他方叉結核患者ニハ新陳

代謝障碍アリテ絹織ノ酸化作用ノ低下シテ居ル

事ハ多クノ賓験二徴シテ既二明白デアル。此處

ヒ．

日 【第17巻

ニ於テハ余ハ肺結核患者二各種｢ヴィタミン｣ヲ

投典シ、生醗内二於ケル｡中間新陳代謝状態ヲ簡

明且鋭敏二窺知シ得ルト言ハレテ居ル所ノ尿炭

素商ヲ示標トシテ、之等｢ヴィタミン｣剤が肺結核

患者煎内酸化機韓二如何ナル影響テ及ボスカテ

知ラントシテ次ノ賓験ヲ企テ一定ノ成伺け得タ

ルヲ･以テ之ヲ報告セントスルモノデアル。

　　　　　　　　　

賞験方法

被験者ハ刀根山病院入院中ノ肺結核雄二肋膜炎

患者デアツテ毎朝食前二排尿セシｙタ後醵重予

測定シ之こ吉ジテ一定ノ試験食(井上氏試験食)

ヲ給シ、数日間之二馴致セシノ毎朝食前迄ノ24

時間内二排泄シタ尿ノ全吊二就テ夫々炭素雄二

窒素量列則定シタ。尿ハ蛋白及ビ糖ノ陰性ナル

モノリ･選ビタルハ勿論患者ノ胃腸系統二障碍ナ

ク、食慾佳良デ便通二異常ナキヲ確カノ･タ後賞

験刺子ツタ。炭素測定ハTangl ｕ．Kereszky-

Gometz氏法、窒素測定ハKjeldahl氏法二條

ツタ。

「ヴィタミンJAハMerck會吐製ノｖｏｇａｎテ用

ヒ１［１３同毎同10滴宛ラ内服サセタ。

「ヴィタミンJB複合醵ハ武田製Spelｓｏｎラ１日

i:30ccmヲ･３同二分ケ食間二内服サセ、更ニ

Metabolin Ｂ ２ccm プ皮下二注射シタ。

「ヴィタミンJCハRedoxon “ Roche ” 尹月1ヒ

１日３同毎同0．1gｒヴ２ｃｃｍノ蒸溜水二溶解シ

皮下二注射シタ（淘１例ニハ１日量0．5gｒヴ注

射シタ）。

「ヴィタミンJDハMerck會歓製Vigantolテ

用ヒ其５滴乃至10滴ヲ･１日１回内服サセタ’‘。

　　　　　　　　　

賓験成績

〔Ｉ〕健康成人ノ尿Ｃ：Ｎ値

對照トシテ刀根山病院勤務中ノ健康ナル看護婦

５名二就テ同様ノ試験食ノ下二其尿Ｃ：Ｎ値テ

測定シタ。第１表二示ス様二各人ノ平均値ハ最

大0.6828、最小0.6453デ其總平均値テ算出スル｀

ト0.6642デアル。之。・ヽj侃二同一ノ試験食ノ下

二井上及ビ王子等分健康成人二就テ測定シタ値

(0.6975及ビ0.6928)卜殆ッド､｡｡.J致シテ居ル。
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由来尿Ｃ：Ｎ値ハ柴養ノ内容ニョリテ相違ノア

ル事ハ幾多先進學者ノ等シク唱道シテ居ル所デ

アルガ、同ジク日木人ノ食事様式タル含水炭素

主食時二於テモ本邦諸家カ健康人二就テ測定セ

ル値が（舟久保0.713、三輪0．7～0．8、久保0．6

～0.95、細田0.67～0.72、宮原0.755～0.867)

相似タル如クこーシテ尚相常ノ相違４来シテ居ル

所以ノ･･ゝ巌格ナル同一食餌ノ下二測定セラレナイ

タノデアツテ同一食餌り貢ヘタ場合ハ殆ンド゛完

全二一致スルハ余及ビ井上、王子ノ成績デ明カ

デアル。

〔Ｈ〕健康成人及ビ肺結核患者尿Ｃ：Ｎ値ノ動

　　　

規

次二健康人５日間ノ尿Ｃ：Ｎ値テニツ二分ケ初

ノノ３日間ト後ノ２日間ノ平均値ノ差ヲ･見ルニ

最大0.0317.最小0．0007、平均差ハ0.017デ誠

二僅少デアル。 Bock ハ健康人二就テ自由食ノ

場合卜

　

Bickel氏試験食ノ場合ノ尿Ｃ：Ｎ値ヲ

検シ其牛均値ノ動揺ハ前者二甚グ大デアリ後者

二於テ甚ダ小デ殆ンド其堆ヲ･認ノナイ位デアツ

タ､、余モ亦肺結核患者二就タ刀根山病院ノ自由

食ノ場合ト井上氏試験良ノ場合ノ尿Ｃ：Ｎ値

列則定シ同様ノ事賞-･確カノ得タ（第２表）。

Rubnerモ同一個防二同一食餌うりJ4ヘル時Ｃ：Ｎ

ノ平均値ハ略ｌ其個胎的差異刊

ハ常二同値デアルト云ツテ居･レガ誠二至言デア

ル。郎チ同一食餌ノ下二非ズンバ尿Ｃ：Ｎ値ノ

微妙ナル受動ハと列E確一認知シ難イ事が分

〔ｍ〕肺結核患者ノ尿Ｃ：Ｎ値

とニ就テハ既二宮原ノ報告ガアルガ氏ノ場合ノヽ

混合自由迂デアツタ。余ハ井上氏試験忿ラ給奥

シラ肺結核患者24例、肋膜炎患者２例、合計26

例二就テ検査シタ､、第３表二示･、様二各病型ニ

ョル總平均値ハ軽症0.7354、中等症0．8006、重

症1．0230デ健康成人ノ平均値0.6642ニ對スル

上昇率尹算出スルト軽症10．7％、中等症20.5

X、重症54．0％デアル。全例ノ總平均値ハ

0．8530デ其上昇率ハ28．5％トナル。國］チ肺結

511

核患者ハ健康人-ﾆｰ比シ明カニ其尿中不燃性炭素

ノ排泄雅量シ胎内酸化成輔二障碍ノアル事が分

ル、ソシテ其障碍ハ病勢ノ噌悪二従ツテ漸次噌

大シ殊二重症二於テ甚ダ高度ナル事ゲ認ノラレ

次二尿Ｃ：Ｎ値ト病相赤沈反座、公熱、中毒徴

候トノ開将ヤ調査シ次ノ結果り得タ。

1）病相トノ開係

　

肺結核患者尿Ｃ：Ｎ値ハ軽

症ヨリ重症二向フニ従ツテ次第一上昇スルガ、

叉少数例二於テハ軽症デ相常高値ナルモノ、重

症ニシテ比較的低値ナルモノサ認ノタ、、

2ﾘ

　

赤沈反座トノ開係

　

肺結核患者尿Ｃ：Ｎ値

ハ略ｌ赤沈反吉ノ促進ト平行シテ噌大ス～が一

部分ノモノハ赤沈巡度大デＣ：Ｎ値ノ低イモノ

ノアルラぶ2､メタ。

3）公熱トノ開係

　

大儀ハ公熱ト政行シテ噌大

スルガ叉一少部分ノモノハ必ズシモ政行間係ヲ

示サメモノザ認メタ。、

4）中毒徴候トノ開係

　

肺結核患者尿Ｃ：Ｎ値ハ

中毒徴候ノ消長ト相一致シテ増減シ、極ノテ密

接ナルμ賜－アルーf認ノタ。中毒徴候ナルモノ

ハＮｏｘｅノ作用二對シテ主トシテ病胆ノ植物性

調節機轄が動員サレ其娠二植物性噫調大束シ、

之が臨休上－・ヽ生膿ノ植物忙政果機門ノ機能異

常ノ徴候トシテ表現サレタモノデア･１が、結核

罹患個胆モ亦同にノ撥調テ示:人モノデアツテ、

而モカヽル徴候ノ出現が結核ノ活動性トシテ吾

人ノ認識二上ル事ハ嘗テ火繩院長が肺結核ノ活

動性診断二於テ述ベラレタ所デアル。渡逡及ビ

藤野一刀根山病院二於テ肺絡咳患春尿中「ヂア

ツオ」政こｰ「ウロクロモゲンリ丈庶ノ出現パ∩ヽリ

フうフｊ一ン」中間代謝障碍ノ表現ナリトフ、･レ折

知見二立チテ該反庖ノ臨休」ヅ､於ケ（な昧テ吟

味シタル結果、結核病勢ノ判定二向ツテ（卜叶吃

謝異常テ目標ト篤シ得ル巾）知リ、進ンデ「ト」

員荷試験ヲ･行‘ヒ、漕仙田‾トよ代謝異常ラ顕示性

卜認シテ多クノ観察プ遂ゲ、カヽル上負荷試験が

能ク病勢ノ消長ト一致シテ塗化シ、結核ノ活動

性政二操後判定二向ツテ躍賓ニシテ鋭敏ナル一
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新方法ナルヲ･提唱シタ､、Bickel等二條レバ尿

Ｃ：Ｎ値ハ舎二蛋白質ノミナラズ叉含水炭素及

ビ脂肪ノ中間代謝トモ開係ノアルモノデアツテ

カヽル三大祭養素ノ中間代謝ト開係アル所ノ肺

結核患者尿Ｃ：Ｎ値が結核活動性ノ表現タル中

毒徴候ノ消長ト一致シテ良化ザ示ス事賓ハ前記

渡逡氏等ノ賓験成績ト對比シテ頗ル興味アル事

デアル。

〔IV〕各種｢ヴィタミン｣剤投典ノ影響

1)｢ヴわ

軽症、中等症各々１例二就テ賓験シタ。第１例

(軽症、Vogan ３日間投典)デしハVogan投典＝－

ヨリ尿量ハ噌加シＣ：Ｎ値ハ梢ｌ上昇シテ居り

投典中止後ハ略ｌ前値二復蹄シテ居ルガ上昇率

ノヽ1．8ズデ甚グ僅少デアツテｖｏｇａｎ投貨ノ影

響ヲ･認ｙ難イ。第２例(中等症、Vogan ５日開

投典)デハ尿量噌加シＣ：Ｎ値ハ下降シう｀居ル

ガ下降率ハ3．2χデ著明ノ影響ヲ認ノナイ。

2)｢ヴィタミンJB複合健投奥ノ影響

賛病後間モ無ク賓験ｦｰ行フタ第１例(肋膜炎患

者)、第２例(葉開肋膜炎肺結核)ニ於テハＣ：Ｎ

値ハ著明二下降シ、第１例13.5岑、第２例14.1

χノ下降率テ示シ、投爽テ中止スレバ再ビ上昇

スルヲ･認ノ･タ。尿量ハ何レモ増加シタ。登病後

長期テ経タモノデ、入院後｢ヴィタミンJB大量療

法ヲ･行フタ第３例、第４例(何レモ中等症)デハ

Ｃ：Ｎ値ノ下降率ハ夫カ2．9％及ビ3．4％デ著明

デナ４が、投爽テ中止スレバ其Ｃ：Ｎ値ノヽ日。々

著明ノ動恣テ表ハシテ平均値ノヽ前値乃至前値テ

逢カニ越エテト昇プヽルヲ認ノタ鮎二於テ微弱デ

アルガ明カニ｢ヴ4タミンJB投典ノ影響が認ｙ

ラレタ。狗尿量ハ第３例デハ増加、第４例デハ

減少シタ。第５例ハ登病後４年テ経タモノデア

ルガ重症デ中毒徴候ノ弼カツタモノデアル。食

慾ハ異常二旺盛デ長期二亙ル試験食二能ク堪エ

タ。本例ハ12日間二亙ツテ投典シタ。Ｃ：Ｎ値

･ハ著明ノ下降ヲ来シ20．4％ノ下降率り示シ、投

貨中止ニョリＣ：Ｎ値ハ上昇シタ、尿量ハ減少

シタ。Ｃ：Ｎ値ノ下降二一致シテ臨休的ニモ病

【第17巻

勢ノ改善が認ｊラレタ､、鴎］チ「ヴ1タミンJBハ

大量投真ニョリ肺結核患者尿Ｃ：Ｎ値チ迅速二

下降サセルガ、此作用ハ結核ノ活動性ｦ一帯ビタ

場合二殊二頴著デアルコトガ分ル。

3）（ヴィタミンJC投典ノ影響

第１例ぐ軽症）ノヽ投真ニョリ尿帑ハ梢ｌ噌加シ、

Ｃ：Ｎ値ハ下降シ投典中止後ハ上昇シテ居ルガ

下降阜ハ3．1ガデ著明ノ影響ヲ･認ｙ難イ。第２

例ハ軽症デアルガ結核ノ所謂類喘息症ト云フ可

キモノデ中毒症候モ梢ｌ多数デアリＣ：Ｎ値モ

軽症lヽシテハ梢ζ高値ヲ示シタモノデアル。

「ヴ。タミンJCハ１日量0．5gｒヲ３日間投真シ

タ、、投真ニョリ尿量ノヽ減少シＣ：Ｎ値ハ上昇シ

［上昇率8．4％八投真ヲ･中止スレバ1ﾆ降シテ居

ル。自］チ木例ハＣ：Ｎ値八一般動懲ノ範園テ越

エテ上昇テ来シタガ、此患者ハ「ヴィタミンJC注

射ノ前日ヨリ喘息様豊作テ起シ病勢梢ｌ噌悪シ

投典中止後軽快シタモノデアツテ、其Ｃ：Ｎ値

ノ上昇ハ「ヴィタミンJC投真ノ影響ト云ノ｀ゝこ｡･

　

ヨ

リハ寧口病勢ノ一時的増悪ニョルモノト考ヘラ

レル。倚此際Ｃ：Ｎ値噌大ノ因子トシテ尿中「ヴ４

タえンJCノ排泄増加モ考ヘラレルガ、尿中ノ

「ヴィタミンJCテ測定シナカツタ篤ノ此鮎ノヽ不

明デアル。第３例（軽症）、木例八月経ノ篤村

中デ賓験ラ中止スルノ止ムナキニ至ツタモノデ

アル。投真ニョリ尿量ハ減少シＣ：Ｎ値ダヽ下降

シタガ下降率ハ1．4％デ影響テ認ｙ難イ。第４

例｡ハ中等症デアツテ試験食二堪エラレタ認ノ･自

由食トシタ、従ツテＣ：Ｎ値ノ動懲ヲ･見ル篤ｙ

ニ投真前期ザ長クシタ、「ヴ。タミンJCノヽ0.3g･ｒ

（1日量）ヲ５日間典ヘタ。投典一ヨリ尿量ハ減

少シＣ：Ｎ値ハ上昇シ「」こ昇率4．4X）、投真中

IL後モ略ｌ同様ノ値ヲ示シテ下降セズ。其上昇

八一般動懲ノ範園内ニアルカラ投真ヽニヨノレ影響

｡ハ認メラレナイ。要スルニ「ヴィタミンJC投奥

ニョツテ下降ノ傾向ヲ示ノ、モノモアツタガ叉中

－ハ上昇ノ傾向ラ示スモアリ一定ノ成績ハ見ラ

レナカツタ。

4）「ヴィタミンJD投真ノ影響
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第１例(軽症)、Vigantoレヽ１日量５滴ヲ･３日間

投貨シタ。投奥ニョリＣ：Ｎ値ハ下降シ(下降

率ハ1．7X)、投典中llノ､レバ前値ラ越エテ上昇

シテ居ルガ下降阜ハ甚グ僅少デアル。第２例(中

等症戸ヽ投ﾕ典ニョリＣ：Ｎ値・ヽ2．2％ノ下降ザ来

シ投貨中1L後ハ更ニ5.2町ノ下降サ示シタ。郎

チ本例ノ下降ﾊｰ--4受動揺ノ範開ヲ越エテ居ル鮎

二於テ明カニ投典ノ影響が認ノラレル。ｙ２例

デハｖｉｇａｎtolノ量夕第１例ノ倍殖トシテ10滴

サ典ヘタ儒二第１例二比シ其ノ作用が梢l:著明

二現ハレタモノド号ヘラレル。尚尿量ノヽ２例ト

モ次第二噌量シタ。以トノ成績カラVigantol投

輿ニョリ微弱ナルモ明カーＣ：Ｎ値ノ下降ヲ･認

ｙ得ル。

　　　　　　　　　

結

　　

論

以トノ賓験成績カラ次ノ様二結論スル収が出来

ノレ。

［１］一定試験食ヲ給典スル時尿Ｃ：Ｎ値ハ健康

人二於テモ肺結核患者二於ラモ驚ク可キ一致ヲ

示シ同-人ハ常二同値ナリト云フ事が出来ル。

〔２〕肺結核患者尿Ｃ：Ｎ値ハ健康人ノソレニ比

シ明カニ噌大ヲ示シ閣内酸化機輔二障碍アルザ

認ム。

〔3j肺結核患者尿Ｃ：Ｎ値ハ病相赤沈以唐詩熱

ト略ｌ拉行附係ニアリ。叉中毒徴候ノ波長ト能

ク一致シテ噌減シ，従ツテ病機ノ活動性ト密接

ナル開係ニアル。

〔４〕レハタミンjA, B, C, D一定量ヲ肺結核患

者二投典シテ其尿Ｃ：Ｎ値二對ノ,ﾉﾚ影響サ見ル

ニ「ヴ1タミンJA及ビＣノ至適」,;でニョリテハ認

ム可キ影響ナク「ヴ1タミンJD.ﾉ至適緊こーヨリ

刊剤弓ナル下降作用ヲ･認ノ，「ヴリミン,Ｂ複合

賛大量投典ニョリ中毒徴候著明ナル場合ハ迅速

損著ナル下降ヲ･認ぺ稜柄後目ヲ経テ中毒徴候

少ク，且「ヴ｡1タミンJB剤二價レタ～一場合二於

テモ明カニ其下降的影響ラ認ハレ事が出来タ。

･〔５〕従ツう・「ヴfタミンJBハ肺結核患:行胎内酸

化不全二對シ，他ノ「ヅトタいご」ノ及バデル強力

ナル調整作用ラ詩揮７ヽルご=ノト宍論いいし事が出

来ル。

　

43
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肺結核患者｢ヴ，fタ三ンJBI新陳代謝

ノ研究(第一報)

ll･

　　

人｀

　　　

－

　

大阪市立
バ崎

　

基(刀根山病院)

　　　　　　　　　

科i

　　　

lj川

結核ノ臨休二於ケル「ヴ1タミンツＢＩ（Ｖ． Ｂ,）ノ研

究ノヽ他ノ各種「俯タミン」ニ比シや甚グ等閑二

附セラレタル感ｊ’リ。僅カニ昭和８年本學會二

於ケル島薗教授ノ特別講演及同教室諸氏ノ業績

－ヨリ注目サ惹キタルノミナリシモ、軌近「ヴィ

タミン」化學ノ急速ナル進歩二件ヒ、「ヴ、タミ

ンJCト共ニＶ． Ｂ，ノ結核治療上二於ケル意義

大ナル漸ク認ｙラルヽニ到レリ。然ルニ、吾が

病院渡逡博士ハ既二大正15年ヨリシテ脚気ト

結核症トノ諸症状が共通セルハ、コノ雨疾患ガ

イヅレモ慢性内因性中毒症ナルガ故ナリトシ

テ、結核患者二大量ノＶ．ＢＩザ投典フ、ル時ハ著

明ナル良識アルテ唱道セラレタリ。

余ハ尿中Ｖ. B, リ直接化學的ニJansen-Karrer

/ Thiochrom法分法ニョリ定量シ、結核患者

二於ｙﾉﾚＶ． B, 新陳代謝ヲ･研究シ、従来治療

経験行クハ生理學的方法ニョリ究ノラレタル諸

家ノ成績ヲ吟味センドノ､。

被検者、刀根山病院入院中ノ患者｡技ビ職員。食

事ハ自由食。但シ主食ハ胚芽米ノ８分鴉。

　　　　　　　　　

定量方法

Ritsert氏ニナラヒ吸著處置ヲ･行ノヽデル尿中ノ

Ｖ. B, テ「チオクローム。ニ噫ジ、ソノ螢光度ヲ

紫外線下二肉眼的二比色ソヽ。コノ際ノ標準液ハ

リタボリン」結晶ヨリ調製。尚、紫外線りヂハ

本郷氏テ模レテ治療用太陽燈、コレニ「フキルタ

-j Nr. 552 ラ用フ、。

　　　　　　　　　

盲験成績

（１）健康者、男女合計20汽

　

１日以中ノＶ．Ｂ，

量最大476r、最小98、平均値193.8±28.5ニ’

シテRitserレノ値ヨリ低ヤモ、100 ｒ 乃至200 ｒ

ノ者多キハSchroederニー－致フ､。（２タ脚気患

者、著明ナル減少｡ﾉごえヒヽ観乏-･’リ。（３）肺結核ぷ
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者、男女合計67名、･’ノチ軽症24名、中等症21

名、重症22名。ソノ平均値ノヽ夫々173.9士16.8、

126.7士22.4、73.9±1.2 -シテ病勢ノ進行ト共

二減少シ重症ニハ訣乏ヲ･来セルモノアリ。コ

　

ノ

尿中V. B,　ノ減少乃至迩乏ト、臨休中毒徴候

「食慾不進、胃部膨満感、四肢倦怠感ﾉが‾シビレ」

感、勝脹筋硬結及歴痛、腱反射充進或ハ減弱、

浅速脈、第二肺動脈音充進、防温不安定、其他

一般植物御経機能不全等約20項目ヲ･總合判定

ス）、特二登熱、脚気既往症、更二尿ノ「ヂアソ」

反座及ビ「ウロビリン」噌量二就テ、ソノ開係ラ

検索セルヘ巾毒（脚気様り徴候、熱、「ヂアソ」

反座、脚気既往症ノ有無ノ順序二相開アリ、、「ウ

ロビリン」トノ間ニハ明確ナル開係ナシ。換言

スレバ、結核患者ニノヽ、明カナル脚気ノ合併ナ

リトモ熱ソノ他ノ中毒徴候存スルモノ｡ハＶ． B,

ノ減少乃至訣乏アリ、之二脚気二罹患シ易キ防

質或程度迄開爽ノヽ。「ヂアノ」反恋ノ出現、強弱

ハ勿論熱殺其他ノ中毒徴候サ伴フラ以テ、之ノ

ミニテ刈断言シ得デルモ、Weissソノ他ニヨｘ

重症結核二於ケル尿中性硫黄ノ増量ノ事盲、

Torok等ニョルＶ．ＢＩト硫黄代謝ノ研究1ヽ藤

野氏及追試者ノBIニョル「･’ノロクロモゲン」減量

ノ事貨トラ併セ考察ﾀ、ﾉﾚ時ハ甚グ興味アリ。後

日、「ウロクl==フモグン」ソノモノリ･定植シソノ開

係ヲ’追及セント人。「ウロヒリン」ニ就テノヽ明確

ナル結果予得サルモ、V. B,卜肝臓「グリコゲ

ン」トノ間係ニツキテノ臨林諸家ノ研究、叉膝

野、若票、京大小児科教字諸氏ノ研究ニカヽル

BIハ肝蔵機能障碍テ除キ、「ウロビリン」吊ヲ･減

少セシムト

モ加ヘテ再検討ノ憧定ナリ。

　　　　　　　　　

結

　　

論

ＯＪ健康者１日尿中ノＶ．ＢＩ量ハ約500 ｒ乃至

100 ｒ ニシテ、平均値193.8±28.5r、多クハ100

ｒ乃至200 ｒ ノ間－アリ。

（２ｊ脚気患者ニハ著明ナル減少或ハ訣乏アルバ

言フ列矣タ几

ぐ３）結核患者、病状ノ重キュ従ヒBI排泄量減少

【第17巻

ス。

　

コノ事賓ノヽ叉Ｖ. B, Hypo～Avitaminose

．・ヽ肺結核ヲ･噌悪セシノ憧後ヲ不良ナラシムトノ

諸家ノ説ヲ･裏書スルモノナリ。

　

44．

　

賓験的結核肺ノ「ヴ，fタΞンJC量二

　　　　

及ボス肝臓毒ノ影響二就テ

山村

　

三平(粁尾研究迄)

西垣・山上氏等｡・ヽ公二結核卜「ヴ。タ£ンJCトノ

開係ヲ研究シ、家兎、家鼠ノ結核肺二於テ「ヴ４

タミンJC量ノ特異的ノ噌量テしレニ､海貌二於

テハ反テ減少スル列

トノ間二密接ナル開係アルテ報告シタルモ、家

兎、家鼠等結核二抵抗弼キ動物二於テ、結核肺

「ヴィタミンJC量ノ著シキ増大テ来ス事ノ説明

二向ヒテハ何ラ及バズ。

余ハソノ後ヲ受ケ。其成績サ主トシテ白鼠テ用

ヒテ追試シ、更二其結核肺「ヴィタミンJC量ト

肝臓毒トノ開係ラ精査シタルラ以テ、茲二報告

セントス。

賓験動物ハ130瓦前後ノ雄性白鼠ラ用ヒ、食餌

ノ「ヴィタミンJC量ラ一定ナラシムルタメ、各々

生米15瓦、廣島菜（緑葉部）15瓦ヅツそ典ヘテ

飼養シ、結核菌・ヽ牛型菌0．2延々腹部皮下二注

射シ、７乃至９週後、充分罹患スルヲ待チテ賓

験セリ。肝臓毒ハ黄燐、四堕化炭素、「クロロ

フォルム」ヲ夫ﾉｼ用ヒ、臓器「ヴバ

法ノ゛「インドフェノール」法二依リ、除蛋白ニノ｀

５χ「ｙタ」燐酸尹用ヒタリ。

賓験成績ヲ總括セ八次ノ如シ。

１．健常白鼠ヲ黄燐、四盛化炭素、「クロヽフ。

ルム」等ラ以テ夫々中毒セシヘ48時間後失血

致死セシメ、臓器「ヴィタミンJC量尹定量シタル

ー、肺臓二於テ｡・ヽ認ムベキ撥化無シ。

2．白鼠-7結核二感染セシノタルニ、肺臓「ヴィ

タミンJC量・ヽ著シク増大シ、山上氏等ノ成績

ノ具賓ナルヲ確認セリ。同時二此際、肺臓「ヴィ

タミンJC量ハ、結核感染程度及ビ肺臓重量ト

密接ナル開係アルヲ知リタリ。郎チ第１圖二示

ス如ク、全肺二無倣ノ結節ヲ認ムルモノニ於テ
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第２圖

　

結核感染日倣日市V. C -;川ヽノ開係

肺
Ｖ
・
Ｃ
量

∂　10＾　M　j加　４∂ａ　５ｈ

　　　

感染日敷

ﾉヽ、肺重量大ニシテ、肺｢ヴ4タミンJC量叉大ナ

リ。結節少キモノニ於テハ、肺重量、肺｢ヴわ

ミンJC量イヅレモ小ナルモ、此ノモノニ於テモ

健常値二比スレバ大ナリ。叉肺臓｢ヴ4タミン｣

Ｃ量ハ結核感染日敬トモ密接ナル開係ニアリテ

略ｌ感染日敬二比例シテ増大ス(第２圖)。

3．

　

緑菜ラ一切典ヘズ、生米ト水トノミーテ白

鼠外同養セシモ、結核感染二依リ、肺臓｢ヴィタ

ミンJC量ハ著明二増大フヽルラ認ノタリ。印チ

白鼠結核肺二噌量ノ、ﾉﾚ｢ヴわ

内二於テ合成セシモノト考ヘラル。

4．

　

結核白鼠ラ黄燐、四盛化炭素、｢クロヽフ。

ルム｣等ヲ･以テ夫々中毒セシペ48時間後、失

血致死セシノ･臓器｢ヴィタミンjC I:｣;：テ定量シタ

ルニ、結核肺｢ヴバ

ルテ認ノ･タリ。郎チ白鼠結核肺二増量スル｢ヴ。

515

タミlンJC量､ハ肝臓毒二依り著シク、極ク短時

日ノ間二減少フ、ルモノニシテ、結核肺ノ「ヴ4タ

ミンJCモ肝臓ノ「ヴィタミンJC代謝機能ト密接

ナル開係アルモノト考フ。

　

45.

　

結核個謄ノ肝臓機能愛調二就テ臨琳

　　　　

的観察（其ノ８）

口｣中kE(二丿昌謡)

生膿機能ヲ支配スルノ場トシデ最重要ナル肝臓

ニ、既二結核感染罹患ノ早期ヨリ、一定ノ機能

障碍ノ惹起サルル事へ屡々述ベラレタ所デア

カカル機能障碍ノ整調が、結核ノ治療二向ツテ

必要デアツテ、シカモ其目的二向ツテ「ヴィタミ

ンJBノ大量投真が肝要事ノ一ツデアル事ハ、我

等醤局同人が度カ述ベタ所デアル。

　

シカルニ或

例二於テハ「ヴィタミンJBノ大量投真モ容易一

其作用が現ハレタ事テ経験ノ､ル。カカル際二別

ノ操作ノ併用二依ツテ、其作用豊揮テ促進サセ

ルカノ検討ハ昇二興味アル事デアツテ、夫レーハ

「ヴィタミンJBノヽ薬物的一確カニ或作用ラナス

ガ、他方Ｃｏ-feｒｍｅｎtノ構成成分トシテヘ他

ノ物質ト結台ヽシテ初ノテ其作用刊険揮スルガ如

キ場合ガアルカラデアル。其意味二於テノ資験

吟味ニアタツテ2、3ノ事責ヲ･澄明シ得タカラ

茲デ報告フ、ル。

肝臓機能検査法トシテハ種々アルガ、最モ簡軍

且確資性ノアル尿「ウロビリン」量ノ測定テ用

ヒ、Pincussen氏法ザ改良セル佐や木氏法ニョ

リ之ザ行ツタ。

尿ハ午後９時ヨリ翌朝６時迄ノ安静時ノ尿「ウ

ロビリン」量ノ少イ時ノモノニ就テ検査シタ。

「ヴィタミンJB復合醗及「ヴィタミンJBIノ軍鶏投

真一ヨリテモ、尿「ウロビリン」量が著明二減少

スルモノナル事ハ既二同人藤野が結核誌上二特

表シタ所デアル。

私ハ茲ニ「ヴ4タミンJBIノ少Ti:（印「メタポリン」

A 1 C.C.̂毎日皮下注射シタ）Ｊ投典シテ尿「ウロ

ビリンバI;Tニ噫化ヲ来サナイ場合ニ、「ヴ、イタミ



516 總會演訊要旨

ンＪＣ剤「ビタミン」（５χノ液2 c.Ｇヲ･１日３同皮

下注射）。「タウリン」水溶液（５％ノ水溶液5c£

？毎日皮下注射）、副ほ皮質「ネルモ｀よ」「１－ごテ

レニン」（１にヲ･毎日皮下注射）。有機燐製剤「フ

イチン」（１「グラム」ヲ１日３同二分服投実）及

肝臓製剤理研「レバー」（２「グラム」テ毎日頓服）

ラ各々之二併用投実シテ尿「ウロビリン」量ノ受

動ヲ観察シタ。

（１ドヴィタミンJBト「ヴ。タミンJC併用投典例

２例二就テ行ツタガ２例共「ヴィタミンJBノ軍

濁投実デハ「コノ場合ノミＶ．Ｂノヽりタボ｀リン」

ノ外ニ「スペルソン」液30c.ｃ.サ経口投実シテヰ

ル）尿「ウロビリンJC量ハ減少シナカツタガ「ヴ4

タミンＪＣうy併用投実スルト著明ニ‘尿「ウロビリ

ン」量が減少シタ。同時二尿「ウロクロモグン」

量モ測定シタガ、尿「ウロビリン」量ノ受動ト全

ク一致シテ減少シタ。先二同人藤野ノヽ「ヴィタミ

ンJBノ軍鶏投実ニョツテ尿「ウロビリン」量二

受化テ来サナカツタ場合二丿ヴリミンJBヲ併

用投典ソヽルト尿「ウロビリン」量ノ著明二減少ス

ルノサ観察シテヰルガ、じたレガ果シテ「ヴィタミ

ンJBノ作用－∃ルモノナリヤ「ヴバ

「ヴィタミンJCトノ協同作用ニョルモノナリヤ

ノ確定ヲ実へ得ナカツタガ、以上ノ成績ヨリシ

テ「ヴィタミンJBト「ヴィタミンJCト､ハ協同的二

作用スルト言ヒ得ル。

（２ドヴィタミンJBIト「タウリン」併用投実例

４例二就テ行ツタガ４例共「タウリン」併用投奥

ニョツテモ尿「ウロビリン」:ni 'ハ不噫二止マツ

ダ。此場合モ同時二尿「ウロクロモゲン」ｿ;1ﾄﾞｦ･測

定シタガ、之ハ尿「ウロビリン」ト異り併用投実

ニョツテ著明二減少スルノツ観察シタ。前二私

共ハ「タウリン」軍燭投貨ニョツテハ尿「ウロビ

リン」及尿「ウロクロモゲン」郊ソ減少セシメ得

ナ４事ヲ経験シテヰル。

　

印］前者ノ「ヴィタミン」

Ｃニ於ケル雨反庖卜「タウリン」ノ場合ノ夫1ノト

ノ｀ゝ刊'}< a!ヅ挙yニスノレ様こjU?ヽノペレノレｏ

（3ドヴィタミンJBIト「･fンテレニン」併用投貢

　　

例
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５例二就テ行ツタガ５例共併用投典ニョリ尿

「ウロビリンバレヽ減少傾向テ示シタ。然シ「ヴィ

タミンJCニ於ケル如キ著明デハナカツタ。「イ

ンテレニン」軍鶏投貨こｰヽヨツテ､ハ尿「ウロビリ

ン」輦ヲ減少セシｙ得ナ１事ヲ経験スル。印チ

¦’インテレニン」ハ「ヴィタミンJBIノ作用ヲ促進

セシメル作用ガアル様二思バレル。

（４）「ヴィタミンJBIト「フ４チン」併用投典例

８例中４例ハ尿「ウロビリン」量ノ減少傾向テ示

シ、３例ハ不受こ止クリ１例ノミ噌量スル傾向

ヲ｀有シタ。印］「フイチン」ハ「ヴィタミンJBIノ作

用サ促進セシノ･ル作用が少イト云フ事が出来

（５）「ヴ1タミンJBIト理研「レバー」併用投呉例

３例中２例ハ併用投呉ニョリ尿「ウロビリン」量

ノ噌加傾向尹示シ１例ノミ不撥二止－ツタ。印

理研「レバー」ニハ「ヴィタiLンJBIノ作用ラ促進

セシメルカガナ４ト言ヘル。

以上ノ成績ヨリシテ「ヴィタミンJBト「ヴィタミ

ンJCトノ間二明二協同作用ノアル事、更ニ

「ヴダタミンJBIト「･1ンテレーン」印副腎皮質「ホル

モン」トノ間＝-ﾓ亦協同作用ガアルガ如ク考ヘ

ラレル事が多カツタ。更ニ「タウリン」゛｀尿ノ「ウ

ロクロモゲン」反庖テ通シテハ明カエ「ヴィタミ

ンJBIノ作用列足進スルガ、尿「ウロビリン」反

庶テ通シテ見ルト其開係ハ明カデナイ事ラ知ツ

タ。之ハ尿雨反嘸テ通シテ「ヴィタミンJBトノ

間二協同開係チ示ス「ヴィタミンJCノ場合ト異

ル所デアル。

　　

46．

　

肺結核症二於ケル肝臓機能試験（第二

　　　　

同報告）

中野具ﾌ溜41勁
第15同日本結核病學會二於テ､木問題二就キ第

１回報;1け行ツタ。其際ハ東京市療養所入所中

ノ肺結核症患者ノ種々ナル病型10例二就キ此

ノ試験ヲ･行ヒ、此ノ成績ト健康者二於タル夫ト

ヲ比咬シテ見々、大多数ノ患者二肝臓機能障碍

アルコトヲ報陛シタ。而シテ病型、経過及合併
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症トノ開係二至ソテノヽ尚決定出来ナカツタ。其

後今日マデュ更ニ18名ノ東京市療養所入所中

ノ肺結核症患者二就キ肝臓磯能尹試験シタ、、今

同第２同報告二於テハ第１同ノ時ノ10例ト其

後ノ18例卜合セテ28例二就キテ行ピクル肝臓

機能試験成績ザ總括シテ其結論ヲ晋表スルモノ

デアル。

試験方法ハ第１同ノ時卜同様デアル。印果糖負

荷果糖血測定、｢アゾルビンJS注射尿中色素排

泄量測定及尿｢ウロビリン｣量測定二由ツタ。成

績批判ノ基準トシテハ對照賓験ノ結果果糖員荷｀

試験デハ40瓦ノ負荷二於ｆ果糖血最高上昇値

14 mg/dl、或ハ果糖血持絞時間３時間以上ヲ･、

叉｢アゾ'ルビンJS試験二於テハ｢カールバウム｣

製ノモノテ用ヒ、1 g/dl 生理的食堕水溶液4 c.ｃ･

静脈注射二於テ尿中色素排泄量16％以Iこサ、叉

尿｢ウロビリン｣量デハ４日間ノ測定二於テ、１

日平均30軍位以上ヲ夫々病的ト認ノ･タ､、宍正

常値ト病的値トノ中間ニアル値ハ探用シテ居ラ

ナ４．｢ウロピリン｣軍位トハ｢ウ｣反庖検査ノ際

ノ尿ノ稀樺倍敬二尿量(Literjヲ乗ジタモノデ

アル(第１同報告中ノ健康者ノ肝機能試験中ヨ

リ１例ラ除イタ、之ハ後ニナツテ肝障碍ラ憧想

サレル様ナ既往症ヲ持ツテリツタコトガ分ツタ

カラデアル。叉新タユ３例ヲ追加シタ。、シカシコ

ノ結果ハ第１同二報告セル成績ト大差ハナク、

第１同二報告セル肝機能成績ノ批判ヲ愛更ソヽル

必要ハ認ノナイ。詳細ハ雑誌二殼表スル)。

肝臓機能ヲ試験セル肺結核症患者ノ臨林的観察

肺結核症ノ病型及経過二就テハ成ル可ク種々ナ

ノレモ

　

ノヲ･集ノタ。元来肺結核症ノ大多数二腸結

核度テ合併シテ居ルモノデアルガ、本賓験二於

テモ、合併症トシテノ腸結核症ハ種々ナル程度

ノモノテ得ラレタケ1ノドモ、腸結核症ノ合併ナ

キ肺結核症ヲ･多ク集ノルコトハ出豪ナカツタ。

是等ノ症例ラ次ノ如ク分類シテ観察シタ。

第１群

　

腸結核症

　

コノ群へ・ヽ腸結核症サ主ト

シ肺二病竃ナキモノ或ハとアルモ極ｙテ軽度ナ

ルモノタ･入レタ。
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第ｎ群

　

混合型柿結核症

第ｍ群

　

硬化性肺結核症

各群ノ個々ノ例二就キ肺結核症ノ重軽ノ程度ト

経過年月及腸結核症合併ノ有無、叉若シ之アラ

バ同ジク其重軽ノ程度ト経過年月トテ調ベタ。

死亡６例中５例ヲ解剖セルモノハ剖検所見テ基

礎トシテ批判シタ。各例ノ臨林的観簾及剖検所

見ト肝臓機能試験成績トテ比較考察シタ結果ヲ

吋)結核症患者27例中、肺結核症患者26例、

コノ中臨林上腸結核症ヲ･認ノ･ラl／タモノ僅カニ

４例、而モソノ中、肺結核症重症ニシテ死[ごセ

ル１例ハ剖検JI明カニ腸結核症アルコトガ澄明

サンタ。コノ事ハ、肺結核症二腸結核症ノ合併が

極ｙテ多ク、且臨休症状ト病理解剖學的所見ト

必ズシモ一致スルモノデナイコトツ示フヽモノデ

アル。叉コノ４例ノ中ノ他ノ１例ハ臨林土明カ

ユハ腸結核症が認タラレナ４ト･fフグケデアツ

テ、曖昧ナル症状ノモノデアツタ。故一是等ノ

肺結核症ノ肝臓機能試験成績ノ大部分ハ結局腸

結核症二影響サレテ居ルコトハ否定出来ナイ。

而シテ是等ノ症例ノ中ノ大多敷ハ１或ハ２以上

ノ肝臓機能試験方法二陽性ノ成績テ得テザル。

陰性ナルモノノ｀ヽ僅カー２例デアル。

(２)肝臓機能試験成績陽性ノ現ハレ方テ見ルニ

３種ノ試験払去ノ：レ七二現ハレルモノ叉ハ２以

上こ現ハレルモノ、叉ハ甲二出テ乙二出ナイモ

ノ或ハ其ノ反對ノモノ、更二甲ト乙トニ出ルモ

ノト乙ト丙トニ出ルモノトイフ様二肝機能障碍

ノ程度ノ種類が賓二多にデアルコトガ分ル。之

二由ツテ肺結核症ノ肝臓磯能試験ニハ３種ノ方

法ヲ探ラナ４ト誤ヲ･来ソ、コトガ知ラレル。

(３)各群二就イテ観察シテ見ルニ第１群デハ何

レノ例ニモ１或ハ２種類ノ肝臓機能試験二陽性

ノ成績テ得テサル。之ノ陽性卒ヲ肺結核症ラ主

ト：リレ他ノ群印Ｕ及Ⅲ群ノ夫ト比較シテ見ルニ

是等ノ群ト同程度カ、或ハ多少ネイ位二思バレ

ル。而モ腸梢ｌ重症ノ１例デ丿ヽ３種類ノ試験二

陽性デ、高度ノ肝機能障碍アルコトラ示シケリ
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ル。自]、肺結核症・ヽ極メテ軽度デアツテモ、腸

結核症が合併フヽレバ、タトヘソノ腸結核症が軽

度ノモノデアツテモ、既二肝機能ハ障碍サレ、

若シ腸結核症重症ナユラバソレニョツテ高度ノ肝

機能障碍来ルコトテ知ルノデアル。

(４)肺症状ノ中等度叉ハ重症ナルモノノ多イｎ

及Ⅲ群ヲ･見ルニ、肺中等症ニシテ腸重症ナル１

例ハ死亡シテ居リ、之－ダヽ肝障碍高慢二現レテ

テル。肺中等症デ、臨休上腸結核症状ナキモノ

２例陽性二出テヲル。内１例ハ糖尿病デ且便秘

シテサル。肺結核症重症ナル例デハ腸結核軽ク

モ肝障碍ヲ･認メル。肺、腸共二重症ナルモノノヽ、

肝障碍高度ニシテ死亡シテテル。

(５)再ビ腸結核症テ主トシテ之テ見ルニ腸重症

ナレベ肺症状軽クトモ肝障碍ノヽ高度デアル。

腸重症ニシテ肺中等症或ハ重症ナルモノハ、矢

張り肝障碍ハ高度デアル。之ハ全身症状重篤ニ

シテ何レモ死亡シテテル。

(６)以｣こヲ總括シテ考察フ、ルニ、肺結核症重症

ナル場合ハ肝障碍来ル。肺結核症ハ軽クトモ腸

結核症重症ナラバ、矢張り肝障碍が来ル。

　

ソコ

デ肺結核症テ主トスル例(II，Ⅲ群)ト腸結核症テ

主トスル例(I群jトヲ比シテ見ルト、腸結核症

ノ方が肝臓機能二影響スルコトガ多イ様二思バ

レル。故二肺結核症二於ケル肝臓機能試験ニハ

腸結核症ノ影響が甚グ多イコトニ注目シナケレ

バ｀ナラナイ。

(７)軽症肺結核症二肝機能障碍が来ルトイフコ

トハコノ成績カラ言ヘバ認メ難イ。

(８)以後二結核症二非ラデル48歳ノ男ノ１例

ハ心臓死ニシテ、之ハ胃潰瘍其他種々ナル疾患

ヲ涙往症二持ツテヲルガ、コノ例ニ・ヽ肝機能障

碍現゛゛レテヲ務。

　　　　　　　　　

結

　　

論

(１)肺結核症ノ肝臓機能試験ニハ３種ノ方法ヲ

拉用シナ１ト誤が起ル。

(２)本研究ニョルト、腸結核症が肝臓機能障碍

二貢ルコトガ雀タ侈イモノデアルコトガ知ラレ

ヒj
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(３)慢性肺結核患者ノ大多数二肝臓機能障碍が

見ラレル。漢慢性結核症ノ大多数ハ腸結核症テ

合併シテ居ル。其際腸結核症ハ必ズシモ臨休的

二症状ザ示サナイ。故二慢性肺結核症ノ肝臓機

能試験ノ際ニダヽ常二腸結核症ノ合併二就テ考慮

シナケレバナラナイ。

　

47．

　

Warburg )血清法ニヨリ肺結核及

　　　　

ビ溶出性肋膜炎患者ノ血清中ニテ測

　　　　

定シタル正常海瞑肝臓ノ組織呼吸二

　　　　

就テ

　　　　　　　　　　　

石橋三郎京城醤

　　　　　　　　　　　

松本

　

芳
(
専

　

内科
)

　　　　　　　　

１．

　

緒

　

言

近時Warburg J血清法一ヨリ各種患者ノ血清

中－テ絹織呼吸が測定セラルヽニ到レリ。禰田

ハ早特性庭呆患者ノ血清中ニテ健常白鼠大脳ノ

組織呼吸が抑制セラルヽテ観、出田ダヽ糖尿病性

眼底疾患患者ノ血液中ニテ健常白鼠網膜ノ知織

呼吸が抑制セラルヽヲ栽タリ。

角木及ビ禰喜多ハ肺結核患者ノ血清中ニテ正常

海狼肺臓ノ組織呼吸ハ抑制セラルト云フ。肺結

核叉ハ惨出性肋膜炎ト肝臓トガー定ノ開係ヲ有

スルコトハ疾患患者ノ大部分二於テ肝臓機能障

碍ヲ澄明シ得ルコトヨリ容易一首肯セラル。余

等ハ結核症ノ組織呼吸トノ開係ヲ･知ランド欲

シ、本官験二於テハＷａｒbｕｒｇノ血清法ニョリ

肺結核及ビ惨出性肋膜炎患者ノ血液中ニテ正常

海筑肝臓ノ細織呼吸ヲ測定セリ。

　　　　　　　

２．

　

官験方法

賓験動物､ハ400 g 前後ノ海銚尹使川シ、該動物

ヲ頭部打撲ニョリ致死セシメ直二服部ヲ開キテ

肝臓ヲ･取出シ左葉周縁部ヨリ絹織切片ヲ作レ

リ。コノ組織切片ノ組織呼吸サＷａｒbｕｒｇノ血

清法ニョリ１ハ健康者ノ血清中ニテ他ハ肺結

核叉ハ惨出性肋膜炎患者ノ血清中ニテ夫カ同時

二測定シ、健康者ノ場合ト患者ノ場合トチ互二

比較セリ。測定ﾉﾍ30分毎ニ４同２時間二亙リテ

行ヘリ。血清ハ先ヅＨａｇｅｄｏｒｎ-Ｊｅｎsｅｎノ方法

ニテ糖量列則定シ、糖量0．2％トナル４如ク5．6
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％ノ葡萄糖液ヲ以テ補正セリ。コノ糖量ヲ･０．２

ガユ補正シタル血満ノ結合炭酸量テＷａｒbｕｒｇ-

Negelein

　

ノ方法ニテ測定シ、500～600 cmm

COg/lccm Serum ニアラデル時ハ0．2≒葡萄糖

含有ノ基礎塑液叉ハ等張重曹液ヲ以テ560cm m

COJlccm Serum トナルガ如ク補正セリ。次ニ

コノ糖量0．2が、結合炭酸量約５６０ cmm Ｃ０２/１

ccm Serum トナレル血清二就テWarburg" J

第２法(酸附加及ビ稀種法)－ヨリ炭酸二對スル

∠ier,Jp従ッテ
Jer
-
Ｊｐ

テ求ノ血清中二於少ル容

器恒敦ヲ求ムレバ、Warburg J改良法ト同様

－シテ即織呼吸尹測定スルコトヲ得。

　　　　　

３．

　

賓験成績雄二結論

今測定４同ノ平均値ノレヲ畢ゲンニ

26例ノ健康者血清中二於ケル正常海抜肝臓ノ組

織呼吸ノヽ、Ｑｏ２ハー5．9～－11．3平均一8．4±

0．18ニシテ、Ｑｃｏ２ノヽ＋5．6～＋10．6平均＋7．9

±0.14ナリ。

17例ノ肺結核患者血清中二於ケル正常海貌肝臓

ノ組織呼吸ハ、Ｑｏ２ハー3．2～-7.9平均一４．７

±0．21ニシテ、Ｑｃｏ２八4-2.8～＋6．5平均＋

4．3±0．18ナリ。

９例ノ惨出性肋膜炎患者血清中二於ケル正常海

担肝臓ノ組織呼吸ハ、Ｑｏ２ハー2．9～－6．3平均

一5．0±0.22ニシテ、Ｑｃｏ２ヵ4-2.4～+5.7平

均+4.4±0.22ナリ。

乃チ肺結核叉ハ惨出性肋膜炎患者ノ血清中ニテ

正常海痕肝臓ノ組織呼吸ダヽ抑制セラルヽ成績テ

得タリ。

　

48．

　

肺結核患者ノ血糖量蛙二人工気胸ノ

　　　　

血糖量二及ボス影響二就テ

4匹４(‰縁)
肺結核患者ノ含水炭素代謝機能ノ研究グヽ既二其

歴史古ク、其業績モ多シ。而シテ慢性疾患タル

結核が内分泌相互ノ作用二於テ異常テ誘登シ、

之が血糖二及ボス影響モ次第二明白ニサレ、食

餌性或ハ糖負荷試験ニョリテ起ル過血糖曲線ヲ

調査シ、ソノ性状ニョリ機能障碍ノ有無。拉

ヒj
日
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ニ程度ヅ推察シ何レモ糖同化機能障碍ノ存在ニ

ハ是認スル處ナルモ、空腹時血糖量二就テノヽ、正

常値ト比較シ、高値説、正常値段、或ハ正常域

ヲ逞二脱出フ、トナス等ノ説アリテ未グユ論鮎ノ

一致テ観ヂル状態ニシテ血糖ト他ノ諸臓器トノ

開係ノ如何二複雑微妙ナルカヲ知ルベシ。コノ｀ゝ

恐ラク、結核ノ病型、病症、合併症ノ有無、内

分泌御経雨系統ノ状態ノ相違並二検査方法ノ異

ナルこ因ルモノト､Ｓ･唯サル。

次二人工気胸ノ肺結核二對スル治療的数果顕著

ナルハ一般二認ノ･ラルモ、其治癒催進作用ノ機

韓二開シテハ虚腕サンタル肺が或ハ安静トナル。

認ナリヤ、或ハ君血サ起ス篤力、或ハ貧血二因

ルヤ、或ハ淋巴諺滞二録因スルカ、諸家ノ詮、

匯々タル状態ナ几而シテ虚脱ト血液トノ開係

二就テハ幾多新知見ノ開拓二資スルモノ甚グ多

キモ、一方人工気胸施行後ノ血糖二開スル精細

ナル報告テナセルモノハ斟シ。余ハ此ノ開係テ

探索シ、且叉惨出性肋膜炎患者ノ場合、其胸水

穿刺二依リ、肺ノ歴迫状態去リタル時ノ血糖ノ

態皮テモ併セテ調査セリ。

(A) 111名ノ肺結核患者ノ血糖ヲ観察シテ次ノ

結論尹得タリ。

1．

　

肺結核患者室腹時血糖量ハ平均84．８ｍｇ％

ニシテ、余ノ得タル健康ノソレノヽ89.6mgガナ

リ、、

２．

　

肺結核患者空腹時血糖量ハ病機ノ進展ト共

二低下ス。但シ稀二重症者ニテ正常域ヲ逞こ脱

出セル過度ノ高血糖者ｦｰ認ノ･タルコトアリ。

3．

　

男子ハ女子ヨリ梢ｌ高ク、年齢別二一定ノ

開係ナシ。

４．

　

赤沈値ノ促進1ヽ血糖量ノ低下ハ相件フ如ク

「ツベルクリン」反庖ノ陽性二隨ヒ、正常域ニア

ノレ者多シｏ

５．

　

合併症ノ中、腸結核、腹膜炎、高度ノ胃腸

障碍テ有スル肺結核患者ハ低血糖二傾キ易ク、

脳膜炎、喀血叉ハ血痰テ件フ者二比較的高血糖

者多シ。毅熱及ビ策養状態ハ直接二影響セデル

モノノ如シ。
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肺結核患者・食餌性血糖曲線圖示

雰勢 騨 伽

/20一

ノ%0一

〃 一
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〃 一

〃一

{

鷹 治

11、!
、 、
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ゾ/!!、

!
一 一 第 一 型

・一一一 多 二 里

一一一一 蔓 三 型

一一 ロー 多 四 型

6.肺 結 核 患 者 ノ・食餌 性過 ぜ血糖 曲 線 上,明 カ ー

健 康 者 ト相 違 ア リ。 病 症 ノ進 展 ト關 聯 シテ次 ノ

4型 が隔 別 セ ラル。

第1型 食 後30分 二過 血糖 ノ頂 黒占二達 シ、2時

間後 ノ・食:前値 二恢 復 ス。 治 癒 的 傾 向大 ナ ル軽 症

者 二翫 健 康者 ノソ レ ト相 等 シ。

第2型 食 後30分 乃 至1時 間 二頂 貼 二連 シ、2

時間後 ノ・食前値 二殆 ンド恢復 ス。停止性ニシテ

病竃狭 ク、主増殖性 ノ者 二多 シ。

第3型 過血糖 ノ上昇 が徐々ニシテ食後1時 間

後 二頂黙 二達 シ、2時 間後 モ遙 二食前値 ヨリ高

久 恢復 ノ遅延 テ見ル。進行性ニシテ病竃廣ク

七滲出性 ノ者二多 シ。

第4型 第3型 二相似ルモ、増加傘少 久 恢復

租 て早 シ。即チ過血糖状態 が時間的二短 ク、豫

後不良ナ リ。

7.増 加率ノ・健康者平均390,肺 結核患者25%

ナルモ、、とト病症拉二豫後的關係ハ認 ムル能ハ

ズ。

(B)26名 ノ肺結核患者二就 テ人工氣胸術施行ニ

ヨル血糖量 ノ攣化及ビ17名 ノ滲出性肋膜炎患

者二就 テ、 ソノ胸水穿刺ニヨル血糖量 ノ攣化テ

観察 シテ次 ノ結論 ヲ得 タリ。

8.人 工気胸作成直後一時血糖量ノ・減少 シ、且

其食餌性過血糖増加率モ、或程度抑制サル。

9.胸 水穿刺直後一時血糖:量ハ増加 ス。

10.両 者 ノ増減率ハZF均7%内 外ナ リ。増減率

ト途入空気量又ノ・穿刺液量 トノ間ニ…定 ノ關係

テ認 メズ。

番號 姓 名 年齢1性

1L哩 里
21一

3■

♀

舎

18

24

　

]6 ♂

1

診断 名 識 部位
i

㍉■
25

雨走滲出性

5ほ9

}

i

「一
61■34

一i

♀

雨肺尖結核

♂

右 空 洞 性
主 滲 出 性

`雫 均ノ

1左 三ヒ堆積性

(準 均.

右据1殖性

}
Lヒ

Lヒ

均
百
出

ト

.空

滲

ノ

ん
主

(亭 均 、

書癖レ1器
ヘ コ　 　 　

1一新{器

3÷ ∴。。
5/,= .4・ ・

ー

エ

}
」

.

一

7

1

一

二
動

)

胸

ル
奉
%

㎎

氣

ヨ
揺
(

グ
30
内

一
ス

ハ
以

糖

後
叉
分

血

胸
前

氣
直

入

旦w氣

㏄

逡

空

一

56872m一30
}
.

9

90

6杢
_

7(と

67

88-2

70十9

り

～

【
イ ゼ

柘

00氣 胸作成
一
後、後 ノ食餌食

30!～ 障 動揺率
1時 間1(%)

値1
80

104

96

90

92

11(37)

ユ6:31

豫後及
ビ縛館

71

10092-8」 璽

106100-6 _塑 一

10396-711」 ～.

イf120～IO81-71笹

イ■420、8282+108一『廊 耐

2=7510。下 』 ・

186 -82・ 一6106

/・II250」 巨
.94-10120

左500」q{L90-10132
-1一一一 一

1031}i一 一一一=了6126

死 亡

略 ミ治

50

28、70

コ じ

8

1020,

10

22ら26,

32

16

24

1450)

32

23

軽 快

事 故
退 院

略 く治

良 好
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7

-

8

τ

■ 26

『

23

'

♀

2

-

3

一

噛一万 一

8

左1
右

左
右一

一
右一
右

一

右
一}

右

右

7「
左

200

300
61 56卜8172 18

死 亡
特獲性

氣胸併
'獲ス

300

300
66

_一
64

56 一15 80 21

56 一12 76 20
　

雨走滲出性

一 一__一`一

σ 均 ・
一 一 一一_

右 空洞 性
圭増 殖 性

俸 一場 一
一一 一

右 空洞 性
差 滲 出性

400 102 90 一12 124 211
一一 一 一一

32132 ,不 攣

2デ,
一 一}

一 一

一 500} 106 94 一10[40

」
一

L趣L 92 一111132

■ 25

♂
●

♂

1-47♂

一
♀

♀

一

♂

一

♂

一
♂

一
400・ 82 84 十2 111

一_一

353側 略 始

10
-

11

■
18

-

25

30

『 一一一

右 一L滲出性
一 一

雨}・滲 出性

右1'ラ臼

1

150i68 721+6194 401321良 好

一 250180
1

76「319・ 1327、1不 攣

12

-

13

-

14

一『 一一一一

右生滲出性
●

500 80 82巨2 100 252り 月
▽ 卜一 一 一

300 74 80 十8 90 21
『

(干 蜘 77 81 十5 95 23
一

■
一_一一一一 一一一一 一

■

一 一

右圭滲出性
右圭増殖性

曹 一一

c卜 均〕

}

150

150
93 88 一5 102

110620
、1

略 ζ治

一 一一

軽 快
一 薩

250

250
81 841+↓196 20

1
_「

1

8

万一

エ
5

10

　

↓

5

-

6
-

3

-

5

_一

}
12

↓

9

迭

8

12

2
}

3}

.三

5

3

一イL

右
/1三

一

右

ノ1三

一
右

右
一 一 咀

右一

右
左

87 861 99 15

■ 23

25

-

17
-

14

-

18

-

20

♂i布 圭増殖性 450 92 841-9
i

104 13(41) 良 好

15 ■
1
雨走増殖性

200

100
82 841+2

1
93 13

300

300
71 64 一10 80

…

⑱271略 始
ノ

}(平 均) 76 74 87 13

16 ■ 右圭増殖性 500 88 80 一9 102

一

16β7ジ 良 好

17 ♂

一 一

♀

一
♂

左早期浸潤
250 84

　 一 　 一 『

74

80 一7 98

一一

171301

一

一

1不 攣
1一 300 72 一2 100 35

叩 均) 79 76 一5 99 2611

18

一 一 了　

雨垂滲出性

150

150
72 68 一5 92 28(32)1

死 亡右
左

200

200
80 80 ± 100 25一

(不 均.

左

左

76 74i-5 96 26

19
-

20

左室増殖性 400 86 741-14 94 鵬 。1[良 好一 ＼ ノ

24 ♂ 左上滲出性
一」

400 92 86F7 106 15口0 、 不 憂一
21 231

一 一一 一 一

右早期浸潤 右

右
一一

500 90 82}_91 110 22受33ノ 略 二治一
22 ■ 18

♂__一

♀

♀

右 上 葉 炎
混 合 型

500

-

400

77

一 一

「 虚一一

68 一11 94 22(17) 略 く治

墨
24

■ 20
}

20

右 播 種性 ポ 行 72 70 一2 90 25(40) 略 ζ治

■ ♀ 左室滲出性
一
1・匡 500 82 841+2 100 22(27) 良 好

一一一

良 好25 ■ 27 ♂ 左早期浸潤 左
一『

31右

400 90 80-11 108

一

20

26 23 ♂ 右圭滲出性 300 80 76「5 111 50〔60) 良 好一
1

9
飼

0
σ

註
氣胸 作成前値～彼位動 揺卒=x100

氣胸 前値 叉 ハ後値

十・・前値く後値 ヲ示 シ、0・ ・前値〉 後値 ヲ示ス

括弧 内 ノ数字 ハ氣胸 ヲ施行 セザル場合 ノ食餌性動揺率 ヲ表 ス
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番號 姓 名 年齢 性 診 断 名 患側 穿 刺 量

(cq,

血糖 量mg1%
動揺率

(%)

1

豫 後 文
ハ轄蹄

穿刺前値i魏驕

1

　一 一 一

2

37・ 一♀一i

狭義特獲性 左 600 86 92 十7

良 好左 1200 80 88 十8
フト 均1 83 90 十8

17 ♀
　一

同 上 右 500 88 92 十5 略 ζ治

3 2套!♂ 同 上 右 300 90 88 ± 全 治一
妻

　 『

5

28♂ 廣義特登性 左 400 82 86 十5 全 治一

20

■一

25

♀
尚 上 左 300 80 80 ±

略 く治左 500 88 90 ±一
1/ZF均 ・ 84 85 ±

6 一
-

♂

3

}一 一

同 上
左 500 78 8q ±

略1治左 200 82 80 ±一一 一

(不 均ノ 80 80

}

±

7 一 12jl♂
同 上 右

一

300 80 76

一7

-5
一 一

良 好
』 一

8 一 381♀ 狭義随件性 右 200 72 71 ± 略 く治

15 ♂ 同 上 雨 400 70 81 十15 死 亡gl一

10 30 ♀ 同 上
一

右一一
300 86 90 十4 良 好トー一一一一一

11 18 ♀ 同 上 左 500 90 98 十9 事故退院1一

12 ■
同 上 右 400 78 80 ±

良 好281♂ 右 400 82 88 十7
一 一一　 一一 一}

ドZF均 80 84 十4

13 1一 40 ♂ 再 燃 性 左 200 80 72 一10

1↓1一 18 ♀ 同 上 右 300 78 78
一

±

良 好一 一 一

略 ζ治

151■ 26L♀ 同 上 左 200 81 82 ± 略1治

16 241♂ 同 上 右 200 88 92 +4陣 故退院一
17 28i・ ♀ 多 猶 性 雨 400 74

}一 醒}

_1 821十101略1治

49.

註 動 揺:率=
穿刺前血糖量～後血糖量

×100前叉 ハ後血糖量

肺臓二於ケル蛋白中間代謝二關スル

研究

築寿 擁 灘 蒼)
肺 臓 ノ・圭 要 ナ ル瓦斯 代 謝 テ螢 ム外、 物 質代 謝 就

中 中 間物 質代 謝 二 大 ナ ル:影響 テ 及 ボ ス ハ、 既

一屡 々我 等教 室 ヨ リ報 告 セ リ。

余 等 ノ・今同家 兎 肺 動 静脈 血 ラ同時 二探 取 シ、 聰

窒 素lll及 ビ残 除 窒 素 ㍉い 測 定 シテ肺 臓 二於 ケル

蛋i白中間 代 謝 ノ状 態 チ窺 ハ ン トセ リ。

實 験 ノノ法 及 ビ材 料

血 液 ノ・家 兎 心臓 左右 心 室 ヨ リ同 時 二探 取 シテ其

ノ血 漿 テ用 ヒ、 キ ェー ル グー ル氏 法 ヨ リ総 窒 素

及 ビ残 絵 窒 素 テ測 定 セ リ。

十 ノ・上 昇 ヲ示 ス

ー ハ 下 降 ヲ示 ス

過 窒 素 血=r惹 起 セ シム ル 目的 ニ ノ、健 康 馬 血 清5

C.C.ヲ'用ヒ、 家 兎 耳 艀脈 内 二注 入 シ、1分 、5分 、

10分 後 ニ ソ レゾ レ耳 静脈 ヨ リ探 血 シ、残 飴窒 素

及 ビ穂 窒 素 ノ時 間 的攣 化毎 検 シ、5分 後 檜 量最

モ大 ナ ル テ知 リタル テ以 テ、 左右 心 室 血探 取 ハ

スベ テ馬 血 清 注 入5分 後 二於 テ行 ヘ リ。 實 験 的

家 兎肺 炎 テ惹 起 セ シムル爲 一 ノ・、 先 ヅ肺 炎患 者

喀 疾 ヨ リ肺 炎饗 球 菌 一r分離 培 養 シ、 敷 同廿 日鼠

テ通 ジ テ毒 力 ヲ彊 メ、 其 ノ俘 游 液2qcr}家 兎 ノ

氣 管 内 二注 入 シ15時 間 乃 至20時 間後 前 法 ニ ヨ

リ探 血 セ リ。

而 シテ探1血後 直 チ ー之 テ死 ニ イ タ うシ メ、 肉眼

的及 ビ組 織 學 的 二検 索 セ リ.
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甲状腺剤飼育家嘔｡ハ先ヅ少クトモ１迦間以上一

定ノ飼料ニテ飼育セシ健康家兎ニ、｢チラージ

ン｣末毎頭１日０．２瓦宛投典シ、10日後前法ノ

如ク採血分析セリ。

　　　　　　　　　

賓験成績

1．

　

健康家兎二於テハ、ｎ例中11々隷除キ左心

室血ハ右心室血二比シ残諦窒素軽度二増虻セ

リ。而シテ總窒素二於テハ左右心室血二於テ殆

ンド’差異ラ記リズ。

2．健康馬血液注射家兎二於テハ、左右心室血

ノ残諦窒素ハ、健康家兎二於ケルト殆ンド同様

ナル所見ザ呈几

總窒素二於テハ左右心室血Lニ於テ軽度ノ噌輦ラ

見タルモ、両者間二著シキ差異ヲ認一･ザリキ。

3．賓験的肺炎家兎二於テハ、左右心室血中ノ

残諦窒素量ハ健康家兎二比シ著シク噌加シ、シ

カモ左心室血ハ右心室血一比シ増吊シソノ程度

健康家兎ヨリ逞二著シ。

叉總窒素量二左右心室血共二増量ラ示スモ雨者

間ニハ差異ヲ認ノズ。尚人工的肺炎家兎二於テ

橋本博士ト共二左右心室I仙赤血球直経ノ開係ヲ

検セシガ、健康家兎二於ケルトハ反對ニ、左心

室血ノ赤血球直経ハ右心室ｍ二比シ増大セル今

賓ヲ･認ｙタリ。

4．

　

甲状腺剤飼育家兎二於テモ、健康家兎こ一比

シ左右心室血ノ残除窒素量ハ増加シ、且ツ左心

室二於テノヽ右心室血二比シ更二増罫Tシ、而モ其

ノ程度健康家嘔二比シ大ナリ。

狗總窒素量モ左右心宇血二於テ増量セルモ、両

者間二差異ヲ認ノ･ズ。

　　

50．｢ツベルクリン｣注射ニヨル結核海瞑

　　　　

ノ謄温愛化二就テ
大林

柏木

¦
りjts雷

IJ天(傅染病

_v

　

－、

　

､研え所
)

我夫

結核個醒ニＦツベルクリンJラ注射フヽレバ全身反

庶トシテ殷温ノ上昇？来犬コトハ古タカラ知ラ

レタ事賓デアッヘ大動物デハとサ結核診断が

法ノ一ツトシテ用ヒテヰルガ、小動物殊二海銚

ノ「ツベ゛ルクリン」ニョル醵温愛化ハ比較的不定

523

ナルモノトセラレテ居リ、之二就テノ詳細ナル

賓験報告ハ極ノテ斟イ。

余等ハ「ツペ｀ルクリン」主射ニョル結核海痕ノ酸

温宛化二就テ時間的二逐次追究ヲ試£、叉結核

症ノ各病期二於ケル熱反庶ノ髪化等二就テ宣験

ザ行ツタ故、ソノ成仔回報みフ、ル。

　　　　　　　　

賓験力法

人型結核菌O.lmg感染ノ海倶二就テ感染後第

２迦目、第５迦目及ビ第10迦目ニ100倍μ汗ツ

ベルクリン」1 。Occ.テ皮下二注射シ、注射後１時

間乃至２時間置キュ24時間二亙ツテ酸温列則

定シ、一部ハ注射後10分、20分、30分等注射

直後ノ酸温テモ検シタ。叉對照1ヽシテ健康海痕

j-100倍篤「ツベルクリン」ノ同;､;Tテ注射シタル

モノ及ビ感染第10週ノ結核海痕ニ100倍ノ「ツ

ベルクリン」對照液1 。Oca サ注射シタルモノ

ノ酸温が則定シ、賓験群ノ酸温ノ分化ト比較シ

タ。

次二結核感染第10乃至ｎ迦ノ海痕ニ10倍奮

「ツベルクリン」2.0C.C.列主射シ、前ト同様二逐

次注射後ノ酸温ヲ･測定シ、對照群ノ夫ト比較シ

タ。賓験ノ結果ハ以下ノ如クデアル。

　　　　　　　　

盲験成績

「ヽ片うレクリン」少量注射結核海痕群－アツテ

ハ、酸温ハ注射後約１時間ニシテ上昇シ始ぺ

２時間乃至６時間デ最高二達シ８時間乃至14

時間位デ哲二復スルガ、對照動物二於イテハ全

ク酸温上昇ラ認ノナイ。叉酸温上昇ノ程度ハ大

醍二於イテ結核症進行ノ程度二比例スルモノノ

如ク、余等ノ賓験成績デヘ感染後２題ノモノ

ニ於イテ｡ハ平均０．３ Ｃ，５迦ノモノニ於イテハ

1．（ｙＣ，10週ノモノニ於イテノヽ1．7クＣノ上昇ヲ･

示シタ。

「ツペ｀ルクリご」大量注射ノ場合ハ、結核感染第

10乃至11題ノ海倶二於ケル賓験ニョレベ注

射後10分乃至20分デ膿温梢ｌ降下シ、ペデ上

昇シテ約２時間ニシテ最高二達シ、再ビ急激二

降下シテ大膿10時間以内一発死－リレリ観タ。

酸温降下ノ程1いヽ0.2'C位ヨリ多キハ1.0 C
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達ソ､ルモノモアリ、叉上昇ノ程度ハ平均0．6°Ｃ

デアツテ、射照ノ健康海抜二同量ノ「ツペ｀ルク

リン」ヲ注射セルモノノ膿温が平均0．8°Ｃノ上

昇テ示シテヰルノニ比シフ却ツテ低イコトヲ･認

メタ。

　

51．

　

肋膜瀋出液二於ケル「ラクトゼリフヰ

　　　　

カシだ､ン_、

ミー心
一

-

　　　

１京都府大木

　

有(飯塚内科)

恩師飯塚教授拉ビエ鶴崎博士考案ニ

　

ヨ

　

ノレ

　

「ニラク

トゼリフ小カシオン」ノ結核二於ケル成績ハ先二

殼表セラレタル處デアルガ、余ハ惨出性肋膜炎

30例二就キテソノ経過二沿ヒ血清及ビ肋膜惨

出液ノ「ラクト」ヲ見タルヘ興味アル成紅け得

タルラ以テ茲二報告ス。

郎チ別表二示スガ如ク肋膜炎ノ急性二経過ソ、ル

場合、血盾及肋膜惨出液「ラクト」ノヽ病初ヨリ非

常二促進シ、下熱シ初ｙ尿量噌加フ、ル頃二至ル

ト血清及ビ肋膜惨出液にラクト」ハ更二促進シ、

全ク下熱シテ肋膜惨出液ノ殆ド貯溜セザルニ至

ルト血満及ビ肋膜惨出液「ラクト」ハ再ビ遅延ス

ルガ、ソレニシテモ非常二速カーニーノヽ健康人ノ「ラ

クトゼリフ4．カシ。ン」ニ達シナイ様デアル。次

二慢性ノ肋膜炎二於テモ矢張り血清及ビ肋膜惨

出液「ラクトンヽ非常二早ク。一進一退ノ悪イ場

合ハ非常二早クナツテ行ク。

以上ノ如ク惨出性肋膜炎二於ケル血清及ピ肋膜

惨出液「ラクト」ハソノ病気ノ時期二依ツテ異ナ

ルモノデアルガ、別表二示スガ如ク血清「ラク

ト」ハ何レモ早ク、最モ遅イモノデモ９分40秒

ニシテ「ラクトゼリフキカシオン」ノ｀終ツテ居リ、

早キハ13秒デ完成シデヰル。肺浸潤、腹膜炎等

ヲ･合併スル場合ニ｡ハ殊二早イ様デアル。

叉惨出液「ラクト」ノヽ３時間35分が最モ遅ク、

早キハ２分50秒デ、時期二依ツテ異ナルガ普

通血清「ラクト」ノ５倍乃至20倍位ノ時間テ要

スル。叉惨出液「ラクト」ハソノニリスル氏法＝

ヨル蛋白量、比重、「フ4プリン」形成度ト､ハ必

ズシモ拉行シナ４．叉惨出液探取直後ノ溶出液

【第17巻

「ラクト、ト充分「フ４プリン」形成後ノ惨出液「ラ

クト」トノ｀ヽ略ｌ同一時間デアツテ、「ラクト」ハ

「フ4．プリン」－ハ開係サ有シナイ。

次二肋腹膜炎二就テ見ルニ、ソノ肋膜惨出液「ラ

クトｊト腹膜惨出液「ラクト」トハ一致シナイ。

叉肺炎後ノ膿胸ノ場合、肋膜惨出液「ラクト」ハ

血清「ラクト」が非常二早イェモ拘ラズ非常二遅

ク、４時間テ経ルモ恂「ラクトゼリフφカシ、ン」

ノ現レザリシ１例ラ経験シタ。叉肋膜漏出液

「ラクト」ハ尚ソノ症例二接シナイノデ今後ノ検

索二待タンモ種々ノ疾患二於ケル腹膜漏出液

「ラクト」ハ、ソノ血清「ラクト」ノ早イ遅イユ開

係ナク出現シナ４．別表二示スガ如シ。カク

「ラクト」ハ惨出液及ビ漏出液ノ鑑別診断ノ一助

トモナルモノト信゛ズル。

ソノ他「ラクトゼリフキカシ。ン」臨鉢的諸検査成

績トノ開係テ見ルニ、赤血球倣、「ヘモグロビ

ン」含有量、血液型、モイレングラノ･ヽト氏法ニヨ

ル「ビリレビン」含有量等トハ明カナ開係ヲ･認丿

難イ。プルフリヴヒ氏法ニョル蛋白量ノ大ナル

モノ印チ８％以上ノモノ｡ハ何レノ疾患二於テモ

「ラクト」ハ早イガ、同一蛋白量デアツテモ肺結

核、肋膜炎、重症「カタル」性肺炎等ノヽ他ノ疾患

二比シ非常二早イ。叉血清粘積度ノヽ蛋白含有量

二大醵拉行スルモノデアルガ、コノ粘積度ノ大

ナル時印チデーテルマン氏粘積度計ニョル値ノ

２。２以上－ナルト「ラクト」ハ非常二早イ。

　　　　　　

Ｖ．素質及ビ啓質

　　

52．肺結核患者二闘スル性格駿構研究

　　　　

（第二報）高血挺症卜肺結核トニ開

　　　　

聯シテノ観察憧報

々回応ふja）
性格ト云ヒ胎構ト云l=共二古ク｢ヒポクラテス｣

時代以降種カ論議研究サレ来リタル問題ニシテ

而モ未グ甲論乙駁Ｅ． Ｒ．Jaensch J所謂｢開カ

レタル細織｣ナル晋展性ヲ示スト共二其分類型

式二於テスラ一定セデル現状ナリ。然レドモ夥

シキ追試者二依リソノ所論が正シザヲ認メラレ
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狗昨今二到り外型ノミナラズソノ機能的方面ノ

研究テモ認サルヽ有リテ、ソノ所論ノ不動ノ

地位ラ得ントスルニ近キハKretschmer J分

類法ナル可ク依テKretschmer氏分類法二従ヒ

結核症患者ノ性格膿構ノ観察ラナサントス。叉

肺結核症及高血歴症程泣傅酸質等ノ問題サ云々

サレタルハ無カル可ク而モ結核二於ケル醒質ノ

問題ハ依然未決ノ借ニシテ、尚肺結核症ト血歴

トノ問題ハ臨休的二叉賓験的二屡々研究観察サ

レタルモ直接高血歴症患者二於ケル結核性疾患

特二肺結核ノ分布状態等こｰ就キKretsehmer

氏ノ分類二従ヒ臨休的二篤サレタル観察研究ハ

稀ナルガ如ク依テ余ダヽ東京慈恵會醤院患者ニシ

テ最高血歴150粍以上ノモノサ對象トシ高血眼

症者二於ケル肺結核ノ分布状態、肺結核症ノ撞

後経過症状等ト高血歴症トノ交渉テ主トシテ観

察シ同時二高血歴症者及肺結核症者二於ケル性

格醒構ノ分布状態及各醒構二於ケル機能的方面

ノ観察ラモ共ニナサントス。印チ

　

〔Ｉ〕高血眼症者二於ケル性格醒構ノ分布

　

〔ｎ〕高血眼症者中家族歴二結核性疾患有ル者

　　　

二就キ(附、家族歴二脳卒中有ル者ノ数)

　

[Ⅲ]同ジク涙往二結核性疾患特二肋膜炎テ有

　　　

スル者二就キ

　

〔IV〕現症二肺結核ラ有スル者二就キ

　

〔Ｖ〕各醒構者二於ケル機能嗜好

等二開シテ観察シタル事、及シツヽアル事ノ大

略テ慄報セントス。

　

〔Ｉ〕高血眼症者二於ケル性格醒構ノ分布

　　　　

〔Aj本態的血歴迩進者二就テ

Zyklothym 　　22
(78.6％ｯ

肥満型ヲ主トスノl/者　　20□1.4婉）

然　ラ　ザ　ノ1/　者 ２

Shi20thy71(21.2％)
肥満型ヲ主トjスル者 ０

然　ラ　ザ　ノl/　者 ６

〔Ｂ〕本態的血座充進者以下ノ高血座者

Zyklothym 　53ぐ53％）
肥満型ヲ主ト.スル者 50

然　ラ　ザ　ノレ　者 ３

Shizothym 　47(47％)
肥満型ヲ主ドリレ者 １

然　ラ　ず　ノ1/　者 46
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自]チ専門家ノ追試ノ示シタルガ如クKretsch-

ｍｅrノ性格卜部構ノ相開論テ肯定スルモノヽ

如ク、叉高良氏ノ健康者二於ケル分布ト比較シ、

木態的高血歴症者ニノ゛卜

　

Pikniker多キヲ示スガ

如シ。

　

[11]高血眼患者中家族歴二結核性疾患有ル者

　　　

二就テ

　　　　　　

〔Ａ〕本態的血塗迩進者

家族歴・
ニ結核ｊ

７

琵iソ25抑

無キ者ﾚ7Mjし

I

　

Fikniker

　　　　　　

3

≪Z>klothym)

ﾚ

13.6％)
ﾚ罵‾こ⊇見仏

)

〔Ｂ〕本態的血堕充進者以外ノ血堕充進者

家族脹

二結核
有ル者

13人
(13％)

Pikniker　　J　5人
''Zvklothym　j9.4％）

然ラザノl/者
　８人

(17.7％)

艇キ者
87人

(87％)

雨者共醒構的二見テPiknikerハ然ラデル値構

者二比シ結核性家族歴ラ有フ、ル割合ハ甚グ少キ

ガ如シ。叉肺結核者二於ラ･鴎サレタル家族歴二

結核ヲ有スル割合ノ登表二比シ高血眼ノ場合､ハ

少キガ如シ。

〔附〕家族歴二圖卒中テ有スル割合ハ本態的高血

座者ニ60.7が(17人)、然ラデル高血歴者二於テ

53％(53人ナリ)。

　

〔Ⅲ〕高血歴症者中既往二結核性疾患有スル者

本態的高血限者 ４人(14.3％)

爾腺ノ高血瞭者 ６人(６％)

Zyklothym

　　　　　I　Pikniker

　2人　レZyklothym)
/八　－　　，xj

０

しz.i%)

然ラザル者 ２人

Shizothym
　８人
(15.1％)

Pikniker
(Zyklothvm｀

０

然ラザル者 ８１

一般結核者ノ場合ノ報告二比シ既往二結核性疾

患ザ有スル割合ハ高血歴者ニノ｀X少ク尚膿構的二

見ル場合肥満型テ主トフ、ル者ニハ結核既往症テ

有スルダ｀ナクズテ然ラデル醒構ナリ。
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〔IV〕現症二肺結核ラ有スル者二就キ

本態的高１

　

１人

　

；

血瞑症者

　

ぐ3．6％ｿ
(Zyklothym)

０

・然ラザノl／者ｉ

　　

１

爾除ノ高ｉ

　

７人
血曝症者べ７％）

Pikniker
(Zyklothym)

　　

2

一

到

-

然ラザル者１

　　

５

總會演訊要旨

郎チ128人中８名ノ肺結核症者アリテ6．25％

ニ相常ス、之八一般疾病者中結核症者ノ割合ニ

ツキナサレタル最長等二比シ少キガ如シ。

特二肥満型テ主トスル者二於テハ甚グ少シ、之

等ノ患者ニツキ症状｢レ｣線二依ル病竃ノ状態経

過、経過ト血眼及憬後等二開シテハ現在観察中

ナlノバ後報セントス。

　

[vj各醵構者二於ケル機能的方面及嗜好等二

　　　

開シテ

ソノ多クハ現在観察中－テ後報スベキモ、血眼

動揺二就テ冷歴試験ニョル血感動癌ヲ･見タル結

果ノヽ

本態的血晰充進症

爾除ノ高血眼症

１
１

－
フ

ｅ「 Zyklothymﾝ
一-
ｻﾞ

　

ﾉ1／

　

者

13.0mm

一一一
9. 5mm

11.8mm

9.6mm

鴎]Pikniker J血管系統ハ内外ノ刺戟二對シ敏

感二反庶スルモノヽ如ク思惟サル。

食餌嗜好等二開シテモ詳細ハ後報ノ憧定ナルモ

Piknikerニ比シ然ラデル者特ニAthletiker

ノヽ濃厚食餌ヲ好ムガ如シ。

印チ要フヽルニ(1)Kretschmer氏ノ所論ノ如ク

偕構ト性格トノ間ニハ相開開係有ルモノノ如

シｏ

(2)高血歴症者二於ケル結核性疾患分布ハ他ノ

一般疾患二於ナル場合二比シ稀ナルガ如シ。

(３)而シテ本態的高血歴症者ニKretschmer氏

【第17巻

ノ所謂肥満型サ主トスル者多キニ高血眼症者中

結核性疾患７有スル者ハ主トシテ性格的ニShiz-

othymニシテ肥満型づ主ﾄ､スルモノハ甚グ少

シｏ

(4)尚肥満型ラ主トスル膿構所有者ハ内外ノ刺

戟二敏感-・反庶スル血管系統サ有スルモノヽ如

シｏ

ソノ外肺結核ヲ合併スル高血眼者二於ケル結核

症ノ症状経過ソノ外二就キテハ現在観察中ナレ

バ後報セントス。

　　

53．

　

過敏性謄質卜結核トノ交渉

　　　　

臨淋的観察(其ノー)

　　　　　　　　　　　

苅部

　

一衛(刀根山病院)

結核ト膿質トノ開係ハ、重要ナ問題デアルガ、

之が徹底的閲明ハ難シｔ。

慌質ハこヲ遺傅學的方面卜形態學的方面ト機能

的方面トノ三方面ヨリ論ズルコトガ出来ル。併

シ臨休的二重要ナルハ、第三ノ機能的二見タ醵

質デアル。

茲二余ノ所謂過敏性醵質トヘ醵質テ機能的二

見テ、個膿ノ反座カノ充進シテヰル状態ヲ意味

ソ｡ルモノデ、exsudativ-lymphatische Diathese,

vasoneurotische

　

Konstitution, allergische

Diathese, fibrose Diathese, Arthritismus等

ヲ'包括シ、略Ｉ Borchardt ノ云フstatus

irritabilisニ該常スル。

今ソノ内容尹具値的二示セバ卸チ第１表ノ如ク

デアツテ、コレラノ諸場性ノ一ツ或ノ'ヽ数個テ或

程度以上二有シテ居ルモノヲ･、過敏性膿質者ト

見倣シタノデアル。

扱テ過敏性薗質ト肺結核病勢トノ開係ヲ明カユ

ショウトシテ、余ハ肺結核患者600除名、看護

婦140除名、學童440除名二就イテ観察及ビ調

査尹行ヒ、ツギノ如キ統計的結果ヲ得タノデア

第一二、過敏性疾患家族歴ト肺結核病機トノ開

係尹見ルニ第２表ノ如クデアル。先ヅ表ノ説明

ヲフヽレバ、家族歴陽性度ニョツテ(併)ヨリ(－)

″・デ５群二分チ、ソノ各群二於テ、軽症､中症､重
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症が如何ナルχニ於ｆ分布シｆ居ルカラ見、更

二家族歴陽性度ト病機トノ開係テ一目理解シ易

クスルタノ、軽症卒列十）ノ値トシ、重症率チ（－）

ノ値トシ、中症率ラ（Ｏ）ノ値トシ、三者ノ差､郎

チ結局軽症卒ト重症率トノ差ラ暇リュ病機傾向

度ト名グ、以７か々ノ群全膿ノ病勢ヲ量的二表

現シタノデアル。印チ木表二示フ、如ク、過敏性

疾患家族歴ノ弼夕陽性ナル群ホド゛軽症病機傾向

度ヲ示スコトガ分ル。

第ニェ、過敏性疾患自己歴ト病機トノ開係ヲ見

ルニ、第３表二示ソ､如ク、矢張り平行的開係ヲ

見ル。

叉肺ノ結核病愛トノ開係ラ見ルニ゛、第４表二示

ス如ク、病唆テ「レントゲン」寫具像ニョッペ

痕跡性、散布性、繊維性、惨出性ト二分チ、病

機傾向唆表現形式二準ジテ、停止性傾向最モ彊

キ痕跡性病宛ノ率ト、進行性傾向最モ弼キ惨出

性病宛ノ阜トノ差ヲ･以テ、病歿ニョル病機傾向

度トナシ､各々ノ群全醒ノ病機ヲ量的二示セバ、

茲ニモ矢張り過敏性疾患自己歴ト病機トノ間一

平行的開係ノ存スルノガ分ル。

第三二、皮膚描別反座ト病機トノ開係ヲ･見ル

～ヘ

ル。

第５表ノ如ク、著明ナル拉行的開係ラ認ノ･

第四二、粘膜充血度ト病賎トノ闘係ｦ･見ルニ、

第６表二示ﾌ､如ク、矢張リ著明ナル拉行的闘係

伊a忍ﾒﾉﾚo

第五こ一、扁桃腺肥犬ト病機トノ間係ヲ見ルニ、

第７表ニ示ス如ク、鉉ニ於テハ參ﾆ万アリテ拉行
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卒二澄明セラレルカヲ示ヒバ、第９表ノ如ク、

印チ極軽症群二於テ最モ高率二澄明セラレ、反

對二奔馬性群二於テ最モ低率二澄明セラレ、病

勢ノ軽重1ヽ過敏性諸場性陽性度トハ、拉行的開

係テ示ス。而シテ健康者群ハ、雨者ノ中間二位

スｏ

以上ノ成績ニョツテ、過敏性醒質ハ結核ノ治癒

的過程二對シ促進的影響ヲj

ビ個借が結核二罹患シタ･に時、ソノ結核二打チ

勝ツタノニヘ普通以上ノ過敏性醵質、印チ充

進セル反底カヲ必要トスルモノナルコトヲ、漑

括的二結論シ得ルノデアル。

最後二附言シラ置キタ･fノヘ過敏性膿質ノ認

識ハ結核憧後學二必要ナルノミデナク、結核ノ

積極的治療二向ツテ、一新分野尹示唆フヽルモノ

デアルフイカ。

　　

討

　

論

台四(‰Ｊ)
個膿ノ過敏性素質が結核症二一定ノ交渉ヲ･持ツ

コトハ臨休上ノ経験カラ確賓ト考ヘラレル、私

が肺結核治療二主トシテ行ヒツヽアル安静食餌

療法が該眼ヲ･奏フ､ルニ従ツテ過敏性素質が顕著

ニナツラ来ル、例ヘバ今迄蓉麻疹的傾向ノ無カ

ツタ人二此ノ傾向ヲ生ジタリ、今迄有ツタ人ノヽ

其度が強化サレル事ハ可成時や賓験スルト=コロ

デアル、此意味二於テ一般過敏性素質ｦﾂﾞ

法二因り構成叉ハ噌強セシムルコトハ肺結核治

療二重要ナル意義ガアルト考ヘル。私ハ「ツベ

ルクリン」過敏症ニモ同様ナ意義ガアルト:号ヘ

テ居゛がとシニ就テ。’｀他日二譲ルコトヽスル。

　　

討論

　　　　　　　　　　

戸田

　

忠雄［九

　　

大］

貴下ノ云ノゝし／｡ル過敏性醗質ト「ツペ｀ルクリン」反

庖トノ開係ハ如何デスカ。

　　

答辨

　　　　　　　　　　　　

苅

　

部

　

一

　

郎

「ツベルクリン」反嘸及ビ其他ノ過敏性膿質皮㈹

反嘸ノ一部ノヽ調査績行中－テ、執l／後二報告ス
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ル考デヘアル。

　　　　　　　　　

宿

　　

題

　

54．結核症卜陛質

　　　　　

金深馨科大學教授

　

中村八太郎

　

１．緒

　

言

　

２．

　

血管系統1ヽ結核症

　

３．内分泌腺ト結核症

　

４．癌腫ト結核症

　

５．

　

結核症殊二肺結核症1ヽ非結核症

　

６．結核症ノ臓器的素因

　

７．器質1ヽ諸臓器結核症

　　　

肺結核症

　　　

淋巴腺結核症

　　　

胃結核症

　　　

牌臓結核症

　　　

扁桃腺結核症

　　　

腹膜結核症

　　　

腸結核症

　　　

腎臓結核症

　　　

厘及顔膜結核症

　　　

骨及開節結核症

　　　

附淑巴感質1ヽ結核症ノ経過

　　

８．

　

繊維性素質ト結核症

　　

９．

　

心内膿炎ト結核症

　

10．

　

早螢性痕呆1ヽ結核症

　

11．

　

結

　

語

　　

質

　

問

禍回(4にy勁
私ノ研究成績ヨリ少シ追加シ叉御意見ヲ伺ヒタ

イト思ヒース。癌屍膿ト結核屍値トユ於テヤ

ハリ子宮ノ腔ノ長サ｡ハ後者二於テ短カイノデア

リーi・孔形成異常二開シテ、癌患者ニハ形成異

常が少ナｕ話二條レバ肺二分葉異常が多イト

ノ事デアリマスガ、ソレノヽ恐ラク中葉、上葉ノ

分葉形成ノ不全ノ事ヲ指サレルノデ御座イマセ

ウガ、350例ノ検索デ60X以上二此ノ所見が

認メラレー・スカラソレハ異常ト云フ可キデノ･ヽナ

イト思ヒースガ御意見テ承ノ'ヽリタイ。叉症型

ニハ良性徴候ノ認・･ラル差ガナイトノ御話デア

リースガ、例ヘバ轟様突起ノ異常過長ノヽ病竃が

【第17巷

肺ノミニ認ｊラルルモノニ於テ,ハ普通ノ長サデ

アツテ、結

回ｎ倭ｓＪ）
菌醵抗原ラ用ヒテ可検血清中ノ抗醒ラ員荷セシ

ノタル後、遠心沈澱法ヲ行ツテ節分ノ血清成分

テ除キ、沈澱セル所謂感作｢アンチゲン｣テ用ヒ

テ補膿結合反廊ヲ･行ピクル鴻上、川上雨氏法二

就テノ追試賓験ノ一部ハ既二報告セルモ、今同

・ヽコノ鴻上

　

川上雨氏法ト共ニ、之ト同一ナル

抗原ヲ用ヒテ、而モ遠心沈澱ノ操作テ用ヒデル

従来ノ術式ヲ･拉行セシノテ結核補醵結合反廊ヲ

責施シテ得タル知見ノ2－3ニ就テ報告スル。

１．

　

余ハ抗原トシテ用ピクル結核髪型菌S．Ｔ．菌

ノ使用量二就テ更二検査シ、前記雨術式二於タ

ル抗原至適使用量多測定シタ。ソノ結果、各管

1/s ｍｇノ菌量ノヽ雨術式共二至適抗原使用量トシ

テ用ヒラレルコトテ認メタ。

2．

　

此ノ抗原至適使用量ヲ用ヒテ、結核患者雄

二健康者血清ノ各逓減的量二就テ、雨術式ニョ

ル結核補醒結合反座テ資施シ、臨林的結核患者

二於テノヽ可及的高キ陽性亭ヲ示シ、對照健康例



第５披】 總會演訊要

ニ於テノヽ可及的低キ陽性率ヲ示ス所ノ可検血清

最適使用量ラ測定シタ。

　

ソノ賓験成績・ヽ第１表

二示シタ通リデアル。

　　　　

第１表

　

可接血清各最二於ケル結核

　　　　　　

補僣結合反喉陽性卒比較

術　　　　式 鴻上、川上怯 従来ノ術式

｀｀へjﾂ?血清%.2 0.1 O.O5¦o.2 0.1 0.05

貨　験　輔ヘヘ､､､、cc　C｡Q　　cc.‘　　CG　　ca　CC、
　　　　　　一一一一一一一一　　－

肺結核患折108例91％88％7財。８やぶ83％772?ぶ

　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　！　　゜

健康對照122例34辿11柴3％ぐ12％ 7％ 3％

茲二對照健康例トシテ選ビタルモノダヽ、身膿検

査ノ結果現在位二既往二於テ結核性疾患ヲ否定

シ得タル健康ナル本院職員位二看護婦デアル。

鴻上、川上雨氏法二於テ可検血満量０．２托以上

ヲ用フル時ハ、是等健康對照例二對シ、臨休上

ノ目的ニハ諦リュモ高イ陽性率ヲ示ス。前述ノ

希望條件二副フ篤ニ。・ヽ鴻上、川上雨氏法二於テ

｡・ヽ可検血清量0．1托が最モ適常デアリ、叉従来

ノ術式－ニーヨル場合ニハ、可検血清量0．2托が最

適使用量ト篤シ得ルコトヲ認ノタ。

3．

　

茲二於テ更二賓験づ隻ｙ八結核患者位二

健康者總計約1100例二就ｊ･､前記雨術式ニヨノレ

結核補膿結合反妻検査刊子ツタ。ソノ結果、

(イ)第２表二示セル如ク、鴻上、川上雨氏法二

於テ、臨休的結核ノ診断二最モ適常ナル可検血

清量0.1 i サ用ヒテ得タル成績ハ、従来ノ術式

二於テ可検血清量0．2托テ用ヒテ得タル成績ト

比較シテ大ナル差違テ認ノ･得ナイ。

　　

第２表

　

雨術式ニョル結核補叢結合反鹿

　　　　

陽性率比較(貨験例總t5[1099例)

賓　　毅　　例
重症

患者

299例

中等症

患　者

422例

軽症
患者

193例

健　康
對照例

　185例

二可楡血情景

衛　式　｀へ

鴻上､川上法

一一

従来ノ衛式

0.1(ヴ92％ 92％ 79％ 17％

0.2ac 91％ 92％ 74％ 16％

コノ意味二於テ鴻上、川上困氏法ハ、従来ノ術

式二比シテ特別二優レテ居ルモノデアルト､ハ認

ヒj

日
529

ﾉ'難イ。

(ロ)然シ、鴻上、川上雨氏法二於テ０．２托以上

ノ可検血清テ用フル場合、一般健康人二對スル

陽性反慮ヲ･見ルニ、例ヘバ第３表二示セル如ク、

肋膜炎等ノ既往症ヲ有スル健康者二於う｀ハ、健

康對照例二比シテ逞カニ高イ陽性享尹示フヽコ

ト。或ハ第４表二示セル如ク、健康對照例二於

テモ、職務上結核患者二接蝸ノ、ル機會多キ者二

於テ、然ラザルモノヨリモ更二高イ陽性卒ラ示

スコト等ヨリ考察スル時、此種陽性ば庖ノヽ、ソ

ノ總テガ所謂非特異性反座ニハ非ずル可ク、鴻

土、川上雨氏法ハ結核ノ臨休診断｣こニ於ケルヨ

リモ、寧口廣キ意義ヲ結核ノ免疫學土二有スル

モノニノ｀ヽ非ズヤト思惟サレル。

　　

第３表

　

肋膜炎等ノ既往症ヲ有jｽﾉl/健康一片ト

　　　　

'健康對照例トノ陽性率比較

肋膜炎等ノ既

往症ヲ有スル
健康者23例

健康對照

　185例

　鴻上、川上法

(可楡血清量U.2C.C.)
86％　　1　　郷≒

第４表

　

健康對照例二於テ職務上結核患者二

　　　　　

接鯛ノ有無ト陽性率

接硯有
　111例

接蝸艇　　計
　74例　1 185例

　鴻上、川上法(可嶮血清量0.20
40％ 27％ 35％

(ぺ尚従来ノ術式－ヨリｊ･可検血満量０．２托テ

用ピクル場合、結核患者二對スル成績ヲ･見ルニ、

第５表二示セル如ク第Ⅲ期結核二於テハ平均約

90％ノ陽性卒ヲ示シ、叉第６表二示いレ如ク、

第Ⅲ期結核ヲソノ病勢二従ツラ分jLリレ時ハ、

ソノ一部ニハ95⑤ト云フ高イ陽性亭々示スコ

トカラ見テ、此ノ反憲二抗原トシテ用ピクル結

核髪型菌S.T.菌ハ従来ノ術式ニヨノレ補醒結合

反憲二於テモ抗原トシテ充分ニソノ用二耐へ得

ルモノデｊリレト認ム可キデアル。

　　　

第５表

　

従来ノ術式(可検血清in O.2CC.ヅニ

　　　　　

依ル結核各病期二於ケル陽性卒

病　期
１　期
45例

II　期
26例

ｍ　期

843例
　計

914例

陽性半 51％　１卵％ 90％ 88％
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第６表

　

従来ノ術式(可検血清量0．2皿)ニ依ル第Ⅲ期結核二於ケノl／陽性卒

病　　勢 非活動性
　23例

停止性
110例

退行性
200例

漸進性
211例

急進性
160例

瀕死期
139例 　計843例

陽性率 74％ 82％ 91％ 95％ 93％ 88％ 90％

4。

　

正常結核菌ノ死滅菌膿ヲ･適常二加熱シ、生

理的食堕水テ以テ「エムルジョン」ト篤シ、之テ

抗原トシテ従来ノ術式ニョル結核補膿結合反座

ヲ･結核患者200名、健康者50名二就テ賓施シ、

同時ニS．Ｔ.菌抗原ニョノレ検査テモ併行賓施シ

テ、雨者ノ抗原性ラ比較セルニ、第７表二示セ

ル如ク、両者二於テ殆ド同一ナル成績ヲ得タ。

狗融毒其他ノ非結核性患者血清二就テモ検喪シ

タ結果、正常結核菌菌燃（=亦従来ノ術式一二-ﾖﾉﾚ

　

第７表

　

正常結核菌ト結核鐙型菌S.Ｔ.菌卜

　　

原性比較（従来ノ術式、可検血清量O.lcc.)

賓験例 肺結核患者200例 健康者50例

　、陽性
　千度

抗原へ

正　常
結核菌

併 十十 ＋ ㎜ 併 升 ＋ -

143 16 ８ 331 2 ２ ３ 43

167(83.5?ぶﾄﾞ16宍　7（14％） 86％

S.T.菌
133 21 ８ 38　5

　　｜
１ ３ 41

162(81％) 19％ 9(18％) 鯛
(朴1完全非溶血、升中等度非溶血、

　

十僅カニ非溶血、―完全溶血)

【第17巻

結核補値結合反恵二抗原トシテ充分ニソノ用－

耐へ得ルモノデアルコトヲ'確認シ得タ。

　　

56．結核毬歌反庶二就テ

mm

　

ｌ(勁靉)

1934年ーHaag及ビNiggemyerガ結核患者
血清ニwitebSky‐kIingenStein‐Kuhn抗元ト
Mtl11er微毒抗元トバ昆加スレバ毬塊ラ呈スル
沈降物テ生ズルヲ知リ之ラ結核毬欣反座トシテ
穀表ｼ、操作簡草判定容易ニシテ特異性高キ事
ヲ弼調シテカラ或ハ補煎結合以庖ト或ハMein‐
icke結核血済反庖ト比較研究セル報告ガ見ラ
レテ来タo演者モ亦結核毬欣反庖ヲ原著ニ従ツ
テ賓駿シタル所特

　　　　　　

第１表

　

結核毬状反塵

各種疾患及ビ健康こ咎對照二於ケノl／結核毬状反塵(｢ウィテ九スキー｣抗元)

症　　　　例 例　敷

毬　　　　状　　　　反　　　　鹿
稲叢結合反感

非稀憚血清 ４倍稀輝血清 吸収血清

＋ ％ ＋ ％ ＋ ％ ＋ ％

初　　　感　　　染 228 53 23.2％ 32　リ4.0･（　　31 13.6らi　　27　リ1.仏

淮出性肋膜炎 49 19 38.8％ 11 22.4％　・　　　　　918.4％

　　－33.9‰

11 22.4％

肋膜炎及ビ肋腹膜炎 62 29 46.8％ 25　　1　40.3?ぶ　i　　　21 21 33.9%

浸潤性早期型 32 14 43.8％ ９ 28.1?ぶi　10 31.8ﾀぶ ６ 18.8%

血行性早期型 49 21 42.9％ 16 32.7％　　　15 30.6％ 12 24.5?ぶ

早　期　型（計） 81 35 43.2％ 25 30.9‰1　　25 30.9ｦぶ 18 22.2％

晩　期　肺　結　核 196 129 66.2％ 110　　　56.4･ぶ　！　　　　9950.8?ぶ 94 48.2％

總　　　　計 615 265 43.1％ 203　　33.0％ 185 30.0％
-
　3.6?ぶ

171 27.8%

非結核性疾患 804. 133 16.5％ 65　　　　8.1％　1　　　　31 54 6.3％

健　康　者　對　照 2121　1　229　nn.8％ 82　1　3.9･ぷ　　　43 ２．０?ぶ 142　1　6.7％
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第２表

　

結核毬状反感

　　　

毬

非稀樺血清

＋

　

レ･

-
133

-
22

52．9％

74．3％！

石列

139

　　

74.3%
--
25

　

28.1％

タ、乃チ第１表通覧ノ如ク初感染二於ケル陽性

率ハ非稀郡血清、稀憚血清、吸収血清ノ順ニ、

23％、14χ、13.6ガノ低率デアルニ對シ早期型

合計デハ夫ﾉｼ43．2％、30.9が、30．9％ニナリ晩

期型デハ夫カ66．2丿ﾚ、56．ぐに、50．8％ナル結果

ヲ得テ共二補膿結合反憲二於タルヨリモ高率デ

アル。叉第２表參照ノ如ク重症肺結核デハ比較

的低率ヲ･示シ、肺結核テ惨出性け

トー、或ハ喀痰中結核菌ノ有無二依り分類フ､l／

バ惨出性ト噌殖性硬化性トノ間ニ、叉開放性ト

閉鎖性ノ間ニモ陽性率ノ著シイ懸隔ｦｰ見ル。非

結核性疾患及ビ結核既往症ナキ健康者對照二於

ケル毬状反古陽性率ハ第１表二見ル如ク非稀憚

血清、稀憚血清、吸収血清ノ順二非結核性疾患

デハ夫々16.5が、8．1％、3．6％、健康者對照デ

。・ヽ夫々10．8が、3．9が、２ガテ示シ非特異性反

憲ハ非稀憚血清ノ著シキ高率二對シ４倍稀郡

血清ニテ､ハ牛減シ、吸収血清二到リテハ驚クベ

キ減少ヲ示シテ補酸結合反憲ヨリモ低率ナル結

果テ得タ、次ニWitebsky抗元ニ「ピクリン」

酸､「レソリレチン」ヲ添加シテ賓験シタ結果ハ「ピ

クリン」酸加抗元二依ルモノダヽ特異性反憲非特

異性反憲共1～5％ﾉ噌阜７示シタガ、「レソルチ

ン」加抗元二依ルモノノヽ判定不確賓ノ場合屡ｌ

見受タラレタ。入院セル肺結核患者二毎月反覆

賓験シタル所毬状反庶、賜陽性叉ハ陰性テ呈セ

ルモノハ病撥が軽度ナルモノ、病歴ノ新シキモ

ノ、重症死亡例等二多ク見ラレ、陽性ヲ･縫績シ

テ示シタモノーハ病受が可成ノ程度二達シテ居ル

モノ、病歴ノ古イモノ等二多ク見ラレタ。而シ

状

　　　　

反

４倍稀樺血清

＋

-

　

7
-
116

　

12
㎜
122

13

　

％

-
41．2％
-
64．8％

-
15.0％
㎜
65.3乙

14.6％

帥

吸収血清

＋

　

2

-
114

-

　

8
㎜
115

９

補僣結合反咬1

゛｜

　

十

一一
11.8?。:

　　

6

一一
63．7％

　　　　　

96需

一
10.0％

　　　

10
一一
61.5％1

　

102

一一
10.1％！

　

10

ん

35.3％
-

53.7％
.〃

12.5％

11．2％

531

テ各血清二於ケル毬状反忠ノ推移ノ有様ノヽ殆ン

ド拉行的デアツタガ、毬状反忠出現ノ際ハ非稀

秤血清二於タルモノガ一番早ク稀抑血清之二次

ギ吸収血清が最後デアル場合が、反吉減弱叉ハ

消腿ノ際ハ逆二吸牧血清が一番早ク稀抑血清、

非稀抑制青ノ順ニナル場合が屡ｌ見ランク、添

加抗元二依ル毬状反底推移ノ有様モ拉行的デア

ツタガ鋭敏度二開シテ・ヽ｢ピクリン｣酸加抗元二

依ルモノガ早期二反忠シ、遅レテ減弱シタ､、｢l／

ソ’ルチン｣加抗元二依ルモノノヽ不定デアツタ．．

　　

57．

　

結核菌賠諸成分ノ冤疫學的研究

田ｕな(罷詐勣
結核菌酸諸成分ノ化學的或ハ免疫學的方面ノ研

究ハAnderson及ビソノ一派ノ廣汎精細ナル登

表アリテョリ著シク盛トナリ本邦二於テモ既二

幾多ノ業績が報告セラレテ居ル。演者モ是二開

シテ若干ノ賓験ヲ行ツタノデソノ成績ヲ略述ス

ル次第デアル。

（Ｉ）免疫元

人型結核菌膿尹大酸Ａｎｄｅｒsｏｎノ方法二従ツテ

「エーテルアルコールエキ勺、第一燐脂質、第

二燐脂質、「アセトン」可溶脂肪、蝋脂質、及ビ

是等物質抽出後ノ菌膿残直二分チ是ニ100度ニ

テ30分加熱セル死菌酸テ合セテ總倣８種ノ免

疫元尹作ツテ賓験ヲ･行ツタ、、賓験動物ニハ凡テ

家兎ヲ用ヒ各免疫元テ微細ナ乳剤叉・ヽ浮游液ト

シテ耳静脈内二注射シタ。

（Ｕ

　

各抗元ノ抗酸産牛作用

類脂肪酸免疫血清７補膿結合反憲二於テハ各
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｢フラクチオン｣中デ第一類脂質最モ弼キ抗酸産

生作用テ示シ、｢エーテルアルコールエキス｣是

二次ギ｢アセトン｣可溶脂肪及ビ蝋脂質ニハ抗膿

産生作用アルモ極ｙテ微弱デアリ第二燐脂質ニ

ーハ抗膿産生作用が認ｙラレナカツタ。沈降反憲

二於テハ第一燐脂質、｢エーテルアルコールエ

キス｣ノ免疫血清二於テ微弱ナ沈降素ノ形成ヲ

認ｙ得タガ第二燐脂質、蝋脂質、｢アセトン｣可

溶脂肪ノ免疫血清ニハ是が認ノ･ラレナカツタ、、

賦活酸トシテ豚血清ノ添加ハ何レモ多少抗元作

用ラ増彊シテ居タ、。類脂肪酸各｢フラクチオン｣

ノ免疫血清ヲ用ヒテ是等ノ抗元トノ間二交叉的

二補膿結合反憲テ試ムルト第一燐脂質、｢エーテ

ルアルコールエキス｣、｢アセトン｣可溶脂肪ノ

間－ハ夫々弱イ類屡反憲が認ｙラレタガ是等ト

蝋脂質トノ間ニハ比較的厳密ナ特異性が存在ス

ル様デアツタ。

加熱死菌酸及ビ｢エーテルアルコール｣抽出菌膿

残流、｢エーテルアルコールクロロホルム｣抽出

菌酸残湾ノ免疫血清二於テハ何レモ第一燐脂質

二優レル著明ナ抗膿産生サ示シ、補酸結合反憲

ニョルモ沈降反憲ニョルモ相常高度二是ヲ謐明

スルコトガ出来タ。豚血清ノ添加ハ特二認ムル

程ノ斂果テ表ハシテ居ナカツタ。

(Ⅲj｢ツベルクリン｣皮膚過敏症

類脂肪酸、加熱死菌膿及ビ脱脂菌膿残流ノ静脈

内注射が試訳ニ｢ツベルクリン｣皮膚過敏症ヲ･奥

ヘルカ否カヲ知ル篤ノニ全賞験家兎二免疫ノ途

上一定ノ間隔デ数同、10倍奮｢ツベルクリン｣テ

用ヒテ皮内反憲テ試ミタガ終始何レモ全夕陰性

デアツタ。

(IV)抗元注射が家兎酸重一及ボス影響

是等抗元ノ注射が家兎酸重二及ポス影響ハ特二

認ムル程ニハ表ハレテ来ナカツタ。唯グ加熱死

菌酸注射家兎二於テ最初３同ノ注射ノ間ハ食慾

不振デ酸重幾分減少ヲ示シタガ其後ノヽ食慾モ旺

盛トナリ、他ノ賓験家兎ト同様二酸重モ漸次増

加シテ来タ。
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肺結核患者全血液内菌檜殖ノ消長

【第17巻

四回(討な)
Slide cell culture 法ニョリ其ノ培養期間テ７

日、９日、11日、13日二亙り菌増殖ノ時間的

経過ヲ追求シ、叉患者二就テハ経過ヲ･追ヒテ１

ヶ月毎二菌増殖ノ状態ト其ノ生物學的反庶トテ

追求シタ。

培養７日ニテノヽ初感染、腹膜炎、血行撒布症以

外デハ大部分ノヽ菌噌殖ハ阻止サレテ居ル。９日

目二到レバ初感染、腹膜炎、血行撒布デハ阻止

サレル事ハ頗ル少クナル。 11 日目ニハ一般二阻

止サレル事ハ頗ル少クナルガ惨出液ノ存績スル

肋膜炎デ・ヽ尚過牛数阻止サレテ居ル。

逆二言ヘバ菌噌殖が７日デ数現スルノハ初感

染、腹膜炎、血行撒布二見ラレ他ノ者デハ極ノ

テ少ク漁性肋膜炎以外デノ'ヽ多クノヽ９日目二現ダヽ

レノレＯ

菌噌殖ノ程度ヲ･見レバ強陽性二現｡ハレルノ・ヽ初

感染、死亡例デハ既ニ９日デ見ラレルコトモア

ルガ大部分ノヽｎ日目デアル。腹膜炎、血行撒布

デハ多クハ11日目デ強陽性トナル。 13日二到

レバ他ノ大部分ノモノガ強陽性トナル。

最強陽性トナルノダヽ大部分13ロデアルガ初感

染デハ牛敬二於テ見ラレルガ其他デハ腹膜炎、

血行撒布、治癒結核死亡例二比較的高卒二見ラ

1ノノレＯ

菌噌殖ノ時間的追求ヲ血行性及浸潤性肺結核二

就テ生物學的反庖殊二補能結合反恚ト比較シテ

見lノバ第２表及圖二示ス如ク菌噌殖陰性ノヽ補能

結合反庶陽性ノ者二多ク殊二浸潤性ノ場合ノヽ是

ノ百分率ハ更二高クナツテ居ル。逆二言ヘバ菌

堆殖ノヽ補能結合反庖陰性ノ者二多ク且ツ血行性

ノ者ノ方が高卒尹示シテ居ル。 11 日目－テノヽ菌

噌殖陰性ノ者ハ少ク、叉補能結合反廳ノ陰陽二

不拘百分卒ハ低ク且ツ接近シテ居ルガ、血行性

ノ方が低卒デアル。菌噌殖中等度及最強陽性ノ

現ハレ方モ補能結合反庖陰性ノ者が早ク現ハ

レ、叉其ノ百分率モ高イ。是レモ血行性ノ方が

早ク現ハレ、百分率モ高イ。
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補膣結合反 慮及血 行性浸潤性 ノ菌培殖 ノ時 間餉 経過

血 行 性 浸 潤 性

_,ゐ 一回i

/＼

〔→齢)
2(榊)

/ノ日 β日
.
38

㈲

一

回

補給馳 陰性
楠結腱 防龍

≒く.
1!←●●・)

(榊卜)!-『 ＼ こ1

/ノ日/顕

コ

　

ぢ〃

%

,〃

〃

〃

"

4

刀

刃

〃

〃 ㈹う《一一一■一■一一凶一

7日98

第3表 初感染ノ菌培殖 ト生物學的反
一

姓 名

1

年齢 實験 月 日

菌 増 殖 成 績
菌 培 養 赤沈

「ツ ベ ノ1/

ク リ ソ」

皮 内 反 慮

1

補結
反感

7日 9日1・ ・日13日

1 23

15/1V 十 料 柵 冊 3 5×5 一

6/V 十 十十 柵 柵 4 5×5 一

31/V 什 柵 柵 柵 10 5x5 一

2 24

4/皿 十 十十 柵 4 7×6

15/IV 十 十十 柵 柵 8 25×30 一

6/V 一 十 十十 柵 17 20×16 一

31/V 一 十 十十 柵 6 33x26 一

3 23

24/IV 十十 柵 柵 冊 34 3×3 一

20/V 十
一

十十 柵 冊 25 3x3 一

17/▽1 一 十 柵 冊 47 28×18 一

4 20

24/V 十 十十 柵 柵 5 3×3 一

21/VI 十 十十 柵 柵 4 2×2 一

28/1X 十 十十 柵 冊 5 2×2 一

12/X 十 十十 柵 柵 7 3×3 一

301XI 十 十十 柵 冊 10 5×5 一

12/1 十 十十 冊 冊 6 5×5 一

121皿 一 一 一 一 24 50×60 一

5 9 18/XI 十 十 十十 柵 10 16x15 一

6 17 281VI 一 一 十 柵 12 40×40 一

7 16 281VI 一 十 十十 柵 48 24×18 一

8 8

30/XI 一 一 十十 惜 55 35×25 一

12/1 一 一 朴 柵 35 33×31 一

12/皿 一 一 什 柵 50 25×25 一

9 14

24/X∬ 一 一 十十 惜 59 4×4 一

19/1 一 一 十 柵 76 5x5 一

12/∬ 一 一 一i十 十 49 6x6 柵

10 16 28!VI 一 一 +1朴 45 45×35 冊
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11

i

22

1

}

1611X 十 什 柵1冊1 39}23x201柵

12/X 一 十十 柵 柵 24
1
26×25 冊

15/X 十 十十 柵 柵 28x29 冊

21/X皿 一 一 什

17

十十1一… ε一一29×30 柵

27/1 一
'

一 十 +9-30x30 柵
1

第4表 肋 膜炎患者 二於 テ肋水清 失後菌増殖 出現1・生物學 的反鷹

姓 名 鞭購 鞭 讐羅1蠣晶
値 粍)
移動

礫縮 袖留結合
反感移動

1

_1

　一

21舗 講 前期6ケ 月11・1-271張 一 中 (一)一 →(一)
一

2

『 一一一 一

3ケ 月458 中 中 r一)(柵)1121同 上19日

3 一1231・ 同穿刺 ノミ4・ 日 一一762・i中 弱 (一)(一)
「1-12569日49日12561中 中 ・〔2(一)4

5
6

一 一 「

16199日65日 14・151中 中i』 り(一)
「一 18!1同 穿 刺 ノ ミ69日[7012中 中 一)一)

7 22}11日

一 一一 69日
!6919羽 中

(一 ノ(一)
一 一"π'一 『

風一 _二 一-
9一

一 一 『

20日98日(培 養11日 以 後 が増殖) 676弱 強一
一 一一 一

116}
1ケ 月53日(同 上)15764一124一

■iiiiii脚1一 一

羽 中(一) ,一一 二 二

10

i一

」墨 ⊥45日49日 伺 」二、14931中 中i一)L):一 一

一1
一
11 23日6・ 日(同 上)…9中 動(一 ジ(一)

12-118脚1回 穿 刺 ノ ミ64日(培 養13日 デ漸 ク阻 止)110651中 中(一)(冊)

211ケ 月 6ケ 月 牛1999中 中(一)(柵 ・)ドー,

同一人 二就 キ菌 増 殖 テ長 期 二五 リ追 求 スル ニ初

感 染 症 デノ・第3表 ノ如 ク「ツ」皮 内 反 肱 ぞ繍 そ臨ll合

反 鷹 陰 性 ノ時代 ノ・旺 盛 ナル増 殖 ヲ呈 シ居 ル ガ、

「ツ」反 感 又 ノ・神 燈 結 合反 応 が陽 性 二軸 化 シ タ時

ノ・阻ILサ レ、 又 赤 沈 速 度 が促 進 シテ居 ル時 ノ・菌

曾 殖 ノ・爾阻1ピサ レテ居 ル。

初 感染 時 代 二於 テ肋 膜 炎 猛 牛直 前 ニノ・菌 増 殖 ノ・

頗 ル旺 盛 デ アル が滲 出液 畿 現 スル ト菌 増 殖 ノ・急

激 二阻ILサ レル。 而 シテ滲 出液 消 失 後 、 菌 増 殖

ガ9則1二 現 ノ・レル 期 間 ハ第4表 二示 入如 ク

色 々 デ早 イ者 ノ・2か 月 前後 、 遅 イ者 ノ・6ケ 月 以

上 テ要 スル。 此 ノ菌 増 殖 ノ出現 ノ時期 ノ・滲 出液

ノ存在 期 間 ノ長 短 ニ ヨル ノデノ・無 ク寧 ロ生物 學

的反 感 ニ ヨル。 即 チ促進 シテ居 タ赤 沈 速 度 が短

期 間 デ遅 延 シ、 「ツ」反 癒 が増 強 シナ イ者 デノ・菌

増 殖 が早 ク現 ノ・レル。

次 二第5表 二示 ス如 ク血 行 撒 布 症 デノ・初 メ大 部

分 が増 殖状 態 二 化ル が良 好 ノ経 過 テ トル ニ從 ヒ

漸 次 阻1U状 態 二進L且 ツ生 物 學 的 反 感 トー 致 ス

第5表 肺結核患 苦ノ全血液 内菌増殖 ノ消長

肺結核分類

'

＼ 例 ・1

菌繍 ・酬
ノ本省=長ε月大熊 ＼＼

)

)

1

9

、9
缶

(

晩

期

型

及

死
亡

例

瀞
、和製
隔

離
y

肺

結

核

(
蔓

閏

生

みマ
ヤマ
り

血

行

性

)

浸
潤
性
早
期
型

血

行

散

布
　 　

、111・i361271

t,ll

30

増殖状態→
阻止状態

阻 ⊥1二月大熊 一→

増 殖 状 態

常 二増殖厭悪
二在ル モ ノ

常 二阻 止 状 態
二在 ル モ ノ

91212・12 11

11711・6
8

K内 死亡5例)

2

0

0

2

動 揺状態 二在
ルモ ノ1

1 6

1012

9
、

2

↓1 3

　

動 揺状 態 ヨ リi
常 二培殖 状態1 、

ノ
朽亡

4

死部会

ル者が多イ。

浸潤性早期型 デハ大部分 ノ者ノ・初 メ阻止状態 二

居 ルが良好 ナル経過4ト ルニ從 ヒ漸次増殖 ノ傾
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向ヲトル。而シテ雨者ラ比較スルニ前者ニハ常

二阻!L状態二在ル者無ク後者ニハ常二増殖状態

二在ル者が無イ。

血行性及浸潤性肺結核デハ36名中噌殖状態ヨ

リ阻止状態二移行シタ者20名デ常二阻止状態

二在ツタ者が10名有ツタ。郎チ入院シテ治療

中ノ者デ良好ノ経過サトリツヽアレバ初ノハ噌

殖状態二在ツテモ遂ニハ阻止状態ニナル。尚菌

増殖が頗ル動揺シテ居ル者４名アリ、其ノ内３

名ハ喀痰中ノ結核菌ハ噌加シツヽアリ、生物學

的反嘸モ動揺シテ経過ノ悪化ザ示シタ、、

良好ノ経過サトリ喀痰二結核菌陰性トナリ治癒

状態ニナツタ者27名中阻止状態ヨリ噌殖状態

二移行シタ者16名デ常二噌殖状態二在ツタ者

ダ｀６名在ツタ。

晩期型及死亡例ハ30名デ内死亡例９名アツタ。

噌殖状態ヨリ阻止状態二移行シタ者ｎ名アリ、

是等ハ敦レモ良好ノ経過ラトリツヽアル者デア

ル。常二阻IL状態ニアル者２名モ一般状態ハ良

好デアツタ。阻止状態ヨリ噌殖状態へ向ツタ者

８名アリ其ノ中５名ハ死亡例デアル。叉菌増殖

が常二動恣状態二在ル者３名、常二噌殖状態二

居ル者２名アルガ是等ノヽ全部赤沈速度ハ著シク

促進シテ居り喀痰中二結核菌が多数貨見サレテ

居ル。動恪状態ヨリ遂二噌殖状態ニナツタ者４

名ハ敦レモ死亡例デアツタ。

以上ノ結果ヨリ血行撒布症デ｡ハ初ノ噌殖状態二

在り漸次阻止状態二進ムモ浸潤性早型期二於テ

ノヽ既二阻IL状態二在ルガ肺結核が進行スル時ハ

菌増殖ハ促進シ、良好ノ経過ヲトル時ハ阻止が

弼クナリ、治癒二向フ時ハ再ビ旺盛トナル。

　　

59．

　

家兎ノ賓験的結核菌血症ト冤疫「ア

　　　　

レルギー」トノ開係二就テ

郎
夫
三

三
逸
一

田
田
厚

植
演
赤

(Ｐ７か

結核菌血症ノ研究ハレベンスタインノ血液培養

法及l=ﾆ゛其後種々７改良法が考案セラレテ非常二

容易二成クタ。余等ノヽ此培養法ヲ利用シテ家兎

二於タル賓験的結核菌血症ヲ研究シツヽアル

【第17巻

が、其成績ノ一部ラ述ベル。

菌株

　

Ｂｏｖ．１株(牛型菌)

動物

　

２厄内外ノ成熟家兎

培養法

　

耳静脈ヨリ探血、血液sc.c.-io%mm

酸曹達液l C.Cノ割合一混ジ、遠心シ、沈湾ニ

0．2％｢サポーン｣溶液(0．5％獣炭末含有)テ３倍

量加へ振設、30分間放置後遠心、沈湾テ一度生

理食盛水デ洗藤、遠心スル。沈漬ヲ･３乃至５木

ノペトフナユー培地二培養、２夕月間観察シタ。

　　　　　　　　　

賓験成績

１．

　

健常家兎ノ静脈内ニ0．１ｍｇノ結核菌ヲ接

種シタル場合ハ1－2週間ノヽ少数ノ菌ハ血中二

残存スル。但シ此場合家兎ノ個性差が著明デア

ツテ、接種後24時間デ既二血液カラ結核菌ノ

澄明不可能ナ例モアル。印チ従来１群ノ家兎二

就テ菌血症ノ経過ヲ観察シテ居ルガ、以上ノ成

績カラ見テモ個性差が頴著二現ハレルカラ、余

等ノ責施シタ如ク夫々ノ家兎二就ｆ全経過ラ追

ツテ探血培養スル必要テ認ｙル。

２．

　

同上静脈内ニ10．０ｍｇヲ接種シタル場合ハ

漸次減少スルガ全経過ヲ通ジ多倣ノ菌ヲ培養シ

得ル。

３．

　

同上皮下ニl.Omgヲ･接種シタル場合ハ血

中カラ菌ノ澄明ハ非常二困難デアツテ、接種後

１週内外デ極少倣ノ菌テ澄明シ得ルニ過ギナ

イ。

4．牛型結核菌加熱｢ワクチン｣2．０ｍｇｆ２同静

脈内二注射、前處置シ、補膿結合性抗膿ノ著明

二出現シタル後、静脈内－0．１ｍｇヲ接種シタル

場合ハ菌血症ノ経過ハ特別ノ経過ヲ･辿ラナイ。

５．同上｢ワクチン｣10．０ｍｇリ皮下注射後、生

菌1．０ｍｇヲ･皮下二接種シタル場合モ亦前者二

類ｚヽ。

6．

　

像ｙ牛型菌0．１ｍｇｊ腹腔内二接種､感染セ

シ八

　

３週後其皮内反庖陽性ナル事ヲ･確ｊタル

上、静脈内二生菌0.１ｍｇヲ接種、重感染セシ

メタル場合ハ、結核菌ノヽ極メテ速カユ血中カラ

澄明不可能ト成ル。

7．同上、生菌10．０ｍｇヲ静脈内二接種、重感



第５技】 總會演訊要旨

染セシ．･'タ５頭,ハ總テ24時間以内－｢アレルギ

ー｣死ヲミ来セリ⌒

　　

60．

　

猿二於ケル結核ノ研究(第５報)

　　　　

｢ツベルクリン・アレルギー｣ト結核

　　　　

冤疫二就テ

中わtａ(罷ホぶl)

結核二於テ「ツベルクリン・アレルギー」ト竟疫

トノ開係ハ極ノテ重要ナ問題デ、従来多クノ研

究報告ガアルガ、未グ一定ノ見解二到達シテ居

ラナイ鮎が多イ様デアル。余モ亦猿二於ケル結

核ノ研究中、此ノ黙二開シ少シク賓験シツヽア

ルノデソノ結果ノ一部ｦ一報;IJスル。

本賓験二於テ接種菌虻テ出来ルグケ正確ニスル

タハ

ニ供シタ猿ハ之ヲ次ノ３群二分ケタ。郎チ、

第１群未感染群

第２群

　

BCG １．０ｍｇ宛３週間ノ間隔テ’オキ３

　

同接種シテ、著明－「ツベルクリン」反庶陽性

　

二韓化シタ「ツベルクリン」反庶陽性群

第３群

　

人型結核菌ノ微量接種－ヨリ軽症結核

　

二罹患セシメ、「ツペ;ルクリン」反庖ノ､一旦陽

　

性トナリ、暫ラク陽性ヲ･持績シタ後再ビ陰性

　

トナリ、而モ元気二生存シテヰル所謂陽性

　

「アネルギー」群

デアル。

第１群ノ未感染群ニハ12頭ノ猿テ用ヒ、10頭

ニハ弼毒人型結核菌ノ500萬分ノ１ｍｇヲ接種

シタ。

　

ソノ中８頭ノヽ結核死テ来シタ、、残りノ他

ノ２頭ニハ50萬分ノ１ｍｇテ接種シタ、、是等ハ

何レモ肺二著明ノ病憂ヲ･現ハシ、100日及ビ163

日後二結局結核死テ来シタ。依ツテ、50萬分ノ

ｌｍｇヲ猿二於ケル致死量ト認へ第２群、第

３群ニハ何レモコノ菌量ヲ接種シタ､、

第２群ニハＢＣＧ接種後50日－シテ、人型結核

菌ラ接種シタ。而シテ是等３頭｡・ヽ何レモ弼毒人

型菌ノ接種ニョリ、膿温上昇テ認ｙズ、赤沈速

度モ促進ラ来サズ、胸部Ｘ線像ニモ宛化ヲ認ノ･

ズ、陽性「アネルギー」トナリ、極メテ元気ニ１

年７夕月後ノ現在二及ンデヰル。
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第３群ニハ第１同人型結核菌接種後１年10ヶ

月乃至２年10ヶ月経ツタ４頭二接種シタ。「ツ

ベルクリン」反恚ハ１ヶ月乃至３ヶ月後何レモ

陽性トナリ、ソノ中２頭ハ軽唆ノ膿温上昇テ示

シタ以外胸部Ｘ線像ニモ良化ナク、１年10ヶ月

後ノ現在共二健存シ、再ビ陽性「ア」ヽルギー」ト

ナツタ。他ノ２頭ハ何レモ結核死ラ来シタガ、

生存期間ハ190日及ビぎ70日デアリ、第１群ヨ

リ何レモ洛カユ長ク、ソノ臨休所見ハ共ニ２ヶ

月後気管腺叉ハ肢高腺が腫脹シ、値温モ上昇シ、

赤沈速度モ促進シ、５ヶ月後美麗ナ血行撒布像

ラ示シ、１頭ハソノ後急速二増悪死亡シ、１頭

ハ間モナク血行撒布像吸牧シ、良好二向フカト

思ハレタガソノ後気管腺が著明二腫脹シテ来テ

遂二死亡シタ。、

以上ノ賓験結果カラシテ、「ツベルクリン・アレ

ルギー」叉ハ免疫二開スル本態二就テハ勿論云

ノをシ得ナイガ、「ツｇルクリン゜アレルギー」が結

核免疫二重要且ツ密接ナ開係アル事及ビ陽性

「アネルギー」群モ陰性韓化後悔相常期間結核二

對シ弱イ乍ラ免疫カノアル事が察知セラレル。

　　

61．

　

結核過敏症二開係アル「ヌクレ４ネ

　　　　

Ξ－」卜赤血球沈降速度

　　　　　　　　　　　

森

　　　

茂（有馬研究所）

細胞核物質ノ血行中遡雛印チ我等ノ所謂「タク

レイネミー」ニ開シテ、之が澄明一従来ヨリモ

一層鋭敏ニシテ簡易確賓ナル改良方法ラ考案シ

タ。更二此ノ改良法ヲ用ヒテ「タクレイオミー」

ト赤血球沈降速度トノ開係ヲ検索セシ所、雨者

ノ間二極ｙテ密接ナル開聯アル事が判ツタ､。

　　　　　　　　

１．

　

方

　

法

我等ハ昨年水學會二於テ、フォリレゲン氏核

染色法ヲ用ヒテ「タクレイネミー」ヲ澄明シ得ル

事ラ詩表シタガ、感度鋭敏ナラヂル事ト、反庶

が時間ト共二不明瞭ニナリ、判定二遅延ヲ許サ

デル鮎二不便ラ感ジ、此ノ核染色法ノ基礎トナ

レルフオイルゲン氏反庖プ改良シテ「タクレイ

　

一一
ネミー」澄明ノタノニ簡便－シテ安定ナル方法

ヲ･考案シタ。其ノ要鮎ハ輪環μ庖ナル事ト、彊
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キ酸性良二依リテ類似反座ヲ呈スル物質ヲ除外

スル黙ニアル。操作八次ノ如シ。

　

印]チ血清0．2

C.Ｃ.ラ試験管(内径1.2cm容量10に)ニ入レテ15

％硫酸0．1C£テ加へ80° 5 分間加水分解スル。

水ニテ冷却シ次ニ２ｎ苛性｢ソーダ｣O.lCG.ヲ･加

ヘテョク振脆混和シ、更二擾氏10度二冷却ス。

斯クシテ之ラ硝子小管ラ用ヒテ直径0．５ｃｍノ細

小試験管(村田氏反庖用)一移シ、橡ノ冷却セル

試薬ラ静カニ重慢ス。直二温室二入レテ30分

間放置ス。然ルトキ陽性ナレバ雨液ノ境界面二

紫色ノ輪環が現バレル。試薬ハフォリレゲン'氏

ニ従ツｆ製造シ、冷暗所二密封貯蔵フヽ。

此ノ方法ノ特長ハ血清蛋白質ヲ除外スル必要ガ

ナク、寧口凝固セル蛋白質が「スクリーン」ノ用

ヲナシ判定二便利ナル事、少量ノ血清ニテ充分

デアリ、0．01ヤマデ澄明可能ナル唯が拳ゲラレ

ル。注意スベ斗ハ酸性度デアル。反庶時二於ケ

ルＰＨハ１．１デアルガ、酸性度ハ反庶速度二大

ナル影響サ有ス。強キニ過グレバ反慮遅延シ、

ヒj
日 【第17巻

リ｣ノ量二最モ注意ヲ要ス。血清ノ代りニ櫛杓

酸｢ソーダ｣加血漿ニテモ支障ナク、寧口時間的

二経湾デ探血二少量ニテ足ル。溶血テ起セルモ

ノノ゛不可デアノレｏ

　　　　　　　　

２．

　

成

　

績

醍重300 g 前後ノ海抜ニテ腹部皮下－10％食盛

水^ 10 C.C乃至15c則主入シ壊珀：ラ起サシノ･テ

｢タクレイネミー2ト赤血球沈降速度テ検スル

ニ、注射後２日乃至４日ノ壊疸ノ著明ナル時期

二共二噌強促進シ、局所二肉芽組織テ生ジテ治

癒二向ヘバ減弱遅延シ雨者略ｌ拉行スルヲ･認ム

(第１表)。

次二試験管内ニテ拘琳酸｢ソーダ｣加血液ニ｢チ

モヌクレイ・酸ソーダ｣ヲ･添加セルー、第３表ノ

如ク0．05Nニテ僅二促進作用ラ認ノ･0．5％乃至

１％ノ如キ場合二於テノヽ血球が團塊トナリテ沈

降ソヽルヲ･認メ、其ノ値モ亦著シ。6、7、8ノヽ血

漿テ4．7％葡萄糖溶液ニテ置換シタモノニ於ケ

ル賓験デアルガ、｢チモメクレイン｣酸｢ソーダ｣

弱キトキハ促進サレル。故二血清、酸、「アルカ

　　

ダヽ他ノ血漿成分ノ協カヲ挨タズシテ軍鶏ニテモ

　　　　　　

第１表

　

食晩水（10ぢﾚ皮下注射二於ケノ1／「フクレイネｉ－」ト赤血球沈降速度トノ開係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注射

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

↓

動物
番妓

處　置 注射前 注射後
１　日 　同２　日 　同３　日 　同４　日 　同５　日 　同６　日

１ lOcc.

赤沈１時間仙･１　１．０　ｉ １．５ ６．０ ９．０ ３．５ ３．０ １．０

・１　　　２　　　　１９２．０ ３．０ 13.0 23.0 ７．５ ７．０ ２．５

「ヌクレｆネミー」 十十 十十 併 冊 冊 冊 十十

２
り

赤沈１時間組 ０．５ ０．５ ２．０ ３．０ １．２ ２．０ 0.5

９９　　　２　　　　●・2.0 i １．５ ５．０ rヽ･-ｊ．に） ３．０ ４．０ ２．０

「ヌクレイミネー」 十十 刊- ･H+ 冊 併 佃･ 十十

３ 　 　 　 　 　 　 ｌ 争

-

赤沈１時間値 ０．５ ２．５ 50.0 70.0 65.0 15.0 ２．５

９９　　　２　　　　９９
１．０ ４．５ 84.5 115.0 106.0 35.0 5.0

「ヌクレイネミー」 十十 佃･ 冊 冊 冊 併 升

４

赤沈１時間値 １．０ ２．０ 45.0 40.0 ８．０ １．２ １．０

，，２ ２．０　，５．０ 86.0 81.5 36.0 ３．５ ２．０

「ヌクソイネミー」 升 升 冊 冊 冊 +仔 十十

〃に） 15C.C.

赤沈１　時間値 １．０ ２．０ ４．０ ３．０ ２．０ １．０

・９　　　２　　　　１９2.0 ３．５ 11.0 7.0 ５．５ ２．０

「７クｙｆネミー」 十十 併 冊 冊 併 十十

６ ｌ・

赤沈１時間値 2.0 1 ６．０ 34.0

９９　　　２　　　　●・７．０ 13.0 66.0 に死）

「ヌクレイネミー， 併 冊 +細H･
ｌ

１
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第２表

　

探血タ赤血球沈降速度址ニ｢タクレイネｉ－｣ニ及ｙ｣ス影響

　　　　　　　　　　

毎日1.6cc.連績７日間

動物番妓 第１日 第２日 第３日 第４日 第５日 第６日 第７日

１

赤沈１時間値 ０．５ ０．４ ０．５ ０．２ ０．５ ０．５ ０．５

り　　２　　９・ １．０ １．０ １．２ １．０ １．５ １．５ １．５

「ヌク1/イネミー」 十十 十十 十十 升 冊 十十 十十

２

赤沈１時間値 0.3 ０．３ １．０ ０．５ ０．５ １．０ ０．５

ｙｌ　　　２　　　　　ｓ●1.0 ０．７ １．５ １．０ １．０ １．５ １．０

「ヌクレイネミー」 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

３

赤沈１時間値 ０．２ ０．２ ０．５ ０．５ ０．２ ０．５ ０．４

，，　２　　　タｙ ０．５ ０．５ １．０ １．０ 0.5 １．０ ０．８

「ヌクレイネミー」 十十 十十 十十 十十 升 十十 十十

４

赤沈１時間値 ０．５ ０．５ ０．８ ０．５ Ｏ。５ ０．５ ０．５

貫９　　２　　　｝ｌ
１．２ １．０ １．５ １．５ １．０ １．０ １．０

「ヌクレイネミー」 十十 絣 升 升 十十 十十 十十

５

赤沈１時間値 ０．５ 0.5 0.5 ０．５ ０．５ ０．５ ０．５

９●　　　２　　　　　・タ
１．０ ０．８ １．０ １．０ １．０ １．２ １．０

「ヌクレイネミー」 升 升 十十 十十　｜　十十 十十 十十

６

赤沈１時間値 0.5 ０．５ １．０ ０．５　；　　１．００．５ 0.5

タｙ　　２　　　，， １．０ １．０ １．５ １．０ １．５ １．０ 1.0

｜ヌクジイネミー」 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

７

赤沈１時間値 ０．５ ０．５ ０．５ ０．５ ０．５ 0.2 ０．５

タタ　　　２　　　　　費・１．０ １．０ １．０ ２．０ １．０ ０．８ １．０

「ヌクレイネミー｜ 十十 十十 十十 十十 升 十十 升

第３表「チモ・･クレイゾ」酸「ソーダ」ノ試験管内添加二依ル赤血球沈降速度促進作用

初物香技 ｢チモヌクレイy｣1肢｢ソーダ｣ Ｏ％ 0.05％ ０．１％ 0.2％ 0.5％ １％

●

１ 赤　沈　１　時　間　阻 １．０ ２．０ ２．５ ３．０ 22.0 136.0

ｉｉ　　　　　２　　　　　　　タタ
２．０ ２．５ ４．０ ４．５ 45.0 141.0

２ 赤　沈　１　時　間　望 8.0 10.0 14.0 22.0 61.0

費タ　　　　　２　　　　　　　　９１ 18.0 21.0 33.0 49.0 110.0

３ 赤　沈　１　時　間　値 14.0 23.0 29.0 58.0 123.0

，，　　　　　２　　　　ｙタ 35.0 55.0 66.0 111.0 135.5

４ 赤　沈　１　時　間　値 １．０ １．０ ２．０ 30.0 138.5 139.0

タタ　　　２　　　　ｙｌ
２．０ ２．０ ４．５ 80.0 142.0 150.0

５
赤　沈　１　時　間　値 11.0 17.0 25.0 42.0 110.0 133.0

ｎ　　　２　　　　，， 27.0. 45.0 65.0 89.0 132.0 140.0

６
赤　沈　１　時　間　組 0.5　　　　0.5 １．０ ４．０ 35.0 93.0

費賢　　　２　　　　１タ
１．５ １．５ 2.0 20.0 95.0 112.0

７ 赤　沈　１　時　間　値 １．５ １．５ ２．０ ５．５ 42.0 110.0

９・　　　２　　　　９タ ３．０ ３．０ ５．０ 12.0 105.0 ]30.0

８ 赤　沈　１　時　間　値 １．０ １．０ １．０ 3.5 10.0 50.0

・９　　　　　２　　　　　　　１ｉ２．０ ２．０ ２．５ ６．０ 25.5 154.0

539
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第４表

　

酵母｢タクt／イｙ｣酸トソノＮａ甕が試験管内二於テ家兎赤血球沈降速度二及タ｣ス影響

動物
番技

添加物貫 添加物質量 Ｏ％ 0.05％ 0.1％ 0.2％ 0.5％ 1.0％

１
酵母「タクlノイン･」

酸「ソーダ」

赤沈１時間値 ０．２ 0.2 0.3 ０．２ ０．２ ０．２

９ヲ　２　ｙ・ 0.5 ０．５ ０．５ ０．５ ０．５ ０．５

２ ｌ・
赤沈１時間値 ０．８ １．０ 0.8 ０．８ １．０ １．０

９タ　　２　　　●●
1.5 ２．０ ２．０ １．５ ２．０ ２．０

３
ｙタ

赤沈１時間値 ０．５ ０．７ ０．２ ０．５ ０．２ ０．５

９タ　２　９９
１．０ １．８ 0.8 １．０ ０．８ １．０

４ ＪＩ

赤沈１時間値 33.0 30.0 30.0 30.0 26.0 17.0

●９　　２　　　９●80.0 68.0 65.0 64.0 55.0 42.0

５ 酵母「タクレィソ」
酸

赤沈１時間値 ０．２ 0.3 ０．７ 0.5 ０．２ ０．２

，，２　　日 ０．７ １．２ １．５ １．０ １．０ ０．５

６　　　　　タ１
赤沈１時間値 ０．２ ０．５ ０．３ ０．２ ０．５ ０．５

・タ　２　９・ ０．８ １．０ 0.7 0.5 １．０ １．０

第５表「チモタクレイｙ」酸「ソーダ」ノ静鷹内注射が家兎赤血球沈降速度二及ガス影響

　　　　　　　　　　　　

注射

　　　　　　　　　　　　

↓

注射量 注射前
当主射後

ｊ２　分
　同５　分

　同
10　分 　同20　分 　匯30　分 　同60　分 　同120分

0.5g 赤沈１時間値i　0.7　1! 7.0 ６．０ ３．５ ２．５ ２．５ １．５ １．２

，，２　　タｌ １．５ 30.0 22.0 15.0 10.0 8.0 ３．０ ２．５

ｉ摯

赤沈１時間値 １．０１　　５．０ ３．５ ２．８ ２．０ 1.5 １．０ ０．５

ｙ９　　２　　　１ｓ２．０ 11.0 ７．５ 6.5 ５．０ ３．０ ２．０ ２．０

0.4g 赤沈１時間値 １．５ 11.0 ８．０ ７．０ ６．５ ３．５ ２．５ ２．０

日　２　日 ４．０ 26.0 25.0 25.0 24.0 ８．０ ６．０ ４．０

日

赤沈１時間値 １．０ ３．０ ２．５ ２．０ ２．０ １．５ １．０ １．０

ｊｌ　２　　り
１．５ｌ｜　７．５ ５．０ ４．５ ４．０ ２．５ ２．０ ２．０

0.3g
赤沈１時間値 ０．５ ３．０ ２．０ ２．０ １．５ １．５ １．０ ０．５

・参　２　　タｌ
１．０ ６．０ ５．０ ４．０ ３．５ ３．０ ２．０ １．０

ｙ９

赤沈１時間値 ０．５ ２．５ ２．０ ２．０ １．５ １．０ 0.5 ０．５

日　２　□
１．０ ６．０ 5.0 ４．５ ３．０ ２．５ １．０ １．０

0.2g 赤沈１時間値 ０．５ 1.0 １．２ １．０ １．５ １．０ １．０ ０．７

・．　　２　　　・・１．５ ２．５ ４．０ ３．５ ３．０ ２．０ ２．５ １．５

● ●

赤沈１時間値 ４．０ ７．５ ７．０ 4.5 ４．５ ４．０ ３．０ 4.0

｜　･讐　２　，，　１　６．０！　14.0 12.0 ８．０ ７．５ ７．０ 8.0 ７．０

第６表酵母｢タクレイｙ｣酸｢ソーダ｣生理的食樋水、蒸溜水ノ静脈内注射ｶ’

　　　　　　　　　　

家兎赤血球沈降速度二及がス影響

　　　　　　　　　　　　　　　　

注射

　　　　　　　　　　　　　　　　　

↓

注　射　物　質
ト　注　射　量

注射前 注射後
２　分 　同５　分 　同10　分 　同20　分 　同30　分

　同
60　分 　同120分

酵母「フクlノイｙ」
酸「ソーダ」０．５ｇ

赤沈１時間値 ２．５ ２．５ ２．０ ２．０ ２．０１　２．０２．０ ２．０

繁繁　２　　１タ
６．５ ５．５ ５．０ ５．０ ５．５ ５．０ ６．０ ５．０

り
赤沈１時間値 ０．５ ０．６ ０．５ ０．５ ０．７ ０．６ ０．５ ０．５

り　２　Ｈ １．０ １．５ 1.0　１．０ １．５ １．５ １．０ １．０
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酵母「タクレイソ」
酸「ソーダ」0.5g

赤沈１時間服 １．０ １．２ １．２ １．０ 1.0 １．０ １．２ １．０

μ　２　　，， ２．０ ２．０ ２．５ ２．０ ２．０ ２．０ ２．０ ２．０

タ・

赤沈１時間値 ２．０ １．５ ２．０ ２．０ ２．０ 2.5 ２．０ ２．０

ｙ●　　２　　　１１l.O 4.0 4･.5 ↓.0

0.2

５．０ ５．０ ４．０ 1.0

生理的食帥水
　　lOcc.

赤沈１時間綴 ０．８ 0.2 1.0 0.2 0.2 I　０．７　０．５

り　２　警９ ２．０ 0.5 ２０ 0.5 ０．５ Ｏパづ　２．０１．５

タタ

赤沈１時間値 １．０ 0.5 １．０ ０．８ ！.5

2.5

１．０ １０ 0.5

，，2　　タタ ２．０ 1.5 '2.0 ２．５ ２．０ ?.0 １．５

い
赤沈１時間値 １．０ ０．６ 0.8 １．０ １．０ １．０ 0.5 I　１．５

　　　9

●●　IW　　　●● 　　２．０
＿　_よ．
　　１,０

　　剔０

1.5 ２．５ ２．０ ２．５ ２．０ １．５
１　２．０

蒸　溜　水
　　lUc.c.

赤沈１時間値 ０．５ 1.0 １．０ ０,７ １．２ １．２ 0.5

９●　　２　　　費１
１．５ １．５ ２．０ ２．０ ２．５ ３．０ １．０

赤沈１時間疵 ０．５ ０．７ ０．７ ０．６ ０．２ 1.0 0.3

1.5

１．０

２　　，， １．０ １．０ １．２ Ｊ．２ １．２ ２．０ ２．０

｜・

赤沈１時間値 胞０ １．３ １．０ ２．０ １．６ １．５ ２．０ ３．０

，，２　　，， ７．０ ５．５ ４．５ ５．０ ４．０ ３．０ ５ｊ)１６．０

赤血球沈降遠良促進作用アルテ示フ、。反之酵母

｢タクレイン｣酸｢ソーダ｣ハ第４表ノ如ク赤血球

沈降速度二影響ナキ如シ。更二生胆剛主射二於ケ

ル｢チモタクレイン｣酸｢ソーダ｣ノ赤血球沈降速

良二及ボフ、影響ヲ検セントシテ、0.2g乃至0．5

gテ10にノ蒸溜水一溶カシ家兎ノ耳殻静脈二

注射セルニ、第５表ノ如ク、直後最モ促進シ、次

第二遅延シテ、最早血中ニ｢タクレイネミー｣ノ

増強ヲ認ノデルニ至レバ、殆ンド原値二復蹄ス

ルヲ見ル。對照トシテ、酵母｢メクレイン｣酸｢ソ

ーダ｣生理的食盛水、蒸溜水ニテ同様ノ賓験ヲ

行フニ第６表ノ如ク殆ンギ赤血球沈降速度二影

響無シ。此ノ成績ヨリシテ

1)｢タクレイネミー｣ハ赤血球沈降速度促進因

子ノート成り得ルモノト思惟ス。

2)赤血球沈降速度カ１副木上何故二重朧セラレ

ルカト言フ根嫁が明瞭ニナツタト思ヘル。

3)此ノ現象ハ生胆ノ組織細胞が極ノテ鋭敏繊

弱ナル構成胆デアリ、容易二其ノ核成分テ遊離

スルモノデアル事サ示スモノデアル。

62．

　

結核過敏症二件フ｢ヌクレ４ネ 一一
－

　

」

　　　　　　　　　　

楠

　

節子（有馬研究所）

結核感染「アレルギー」獲得二至レル海狽二對

シ、「ツベルクリン」ノ注射テ施シ、「ヌクレイネ

ミー」及赤血球沈降逍度テ検セル二次ノ如キ成

541

績ラ得タリ。

　　　　　　　　

I．

　

検査方法

本學會ニテ森學士二依り登表セル「フオりレグ

ン」ノ反座ラ更二改良シタル輪服反座ヲ以テ賓

施セリ。

　　　　　　　　

Ｈ．

　

賓験動物

販重350瓦前後ノ雄性海狸ヲ用ヒ、人型結核菌

ノ1/100mgノ皮下感染テ施シ、10週目二於テ

「ツベルクリン」ノ種々ナル量ラ腹部皮下二接種

シ、翌日＝ヨリ５日間二亙り探血シ「タクレイネ

ミー」及赤血球沈降速度テ比較検査セリ。

　　　　　　　　

Ⅲ。成

　

績

結核感染海狸二菖「ツベルクリン」0．1（刈妾種セ

ノレモノノ｀へ 注射後第１日目ヨリ「タクレイネミ

－」､ハ明二陽性ヲ呈シ、赤血球沈降速度モ速進

サ1／、相拉行スルテ認ム。

「ツベルクリン」0．02c.ｃ･列主射セル試獣二於テモ

同ジク、注射後第１日目ヨリ著明ニ「タクレイ

ネミー」強度陽性ラ呈シ、赤血球沈降速度モ共

二速進サ1／、拉行スルテ認ム（第１表）。

「ツベルクリン」0．001に注射セル試獣モ、同ジ

ク「メクレイ冴ヽミー」強度陽性ヲ呈シ、赤血球沈

降注度ト殆ンノド拉行フヽルテ認メタリ。

「ツーヽごルクリン」0．0001c.ｃ.ノ少量注射ノ場自ヽハ試

獣ノ撒モ少ク判然トハセデルモ「ヌクレイユiべ
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日

第１表

　

感染(1/100 mg 皮下)獣二於ケノl／T-O 接種二依ル影響

番彼 Ｔ-Ｏ量
赤血球沈降速度

反　　　　　　　　　　　哩

「タクレヘイネｉ一六　前
１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

１ 0.1c､C.

赤沈１時間岨 ０．７ ２．５ ２．５ １．０ ０．８ １．０

●ｌ　　２　　，、 １．４ ６．０ ９．０ ３．０ ２．０ ２．０

「ヌクソイ示ミー」 十 併 併 ＋ ＋ ＋

２
日

赤沈１時間値 t).2 １．０ １．５ １．５ １．２ ０．５

９摯　　　　２　　　　９９
１．０ ２．５ ３．０･ ５．０ ２．８ ２．０

「ヌクlノイネミー」 ＋ 冊 冊 冊 冊 十十

３
り

赤沈１時間値 ０．２ ０．５ １．０ ０．５ 0.5 １．０

・．　　　　２　　　　●ｓ０．６ １､０ ２．０ １．０ １．５ ２．０

１ヌクレイネミー」 ＋ 併 ＋ ＋ ＋ 十
一

４ 0.02c.a

赤沈１時間値 ０．３ １．５　　　１．５ １．０ １．０ １．０

●１　　　　２　　　　●● １．０ ３．０ ３．５ ３．０ １．５ １．５

「ヌクレｆネミー」 刊- 冊 冊 冊 十十 升

５
り

赤沈１時間値 １．０ ２．０　１　　２．０2.5 １．０ １．０

，，　　２　　　，，　　ｌ　　ｎ．０３．５ ３．５ ５．０ ３．０ ３．０

「ヌクl/ f ネミー」 十十 +l+ 冊 升 十十 十十

６
ｌｌ

赤沈１時間値 0.5 １．０　１　　２．００．５ ０．５ ０．５

●●　　　　2　　　　・讐 ２．０ 3.5　　　4.0 １．０ １．０ １．０

「ヌクｙｆネミー」 ＋ 十十　｜　併 冊 ＋ ＋

７ ９９

赤沈１時間岨j　0.8 ２．０　，　７．０１．２ ２．５ 2.5

・．　　　　２　　　　●ｙ１．５ u.o 20.0 ３．０ ５．０ ５．０

けヌクlノイネミー∩　升　｜　冊　１+仔Hい　冊　｜　冊　｜　冊

第２表

　

感染Cl/lOOmg皮下)獣二於ケノレＴ-Ｏ接種二依ﾉl/影響

番嬬 Ｔ-Ｏ量 赤血球沈降速度
「ヌクレｆネミー」

反　　　　　　　　　　　　鹿

前　　1　1日目 ２日日 ３日目ﾚ↓日日 ５日目

８ O.OOlcc.

赤沈１時間値 １．０ 2.5　1 2.0 １．５ ２．０ ２．０

l･　　2　　讐･　　　ｉ　２．０ 5.5 ４．０ ３．０ ３．０ ３．０

‘ヌク1/イネミー」 升 冊 併 刊･ ＋ ＋

９ ９１

赤沈１時間組 １．５ 3.8 ２．５ 10.0 ２．０ ２．０

・９　　　　２　　　　ｉｌ３．５ ８．０ ５．０ 26.0 ７．０ ７．０

「ヌクｌ／ｆ ネミー」 十十 併 刊･ 冊 併 併

10
り

赤沈１時間値 ０．５ １．０ １．０ ０．５ １．０ ０．３

ｌ讐　　　　２　　　　・ｙ
１．０ １．５ ２．０ １．５ １．５ １．２

「｀ヌク1/イネミー」 十十 柵 併 併 併 併

11
り

赤沈１時間値 ０．１ ０．５ １．０ 0.8 ０．３ ０．５

・１　　　　２　　　　・ｌ０．５ １．０ ２．５ ２．０ １．０ １．０

「ヌクレイネミー」 併 併 升 冊 升 併

12 0.0001cぶ．

赤沈１時間値 ０．１ ０．５ １．０ ０．４ ０．３ ０．５

１．　　　　２　　　　９９０．５ １．０ １．５ １．０ １．０ １．０

「ヌクレイネミー， 十十 併 ＋ 十十 ＋ ＋

【第17巻
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日

13 O.OOOl&G

赤沈１時間値
一一-

　●●　　　　2　　　　9ﾀ

０．５ 03 1 1.0 ０．３ ０．５ ０．５

１．０ １．０ １．５ １．０ １．２ １．０

‘ヌクレｆネミー， 升 併　｜　＋ 十手 十十 升

第３表

　

健康獣二於ケノt/T-0 接種二依ﾉl／影響

番妓 　Ｏ¨-　赤血球沈降速度T‾　11’ニ「ヌクしイネミー」
反　　　　　　　　　　　鹿

前 １日目 ２日目　　３日目　ｉ　１日目　　５日目

　　　　　　　一一一一一一一一　　－　０．５　　・　　０．２　　１　　　０．３　　，　　０．５

　 　 １

一 一 　 　 一 一 　 －

　 　 ２

｜赤沈１時間値い　0.5 1 0.2

　O.lcc.　ｉ　　．，　　　２　　　　，．

　　　　　　白ヌクレイネミーｌ

　　一一一‥
‾　　！赤沈１時間値

０．８ 0.5 １．０ 0.5 ０．７　１　１．０

升 十十 十十 十十 十十　→十

0.1 ０．５ ０．８ ０．５ ０．８ ０．７

ｌ・ 、　２　　，， 0.5 １．８ ２．３ ２．５ 1.5 ! 1.0
ｉ「７クレｆネミー」

＋ ＋ 十　｜　十 十　Ｉ　十

３
ｌｌ

赤沈１時間値 ０．３ 1.0 0.5 0.:3　1　0.5　　　0.5　1
　　　　　リ

い　　　　●～　　　　費● 1.3 １．５　：　　２．０ １．２

十十

１．８ １．５

「７々゛イネミー」 冊 十十　｜　十十 十十 十十

４ ●●

赤沈１時間値 ０．２ ０．１ ０．３ ０．３ ０．５ ０．３

ｌ．　　　　２　　　　１９０．５ 0.8 ０．７ ０．８ １．０ ０．７

「ヌクレｆネミー」 升 十十 利一 冊 十十 料

５ タ９

赤沈１時間値 ０．１ １．０ １．０ ０．８ １．０ .1.0

７９　　　　２　　　　９ｙ０．８ ２．０ 2.0 ２．０ ２．０ １．５

「ヌ々レイネミー」 十 ＋ 十
一

＋ 升 ＋

第４表

　

健康獣二於ケルＴ-Ｏ接種二依ル影響

番嬬 Ｔ-Ｏ量 赤血球沈降速度
「ヌクレｆネミー」

反　　　　　　　　　　　　昿

１　１１日目 ２日目 ３日目 ４日目！　５日日

６

ｊ赤沈１時間値1　0.8 0.7　０．５　　　０．３ ０．５　１０．７

0.02ca
９１　　　　２　　　　９ｙ２．５ １．０１ １．０ １．３ 1.0 l 2.0

「ヌクレ’ｆネミー」 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋　　　　＋

７ １ ●

り

赤沈１時間値 ０．５ ０．２ ０．５ ０．５ ０．２ ０．３

・争　　２　　ｌｙ　　　，　１．０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

０．５　　　１．０　１　　１．００．４ ０．７

「ヌクレイネミー」 升 冊　　　十十　’＋ 十　ｌ　十十

８

赤沈１時間値 0.3 ０．５　　　０．５　１　０．１　　　０．５　　　０．５

●●　　　　2　　　　●● O｡8 １．０ １．０ ０．８ １．０　　　１．０

「ｊクレｆネミー」 十十 升　　　＋ ＋ 十十　１　升

９

　　　！赤沈１時間値

O.OOlcc.:　，，　2　　，.

0.2 0.1　　　0.1 0.5 ０．５ ０．５

１．３0.8 ０．７　　　１．０１．２　・　　１．２

「ヌクシイネミー」 ＋ 十　｜　十 ＋ ＋ ＋

10

＝赤沈１時間値 0.2 0.7　　　0.6　j　0.5 ０．２　　　０．５

タ・ ●●　　　　２　　　　９１１．５ ２．０ ２．０ ２．２ ２．０ １．５

「）｀クレイネミー」１　　十十 十十 利一 十十 ++｜升

　　　　.-0.･1　　　0.↓

11 日

赤沈１時間値 ０．５ 0.5 ０．２ ０．５

●●　　2　　・・ １．０ １．０ ０．５ 1.0 0.8 １．０
ｒ７グイネミーｊ

柵 十十 十十　　！　　＋ ＋ 十十

543
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第５表

　

健康獣二於ケノl/探血ノ影響

番妓
赤血球沈降速度

Γヌクレイネミーj

反　　　　　鹿

贈州摺紹 5昌昭

　 １

●

赤沈　１　時間値 0.5 0.t 0.5 り．２０．５０．５

　yひ　　　2　　　　ll
-
「ヌクレイネミー」

1.0, 1.0 1.2 １．０

十十

１．５１．５

十十 升 ++ 十十 十十

２

赤沈１時間値

　l.　　　2　　　　1●

ＯぶO｡3ｲ０ ０．５

１．０

０．５０．５

1.0 ０．７』．５
　１　　　　；

１．０1.0

「ヌクレイネミー」 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

　：　赤沈　１　時間値

　－‥-一
司　99　　2　　，，

０．２０．２

０．５

０．５０．５０．２０．２

０．５ １．０１．００．５０．５

「ヌクレイネミー」 糾 十十 柵- ｡十十 十十　十十

一心=
　０．５　　赤沈　１　時間値

４１　，，２　　･ｌ

　〃　　--　皿ふ　　　　　　　　　－　「ヌ〃レイネミー」

０．５０．５０．８０．５0.5

１．２１．０1.5 １．５１．０

十十

１．０

八十十 仔 升 十十

第６表

　

感染獣二於ケル探血ノ;彭響

番抗
赤血球沈降速度

｢ヌクレイネミー」

反　　　　　鹿

帽帽紹紹摺帽
゛赤沈　１　時間値ﾝ0.7ﾄﾞ1.2 ０．３０．８0.5 １．０

１　　　　１．　　　２　　　　１・1.5 ２．５１．０１．５１．５２．０

1°ヌク1/イネミー」 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

２

赤沈１時間値 ０．８０．２０．５0.5 0.8 ０．５

・．　　　２　　　　・・１．５１．０１．５１．０２．０１．２

Ｖヌクレイネミー」 ＋ 十一
＋ ＋ ＋ ＋

３

赤沈１時間値 ０．５０．３０．７１．０１．０１．５

り　　２　　１・ １．０１．０１．２２．０２．０

一一一
＋

３．０

「ヌクレイネミー」 ＋ ＋ ＋ ＋

0.5

十

こ1

赤沈１時間値 ０．５０．５１．０ １、００．８

ｙ９　　　２　　　　１・１．５１．０２．０１．０３．０２．３

「ヌグｆネミー」 柵 升 十十 ･ﾄﾄ 升 升

赤沈１時間値 １．０１．０１．０１．０Ｏ、５１．０

５　１　，，　　２　　　　，

　　　｜．　　　　　　　一一一一’－
　　　ヅヌクレィネミー

３．０

糾

２．０２．０２．５１．５２．０

十十 糾 十十 升 十｜

一」．・ヽ軽度二認ｊラレ･、赤血球沈降速度モ僅カ

ナガラ常初ノ價ヨリ.・ヽ促進ノ傾向が窺ハレタリ

（第２表）．

所謂健康海挑二於ケル「ツベルクリン」接種ノ影

響ヲ検セルニO.lcc. ;「ツベルクリン」列主射セ

ル５ｍニ於テ､ハ、其ノ内３ｍハ侵化ナク、２頭

二於テ極ノテ弱峻ナル「ヌクレイネミー」ヲ呈セ

ルヲ･記リタリ．、赤血球沈降速皮ハ著明ナル勁化

ヲ’示サデレ共僅カニ促進サレタルカノ傾向アリ

（第３表）。

「ツルクリン」/ 0.02C.C.及0．001c,Ｇテ注射セ

ル試獣ニテハ、赤血球沈降速度及「.ｚクレイ」ヽ

il一」ノ何レモノ反尨ヲ現出セザリキ（第４表）。

以上ノ結核感染海槙拉二健康海狽二對シテノヽ

「ツベルクリン」ノ注射時二於テ其ノー部ラ以

テ、皮膚過敏反庶ノ出現ノ有無ヲ検セルニ、結

核感染獣二於テ。’｀何レモ陽性テ呈シ、､健康獣二

於テハ反庖テ呈セズ、熱反廊八行､ハザリキ。

健康海狽（非結核感染）ニ於ナル探血二依ル「タ

クレイネ£－」及赤血球沈降速良二及ボス影響

ヲ検セルニ、認ムベキ反庖ヲ呈セズ（第５表）。

結核感染海貌二於ケル探血ノ「タクレイ4ベー」

及赤血球沈降速度二及ボス影響ヲ検シタルニ、

認ムベキ反座ヲ･現ハサズ（第６友）。

以Iこノ賓験二依り結核感染「アレルギー」獲得二

至レル海祝二於テハヽ「ツベルクリン」ノ少量ニテ

容易二血清中二核蛋白膿テ遊離スルモノナル事゛

テg忍メタリ。

　　　　　

・

　　

63．

　

結核海瞑二於ケル「ヴ、fタ三ンJCノ

　　　　

「ツベルクリン」反廉二及ボス影響ニ

就テ 坂本

　

義教阪大竹尾
鶴崎平次郎腐核研究部）

「ヴわ

的作用ヲ有ソヽルノミナラズ、他面甚到主目二値

スル種カナル作用テ有スル事・ヽ近年漸次鮮明セ

ラレツヽアリ。而シテ抗「アレルギー」性作用モ

其ノ‥ナリ。

余ハ「ヴィタミンJCノ過敏現象二及ボフ、影響ヲ

生膿内及ビ「ワールブルヒ」絹織呼吸法ニョリ生

酸外二於テ宣験シ昭和12年５月大阪腎學會二

於テ登表セリ､、「ヴィタミンJCが過敏現象抑制

作用アル事賓ヨリ、結核淘=狽ノ「ツ」反庶二及ボ

ス該物質ノ影響ヲ検シ、第16同結核病學會總會

ニテー部述べ｀タルガ今度更二賓駿シ其結果ヲ報

告セントス。

賓験方法

　

300乃座400瓦ノ「ツ」反恵陰性ノ海

狽二上池菌1/100 mg ヲ･接種シ３群二分カテ

リ。卯チ、
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第３群

　

結核菌接

種後「ヴィタミン」

Ｃ（但シ本賓験ご

ハ都合ニテViton

ワ使用セリ）毎日50

mg 25日間注射

第２群

　

結核菌接

種後15日目ヨリ

「ヴバ

日100 mg 10 日間

注射

第１群（對照群）

結核菌接種後第15

日目ヨリ生理的食

堕水毎日2cだ10日

間注射

而シテ以上３群共

結核菌接種後14日

目及ビ25日目ノ

「ヽ勺反座ヲ･検セシ

結果ヲ表示スlノバ

左ノ如シ（但シ、

「ツ」反座ノ判定ト

シテハ碓赤ヲ面積

(Sq. m. m.)こテ

表タ｀セリ）。

解剖ニョル結核性

病兄ハ各群二於テ

殆ド差異テ認ムル

能ハズ、印チ賓験

ヲ･摘要スレ八次ノ

如シ。

（Ｄ「ヴィタミン」

Ｃ注射群ハ對照群

一比シ、明カエ「ヒ

ポエルギー」ニ傾

クラ認メタリ。而

シタ其際少吊々長

時日注射セルヨリ
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大量ヲ短時日注射セル方有救ナリ。

(２)｢グリ

ー比シ著明ナル差異ヲ･認ノザリキ。

　　　　　　

VII.治療及ビ憧防

　　

64．満洲(新京)ノ巌寒期二於ケル開放療

　　　　

法ノ経験

あ」」康則諮問）

満洲ノ如キ寒冷甚シキ地方二於テ、冬期幾許ノ

低温迄開放療法ヲ施シ得ルヤ、満洲モ本天以北

。・ヽ寒気が殊二峻烈デアル。本年冬期ノ満洲主要

地ノ最低温ヲ兄ルニ、大連(－15c)。1)、本天(－

27°。5j、新京(-34°。1)、吟爾賓(－36°。5)、斉々

吟爾(－38°。5)、海拉爾(－40）)、黒河(－361)、牡

丹江(－33°萌等ガアツテ、とラ日本内地及欧

洲諸都市二比較フ､レバ如何二酷寒デアルカフ解

出来ル。

日本ノ對満移民ハ主二北満二向ツテナサレ、此

處二近午将来徴百萬ノ日木人が生活フ､ルコト

トナル。之二件ヒ必然的二生起フヽル結核治療

へ莫大ナル経費ト煩鎖ナル手数ヲ以ク他｡ニ燈

ルヨリモ現地二於テナスベキデアリ、従ツテコ

ノ場乱

　

不期間ノ開放旅法テ如何ニ

　

フ､ｚ心キカヽ｀

重大ナル問題lヽナル。

余ハ昭和10年以来新京満鍼降院結核病棟(32休

ヲ収容シ得)ニ於テ開放療法ヲ持緬シ来リ、參

期ニテ外気温が屡ｌ零下30度以下二下ル場存

二於テモとヲ賓施シタルヲ以テ茲二些カソノ経

験ヲ報;フセントソ､。

Ａ

　

開放ノ仕方ハ原則1ヽシテ南側テ開キテ、と

ヲ'全開窓卜部分開窓ト二分ツ。全開意卜部分開

窓へ気象ノ状態ノ他二患者ノ状態モ顧慮シ、

顛格柴養良好デ軽症ナ･1,モノーハ努ノテ全開窓

ヲ'行ヒ、幼弱高年ナルモノヽな養、疾病ノ状態

ノ劣悪ナルモノニハ昌分開意(或ハ小童開放け

行ヒ、更二場合ニョツテハ之ニヽ｢ガーゼ｣、｢カー

テン｣等ヲ併用シタ。

開放スこ萱;リ、｢力｀－ヒ｣ラ佃f用″7ヽル゛1トハ、

之ヲ川ヒデル､一比スレバ換気不充分トナルベキ

ヒj
日 【第17巷

モ、次ノ利鮎テ畢ゲル==1トガ出来ル。

(１)室温ノ急激過度ノ低下テ防グコトガ出来ル

ト共ニ、最高最低室温ノ較差テ少クソ、ル、、

(２)開放ニヨ

　

ノレ室内ノ気流尹緩和シ得ル。

(３)全開窓二堪工得タ患者ニモ開放テ行ヒ得テ

室内空気ノ汚染ヲ･防止シ得ル。

(４)開放二困難ナル如キ風速ノ大ナル目モ開意

テ賓施シ得ル。

(５)都市ニアツテノヽ煤塵テ防止シ得。

:Ｂ

　

暖

スルコトハ不可能デアル。暖房ヲ通シツヽ開放

スルコトハ、室温ノ損失が大デ、不経済デアル

ガ、寧口暖房ヲ･通ジツヽ行フ開放療法ヲ以テ満

洲ノ特色1ヽナスベ｀キデアル。コノ場合投薬注射

ト同様ニ、暖房テ處方ソ、ベキデアリ、而シテコ

ノ處方子如何二調整ソ､ルカヽ゛満洲冬期ノ開放療

法ノ成否イ分岐ソ､ル所デアル。

Ｃ

　

開放宇ノ室温ノヽ｢ガーゼ｣併用ノ場合ニハ毎

日ノ室温ハ大略１定ノ高サユ保タレ(10―15°)、

最高最低温ノ較差モ小デアル(3゛－5))。然ルニ

｢ガーゼ｣ラ使用セデル場合ニノヽ日カノ最高温及

最低温テ迪ネル線ノ動恣ハ大トナリ、雨者ノ較

差モ亦大トナル(10°－20°)。全開窓テナス場合

ニノ｀ゝ 巌寒期－アツテハ室温モ漑ネ低々O°ノ線

ｦ･上下シ、甚シキ場合ニノ･ヽ－Ｔニ至ルコトガア

ツタ。

尚目張セルニ重意ノ普通病竃二於テ同時二測定

セル結果ハ大約＋209前後デアル。

Ｄ

　

室温ノ最高、最低ノ較差ハ、｢ガーゼ｣テ併

用セル場合ニハ最少、最大、平均値共ニ、戸外

及ビ｢ガーゼ｣無シノ場合二比シ、著シク小デア

ル。叉｢ガーゼ｣無シ開放ノ場かニハ較差ハ大デ

アツラ、雫内ト戸外二於テ大差ハ認ノラレヌ。

Ｅ

　

温度ハ有暖房時、密閉セル普通病棟二於テ

ハ80－90ズノ間テ上下シ、開放室二於テノヽ50－

70％ノ間二存在ス～。郎チ温度ハ開放室ハ小デ

アルガ較差ハ大デアル。

Ｆ

　

宇内空気ノ炭酸瓦斯量二就テハ、

　

コ

　

レノ｀ゝ風

速ニョリ左右セうルヽコト大デアルガ、個室ニ
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テ全開意ンいレトキハ殆ン｡ド外気ト等シク保チ得

ル。卸チ0．33χ前後デアル。部分開童ニテ小窓

ニ「ガーゼ」テ併用セル場合ハ個室晨モ少ク、８

人家最高デアルガ、後者二於テモ尚目張セルニ

重窓ノ普通病室ニ､比較フヽレバ牛量以下デアル。

印、後者ノヽ1．16ヤエ至ルモ前者ハ0．55①以下

デアル。之ニョレ八部分開童ニシテモ換気ニハ

甚グ有妓デアル。

Ｇ

　

自費的及他畳的症状二及ボ眉影響トシテ､ハ

異常ナル酷寒二對シテ開放ノ、ルニハ第1、醤師、

看護婦、患者及附添婦が一儀トナツテ協力スノレ

必要ガアル。宇温ノ低下甚シキ時ニハ湯「タン

ポ」サ用ヒクルニ1トアルモ、「シャツ」類ノ゛著用

セシメヌ、、

開放療法ノ戮果一就テハ今更詳述ノ要モナ･f

が、唯酷寒ノ気象下ニアツテ｡ハ過刺戟二陥り易

ク、充分二注意セネバナうタ。特二喀血ラ示シ

叉ハ喀血ノ傾向アルモノ、咳楸喀痰ノ甚シキモ

ノ、著シク衰弱シ或ハ老幼弱者二對シテノ･･ゝ巌格

ナル開放療法ヲ行フコトノ不可ナノレノベ云フ迄モ

ナイ。之二對シテズヽ涵常二換気ノ條件プ調節シ、

過刺戟トナラタ様充分ノ注意が必要デアル。

以上列咆括スレバ、新京叉ハ夫レ以北二於テモ
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気温ハ甚グ低イケレドモ、寒冷ナルガ故二開放

療法ヲ･行ヒ得ズトナスノヽ杞憂二過ギナイ。唯コ

レラ行フニ常ツテ・ヽ、暖房ノ装備調整ヲ充分ニ

ナノ､コトヽ室内外ノ気温、気;坏ノ較差二注意サ

彿ヒ、吏二開放窓面ノ大小、緩急リ･其日ノ気象及

病状二座ジテ調節ソ、ルコトニョツテ過刺戟二亙

ルコト引避クルナラバ零下30度ヲ下ル酷寒中

二於テモ、開放療法ノ目的丿達シ得ルノデアル。

　　

65．

　

北浦二於ケル冬期開放療法

　　　　　　　　　　　

仙波

　

秀介T満鍼病院)

従来満洲ニ｡ハ結核患者が内地ノ2．5乃至３倍ア

ルガ多聞酷寒ノ認、二重窓硝子二目張りヲ施シ

タ部屋二冠テヰタ。とハ換気回倣１時間0.5 fg]

内外デ成績ハ頗ル不良デアツタ。余ハ札蘭屯(北

緯48.2度)ニ於テ一昨冬以来開放療法予行ツテ

ヰル、其内咋きノ賓施ノ結果ラ報告ノ､ル。

１．

　

満洲ノ気象ハ内地一比シ快晴日。日照時間

多ク、雨モ少夕風速、澱度カラ見テモ、開放療

法ニハ好條件ニアル(表參照)。唯寒サユ到ツテ

ハ極ノテ烈シイ(等温線)。

2．

　

零下囁氏30度ノ戸外二横臥サス事ハ出来

ナイガ南向キノ病室ノ小窓(硝子一枚分)ラ開放

ス。宇内lヽ戸外ノ温度ノ差(40－45度)、従ツテ

表ｎ

　

室内気象(18/XI―17/1 1ヶ月平均)

測定時間
FF Ｈ　　Ｉ　ＨこＨ

似　　温
　ドＣう

室内風速
(m/ sek〕,･

温　　度
　(％)

開 閉 開 閉 開 閉 関 閉 開 閉 開 閉

８ a.m 19.1 17.9 5.2　　　5.1　　13.9‘　12.8　　11.714.6　0.026 0.009 49.7 49.5

11 a.m 17.7 16.3 ５．３　　　１．５　ぐ12.4　11.H　　15.31り.7　　0.0180.018 44.4 42.7

3 p.m 19.2 16.6 5.3　　　3.7　13.9　　12.9　　1L7 20.↓　　0.0160.007 46.0 ｣4.6

９ p.m 18.6 15.9 5.5 I　3.5　13.1　12.4　14.4 I 21.7　0.027 0.015 39.0 38.1

Heitz

時

　　

間

-

　

8 a.m
一一
11 a.m

--

　

3 a.m
--

　

9 a.m

　

(問＝開放室、閉＝密閉普通病室)

表Ⅲ

　

Ｄｏｒｎｏノ標準ニョル快適判定

angene

Warm

開 閉

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

開

-
０

-

５同

一

５。

-

５。

-

１５
。。

angenehm

Kalt

閉

-
７同
一
12 。
-
15 。
-
15 。
--
49。

開

一一
川岡
一
10。
-
10。
-
10。
-
43。

閉

，

　

8岡

1匹

-
しo

l二

回1。

Kalt

開

-
2同

一
０

-
０

-
０

-
２。

閉

－

　

０

－

　

０

－

　

０

－

　

０

－
０

　　　　

開

　

放

　

室

angenehm Warm 15同‥25％

angenehm

　

Kalt 43同‥72％

Kalt

　

2同‥‥‥‥‥‥‥30?ぶ

　　　

普通･で密閉)病室

angen. Warm 49岡‥‥･82％

angen. Kalt　11同‥‥‥18?ぶ
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密度ノ差ニョリ或ハ風ノ篤二急激二空気ノ流入

スルザ防ク馮木綿布１枚ヲ小童二張ル。

３．

　

對照ハ相隣レル室容積ハ54.3立方米ノ室

トシ、患者各々２名ヲ収容セリ、、

４．

　

気温へ戸外ハ（－）30度前後、開放室ノ床

上ハ10度前後ぐ時二零度ノ事アリ）ニナルガ、患

者枕頭デハ下均14度前後デ流ム、對照ノ普通ノ

密閉病宅ハ20度前後。

印、開放ハ密閉二比シテ低温デハアルガ、然シ

凍傷ヲ･起ス等云フ程ハ下ラナ≒

５．

　

暖房ハ開、閉雨京同様ニ「ペーチカ」ヲ普通

ノ如ク焚イテ特別ノ處置テシナイ。

カウシテ12月中旬－１月中旬迄１ヶ月間「カ

タ」寒暖計ノ測定（１日４同観測）サ行ツタ結果

ノゝ

７

(表參照)。

ｆ
ｔ

ｔ

に) angenehem Warm 82.％

(2)

　　

ll

　　　　

Kalt

　

18％

(1)
(2)
(3) Kalt

25％

71．5％

3％

ヒj
日 【第17巻

ル頑固ナル食思不振、螢養不良、醵重減少傾向

ニアル肺結核患者二脳下垂値前葉｢ホルモン｣注

射二依ル賞質的観察テ行ヘリ。此ノ観察ヲ･行フ

ニ常り聶食状態ヲ･次ノ如ク分類セリ。

第１度

第２度

第３度

第４度

　

食前

空腹感
食慾感

空腹感
食慾感

感
感

腹
慾

空
食

旺盛
ナリ

梢盛
ナリ

梢ア
リ

空腹感アノl／モ

食慾感ナヅ

食中

美味感旺盛
食慾感ナリ

食後

満腹
食慾

嗇リ
リ

ア
ア

感
感

更黙賢台ｓハ

美味感梢ア

　

｀'‘腹或早夕
食慾感り

　　

満－－来ﾉl/

恋ま倖ナジ膨満感アリ

第５度膨諾感アリ

　

養客芯十ン膨諾感アリ

囁食状態ヲ調査セル肺結核患者44名ノ中､第３

度以上ノ者18名(内有熱者8、開放性9、胃下

垂症2、胃｢アトニー｣O)、第４度以上ノ者26名

(内有熱考22、開放性17、胃｢アトニー｣、胃下

垂合併症7、胃｢アトユ７｣1)、第４度以下ニア

ル者21名二對シ、１日１同(午前11時)圖下垂

煎前葉｢ホルモン｣10軍位(Ｒ.Ｅ．Ｈ.)皮下注射ラ

行ヒ、:15同ラ以ツテ１｢クール｣トナシ第１次観

察ラナセリ。狗21名ノ中惨出性14、堆殖性6、

硬吸性1、有熱17、開放性18、胃｢アト」・－｣、

胃下垂合併症6．
ｅ
ｌ

注射後3－7日こーシテ優食状態ハ良好二向

ヘリ。第１度0、第２度16、第３度4、不受１
１
１

一
―

臍重

　

噌加16、不受1、減少４

iii.｢ヘモグロビン｣噌加17、減少4

iｖ．赤血球敬

　

噌加17、減少４

Ｖ．

　

赤沈反尭

　

良15、不受2、不良4

vi.

　

21名ノ中胃液検査ラナセル者９(正常酸度

1、減酸症8、内盛酸訣乏症4)ノ中減酸症ノ者

ハ何レモ酸度ノ上昇ヲ'来セリ。

vii.倦怠感／

ル者テ見ルｏ

尚顛重｢ヘモグロビン｣赤血球数ノ減少セル者ノ

中３名ハ凡テ著明ナル腸結核テ併登シ居レリ、、

(以上表參照)

以上ノ賓験的観察ヨリシ入食思不振、柴養不

良、醵重減少ノ存在セル肺結核患者二圖下垂膿

６。

　

室内風速、開放室デモ風速0.03米｡｡‘'秒以下

デ通風感ハナｆ。密閉牢ハ空気ノ流動殆ドナク

所謂Stuffy感アリ。

｢カタ｣阜(表參照)

観測同数70同ノ内Ｄｏｒｎｏノ標準二従ヘバ

密閉室

開放室

　　　　　　　　　

結

　　

語

以上ノ如ク初ノ･少シク患者ヲ訓練スレバ北涵ノ

巌寒地二於テモ特別ノ暖房ヲ施サズトモ、患者

ヲ･Ｄｏｒｎｏノ快適感範同一オイタベ・ヽ通風感モ

典ヘズ。

従ツテ苦痛ヲ･典ヘズシテ開放療法ヲ･行フ事が出

来ル。

　　

66．

　

結核患者ノ食思不振二對スル脳下垂

　　　　

謄前葉｢ホルモン｣ニ依ル療法

　　　　　　　　　　　

吉村

　

英一ｲ滋賀比良園)

最近吾カハ圖下垂醒｢ホルモン｣機能ノ新陳代謝

二重大ナル開係アル鮎二著眼シ結核患者ノ頑固

ナル食思不振、毫養不良ノ原因ハ胴下垂孵前葉

｢ホルモン｣機能ノ結核毒素ノ障碍二蹄スノレモノ

ニモアラズヤトノ臆測ノ下ニ、常療養所二於ケ
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前 葉 「ホ ル モ ン」テ注 射 ス ルll寺ノ・ソ ノ囁 食、 榮養

ノ状態 テ良 好 ナ ル機 轄 二向 ハ シム ル事 テ知 り得

ル ト共 二、 磯 下 垂 龍 前 襲 「ホ ル モ ン」機 能 ト結 核

二於 ケル食 思 不 振 拉 ビニ榮 食 トノ間 一ノ・密 接 ナ

ル關 係 ノ存 在 スル事 テ示 唆 スル モ ノ ト考 フル ナ

リ、 吾 々 ・・夏 雲詳 細 研 究 中 ナ リ。

67・ 慢 性 肋 膜 炎 及 ビ慢 性 腹 膜 炎 ノ治療 法

岡 田 清 三郎(名 盤 大)

余 ノ・獲 二 胃 潰瘍 拉 二 胃 炎 二封 シ 胃粘膜 「エ キ

ス」、十二 指腸 潰瘍 及 ピ腸 炎 二封 ジ ート三 指 腸 粘膜

「エ キ 入」ノ静 脈 内注 射 療 法 テ行 ヒ頗 ル好成 績 テ

基 ゲ得 タ ル テ以 テ更 二脆 嚢 症 二1封 シ、膿 嚢 粘膜

「エ キ ス」テ試 ミ タル ニ是 又 満 足 ス可 キ結 果 テ得

タ リ。 是 等 ノ、要 スル ニ當 該臓 器組 織 ノ再 生 機能

テ高 メ、 慢 性 ニ シテ治 癒 傾 向 乏 シキ モ ノ ニ頗 ル

有数 ナル ラ認 ム ル モ同一 臓 器 二於 テ モ組 織 ノ異

ナ ル部 分 二・・鹸 リ作 用 セ ズ、 例 ヘ バ十 二 指 腸 乃

至 小腸 粘 膜 「エ キ ス」ノ・腸 炎i腸 潰瘍 等 圭 トシテ

粘 膜 面 二於 ケル疾 患 ニノ・有 数:ナ ル モ腹膜 而 ノ疾

患 ・」 ・・飴 リ作 用 セズ、 從 ツテ惨 痛 ノ如 キ モ之 が

粘 膜 面 ノ炎症 的憂 化 二rh來 スル場 合 二 ・・、 此粘

膜 「エ キ ス」ニ テ消 失 又 ハ軽 減 セ シメ得 ル が腹膜

面 ノ攣 化若 クノ・刺 戟 二由来 スル場 合 ニ ハ奏 赦 セ

ズ、蓋 シ此 組 織 特 有 性 ナル コ トが實 二本療 法 ノ

特 色 ナ リ。 弦 二於 テ余 ハ今 回豚 ノ肋 膜 及 ビ腹膜

ヨ リ「エ キ ス」テ調 製 シ、 と テ肋膜 炎 及 ビ腹膜 炎

二用 ヒ テ数 果 ノ見 ル可 キ モ ノ アル ラ認 メ タ ルラ

以 テ之 ラ弦 二報 告 セ ン ト ス。

肋 膜 ノなビ腹膜 「エ キ 勺 ノ・豚 ノ肋 膜 及 ビ腹 膜 テ材

料iシ 稀 繹 無 菌 的 虎 置 ニテ調 製 シタ ル モ ノニ シ

テ無 色 透 明 、 蛋 白質 ノ現 色反 癒 及 ビ 「ズ ルホ サ

リチー ル」 酸 反 鷹 八極 メ テ痕 跡 的 陽 性 ナ ル モ、

パ ウ リー氏 反 癒 ノ・陰 性、之 ラ静 脈 内 山2・(L5・O

ccm注 射 甲ヘル モ何 等 作 用 テ認 メズ。 治 療 成 績 テ

表 示 一/,レバ大 要 下 ノ如 シ。

治療 成 績 テ概 括 ス,・二惨 痛 二封 シテノ・治 ン ド常

二有 政 ニ シテ、 他 ノ ア ラユ ル治 療 法 一 テ無 数 ナ

ル如 キ頑 固 ナ ル惨 痛 モ本 注 射療 法 ニ テ治 癒 ス ル

場 合少 カ ラズ。 執 拗 ナ ル胸 腹 部 ノ鈍 痛 モ能 ク浦

ワミス。 滲 出液 ノ・陳 謹書性 三 シテ他 法 ∴ テ容 易 二減

少 ノ傾 向 チ示 サ ザ ル モ ノ が本 注 射 療 法 開 始 ト共

二急速 二吸 収1醇 退 テ來 ス場 合 ト本 法 一 ヨ リテ モ

毫 モ減 少 ヲ來 サ1・ 場 合 トナ リ、 其 斯 ク岐 ル ・

ノ・何 故 ナ ル カ ノ・全 ク不 明 ニ シテ今後 ノ研 究 二俣

タ ザ ル可 ラ ズ、 而 シ テ雨 「エ キ 勺 共 ソ レ ゾ レ特

異 性 ニ シテ腹膜 「エ キ 丁勺 テ肋 膜 炎 二、又肋膜 「エ

キ ス」テ腹 膜 炎 二用 ヒ テノ・奏 数 ラ認 ム ル能 ノ・ズ。

此 鮎 特 二興 味 アル事 實 ナ リ。 極 メ テ執 拗 ナル 吃

逆 ニ テ ア ラユ ル方 法 』テ之 テ軽 減 シ能 ・・ザ リ シ

モ ノニ肋 膜 「エ キ ス」而・試 ミタル ニ毫 モ炊 果 ノ認

ム可 キ無 久 之 二腹膜 「エ キ ス」テ用 ヒ テ完 全 二

治 癒 セ ル1例 ノ経 験 ア リ。

禮 温 モ 巽殻 スル場r?ハ 低 下 若 ク ・・「・二温 トナル コ

,ト多 シ、 之 ハ直 接 作 用 二依 ル ヨ リモ 炎症 ノ消 散

二,基 クニ次 的 敢 果 ト見 ル可 キ モ ノナ ラ ン。

赤 血 球 沈 降速 度 モ多 ク・・直 接 影 響 無 シ、 根 本疾

番號

1

㎜
2

一
3

噂
4

一
5

旧
6

7

8

氏 名

一 一.36

性

平

群}

63
　

=昌 釜
一133
-24
一29
一!22

一129

♂

♀

♀

♀

♂

♂

♀

疾 病

初

十

十十

十十

柵

十十

柵

骨

絡

凝 然

(C⊃)

腹 固
糎

初

37.5

37.5

38.4

37.9

39.3

39.5

37.6

終 初

180.0

_i !

}終　「
73.2一「

注 射モi三射 液

1剛 敗
1

一些 些ン廼 ス勾

肋 膜 「エキス」L

腹 膜「エキス」

8

_↓

18
2鼻

10

診 断

一 腹水無 シ

_;88 .0173.0 腹1瑛 「エ キ ス 」

月力膜 エ キ.ス1

1腹 膜 炎b

)]力脱 「エ キ ス 」

勇力肘ご エ キ,ス 」

6

犀1
肋 膜 「エ キ ス」21

1肋 膜 炎

腹1】1匙逸 一

腹q遽 .
1肋 膜 炎

肋膜炎

肺結核
肋膜炎

!麟義
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患ノ快癒ヲ来ス場合ハ減少ス。

要フ、ルニ木治療法ハ症例尚ホ少キ

ヲ･以テ最後的断案ハ早キュ失フヽル

嫌ヒアルモ頑固ナル肋膜炎叉ハ腹

膜炎特ニソノ疼痛二對シテハ最モ

推奨ス可キモノーシテ陳奮性惨出

液二對シテモ一庶試ムル價値アル

モノト認ム。

　

68．

　

大學學生ノ結核罹患率

　　　　

ト1、2ノ治療成績

誰皿僕Ｕ森）
昭和13年５月17日ﾖﾘ６月６日一

亙り金滞醤科大學學生275名及附

總會演訊要

　

外

吻

ツ
彩
か
胆

が

　

ぷ

　

ぶ

即

　

刀

ヒj
日

第２表

　

年齢別｢ツ｣反態陽性率

Ｊ

‾耳‾面=‾゛

赳丈Ｕ
胞歎

大府生

　
　
　
　
　
　

＼

　
　
　
　
　

＼

Ｉ
Ｉ
χ

抑印ぴぷ万ﾉyぶ／ア２／

届薬學専門部生徒118名合計393名ニツキ胸部

結核性疾患ヲ･主要目標トセル身偕検査ヲ･行ヘリ、、

検査方法ダヽ家族歴、既往歴、白劈症ノ調査、胸

部理學的所見、胸部「レントゲン」寫具撮影及「ツ

ベルクリン」皮内反恵及ピルケー反恵ヲ行ヒ、更

二上述學生生徒中122名＝－ツキ赤血球沈降速度

ノ測定ヲ行ヘリ。

　　　　　

１．「ツリレクリン」反底

傅研製「ツベルクリン」5000供O.lcc.ニテ行ヒ、

反樹陰性叉ハ士ノ者ハ更ニ500倍0．1（ヱテ行ヒ

テ検査セリ、但シ393名中９名ノミノヽピルケー

反樹ノミーテ検査ヲ行ヘリ。

學年別ニソノ陽性卒尹見ルニ第１表ノ如ク醤學

　　　　

第１表

　

學年別｢ツ｣反感陽性ノヤ

接々「ッ」反感陽性者
よ院

長性

鹿者

陽
性
率査Ｕ併 十十 ＋ 計

　　４年i　80　10　9

阿i3年i　75　y　17

!_rご　　　　　　_____　｜　　　　｜

部　２年，　68i　　21　14

54 ‘昌1　7 91％

41　　63　12

‾‾‾　:　　591　9

　 　 8 4 ％

- 〃 w 　 一 一 - ' ‾ 　 ‾ ¬ '

　 　 8 7 ％

43

学
生

１年’52　2　　6 31 39 13 75％

計　275　16　妬 172 234 41 85.1％

専 ３年　　38’ ２

２

23 25 13 66％

□12年，38:
柴　１鰍　42，

徒‘計i 11べ

21 23 15 61％

26 26 161　62％

4. 70 74 44 62.7％

總計　393 16 50 242 308 851 78.4％

【第17巻

ｊ

･･････--●…●●一大學學生

一－一一専門却生走

總坪

　　　　　　

Ｘ

　　　　　　

Ｘ

ＪＪぶ25 26 27 26 2.夕方JI32 33タオ

11 2j?ヌμｊ７ ６∂舅J9μＺθぶｊ　　２２７

j 15 35　2953　51　5S24 2∂ぷＪ　　２２･ ／

部４年917ご、３年84％、2年87％、1年恥％、

平均大學學生ニテノヽ85.1%う示シ、専門部ニテ

ノヽ３年66％、２年61％、1年62％ヲ･示ス、専

門部ノ平均ハ62．7％トナル、郎チ大般學年ノ上

級ニナルニ従ヒ陽性率ヲ噌セドモ専門部二於テ

ノヽソノ上昇度ダヽ大學學生ヨリ少シ、全般トシテ

ノ陽性率ノヽ78．4％ヲ示ス。

年齢別ニとヲ見ルニ第２表ノ如ク、18―21歳迄

ノヽ59--64％、22歳二於テ72Aﾚ、23歳一26歳ニ

テハ78－85％、27―34歳ノ間ハ約100万二近キ

價テ示フ、。

次二年齢５年毎ノ陽性率ヲ見ルニ第３表ノ如ク

18―20歳(58名)64⑤、21－25歳(238名)76％。

　　　　　　　

第３表

　

年齢五年別

　　　　　　　　

｢ツ｣反吐陽性率

18
1
20歳

21
１

25歳

26
１

30歳

31
１

34歳

士遍接査人員 ３ 176 91 ５
/ゝ-j-

學生

陽性者 ２ 142 85 ５

陽性率％ 67 81 93 100

専生
門
郎従

検査人員 55 62 １

陽性者 35 39 ０

陽性率％ 64 63

總

計

検査人員 58 238 92 ５

陽性者 37 181 85 ５

陽性率％ 64 1 76 92 100
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26―30歳(92名)92％、31―34歳(５名)100％ト

ナル、大學學生ノミニツ４テハ20歳(３名)67

％、21－25歳(176名)817ご、26－30翫･91名)

93％、31―34歳(５名)100ガトナリ、専門部生

徒ニツ･fテハ18―20歳･55名)64％、21―25歳

(62名)63が(26歳ノ者ハ１名－テ陰性)ナリ。

郎チ同年輩ニテハ大學學生ノ方ハ専門部生徒ヨ

リ陽性率高ク、叉専門部生徒二於テ八年齢ニョ

ル陽性阜ノ上昇度少シ。

　　　　　　　　

２．｢レ｣線像

｢l／｣線像ニョル胸部疾患ノ観察ニョレバ第４表

ノ如ク總数393名中30名(7.7順二於テ肺二活

動性ノ浸潤卜思シキ陰影サ認ノ、内５名二於テ

ダヽ明二空洞ト思シキ陰影ヲ認ム、コノ浸潤テ有

スル30名中19名迄ハ醤學部４年、３年ノ臨休

方面二出入スル學土中一見出サレシモノナリ。

叉室洞テ有スル５名中４名ハ學部學生二他ノ１

名八

部陰影ノ著シキ増強ラ示スモノ(肺門尖、叉ハ

腫瘍型肺門結核)ハ30名、肺紋理ノ噌強ヲ著シ

ク来セルモノ２名ヲ･見出セリ、郎チ肺二何ラカ

ノ活動性ノ病受ヲ有ス･レト思ハルルモノハ大學

學生ニテノヽ50ち(18.2で切、専門部生徒ニテハ

12名(10.2犬ﾚ)、總計62名(15．8％)ノ多キェ土

レリ。。

　　　　　　

第４表｢l／｣線所見

検
査
人
員

正ｉ石

　　

１友

　　　

化

常

　

竃

肋
膜
肥
厚

陳病

荷

肺
紋

性恣理

醤
學
部
學
生

専
門
部
生
徒

總
―

―

・

393 17↓124･　31 30

‐

　

‐
―
－
‐

　

‐

　
　
　

‐

陰
影
壇
強

肺
門
部

丿

培

　
　

強

¶

１

８

ｌ１
８

１ ５

１　１

－-
　　２

３

24
ｊ

１｜
３

１

２

６

21

肺

浸

潤

ヒj

日
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白促症、理學的所見ノ有無トノ開係ヲ･調デルニ

第５表ノ如ク肺浸潤30名中脱庄一結核性疾患

ラ認ノタルモノ15名、何ラカノ白豆症ノ有ルモ

ノ13名、理學的所見ノアルモノ18名ニテ何ラ

白豆セズシテ浸潤ヲ認ノラレタルモノハ11名、

多少ノ疑刊裏キ居レルモ' 15 fu白ラ肺結核テ

有ベルト知レルモノハ僅カニ４名ナリ。

　　　　　　　　

第

　　

５

　　

表

人

員

　　　　I結愉結社イ1
｢ク｣反感核　卦症ハ賢

　　　　性い往ァゼ

理ァ

瓦t，
Jノレ
的

所゛

見ノ

陽
性
者

陽
性
率

ｻﾞﾁﾘﾍ虻ﾄﾞﾌﾞﾚ

迂'、　　ノモ　　モ

ノ歴賎ノ　ノ
　　ｊ

胎　浸　潤’30　29リ7％　６ 15　13 18

肺門陰丿棺強　ご0　凹1 77％ ３
－
J） ８ ２

肺絞理壇弧　ｊ　ｌ 5（戸。　１

　’　　｜

１ 勺

陳萬性肺浸潤 30　23 77％ ↓　　８ ８　１０

肋膜肥ゾ　汁　3!lO(ド／０ ３ １ ３

石現化こ121 10卵5.5％26 26　21 20

正　　　　宗門174 123 10.1% 27 I 35 23 27

　　　　　

３．｢ツ｣反樹ト｢レJW像

第６表ノ如ク肺浸潤97％、肋膜肥厚100％、石

灰化竃85．5％、陳奮性浸潤テ有スルモノ及肺門

部陰影ノ増張者77％、肺紋理増強者ハ50匹ノ

｢ツ｣反睨陽性阜テ示フヽ叉正常ノ｢レ｣線像テ有フ、

ルモノハ70.7ヤノ陽性孚ド示セリ。

　　　　

第６表

　

ﾆﾂ｣反噸トフレ｣線像

楡）」灰塵陽性 　陽

　性

　率

97％

陰
性

者撒

１

　　　　　売　　　　　寸

　　　　　ノ

肺　侵　尹　鼎

　強

　陽
　性

－　５

利

陽

性

= = - = 　 - =

　 2 4

計

2り

肺門陰影壇強 :べ0 ５ 18 231　77％
rW
/

肺紋理考強 ２ １ １ 50?ぶ １

陳苛性肺浸潤 30 ６ 17 23 口ぢ　ｉ・

肋膜肥厚 ３ １ ２　31 100≒

106　85.5≒

０

石茨発癌 124 22 84 18

正　　　　常 174 27 96 123，70.7≒

308　7<S.4犬

51

總　計 393 66 242 85

4。赤沈卜胸部所見

(赤沈ハ中間値ヲ示川

11

２

１

30

　　

3

次ニ「レ・」線像ト結核性疾患ノ家族歴、既往歴、
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122名－ツキ行フ。第７長二見ル如ク肺浸潤30

名中正常價二近刊賢(G－10)サ示ノヽモノハ７名、

軽度促進者ほ:ﾚｰ30) 18名31以上ノモノノヽ５名

サーリ。、他ノ胸沁所見アリシモノノ中約牛倣余ハ

1－10ノ正常價若クハソレニ近キ値ヲ示シ、石

灰化竃アルモノノミニテノヽ約弘以上ハ正常價

ヲ示ス｢レ｣線像二所見ナキモバ24名トノ中４名

ニハ11－20ノ軽度ノ促進こ行ヲ･見ル。

　　

第７夫

　

胸部｢レ｣線所見ト赤沈速峻(中間値)

瞼売
人員

1－5 6－10 11―20 21―30 31以上

肺　浸　潤 30
　7

l:23％）

　11

句7ｸぶ

　　７

句詐ぶ｀
　　5
(17･聡

肺門ご川竹蜃　13　1 ３ ４　１　　１ １

肺紋理壇強
　　1
一一　22‘　　6

Ｕ
陣列制市浸潤 　　６

一一一　　－

－

　１１

９　１　１

肋膜肥ソ　１

心　ｊ

１

石灰化屯 31 11 ２

正　　常　　者 24j　　　7 13 ４

１　計 122　　夕　41 35 12 ６

　　　　　　　　

５．

　

治療成績

上述検査ノ結果肺浸潤ト認・･ラレタルモノ21

名、肺門結核２名、肋膜肥厚１ ?;ニツキ大里教

授ノ免疫化學療法尹行へり、ソノ結果ニツキテ

昭和13年７月上旬及ｎ月下旬ノ２回ニワタリ

｢レ｣線寫薦(胸部)撮影ト赤沈速度ノ測定ヲナセ

リ、ソノ結果本年２月中旬迄二上記24名ノ學生

二治療ヲ行ヒ、19名二於テハ大儀赤沈及｢レ｣線

像共二良好ナル経過ヲ･認ノ、２名二於テハ不良

ノ経過ラトリ、他ノ３名二於テハ殆ド不受ノ状

態ニテ止レリ。不良ノ２名ハ雨側ノ肺瘍ニテヅ

洞ヅ認メシモノナリ。

以上24名中22名ハ最初ノ検査常時診断確定セ

ルモノナルが他ノ２名中１名ハ右第二肋骨部一

肺浸潤リ･有シ、同時二左肺門部ノ腫脹ヲ認八

赤沈28(中間値)、ピルケー朴ナリシこノニテ常

　　　　　　　　　　

･･j-〃==J

　

･=皿
時既卜多少右胸痛サ訴ヘシガ、約10日後右側温

性肋膜炎サ政シ、入院セルモノニテ１名ハ自慢

症全クナク｢レ｣線像ニテ右肺門部二近ク卵五肋

間二脂圓形ノ浸潤ヲ認ノ･、内部梢い欧化ノ徴ア

リ、赤沈10(中間値ハ｢ツ｣皮内岡引易性十ナリ

【第17巻

シモノーテ、約40日後駿熱、咳楸、喀痰ヲ･訴へ、

肺浸潤及肋膜炎トシう・入院治療ヲ行ヘルモノナ

リ。

検査人八中検査施行後本年２月迄二結核性疾患

ニテ死亡セルモノハ認ｙズ、叉上記２名ノ外-ﾆｰ

痔磨ニテ手術ラ受ケシ２名ヲ除キテハ結核性疾

患ヲ新二毅セルモノモ認メズ。

　　　　　　　　　

總

　　

括

1.

　

分厚醤科大學學生及附属薬學専門部生徒

393名ニツキ胸部結核性疾患ラ主要目標トセル

健康診断ザ行ヘリ。

2．「ツ」反吃ト學年

　

學生生徒總膿ニツ４テ陽

性率ハ78.4^、大學學生ニう・ハ85．1ｙ、県門部

生徒ニテハ62.7%ヲ･示シ、陽性率ハ大胆學年ト

共二上昇ノヽルモ大學學生ハ２年以上二於テソノ

上昇率大ニシテ専門部牛徒ニテハ學年別ノ上昇

率ノヽ甚グ低シ。

3．

　

年齢ト「ツ」反庖陽性率「ツ」反忠陽性率ハ

18－20歳64％、21－25歳76％、26―30 tl＼L92

χ、31－34混100％ヲ示シ、21―25歳ノ同年輩

ニテノヽ學部學生ノ陽性率ハ県門部生徒ノソレヨ

リモ大ナリ。

4．「レ」線所見「レ」線像ニテ肺浸潤30名､肺

門結核30名、肺紋理噌強者２名、陳鳶性浸潤30

名、石灰化竃ヲ･有ノ、ルモノ124名ヲ･見出セリ、

肺浸潤30名中19名迄ハ４年及３年ノ大學學生

ナリ。

５．

　

肺浸潤30名中11名迄ハ全ク白受セズ、ソ

ノ意外ナルニ驚キタルモノナリ､、

６．「ツ」反妻陽性率ハ肺浸潤及肋膜肥厚二最モ

高々石灰化竃ラ有スルモノ之二次ギ、肺紋理噌

強者、肺門陰影噌強者と二次ギ、正常像ヲ有ス

ルモノハ最モ低シ。

７．赤沈速度

　

122 ?で;－ツキ行ヒ、肺浸潤30名

中促進セルモノ23汽正常像グ有スルモノ24

名中４名二僅二軽度ノ促進ヲ･見出セリ。

８．免疫化學療法

　

24名ニツキ行ヒ経過良好ナ

リシモノ19％、不良ナリシモノ２名、不受ナリ

シモノ３名ヲ･認メタリ。
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69．

　

肺結核ノ胸廓成形術遠隔成績

　　　　　　　　　　　　　

坂

　

木

　

秀

　

夫

　　　　　　　　　　　　　

唐

　

津

　　

肇

昭和６年４月本學會二於テ、坂本ハ肺結核胸廓

成形術14例ノ手術後短期間二於ケル治療成績

ノ良好ナル者８例、梢ｌ軽快セルモノ３例、他

側肺悪化２例、早期死亡１例ナリト報告セリ、

是等ノ患者ノ其ノ後ノ経過峰昭和13年12月現

在二於テ調査セルニ、其遠隔成績ハ第１表ノ如

　　　　　　　　

第

　　

１

　　

表

昭和６年報岩 昭和13年12月現在

経過¦例敷 成績 例駝経過年撒，倒徹

　　　１　　生　存　６

良　　奸　８　　　＿

　　　　　死　亡　２

　　　－　一

棺ｔ軽快　３死　亡　３

９ヶ年以上　２
８ヶ年以上　４

３ヶ年以上胞ぴ
自　　　　　没

５ヶ年貝上生存
４今年以上生存

:4ヶ年以上生存

１
１

２
１

仙偏原作１　２１
死　亡　１ １

●Ｗ●ﾀﾞ｀●●W°●̃　　　　　　　　　　i　　ﾌ不　町　１

早期死亡II　1＝ １

計　　トレ　計１ ∩4

ク、前記ノ成績良好ト報告セシ８例ノ中牛存者

６例アリ。就中２例ハ９ヶ年以上、、!例ハ８ヶ

年以上経過シ、生存者６例中４例ハ農業叉ハ家

事二普通ノ如ク従事シ得ル程度二恢復シ、１例

ハ療養中＝－シテ、他ノ１例ハ職業二従事シ得ル

ニ到ラズ。８例中残リノ３例ハ死亡シ、就中１

例ハ３ヶ年以上生存シテ死亡シ、１例ノヽ自殺セ

リ。

前記ノ梢い匯復セリト報告セル３例ハ、何レモ

死亡セルモ、就中２例ハ５グ年以上生存シテ死

亡シ、１例ハ４ヶ年以上生存シテ死亡セリ。

前記ノ他側肺悪化セリト報告セシ２例ノ中、３

ヶ年以上生存シテ死亡セルモノ】例、消息不明

１例ナリ。

昭和６年４月以降、内科ニテ適座症ヲ選ビ東京

警察病院外科ノ土井院長－ヨリ胸廓成形術ヲ行

ヘル患者へ24例ニシテ、昭和４年10月以降

昭和13年12月現在二及ブ手術患者總計ハ38

例二達セリ。就中部分的胸廓成形術二止ノタル

ヒj
日 553

モノ４例ニシテ、他ノ大部分。・ヽ全胸廓成形術例

ナリ､、其成績引窓括スル事次ノ如シ俤２ム)。

　　　

第

　　

２

　　

表

　

昭和４年10月以降昭和13年

　

12月現在胸廓成形術施行例

　　　　　　　

一一
｜

　

早

　　　　

期

　　　　

死

　　　　

亡

　　　

1例

　　　

2.8?ぶ

一一一一一-一一一一一‥一一

　

一一一

　

-

死

亡

者

存

　
　

者

晩期死耳付舜昌／
３ヶ年以後

㎜ ㎜ ㎜ 〃

ノ

５ヶ年以後／

計
　
　
年

一

‘

-

年

　

一

年

一一

年

-一一一一-‥

年

計

以
以
以

以

一一

以

一 一 一

ぷ□‰

　

-
死

死

計

亡

- - - ●

‾ じ

内
上
上

上
一
上

５

一 一

工

22

∇一
て
り

　

一
１

２

－

４

一 一

２

-

- -

ケ
　
　
ヶ

　

ケ

　

ヶ

　

ケ

不
總

ﾝ;

－
５

--
６

－
８

－
９

１
'
　
!
Ｃ
＼
？

―
一

oS

印]チ沁息不明ノ者２例ラ除キ、36例中早期死亡

１例(2．8％)、手術後6、7週以上ヨリ３ヶ年以

内ノ晩期死亡12例(33．3％)、３ヶ年以後ノ死亡

５例、５ヶ年以後ノ死亡４例ニシテ、生存者14

例アリテ、何レモ恢復シ、５ヶ年以上９ｙ年サ

経過セル者９例アリ。残りノ５例ハ手術後３ヶ

年以内ノ短期間ノ者ナリ。生存者中農業叉ハ家

業二普通人ノ如ク従事シ得ルニ至リタル者８

例アリ。

　　　　　　　　　　　　　

’

生存者14例中喀痰中一結核菌ノ時二陽性ナル

者３例、喀痰殆ドナキ者３例、喀痰中二結核菌

ヲ･澄明シ得デル者５例、他ノ３例ハ不明ナリ。

要之、以上ノ患者ノ多クハ内科的二殆ド治癒ノ

見込無シト思ハレシ廣汎ナル病竃及空洞テ有セ

シ肺結核患者ニシテ、カヽル患者二對ソ､ル手術

成績トシテハ比較的満足フ、ベキ結果り得タリ。

是等ノ患者ノ大部分ハ、退院時ニハ多クノヽ軽快

シ、退院後ハ殆ド醤師ノ監督及ビ加療サ受ケ居

ラデリシラ以テ、木手術二訣タベカラデル｢後

療法｣郎チ醤師ノ監督ノ下二肺結核一般療はヲ

巌重二行フ事トスレバ更二良好ナル成績サ畢ゲ

ル事テ得ベシ。
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70．肺壊疸ノ喀血二對スル肺動脈結紫術

　　　

ニ就テ

武田

　

義章阪

　　

大
岩崎

　

吉次(小深外科)

肺壊疸経過中二於ケル喀血ノ危瞼二開シテハ成

書之ヲ･警霞スルモソノ確賓ナル像防法及ビ治療

法二開シテハとテ示サズ。吾々ノ･･ゝ肺壊疸ノ治療

中最近切賓二此ノ問題ヲ考ヘナクテハナラナイ

状態二立チ到ツタ､、ソレハ我が教室二於テハ昭

和12年ノ終り頃ヨリ酒精静脈注射療法尹行ヒ、

ソノ成績が第１表二示ス如ク極ノ･テ良好デアツ

タガ認ｙニ爾来肺壊疸ニハ先ヅ酒精注射刊于

ヒ、若シ此ノ該果が無カツタ時二始ｊテ手術ヲ

行フ事ニシタガ、酒精療法開始以来喀血血｡液ノ

狐ノニ窒息死ヲ起シタ者が急激二噌加シタ。第

２表二依ツテ肺壊疸ト喀血ト川勝係テ更二詳シ

ク観察シテ見ルトコレハ盆々確賓ナル事賓トシ

テ現レテ来タ鎬ノデアル。

肺臓ニノペ右心室ヨリ静脈血が瓦斯交換ノ篤ノー

肺動脈テ経テ燈ラレ、叉左心室ヨリ動脈血が肺

臓ノ螢養ノ篤ｙニ気管枝動脈ヲ経テ迭ラレテヰ

ル事ハ既二生理解剖學上ノ事賓トシテ遍ク認ノ

ラレテヰル、然シ喀血ハ此ノ雨血管系ノ何レヨ

リノ出血ナリヤニ開シテハ未グ宿確賓二決定サ

レテ居ナ引羞デアル。

吾・々ノ今日迄ノ肺壊疸二於ケル経験デハ、肺壊

疸ノ喀血ハ格子肺ノ格子テ形成シテヰル肺動脈

ノ侵蝕性出血が大部分ヲ･占八気管枝動脈ヨリ

ノ出血ハ特別ナル例外的ノ場合二只１例之ラ認

ノ'タエ過ギナカツタ。故二肺壊疸喀血ノ防止策

。・ヽ若シ大ナル支障が無イ時ハ罹患肺葉ノ肺動脈

ノ血流ヅ遮断セバソノ目的テ達ソ、ﾉﾚ譚デアル。

我が教室今日迄ノ肺臓ノ病態生理學研究ニョレ

バ、一一肺菓ノ肺動脈ヲ結紫シテモソノ肺ハ壊死

ニ陥ル惧レ殆ンドナク、叉ソレガ篤メー心臓二

急激二員麿が重クナル事モナ４。茲二於テ吾。々

ハ肺壊泊:経過中ノ喀血ノ療法1ヽシテ罹患肺葉ノ

肺動脈結紫術が最モ確賓ナルモノデアルトノ結

論ニまシ、昨年度－３名ノ肺壊疸喀血患者二此

【第17巻

ノ手術尹行ヒヨクソノ目的ヲ･達シタ。中１名ハ

既二登病前ノ作業二従事シテヰル。

吾カガ肺壊疸ノ喀血二對シテ肺動脈結紫術テ行

フニ至ツタ経過トソノ結果ヲ･報告シ大方ノ御追

試ヲ倹ツモノデアル。

　　

71．肺臓萎縮術施行後血管内「バラフ,f

　　　　

ン」注入ニヨル賓験的研究

･木清刈‰岫）
私ダヽ主トシテ横隔膜紳経捻除ヲ施行セル家兎二

就キ、種々ナル期間二流動「パラフィン」プロキ

ロ0．5c£テ静脈内二注入シタル後、摘出肺ヨリ

肉眼的、組織學的所見テ観－シタノデ萎縮肺二

於ケルParafin J態度二就キ大様報告致シマ

卸チ捻除直後群ノ肉眼的所見ハ手術側が郭いノモ

容積ハ幾分減少シ色調八一般二濃ク、割面ハ反

對側が多クノヽ著明ニＰａ様物テ光線下二認八

手術側八一般二鯵血ラ呈シー・フ、。

組織學的所見ハ術側ハ肺胞弛緩ヲ･、反對側二於

テハ漑シテ肺胞披張ヲ示シ、主幹肺動脈ダヽ手術

側二於テ一般二鯵血ラ呈シテ居リーフ、。肺胞中

隔、気管枝ニハ著受ｦ一見-・セン。

扱テＰａノ雨肺配分ノ漑量ヲ見－ノ、1ヽ反對側二

著シク多量デアツテ中心部、肺門部ニテハ太キ

悍状叉ハ珊瑚樹枝状栓塞ヲ形成シ、篤二其ノ部

ノ血管ハ極度二披張サレテ居リーへ

　

周縁部

毛細管八一般ニＰａ小滴テ以テ栓セラレテヰマ

ス。此ノ小滴ハ最小ナルモノモ赤血球ヨリ一般

二大キク、之が一程度密集スレバ、相融合シテ

次第二大ナル容積ラ作り逡二栓塞ヲ完成スル様

ナ観ラ呈シテ居リーフ、。

肺静脈ハ多クハ収縮シ、其ノ内腔ニＰａラ容ル

ルモノ・’｀非常二妙イカ、殆ンド認ノラレ゛セン。

尚各群二於テ肺萎縮著明ニシテ無気肺状ノ部位

叉反對二気腫ノ高度ナル部位二於テノヽＰａノ分

布一般二甚ダ僅少デアリマソ、。

各群ノ開係､ハ直後群、１迦間後群ハ左右肺二於

ケルＰａ栓塞状態ノ差異が著明デアツテ２週間
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群、３週間群、４週間群ト施術ヨリ時間ノ経過

ト共ニＰａ注入後ノ所見が對照ノ夫二近ブキー

之テ一側人工気胸術後Pa ｉ:1ﾐ入ヲ行ツテ見マス

ト気胸側ハ著明二容積ラ減ジ、叉ハ無気肺様ニ

ナルノハ切論デ、反對側肺ハ寧口容積増加シ、

Ｐａノ分布ハ術側(印チ萎縮肺)ニ於テハ僅カユ

滴状ラナシテ散見フ、ルニ反シーシテ、反對側肺

ハＰａが多虻二樹枝状テナシテ披張セル血管内

サ充塞スルヲ!亀マノ､。

狗剖見所見二於テ右心宇ハ著明二肥大披張シ多

量ノ血液ヲ･瀦溜シ、其ノ血中一多量ノＰａヲ･認

メマフ､が左心室二於テハ甚グ室虚ニシテ、割ラ

加フルモ殆ンド血液ｦﾍﾞだ出シナイ程度デアリ、

Ｐａ栓塞－∃リテ肺循環が大ナル障碍ヲ･ジケテ

居ルモノトjlヽ゛｀レフフヽ。

要之、木官験一ヨツテ血管内二注入シタルPa

.・ヽ心臓ヲ･通過シ肺臓二到リースガ禄ノ･一側肺二

横隔膜御経捻除術及人工気胸テ行フ場合Ｐａハ

其反對側肺二著明ニＰａ栓塞テ形成ソ、ルノヲ確

認致ジシタ。

　　

72．

　

自動的気胸併用式肋膜穿利器二就テ

=s口野

　

凪a祷貫）

惨出性肋膜炎ノ治療上肋膜穿刺ヲ行フベキカ、

行フ場合ソノ時期、方法及ビ排液量等二就ラハ

従来カラ種々意見學説が立テラレラヰル。が今

日デハ肋膜穿刺・ヽ肋膜炎治癒上二好影響テ及ボ

スモノデアルト認ノ･ル學者が多イ。然ラバ穿刺

療法二就テハ軍純穿刺開放穿刺ノ他二近代的傾

向トシテ人工気胸テ併用スル方士等が畢ダラレ

テヰル。種々ノ利鮎テ有フ、ル此ノ人工気胸テ併

用スル方法ハ従来カラ使用シテヰル穿刺針デハ

穿刺施行中途デ空気ソノ他ノ瓦斯販ヲ燈入スル

ノー人工気胸器テ連絡フヽル等甚グ不便デアリ、

或川

ナ１カラ不快ナ副作用り件ヒ易イ。依テ惨出液

ラ少量宛排除シナガラ排液シタ液量ト同量、叉

一'ヽソレ以下ノ任意ノ量ノ空気ヲ途入シテ急激ニ

555

胸腔歴刻氏下セシノナｎご、従テ不快ナ副作用

ヲ･防止シツヽ最後ロデ穿刺シ得ル簡軍ナ肋膜穿

刺器ヲ･、更二改良考案シタカラ之刊共覧シ、隔

意ナキ御批判テ得テ改良フ､ベキ鮎ニハ更所ヲ･加

ヘテ完璧ヲ期シタイト思フ．、

　

73．

　

賓験的結核二及ボス超短波ノ影響二

　　　　

就テ(憧報)

柳滞文秋千葉替大
加賀美和忠(佐々内科)

超短波が肺化膿症二對シ治療的救果ヲ有りレコ

ト｡ハSchliephake Fiandaca, Liebesnv, Dieker

氏等ヲ創ノ･トシ、余等ノ確認スル所デアル。然

シ本療法が果シテ肺結核二對シテ有救ナリヤ否

ヤニ就テノ･ヽSchliephake, Kowarschik氏等ノ

研究結果ノヽ必ズシモ一致ヴｰ見ズ、今日狗定説ガ

ナイト云ノヽネバナラ凡依ツテ演者等ハ海抜ノ

胃験的結核二及ボス超短波透射ノぶ響ヲ検索シ

タルテ以ツテ茲二今日迄ノ成仏ヲ報告フ､ル。

　　　　　　　　

賓験方法

1．

　

胃験動物;

　

憧／Ｒ６ｍｅｒ氏反庶ヲ以ツテ結

核二非ザルコト？確ノタル健康雄性海狽（値重

400g前後）ニ、傅染病研究所ヨリ譲貢セラレタ

ル人型結核菌H2.人型株y Glyzerinbouillon 3

ﾑり間培養菌0．１ｍｇサ接種シタルモノ20頭テ用

ヒタ。之ラ２群二分チ、ｌ群ヲ對照俳トシ、他

ノ１群二超短波透射ヲ行ツタ。

２．

　

超短波透射;

　

日本無線電信電話株式會歓製

作Aloka Ｂ型、波長5.75米（出力300W）テ以

ソテ、毎日１頭二付キ３分間宛列コノ

際Schliephake氏電極ヲ･用ヒ、硝子面間ノ距離

テ13cmトシ、海抜サコノ間二拓入ソ、。而シテ

電極（圓板ノ直径15cm)ト硝子面トノ距離ラ各

6 cm lヽシテ室気暦ヲ設置シタ、、

３．

　

賓験成績ノ判定;結核感染ロヨリ毎週１同

値重尹秤ルト同時ニ、一般症状二注意シツツ観

察シ、76日後「エーテル」ニョリ致死セシ」テ剖

検シ、先ゾ感染局所ノ結核性置瘍ノ大キサ、淋

巴腺結核腫脹、内臓結核性愛化ノ多寡ヲ精査シ

牌臓ノ重量ラ秤リ、佐膝氏ノ削去ニョリとや表
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示シテ對照けﾋ較シテ判定シタノデ

　　　　　　　　

賓験成績

總會演説要旨

アノレ。

海姚ノ膿重ノ経過二就テ。・ヽ雨者間二差異ナク、

解剖所見二於テモ對照群ト賓験群トノ間二淋巴

腺結核及ビ内臓結核共二殆ド軽重ノ度ヲ･附シ難

シ（圖示）。

以上ノ所見ハ賓験結核二對シ超短波ヲ有救ナリ

トソ、ルHaase及Schliephake氏ノ成績二相反

フヽレドモ、Beerens及Romanchamp, Kling

及Rubin,叉Corper氏等ノ賓験的結核二於テ

超短波が結核病愛二影響ヲ及ボサズトナス成績

二一致フ、ルモノデア七然シ演者等ハ更二感染

方法、波長、透射時間ヲ愛更シテ賓験セル上再

ビ報;いいレ憧定デアル。

　　

74．「ワクナール」ノ臨淋賞験

　　　　　　　　　　　　　

原

　

渫

　

仁

　

斎

昭和11年２月ノ東京醤事新誌－「ワクナール」

ノ第１回臨味賓験ヲ･報告シテオイタ。

更二其ノ臨休盲験例ヲ･附ケ加ヘテ報告シタイト

思フ、。

　　　　　　　　　

賓験方法

「ワクナール」ニハ1000倍液ト100倍液トカフ

ル。皮下二注射フ、ルノデアルガ私ハ肩脛間部ヽ=

行ツタ。

初同T輦ノヽ1000倍液0．05トシタ。次同ノヽ。0J，

0．15ト云フ様二進ング。

反恵ノ強過ギル場合ハ減量シ十分妓果ノ見エテ

居ル間ハ同一量ヲ･繰返ヘス。妓果が見エナクナ

ツタ大仁ﾀ進ノテ行ク様ニシタ。

元来「ワクナール」ハ全ク無反恵ト思バレル程反

恵ガナイガ過敏度ノ強イ患者デアルトカ叉ハ過

大ナ量ヲ用ヰル時ハ或ル程度ノ反恵ガアルノデ

アノレｏ

注對間隔ハ大煎１週間デアルガ、量ノ少イ場合

叉ハ反庶ノナイ場合ニハ４日二短縮スル事ガア

注射局所ニハ或ル注射同散二及ブト硬結テ作ツ

テ来ル、

此ノ硬結ノ組織的噫化及ビ其ノ経過二就テノヽ既

【第17巻

氏型巨大細胞ガアツテ生菌ニョル結核結節ヲ賢

覧タラシメルモノガアル。然シ乾酪良性ハ起ラ

ナイ。2､3ヶ月乃至数ヶ月後ニハ廠痕形成ニョ

ツテ吸収消失スル。

此ノ結節形成が結核免疫殺生二大キナ役割列寅

ジレーｙル氏ノ感染T免疫テ「ワクナール」注射ニ

依ヽフテ起サセヨウトスルノデアル､、

該硬結ハ「ツベルクリンアレルギー」ノ弧イ人二

早ク起り、硬結ノ弼ク出来ル場合ハ接後ハ良好

デアル。硬結ノ出来難イ人・ヽ接後不良ノ事が多

イ。

木剤ノ使用二常ツテ最モ注意人可キハ適座症デ

アノレｏ

｢ツ・ヽごルクリン｣陰性｢ア｣ヽルギー｣テ呈ソヽル肺結

核末期ノ患者ヤ、高熱ノアル惨出型進行性ノ肺

結核其ノ他栗粒結核等ニハ使用出来タ。

賓験成禎八次ノ通リデアル。

　

肺門淋巴腺結核

　

26例

　　　

全治

　

25例

　　　

軽

　

快

　　　　

１例

　

肺炎｢カタール｣

　

２例

　　　

全

　

治

　　　

２例

　

肺結核

　　　　　　

９例

　　

増殖型

　　

５例

　　　

全

　

治

　　　

２例

　　　

軽

　

快

　　　

３例

　　

混合型

　　

２例

　　　

軽

　

快

　　　

２例

　　

惨出型

　　

２例

　　　

不

　

良

　　　　

１例

　　　

全

　

治

　　　　

１例

　

肋膜炎

　　　　　　

１例

　　　

軽

　

快

　　　　

１例

　

憧防接種

　　　　　

３例

　　　

良

　　　　　　　

３例

　　　　　　　

｢!7クナール｣治療ノ結果

マylヽウ氏

μ　　　昿

赤　血　球

沈降速度
碧　　重

壇怪 減弱 不鐙 迎延 促進 不受 壇加 減少 不礎

24 ６ ３ 24 ２ ４ 38 ２ １
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マントウ氏反庖・ヽ注射二依テ噌弼ソ､ルコトハア
ー

ルガ減弱フヽルニl卜。'｀稀デアノレ。

赤血球沈降速度ハ多ク､ハ遅延シテ居リ、慌重モ

噌加スルモノガ多イ。

白劈症状ダヽ注射ヲ重ネルニ従ツテ消失シ、微熱

盗汗、食慾不振、不眠が去リ、咳楸、喀疾が減

少スル。

｢レントゲン｣所見、他受的症状モ改善サレルノ

ヲ見ル。

以上ノ賓験二依ツテ見ルニ肺門淋巴腺結核ニハ

最モヨイ成績ラ畢ゲ、肺炎｢カタール｣、噌殖型

肺結核ニハ相常ヨイ結果ヲ見テ居ル。

惨出性肺結核ニハ用ヰナイ方ガヨイノグガ敢テ

注射ヲ行ツタ１例ノヽ不良デ、他ノ１例ノヽ全治シ

タガ之ハ病竃が狭-・カツタ篤ノデアル。

惨出型肺結核ニハ無敗デアルト云フ可キグ。

肋膜炎ハ１例デアルガ軽快シテ居ル。

肋膜炎ハ相常過敏デアルカラ注射量刑主意シナ

ケレバ｀ナラナイ。

極ク少撒例デアルガ憧防的二用ヰテ見タ。

之ハ家族二肺結核死者が出タノデ｢ワクナール｣

注射テ行ツタノデアルガ、其ノ後相常期間テ経

タ今日尚健康デ仕事二従事シテ居ル。

　　

質

　

問

　　　　　　　　　

中村八太郎(金深碧大)

臨休上全治トセラルヽノノ･ヽ如何ナルコトテイフ

モノヤ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　

比賀

　

掃部（京

1）「ワクナール」－ヨリ生ズル硬結ハマ

反庖陽性度卜拉行シテ生ジ易シ。

　

都）

ツー

2）「ワクナール」硬結ヨリ無菌的穿刺ニョリ得

タル膿様物質ノ塗抹標木二抗酸性菌４個見出グ

4ごり。之テ培養セルモ陰性。

3）惨出型肋膜炎二於テ液モ減少シ殆ド下熱セ

ル患者５名ニ「ワクナール」ヲ用ヒシニ約3－4

同目二突然噌悪或ハ再殺セルモノ３例、ソノ中

１例ハ噌悪セルモノガ快癒セルサ待チ再度注射

セルニ３同目注射後再ビ悪化セリ、然レドモ噌
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悪八一時的惨出液ノ増加及ビ親温上昇二止り目

下二於テ。・ヽ経過良好。

4) 18歳ノ少女、肺門淋巴腺炎ニテ働キ乍ラ

「ワクナール」列主射シツツ経過ラ観察セルニ約

１夕月前ヨリ左肺上葉炎ヲ碓生ぺ硬結ハ今モ

現存ス。

　　

答辨

　　　　　　　　　　　　

原

　

滞

　

仁

　

斎

1）中村教授二對シテ

全治トノヽ白愛的症状ノ消失、他劈的ノ症状印チ

ラッセル濁音ノ消失、「レントゲン」所見二於ケル

陰影ノ詐退等ヲ意味シ－ス。

2）肋膜炎ハ噌殖性肺結核等ヨリ過敏性ガ弼イ

ノデアリ－ﾌヽカラ、特二注射郊ノ加減シナケレ

バナリマセン。肋膜炎ノ急性期ニダヽ使用セタガ｀

ヨ４ト,sヒマス。

先程ノ私ノ肋膜炎治療ニ常リ’シラハ1OOO倍

液ヲ更ニ稀薄シテ１萬倍トシ、其ノＯ．１カラ始

ノ’シタo夫レニヨク長ク槙イタ徴熟及ビ肋膜

肥厚ガ消退シ’シタo

「ワクナール」ノ使用ニ常リー‘’シテノ､､量ト適嘸症

ト刊主意シナケレバナラナ４ト思ヒマフ､。

「ワクナ―ル」ハ反息ガ飴リナイト云ﾉ、レテ居リ

’スガ、然シ或ル程度ノ反庖ガアルモノト思ハ

ナケレバナリ―’センガ、過敏性ノ高イ患者ニハ

少量カラ始メナケレバナラナイト思ヒマノ､o

　　

75･

　

眼疾患ニ對スル「ワクナ―ル」ノ慮用

　　　　　　　　　　　

jaﾝa皐ｽﾞぐ（金大眼科）

結
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ツテハ、上述ノ製剤ニョルヨリモ、良ク試果テ

牧ノ･ル事が出来タ様二思バレル。勿論、注意ヲ

訣ク事ハ出来タガ、木剤ハ忌ムベキ副作用モ少

４ノデ比較的安心シテ使用出来ル鮎が特徴デア

ルトJSバレル。

我々ノ経験シタモノデハ、勿論確カユ救ヲ･奏シ

タド考ヘラレル例モアル代りニ、何等試果ノナ

カツタトjS゛゛レル拐jモアノレｏ

例ヘバヅ2混ノ男デ中心性網膜炎デ、如何ニシテ

モ、網膜ノ浮腫ノ前失シナカツタモノガ「ワク

ナール」ヲ用ヒヘ硬結ノ出来ル頃ニ、俄カニ

浮腫減退シテ覗カノ恢復ヲ見タモノガアル。叉

20混ノ女デ、芒把状角膜炎ノアツタモノニ、木

剤が主射シタトコロ、一旦治抵シタガ、更二他

眼二角膜「フリュクテン」、輦膜炎が起リ、猶後

日二及ンデ、孚L頭隣凄網膜炎テ起シタ例モア

ル。印チ木例デハ、之等疾病ノ保防こーハナラナ

カツタ譚デアル。

　　　　　　　　

圖表説明

結局、我クノ経験デハ、「ワクナール」ノヽ可ナリ

奏奴シタモノモアルガ、病疾ノ慄防、再良ヲ防

止ノヽルト云フ黙デ・ヽ、大シタ期待ハ出来ナ４ト

思バレル。然シ「ワクナール」テ用ヒテ、症状ノ

増悪テ来シタlヽ云フ例ハ孔グ兄テヰナ4。

　　

76．

　

油脂封入結核菌「ワクチン」ニ開スル

　　　　

賓験

　　　　　　　　　　　

遠藤

　

勇三で京大微生物）

結核菌「ワクチン」ニ開シテダヽ弱毒牛結核菌、加

熱死菌或ハ各種ノ物理學的、化學的處理テ加ヘ

タ菌膿等種々考案セラレ、既二賓際二利用七ラ

レツヽアル物モ少ナカラデルモ、其救果二就テ

ノ｀ヽ末グ論孚ノ跡テ絶タズ。

最近Coulaudハ結核菌加熱死菌ヲ「パラフ４ン」

ニ封入シ、叉Ｓａｅｎｚノ’ヽ同様流動「パラフ。ン」ニ

封入シテ動物二注射スル時ハ「ツベルクリンノ・ア

レルギー」ノ登現ハ早ク且ツ高度ニシテ、叉微
ｒ
Ｉ

牛結核菌ノ接種二際シ或程峻ノ防禦斂果テ確

メ得タト報告セリ。

余ハ込ヲ･追試センタノ人型結核菌(村尾株)ノ

ヒj
日 【第17巻

100°C 30分加熱死菌ラ流動｢パラフｆン｣､｢ワセリ

ン｣、｢うノリン｣、｢オレーフ｣油ノ４種類ノ油脂

二封入シテ海抜ノ右大腿筋肉内二注射シ、對照

海倶ニダヽ加熱死菌ノ食盛水浮游液ノミlラ注射

シ、経過ヲ追ツテ｢ツベルクリン｣皮内反庶ヲ検

シタリ。油脂封入｢ワクチン｣注射海貌二於テ｡ハ

加熱｢ワクチン｣注射海祝二比シ、皮内反恚ノ登

現必ズシモ著シク速力且ツ高度ナラズ、叉Saenz

ノ言ノ如キ壊死性ノμ座ヲ･認メタルモノナカリ

キ。

　

恂｢ワクチン｣注射２ヶ月後結核菌(Ｆ株)

0．0001mgザ左鼠蹊部皮下二接種シ、８迦乃至

２ヶ月後剖検シタルニ、一般ニ｢ワクチン｣注射

海狸ノ病宛ハ對照無處置動物ノ夫二比較スレバ

梢ｌ軽度ナリシモ、油脂封入｢ワクチンヅ注射動物

卜加熱｢ワクチン｣注射動物トノ間ニ・ヽ顕著ナル

差異ヲ認バ尋ずリキ。更二人型結核菌(Ｆ株)ラ

以テ同様ニシテ油脂封入｢ワクチンバ製シテ賓

験シタル成績モ上記(村尾株)ト大差ナク、要之

油脂封入ノ處理二依ツテ結核菌加熱死菌ノ｢ツ

ベルクリン｣反庖登現性乃至ノヽ免疫員果ヲ顕著

二高ムルヲ得ずリキ。

　　

77．｢チモフォーゲン｣が賓験的家兎ノ結

　　　　

核二及ボス影響二開スル病理學的研

　　　　

究(績報)

４田

　

・(峠Ｕ)

「チモフ。－デン」が賓験的家兎ノ結核二對シテ

誠二頴著ナル治癒的救果ヲ･有ペル事ノヽ既二昨年

ノ結核病聯會二於テ余ノ報告セシ所ナリ。然レ

共木剤が果シテ他ノ種々ナル結核治療剤二比較

シテ、兵二卓越セル救果尹期待シ得ラルヽヤ否

ヤ追究検索ノ價値アルヲ認八世上一般二使用

サレツヽアル、「Ａ．０」、「ヤト=1ニン」、「ヴィタミ

ンJD等ノ治療剤ラ試用シ､賓験開始後３ヶ月乃

至５ヶ月間二亙リ、之が結核家兎ノ全身諸臓器

二及ボス病理組織學的影響ノ観察ヲ遂ゲ、併セ

テ「チモフォーゲン」ノ成績ト比較研究セルニ誠

二興味アル結果ヲ認ｙタル列

ナリ。
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討

　

論

　　　　　　　　　　

戸田

　

忠雄（九

　　　

人）

Ｔｕyｍｏｐｈｏｇｅｎが肺内デ結核菌ヲ･投菌ソ、ルト

ノ言葉ナリシモ確カニ殺菌こリレト云フ根球アリ

ヤｏ

化叫療法剤ノ治政作用ニハ楢不明ナ鮎アリ。結

核ノ場合二於テモ慎重ナル態げい望ム。

　　

汝辨

　　　　　　　　　　

池田

　

馨（紳

　　

戸）

少クトモ「チモ」注射ノ賓験群ノ家兎二於テ。・ヽ病

心中ノ結核菌ノ仁在力非常二少ク、且叉治癒性

病竃モ多敬認ノラレル鮎ヨリ考へ、或ハ叉「チ

モ」注射ノ場合二於ケル病竃治癒ハ先ツ痢心中

二於ケル結核菌が最初二消滅シ、ペイデ石灰沈

著、結締織ノ増殖等が現レテクル傾向ヨリシテ

殺菌的作用アルモノヽ如ク云ツタモノデアリベ・

　

78．「フェニールヒドラジン」ノ酸化還元

　　　　

電位二就テ

　　　　　　　　　　

佐膝

　

秀三傅ふ

　　　　　　　　　　

契岸謬J．は癖）

「フェニールヒドラジン」ヲ連緬的二結核「モル

モヴト」ぺ上射ソ、ル時ハ結咳病歿ノ形成ラ甚グシ

ク阻Ｌ：リレコトハ青木勉氏ノ賓験以来明瞭トナ

ツタガ、其後吾ヤハ各種ノ化學薬品二就キ宣験

動物二於テ結核病歿ノ形成せ阻止ソ､ル作用ラ検

査シタ處、大胆或ル種ノ還元性ノ物質が其作用

ラ有スルコトヲ知ルコトガ出来久、叉佐藤、安

藤ハ酸化還元電位標示色素二就キテモ其注射ニ

ョリテ結核形成ヲ阻止いレ作JIレ検査シ･タゾ或

ル電位以下ラ標示スル色素二於テ同作用ノアル

テ見タノデ丿フェニールヒドーiジン」ノ作用機輯

ヲ･考慮犬ルニ常り同物質ノ酸化還元電位尹知ラ

ウト努ノタガ、同物質ハ色素ト異ナリ可逆的ノ

酸化還元反庶テ呈サナイカラ直接二其酸化還元

電位ヲ･測定シテ色素ノ夫レト比較スルコトガ出

来ナカツタ。然ルニ或ル色素ラ中等度還元ノ状

態トナシ、電位列則定シツヽこレニ「フェ二－ル

ｔドラジン」ヲ･加へ電位ノ上昇ﾉ、ルカ、下降フヽ
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ルカヲ検シテ間接的二電位ヲ測定フ、ル方法デ、

電位的ノ傾向リ･知り得タノデ茲二報告シタ・fト

思フ。

其結果ニョレバ「メチレン」青ヨリノヽ低ク「フェノ

サフラー≒∃リハ高ク、恰モ「ニール」青1｀同

電位二相宿ソ､ノレコ

　

1ヽヲ知ツタ。此ノ鮎「二－ル」

青が結核形成阻旧乍用尹有スルコトヽ一致シテ

甚グ興lりトアノレニ1ト｀号ヘテ居ルｏ

本研究八日本學術振興會ノ援助ニョルモノデ茲

二深甚ノ感謝ノ意テ表フ、ル。

　

79．

　

賓験的結核二及ボス金「コロイド」ノ

　　　　

意義二就テ

柳津
川島

文秋
正夫(琵‰)

古豪ヨリ結核二對シ化學療法ノ意味二於テ使用

せレテ来タ｡～製剤ハ甚グ多イ。就中新製剤ハ其

有救ナルモノノ一ツデアツテ、近年此種製剤中

ニハ相富有救ナリ

　

トセラレテヰルモノモアル

ガ、狗一般ノ承認テ得タトハ言ヒ難イ。叉此種

製剤が有妓ナリトシｆモ果シテ其妓果ハ該製剤

中二含マルル金分子ニョルモノナリヤ、或ハ之

にy構成ﾉ､ル他ノ成分ナリヤニ就テ疑義が循-・レ

ラヰル現状デアル。此意味二於テ公分子其物ノ

結核二對ソ、ﾉし救果如何テ検討いレコトハアナガ

チ徒爾デハナカラウ。偶々演者等ハ東京電気株

式會紅研究部ヨリ搦特ナル方法デ作成セラレタ

ル葡萄糖加金「コロイド」液ヲ入手セルリ以ツ

テ、該物質ノ非経口的投貢ノ賓験的結核二及ボ｀

ノヽ影響り検索シヽソツアリ、茲二今日迄ノ成紬ノ

大要ヲ’報;ドノ、ル。

１．

　

本剤ノ毒性

　

種カナル濃唆ノ異ナル葡萄糖

加令［コロイド］液ラ健康中等大面貌脊皮下二注

射シ、に所ノ良化拉二一般状態サ観察セルニ、艶

死セルモノ拉二注射局所二破結サ残心レモノナ

シ。本官験ニ､ハ1c心中二金0.65mg:,葡萄糖200

mgヅ含有ノ、ル濃度ノ金「ノル」液ヲ帥市lkff

ニ｀フキ１同2c.ｃ･宛列主射スルコ1ヽトシタ。

２．

　

賓験方法

　

i）盲験動物;

　

Romer氏反吹陰

性ナル健康雄性海狸（醍重400g:前後）り吏用シ、
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其ノ左側腹壁下二傅染病研究所所有人型結核菌

沁人型株ノ

　

Glyzerinbouillon ３週間培養菌

O.lmg刊主射シタ､、

ii) n験成績ノ判定;結核感染目ヨリ毎日１同

胎重テ秤量シ、叉一般症状及ビ注射局所ノ良化

二就テ観察シ、76日後｢エーテル｣ニテ致死セシ

ノテとチ解剖シ、各群二於ケル結核性愛化ヲ佐

藤氏ノ方法ニョリ表示シ比較シタ。

iii)賓験群;

　

結核感染日ト薬物注射開始日ト

ノ阻係拉二注射同倣ニョリ賓験海狸50頭テ５

群二分ツ。

　

第１群‥‥結核感染直後ヨリ葡萄糖加金｢コ

　

ロ４ド｣液１週２同注射‥‥10頭

　

第２群‥‥結核感染直後ヨリ葡萄糖加令｢コ

　

ロ･fド｣液liSilBl注射‥‥10頭

　

第３群‥‥結核感染後４週目ヨリ葡萄糖加金

　

｢コロ･fド｣液iia2¦E!宛注射‥‥10頭

　

第４群‥‥結核感染直後ヨリ葡萄糖液(葡萄

　

糖加金｢コロイド｣液中ノ葡萄糖ト同一濃度)ヲ

　

１週2・同宛注射(注射量ハ前後二準ズ)・・10頭

　

第５群‥‥對照群(結核二感染セシｙタルノ

　

ミニシテ他ノ處置ラナサズ)・‥・10頭

３．賓験成績

　

薬物注射局所二硬結其他ノ髪化

ヲ認ノタル==1トナク、賓験中ノ醒重曲線・ヽ各群

間二殆ド差異ヲ認ノ･ズ、叉剖検上淋巴腺結核址

二内臓結核ノ所見ハ各群間略ｔ同様デ、其間大

差が認ｙラレナリ表示)。印チ余等ノ用ピクル

｢公コロイド液｣ハ以上ノ使用量ヲ以ツテハ賓験

的結核二對シ何等ノ影響ヲ･及ボサナイト４フ結

果デアル。

此成績ハ有機金製剤ノ有数ナノいヽ該製剤中ノ金

分子二非ズシテ寧口他ノ構成分子､郎チS．Ｈ．基

二起因フ、ルモノナラントスル傅研柳原謙氏等ノ

見解二對比シテ興味アルモノデアルト言ヘヨ

ウ。然シ乍ラ演者等ノ使用セル金剤が｢コロイ

ド｣ニシタ此結緊カラ直チュ有機金剤中ノ金分

子ノ意義月1帚納シ難夕、之二就テノヽ他ノ方面ヨ

リ研究緬行巾デアルカラ其結論ハ後目二保留シ

タイ。

【第17巷

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

山

　

内

　　

保

私ハ爾来慢性傅染病、印チ徽毒結核ノ像防及洽

療二就テ研究二従事シテ居ル者デアリー・ス。今

同ハ結核ノ憬防二就テ研究業績ヲ報告シタイノ

デアリマス。

徽毒二開シテハ1926年ロッツニ於テソンネン

－

　

－ ・ － ミ ー －

－ ・ － 一 一 一

ベルグガ公娼210名ノ未グ曾ツテ徽毒二感染セ

デル者二對シテ｢蒼鉛｣ヲ以テ憧防注射ノ宣験デ

行ツテ以来、同氏｡ハ公娼ノ徽毒感染ラ完全二像

防シツヽアル事賓ハ世ノ廣ク知ルトコロデアリ

マフヽ。1930年二至リテ巴里二於テモパストール

研究所ノレバヂチーガ巴里ノ公娼二對シテ同腹

ノ方法ヲ以テ徽毒ノ橡防注射ラ行ヒ始ノ･タノデ

アリマス。

コノ雨氏ノ蒼鉛テ組識内二像ノ沈著セシｙタソ

ノ組織内二侵入セントスル徽毒「スピロケート」

ヲ撲滅橡防センドヤレ方策ノヽ大イニ推奨スベキ

業績デアリマス。「l／バヂチー」ハ蒼鉛ノ外、金、

「バナデユム」、「テルール」等ノ金属二就テ徽毒

ノ像防及治療二開シテ研究サレーシタ。

私ハ1934年上海市ノ佛國租界内ニ「上海保防花

柳療養院」ナル病院ヲ設ケ廣ク胃笑婦ノ徽毒憧

防注射テ行ヒ始メーシタ。マタ内地二於テモ東

京市ノ玉ノ井ト云フ特別ナル匪域二於テノヽ胃笑

婦ノ徽毒憧防ヲ施行シ、ソノ方法ヲ廣ク世ノ人

二紹介推奨シタノデアリマフ、。

『徽毒憧防二開シテ特二一言スベキコトノヽ常局

者ノ真面目ナル理解ヲ必要トノヽルコトデアリー

ス』

偕テ結核憧防二開シテハソノ原理二就テ｡・ヽ前述

ノ徽毒像防ノ法ト同様デアリマス。郎チ「金屈｡

ペルオキシダーゼ」ヲ’組織内二沈著セシメ、ソ

ノ組織内二侵入フヽル結核菌ヲ･直チニ酸化撲滅シ

去ル方策デアリマベ

吾人日常ノ家族生活二於テ不幸ニシテ家族ノ一

人が結核ニカヽツタ時ニコレヲ他ノ家族ノ者二

感染サセタ様ニ

　

スノレ方法手段ハ宣際的二不可能l

ナルコト｀jS゛｀レマハ。゛シテ赴會的二糸古核ノ



第５琥】 總會演説要

傅染蔓延ヲ･憬防ソ、ル==1トハ誠二至難ナル事業デ

アルコトヲ･吾人八日カ賓験スルトコロデアリマ

スｏ

吾人ノ経管ソヽル結核専門ノ病院二於テモ過去二

於テハ、其ノ看護婦ノ多クハ暫時ニシテ、或ハ

肺尖｢カタル｣ニ、或ハ肋膜炎二罹リ、ソノ惨状

誠二見４ニ忍ビずルモノガ１’リフシタ。然ルニ

今日ハソノ憂モ全然躯除サレ、皆ノ者安ンジテ

ソノ業務二脚ミテ居ル状態トナリベ’シタノデア

い・フヽ。今茲ニコノ賓施方法ヲ述ベル次第デア

リマフ、。

　　　

｢白令｣｢パラヂュム｣－｢ペルオキ

　　　　　　　

シグーゼ｣ノ施用

凡テ細織内二於タル酸化工作り最高度二増強シ

テ、ソノ組以内二寄生フ、ル結核菌ヲ酸化分解撲

滅'リレ方策月以テ結核ノ治療二適施シ、ソノ業

績二開シテハ既二数年来屡い=･レヲ･碓表致シー

シタ。昨年ノ京都及熊本雨學會ノ席上二於テモ

御没明中上ゲテオキーシタノデアリー・フヽ。

吾人ハコノ『令価沈著法』サ印チ結核ノ像防二用

七タノデアリマス。而シテソノ賎果タルヤ前二

述ベタ通り、吾人幄符ノ病院二於テ終日多数ノ

結核患者二接シテ居ル看護婦ガコノ慄防ノノJ法

ニョリ５゛以前ノ様二病毒二感染スル者八一人モ

無クナリマシタノデアリマノ､。

一定量ノ｢白貨｣｢パ‘ラヂュム｣ノ粒子が注射セラ

ルヽヤ、ソノ粒子ハ脳組織内及ビ肺組織内丿初

ノトシ諸組織内二深ク浸透沈著シテ敬ケ月間ノ

永イ間組織内二於ケル酸化工作ヲ最高度二噌強

シ、而モソ川司園ノ組織－ハ何等ノ刺戟危害ヲ･

貨ヘル７!トガナイノデアリフス。

　　　　

(顕微鏡下標本ザ提示ス)(Ａ)

茲二頴微鏡下ニアル標本ハ｢モルモ、トバ醵重

350｢グラム｣)ニ白公一｢パラヂュム｣液(1000

倍液)皮下注射後24時間一々検鏡ノモノニテ腎

臓組織内二多敬ノ粒子ノ沈著シラ居ル其周園ニ

ハ何等ノ刺戟反施ハ皆無デアリー・ス。

カヽル一定量ノ粒トノ沈著シテ居ル絹織内ニハ

絶對的二結核菌ハ殼育セ｡ヌモノデアリーノ､。郎

ヒj

日

561

チ「白令」「パラヂユム」粒子ヲ一定量i:¦ﾐ射シタル

動物ハ結核菌ヲ以テ感染フ､ル=1トハ全然不可能

デアリーフヽ。賓際上、臨林上二於テノヽ茲二述ブ

ル結核な防法工作ハ誠二簡易ナルモノデアリー・

ス。

「白金」「バラチユム」電化液（1000倍液ﾉﾗﾆ2．0

c.（1）ラ１週１同皮下注射フ、レバソレデ充分デア

リマフヽ。

　

ソノ結果タルヤ臨林上二於テモ動物

試験二於テモ前述ノ通りニシテ全然同様デアリ

マスｏ

　　　　　　　　　

結

　

論

世二行ノゝﾌﾚ

　

･ヽ一般ノ結核禄防法ト、コレニ加フ

ルニ吾人ノ茲二述デル「白金」「パラヂユム」－

「ペルオキシダーゼ」ニョル絹織内酸化噌弼法ヲ

併用ノ､レバ、結核禄防ノ完璧サ期フヽルコトザ得

ルモノト信ジ、コレヲココニ推奨フヽルノデアリ

マス。コトーコノか法ノ最モ簡易こーシテ且ツソ

ノ注射ノ何等副作用ナク小児トイヘドモ容易二

賓行サレ得ルモノデアリマハ。常局ノ人ﾆ1ノ秘

策ヲ採用シテ１日モ早ク飲會政策トシテ、

　

ソノ

世間一般化こりレコトヲ希望シｆ止バタ次ぶデア

リ゛ス。

　　

80．

　

賓験的家兎結核二及ボス特殊異種細

　　　　

菌ノ影響

額田

　

晋
木村

　

哲二
大場

　

勝利

龍

　

知恵子

額
帝
醤

　

ぐ

異種細菌ノ非皆的口睨用ハ従来蛋白値療法ナル

漑念ノ下二總括セラレ、非特異性作用４呈スル

モノト見倣サレタリ。サンド額田及ビ共同研究

者ノ系統的研究ニョレバ、橡ｙ各種ノ異種緞'^i

ヲ･以テ夫か動物ヲ處置スル時ハ、用ピクル異種

細菌ノ種類ニョリテ病原菌二對スル士値ノ抵抗

カユ動揺テ来犬モノニシテ、一一定ノ心仙肖ヘ討

スル生値ノ抵抗カハ或ル特殊ノ異種細菌ヲず□･

處置フ､ル場合ニノミ著シク噌強リレモノナルラ

知レリ。而シテ結核菌ノ致死的傅染ニヤヤ､ル生

値ノ抵抗カハ、各種ノ異種細菌中、クチフ大筒

十淋菌ニョリラ晨モ噌強フ､ルコトリ多数ノ動物
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試験ニョリテ確認シ得タリ。而シテ是等ノ場合

二於ケル抵抗力噌進ノ原因ハ、恐ラク細胞ノ分

調ニョルモノト認メラル。べ

病原菌ニョル貨熱二對ノ、ル微量ノ異種細菌ノ影

響ヲ･家兎二就テ旅舎セシー、抵抗力噌進作用ア

ル異種細菌ノ徴i:ハ鴬該病原菌ニョル我熱テ下

降セシムル作川アルコト明カトナレリ。

茲二於テ額田指導ノ下二龍ハ昭和６年12月ヨ

リ同10年８月迄ノ間ニ、家兎及ビ｢モルモヴト｣

ノ結核ノ経過二及ボ←･､影響テ検査シタルニ、｢チ

フソヽ｣菌十淋菌恍菌)ノ微吊へ大腸菌、肺炎

球菌、血清、｢カゼイン｣等二反シ、結核ノ経過

(生存期間、醵温、胆重、沈降速度)ニ對シテ著

シキ良影響ヲ典フルコトヲ知レリ。

茲二於テ余等二更二進ンデ治療開始後5－6迦

毎二解剖的所見ヲ比較検査シ、肺ノ結核性憂化

モ亦對照群ト治療群トノ間二其病愛ノ広狭及ビ

病型二明カユ相違アルテ認ｙ、其成績ヲ･昨春ノ

病｣叩學會二於テ報告セリ。建二報告セントソ､ル

ハ、其後ノ賓験成祐一シテ、郎チ第Ｌ賞験例

二相宿シいレモノナリ、、

【第17巻

　　　　　　　　

賓験が法

昭和12年10月10日家兎60匹二極毒ナル人型

結核菌ノ大量(催重1kgニツキ5mg-)リ静脈内

二注射シ、２ヶ月後-ﾆｰ生存セシ40匹中２匹ｆ剖

検シ、残りヲ２谷二分チ、其１群二反庖テ起サ

デル程ノ極ｙテ微量ノ｢チフノ､｣菌十淋菌(lccm

中(チフ勺菌Vi2mg、淋菌いｍｇテ含ム加熱

菌浮游液ヲ･原液トシ、１日早原液0．000007)1－

0．00003ccmニ相常スル量)ヲ毎週１同皮下注射

シ、他群ハ對照トシテ醵温、薗重、赤沈速度ザ

測定シツツ、其経過ヲ比較観察シ、且全動物諸

臓器ノ解剖的拉ビニ組織的所見ヲ検索比較セ

リ。、其成績大要次ノ如シ。

　　　　　　　　

生前ノ経過

第１表二示ノ、が如ク、治療俳ニアリテハ肥温ノヽ

漸次二下降シテ平熱トナリ、且１日中ノ動揺著

シク減少シ膿T収ハー一般二増加ノ傾向ラ示シ赤沈

速度そ亦雨群ノ間二著差アリ。生存期間ハ、對

照動物ハ治療開始後４ヶ月ノ間ニ19匹共全部

自然二死シタルガ、之り丈シテ治療群ニアリテ

ハ其間僅力－３匹死シタルノ£ナリキ。

第１表

　

第12賞験列動物経過八

31.0

２．０３日

激シ３．０

究禦
ヲ赴

５．０雨惧

３．０経泌

一一　一一一

激シ23.0

　t.0 18/1
前尨

５．０経逞
退部

３．０繩逞
肢沢

治

宗兎
番琥

-

301

　

3 0 2

･ = － = ㎜ ㎜ J

圓柏

305

jo

- 〃

j1

-

３

y汀ﾆt

317

321

療＝お5

結核菌斗

射後生今

日

　

168

死（26/Ⅲ）

一一

　

206

死C3/V)
-

殺

　

245
(Ｈ/VI)

し0

と

に（

引I
）

-

173

　　

1
31/Ⅲ

祁D

173

）

殺沼1/Ⅲ）
--

　

25り

殺ぐ25/VI)

　

245

i'>rii/vi
ヘ
ノ
ー

ノ
ー
’
．
Ｆ
Ｉ

　

2↓5

ｙ11/VI）

il=射

同数

15

一一

21

－

26

　

4

1G

一 ・ 一 一

28

-

16

28

－

26

－

26

僣

　　

温

弛張減少

一一

不熱(14同後)

-一一

不熱(16回後)

フヽルニ至

午拍CH同後う

-－･･

Ｍ:1

－

平熱(14回後)

下

　

降

一一

平熱(18同後)

一一

平熱(15回後)

廓

　　

重

　

Ｃｇリ ¦度１時間組自

治壊よ木期1治壊前

2000

1900

1卵01

　

2.0

1910

2050

4
0

1
7

2250

1850

-

2200

-

2100

-
2000

1920

2?90

2500

1850

2180
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平熱(15回後)ド950

1850

2250

3.0

３．０

２．０

６．０

３．０

２．０

２．０

４．０

２．０

備 考



第５琥】 總會演訊要 ヒj
日

群

329
　　259

殺(25/VI)
28　平然ﾀﾞ18同後） 2150 2550 15.0　3.0屈過非常二良好

333
　　238

死（4/VI）
25 平然=ﾂﾞ16同後ｼ 2300 2200

2350

３．０ｎ）０
４月上旬３リ眼症状甚ダシ

一　漸次衰弱下痢死

339 　　189
殺ｹﾞ16/IVﾚ

　　27;りa(25/VD

18 早熟(17間接) 2000
　　i　　　18/m頃ョリ両側後肢海鳥圃

3'0 ，12°O岸失禁

347 28 平然(16同後) 2150 2550

2340

ｎ．０ ３．０

　－

２．０

経過良好

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜ia

経過良好348
　　25り

殺ﾄﾞ25/VI） 28 平熱吋り回後2000 胞０

349 　　245nﾄﾞ11/VI） 26 早熟(18同後し　2010 2100 2.0 23.0淑ンキ下痢後衰弱

352
　　215

殺ぐ11/VI) 26 平熱T15同後） 2020 2000 ６．０ ３．０両側前肢眼及零丸腫脹

351 　　　91死（8/1）
１ 下降ヌルニ至

ラズ
1630 1860 6.0 　　　訥療開始時ョリ元気ナン、21.0＞時経過良好ナリシモ２日

　　　i前ョリ高熱ヲ費シ死亡

:356

　　　　　　　　　　1゛　‾　　’‾

　　　213　　　　　.

ご　10/V）　　j　　乙2 早熟C19fG]後ｿ 2060 1900 ５・０ 2.0

３月上旬∃l･前肢腫脹歩行

困難漸次二壇シ、削丸腫脹
ゾ出血ス

對

照

群

-

303 　　j06死で23/I） 我昌行悩ｸ， 1830 1820 ６．０48.0 肋べ衰礼下痢、死

　　　　　　　一一一一一

漸次衰弱、呼吸田作、死

　　　　一一-一一　　一

漸次哀剌、呼吸困匠、叱

308 　17:l死ぐ31/Ⅲ］ ｌ・ 2100 2010 ２．０24.0

37.0309 　　　94死(11/I) ｌｌ 1970 1900 ３．０

311
　　1U

死（2/Ⅲ） ｌ　　　　　　・タ

｜｜

1760 1820 ５．０17.0 比較的良好ナリンモ、２週
間程呼吸困雖、死
　　一一

漸次衰弱、呼吸困雖、叱312
　　132

死(19/II)
徒然特級ﾌ、

（泊　　張） 1700 1840 ３．０25.0

318 　　　161死へ19/Ⅲ） 晋熱将領ス 1980 1770 ３．０37.0

22.0

漸次衰弱、下痢、死

　Ｗ-　　-　．=_ﾐ-
所次長引、呼吸困鈴､下痢、

叱

一一

比較的経過良好士リジモ、

１ケ月陛ニテ副次哀礼列

　-一一一一一一　　　　　---一-･--　　　一

高次哀咽、下痢、死

　-　　　－－一

漸次衰弱、呼吸困難、死

320 　　134
死(21/n) タ・ 2170 2170 　8.0

---

　2.0322 　167
死25/[D) ｌｙ 2030 1610 23.0

323 　　79
死･27/xnﾉ

・・ 2000 1680 ３．０ 1よ０

327
　　174

死（1/IV） ・・ 1800 1680 6.0 31.0

330
　　leo

死(18/Ⅲ) ●・ 2030 1800 ４，０ 48.0 漸次衰弱、呼吸困難、死

331
　　190　　’

死（17/lvパ
　 　 　 　 　 ・ ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 －

　 　 　 　 　 Ｓ ｉ

－ 　 　 　 　 　 一 一 -

　 　 　 　 　 り

2030 1850 1.0　52.0 漸次衰弱、呼吸川竹、死

所次瓦弱、呼剛仙境、死

所べ衰弱、呼吸困難､下痢、

死

　　　　　　　　　一一漸次衰弱、呼吸困竹、死

334 　　166
死･2↑/Ⅲ）

－ 　 　 　 一 一

1880 2010 ３．０
　-
52.0

口.0

　一一
35.0

336
　　123

死rio/u)

　　131死C18/II)

　　172死(30/Ⅲ)

2000 17S0 6.0

342

一一

　 　 ９ １

＿ ＿ _ ＿

　 　 日

1960 1950 ３．０

343 1920 1550 10.0 49.0 漸次衰弱、呼吸困がT、叱

350 　　109
死(26/I)

費然将領ス
(弛　　張)

2120 1810 ３．０ 25.0 漸次袁礼下痢、死

351 　　115
死（2/II）

・ｌ 2050 狛70　　7.0 12.0 漸次良礼呼町巾辻、牝

357
　170

死と28/(11) 費然持続ス 2010 1900 ↓．０ 12.0 漸次衰利、呼吸困却、死

563
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解剖所見

剖検上、賓験動物発死ノ主因ハ胎内諸部ノ結核

性病宛ナル事ヲ確八第２表ノ如ク雨群家兎ノ

ヒj
日 【第17巻

肺ノ結核性髪化ヲ肉眼的ニハ病竃配置ノ廣狭、

病竃ノ禰蔓廣汎性ナルカ限局性（更ニ、之サ大

小二匯別）ナルカテ比較シ、組織的ニハ病髪型

第２表

　

肺臓ノ解剖的所見概表

貨験群
家兎

番嬬

結核菌漣重ノ
計石4沁）

病　受　肉　眼　所　見 組　織　學　的　所　見
死タ配置ノ

方法，1,W’サ

形　　　　　状 柚･政,1ぷぬ山糾
乾酪化 石茨化　　　　　　　　　[□但･l-i-li^t･11工

廣汎性：?;

こ

？{E芦化癈化

1　301 168 －320 死ｌ十十１ 小 十十 二tﾆ　｜　市 -

Ａ

治

樹

群

302 206‘　＋150 死 升 犬 小 併 ＋　；　十十 ＋

304 245　　＋340 殺 冊 広汎性 八 併 桐･ 十十 十
一

305 90 ＋180 死 冊 大｜小 併 十
一

十
一

-

307 173 ＋440 段つ十 小 刑･
十　！　十　！　士
－

313 259 ＋300 :　殺 十十 小 +仔 十
一

十十 升

314 173 -250 殺 ＋ 小 ＋ －　１　－ -

317 259 ＋250 殺 十
一 極小 ＋ - ‾　　１　　=

　　　　　　　｜

321 245 －330 殺　ｉ　＋ 極小 ＋ 十
一

＋ ＋

325 245 ＋300 殺 ＋ 極小 ＋ 十
一

十　！　十
一　　－

329 259 ＋450 殺 ＋ 小 升 ＋ ＋ ＋

333 238 1　－100 死 併 広汎性 大 小 併 十十 併 -ﾄ

339 189 ＋350 殺 升 大 小 十十 十十 十　！　士

347 259 ＋400 殺 ＋ 極小 十
一 -

_　　_

348 259 ！　＋340 殺 併 大 小 併 ＋ 併 冊

349 245 ＋90 殺 十十 小 冊 十
一

十十 ＋

352 245 －20 殺 冊 廣汎性 大 小 ＋ +仔 十十 ＋

354 91 ＋230 死 升 大 小 十十 十
一 十十　ｌ　士

356 213 1 －160 殺 ＋ 大 半 - 升 十十

j　303 106 －10 死 併 小 併 土　ｉ　－　｜　－

Ｂ

308 173 －90 死 冊 廣汎性 大 小 十十 併 柵･ 冊

309 94 －70 死 併 廣汎性 升 併 升 ＋

311 141 ＋60 死 ＋ 大 小 升 升 升 十
一

312 132 ＋140 死 冊 廣汎性 小 十十 升 ＋ 十
一

318 161 －210 死 十十 小 升 十十 十　Ｉ　－

320 134 壇減ナヅ 死 ･H+ 広汎性 大 小 十十 冊 併 十十

剔.　1　322 167 －420 死 十十 大 小 冊 升 十十 ＋
・･－Ｊ

照

群

323 79 －320 死 桐･ 大 小 升 併 升 四

327 174 -120 死 冊 廣汎性 大 小 升 十十 冊　｜　併

330 160 －230 死 升 小 十十 ＋ 十十　１　＋

331 190 －180 死 併 大 小 十十 十十 十十　ｉ　士

334 166 ＋130 死 冊 廣汎性

店汎性

＋ 桐 併　，十十

336 123 -220 死 冊 大 ＋ 冊 十十　ｌ　－

342 131 －10 死 冊 炭汎性 小 升 十
一 十　　士

343 172 -370 死 冊 廣汎性 大 ＋ 冊 十十　　士

350 109 －310 死 併

広汎性

大 小 桐･ ＋ 升ｌ±
351 115 －80 死 冊 大 ＋ 冊 桐･

十

四

357 170 -no 死 桐･ 廣汎性 小 十
一 冊 升！－
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惨
一
乾
一
石
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性
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２

治

-
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總會演説要旨

第３表肺ノ結核性誉化比較表

　

療

　　　

群

　　　

１

十十

一
８

７

－
３

３
９

ｊ
Ｑ
ぐ

＋

－
６

６

－

３

－

５

－

６

＋
一

一
１

-

__

　

____.̃一一¦
＼ビト＿ノ

ノ噌殖性或川

ノ程度サ比較観察シタリ､、其成績ヲ更二略括表

示ソヽレバ第３表ノ如シ。

(第３表中、十一八病愛ノ廣狭叉ハ程度ヲ表ハ

シ数字ハ例叙ヲ･示フ、。但シ廣汎性叉則

例ニテ括弧内ノ数字ハ軍二總括例叙テ示シ、叉

雨愛化テ蒙タル者アルヲ以テ其借記入セリ)。

鴎]チ病竃配置状態二於テ、治療群ハ對照群ヨリ

モ廣キ者少ク、叉病愛部ノ形ハ、治療群ハ胤凡

性ノ者少ク、限局性且ツ小ナル者多ク、組織像

へ治療群ダヽ増殖愛化彊夕惨出良化弱ク、對照

群ハとニ反シ、乾酪化ノ状態モ亦治療群一對照

群ヨリ一般二軽度ナリ。石灰化ハ治療群梢い届

キガ如キモ殆ント大差ナシ。印チ肉眼的二病愛

群ノ配置、形状、大小二相違アルノミナラズ、

組織學的病愛型二於テモ亦差異アリテ、其形態

的愛化ヨリ見ルモ、治療群ハ病愛一般二微弱緩

徐ナルニ反シ、對照群・ヽ弼速ナルノ状態ザ明ラ

カニ認メ得ラルナリ。

　　

81．｢ヒニン｣系｢アルカロイド｣蛙ニ｢ア

　　　　

クリヂン｣誘導謄ノ賓験的結核動物

　　　　

二及ボス影響

．

　　

-､､一金深市立上坂

　

竹茂(若松療養所)

私ハ第13同日本結核病學會二於テ比較的多数

ノ「ヒーン・アルカロ･fド」拉ニ「アクリヂン」誘

導膿二就テ結核菌二對スル消毒作用及登育抑制

作用ラ試験シテ報告シタ事ガアル。其ノ中「ヒ

ニン・アルカロイド」デハ「４ゾアミールアポヒ

ニシ」、「４ズアミールアポヒノトキシシ」、「エ

８

－

２

－

５

"

４

３

冊

－

　

８

４

－

１

對

－

併

一一一

　

７

２

↓

－

４

一一

１

升

-
３

-

　

（

ぐ ’

照

　

＋

-一一一一

　

１

---

11ﾝ

11）

1少
一一一一一

　

12

7
－
10
－
3

一 － -

-

群

１

－

２

－

－

７

- － － -

-

-

565

１

- -

－

∂

チールアポヒノトキシン」、「アクリヂン」誘導幄

デハ「3．6ヂアミノ十メチールアクヂュウムヨ

ヂ≒､ドげ最モ強カナル物質トシテ知ルコト万出

来タ。

以上彊力物質二開ノヽル其ノ官験的結核動物二及

ボス治救試験ハ余ノ寡少ナル見聞デハ未グ嘗テ

ミラレタ事ガナ４様デアツマ今同若干ノ成績尹

期待シテ本賓験テ試ミタ次第デアル。

今日－デ使用シタル海鏃頭数136頭、家兎15頭

ノ種。々ナル條件ノ下二行ハレタ成績。・ヽ次ノ如ク

デアツテ、賓験方法其ノ他二開シテ､ハ何レ詳細

ナル登表ニユヅリ、唯今ハ之｡サ割愛シタ･fト思

フｏ

「イゾアミールアポヒニン」ニ開シテハ先ヅ私ノ

使用量デハ認ムベキ毒性ヲ示サナイガ、次表ノ

如ク何レノ條件二於テモ何ラノ好影響ヲ及ボス

モノトハ認メラレナ･f。

「エフヽ゜４ゾアミールアポヒニン」、「エチールア

ポヒノトキシン」ノ結核海貌二及ボス賓験的比

較成績が次二存フ、ルガ此ノ場合ニハ雨薬品トモ

或ハ僅少ナガラ生存日倣ヲ･延長セシノタカノ如

キ感ヲ抱カシメルモノガアル、然シナガラ剖見

所見其ノ他ヨリ見テ少クトモ之亦治療薬トシラ

甚グ遠イモノデアル。

「エチールアポヒノトキシン」、３．６「ヂフペノ７

クリヂンメチールヨヂッド」､ニーヨル比較成績ハ之

亦遺憾ナガラ薬品ニョル認ムベキ治政作用ラ示

シテヰナイ。

最後－３．６「ヂアミノアクリヂンメチー’レヨヂし
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ド」ラ結核家兎二試ミタノデアルガ之モ旺ンナ

結核性病受ザ到底阻ILシ得ルモノデナイ事ヲ･知

ツタ。

私ハ以上今日迄ノ経過ヲソノ借報;I?･シテ狗将来

ヘノ進歩晋展刊Uj待シテ止-i’デルモノデアル。

終二以上薬品ノ譲呉二開シ、今同モ亦欣然余等

ノ請ヲ受ケ入レラレタル水學薬物學教室石坂教

授、三浦孝次氏等二對シ満腔ノ謝£レ表乙いレモ

ノデアリ゛ス。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　　　

佐

　

藤

　

秀

　

三

表ヲ･拝見シヴソ、ニ對照ノ病兄が除リュ少ナ過ギ

ルヤウユ思ヒマフヽ、争少シク弼毒ノ菌テ使用セ

クレタナラバ或ハ今少シク成績が出ルカモ知レ

マセン、 同ジ菌デモ培養ノ方法、菌浮游液ノ作

リ方等ニョツテ違ヒガ出来・ノ、カラ其鮎注意セ

ラル｀コトヲ希‘望シ７スｏ

　　

答辨

　　　

.９金深市立
上坂

　

4j茂(若松療養所)

私ノ使用ジシタル菌ノヽ、入所患者ノ喀痰中ヨ

リホーン氏卵培養基二分離培養シタルモノニヤ

齢１ヶ月ノ殷育盛ンナル人型菌デアリ・ス。

之ノ０．２冦ヲ滅菌生理的食堕水ご・テ瑞瑞孚L鉢内

ニテ菌浮游液テ作り、とラ腹腔内二注射シタル

モノデアリマス。

　　

82．

　

BCG J人誰接種二就テ

　

野
１
　
言

原
良
相

　
　
　

緒

政敏
均一(慶大内科)
豊三

BＣＧノ人閣接種二就テハ我國二於テモ今村教

授ヲ始ノ年々種々ノ零祠が行長セラレツツアリ

マソヽが、丹々モ昨夏少敷例ナガラコノ人閣接種

ヲ試≒主トシテコノ接種が｢ツ⌒ごルクリン｣反

座及ビ赤沈速度二及匹ﾉ､影響、全身及ビ局所症

状等二就テ観察テ緬ケツヽソアリースカラ最近-・

デノ所見二就テ其漑略奸報陛申シ土ゲマソ、。

　　　　　　　

第１

　

接種材料

甲、被接種者

　

接種後引絹イテ観察シ得マシタ

ヒj
日 【第17巻

モノハ男女各34名計68名デ、之等。･ヽ皆2000倍

｢ツベルクリン｣皮内反嘸陰性ナルモノノミデア

リフフヽ。

(１)男子群ハ東京市某飛行機製作所ノ青年見習

エデ年齢18－22ほノモノ。

(２)女子群ハ昨年４月二入學シマシタ聾學部附

場看護婦養成所生徒デ年齢17―19 /モノデア

リフフヽ。

乙、BCG

　

ＢＣＧダヽ傅染病研究所柳原氏ノ御好

意ニョリ供給セラレタ生理食堕水浮游液デソノ

1 c･Ｇ中0．02mgヲ含ムモノデアリマス。

男子群ノ接種ハ昨年７月27日二行ヒ之テＡ．Ｂ

群二分チ

　

Ａ群21名ハ1cひｦ･左上陣外側皮下ニ

　

Ｂ群13名ノヽ1(1c.テ切半シテ各0.5c心宛ヲ･雨

　

側上陣前側ノ皮下二分割シテ注射シ

女子群34名ニハ昨年８月18日ソ/ 1 C.C.f-左上

勝ノ１側判:1ﾐ射致シー・シタ、、

是等ノ注射ハ両目トモＢＣＧ浮游液調製後３時

間半以内二完了致シーシタ。

　　　　　　　

第２

　

賓験成績

　　　　　　　

１．全身症状

ＢＣＧ接種が直接ノ原因トナツテ毅熱ソノ他ノ

全身症状サ特シ、業務刊木ングト考ヘラルル様

ナ者ハ１人モアリマセン。猫ネ今日マデ結核性

疾患二罹ツタモノモアリ‾゛セン。

　　　　　　　

２．

　

局所症状

ＢＣＧ接繩第１迦目二於テハ接種部位二多少ノ

圃痛テ訴ヘルモノガアリヴソ、が格別ノ噫化ハア

リペ'セン、第２迦目二至りロフ、ト大部分二於テ

小指頭大一揖指大位ヽ・デノ硬結ヲ毅見シ得ル様

ニナリマフヽ、、

(１)硬結・ヽ第２迦目二女子群中12/34(35．3％)、

第３迦21/34(61．7％)、第５迦33/34(97％)デ、

只１名グケ無硬結ノモノガアリマハガコノ１例

ハ男女テ通ジタ牛年後二至りース迄全ク何等局

所症恨レ呈シナカツタ唯一ノモノデアリマソヽ。

男子Ａ群ハ第３迦[1 21/21(100が)、同Ｂ群ノヽ13

人印チ接種簡所26μ所24/26(92.3が)、第５週
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目ニハ叫'26(100％Jこ一度ハ必ズ硬結テ生ジー･･・

　

3－4ヶ月後二到ツテ、男子Ａ群(１側注射)中３

シタ。

是等ノ硬結ハ早キモノハ５週間ニシテ沁失シ一

部ハ漸次増大シ次デ消火フ､ノレカ叉ノヽ遂二八軟化

シテ膿瘍ヲ形成シマフ、。

(２)膿瘍トナルノハ早イノハ第４迦(１例)ニ始

－リ迦ザ追ツテ噌加シぷ８迦二最多敬トナリ、

之ハ穿刺排膿ニョリ治癒二向フカ、艇孔ヲ土ジ

テ潰瘍トナル篤ニソノ敷テ減ジ乙づ

穿刺液ユノヽ殆し／ド常二培養ニョリＢＣＧヲ謐明

シ叉多敬二於テ鏡検ニョリ抗酸性菌ヲ澄明フ、ル

事が出来マフ､。

(３)潰瘍

　

席孔乃至片白ノ呉牛ハ第８迦二始－

リマソ､が｀、姑息的療法ヲ･以テシテノヽソノ治癒が

仲々困難デアリー・ノ、カラ結局大部分ハ外科二依

頼シテ掻孤、切除ｦ一行ヒーシタ、、先月-・デこ手

術後ノ肉芽創ヲ残ソ､モノ１例サ残ノ、ノミデ残り

ノ全部ハ廠痕ヲ残シテ治癒シヴシタ。

掻援叉ハ切除シタ肉芽ノ組織標本ｦｰ見ロスト定

型的結核性肉芽像７示シ内二厘Ｉ BCG ト思バ

レル抗酸仔け澄明シーフ、。

宍ホ男子Ｂ群ハＡ群-＝=f比シ硬結、潰瘍ノ壮牛が

遅延フ、ﾉL様デアリマノ､。

男子俳lヽ女子前トノ間二膿瘍、に瘍ノ鎗牛卒が

著シクユ差異ノアルノハ如何ナル原因ニョルモノ

カ明瞭デアリマセンガＢＣＧ接種材料二原因ソ、

ルノデ､ハナカラウカト考ヘラレル鮎が多々アル

様デアリマヘ

　　　

３．｢ツベルクリン｣皮内反憲ノ

　　　　　　

陽性糖化卜其消長

2000供｢ツ｀゛ルクリン｣O.lcc.-^ 11勝叉ハ前勝ノ

皮内二注射シ、直径４ｍｍ以上ノ壮赤、僕結テ

陽性トシソレ以下ヲ陰性トシベ'シタ。

男女雨群共接種３週後二於テ33/j4(97％)ノ陽

性卒ヲ示シ４迦後二於テハ共ニ100χノ陽性糖

化卒テ示へノデアリー、ﾆ≒女子群二於テハ接種

後12迦-｡ヽデハ毎週｢ツペ｀ルクリン｣皮内反古ヲ･

検査シロシタガ10い％ノ陽性物叱４示'･、-・デノ

倣ノ増加ノヽ長ノ･日ニナリ・フヽ。

週後ノ検査二只１人（－）ナリシモノト他ニ１名

計２名ハ3－4ヶ月後ノ検査二於テ再ヒ陰性ト

ナリー・シタガ、Ｂ群二於テ・ヽ全部（十）デ叉女子

群二於テハ６ヶ月後二至ルモ限¦生者ノゝアリマセ

　　　　　　　

４．赤沈反叱

ＢＣＧ接種ニョル陽性輯化率1ヽ赤沈反鮑八一定

ノ開係ヲ認ノレ・セン。接種後却テ遅延リレモノ

モアリ、叉速進フ､ルモノモアリマハが多クハソ

ノ動揺10mmノ範園ご'越エ・セタ。

然シ乍う表ノ如ク膿瘍ノ最モ多敷ナ7－8迦後

二於テ10mm以上ノ港進万数亦最大ニナリ、10

mm以上ノ瓦延が１例モナイ事ヲ見-ごスルト膿

瘍鍵士期ニハ多T少ノ影響ガアルーごノノ様デアリ

マ

　

ノ

　　　　　　　　

第３

　　　

拡

　　

論

以上注／､ごて･シタにニ吾々ノ盲験ハ接種後短期間

ノ観察デアリ、特二宣験例モ少イノデアリマ

　

ノ、

カラ、址等ノ結果力うＢＣＧノ結核二對ノ､ル禄

防的政果９云々　７、ルノハ勿論無謀デアリー・･､。

然シ乍う100ルユ陽性轄叱ラ起シ得ノしコト拉二

殆ンド゛全身症状テ兄ナイコト淳ノ黙ノミカラ観

７ ７’ヽlヽ結核ノ徐防法トシテ誠二常ヲ得タ/バ去1ヽ

モノ号ヘラレー・ソ､。併シ乍ラ皺･ソテ接種部位二於

ケル膿瘍乃至心瘍ノ行生享カツレツ賓験二於テ

モ男子川ﾆ1ヽ女子俳ノ間二同ユ:1;ノ含ム様二調製セ

ラレタＢＣＧ液ナルニ係ラズソノ製品子異ニノ、

ルコトユヨリ著シク高幸ノ示ソヽ場合ガアリ、且

ツ叉ソノ治癒が頗ル個難デ結い大多倣二於テル

科的處置ニョラナり

接種者ノ精紳的雌ビ肉膿的苦悩二思ヒＪ･致ｼ二

フヽ時コノ膿瘍汗生ノム防方法二一滑ノ改良大行

ツタ上デナケレハ今同吾万力｀行ヒマシタ様ナ接

種川去犬一般二普及セシメマノ､コ1ヽハ早計カト

考へー≒

　　

討論

　　　　　　　　　　　　　　

松

ＢＣＧ吋起験的二人顛二接種シ、

田

リ

　

ノ

　

辺

　

雄

成叙け判定
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ｿヽルーアタツテハ結核未感染デアルこ1トヲ'決メ

ルノー1000倍ＯﾊﾟIce･鳶｢ツベルクリン｣ノ唯１

同ぐ若クハ牛月以内ノ繰返シ)ノ反咆検査デハ不

十分l｀考ヘル。

　　

答

　

辨

　　　　　　　　　　

原

　

政敏笥

　　

大)

ＢＣＧ接種ト｢ツ｣反座トノ開隔ハ3－4位。叉女

子群ハ1000 X ，2000 X ， 200 X ヲ･以テ合計３同

検セリ。

　　

83．

　

ＢＣＧ人謄接種成績(第２報)

　　　　　　　　　

’堂野前維摩郷
ｊ大

科
喬
内

葉
々

千
佐

ぐ靖
雄
夫

　

重
武

山
野
田

松
１
　
搦

演者等ハ昭和11年暮以来千襲醤科大學附属聾

院看護婦中ノ「ツ」反庖陰性者總計46例ニBCG

接種々行ヒ、一方29例ニハＢＣＧ接種ヲ行ノ’ヽズ

其湿観察シテヰル。其一部ノ成績二就テハ既二

昨年ノ木學會二於テ報告シタガ、今同ハ是等接

種例中二於ケル其後ノ「ツ」反忠ノ経過及ビ結核

罹患例二就テ報告スル。

先ヅ昭和11年乃至同12年接種22例ハ前報ノ

如ク傅研保存ノＢＣＧ ０．02mgテ１にノ生理的

食堕水中二含有スル食哨水浮游液0.5c.a宛ヲ雨

上博二接種シタノデアルガ接種局所及ヒヽ｀全身二

何等副作用ノ認ムペ゛キモノノヽナカツタ。而シテ

22例中21例ハ１ヶ月乃至６ヶ月後こｰ「ヽｿ」反忠

ノ陽韓テ見タ。其後ノ経過二於ｆ「ツ」反忠減弱

ノ傾向ヲ示スモノ多ク21例中12例ハ３ヶ月乃

至１年９ヶ月ノ観察期間中二再ビ陰性トナツタ

ガ８例二於テハ不愛、１例二於テハ却ツテ反忠

増弼ヲ認ノタ。此ノ反忠噌彊者ハ接種後８ヶ月

ニシラ軽キ乾性肋膜炎一罹ツタガ約20日ニシ

テ軽快シタ。叉接種後１ヶ月ニシテ陽轄シ、10

ヶ月－テ陰韓セル他ノ１例ハ自然感染ニョリテ

１年６ヶ月後再ビ「ツ」反座陽韓シ、湯性肋膜

炎チ登シタガ経過比較的良好一シテ約２ヶ月

ニテ軽快シタ。以上２例トモ現在勒務中デア

ヒj
日 【第17巻

テ見タガ現在二到ル１年10ヶ月間二結核性罹

患者ハ１例モナカツタ。

次二昨年度ノ24例ハ坂大今村内科保存ＢＣＧテ

接種シタノデアルガ其接種量ニョリ之ヲ２群二

分ツタ。

印チ第１群12例ハ６月９日BCG ０．01mgヲｌ

ａ．ノ生理的食堕水中二含有セル浮游液0.5ca宛

ヲ雨上勝二接種シタ所、其中１例二於テハ接種

後２ヶ月－シテ左上勝接種局所二膿瘍テ生ジタ

ガ約２ヶ月ニシテ治癒シタ。｢ツ｣反恚ハ接種後

2－9ヶ月ニシテ12例中９例ノ陽性韓化者ラ認

ノ･タ。而シテ接種後９ヶ月二亙ル｢ツ｣反座ノ推

移ラ見ルニ反座噌彊５例、不愛２例、減弱１例、

陰性韓化１例デアル。

次二第２群12例二於テハ10月22日第１群ノ

倍量郎チ0．02mgノＢＣＧラ同様ノ方法ニョリ

雨上勝二接種シタルニ接種2－3ヶ月二於テ接

種局所二膿瘍ヲ生ジタルモノ10例テ算シタ。

何レモ多少ノ疼痛テ訴ヘタガ、局所ノ淋巴腺腫

脹、毅熱其他ノ副作用ハナク、其中２例ハ接種

５ヶ月後ノ現在尚ホ潰瘍ヲ･残シテヰルガ、他ノ

８例ハ２乃至３ヶ月後治癒シタ。｢ツ｣反庶・ヽ接

種２ヶ月後疑陽性者２例ノ他ハ明カニ陽糖シ

其後現在二到ル５ヶ月間ノ観察二於ｆ｢ツ｣反庖

噌彊ノ傾向アルモノ５例、不受５例、減弱２例

ニシテ、其ノ中１例ハ５ヶ月後陽性ヨリ陰性二

糖ジタ。對照12例一於テズヽ５ヶ月後３例二於

テ陽糖ヲ見タガ残り９例ハ引績キ陰性デアル。

第１群、第２群、對照例トモニ現在迄ノ所結核

性罹患ハ１例モナイ。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　

戸田

　

忠雄(九

　　　

大)

菌量チ極ｙテ微量カラ注射ヲ･行ツテAllergie

化ソ、ルカ否カテ定ノ･テ漸次噌量フ、ル様ナ方法ザ

用ヒルコトヲ゛ス｀メタ１。

　　

答琲

むII」４（び％）

對照17例中.´2例’｀1－2夕月後｢ツ｣反嘸陽轄

　　

膿瘍？生ジタトキニベ貴瘍形成サ防グタ」ニ膿
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瘍周園ノ健康皮膚ヨリ穿刺ニョリ排膿シタノデ

アルガ、穿刺が間二合ハズ置瘍ザ生ジタモノモ

アリ。之二對スル治療方法トシテノ｀ヽ0．1が「リバ

ノーリレ」肝油テ塗布シテ混合感染テ防イグ。

５夕月後ノ現在２名ノ潰瘍ヲ･残シテ仁ルト云フ

ノハ接種後５ヶ月ノ意味ニシテ５ヶ月間潰瘍が

治ラナ４卜云フノデノ’ヽナイ。

最初傅研製奮「ツベルクリン」2000倍稀憚液ヲ

使用シー･・シタ。ゾンデ陰性者ニノヽ100倍稀程液

ヲ使用シマシタ､。

　　

追

　

加

酬雛(摩ｕ岫)
昭和４年以来12000除名ノ孚L見二経口或ハ皮下

接種ニョル方法ニョリＢＣＧテ接種シ得タル成

績ラ要約追加スル事次ノ如シ。

1）皮下接種二於テ局所址二全身症状二於テ

ＢＣＧ－ヨル見ル可キ副作用ヲ認メズ。

2）経口接種二於テハ乳児ノ服用困難ナルト共

二他面糞便中二抗酸性菌ノ排出ヲ認ノ、賓際ノ

腸粘膜二對スルＢＣＧ菌ノ作用テ知ルヲ得ズ、

且マントー氏反忠陽性輪化ノ認ム可キモノヲ得

ザリキ。

3）皮下接種ノ際ＢＣＧ菌テ一時二大量ヲ使用

センヨリノ’ヽ少量ノ菌量ヲ敬同分割シテ１ヶ月オ

キニ接種スル方が副作用少ナク、且-i－ントー氏

反廳陽性糖化率多シ。

4）皮下接種ノ際、-i’ントー氏反庖陽性糖化者

ヨリテＢＣＧ接種乳見ノ結核菌噌殖阻止作用ノ

非接種者二比シテ増大セルテ該乳見全血液中二

認ｙ得タリ。

孚L見ニＢＣＧ皮下接種サ使用シタルヘ経口的

ニハ乳児二服用困難ナルト他面、糞便中二可成

り量二於テＢＣＧ菌ト考ヘラレル抗酸性菌ノ排

出セラルル２鮎ヨリナリ。

ヒj
日

569

且、外國二於ケル例二見テモWeil-Halle, Wa-

llgren等ノ｀ヽ私ノ使用シタル中二共ニナシタルモ

ノニシテ後年Calmett,「ＢＣＧコンミニーケ」

ノ報告ニモ経口接種ヨリモ皮下接種ノ優秀ナル

成績ザ畢ゲ得ルトノ報告モアリ一息追加ス。

京大松岡君二對シテ

孚L見ニＢＣＧ接種スル際「ツベルクリン」反息ヲ

見ルノ･ヽ、接種前１ヶ月前二試≒宍、接種前４

同二更二追試シテ、「ツベルクリン」反息陰性孚L

見二試し

テ同君二注意シフズガヽフシト‾氏反恚トハ

2000倍｢ツベルクリン｣稀憚液0 。Ice.ラ皮内二試

しレ方法ヲ云フモノニシテ、10000倍ヤ100倍

ノ｢ツベルクリン｣稀憚液0．1に皮内反座テ中ノヽ

モノデアリ一一セン。狗詳細拙著結核14巻(昭和

11年)テ參照セラレタシ。

　

84．

　

ＢＣＧノ接種手技二開スル賓験的研究

　　　　　　　　　　　

島本

　

保(九大細菌)

ＢＣＧヲ人膿叉ノヽ動物二皮下或｡ハ皮内接種フ、ル

際、往カ不快ナル局所障碍テ件フコトアルガ故

ニ、余ハ其ノ接種二常リ、局所ノ副作用ヲ軽減

スルト共二彊度ノ免疫ヲ賦典シ得ル方法テ見出

サン1ヽシテ賓験サ企テタリ。勿論此ノ目的二對

シテハ種。々ノ接種法ラ比較吟味セザルベカラヂ

ルモ、今同ハ皮下及皮内接種法ノ優劣テ比較ソヽ

ル外、更二同一量ノＢＣＧヲ分割シテ少量宛、

皮下叉ハ皮内斂個所二同時二接種セル際ノ成績

ヲ･述べj、併セテＢＣＧ注射液量ト其ノ接種局所

所見トノ開係二就キテモ言及セントス。

分割同時接種法二就キテ｡ハ、戸田忠雄教授ハ佛

ノＲ. Chaussinand氏二先立ツコト１年郎チ昭

和９年ＢＣＧノ火膿皮下注射ヲ施行セラルルニ

常リ、通常ノ人信接種量ヨリ這カニ少量ヲ２分

割注射法ヲ用ヒ良好ナル成績ヲ収ノラレタルコ

トラ本學會二報告セラルルト共ニ、此ノ方法テ

賓際的二一般二用ヒントスルニハ据多クノ基礎

的賓験ト人膿二就キテノ経験テ必要トノヽル旨尹

示唆セラレタリ。此ノ事拉二本日述べ｀ル賓験ノ

大要二就キテノヽ戸田教授ニョリ日本學術振興會
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第八小委員偉二於テ屡ｌ報告セラレタル處ナ

　

リ。最近傅研柳滞博士モ之二賛同シテ二分割注

　

射が局所丿丈忠軽減二好鄙かナリト言ヘリ。

　　　　　　　　　　

賓験方法

　

動物ハ専ラ海貌ラ用ヒ、第１賓験二於テハ之子

　

５群二分チ、皮下１七所及４ケ所、皮内１ケ所

　

及４ケ所ノ４免疫群拉二無處置對照群トセリ。

　

１ケ所群ニハBCG i.om-T、４ケ所指こｰﾊ1ム

　

廷宛計1．0托リ･唯１同ノり主射、略ミ

　

ェ昔力菌ノ感染ヲ行ヒ、約３月シテ剖見二附セ

　

リ。第２賓験ニクハ、皮下１ケ所及２ケ所ノ２

　

群及對照群トシ、１ケ所群ニハ1．0廷、２ケ所群

　

ニハjん廷宛計1．0廷り同様唯１同注射、１ヶ月

　

後二再感染刊于ヒ、略１２月々糾でテ剖兄セリ。試

　

験感染ニハ總テ有力入型結核菌Ｆ株ノ100分１

　

廷ザ皮下注射セリ。観察二常リテハ｢ツベ゛ルクリ

　

ン｣反忠ハ10倍稀稗液0．1托テ用ヒ48時間目

　

ノ成績テトリ、検査ハ免疫期間中、１乃至２週

　

ノ間隔ニテ、２乃至３同行ヘリ、、剖見所見ニテ

　

・ヽ淋巴腺、内臓ノ愛化刊肉眼的、組織學的二検

　

索シ、感染局所二就キテハ不感性ノ有無ラ以

　

テ局所免疫性ノ存否ヲ判定セリ。ＢＣＧ接種局

　

所ハ腫脹、硬結、､膿瘍、淋巴腺等テ標準トセ

　

リ。

　　　　　　　　　　

貰験成伺

　

1．｢ツ｣反嘸陽性結化、第1、第２賓験共皮下、

　

皮内共二分割群二於テ迅淫且強度二陽韓セリ。

　

皮内１ケ所群ハ皮下１ケ所群ヨリ迅速二陽結セ

　

ルモ４題目－ハ減弱ノ傾向テ示セリ。とハBCG

　

接頴い所ノ膿瘍破壊ニ３リテ免疫元が容易二胎

。外二排出サぶ゛ﾆ1トニ基因タヽ４ヤト思惟へ尚

　

宣験途中ナルモ別個ノ賓験二於テ、BCG ０．1冦

　

宛計0．4廷テ皮下４ケ所二接種セル場合、皮下。

　

１ヶ所1．0胚バ1ﾐ射セル際ヨリモ陽結成績ノ勝

　

レルコトサ知レリ。

　

2．

　

感染防禦力試験二於テモ分割接種法ハ皮

　

下、皮内共ニ１ケ所法二勝レ紅其ノ差ハ皮内

　

接種刈際殊二著明＝-・シテ、皮内１ケ所群ノ成績

　

最モ劣Ｖ　；レノi前止セル｢ツJJ丈忠ノ開係ト照シテ

【第17巻

興味アル事ドハ。

３．

　

ＢＣＧ接種局所所兄よ一就キテハ第１賓験ノ

皮下１ケ所ト４テ所テ比べ｀ルニ軽重其ノ判断二

苦シムモ皮内ノ場合ハ明カニ軽シ。第２賞験ノ

求下分割群二於テハ著明二軽減サレタル刊

ル。要之、以上ノ成績ヨリ観テ、分割法ニョル

玲ハ｢ツ｣反廊陽輯及免疫賦奥共ニ１ケ所法二勝

リ、而モＢＣＧ局所障碍ハ軽減サレルモノナラ

ン。恂戸田教授が分離セラレタル弱毒人型髪異

菌タル戸田TF 16 S テ以テセル賞験二於テモ

略ｌ同様ノ成績ナリシコlヽテ附言ソヽ。

最後ニＢＣＧ注射液量ト接種局所障碍ノ弼サト

ノ開係二就キ賞験セリ。印チBCG ３駈乃至５

駈ラ0．5托及２．０托ノ食堕水二浮游セシ刈4抜

二皮下注射シテ観察セルニ、局所ノ腫脹、硬結

ノ度、膿瘍形成数、治癒速度、近接淋巴腺腫大

等ヨリミテ、總テ2．0耗注射部位二障碍高度ナ

リキ。此ノ成績ヨリ按ズルニ、ＢＣＧノ如キ生

菌ノ接種ニハ其ノ浮游液量ノヽ2．0托ヨリノヽ0．5

耗ノ如ク少量ニスル方が局所障碍軽減ノ目的二

叶ヘルモノノ如シ。(圓表略)

　　

85．

　

海瞑ヲ以テセルBCG J毒力娃冤疫

　　　　

カニ閤スル賓験的研究

　　　　　　　　　　　

梅谷

　

秀雄

　　　　　　　　　　　

中滞

　

元阪

　　

大

　　　　　　　　　　　

堀

　

三津夫(竹尾研究所)

　　　　　　　　　　　

浮田堅太郎

ＢＣＧノ毒力及免疫カユ就イテハ余等教室ヨリ

木學臼'ノ席上二於テ皮々報告セル所ナリ、余等

教室二於テハ昭和４年ヨリＢＣＧノ人醵接種チ

橿績賓施シツツアル故ＢＣＧノ毒力及免疫カガ

動揺スルヤ否ヤヲ･懸念シ之等賞験尹行ヘリ。勿

論余等教室二於テハ拾敬年爽ノ諸責験二依リ

ＢＣＧノ壽カハ弱ク殆ド固定サレシカノ感アリ、

叉免疫救果ノ存槙セルラ経験セリ。余等教室二

於ルＢＣＧノ海狽二對ソヽル毒力賓験ノ結果ヲ･概

括フ、レバ皮下或ノヽ皮内－ＢＣＧヲ･接種スレバ、

局所二硬結、膿瘍、冊瘍テ生ズ、但シ少量菌ノ

場合ニハ肉眼的ニハ分化刊認ノズ。次二接禎淋

巴腺二浸潤り牛ズ。大量菌接種二於テハ淋巴腺
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ニ於ケル病愛大ヽ上皮様細胞浸潤ノ中心部二核破

壊像ヲ見、中心部壊死ヲ･起ス事アルモ乾酪様兄

性ハ殆ド之ヲ･見ズ。次デ内臓諸器官ニハ顕微鏡

的ニハ上皮様細胞ノ浸潤レ肺、牌、肝等二見ル

571

大量サ接種セル場合二於テ刈卑ハ敷瓦二肥大フ、

ルモ表面ハ平滑ニシテ結節ヲ･認ノ'デルタ普通ト

ス。之ノヽ上皮様細胞其ノ他ノ禰蔓性浸潤ニシテ

肺、肝ニモ同様上皮様細胞ノ集團的或ハ菌蔓性

モ肉眼的ニハ結節ザ見ズ。静脈内ニＢＣＧヲ･接

　　

浸潤ｦｰ見ルナリ､、何レーシテモ之等病噫ハ1、2

種セル場合二著明ナルハ牌腫ナリ。１駈以上ノ

　　

ケ月－シテ最高二達シ後漸次退化シテ5、6ヶ月
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ニシテ殆ド完全二治癒スルモノナリ。今同ハ特

二大量菌ヲ静脈内二接種セル場合ト余等教室二

於テ普通人艦接種二用フル量二近キ量ヲ静脈内

二種接セル場合トヲ賓験セリ。 ＢＣＧ大量注射

二依ル著明ナル良化ハ牌腫ニシテ第１表二示ス

如ク牌腫八日ヲ･経ルニ従ヒ減少ス。他ノ内臓二

於テハ少数例二結節ヲ見ル。検鏡フ、レバ之等牌
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臓二廣汎ナル上皮様細胞ノ涸蔓性浸潤アリ。小

量菌接種ニョツテハ第２表二示ス如ク牌腫ヲ認

ｊズ。他ノ内臓二於ケル病受モ非常二軽度ナリ。

要スルニＢＣＧ－ヨル進行性結核尹見ずルナリ。

次二余等ハ免疫賓験テ行ヒタルガ免疫法トシテ

ノヽ人慌二慰用可能ト考ヘラルルＢＣＧ菌量・接種

同叡ヲ･以テ海抜ヲ･免疫セリ､、印チ0．02、0.015、
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第５披】 總會・演説要旨

0。01尨ラ以テ１同注射量トナシ、之ヲ同時ニ２

個所二或ノヽ１個所二注射シ或ハ１同接種トナシ

叉ハ１週間ノ間隔テ以テ反覆注射ラナシタリ。

郎チ本賓験ノ目的ハ人醵接種二施用シ得可キ種

々ナル術式ヲ比較セントスルニアリ。試験感染

ノヽ免疫接種開始後45日目二行l＝使用菌株ハ上

池菌ニシテ1000分ノ１廷ラ左下肢皮下司主射

セリ。而シテ其ノ後約15週後二解剖シテ對照

群!ヽ其病受ヲ比較セリ。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
全
量

.08狐

.06狐

接

　
　

種

法

)．02駈
２ヶ所

２

　

同

),02m
３

　

同

).02託
２

　

同

番 「1／－

　

メノl／」

　

反腰

573

得タル結果ハ第３表二示スガ如ク0．01廷１同

接種群チ初ノ･トシテ各群盗ク免疫敷果アル事テ

知ルモ各群ノ間二於ル免疫斂果ノ差異ノヽ梢ｌ認

ノ･難カリキ。之ノヽ試験感染量ザ種々ニ受動スレ

バ其差異ヲ明カー見得ベキ場合アリト考ヘラル

ルヲ･以テ今後ノ研究ヲ侯タントスル所ナリ。但

シ接種セルＢＣＧ菌全量が同一ナル場合ハ同時

二全量ヲ注射スルヨリ分割シテ１週間ノ間隔テ

置イテ注射セル群ノガガ良結果テ表セリ。

第３表Ａ
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303 - 十十併 500 650 ＋

304 - 桐･升 340 607 -

306 - 併 併 400 670 -

307 - 併 併 450 570 ㎜

312 - 十l+併 410 680 ＋
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併 併
一併

450 600 -

315 併
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520 620 -
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336 - 升
－++

升 510 660 -

339 - 併 370 620 -

340 - 升 併 480 730 -
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總會演鵡，要旨
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－

－

－

－

一

一

＋

●Ｗ

㎜

－

＋

－

＋

－

－

－

－

－

－

一

一

－

－－

－

－

㎜

－

－

－

－

－

－

－

＋

－

－

－

四

一

士

－

－

－

－

－

㎜

-

-
-

-

四
-
-
-㎜
-

四
-
-
-
-
一
一

一
一

一
-
-
-

-

㎜
-
-
-
-
-

一
一
一

㎜
-
-
-
-
-
-

-

-
-
-
一
一
一

―
－
’
‐

一
二
一
一
一
一

一

一

一

一

一

四
-

-

-

㎜

-

-

一

一

一

-

-一

一
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一

一一

一

-

㎜

－

＋

一

一

一

一

－

一

一

一

一

一

０

－
０

－
１

－
０

－
０

－

０

－

０

－

０

－
０

－
１

－
０

－
０

－
０

５

－

６

－
０

－
８

－
８

－
８

－

６

－

８

－
９

－
０

－
７

－
８

－
８

Ｂ

Ｃ

Ｇ

全

量

接

種

法

番

技

「レー

　メノ1/」
　反嘸

穀　　重
肉　眼　的　解　剖　所　見

淋　　　　巴　　　　腺 内　　臓

免
疫
前

感

染
前

解
剖
前

始 前
膝 績下 頚 鼠蹊

後腹
膜

腸
開
腹

肝

門

肺門 牌 肝

心結

Ｗ

肺

右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 重量 結 右 左

).03託

0.015

　　託２　同

362 - 十十
併 440 630 - ＋ - ㎜ - -

四 ㎜ ㎜ - - - 四 - ０．８- -

一
一
-

-

363 - 併 併 490 600 -
-
㎜

- - -
一
一
-
一
一

- - ＋
-
-
-

-
一
一
一

- - - ０．８- ㎜ 四

364 -
併
一
併

桐･ 340 - - 四 - - 四 -
-

四

- ㎜ 四 ０．７- - - -

365 - 併 400 520 - ＋
-
-

㎜
--

-
一
一
一

-
一
一
一

- - - - - ０．８㎜ ㎜ -
一
一
一367 ㎜ 桐･桐･ 390 470 四 - -

一
一
－
一
升

- - - ㎜ - -
四 ０．６-

-
-
-

-

369 - ＋
桐･
一

桐･
一
冊

410 550 ㎜ - 十

四 四 皿
- -

一一

皿

一

一

升

－

一

一

併

－

一

一

四
－

－

一
冊

－

－

一一

一

－
＋

十
㎜

- - - ０．７- -
-
-
一
一

四

0.015

　　剋
２ヶ階
１　同

372 - 桐･ 430 5菊 - 升 - - 升 - 冊 -
㎜
-
㎜

- - ０．７- - -

374 -
好
一
桐･

450 580 - ㎜ - - 一

一

一

一

四

－皿－ｌ

一

一

--

-

-

- ㎜ - ㎜ 十
一
一

一

-
-
-

㎜ ０．９- - 四

375 - 併 430 500 ＋ ＋
-
-
-
-

㎜
-
-
-
-
-
㎜

-4
㎜
-
-

- - - -
好
一
－

㎜ - ０．７- 四 - -

376 - 升冊 390 630 - - - - - - - - -
㎜-

㎜
-
㎜
一

四

０．８- -
-
-
-
一
一

-

377 ㎜ 併 升 420 550 - 桐･ - - - ＋ - 桐･
－
－
－
－

- - ０．７四 - -

378
一
一
一

桐･冊 500 570 - ㎜ - - ＋ ＋
㎜
一
一
一-

--
一

一-
-
-

四
-
-

四
- ０．７- - -

379 十十桐･ 480 550 ㎜ 併 - 四 - 升 -
-
一
一

四

㎜ ０．８- 四
- ㎜

380 - 桐･
一
升

併 330 500 - -

・-
-

十
一 四 - -

十
一
一

- - - ０．６- - ㎜ -

0.01託
３　同

381 ㎜ 升 360 450 四 -
㎜
-

四
-－
㎜

-
一
一
一

四 - - ０．５-
-
-
-

-

--
-

-
-
-382 四 升 桐･ 450 620

四一

四

＋
-
-
-

㎜ - ㎜

一一

四

- -
㎜
一
四

０．７-

383 - ＋
好
一

桐･
一
併

460 500 ㎜ -

-

一

一

㎜

一一

一

- -
一
一
㎜
－
＋

升
㎜
-
㎜
-

四

- ０．８四 - - 四

384 -
-
-

桐一

一

併

490 600 - -
四
-
-

- - -
一
一
-
-

四

- 四 ㎜ ０．８- - -
一
一
-
-
-
-
-
一
一

385 380 580 - - 一

一 　 一

一

- - - -
四

- ０．７一

一一

四

- -

386 - 升 桐･ 400 500 -
一
一
一

- - -
-
-

四

㎜
-
-

- - - ㎜ ０．９ -
四

387 - 十十

升 440 580 四 ㎜
-
-

- - - -
-
-
-
-
-

-
四 - - ０．７

四
一
-

- ㎜

388 - 十十
桐･
一
佃･

480 550 - 四 -
-

四一

四

-

-

一

一－

四

四 一
一

四
-一
一

- - -
四
-
-

--
㎜

- - 0.8 四 四
-
-389 皿 佃･ 440 580 - 十

一 一
一
一

一
一-

一

一一

一

-
-
-

㎜ 十
一 四 １．０- - 四

390 - 升 桐･ 480 550 - - - 四 - - ０．７- - - 四
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D0.2狐

ﾘ92 - 冊

－

十十

一

十十

－一

併

－

+1+

－

十十

一

併

併 490 720 - - 一汁一一汁 冊 -
-
ザプ冊

-

-
-
一

一

-

-
１．７

-

-

-

四 一
一一一一

一i一
一一

乙T

‾i‾⊃コ

－

－¦‾

0.02駈
１　同

393
-
-
-

升 450 600≒ 一仁
㎜
-
-
-
-

-

-

-

一一

-

-
-
-
-
-

- ＋
㎜
一

匹

＋

-一
升
－
＋

-
㎜
-
-

-一
一
-
-

- ０．９- -

395 併 480 590 -

－㎜

四

升
一
一
-

- ＋ -

－-
-

-

一 一

一

一 一

一

-

-

-

-

- １．０
一
一
一

-
-

四
-
-
-
-
-
-

--
-
-
-
一-

396 -
併
一
升

4,80 700 - - 十十
-
--

- ０．８

397 四 390 530 - - - -
＿1＿

- ＋
升
－
＋
－
－
－
士

- - ０．８-

398 - 升 410 430 七十
一
一
一

-
-

四

-
一

四
一
一

-
一
一
一

併
－
－

一
一
-

-
一
一

-
㎜
-
-

0.7 -

399 - 十十 4↓0 590 - - - - ０．６- -

- - 一

一

一
一
㎜400 - 桐･併 430 600 - ＋ -

一
一
一
--

- 四 一
一
一

〃-

一

一

一

　=－

-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

- - ０．６-

0.01朕
２ヶ所
１　同

∠101 ㎜ 佃･併 470 530 四 - - - - - - - - - ０．６ -
-

ｗ - 〃 - －

-

一
一
一

－-
一
一
一

402
-
-
-

併

一

升

一

桐一

一

併

－

十十

一

十十

一

併

升 500 570 - - ㎜
一
一
一

- -
一
一
－
－
＋
一
冊
－
－
一
一

四 - - ０．８-

403 升 450 635 ＿］
-

-
一
一
一
一

- 四 - - - - - ０．９- ㎜ 一
一
一404 - 升 510 570 - 十

一
- 門－- - - - ㎜ - ０．６-

一
一
一405

-
-
-

併 510 670 - ＋ ㎜ - - - - 四 - - - ０．９- - ㎜

406 併 470 680 - 併 -
-
-

㎜ - - -
-
-
-

- -
一
一-

-
-
-
㎜

１．０- - - -

萄7
皿
-
-

十十

一

併

460 520 - ＋ -
-
-
-

- -
一
一
一

㎜
-

-

-

一 一

-

０．８-
四
-
-

- -

408 500 650 - - -
一
一
一

- - - ＋ - - - ０．８- - -

409 -
升
一
升
一
冊

桐･
一
冊
一
併

470 660 - 升 - -
-
-
-

- - - - - - - ０．８- - - -

411 - 440 ・550 - - - - - - 一

一一

一

-

＝ - ●

-

㎜ - -

̃
-
-
-

- - ０．８- - - -

0.01託
ｇ　同

412 ㎜ 500 550 -
一
一
一
－
＋

- - ㎜ 一
一
-
一
一

- ＋ - - - ０．６- - - 四

414 - 併 併 400 470 - - - - - - - - -
一
一
一

- １．０- - -
一
一
一415 - 併

一
冊

一

桐･

一

升

－
＋

一

升

一

升

一

桐･

一

十汁

一

升

併 490 480 - - - - - - - ＋ - - - ０．６-
-
-
-

-

416 - 十十 500 690 - 四 - -
-
-
-

-
-
一
一

- - - - - - - 0.8 - - -

417 -
好
一

桐･
－
H･

480 640 - - 四 -
-
-
-

- - - - - - - １．１- - ㎜ -

418 -

-

一

一－

-

-

㎜

430 540 - - 四 - - - - - ＋ -
-
-
-
-
㎜
一
一
一
一

- 四 -
-
-
-

- -

419 390 470 - - - - -
㎜
-
-
-
㎜

- ＋

一
升

- 十十 - - ㎜ 0.7 - - ㎜

0.01駈 0.01堰
１　同

421
併
一
升
一
併

450 650 - - - - - - ＋ 冊 - - - ０．８- -

一

一

一

一

一一

-

- 一

一一

-

一

一

-

422 350 520 -
-
-
㎜

- - - -
-
-
-

-
一
一
一

四 - - ０．８- 四

423 - 430 550 - - - - - - ＋ 四
-

㎜ 7 ㎜ ¶

㎜

-

-

一

一

- ０．８- -

424 - 桐･ 380 500 皿 併 - - -
四
-
㎜

- ＋ -
＋
－
＋

十
一

- - ０．８- -

426 ㎜ 併 480 640 ㎜ －
－
＋

.w
＋

一
一一

一

一一

一

- - - - - - 四 ０．７-
一
一
四

- -

427 - 桐一

一

併

－
＋

一

併

併 390 500 -
-
-
-
-
㎜

- - ＋ - ＋ 升 - - ０．５- - ㎜

428 四 桐･
一
併

400 四 -
-
-

- - - ＋ 皿 - -
‾¦‾

- ０．８- -

－－

-

一
一
一
-
-

-

429 -

－－

-

420 500 - - - - - - -
＋
－

四

- - - ㎜ ０．８㎜ -
-
-430 併 400 610 四 ＋ - - - - - ＋ - - - - 四 ０．７－j－

試

　

験

感

　

染

上
池
菌

番

抗

-
431
-
432
-
433
-
434

「レ

ノ1／」

一
一
一
-

四
-

四

－メ
反喉

州･
一
州･

一
州･

一
州･

第３表Ｃ

　

免疫試験ノ對照(海狼)

僣

　　

重

始

-
450
-
440
-
500
-
470

終

膝

右

－
－

一
併
一
十
一
十

肉

　

眼

淋

一
肢下

　

一
二
一
コ
ー

１
－
’
‐
‐
’
・
―
‐
ｉ
‐
－
１
ｊ

　

一
一
一
二
一
一

朴
一
十
一
冊
一
＋

1
‐

頭

右

づ二
＋

－
－

－
－

一

一

一

-

-

巴

的

　

解

腺

剖

　

所

門

　

左

″
乖

―
肝

　

門

腸
間
膜

腹

　

左

論

乖

一
一
コ
一
一
一

廿
十
一
併
匹

冊
一
二
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

ｍ
一
十
一
十
二
朴

一
一
二
コ
ー

可
冊
一
十
二
士

見

内
一
牌

lｇ

－
＋

－
－
一
一
－
＋

臓

肝
（
結
）

-
-
-

一
一

一
-

肺

右

－
＋

－
－
－
一
一

”

＋

一
一

575

500

-
610

-
530

-
560

重量

-
0.7

-
0．8

-
0.6

-
1.0



－
－
－
－
＋

－

四

一
一

㎜
－
＋

－
＋

－
一
一
一
－
＋

－
－

肺

右

－
＋
－
－
－
－
－
＋
－
－
－
＋
－
－
－
－
－
－
－

四
－
－
－
＋
－
－
－
－
－
－
－
－

-
--
-
-
-
-
-
-
-

--
-

-
㎜

十
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

-

-

一一

十

一

－

＋

－
－
－
－

－
＋
－
－

－
＋

－
－

－
－

－
－
－
－

㎜
－
＋

－
－
－

四
－
－

－

㎜
－
－
－
＋

－
－

-

-
㎜
-
-
一
一

臓

肝
（
結
Ｊ

576

千
分
ノ
一
通

435 1 －
－

－

‐

‐

437 j －

438 ‘ －

440
-

併
一
桝
一
併
一
+1+

一
併

490
-
450
-
490
-
450
-
400
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550 1＋
-

500 －

550

450

－
j］

上

併

－

十十

一

＋

一

併

一

州

次二製作セルＢＣＧｒワクチン」が日ヲ･経レバ如

何二其ノ免疫妓果テ失フカヲ賓験研究セリ。「ワ

クチンJJハ生理的食堕水ヲ浚

が「グリセリン」４が葡萄糖水サ以テ作リシモノ

トノニ者ラ共二囁氏ノ5°ノ氷室二貯ヘシモノト

室温二放置セルモノトヲ用ヒタリ。室温ハ「ス

チーム」－テ暖房セラレシ室ニテ大約播氏20－

＋－'一汁併一一j一柵
--,--1一一一－－1一一=－

一一一一

一一一一●-

刊･ ． ｜

-

・ ・ ・ ・ ・ ｜ ｜ ｜ ： 　 ．

一 一 一

十十 一 一 一

一十二I＋

併
－
－
－
－

併
－
㎜
－
＋

－
－
＋

－
－

＋

－

ｌ ミ

刊･

- -

㎜

-

-

-

-

－
＋

一
一

一
併

-

一

一

㎜

一一

柵

-
-
-
-

㎜
一
一

１

－
１

－
０

－
１

－
１

３

－
１

－
８

－
０

－
５

併

－

十十

一

一

一

一

－－･

十
一
一

㎜
-

”
-
－

-
－
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30度ノ温度ヲ保ツ。而シテ之等｢ワクチン｣ヲ３

日、５日、７日、10日目二取り出シテ其ノ1(ｚ

(ＢＣＧ０．03胚含有)ヲ海=挑皮下二注射シ５週後

二試験感染ｦ一行ヒ其ノ後約２ヶ月ニシテ解剖二

付シタリ。試験感染ハ上池菌1000分ノ１庭ヲ

左下肢皮下二注射セリ。得タル結果ハ第４表二

示フ、如ク｢グリセリン｣葡萄糖水ヲ用ピクル場合

第４表(Ａ)室温二放置セルＢＣＧrワクチｙ｣(｢グリ゛リ゛｣葡萄糖水ヲ以

　　　　　　　　　

テ作製)ヲ以テセノL/免疫試験(海狼)

試

　

験

感

　

染

上

　

池

　

菌

　

千

　

分

　

ノ

ー

狐

Ｂ

　

Ｃ

Ｇ

　

量

0。03狐

番接
種
迄
ノ
日

Ｂ
Ｃ
Ｇ
調
製
ヨ

リ敷

３

　

日

５

７

日

日

10

　

日

・‘琥

－
57

－
59

－
60

－
61

－
63

－

　

1

－

　

2

－

　

3

－

　

4

－

　

6

－

　

7

－

　

9

－
30

－
31

－

32

－

33

－
34

－
35

－
85

－

86

－

87

－
88

－
89

－

91

淋

一
肢下

左

一
士

－
＋
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－

－

一一
十十

冊 １．０ - -

52 - 四 -
一
一
-

- - - - 升

一一

－

－

㎜

０．７
一
一
一

㎜

Ｊ四

-

-

53
-
一
一

糾

一一

一

四 - -
一
一
一

＋

　一一

一

一

＋

-

－ j

-

-

－-
-

-

－一

一

０．５ - -

54 - ㎜ - -

一 一 -

四

- ０．７ - - ㎜ -

55
-
-

四

併 四
- -

四
- - - - - ＋ ０．９＋ - -

-
-
-56 琳¦一］－－¦－ - - 十十 - - - ＋ ０．６＋ - -

【第17巻
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第４表（Ｅ）第４表ＡＢＣＤノ各免疫群二對スノ1/對照群

試

験

感

染

番

技

肉　　　眼　　　的　　　解　　　剖　　　所　　　見

淋　　　　　　　　巴　　　　　　　　腺 内　　　　臓

膝 薇　下 顕 鼠　蹊 後腹膜 肺　門 腸
開
腹

肝

門

牌 肝　　肺

右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 重量 結
結

W 右 左

上

池

菌

千

分

ﾉ，
－

狐

113 併 - - - - - - - 十十 〃 ＋ - - ０．５＋ - ＋ ＋

114 冊 ＋
　四---

　四

- - - ＋ - ＋ 〃 冊 - 十十 ０．８十十 - - -

117 ＋ 冊 ＋ - - - - - 冊 - 併 四
- ２．０併 四 四 -

116 冊 - - - - - 併 十十 併 - 併 四 十十 ０．８併 - - -

115 冊 - - - ㎜ ㎜ 四 四 四 〃 ＋ - 〃 ０．７ - - ㎜ 四

118 併 ＋ - ＋ 四 - ＋ - 桐･ 十十 佃･ 桐･ 併 ３．０佃･ - 併 桐･

119 ＋ - ＋ - - - ＋
四 十十 - ＋ - 四

０．７＋
四

- -

∩20 冊 ＋ ＋ - - ㎜ ＋ ＋ ･H+ - 十十 - - ２．３併 - ＋ ＋

３日、５日間室温一･放置スルモ免疫数果ハ認ｙ

得ラルルモ７日、10日ヲ経レバ数カノ減少ダヽ相

常大ナルヲ知ル。而レドモ之ヲ5°ノ氷室二置

ケバ10日目二於テモ悔相常ノ数カヲ保持セル

ヲ見ル。生理的食盛水テ以テセバ室温３日ニシ

テ既二数カノ著シキ減少ヲ･見ルモ夫以後ノ数力

減少ノヽ緩慢ナリ。氷室二置ケバ相常数カハ保持

サル。要スルニ室温一テ･ハ「ワクチン」ノ「メデ

ィウム」ハ生理的食盛水ヨリモ「グリセリン」葡

萄糖水ノがが良ク氷室二於テ刈

ヲ’見出シ難シ。以上ノ賞験ヲ總括スレバBCG

ノ毒カハ毎同賓験セルト同様二静脈内二大量テ

接種スレバ｀牌腫テ見、他ノ内臓ニモ少数ノ結節

ヲ見ル事アルモ之等ノ愛化八日ヲ経レバ治癒ノ

傾向ヲ取ル。郎チＢＣＧ接種二依り海挑二進行

性結核テ起サデルナリ。叉BCG ノ海挑二對ス

ル免疫的数カハ相愛ラズ認ノ得ラルルモノナ

リ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

原

　

渫

　

仁

　

富

ＢＣＧノ毒カユ就テ追加致シマス。

「ラヴテ」ノ隼鱈通過ニョリＢＣＧノ毒力克進二就

テ･八一昨年ノ本學會二報告シテオキー・シタガ其

ノ後倚此ノ賓験ヲ経絹シタカラ追加致シース。

「ラヴテ」ノ静脈内ニＢＣＧ列主射シ一定期間ノ後

之カラＢＣＧヲ分離シタ、再ビ之テ「ラ。テ」ニ注

579

射スル、之ヲ繰返ペスト「ラヅテ」ニ對シテノ｀ヽ相営

ノ毒力充進ヲ･見ル。然シ或ル程度以上ノ充進テ

来スト夫以上上ラナイ。「ラヴテ」ニ對シ一定ノ毒

力充進予見タＢＣＧ菌株テ「モルモヴト」ニ接種シ

テ見ルト「モルモ､、ト」ニ對シテ､ハ「ラヅテ」通過前

ノ菌株ノ毒カト差別ガナ４。

次ニ「ラ。テ」ノ學丸ト「－ウス」ノ脳ヲ通過シテ

１タガ「ラ。テ」ノ墨丸通過ニョツテノヽ毒力充進

ヲ見ルガ「－ウス」ノ脳通過デハ毒カノ上昇ヲ･見

ナイ、此ノ菌株モ亦「モルモット」ニ對シテノ｀ヽ毒

カノ上昇ヲ見ナイ。

　　

86．

　

BCG J冤疫學的研究

　　　　　　　　　　　

小野

　

勇（山

　

口

　

駆）

ＢＣＧノ賓験的研究二開シテ北里研究所二於テ

渡逡博士ノ指導ノ下二毒性二開シテ､パ原渫博士

ニーヨリ、免疫學的性状二開シテハ主トシテ私が

受持チ既ニ10年前二登表シタノデアリース。

其ノ成績ハ動物二對スル毒性ノ非常二少ナイト

同時二免疫カモ甚グ弱イモノデアル゛コトテ認ノ

タノデアリマス。

其ノ後私・ヽ更ラユＢＣＧノ免疫性二開シ各種免

疫方法ト比較研究ヲ行ヒ其ノ免疫性ハ甚グ低ク

人型死菌免疫二劣ル成績ラ得タノデアリース。

此皮渡逡博士ヨリカルｙツト博士ヨリ其ノ生前

迭ラレタルBCG 444ナル菌株ノ分爽ヲ受ケー

シタノデ、其ノ免疫學的研究サ進ノタル所、新
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BＣＧ.・ヽ従来ノ成績ト異り相常顕著ナル免疫カ

ヲ･示シ人型死菌免疫ヨリ彊イ免疫カノアルコト

列

　　　　　　　　　

賓験方法

BCG 444免疫人型死菌免疫動物及對照動物一

對シ免疫後１ヶ月目二人型生菌百萬分ノー庭テ

以テ皮下感染テ行ヒ、１ヶ月目二撲殺解剖シ其

ノ解剖所見及内臓及淋巴腺ヲ培養シタノデアリ

マスｏ

其ノ所見ヲ見ルニ對照二於テノ'ヽ殆ンド全身結核

トナツテ居ルニ菊ラスＢＣＧ免疫動物二於テノ｀ヽ

琳巴腺が侵サレルノミデ内臓ハ救ノヽレテ居ルノ

デアリース。人型死菌免疫動物二於テハ對照二

比シテ相常ナル妓果アルヲ認ムルモ狗内臓モ相

常侵サレテ居ルノデアリース。

以上ノ成績ヨリBCG 444ノヽ相常免疫カヲ有ス

ルコトヲ'認ムルモノデアリマスガ、該菌株ハ奮

ＢＣＧニ比シテ動物二對シ強キ毒カラ有スルモ

ノト思惟サルヽモノーシテ動物膿内二於テ奮株

二比シテ長キ生存カヲ有スルモノナルモ進行性

ノ結核テ生ズルモノナラズ良性治癒性ノ結核テ

形成スルモノデアリマス。

毒性二開シテダヽ唯今研究中デアリマス。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

渡

　

逡

　

義

　

政

ＢＣＧノ'ヽカルヘ､トガ用ヒシ主旨ハ経口的二奥テ
- -

腸間腔二良性ノ結核憂化列

防グヂ以テ目的トス。

日本デ近来皮下接種法サ行フ、其レテ皮下二膿

瘍ヲ除クニモ多ク作ルカラ賓施上困難デアル。

斯ル悪イ副作用ヲ奥ヘナイ様ニ、微量ヨリ反覆

ト云フ戸田君ノ方法が良イト思ノヽレマス。

１株ノＢＣＧが一方ニノヽ大阪二一方二僅二渡シ

マシタ、此1／が例ヘワズカデアルガ毒カエ差が

出タ様デアリマス。

　　　　

Ｖ】]:I．

　

結核外疾患トノ関係

　

87．

　

肋腹膜炎経過中二起レル尿崩

　　　　

症様症状ヲ呈セル２例

　　　　　　　　　　　

伊藤恭次郎(慶大内科)

ヒj
日 【第17巻

妊娠ノ際、尿崩症が起ルコトノアルノヘ脳下

垂醵ノ内分泌異常二蹄ストキデアルト思フガ、

急性傅染病ノ恢復期叉ノヽ肋膜炎等ノ治癒二際シ

著明ナル多尿チ来ス理由ハ未グ明瞭デナイ様デ

アル。余ダヽ、最近肋腹膜炎ノ２例二於テ臨休的

ニハ尿崩症ト匯別シ難キ症状ヲ呈シ、而モ約半

年後二自然二治癒シタルヲ･経験シタノデ茲二報

告スル。

第１例ノヽ18歳ノ男、第２例・ヽ13歳ノ男學生ニ

シテ、雨例トモ入院常初ハ、尿量多カラズシテ

表示ノ如ク1．000c.ｃ,内外ナリ、、

第１例ハ入院後７週目ヨリ尿量噌加シ、3．000

c･Ｇ内外、其後次第二噌量シ、10週目（登病約３

ヶ月)4500c.Gヨリ5000c.Ｇ.トナリ。、15週目二最多

量5400にニ達セリ。然ルニ、尿ニノ｀蛋白、糖゛｀ナ

シ、尿比重モ、尿多量ﾄ共二低下シ尿崩症ノ如キ

症状ヲ呈セリ。尿崩症ノ疑ヒテ以テ脳下垂膿「ホ

ルモン」（「ヒンテリン」0.5c.a 2同）注射ヲ行ヒ

タルモ政テ奏セズ。腎機能試験ノ水試験及ビ渇

試験ヲ行ヒタルニ表示ノ如キ成績、自］チ。比較

的腎機能減弱テ示ス。血歴へ尿量ノ増加ト共

二次第二高クナリ。最大血ffil62「ミリ」、最低

血眼116「ミリ」水銀柱サ示シ、此ノ黙尿崩症営

時、血液残鈴窒素59.92mg/dl /高位テ示セリ。

此ノ例ハ、入院17週ニシテ、一先ヅ退院シ、本

年２月再入院シタルニ、尿量普通トナリ、血沈

モ著シク遅延二赴キタルテ見タリ、、

第２例ノヽ入院後５週目ヨリ尿量2000 C.C以上

3000 c.ｃ･位二噌量シ、８週目ニ､ハ4000 C.Cヨリ

5000（ｚニ達セリ。 12週ニノ｀ヽ5400C.Cトナリ、14

週－ノ’ヽ最高尿量6390c.Ｇ（登病約５ヶ月目）ニ達

セリ。尿比重モ低下シ、1002位二迄ナリ、一見尿

崩症ノ症状ヲ呈セリ、斯カル時期二達スルヤ、患

者・ヽ熱渇テ訴へ、同時二尿意ノ認夜間ノ睡眠チ

トリ得ズ、書間二午睡ヲ･取ル様ニナレリ。「1／」

線寫具ニョリげトルコ」鞍二異常所見ヲ認ｊズ、

眼底二甕化チ登見シ得ズ。叉腰椎穿刺ニョリ、

脊髄液ヲ･検スルニ、臥位二於テ前歴160粍水柱

デ高眼ヲ示スモ、他ノ所見。ハ、總テ陰性、糖量
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ﾉヽ41mg/dl、残鈴窒素ハ18.6mg･/dlナリ、此ノ

例ニモ、脳下垂値「ホルモン」テ注射セルニ妓果

ヲ’見ズ。血糖量モ通常値ナリ。腎臓機能試験ラ

行ヒタルニ表示ノ如クナlノリ。尿中「クロール」

定量セルモ0.36g/dl内外ナリ。「ヒンテリン」注

射後ノ「クロール」量ハ。表示ノ如キ成績ヲ得テ

尿崩症二宮テハマラヌモノデアル。

　　　　　　　　　

結

　　

語

此ノ雨例ハ、何レモ肋腹膜炎経過中二於テ、異

常ナル多尿チ見、尿崩症ト思ノヽルヽ症状チ見タ

ルモ、多尿期間約２ヶ月－シテ徐々ニ減少シ軽

快セルモノナリ。

此ノ原因ニツキ今尚詳ニセデルモノニシテ、今

後ノ研究二待タネバナラヌ、Incifridus inositus

ノｌｎｏsitハ、此ノ場合検査スルヲ得ナカツタ

ノデアル。

　

88．喘息卜結核

岩倉信珍大

　　

阪
成富

　

武章(岩倉内科院)

喘息ト結核トハ筒質、外観、胸部所見及経過等

二類似ノ鮎極ｊテ多ク、喘息患者ニシテ肺結核

ト診断セラルモノ少ナカラズ。慢性二経過スル

老人ノ肺結核が喘息ノ病名ノモトユ葬ラルノ事

ヒj

日
581

賞ハ屡｀ζ目撃スル所デアル。

小見喘息ハ大人二比シ賛熱ヲ件フ事多ク熱及呼

吸促迫ノタノ･肺炎叉ハ肺門浸潤ト診定サルヽ場

合ガアル。

是等ノ類似ノ鮎テ畢ゲテ喘息卜結核トハ密接ナ

ル開係アリト主張スル學者アリ、蓼之テ否定ス

ルモノアリ。

余等ハ昭和８年以来同13年迄二観察セル268

例ノ気管枝喘息患者(心臓喘息等テ除ク)ニ就テ

其臨休症状、経過及臨休諸検査成績二基キ、喘

息ト結核トノヽ屡ｌ合併スルモノナリヤ、叉雨者

ノ合併スル場合ニハ相互的二影響ヲ及ボスモノ

ナリヤヲ'櫛託そセリ。

　　　　　　　

1．

　

賛病年齢

男女ノ間二差異アルモ｡男女ヲ通ジテ喘息患者ノ

41％ノヽ10歳以内二賛病シ、20歳迄ニハ53％自]

チ喘息患者ノ過牛数ハ丁年以前二農作が現ルヽ

モノデアツテ、余等ノ成績ハ従来ノ報告ト可ナ

リ異ツテテル。此ノ喘息賛病年齢ト結核初感染

年齢トガ頗ル類似シテ居ルコトノ'ヽ興味アル所デ

アツテ、喘息ノ稜生ヲ結核菌ノ毒素二依ル感作

影響ナリト考ヘテラル學者モアル程デアル。

第１表

　

喘息患者ノ晋病年齢(昭和８年－13年)

診
男 女 計

患者数 ％ 患者徽 ％ 患者撒 ％

1－5 59 32.1
匯1
　％55.5
　ド

11 12.5
¦33.0
　％

↑

45.5
　　　％

70 26.1
四回

J153ぶ

47.0
レ

6－10 21 11.1 18 20.5 39 14.6

11―15 10 ５．６ ６ ６．８ 16 ６．０

16―20 12 ６．７ ５ ５．７ 17 ６．３

21―25 ６ ３．３ 10 11.4 16 ６．０

26―30 13 ７．２ 11 12.5 24 ９．０

31―35 13 ７．２ ６ ６．８ 19 ７．１

36一如 16 ８．９ ６ ６．８ 22 8.2

41―45 13 ７．２ ３ ３．４ 16 ６．０

46－50 ６ ３．３ ６ ６．８ 12 ４．５

51―60 10 ５．６ ４ ４．５ 14 ５．２

61歳以上 １ ０．６ ２ ２．３ ３ １．１

計 180 88 268

100:48.9
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２．

　

既往症及合併症

喘息ニアツテハ既往症ト合併症ヲ･確賓二回別シ

得ナイ場合ガアル。例ヘバ肺炎、百日咳ノ如キ

ハ既往症二属シ、肺気腫ハ農作ノ槙農症状デア

ルガ、鼻疾患、湯疹、茸麻疹等ハ既往症卜合併

症トテj兪ヌルモノデアノレ。

肺浸潤及肋膜炎等ノ結核性疾患モ既往症卜合併

症トヲ･回別シ難イ場合ガアル。喘息患者ノ既往

症及合併症中、鼻疾患最モ多ク28％尹占八温

疹、肺炎、募麻疹之二亜ギ、結核性疾患ハ既往

症、合併症ヲ合シテ10％ニ満タナイ。

Buengner, Peshkin & Kammerer　等ノヽ肺炎

拉二百日咳等ノ既往症ハ50％以上ナリト報告

セシモ、余等ノ統計ノヽ雨疾患ラ合シテ23ガユ過

ギナイ。印チ日本ノ喘息患者ハ結核ノ合併症ヲ

有スルコトハ稀デアツテ、肺炎、百日咳等ノ呼

吸器疾患テ経過セルモノモ外國ノ報告二比シテ

牛散以下デアル。

　　　

第２表

　

喘息患者ノ既往症及合併症

　　　　　　　

(昭和８年－13年)

順位 病　　　　名
268名中
ノ例斂

％

１　，鼻　　　疾　　　患 76 28.4

２ 温　疹(乳癩ヲ含ム) 38 14.2

３ 肺　　　　　　　炎 37 13｀.8

４ 薙　　　麻　　　疹 35 13.1

５ 肺及肺門浸潤肋膜炎 26 ９．７

６ 百　　　日　　　咳　　26 ９．７

７ 肺　　載　　腫　20 ７．５

　　　　　　

3．

　

赤血球沈降速度

喘息患者ノ赤血球沈降速度ハ正常ト云ヒ或ハ促

進サルトモ云ヒ叉・ヽ農作時ノミ促進スルトモ云

フ。三洋博士ノ宿題報告ニョレバ非農作時ハ正

常、詩作時ノヽ僅カユ促進、重症患者ハ促進セリ

ト云フ。

余等ハ木検査ヲ昭和12年迄ノ喘息患者216例

中結核ノ疑アルモノノミ21名－、13年度ニハ

52例中41例二合計62例二行ツタ、是等ノ中ニ

ハ其外観が進行セル肺結核二似タルモノ多キュ

拘ラズ、赤血球沈降速度促進スルモノ斟ク、男

女ヲ通ジテ１時間中間値15以下79ガヲ占へ

ヒj
日 【第17巻

著明ナル促進ヲ示セルハ結核及ビ腎臓病ノ合併

症ザ有スルモノデアツ久、底汎ナ結核ラ合併セ

ル１例ノ如キモ死亡前１ヶ月二行ツタ１時間赤

沈中間値が43デアリ。他ノ１例ノ如キ・ヽ55歳

ノ男子ニシテ数年前ヨリ喘息農作テ訴ヘテヲル

モノデ雨側ノ廣汎ナル結核性愛化在ルニカカワ

ラズ昭和12年ノ赤沈中間値ハ27デアツテ、本

年２月ノ赤沈中間値ハ31デアルガ、次二述ブル

如ク｢l／ントゲン｣所見､ハ寧口軽快ノ傾向ラ示シ

テヲル。

　

第３表

　

赤血球沈降速度(ウエスダークl／ｙ法)

　　　

昭和8 －12 年　216例
検査例{昭和8―13年

　

52例

中
中

21人
41人

１時間

中間値
男 女 計 3％

５以下 17 ３ 20　i　32.3

18　1　29.0

L
79J

10以下 13 ５

15以下 ６ ５ 11 17.71　　　’‾

20以下 ３ １ ４ ６．５

30以下 ４ １ 51　8.1
40以下 １ １ １．６

50以下

50以上 ２ １ ３ ４．８

計 46　1　16 62

４

マントー反廳

木反座ヲ行ツター゛ノノ｀主トシテ小児及青年喘息

患者デ結核ノ疑ハシキモノヲ選ング。

喘¦庖ヽ患者ダ｀屡ｌ「パラレルギー」ノタメーニこ「ツベ

ルクリン」過敏症サ呈シ農作テ誘農スル事ガア

ル開係上余等ハ菖「ツベルクリン」2．000倍－

100．000倍稀憚液ヲ使用シテテル。従ツテ従来

ノ報告二比シ陽性率ノヽ低ク、検査例数30人中陰

性60％デアノl・。此ハ同時二行フ「ア1ノルゲーン」

皮内反廊トノ拉行検査ノタ・･ニーントー反庶ヲ

主眼トナシ得ナカッタ篤デアル。

　　　　　　

第４表

　

マｙトウ反鹿

反態度 例　徽 ％

- 18 60.0

＋ ８ 26.7

　6.7

t

40％

　6.7

十十 ２

併 ２

計 30
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５．「レントゲン」所見

喘息患者ノ「レントゲン」像ハ特有デアリ、肺門

部ノ陰影が著明デ、周園二摘散スル特異ノ索状

陰影ヲ現スタノニ屡ｌ肺門浸潤ト診断サルル事

ガアル。

余等ノ268例二於テ既往症及現症テ通ジテ肺浸

潤及肋膜炎等ノ結核性疾患ヲ有スル26例中現

症トシテ活動性結核テ合併セノむモノノヽ５例デア

ッテ其ノ２例ハ長イ経過ノ後死亡シタガ、現二

生存シテテル１例ノ如キノヽ本年55歳デ８年前

ヨリ喘息詩作二惺ミ、昭和12年ノ「レントゲン」

寫異ハ雨肺ノ廣汎ナル吸化ヲ有スルふカヽバラ

ス肺結核ヲ白髪シナイモノデアッテ、本年２月

以来再ビ来院シテ撮影セシニ雨肺ノ廣汎ナル陰

影ハ寧口恢復ノ傾向テ示シ赤血球沈降速度モ著

明ナル促進ヲ･認ノナイ。

　　　　　　　　　

總

　　

括

268例ノ喘息患者二就テ臨休症状、諸検査成績

及経過二基イテ結核トノ相互的開係テ観察シ之

ヲ･總括スlノバ

1．

　

本邦二於ケル喘息詩作ハ10歳以内ノ小見

期二出現スルコト最モ多ク、41％ニ達シ、20歳

以内二詩病スルモノ53％ニシテ結核初感染年

齢トノ類似テ想起セシム。

2．

　

喘息患者ニシテ結核性疾患ノ既往症及合併

症テ有スルモノノUOガユ涵タズ。

3．

　

赤血球沈降速度ズヽ活動性結核ラ合併セル倣

例テ除キ漑シテ促進セズ、肺二高度ノ受化テ有

スル喘息患者ノ赤血球沈降速度ノ促進度モ比較

的著明ナラズ。

4．

　

p慰､9､患者ノ「レントゲン」像゛｀特有ニシテ、

屡ｌ肺門結核ト混同サルルコトアリ、著明ナル

結核ヲ合併スル喘息患者ノ結核ノ経過､ハ緩徐ニ

シテ漑シテ良好ナリ。

5．

　

マントー反息ハ喘息患者二對シテ「ツベル

クリン」過敏症ヲオコスコトアリ稀郡度二注意

テ要ス。

以上ノ結果ヨリ結論スレバ

喘息二肺結核ノ合併スノレコトダ｀稀デアッテ、著

583

明ノ肺結核ノ合併症ヲ有スル場合ニモ結核ノ経

過緩徐ニシテ治癒的傾向テ有スルコトアリ、従

ツテ結核患者二喘息ノ合併スル場合ニハ相互的

二悪影響ヲ及ボサズ。

　

答辨

　　　　　　　　　　　　

岩

　

倉

　

信

　

珍

貴説ノ如ク喘息患者が屡絹烋疹ノ既往症叉ハ合

併症サ有スルコドハ、余等ノ表ニモ示サレテテ

次二余等ノ気管枝喘息患者トシテ取扱ツタモノ

ハ心臓性、腎臓性等ヲ除外シ、特有ノ喘息ノ農

作症状ヲ有スルモノヲ･包括セシモノデアッヘ

結核患者ノ経過中二喘息農作ザ伴フテ来ルコト

ガアルガ、是等モ余等ノ例数中二取入レテ居ル

ガ、其症例ノヽ少イ。

　　　　　

IX.

　

疫學及ビ結核對策

　

89．

　

小見結核二於ケル家庭内感染ノ意義

四回(果閃ぶ嬰貨)

小見結核二於ケル家庭内感染ノ意義二就イテハ

従来異ツタ評價が行・ヽレテヰル。病院ノ経験二

基イテ、Eliasberg, Brinckmann等７ヽ重症ノ小

見結核ノヽ家庭外デ感染シタモノニ多イト言ヒ、

相談所ノ経験二基クKreuser, Frantz, Redeker

等ハ家庭内感染見ノ方二重症が多イト･fフ。コ

ンガ軍二雨者二於ル材料ノ相違ト、感染源探索

ノ方法ノ相違トニョルグケデアルカドウカヲ検

査シタイ。

昭和13年度二京都府立西ノ京健康相談所デ演

者白ラガ結核ノ検査テシタモノノウチ、15歳以

下/ 1192名二就イテ結核感染及罹患ノ状態ト

家庭内感染トノ開係予見ルト次ノ表ノ通りデア

ル(第１表、第２表)。

　　

第１表

　

感染及罹患1ヽ家庭内感染トノ関係

總敬 感染者
臨肺
結核

家庭内二肺結核患者ノ

アツタモノ、アノl/モノ
388 275 197

家庭内二肺結核患者ノ

ナカッタモノ
804 1 283 169
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第２表

　

家庭内感染郷ノ初診時ノ状態ト

　　

感染源カラノ隔離期間トノ開係

　　　　　　　　　　

｜,ａ.，14.1臨林症臨　詠

結　核

臨休症

状ノナ
イモノ

感染源ノ現存ﾌ 56 22

｜半年以内 36 ６

隔離後

半年－１年 11 ４

１年－１年半 ９ ７

１年中－２年 ３ ７

２年－３年１　４　１　５

３年以上1　22 21

但シ透視ハ全部二亙ツテ行ヒ、大多徴赤沈、血

液像テ検シ、｢ツベルクリン｣反慮陽性者.ハ全部

｢t／｣線撮影ヲシ、小見ノ家族デ疑ノヽシイモノ.ハ

来所テ求ｙテ透硯、赤沈、検痰、撮影尹行ツタ．

學校カラ委托サlノタ集團検診ノ｀ヽ周園ヲ'自由二検

査シ得ナカツタノデ、上記ノ表デノ'ヽ除外シテア

叉種．々ノ小見群二就イテ結核稜見成績ヲ比較ス

ルト次ノ表ノヤウデアル(第３表)．

　

第３表

　

満７歳以上８歳マデノ種々ノ小児群／

　　　　　　　　

結核我見成績

人負 感染者
臨肺
結核

結　核　家　庭　兌 33 18 13

結核敢負ノ學級兄 30 21 ２

普　通　學　級　兄 30 ７ ０

所謂虚弱児童 40 ３ １

明カニ臨休症状ノアル結核ハ家庭内二感染源ノ

アルモノ及ビ最近ニアツタ小見一多イ。然乍ラ

更ニコレヲ各病型二就テ分析シヤウ(第４表)。

　　

第４表

　

小兄結核ノ病型ト感染様式トノ関係

萱愕 家庭外
感　染

気管枝腺結核 .125 63

「゜1ﾆ･ピクベノ1/クローゼ」 ９ ２

肋　　　膜　　　炎 10 19

腹　　　膜　　　炎 ６ 13

「ﾉl/　　イ　　　l/　　キ」 ５ ４

骨、関　節　結　核 ６ 11

泌　尿　器　結　核 ２ ３

「フ　リ　ュ　グ　テ　ソ」 ２ ４

粟　粒　結　核 ４ ７

肺　　　結　　　核 28 43

【第17巻

気管支腺結核ハ歴倒的二家庭内感染見二多４

が、初期受化群テ超エル受化ノヽ家庭外感染見ニ

ムシロ多イ。

　　　　　　　　　　

。

　　　　　　　　

結

　　

論

(１)脳膜炎、粟粒結核等ノ重症ノ小見結核ノ禄

防ハ軍二家庭内感染ノ像防グケデハ足りナイ。

(學校教員ノ肺結核ノ危瞼性ハ此處ニアル)。

(２)気管支腺結核ヲ持ツ小児ノ登見1ヽ看護トガ

問題ニナル場合ハ家庭内ノ感染源カラ隔離サレ

得ナ４デヰル小見ラ先ヅ問題トスベキデアル。

　

質

　

問

　　　　　　　　　　　　

浅

　

井

　　

明

1)感染源ノヽ開放性カ、或ノヽ閉鎖性ノモノカ、

ソノ感染源ト定ｙラ1ノタ範園ヲオ聞キシタシ。

2)對象検診家族ハ如何ナル階級ノ家族ヲ選バ

レタカ、狗感染源トノ同居状態ニツキ。

　

答辨

　　　　　　　　　　　　

松田道雄

感染源ダヽ生存セルモノハ、スベテ相談所二来所

セシノテ検査シ、喀痰ノ検査サシタ。喀痰塗抹

標本二菌ノ見ツカラナカツタ故二感染シナイト

ノヽ考ヘナカツタ。西ノ京健康相談所ヲ訪フ患者

ノ大部分ハ西陣ノ｢織屋｣デアツタ。

訪問看護婦ヲ有シテヰナイ開係モモアリ、正確

ナ１人常り畳斂ノヽ調査シテヰナイ。

　

90．結核家族二闘スル研究(第一報)

ｊ市
館

京
健

　　　　　　　　　　　

岡田

　

貫一

　　　　　　　　　　　

岡田藤二郎

昭和10年来東京市京橋匯保:健館二於テ観察セ

ル匯内在住115結核家族、家族員678人中550

人二就キテ結核ニツキ検査シタモノデ、家族内

二於テ最初二登見サl／タモノテ初登見患者トナ

シタ。

1)初登見者ハ115名デ、雨親が52名(内39名

菌陽性)、同胞57名(内36名菌陽性)、同居人

６名(内５名陽性)、合計菌陽性者80名、菌陰性

者35名。男ハ64名、女､ハ51名デアツタ､、
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2）初登見患者ノ白畳症状ノ登現カラ保健館二

来館二至ルーデノ期間､ハ１ヶ月以内二来館セル

モノ115名中45名、２ヶ月以内こ・53名ト４フ

数トナリ、人レ以後12月以上ノモノガ７名モア

ツタ。

3）初貨見患者二就キテ=1レーデ結核患者トノ

接欄二就キテ問診調査セル所ニョレバ、接鱗既

知ノモ/ 115名中46名（40％）、未知ノモノ69

名（60％）デアリ、既知中主人、友人、同居人等

ヲ･合シテ15名デ、残り31名ハ家族内二接鯛

ヲ･モツテ居タ。卸チ雨親16名（父13名、母３

名）、子女ハ15名（兄5、弟2、｀姉6、妹2）ト４

フ敬ニナツテ居ル、コレラ家ｶ‰内グケノモノサ

百分卒トシテ見ルト、父42％ぞ母10％、兄姉

38％、弟妹10％トイフヤウーナツテ居ル。

4）初農見患者ノ年齢分布八一般ノ場合ト同様

- 15―19歳二最高デ、20―25歳ガコレ二次ｲ

ﾌｰ居ル。

5）コレラ初登見患者ノ家族員563名中428名

郎チ76％テ詳シク「ツ」皮内丿丈庶、赤沈、Ｘ光線

検査等サナシタ。

6）家族員感染状態、各年齢平均ニテ京橋匪内

ノ陽性率50．3％ニ對シテ結核家族員ノ陽性率

ノり1．7％デ高ク、差ノ著シイノノヽO－4年群デ、

匯平均ノ陽性率15．1％ニ對シテ44.8%、5―14

年群デ京橋匯平均ノモノガ40 。5χ デアルノニ

結核家族ノ陽性率ハ61.3ガトナツｆ居ル。

7）結核家族ノ開放患者、非開放二就イテ比較

スルト、O－4年群ニテ、開放結核家族51．3X、

非開放家族34．0％、5―14年群ニテ前者65.9

％、後者ニテ53％ノ陽性卒ヲ得タ。

8）家族員ノ罹患状態（結核）ニツ１テイヘバ、

検査テウケタルモノ563人中77．3％デ、結核性

所見アリシモノ19．8χニアタリ、菌陽性ナリシ

モノノ｀3．2％デアツタ。

9）年齢別、結核家族ノ罹患状態ノヽ次ノ通リデ

アノレ。

15―29年群33 。3χ、O－4年群21．6％、30－44

年群15．6％、5―14年群14．1％、45年以上５．４

ヒj
日
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％トナリ、15―29年群トO－4年群が最モ高カ

ツタ。

10）開放結核家族ト非開放結核家族ヲ比較スル

平均罹患が前者21％、後者ハ17．4％、活動性ノ

モノ前者10％、後者ダヽ7．7％、菌陽性ノモノ前

者デノ｀ヽ3．4％、後者デハ2．8％1ヽナツテ居タ。

11）年齢別、開放、非開放家族ノ罹患状態尹見

ルニ、最モ大ナル差ハ←4年群及ヒヽ5―14年群

ニアツテ前群デ・ヽ前者デ25％トナリ、後者13．6

％、後群デハ前者15％、後者12．4％トナツテ

居タ。其他ノ年群デモー般二開放家族員二罹患

率が高イ。

12）初登見患者ト家族罹患者トノ開係ニツイテ

雨親ノモノデノ’ヽ、共二結核ノモノガ14．2％、父

先ヅ痛え、母病ムモ/ 14.8が、母先ヅ病ミ、父

病メルモノ12％トナヽソテ居ツタ。

雨親ノウチ何レカニ結核患者ノアル場合、残り

ノ親ノ何レカニ見ラレルモノガ21．0％デ、子女

二見ラレタモノガ18．8％デアツタ。

反對二子女初登見患者ノ場合、胴親ノウチ何レ

カニ罹患アルモノ10が、子女ニ26％デアツタ、

同居人が初登患者デアツタ場合、子女ニ9．5X

こ見ラレタ。

13）ナホコレ等ノ家族ハ京橋匪内在中ノモノデ

中ノ下及ビ下ノ家族階級ノモノデ１人アタリノ

畳数0．5－1ノモノ7、1．1－2．0ノモノ42、2．1

－3ノモノ28、3．1－4．0ノモノ12、4．1－5．0

ノモノ4、5．1－6．0ノモノ３家族、ソレ以上ノ

モノ１デアリ、平均１人アタリ2.2#位ノモノ

デアツタ。

　

91．

　

開放性肺結核患者周園ノ家族検診

　　　　

成績

尚々

　

鴫課昌71）

白昭和12年４月至昭和13年12月間ノ大阪府

立堺健康相談所テ訪レタル開放性肺結核患者

164名ヲ選ビ（常相談所二於テ全部検痰ｦ一行ヒ

確賓結核菌剌

家族員402名二於テ結核二重鮎サ置ク綜合的ナ
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ル検診ヲ施行セリ。對照トセル検診家族ハ堺市

内及周退部ノ町村在住者ニシテ是等ノ家族ノヽ訪

問聾師及訪問看護婦二依り調査セル結果家屋内

ノ衛生状態及生活状態ハ甚グ不良一シテ、感染

源トノ同居状態二於テモ雑居或ハ殆ド雑居二近

キ生活ラナスモノソノ殆ド總テナルサ検セリ。

検診者年齢ノヽ２歳ヨリ55歳迄ノモノニシテ感

染源トノ同居少クトモ１ヶ年以上ナルモノヲ･選

ビタリ。検診前二於テ・ヽ先ヅ既往歴、家族歴、

職歴及検診時ノ白受症状等二就キ問診ザ行ヒ、

次デ理學的検索ハ勿論、｢ツベルクリン｣反忠検

定、赤血球沈降反忠速度測定、Ｘ線検査、喀痰

検査等テ施行セリ。嗇Ｘ線検査ハ検診者全部ニ

Ｘ線透朧ヲ行ヒソノ中101名(25％)ニ於子一撮影

ヲ･行ヒタリ。｢ツベルクリン｣皮内反忠ハ傅研奮

｢ツベルクリン｣2000倍液０．１托ヲ皮内二注射

シ48時間後二於テ之テ判定セリ、、判定ノヽ無反

忠テ陰性、局所部登赤直径2－4耗ヲ疑陽性、５

－１０ｍｍヲ(十)、11―20 mm ヲ(丑)、21―30

mmヲ(州･)、31 mm以上テ(冊)トセリ。。

　　　　　　　　　

検診成績

第１表二於テハ家族検診者402名二於ケル｢ツ

第１表

【第17巻

ベルクリン｣皮内反慮ヲ表示セルモノーシテ、

創]チ平均陽性孝､ハ92．7％、2－5歳二於ケル陽

性孝ハ80．0％、6―10歳ハ86．5％、11―15歳

ハ91．0χ、16―20歳､ハ99.0が、21歳以上ノ'ヽ100

％ノ陽性成績ヲ得タリ、、

第２表二於テ､ハ検診者402名二於ケル結核性疾

患所有者ノ登見孝ヲ表示セルモノーシテ、自]チ

402名中87名(21．6％)ノ結核性疾患所有者ヲ

認ヘ

　

ソノ中活動性肺結核患者50名(12．4％)

(是等50名中二活動性肺門淋巴腺結核ラ有スル

モノラ含ノ'タリ)。非活動性肺結核患者ノヽ15名

(3．7％)、結核性腹膜炎及肋膜炎雄二著明ナル頚

腺結核アルモノ22名(5.5が)テ検セリ。

嗇家族検診者中検出セル活動性肺結核患者50

名二就テ是等ト感染源トノ開係ヲ見タルニ父母

ヲ･感染源トスルモノ全膿ノ5．9％、兄弟姉妹ヲ

感染源トスルモノ5 。9χ、配偶者二感染源アル

場合0．3X、子供ヲ感染源トスル場合Ｏ％ナル

ヲ･検セリ。

以上ノ検診成績ヲ結論スレバ感染孝二於テモ亦

結核性疾患罹病者ノ晋見孝二於テモ一般ノ集團

検診成績二比シテ甚グ高率ナルヲ検シタリ。特

家族検診者402名二於々ノl／｢ツペノ1／クリン’｣反鹿成績

･＼　　　Ｃツベノl/ク＼＼　　リｙ｣皮陰性者

年＼＼　内反昿

疑　陽
性　者

陽　　　　　　性　　　　　　者
検

診

徳

人

負

　＼ヽ、　二

齢＼、男＼、

　　｀ぺ女＼
　　＼　　刄ﾘ　｀＼

(－) (士) (十) (升) (嫉) (冊) 計 ％

2一心　男　　５　ｉ　ｏ ６　　　８ ２ １ 17
35 80.0 44

女 ２ ２ ７　・　９ ０ ２ 18

6－10
男 ７ １ 10 18　1　9 ６ 43

77 86.5 89
女 ２ ２ 12 ８　１　８ ６ 34

11―15 男 ４ ２ 10 13 ３ ５ 31 71 91.0 78

女 １ ０ 12 18 ６ ４ 40

1←20
男 ０ ０ ９ 11　→ １ 23

45 99.0 46

女 ０ １ ７ 12　1　1 ２ 22

21―30
男 ０ ０ ５ 12 ５　１　１ 23

60 100 60

女 ０ ０ ８ 12 12 ５ 37

31以上 男 ０ ０ ７ 11 ６ ５ 29
85 100 85

女 ０ ０ 18 17 ８ 13 56

計 21 ８ 111 149　　1　　62 51 373 92.7 402
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第２表

　

家族検診者402名中結核

　　　

性疾患所有者検出率

總會演説要旨

戸衆
評。

腹膜炎
肋膜炎
頚　腺
結　核

非活動
性肺結
核

活動性
肺結核

計
(％)

楡　診
徳人負

2－5 男 １ ０ ２ 　　8

(18.1)
44

女 ２ ０ ３

6－10
男 ３ １ ４ 17 89

女 ２ １　．　６　ﾆ19.1)

11―15
男 ∩　ド　６　７５ 78

女 ６ １　１　６(32.0)

16―20
男

２１　呪　　　７

　　　　｜
　22

(47.8)
46

女 ３ ２ ６

21―30
男 １ １ ３ 　14

(23.3)
60

女 ２ １ ６

31以上
男 ０ ０ １ 　2

(2.3)
85

女 ０ １ ０

計 23 15 50 88 402

(％) (5.7) (37) (12.4) (22.1)

ニ幼弱者二於ケル「ツベルクリン」皮内反息成績

ノヽ同年齢ノソレニ比シ洛カニ高卒ナルヲ認八

且、活動性肺結核患者費見率12．4％ノ高卒ナル

ノ噌

　　

追

　

加

酬雛(腎ｕ詣)
家族感染二對シテ追加希望ヲ申上ゲフフヽ。

許来、調査二常リ、被調査者ノ属スル経済階級

ヲ･上中下（内務省ノ生活指数線二準條シテ分別

ス）二分チソノ各カニ就キ以下ノ諸條件。

1）感染源ノ非開放性結核或ハ開放性結核ノ如

何。

2）感染源ト認ムルモノトノ同居期間日数。

3）住居内漁潤程度。

4）住居内塵埃濃度。

5）住居内日照時間数。

6）住居内ノ気流開係。

7）住居内ノ１人宛占ムル畳数（「スペス」）。

8）住宅ノ木造及「コンクリート」ノ類別。

9）住居ノ窓ノ廣サ總面積数。

10）同居者ノ清潔程度。

11）同居者ノ結核二對スル知識程度。

587

12）感染源結核菌判明ノ際ソノ毒カノ類別。

13）職業分類。

以上テ調査項目二加ヘテ今日ノ家族感染調査チ

更二一歩進ノ順

二對シテ充分ノ研究アラン事テ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

近

　

藤

　

乾

　

郎

私ハ阪大今村内科某氏ノ申サレタ如ク結核ノ憬

防治療テ國民ノ生活状況ニョリ階級的二別ツテ

賓施セントノ主張ニハ大賛成デアル、此鮎が今

後モ彊ク正シク叫バレ各階級二適切ナ憬防治療

が行ハレンコトヲ｛刀望スル。

一家内デ一室ヲ患者二提供シ得ル以上ノ家庭二

於テハ患者及ビ家人二像防法及治療法テ理解セ

シムルコトテ得八日本ノ如キ家族主義ヲ奉ズル

國二於テ。･ヽ家庭治療が最モ軽費デ温情ヲ善用ス

ル事が出来テ結構デアル。徒ラユ西洋ノ功利主

義、個人主義ノ弊二因ツテ過度二登達シタ大病

院、大療養所等テ多ク建設シテ國費公費ラ濫費

ノヽルノノ’ヽ弼ク反對ソヽ可キデアル。私ノ経験二依

レバ以上ノ如キ家庭二於テハ喀痰ト咳瞰二充分

ノ注意ヲナサシｊ家人ノ食餌改善ヲ企テ、過勢、

心配等ヲ･防ギ除クヤウユスレバ其ノ後家人周園

ヨリノ登病ハナイ、徒ラユ寝具、食器等ノ消毒

刃鰻重ニシ家人二傅染ノ恐怖症ヲ起サシムルノ

ノヽ不利デアル、叉之レガ篤ノニ患者モ不快窮屈

二感ジテ治療上ノ弊モアル､。成ル可ク明朗二希

望ザ典ヘテ治療セjヽバナラヌ。

　　

92．

　

虚弱見童ノ肺結核二闘スル研究

９木

　

ｓ(認詰鴛)

1）函館市内小學校17校ノ所謂虚弱見童（8－

16歳）一對シテ「ツベルクリン」皮内反恚サ行

ヒ、「ツ」反恚陽性全員二對シテ赤血球沈降反嘸

及ビ「レントゲン」検査ニョル結核集團検診ザ行

ヒタリ。

2）所謂虚弱見童、男462名、女570名、合計

1032名二於タル結核感爾雁ノド男39．1％、女

36．8χ、平均37．8％ニシラ、男梢ｔ高率サ示シ
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第１表虚弱児童結核感粂率

【第17巻

＼　，　＼陛

年　＼
　齢　＼

男　　　　　　兄 女　　　　　翼 合　　　　　　計

人　負 陽性者 陽性率 人　負 陽性者 陽性率 人　負 陽性者 陽性奉

８ 10 ０ - 32 ８ 25.0 42 ８ 19.0

９ 52 22 42.3 90 29 32.2 142 51 35.9

10 72 23 31.9 86 27 31.4 158 50 31.7

11 82 30 36.6 98 30 30.6 180 60 33.3

12 97 43 44.3 151 61 40.4 248 104 41.5

13 64 29 45.3 80 38 47.5 144 67 46.5

14 14 ５ 29.4 ４ ２ 50.0 21 ７ 33.3

15 35 13 37.1 20 13 ‘ 65.0 55 .　26 47.2

16 33 15 45.4 ９ ２ 22.4 42 17 40.5

合　計 462 180 39.1 570 210 36.8 1032 390 37.8

タリ（第１表）。

學齢児童多数二對シテ行ピクル諸家ノ業績ヨリ

見ルニ、學齢見童ノ結核感染卒ノヽ左程高率ナル

モノニアラズシテ、一般ニ50％テ出デデルモノ

ト云フベシ。

3)｢ツ｣反座陽性者370名ノ赤沈反慮ｦ一見ル

ニ、正常者44．3％、軽度二促進セルモノ44．0

％ニシテ正常者ト相匹敵シ、彊度二促進セルモ

ノノヽ極ノ･テ僅少ナリキ。

4)｢ツ｣反庶陽性者370名二對シテ｢レントゲ

ン｣透視(一部寫具撮影)尹行ヒ、135名(36．3％)

ノ結核病撥者ヲ得タリ。

5）病宛ヲ分類スレバ、

群29例7．Ｓ％、肺門腺結核及ビ肺門腺石灰化竃

65例17．6％、惨出性肺結核16例4．3％、結節

性肺結核及ビジモン氏竃５例1．3％、肋膜病受

20例5．3χナリキ(第２表)。

郎チ學齢見童ノ結核ノヽ大部分初感染ニシテ、腺

二占居スルモノ多シト云フヲ得－゛シ。

6)コレラノ内治療ヲ･要スルモノノ｀ヽ59名ニシ

テ、｢レントゲン｣検査人員ノ15．9％、總人員ノ

5.7%-ニ相常ス。

而シテ要治療者ノ｢ツ｣反座ハ、中等度陽性64.4

χニシテ最モ多ク、弼陽性25.5拓之二次ギ、賜

陽性10．1％ニシテ最モ少シ。赤沈反施ノヽ軽度ニ

新鮮及ビ陳奮初期受化

　　

促進セルモJ 42.3ガユシテ最モ多キモ、正常ナ

　

第２表｢ツ｣反鹿虚弱見童｢1／ｙトゲｙ｣所見分類

　　　　　年齢

「レylヽ　　性
ｙｙ」所見

８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 合　　計

含 争 含 革 含 革 含 羊 含 革 含 革 含 争 含 革 含 革 賓数 ％

検査人員 ０ ６ 22 19 23 24 30 30 43 60 29 38 ５ ２ 12 13 14 ０ 370 100.0

陳葛初期受化群 ０ ０ １ １ ２ ３ １ ３ ２ ３ ５ １ ０ １ １ １ １ ０ 26ら9 ７．８

新鮮初期受化群 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

肺門腺石双発 ０ ０ １ ３ １ １ ０ ３ １ ２ ２ ２ ２ １ ３ ３ ２ ０ 27
65 17.6

肺門腺結核 ０ ０ ４ ２ ４ ３ ４ ４ ３ ４ ３ ４ ０ ０ ０ １ ２ ０ 381
溶出性肺結核 ０ １ １ １ ０ ０ １ ２ ２ ３ １ ３ ０ ０ ０ ０ １ ０ 16 ４．３

結節性肺結核 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 11　5 １．３

ジモｙ氏塩 ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ Oi　o０ ０ １ ０ ４

謬出性肋膜炎 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １，2n ５．３

癒著性肋膜炎 ．０ ０ ２ １ ０ ０ 51　2 １ １ １ ０ 21　0 １ １ ２ ０ 19j

’「1/yトゲｙ」所

見ナキモノ
０ ５ 13 ９ 16 16 　　l18　16 32 47 17 27 １ ０ ６ ７ ５ ０ 235 63.7
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ルモノ25．5χニ上レリ。隨ツテ赤沈反庖・ヽ結核

ノ病勢及ビ像後判定二對シテ價値アリトスル

モ、結核ノ早期登見ニハ大ナル意義ヲ有セデル

モノト云フチ得ベシ。

7）金井進、清水寛雨氏ニョル札幌市虚弱児童

1121名ノ「レントゲン」所見ト比較幻レニ、肺門

腺結核ハ相営二少ク、惨出性肺結核ハ梢ｌ多キ

モ、他ノ’ヽ殆ド同率ナリ。

8）余ハ木検診ノ結果ヨリ考ヘテ、學齢児童ノ

集團検診二際シテヘ全員ノ「ツベルクリン」反

廳及ビ「レントゲン」検査が必要訣クベカラデル

モノナルコトヲ･強調フヽルモノナリ。

　　

質問

　　　　　　　　　　　　

佐

　

川

　

一

　

郎

演者ノ表二用ヒシ肺門腺結核ト初期受化群結核

トノ「レントゲン」的匯別ヲ質問ス。

　　

答琲

９木

　

ｓ(麗康相談勁

初期憂化群トノヽＲａｎｋｅノ所謂Primarkomplex

ヲ･言ヒ肺門腺結核トハ肺門部陰影ノ著明二噌大

セルモノヲトリ疑シキ者ニ・ヽ狗寫具テ撮影シ巌

密二選定セリ。

　　

93．青少年ノ「ツベルクリン」反感二就テ

太田

　

健三東

　　

大
岩田

　

鎬(坂口内科)

昨年満蒙開拓青少年義勇軍が組織セラレ全國各

府新カラ選抜サレタ15歳乃至20歳（主トシテ

16-19歳）ノ青少年が茨城新内原ノ訓練所二入

所シ２ヶ月間同所ノ訓練テウケ北満現地へ移民

スル様ニナツタ。

従来満蒙ニノヽ結核ノ蔓延甚グシク、気候風土生

活様式及食糧住居ノ不充分ナ篤二是等ノ青少年

が駱来移民地二於テ結核二罹患フ、レバ内地二於

ケルヨリモ不良ノ経過テトル恐レガアル。是等

｡’青少年二對シ結核憬防對策テナフヽ事ハ移民事

業ノ完成上大切ナ事デアル。ソレニダヽ先ヅ是等

ノ青少年二就テ結核既感染者及未感染者ノ割合

ヲ知ル事が必要デアル。依ツテ「ツベルクリン」

皮内反座ヲ･検査シタ所、以下二述ベル様ナ所見
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ルクリン」ヲ使用シ前勝手掌側ニ０．１に皮内注

射シ、48時間後二登赤尹言檀リシソノ１ｃｍ以上

ナルヲ陽性トシタ、、検査人員ハ昭和13年５月

カラ11月迄二全國各府新カラ燈ラレタ青少年

計1427人デ検査・ヽ内原訓練所ヘノ入所常日叉

。ハソノ翌日二行ツタ。

總　撒 ＋ ％

北海道 558 172 30.8

7i=四ｋ
円　　　林 339 100 29.5

岩　　手 34G 56 16.2

宮　　城 698 104 14.9

秋　　田 450 79 17.5

山　　形 828 133 16.0

鎬　　島 479 77 16.1

茨　　城 342 86 25.1

栃　　木 385 70 18.2

群　　馬 328 78 23.8

埼　玉 150 3! 20.3

千　　葉 109 20 18.4

東　　京 142 63 44.4

神奈川 73 31 42.5

新　　潟 404 106 26.2

富　　山 248 82 33.1

石　川 501 176 35.2

錨　　井 127 51 40.2

山　　梨 175 48 27.4

長　　野 1024 176 17.2

岐　　阜 322 88 27.3

評　　岡 268　・゙ 　　72 26.8

愛　　知 210 71 33.8

三　　重 76 28 36.8

滋　　慨 123 38 39.9

京　　都 198 84 42.4

大　　阪 112 81 72.4

呉　　庫 254 109 42.9

奈　　良 52 21 40.5

和歌山 195 73 37.4

鳥　　取 124 29 23.4

島　　根 122 22 18.0

岡　　山 382 108 28.3

廣　　島 466 126 27.0

山　　　□ 182 44 24.2
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徳　　島　ｉ　匹;　　　1削　　;且.5

香　　川
一一　　　　　　　　　一一

　2肘　１　　ﾄﾞﾒ

　　　　ｉ
37･川

受　　媛 336 113 33.6

高　　知 135 35　　，　2y9

紹　　岡 164 50 30.5

佐　　賀 505 118　　・　　23.2

長　　崎 571 186 32.6

熊　　本　｜　439

　　　　　d
102 23.1

大　　分 500 150 30.0

宮　　崎 171
　郭
　　　－111

21.0

25.5鹿兄島 詔5

沖　　繩 152　i　　65　1　42.7

計 Lに27　1　3976　1　27.0

ぷこ，

ぶふ

が７

ノら「

～し、i

今
ふ

サ
々
匙

郎
ゐ

　

≫
.
＼
　
≫
＼
　
ｔ
Ｊ

　

３
　
３
　
ぺ

汝
や
ｆ
ヽ

栗

.-iC

府

－ ･ ・ -

ヒj
日 【第17巻

餌

14, 727 人ノ全膿ノ平均陽性率ノヽ27％デアルガ、

とリ･各出身府賢別二調ベテしレト、最高大阪府

72．4％、次ハ東京44．4％、最低ハ宮城14．9％

デアル。恵二各地力″別二就テしレト近畿地方ノ

諸賢八一般二何レモ高率デ30％以上ヲ占八

北極３賢、四國、九州ノ瀬戸内面沿岸が高

ク、開東地方デ・ヽ東京、紳奈川ハ何レモ40X

以上デ、沖繩懸モ42．7％デアル。次二東北地

ﾉ八開東地方ノ北部ハ陽性率低ク、東北デハ青森

賢ヲ除ケバ何レモ18％以下デアル。叉長野、鳥

取、島根、高知、宮崎諸部ノ如ク交通不便ナ地

方モ一般二低値デアル。

　　　

別

　　　　　

青少年ノ｢ツペルクリｙ｣皮内反鹿陽性卒

15―20歳’主トジテ16-19歳ﾉ計14727人(陽性串全平均27％)

ｒ
川
Ｉ
刈
剥
Ｊ

同ジ者二就テソノ出身市町村別ニツキ調査スル

ト、大部分ハ農村出身者デアルガ、農村出身ハ

23％、市出身者ハこニ反シ54.5ﾕﾌﾞﾗ示シテヰ

　　　

市町村別統計(第三次第四次4367名)

總　徴 ＋　　　　％

市 575　　308 5｣.5

町 789　　　　　2-1･230.7

村 3003　:　690 23.0

計 Ｂ67　1240 28.4

之サ要ソ､ノレニ是等青少年ノ「ツペ｀ルクリン」皮内

探恵陽性率ハ可成り低値デアル。集團検診二於

;砦（山'Si

手田勁島

.三びコヘrlxｺ

≪7 J. ニヤ

六。･ヽ、ｔ

次ニ９月及11月入所セル一部ノ者二就テ年齢

的二杵介サフ､ルト、16^24.6が。 17歳27．ド

％、18歳29.8％、19晟32％デアル。

　　　

年訪別統計(第三次第四次4367名)

年　賠 總　敷 ＋ ％

15　　　n0　　　53 21.2

16 769　　　189 2↓.6

17　　　　　　971　　　　　270　　，　27.8

18 1096　　　326 29.8

19 1155　　369 :‾;2.0

20　　F　　126　1 33
　　　　　　　　　　　　4

26.2

計　　　ぷ拓7　　1240 28 J
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ケル｢ツベ｀ルクリン｣反古陽性卒ノヽ大儀ソノ結核

感染程度ザ示スモノト考ヘテョイカラ、是等ノ

青少年一於テハ大儀約70％が結核未感染者ト

考ヘラレル。従ツテ結核汚染度ノ高イ満州二於

テ是等青少年が牌爽結核ノ感染サウケソノ一部

ノ者ハ登病二至ル危瞼ハ可成り多イモノト考ヘ

ラレル。従ツテ此ノ移民事業二就テハ結核憧防

ノ問題ハ極ノ･テ緊急重要ノ事項ドぐヽラし／ノレノ

デアル。今日八本問題二對フ、ﾉﾚ第一歩トシテ｢ツ

ベルクリン｣反古ノ結果ラ報告フ、ル次第デアル

ガ、是等ノ青少年が大儀同ジ境遇ノ人達デ全國

各府新カラ多数集ツテヰル鮎及ビ各府新カラ集

ツタモノガ、ドノ新二年長者が多クドノ新二年

少者が多イトイフ様ナ事ガナク大鰐同ジ割合二

混ジテヰル認ニ、本統計ハ16歳乃至19歳ノ各

府新ノ青少年二於ケル｢ツベルクリン｣ば古陽性

阜換言スレバご各府新ノ青少年ノ結核感染率ラ比

較シ得ル鮎二於テ興味アル調査トイフ事が出来

　　

94．

　

東京市杉並置小學校見童二對シテ施

　　　　

行セル｢ツベルクリン｣皮内反感ノ結

　　　　

果二就テ

雄
郎
元
子

定
吉

　

芳

也
‐
辺
呉

Ｉ
、
４
Ｊ

小
澄
田
丹

(１)木検査二於ケル對照ノヽ杉並匹内市立小學咬

児童中ノ希望者ヨリ現在健康者トシテ通學セル

モノノミヲ･選ビ注射前検診シ登熱其ノ他ノ障碍

アル者テ除ケル14144名二對シ昭和13年６月

ヨリ同年12月二至ル約７ヶ月間二亙リ｢ツ｣皮

内反感ヲ施行シ得タル結果ラ集計シテ茲二報告

セントスｏ

(2)使用液ハ傅染病研究所ノ御厚意二依り特二

稀稗調製セラレタルモノヲ使用セリ。

(３)稀稗度ハ1000倍、2000倍拉ニ100倍(再

検査ニノえ使用セリ)ノ３種ノ｢ツベルクリン｣

液ヲ使用セリ。對照液ハ使用セズ。注射量ハ何

レモO.lcaザ用｡ヒタリ、、

注射部位ハ前勝前面ノ略べ中央部二形ノ如ク施
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行ス。

(４)學校ハ地域的雄二児童倣二成ル可ク差ヲ生

ゼデル様ニ２分シ１紙7郭2名ニハ1000倍液テ

他組6742名ニハ2000倍液列吏川セリ。

(５)観察拉二判定ノが法ノヽ第１回検査印チ1000

倍液及2000倍液使用二際シテダヽ24時間及48

時間。再検査印チ100倍液使用一際シテ。・ヽ48

時間及72時間ノト々２同宛観察ザナシ反古ノ

大小ラ時間的二比較セリ、、

判定ハ浸潤及馥赤二就キ其ノ縦横径テ測定セ

リ。但集計ハ便宜上右歌赤ノ長径ヲ･以テ成シ、

其ノ５ｍｍ以上尹陽性トセリ。

判定ノ時刻ハ第１回検査二於テノヽ48時間観察

ヲ･以テナシ陰性ノ者二丿ヽ更ニ100倍液ザ其常日

注射シ72時間観察り･以テ同様５ｍｍ以上ヲ陽

性トセリ。

(６)陽性率ノヽ1000倍ニテ。･ヽ28.356が、2000倍

－テノヽ24.592% -シテ1000倍ノ方が3．764％

高シ。而シテ残りノ陰性者二對スル100倍検査

二於テハヽ1000倍ノ場合ノ･ヽ10．503％、2000倍ノ

場合ハ16．326％ノ陽性率ヲ呈セリ。。各々ノ雨者

ヲ･合スレバ殆ド同率トナル。故ニ100倍ノ再検

査ヲ･行ノヽデルモノトフ、レバ2000倍ヨリモ1000

倍サ用フル方ガヨク確賓ナル事明カナリ。併シ

尚之レヲ･以テ充分ナルモノトノヽ云ヒ難シ。

併シ水庖形成ノ黙ヨリ見lノバ1000倍ノ場合ノヽ

6．050％(陽性者二對スル％)2000倍ノ場合ハ

3．317χナルテ以テ1000倍ノ方這カニ高シ。故

－100倍ヲ以テ再検査ヲナセバ2000倍液若シ

クノヽ更二高稀憚度ノ液ヲ用フルラ可ナリトス。

第１同検査後歌熱シタト思ノ｀ゝレノレ者ハ1000倍

液ニテハ1．845％、2000倍－テハ1.125几アリ

シモ通學見童ノ事トテ巌密ナル事ハ云ヒ難シ。

1りO倍ニテノ･ヽ水庖、慨熱共二認ム可キモノナシ。

其ノ他め所壊疸、瑕竃反古等ハ拳グベキモノザ

認メズ。

(７)學年別ニョリ陽性卒ハ最低ハ１年女25.859

％、男26．132％ニシテ學年が進ムニ連レ高率ト

ナリ、高二男52.941^、女61．170づ＞が最高卜
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ナル。平均阜ノヽ男34．690χ、女38．038％ニテ

女が3.348先高シ。平均ハ男女共尋常3、4年二

相常ス。

(8)1000倍及2000倍ノ反忠ノ大サヲ比較スル

ニ50mm以上ノモノガ1000倍j-ﾃ40.9249^、

2000倍ニテノヽ26.779ガエシテ1000倍ノ方が大

ナル者多シ。

男女ヲ比較フヽレバ50 mm以上ノモノガ雨液共

二女二梢ｘ高率デアル。

(９)陽性者二於ケル24時間ト48時間トノ反忠

ノ大サグ比較スルこ・雨液共48時間ニナリテ大

トナル者最モ多ク、1000倍、男67．480X、女

66．790％、2000倍、男65.521 χ、女73．546％

デアル、48時間ニナリテ小トナル者ノヽ1000倍

男9.667%、女8.744%、2000倍男10．184％、

女6．998χニテ非常二低率ナリ。陰性者二於テ

ノ｀ヽ此ノ逆トナル、残りハ雨者受化ナキモノナリ､、

(10バイ)陰性者ノ24時間反座ノ状態ヲ･見ルニ

径５ｍｍ以上ヲ呈セシモノガ1000倍ニテ､ハ

24.546%、2000倍ニテノU7．677ヅアリ。

(ロ)次二再検査陽性者ノ24時間二於ケル反息

ノ大サヲ･見ルニ、Ｏ叉ノヽ1－４ｍｍノ反忠サ呈セ

シ者が1000倍ニテノヽ54．937％、2000倍ニテ

ノ｀ヽ79.2775^アリ。

(ハ)更二第１同注射陽性者一於テ24時間反恚

が４ｍｍ以下デ48時間ニ５ｍｍ以上ニナレル

モノハ1000倍－テハ陽性者總数ノ6．336％、

2000倍ニテノヽ7．238％アリ。

故二第１同検査24時間観察ニテ５ｍｍ以上テ

陽性卜判定スルトセバ以上ノ誤差テ生ズ。依ツ

テ48時間観回察ニテ判定シ、残りノ陰性者二對シ

テ更二再検査ヲ･行フヲ以テョリ正確ナル方法ナ

リト認ム。

(11)再検査陰性者二於テ48時間拉ニ72時間反

庶ノ大サテ比較スルニ72時間一小トナル者が

1000倍男41.201%、女42．326％、2000倍男

42.315^、女45．021％ニシテ非常二高率ラ示

ス。此ノ中デ48時間ニ５ｍｍ以上テ呈シフ２時間

二至りテ陰性トナリシ者丿リとレバ全總数二對シ

ヒj
日 【第17巷

男ハ16．872％、女17．652％ノ著シキ高率ヲ示

ス。之ハ高濃度ノ｢ツベルクリン｣液テ使用シタ

ルガ篤ｙニ非特異性ノ局所刺戟反庖テ生ジタル

タｙナリトセバ、100倍液使用二際シテ｡ハ48時

間観察ヨリモ72時間観察テ以テ判定スルヲ妥

常ナリト思考ス。

(12)｢レ｣線所見ノ有無ト反巌ノ大サヲ見ルニ所

見有ル者ノ方が雨液共大キク現ハレタリ、、

再検査陽性者ノ中｢レ｣線所見アル者ノヽ男11％、

女12％ナリ。

(13)策養トー・ントー反庖トノ開係ハ認ム可キモ

ノナシ。

　　

質

　

問

　　　　　　　　　　　　　

稗

　

田

　

五

　

郎

反庶陽性者中毅熱ノ程度及ビ持績如何、該毅熱

者ノ肺｢レントゲン｣像ノ程度如何、

　　

答

　

辨

　　　　　　　　　　　　　

澄

　

川

　

吉

　

郎

(１)毅熱ノ有無及程度八通學見童ノ事ニテ家庭

ヨリ申シ出デシモノ多ク、巌密ナル事ハ申シ難

シ。之二對シ特ニ｢レ｣線像二認ム可キモノナシ。

　

95. Mantoux氏反感ヨリ観タル石川懸

　　　　

農村民ノ結核感染

有馬
安達
曾根

Ｕ）

本調査ハ、結核死亡率高キ石川新二於グル結核

感染程度、感染時期テバMantoux氏反廊テ介

シテ推知セント欲シ、牽キテ石川新二於タル結

核死亡卒ノ原因二就テノ考究拉ビニ結核憧防對

策樹立ノ參考二供セント欲セリ、、

検査人員、農村民13083名､町住民4045名、金

滞市民12111名、礦山従業員299名、總計29538

名ニシテ、年齢ノヽ２歳乃至90歳ナリ、検査期

間ハ、農村民二就テハ昭和13年７月乃至!4年

３月ノ９箇月ニシテ、金庫市民一就テノヽ11月

乃至３月二亙ル５箇月ナリ。検査地域ハ全村二

就テ行ヘルモノ７村、ソノ他ノ村落二於テノヽ人

口多キ部落ヲ･選揮セリ。

郡部町部二就イラハ５箇町二於ケル各１匪域テ
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選ビタリ。

Ａ．各年齢階級二於タル部位別二櫨ルー氏反恚

　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一

　　

陽性卒

観察シ得タル地域内二於テハ、各年齢階級二於

テー般ニ

１．

　

陽性卒ハ村部二於テ最刊氏ク、市部二於テ

最モ高ク、町部二於テ市部二於ケルニ比シテ梢

ｔ低シ。

２．

　

地方別二観ルニ、陽性卒ハ能登地方二於テ、

加賀地方二於ケルニ比シテ低ク、加賀地方二於

テモ純農村部二於テ牛農工村部二於ケルニ比シ

テ幼見期(２乃至４歳)サ除ケバ僅カニ低シ、而

シテ幼見期二於テハソノ差梢ｌ著シク、純農村

部二於タル卒ハ能登地方二於ケル夫レト等シ。

Ｂ．年齢ノ噌加二件フー氏反座陽性卒ノ酋長

陽性卒八年齢ノ噌加二件ヒ刊斬進性二噌大ス、

特ニ14歳以後青年期二於テ・ヽ市町村ノ如何テ

問ノヽズソノ漸進性噌大ハ著明ナリ。然レ共ソノ

増大ノ程度拉ビュ増大ヲ示フ、期間ハ市町村ノ如

何ニョリ差等アリ。目]チ、

１．

　

市部二於テ｡ハ、14歳乃至29歳ノ各年齢階

級二於ケル噌大程度ハ著シキモ、ソノ噌大卒ダヽ

略ｌ等シ。

２．

　

町部二於テ､ハ14な乃至29歳ノ各年齢階級

二於ケル噌大程度ハ著明ニシテ、且ソノ増大卒

モ噌加シ25歳以後二於テ、陽性卒ハ市部ノソ

レこ著シク接近ス。

３．

　

村部二於テハ14歳乃至29歳ノ各年齢階級

二於ケル噌大程度ハ著明ニシテ且ソノ噌大卒モ

ノ増加セリ。

４．

　

町部ト村部トニ於ケル陽性卒ハ10歳以下

二於テハ著シク差異アリテ、町部二於テ高キモ、

15歳以後二於テハ雨者ノ年齢ノ檜加二件フ陽

性卒ノ消長ラ示ス線ノ走行｡ハ、略ｌ拉行シ徐々

ニ接近セントフヽル傾向テ示ス。

５．

　

陽性卒が90％以上二達スル年齢ハ市部二

於テ30歳、町部二於テ35歳ニシテ村部二於テ

ノ｀ヽ60歳代二於々略t90％ニ達ス。

要之、結核感染ハ市町村ノ如何二開セズ、之サ
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免ガレ得ずルモノニシテ、只ソノ感染ノ年齢時

期二遅逍アルニ過デルガ如シ。

６．陽性卒ハ70歳以後二於テ一般二減少ノ傾

向尹示フヽ。

７．小學見童二於テハ、農村尋常科二於テ、最

低4．2％、最高25．8ｙ、28校5251名ノ平均二

於テ16．6％、高等科二於テ最低13．9％、最高

42.4万一シテ16校1067名ノ平均二於テ26.6

％ナリ。市部尋常科２校2126名平均30.7が、

郡部町部尋常科８校1483名平均26．7％、高等

科二於テ市部２校2022名、平均50．0が、郡部

町部７校410名平均26．5％ナリ。

卸チ農村二於ケル小學見童ノーi・氏反庖陽性卒ハ

他府新二於ケル夫レニ比スレバ等シキカ或ヒ､ハ

低キ感ヲ･典フ。

８．

　

市内工場ノ農村出身女工(1299名）ニ就八

新別二條ル陽性率テ比較フ、ルニ、観察シ得タル

新ノヽ６新（岐阜・富山・新潟・山形・禰島・長野）ニ

シテ、年齢階級13歳乃至19混及20歳乃至26

歳ノ２群二於テ、石川新出身者二於ケル比率ハ

他新出身者二於ケル夫等二比シテ全ク異ル所無

シｏ

　　　　　　　　　　　　　　

゛

９．

　

市中學校及女學校二於ケル陽性卒ノ｀ヽ前者

(612名）ニ於テ50．8％、後者(668名）ニ於テ

40．8ｙ４示シ何レモ高率二非ズ。之レヨリ農村

中等學校二於テルモノニ於テハ市部二於ケルヨ

リ低カルベキヲ･想定スルモ誤りナカルベシ。要

之、農村二於ケル結核ノ感染程度ハ石川新二於

ケルニ比シテ結核死亡率低キ他村新二於ケルト

異ナル所無ク、而シテ結核初期感染期ハ幼見期

二非ラズシテ青春期青年期ニアリ。期ル鮎ハ

欧米主要國或。・ヽ本邦大部市二於ケル場合ト異l／

リ。

Ｃ．職業別二依ルー氏μ嘸陽性率

　　　　　　　　　

-=i･
1．

　

90詮ノ機業工場子有人ル１某村二於テ、女

エト農業叉八一般職業ニ：従事セルモノトニ於ケ

ル陽性率トノ間二有意ナル差異ナシ。

２．

　

農村機業工場従業員二於ケル陽性卒ノヽ、年

齢ノ噌加二件ヒテ噌大フ、ルモ、ソノ噌大程度パ
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一般農村民二於ケル夫レト何等異ナル所ナシ。

3．

　

農村機業工場二於テ職エノ各年齢階級二於

ケル陽性率ハ金庫市各工場二於ケル職エノ夫レ

ニ比シテ著シク低卒ナリ。

４．

　

市部各種工場及他ノ2、3職業二就テ、各年

齢階級二於ケル陽性率ラ見ルニ、次ノ順位ヲ示

フヽｏ

a . 15乃至19歳例

製陶工場・裁縫工場・印刷工場・百貨店・娼妓・精

煉工場・電工場・製網工場・其ノ他工場聡子。｢ゴ｀

ム｣・洋家具製作)・機業工場・製柴工場

b．20乃至24哉例

印刷工場・製陶工場・娼妓・裁縫工場・百貨店・其

ノ他工場・鍼工所・製網工場・製菓工場・機業工

場・精煉工場

ｃ． 25乃至29歳例

印刷工場・製曼工場・裁縫工場・製陶工場・精煉工

場・鍛工所・娼妓・百貨店・其ノ他工場・製網工場・

機業工場

５．

　

各工場二於ケル従業者中金庫市出身者ノ占

ムル比率テ求ｙテ、ソノ高キモノヨリ列車スレ

バ、印刷工場・裁縫工IU4・製陶工場・百貨店・製網

工場・精煉工場・鍛工所・其ノ他工場・機業工場・

製菓工場ノ順位ナリ。印]チー氏反感剔生糸卜金

　　　　　　　　　　　　　

一
洋市出身者ノ占ムル卒ト､ハ正比例ス。

６．

　

金津市出身者が従業員ノ２％テ占ムルニ過

ギデル機業工場二於テハ各年齢階級二於テ、全

工場中最低ノ陽性率テ示シ農村二於ケルエ場従

業員ノ夫レト全ク等シ。

郎チ陽性率ノ高低ノヽ感染源ノ多寡二由ル事ハ索

然ナルモ、健康診断ノ巌密トナレル今日二於テ

ノヽ、各工場二於ケル陽性糸ノ高低ノ主ナル原因

ノ１･ハ感染源ノ多寡二依ルモノニ非ズシテ、感

染卒高キ都市出身者ノ多寡二職由スルモノナル

テ知ルト同時ニ、感染源ノ登見-・-・氏反庖陽性

　　　　　　　　　　　　　　　

－
率ノ高低ハ意義二乏シ､、

7．

　

各年齢階級二於テ、陽性率ノ最低ラ示シタ

ル市二機業工場二就テ調査スルニ、何レモ入社

後寄宿生活ニシテ、入社後ノ勤務月数ト陽性率

【第17巻
-

トノ開係ヲ見ルエ、月斂ノ噌加スルニ件ヒテ陽

性率ハ90箇月以内二於テノヽ著明ナル噌大サ示

サズ．斯川用係.’゛市出身者が60ｙ尹占ムル百貨

店二於テモ亦然ルテ見ル．而シテ斯ル職業二於

テ．’｀年齢ノ考慮ナキサ以テ、前者二就テ小學卒

業後直二入紅シタルモノニ就テ５箇年間二於ケ

ノl・毎１箇年７陽性率ヲ比較スルニ、始ｙ３年間

二於テ．’｀ヽ噌大ヲ示サズ、第４年ニシテ僅カニ噌

大シ、第５年二於テ漸ク50％ニ達スルニ過ギ

ズ．之レヲ女學生二於ケル陽性率ノ消長ト比較

スルニ全ク差異無ク僅カニ低シ．

要之、結核感染程度二開シテノヽ、検診ノ勤行セ

ラレ、且、訓練セラレタル集團生活ダヽ、然ラザ

ル軍偏心1活二比シテ低ク、斯ル事賓ハエ場等ノ

結核橡防二一ツノ示唆ヲ･典フルモノト謂フベ

Ｄ。市部村部工場二於ケル年齢ノ附加二伸フー

　　

氏反庶陽性牢ノ消長

1．

　

農村工場二於ケル従業員ノ年齢増加二件フ

陽性牢ノ消長ハ、35歳迄ハ農村民二於ケル夫レ

ト全クー致ス。郎チＣノ１ノ事賓ト相侯テ木新

二於ケル農村ノ機業化ハ今日迄考ヘラレ来タル

ガ如キ結核トノ濃密ナル開係ハ之レテ認ｙ得ラ

レデルモノノ如シ。

２．

　

市工場二於ケル従業員ノ年齢ノ噌加二件フ

陽性牢ノ消長ハ、市出身ト郡部出身トニ於テ異

ナ1ノリ、叉市工場ﾉ郡部出身例二於テ､ハ農村工

場二於ケル従業員トハ差異テ示ス。而シテ其ノ

差異ハ注目二値ス。印チ29歳例迄二於テ市出身

例ハ高キ牢ヲ示シテ増大スルモ、ソノ附大卒ハ減

少ヲ示フ、。之二反シ郡部出身例二於テダヽ市部出

身例ノ率ヨリ低キモ急激二噌大シ、ソノ増大牢

モ増加ノ傾向ラ示シテ30歳以後二於テ市出身

例ノ牢二一致ス。斯ル開係ハ他新郡部出身例二

於テモ亦全ク同様ナリ、而シテ斯ル青春期、青

年期二於テル急激ナル噌加・ヽ農村工場二於ケル

農村出身従業八及工場入社後寄宿生活ヲ･畳々レ

モノニ於テノ'ヽ全ク認ムル事能ハデル現象ニシテ

注目二値ス。印チ此ノ特殊ナル社會生物學的現
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象二於テ農村出身青年ノ結核二對スル危機が胚

胎スルヲ知ル。

Ｅ．結核死ごトニ氏反慮陽性率Ｆノ開係

1．

　

石川照二於ケル結核死亡率ノ'ヽ15晟乃至19

歳二最高ニシテ20な乃至24歳之二次グ、卸チ

急激ナル結核初期感染ノ行ノ｀ゝﾉﾚﾉﾚ時期一該常

スo

2．

　

結核ニョル出稼蹄郷者ノ結核死亡率ハ、小

學見童ノロ氏反庖陽性率最モ低キ能登地方二

於テ最モ高ク、之こ次イデ陽性率高キダヽ加賀地

方ニシテ、陽性率最モ高キ金原市二於テ最モ低

シ、郎チ死亡率､ハー・氏反座陽性デュ逆比例ス。

3．

　

市某高等小學校二於テ陽性率93.0ズテ示

シタル組アリテ、１年間ニ７名ノ結核死亡者ヲ･

出シタル組アリ。

　

ソノ入學時二於ケルー氏反庶

ノ陰陽雨群二分チテ、２群二於ケル死亡率ラ見

ルニ、陰性群二於ケル率ノ'ヽ陽性群二於ケルソレ

ニ比シテ２倍諦ノ大サナリキ。

要之、現今結核ダヽ農村病タラントセリ、、ソノ原

因ハ少クトモ木新二於テノ･ヽ、農村白膿ノ機業化

或ノヽ工業化ニハ非ズシテ、斂述セシ都市二於ケ

ル結核未感染ノ農村青年子女二於デノミ認ｙラ

ノレノレ所ノ特殊ナル赦會生物學的現象二由ルモノ

ナリト信ズ。従ツテ個人ノ結核慄防､ハ別トシテ、

大衆ノ結核憧防ノ立場ヨリスレバ、小學卒業後

ノ青年女子ニソノ目標テ置クベキモノニシテ、

ソノー氏反庖陰性者(未感染者)テシテ白ラ陽性

韓化期テ知悉セシｙ而シテ慄防法ヲ指導ス可ク

結核憧防機圖ヲ利用セシム可キナリ。

　

96．

　

石川懸二於ケル結核蔓延状況ト其ノ

　　　　

憧防施設二就テ

:ａ西

　

伺い1琵）

石川新ハ南北二狭少ナル地形ニシラ加賀、能登

２ケ國ニ、１市８郡(27町、170村)二分レ、戸

散約16萬、現住人口約80萬ヲ･算ス。

１．

　

明治43年ヨリ昭和10年二至ル累年結核死

亡卒テ全國ノモノト比較シ男女共二全國一比シ

高キテ示フ、。
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2。石川新二於ケル結核死亡年齢別表ヲ示シテ

全國ノモノト比較シ、女子二於テ異ナル型テト

ルコトヲボス。

３．石川新二於ケル市町村別全結核死亡率、肺

結核死亡率比較圖ヲ示シテ加賀地方ハ能登地方

ヨリ高率ナルヲ説キ、就中工場地帯、出稼人多

キ地二高率ナルザ示シ、此状態ノヽ漸次能登地方

二移ル傾向アルフ説明久。

4．昭和10年結核死亡Wi!c2,403名(人口１萬

對31.3)、肺結核死亡賓数l,580(人口１萬對

20.4)ナル多以テ之テ基礎トシテ患者数ヲ推定

スル時ハ24,000人位ノ患者アルテ想ノヽシルモ、

賓際二死亡屑二結核以外ノ病名ザ附スルモノア

ルヲ考へ、對策樹立ノ必要上、昭和５年、昭和

10年死亡届簿珊中、肺炎、気管枝炎、肺尖加答

見､肺浸潤、腹膜炎、慢性腹膜炎、肋膜尖、胸膜炎、

慢性肋膜炎、気管枝性喘息ノ病名アルモノテ引

キ出シ再ビ事賓調査ヲ･行ヒタルニ昭和５年ニハ

759名(人口１萬對10．0)、昭和10年845人(人

口１萬對10．9)ノモノガ結核ニテ死亡シ居ルコ

トテ究明セリ、然ル時ハ推定患者教｡・ヽ従来算ヘ

ラル教ヨリ､ハ相常噌加スルコトトナリ濁り石川

新ノミナラズ、全國的二憂慮二堪ペダル所ナリ

ト報告ス。

５．

　

石川新二於テハ瓢自膿ノ行フベキ憧防施設

ノ外、結核橡防協貪、前育協會、日本衛生會石

川支部、済生會、赤十字社等ト相携ヘテ對結核

施設ラナシ、官民協カシテ之二宮リツヽアルコ

トヲ述べ各種ノ施設二就テ其ノ成績ノ概要テ説

明セリ。

6．

　

最後二今後一層各施設ノ完備列

登見、早期療養ヲ勧奨シ、一面一般民ノ衛牛知

識ノ向上ヲ計り、生活状況ノ改善ヲ計りテ健康

石川ノ建設サ企圖セントスルト結論ス。

　　

97．

　

九大看護婦二於ケルマンツー氏反感

ソノ他ノ検索二就テ

田
川
林

貝
矢
小

勝美

言(耘。詣)
佐平

余等ノヽ1938年４月以来、九大附属醤院看護婦
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523名拉ビュ福岡市某工場従業員2571名（中、

女工1970名、男工601名）ニ就イテーンツー氏

反恚ヲ施行シ、「ツ・アレルギー」ノ推移、「ツベ

ルクリン」溶液ノ濃度－ヨルー・氏反庶出現卒ノ

差違、－氏反座ノ場所ニョル差異、赤血球沈降

　　　

一
速度トノ開係、マ氏反座ト登病トノ他二就テ検

　　　　　　　

--
索シ、一定ノ所見サ得タノデ之ヲ報告スル。

ソノ内容ノ詳細二就テヘ近ク木誌ヲ･籍リテ登

表シタク思フノデ、コヽニハソノ表題グタヲ掲

ゲル。

（１）九大看護婦二於ケル年齢別二依ルマ氏反廳

陰性率。

(２)福岡市某工場女子従業員二於ケル年齢別ニ

ョルマ氏反座陰性率。

(３)禰岡市某工場男子従業員二於ケル年齢別ニ

ョルー氏反吃陰性率。

　　

i■■㎜
(4)｢ツルクリン｣濃度､ニョル｢ツ・アレルギ

ー｣出現比較。

(５)勤務科別－ヨルー氏反庖陰性率。

　　　　　　　　　　

－
(６)勤絞年徴ニョルー氏反恚陰性率。

(７)内科勤務看護婦、勤績年斂ニョルー。・氏反恚

陰性卒。

(8)-i・氏反忠陽性者、｢ツ・アレルギー｣ノ程度二

就テ。

(９ノー氏反忠陽性、陰性、拉ピ二年齢別ニョル

　　

ー
赤沈反忠。

(10ﾀ月経卜赤沈反忠。

(11)｢ツ・アレルギー｣1ヽ登表。

(12･ソノ他。

　

98．

　

大連市某會赴就職希望者1453名ノ

　　　　

結核ヲ主トセル身謄検査成績

回

　

正づ雲霞）

大連市某會紅就職希望者i/41207名(年齢15―40

歳)、女246名(年齢15―20歳八計1453名二就

テ理學的診療、赤沈反廊、｢ツベルクリン｣反庖拉

二胸部Ｘ線寫具撮影尹行ツタ所、肺二結核病受

性有り加療ヲ･要スル者男43名3．6％、女６名

2．4％、病憂軽度叉ハキバ硬化セルモ尚過激ノ

ヒj
日 【第17巻

努働ヲ禁ジ注意スベキ者男69名5．3％、女22

名７％が存シタ。、自]チ合計140名9．6％ノ無自

受性結核患者ク登見シタ。男子二於テ八年齢ノ

増加ト共二明カニ噌加シテ居ル。

以上ノ者子病型別一分テバ、結核初感染症46

名、肋膜炎17名、浸潤性早期型肺結核22名、

血行性早期型10名、浸潤性晩期型９名、血行性

晩期型３名、再燃性肺結核８名、肺尖結核25名

デアル。

上記140名ニツキ理學的所見ノ有無、醗温、赤

沈反嘸、策養状態テ見ルト

1)理學的所見有ル者42．1％、無キ者57．9％。

2)膿温、全員二於ケルト大差ナク要注意者ハ

健康者ト全ク同様、要加療者二於テ其17％が

37.1°Ｃテ越エルニ過ギナイ。

3)赤沈速度、無自愛性結核患者ダヽ比較的軽症

ノモ｡ﾉ乃至慢性二経過スルモノガ多イ開係上赤

沈速度ノ'ヽ必ズシモ促進セズ、要加療者ノ４分ノ

１ハ正常赤沈値チ示シタ。

4)優養、全員二比シ優養ノ侵サレ居ル者が浅

カニ多イガ牛敬ハ優養良好デアル。

次二全員二於ケル｢ツベルクリン｣反恚陽性率、

醵温、赤沈速度二就テハ、｢ツベルクリン｣反嘸

陽性率ハ15―16歳二於テ約50が(男44.2%、

女55．5χ)デ23―24歳二於テ80％サ越シテ居

ル。自]チ内地大都市ノ陽性率二近似シテヰル。

醗温ハ全員平均男36.60°Ｃ、女36.52 Cデ37.1°C

以上ノモノノ･ヽ男6．8％、女9．4％デアル。種カ

ナル検査ノ結果健康ト認ｙラレタ男482名、女

109名二於ケル幄温平均モ男36.60°Ｃ、女36．57)Ｃ

デ全員平均ト等シク、37.1 C以上ノ者モ男６．４

が、女9．3％デアル。削]、健康成人二於テ通常

状態二於ケル通常検温法ニテノヽ１割近クニ所謂

有熱者ガアル。

赤沈速度ハ余が星卜共二冊表セル如ク年齢拉二

性ニョツテ異ツテヰル。全員平均､ハ男6.57mm、

女12.4 mm。 16 mm以上ノ男8．3％、21 mm以

上ノ女12.2%デ、健康者ノミデ｡ハ平均男4.92

mm、女10.94 mmデ、16 mm以上ノ男5．2％、21
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ｍｍ以上ノ女８％デアル。

Ｘ線像二於テ毛髪線ヲ認ノ･タ者ハ約25％デ、其

出現頻度八年齢、｢ツルクリン｣反憲二開係シ

ナイ。叉毛髪線以外何等病良ナキモノノ肥温、

赤沈速度ハ健康者ノソレト全ク等シイ。印]チ毛

髪線が直接結核二開係ナキ正常肋膜ノ投影デア

ル事が分ル。大部分ハ右側上葉1ヽ中葉トノ境界

肋膜デアル。

結核ノ既往症ヲ有プ、ﾉﾚ男95名7．9％アリ、人レ

等二於ケル現在ノ肺所見へ全ク異常ナ奏者30

名、残遺アル者36名、倚注意ラ要スル者18名、

加療テ要スル者11名デアル。之－ヨレバ結核

が如何二途中ニテ醤療列

分ル。女子デ・ヽ結核ノ既往症ヲ有スル者ハ３．２

％ニ過ギナ４．

上述ノ如ク大連市二於テ就職希望ノ所謂健康成

人ニ､ハカナリ多斂ノ結核患者が登見セラレル。

卸チー般人ニモ多数ノ結核患者アル事が想像

セラレ、定期二身膿検査尹行ヒ、之ニョリ斯ル

無白受性結核患者二早期治療ノ機會二災へ、同

時二他ヘノ感染テ防グ事ノ必要が痛感セラレ

ル。而シテ之－ハ剪温、毫養、打聴診ノ如何ノ

ミデハ極メテ不完全デ、更ニ｢ツベルクリンゴば

憲、赤沈反庖ヲ行ヒ疑ハシキ者ノＸ線検査ヲ行

フカ、出来得レバ全員ノＸ線検査拉二喀痰検査

ラ行フベキデアル。

　　

質

　

問

　　　　　　　　　　　　　

稗

　

田

　

五

　

郎″

理學的憂化ト｢レントゲン｣像トノ開係如何、例

ヘバ肺尖部打診音短ナル時｢レントゲン｣寫真上

肺尖部二刈萱化ナクシテ肺門部二受化アルモノ

アリ。カヽル場所的開係二相異テ来タス場合ニ

ツイテノ御観察如何。

　　

匁:

　

辨

　　　　　　　　　　　　　

秋

　

月

　

正

　

一

'｢レントゲン｣像ヲ見テ後、診察尹行フカラ、コ

コニ掲ゲタ理學的所見アル者ノ比率､ハ最大値デ

アリース。理學的所見ヲ･認ノル所ト、｢レントゲ

ン｣像ニテ病愛刑温ｙル場所トガ異ツテヰル場
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合モ時。々アリマス。之サモ有所見二入レテ比卒

ヲ･出シマシタ。

　

99．宮城懸某甲村3000名丿健康調査成

　　　　

績二就テ

星

　

東北帝大
圭(熊谷内科)

昭和13年10月宮城賑愛島村全村民二就キ前年

同様ノ検査ヲ･施行シタノデ、其成績址二是等検

査二依り知り得タ事賓ヲ總括報告スル次第デア

ノレｏ

受診者總敬ハ2414名デ現住村民ノ77．8％ニ常

り前年ヨリ12.1%減少シ、「ツベルクリン」反嘸

陽性卒ハ平均28．3％デ前年一比シ3．4％ノ増加

ヲ見、之。サ年齢別二比較スルト第１圖ノ如クデ

曲線ノ形ハ同様デアルガ幾分急峻トナリ青、成

年者二於テ噌加著明デアル。２年間連績受診セ

ル村民中「ツ」反嘸陽性輯化セル者166名デ前年

度陰性者1435名ノｎ.6％ニ常リ、之ラ年齢別二

親ルト第２圖ノ如クデ、年齢ト共二噌加シ41－

50歳39％テ頂鮎トシ以後減ズル。郎チ人生ノ活

動期二於テ最大デアル。熊谷内科ノ仙豪市二於

ケル集團検査14000名ノ成績二於テモ同様年齢

ト共二糖化阜ノ上昇ヲ見ルガ同曲線二比シ愛島

村ﾉ夫レフ殆ンド差ヲ示サメ事ハ驚異二値スル。

登見結核患者ノヽ要看覗60名、要治療10名、計

70名デ全検査倣ノ夫々2．5、0．4％ニ常り中開

放結核・ヽ僅力２名デ前年一比シ減少が著シイ。

其病型７年齢別二見レバ第１表ノ如ク初感染二

届スル所見が極ノテ高齢二迄見ラレ、晩期型、

肺尖結核及再燃結核｡ハ幼少者－ハ見ラレ得ナ

イ。以上ノ中37名ハ13年ノ新患者デ４名ノ要

治療患者、１名ノ開放結核患者ヲ含ミ、陽性糖

化者ニシテ「レントゲン」寫真土所見テ有スル者

ノヽ15名デ其登病率ハ9．0入ブデアル。前年登見シ

タ開放結咳ノ轄蹄ハ９名中３名死亡、２名治癒、

１名離村シ、２名ハ非開放性トナリ、開放性ノ

優持鎖セルダヽ１名二過ギズ､13年新患ノ開放結

核１名ダヽ村外－テ碓病蹄村セル者デアル。

扨テ昭和12年及13年二亙り調査シタ成績二基
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ヅキ木村二於ケル結核ノ疫學的状況ヲ･考察スル

ニ、近年二於ケル結核死亡卒ノ増加、｢ツ｣反忠

陽性命ノ増加、特二陽性糖化命ノ高イコト、及

荒雄村二比シ結核罹患卒ノ高イ鮎ヨリシテ木村

ノヽ現在急激ナル結核ノ侵襲二曝サレテ居ルモノ

ト考ヘラlノル。然ラバ之ハ如何ナル原因二基ヅ

クカラ知ル篤、昭和12年二於テハ環境二依ル結

核感染命拉二罹患卒テ員査シタ。其結果ハ第２

表ノ如クデ｢ツ｣μ忠陽性命ハ都市生活省二最モ

高ク、開放結核ノ同居者が之二次ギ、叉結核罹患

卒､ハ開放結核教師受持見童及開放結核同居者二

高ク、都市交通者ノ夫レハ同居セザル開放結核

患者家族二近似シテ居ル。併シ開放結核患者ハ

都市交通者中二最モ多ク見ラレ、今都市交通者

中ノ結核病型ヲ示スト第３表ノ如ク、何レモ活

動性デアル。

次ニ２年間二登見シタ開放結核ノ登病地ラ示フ、

ト第４表ノ如クデ以テ都市交通が農村ノ結核傅

播二如何二大キナ影響ヲ貢ヘルカガ分ル。更ニ

13年ノヽ登見結核患者及ビ｢ツ｣反忠陽性韓化者二

對シ満３年以来有シタル結核感染機會チ戸別訪

問シテ質シタル處其結果ハ第５表ノ如ク茲二於

テモ都市交通が優位ヲ占ノテ居リ、叉開放結核

教師が見童ノミナラズ一般村民ニモ大ナル影響

ヲ貨ペダル事ヲ見逃シ得ナイ。家庭内二感染源

ヲ有スル者が結核患者二多ク、軍ナル｢ツ｣反忠

陽性糖化者二少ナイ事賓ハ登病ト濃厚感染トノ

開係ヲ示シテ興味が深イ。然ラバ都市生活ノ結

核感染二於ケル意義如何予知ル橘、私白身仙豪

市二於テ調喪シタ開放結核家族及山形部、宮城

部下農村ノ開放結核同居者ノ｢ツ｣反庶陽性命テ

一般､市、村民ノ夫レニ比較スレバ第３圖ノ如ク

デ仙豪市ノ結核家族二於テハ５歳迄ニ45％ラ

超エ、以後極ノ･テ緩カニ上昇シ21－30歳80ガ

トナリ、一般市民デハ15歳ヲ･過ギテ急激二上

昇シ、21－30歳デ結核家族川剔生卒二追付クェ

反シ農村二於ケル結核家族ノ陽性命八一般村民

ヨリモ各年齢二於テ10－20χ高イ丈デアル。之

ヨリ見ルト都市生活者ノヽ農村民中最悪ノ條件ヲ

【第17巻

有スル者ヨリモ結核感染ノ危瞼卒高イコトニナ

リ、軍隊二於テ｢ツ｣反座陽性韓化阜ノ高イコトモ

之ヲ･賓謐シテ居ル。愛島村二於テダヽ大正末期ヨ

リ人ロガ過飽和ノ状態二在リ、現住人ロズヽ10年

間二僅カ90名増シ居テルノミナルニ、出寄留人

ロハ930名噌加シ年々100名ノ村外移住ガアル

譚デアル。一方交通機開ノ登達二依り仙豪市ノ

近郊ト化シツヽアル賓状ヨリ考ヘテ近年木村二

於ラ示シタ急激ナル結核侵襲ノ原因トシテ第一

二都市交通が畢ゲラレ、梢イテ２人ノ開放結核

教師が相次イデ赴任シタ事、叉開放結核患者ノ

１人が村デ唯一ノ理髪師デアツタ事が畢ゲラレ

ル。都市ノ登展が漸次其郊外ヲ披大シ従来ノ農

村が急激二都市ノ影響テ受クル時結核モ亦急激

二侵襲シ爽ルノ｀ゝ勿論ノ事デ木村モ亦其１例ナリ

ト考ヘラレ、斯ル村ノヽ現時日本二於ケル結核像

防ノ重要ナル目標デアルト信ズル。-

　

100.

　

宮城懸下某乙村二於ケル集團検査

　　　　

成績

楠

　

信男
大山

　

文路東北帝大
松野隆二郎(熊谷内科)
佐山他次郎

安西

　

剛‰品Ｊ)

余等ハ昭和13年11月宮城瓢志田郡荒雄村ノ全

村民二就テ、結核ラ主眼トスル集團検査ヲ施行

シタノデ、其ノ概要ラ此處二報告スル。同村ハ

大崎平野ノ一部ニアリ、人口約１萬テ有スル古

川町二接シ、之ラ東北ヨリ東南ニカケｆ牛バ取

り巻ク如ク位置シテ居り戸tic 357、人口約2500

ノ村デアル。住民ノ大部分ノ'ヽ農業ヲ･職トシ、極

少数ノ者が古川町二通勤シテヰル。富裕ナ村デ

ハナイガ特二貧村デハナイ。

受診人員ハ常時村内二居住セル者ノ91．3％デ

アツタ。全受診者二先ヅ｢ツベルクリン｣皮内反

座ヲ･施行シ、學齢見童以上ノ者デハ赤沈逍度ヲ

モ測定シ、其ノ結果必要ナ者ニ｢レントゲン｣透

覗叉ノヽ撮影ヲ行ツタ。

｢ツベルクリン｣陽性牢ハ平均24％ニ過ギズ驚

ク可キ低率ヲ示シテ居ル。之ラ年齢別二見ルニ
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第１表ノ通りデ、陽性率ダヽ年齢ト共二次第二上

昇シテ16―20歳デ約20％ニ達シ、31―35歳デ

漸ク50％トナリ、56－60なデ最高率70％ニ達

シ、夫レ以上ノ高年デハ再ビ減少フヽル。女子ノヽ

青年期テ過ギレ八一般二男子二比シ陽性察､ハ低

イ。今｢ツベルクリン｣陽性率ヲ家族的二分ケテ

考ヘルニ(第２表)、最高陽性率ヲ示フ､モノハ現

在開放結核患者有ル家族デアリ、ソノ陽性率ノヽ

同村平均ノ約２倍尹示シテヰル。之二比スレバ

過去10年以内二結核死ノ歴史アル家族ノ陽性

卒ハ少シク低卒デアル。散見サlノタ結核患者ノヽ

22名デ、ソノ病型ノヽ第３表二見ル通りデアル。

印チ若年者こ一早期結核が多イ傾向が認ノラレ

ル。23名中要治療患者・ヽ８名酒開放結核３

名八要看覗患者14名デ、全検査人員二對スル

比率ノヽ結核患者が1．06.％、開放結核が0．15％

デアル。此ノ数字ハ我國ノ一般二比シ可成二少

･fト､l､バレル。・

是等ノ結核患者ノ罹病ノ原因ラ調ベテ見ルト第

４表二見ル如ク、牛数以上ノヽ結核原因ヲ有スル

者及ビ都會トノ交渉ノ有ツタ者カラ見出サレ

ル。殊二要治療ノ者ハ大部分雨者ノ中ニアリ、

開放結核ニツイテ見レバ３名中２名ハ家族内傅

染ニョリ、１名ハ都市二於テ感染シタ者デアル。

卸

一定地匯二集注スルヤウナ傾向ハ見エズ、全ク

散在的デアル。

郎チ同村二於テハ第一二家族内傅染、次デ都會

トノ交渉が結核特病ノ主因テナシテ居リ、カヽ

ル者二比較的重症結核が多ク見出サレルモノノ

ヤウデアル。

第５表ハ｢ツベルクリン｣反座ノ家族集積卒ト結

核患者トノ開係ラ示スガ、家族人員ノ1/4以上

印チ同村ノ平均陽性命以上ノ集積卒？示ソ、家族

ノヽ全戸数ノ40％ニ常リ、氏ノ内二結核患者ノ75

％が散見サレル。殊二開放結核ハ總テ此ノ内二

含レテヰル。此｡ノ事賓ダヽ昨年同僚、星が愛島村

二於テ認ｊタ事ト全ク一致シテヰル。受診人員

３名以上ノ家族デ全員｢ツベルクリン｣陽性デア

ヒj
日
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ツタ家族ノヽ僅力－３戸二過ギナイガ、１戸こｰﾉヽ

開放結核及ビ肺門淋巴腺炎各１名、１戸ニ。･ヽ初

感染浸潤１名、他ノ１戸ニハ著シイ結核死ノ歴

史ヲ'認ｙル事が出来タ。

以上ノ結果ラ星が愛島村二就テ得タ結果ト對比

スルニ西村ノ｢ツベルクリン」陽性率ニハ大差ナ

ｆノニ愛島村二於テハ甚グ多欲ノ結核患者が見

出サレテ居ル。とノヽ該村が仙豪市ノ近郊､ニーアリ

近年ニナツテ特二交通が頻繁ニナツタコトト、

２名ノ開放結核ノ牧師及ビ１乙名ノ理髪師が病毒

ノ傅播者々ツト･‘テヰタ鴇ニ、近年ニ､ナツテ急

激二重篤ナ結核菌ノ侵襲サ受ケタモノト解サレ

ル。之ニばシテ余等ノ荒雄村二於テハ此ノ様ナ

事賓が認ｙラレズ愛島村二比・丿ヽごレバ出稼人モ少

ク、結核患者八万口村民トノ交渉ヲ･遠慮－リレ傾

向ガアリ、之が雨村ノ疫學的状況二差異大生ジ

タモノデアラウｈＳバレル、、

　

101.大阪市内中心部某小學校児童及幼稚

　　　　

園見二於ケル結核集團検診二就テ

　　　　　　　　　　

坂木

　

義教

　　　　　　　　　　

隷響(私設)

昭和12年以降毎年大阪市内中心部二於ケル某

小學校及幼稚園二於テ結核集團検診尹行ヘル

ガ、今同ハ昭和13年度ノ成慎二就テ報告セン

トスｏ

検査人員總欲､ハ學童園見尹併セテ1041名ごこ､シ

テ總テ現在通學通園中ノモノナリ､、検査事項中

｢ツベルクリン｣皮内灰吹、赤血球沈降座度(コ

　

レ゛

ダヽ第４學年以上ノ學童二就テ行ヒタリ)、胸部

｢レンiヽデン｣撮影(コレハ胸部理學的所見アル

モノ、｢ツ｣反息張キモノ、赤沈ノ早牛者等ヲ'選

ビ行ヒタリ)等二就ｆ報告彭

｢ツJJ丈吹ハ2000倍鳶｢ツベトルクリン｣0．1 C.Ｃテ

上牌ノ皮内二注射シ、48時間後之ヲ･判定シ、良

赤ノ直径４ｍｍ以下ヲ陰性トシ、５ｍｍ以上々陽

性ト孔幼稚園－テハ220名中陽性者ハ51名、

陽性率ハ23．18％ニシテ、前年ヨリ0．8ぢ多シ。

小學校ニテハ陽性者ハ82!名中333名陽性卒パ

40．56χナリ。學年別一之テ見ルニ、第１長ノ



600 總會演説要旨

第１表

　

大阪市内某小學校児童｢ツ｣反嘔

‾｀｀　　「ｸ」づ一

片誉牡
一　　十 計

　　　゛學年ト

陰性率バ
　　　　陰性奉

＋ 十十 併 冊 計 陽性率
學年ト

ジテノ陽性率

１　年
男 13 ６ 19 70.37％

76.68％
２ ３ ２Ｕ ８ 29.63％

23.32％

女 12 ８ 20 80.00％ ０ ２ ３ ０ ５ 20.00％

２　年 男 37 ２ 39 61.90％
64.57％

３ ８ 13 ０ 24 38.10％
35.43％

女 37 ２ 39 67.24％ １ ９ ８ １ 19 32.76％

３　年 男 59 ５ 64 65.20％
63.98％

２ ９ 23 ０ 34 34.80％
36.02％

女 56 ３ 59 62.76％ ４ 10 21 ０ 35 37.24％

４　年
男 45 ５ 50 52.63％

53.37％
６ 14 25 ０ 45 47.37％

46.63％
女 35 11 46 54.11％ １ ６ 30 ２ 39 45.89％

５　年 男 35 ４ 39 60.00％
58.00％

０ ９ 16 １ 26 40.00％
42.00％

女 39 ７ 46 56.09％ ２ ８ 26 ０ 36 43.91％

６　牟 男 27 10 37 54.41％ 51.79％
１ ２ 28 ０ 31 45.59％

48.21％

づ　女 20 10 30 49.18％ ３ 12 15 １ 31 50.82％

總　　　計 415 73 488(59.44％) 25 92 210 ６ 333(40.56％)

一晋赤ナシ

十十我赤11―20mm

土曇赤1―4mm

併登赤21―30mm

十曇赤5―10mm

冊晋赤31mm→

【第17巻

如クヽ下級學年３リ上級學年ニナぶニ従l=ﾆ陽性

　　

見二於テ６名(2．72％)、學童干於テ55名(6.69

率べ斬次噌加フヽ。男女別二之ヲ'見ルニ、男見ハ

　　

％)ニ就テ行ヒタルガ、園見ニハ｢レントゲン｣所

女見一比シテ下級學年ニテ。’ヽ陽性卒高ク、漸次

　　

見アルモノ無ク、叉活動性肺結核ト認ノラルル

上級學年二進ムニ従ヒ反對二低シ。印チ女見ハ

　　

モノ１名モ無シ。學童ニアリテノヽ、肺門部陰影

男見ヨリモ年齢ノ噌加二依ル｢ツ｣反古陽性率ノ

　　

ノ弼度二噌加゛ル゛ノ８名(0．97％)、コノ中肺

増加著シ。前年ヨリ１ヶ年間ノ経過ヲ見ルニ、

前年二於テハ陽性阜38．85％ごーシテ１年後二於

ケル陽性率ノヽ40．56χニシテ、1．71谷ノ噌加ナ

リ。尚１ヶ年間二於ケル陽性輯化者ハ43名ニ

シテ、5．23％ニ″訪レリ。

赤沈ノ検査ハ第４學年以上ノ學童455名二就テ

行ヒタルガ｢ツ｣反憲陽性度ノ噌加二件ヒ赤沈ノ

増加スル傾向アリ。

　　　　

第２表

　

赤沈ト｢ツ｣反鹿1ヽノ開係

＼｢ク｣
　＼反鹿
赤＼

　沈＼

- 十

四
＋ 升 併 冊 計

1―10 ,104 14 ９ 29 56　　2 1　214

11－20 1 70 27 ３ 13 63 , 1 177

21―30 18 ２ １ ５ 13 ０ 39

31―40 7 ０ ０ ４ １ １ 13

41―50 １ ０ ０ ０ ３ ０ ４

50以上 １ ４ ０ ０ ３１　０ ８

次二胸部「レントゲン」撮影ノヽ前述ノ如キモノ園

門淋巴腺結核卜思・ヽレルモノ１名ナリ。肺野う

軽度ノ浸潤陰影ヲ認ｙルモノハ５名(0．60％)ニ

テコノ中活動性肺結核ト認ｙラレルモノ２名ナ

リ。狗中等度或ヒハ強度二陰影アルモノ或ヒノヽ

播種型ノ如キ重症ノモノハ１名モ無シ。以上ノ

如ク活動性肺結核ト認ノラレルモノハ３名

(0.28%)ナリ。

嗇、前年ノ集團検診ノ結果注意ラ受ケタル學童

及園見｡ハ直チェ適営ナル療養ノ結果凡テ良キ結

果ヲ見タリシモ、唯１名、親ノ無理解ヨリ療養

セデリシタノ終二不幸ナル結果ヲ･見タリ。

　

102.

　

大阪府下小學教員ノ集團検診二就テ

中ttお脇努勁
坂本

　

義教

　

禰永

　

融

　

鶴崎平次郎

　

栗林忠夫阪

　　

大

　

山野

　

正二(今村内科)

　

田ｷl

　

折i｣琲

　

谷口

　

三郎

　

大賀

　

弘毅
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現下我國國民幄位向上ノ彊ク叫バレテヰル時ニ

アタリ、小學校教員ノ結核ハ殊二重要ナル問題

ト思考サル。此時ニアタリ今村内科ノ大阪府二

對スル協力－ヨリテ行ハレタル大阪府下全小學

校教員集團検診ハ大イニ意義アル故二此處二成

績ノ一部テ報告セントス。

検査教員總斂ハ552校（市内校256校、市外校

296校) 11844名（男教員8132名、女教員3712

名）､検査項目ハ身長、酸重、胸園、握力、背筋

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

ヒj

日
601

１

j力、肺活量、理學的検査、検痰、検尿、検便、

赤血球沈降反座、「ツベルクリン」皮内反座、及

ビ胸部Ｘ線撮影等ニシテ、胸部Ｘ線撮影總数ハ

1212名ニテ被検者總倣ノ10．2ガユ常レリ。

以上ノ検査項目ニョリ膿位テ第１表ノ如クＡ．

Ｂ．Ｃ．Ｄ．Ｅノ５群二分チ、Ａ及ビＢ群ヲ活動性肺

結核、Ｃ群ザ疑活動性結核トナセリ。而シテ活

動性肺結核ノ者98名（0．83％）ナリ。Ｃ群ヲ合

スレバ280名（2．3％）ナリ。

　　　

表

匹分 胸部理學的所見 ｢ク｣反庶 ｎﾂﾞ沢諮 胸部Ｘ線像

　　　　　！　Ａ

活動性・

肺　結　核　　Ｂ

打診　短　濁

聴診　水泡音
　　　呼吸音粗鋭
　　　呼気音延長

＋ 促　進 ＋ 溶出型
混合型

＋ 促進一　士
溶出型　早期浸潤
混合型　肺門結核
壇殖型肺尖結核

疑活動性

肺　結　核

Ｃ 打診　短

聴診　呼吸音粗鋭
　　　呼載音延長

＋ 促進Ｊ　―　考殖型

Ｄ 十
一

正　常

促進
-

疑･ヽジキ陰影　　　ｌ
（肺門淋巴腺腫脹）　！

健　康　僣 Ｅ 十

四
正　常 -

　　　　　　　　　　　　　　　　「

病的所見無ジ　　　｜

喀痰中結核菌ヲ･謐明セル者28名ナリ（第２表）。

其中１名ハ休職中ナルモ、他ノ27名ハ勤務中

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第
２

ノ者ナリキ。28名中何等カノ白畳症状尹有スル

者約７割ヲ算フ、。

　　　

表

年　齢 人　負 ｢ク｣反胞陽性率 Ｘ像撮影撒 喀痰中T.B菌 活動性肺結核

20－60 11844 I　10364(87.5覧) 1212ﾌﾞ10.2%) 28(0.23?ぶ) 98 0.83％）

　　　　　　　　　　　　　

Ａ.Ｂ群98名

　　

Ｃ群182名

　　

計280ぐ2．3％）

「ツベルクリン」皮内反庶ハ傅研製菖「ツベルク

　　

ノ者ヲ陽性トナシタル結果ノヽ第３表ノ如ク被検

リン」2000倍稀郡液0.1 c.c.^上勝内側皮内二注　　者總敬二於テハ陽性卒87．5％ニシテ活動性肺

射シ48時間後二判定シ，無反座ノ者及ビ登赤ノ

　　

結核ノ者二於テハ全部陽性ナリキ。

　

十八登赤

４ｍｍ以下ノ者ヲ陰性トナシ，登赤５ｍｍ以上

　　

5―10mm, 4-トハ11―20mm, -Hfハ21―30mm。

　　　　　　　　　　　　　　　　

第３表

　

「ツ」反吐分布

陰

-

㎜

性
一
土

仝被検者

一一

活動性肺結核

1127

　

1

　

353

　　

12.5％

Ｏ

　

１

　

０

　

Ｏ％

＋

-
578

4.9％
-

　

2

2.0％

冊ハ31mm以上っ

赤血球沈降反座ハウェクヽデクルーシカヴツ法

陽

十十

一
2910

24.6％
-

　

29

29．6％

榊

　

6503

54.9％

　　

62
63.3‰

性

冊

373
3.1％
一一

　

5
5.1リ

計

11844

98

ニテ施行シ１時間値ヲ･治i:タリ。男子二於ラノヽ

1－10mmノ者75．5％、女子二於テハ1―10
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第↓表

　

赤血球沈降反態分布(１時間値)

｜赤沈1　1－10ﾚ11―20 21―30 31―40 41―50 51以上 計

　　　　　6146　1　1381！　男　75.5％i i7.0％
　346

4.3％ 　102　　　　　　611.3%　　0.8％
　96

1.1％
8132

　　　　　　Ｊ　　心̃　」－　　　　　＿　.　　I　1235　　1　　1541　　１　　　507
仝被機巧　　女　33.3％づ1.5?ぶ　13.1%

　179
4.8％

　102

2,1%

　148
4.0％ 3712

。　　　7381　・2922

計　62.2%　.　24.2?ぶ
　　１

　853　　1　　　281
7.2％，2.,↓％

　163
1.4％

　244
2.1％

11844

　　　　　　　　　　　　　　1　　　　4　　　　11　　　　　　　　　男　J　1.2％　　4.9％　13.4％

活動性肺結核　Ｉ　女　　　　o　j　6.2!レ18.8うし
　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　，

　　16　１　　10

19.5％　12.2％
　　40
48.8％

82

　　16.2ぢ
　　2
12.4％ 　　956.4％

16

ｆ　　　　ｌ　ｉ　　５計1 1.0％1 5.1％
　　　14
14.3％

　　17

17.4%

　　12
Vl.2%

　　　49
50.0％

98

mm 33．3.％、11－20mmノ者41．5χ、合シテ

1－20mmノ者75ズナリ。活動性肺結核ノ者二

於テハ第４表ノ如ク、中等度以上促進セル者大

多敬ナリ。

其他被検者ノ年齢及ビ勤績年数、醒温ト是等ト

ノ開係、拉二女子二於テノヽ月経、妊娠トノ諸間

係？モ調査セリ。

今後力ヽル集團検診ヲ･更二絞行シ、尚「ツベル

クリン」皮内探憲及ビ赤血球沈降反庖等ノ補助

的診r折法テ活用フ､ﾉﾚﾄ共ニ、赤沈ノ促進が、結

核二非デル他ノ疾患ニョリ如何ナル程度二影響

サルルカ紆研究セン1｀ス。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

坂

　

本

　

義

　

教

集團検診特二教員ノ集團検診ノ結果、活動性肺

結核ト認ノタル者ラ如何二處置ス可キカニ就キ

テハ誰シモ熟考ス可キモ、我等ノナシタル大阪

府小學校教員値格検査ノ結核ニョツテ活動性肺

結核ト認ノタル者ニハ府が休職サフ、カ、叉ハ休

養テ呉ヘテヰルモ、経済上ノ問題アル認二一白己

二不利ナル黙ハ陰蔽シテ訴ヘズ、喀痰出ズナド

ト言ツテ復職セント努カシテ我等テ困惑サセテ

ヰル。兎角将来胸部疾患ノアル教員ノ處置テ如

｛可ニ’7ヽ゛キカノ一助1｀ナルモノト､Ｓハルｃ

　　

答辨

　　　　　　　　　　　　　

田

　　

村

　　

節

　　

良μ

現在教八移動アル馮二明カナ統計テ取ツテハ

ヰメガ、市内市外校二於ラハ大差ナキモノト認

【第17巻

ﾉ”ス、統計ハ後日追ツテ登表スル憬定デアリ

マスｎ

　

103 某青年２萬誄名ノ集團検診ノ成績

山木和男阪

　　

大
液内兵一郎(今村内科)池内兵一郎

國民ノ健康ヲ噌進シ、其ノ膿位ノ向上ヲ計ル事

ハ我國現下ノ情勢二鑑ミ、緊急ノ要務ニシテ、

就中青年層ノ膿力増進ハ忽諸二附フ、ベカラデル

重要事ナリ。殊二近年結核疾患ノ蔓延、壮丁膿

格ノ低下が叫バルヽ時二余等ハ斯ル大多散ノ集

團検診ヲ･賓施セリ。結核性疾患二開スル成績次

ノ如シ。

１．被検者ハ男子青年21, 362名ニシテ、其ノ年

齢ハ19な、20歳テ主トス。

２．

　

被検者ノ地理的分布ハ４市4,114名、26町

5,924名、170村11, 324名ニシテ、其ノ職業ノヽ

各種ヲ網羅シ、市町村ヲ通ジエ業最多散33．32

％ニシテ、商、農、公務自由業、學生、交通業

之二次ギ、鍍業(人夫)、水産業甚グ少シ。

３．被検者全員二就テノ｢ツベルクリン｣反廳陽

性卒ハ69．13％－シテ張陽性命ハ17．6％ナリ。

｢ツ｣反庶ハ2000倍0.1 c.a皮内48時間判定ニシ

テ登赤ナシ、及４ｍｍ迄ヲ陰性トセリ、十ノヽ5－

10、丑ハ11―20、併ハ21―30、柵ノJ1以上。

４．｢ツ｣反庖ヲ市町村別二観察スルニ陽性命ハ

市74.82.?^、町68．35％、村67．47χト漸減ス。

５．｢ツ｣反咆ト職業トノ開係ハ學生、公務自由

業陽性卒最モ高ク、無業、商業、交通業、工業、
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鍍業(人夫)ノ順1ヽナリ、農業最モ低シ。水産業

ノヽ最高率子示スモ少倣例二付キ確定シ難シ。

６．被検者全員二就テノウェフヽテルゲレーン法

　　　　　　　　　　

-一一-一一-一一一一･--･
ニョル１時間値赤沈成績､ハ正常ナルモノ(1－10

mm)78．44％、梢ｌ促進セルモノ(11－20mm)

13．80％、軽度促進セルモノ(21－30mm)3．り5匹

中等度促進セルモノ(31－50mm)2．45?、、強攻

促進セルモノ(51mm以上パ1.36ブダユシテ、中等

度以上促進セル者ハ3．81≒ニ及ブ。

７．赤沈値テ市、町、村別二観察ノ、ルニ中等度

以上促進セル者ハ市二於テ町村ヨリ梢ｌ多キモ

著明ナラズ。

Ａ）

肺

　

結

　

核
--

　

Ｂ）
中等症¦

603

8。

　

赤沈値卜職業トノ開係。學生二正常値ノ者

多ク、中等度以上促進セル者斟シ。中等度以上

促進セル者多キハ無業、交通業、工業ニシテ、

商業、農業、公務自由業、水産業之二亜ｸﾍ

９．「ツ」反恚ト赤沈トノ揖係。赤沈正常ナル者

－「ツ」ば座陰性者多ク、赤沈促進フ､ル従ヒ、「ツ」

反唐陰性者テ減ズ。「ツ」反庖陽性者二就キテモ

赤沈促進スルニ従ヒ、瞳陽性者ザ増加フ、。

10．被検者21, 362名中、結核性疾患ノ疑アリ

テ、Ｘ線検査ヲ要犬’ヽト認ノ･シ者1,680名7.86ガ

エシテ疑活動性結核ヲ含ム結核性陰影アル者

773名3．62Tし、活動性結核（漁性拉ビュ乾性肋

要Ｘ線者1,680名ノ病型別

肺門淋巴腺腫脹

Ｇ
肺
腺

）

　

鳥）

門淋巴屈llで1部中

結核

　

海度肥大

- － － － －

C3）

肋

　

膿

　

炎

肺門部帽温乾性肋

仇）
陳鳶性肋

E）
疑活動
結核

‐
－

　
　
　

生

　
　
　

・
１

活動性及
疑活動性
陰影ヲ認

メズ

　　

78

　

10.09（

　

ｘ
(11

1Ｈ

　
　

／
り

Ｊ
ク
／

’
―

　

／９

ド

22

χ
。
ノ

％
8 4

　　　

86

　　　　　　

180

711.12

　　　

23.28

j

（

　

％

）（

　　

?ぶ

288で37.24％）

773 (-4･6.01?ぶ）

Ｄり
滋乾丿劉

膜炎

　　

討

(3.10％

　

・

　　　

69√

8.95‰

93＼12.09％）

(25

200
ｊ７

％
８

　

907

53.99
1680

(100％)

結核性訟;;(疑活動性結核ヲ含ム)

　　　　　　　　　

學生、水産業ノ順ナリ。市部二勤務スルコト多膜炎ヲ含ム)124名0．58ガナリ。

11．結核性疾患卜地理的拉ビニ職業的開係。市

部｡ハ郡部二比シ結核性疾患多ク、｢ツ｣反嘸陽性

率高キ事ト一致ス。活動性結咳ハ公務自由業二

最モ多ク、鍍業(人夫)、交通業、工業、商業、

キ公務自由業者二結核多キハ結核對策上注目ヲ

要ソヽベク、「ツ」厦庶陽性率高キ學生二活動性結

核少キヘ他職業二比シ集團検診ヲ受クル機會

多ク､比較的早期二治療二努ムルニ因ルナラン。

要Ｘ線者結核性疾患(疑活動性ヲ含ム)、活動性結核ト職業トノ関係

　　　摘　要

職業別
全検査人員 要Ｘ線者 ％

結核性
疾　患

疑結核（ヲ含ム）

　　　郷勁性

。　　　結　　核
％　　　　Ａ十Ci

　　　　十Di

％

1.　學生生徒i　2, 114　　273 (12.91; 91 j.30） ２ (0.10ﾚ

2.農　　　業 3, 27.S　　　　169 (5.16) 79 (2.41) j　16 (0.48)

3.水　鳶　業 79 ４ (5.04) １ (1.27) ０ (0.00)

4.　鍋業(人夫) 433 22 ぐ5.08） ８ (1.85) ４ (0.92)

5.　工　　　業 7,111　1　517　:　.(7.27) 254 (3.57) 38 (0.53ﾝ

6.商　　業 4,224 313 (7.41) 139 (3.29) 21 0.49)

7.交　通　業 1,314 93 (7.07) 50 (3.80) ７ (0.5ヤ

8.　公務自由業 2,322 203 (8.74) 101 (4.35ｼﾞ 26 (1.12)

9.　無　　　業 487　　1　　86　1　ｿﾞ17.65) 50 (10.257　！　　10 (2.05)

計　　　　　21, 362　∩,680 ご7.86） 773 ﾆ3.62)　1　124 (0.58)
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要Ｘ線者1,680名ノ 職業トノ関係

　　　診噺別

職業別

肺　結　核 肺門淋巴腺腫脹 肋　膜　炎

Ｅ）

疑結核

F）

結核二

非ザノl/

モノ

計
A）
重中等

症

Ｂ）

軽　度

CI）
肺門結

核、肺
門淋巴

腺結核

C2）

肺門部
中等度
肥大

C3で）

肺門部
軽度肥
大

DI）
温乾性

肋膜炎

D2）

陳萬性
肋膜炎

1.學生生徒 １１ １ 17 35 １ ９ 17 182 283

2.農　　業 ｒＷ
ｊ 10 ６ 11 21 ３ ２ 19 90 169

3.水　鳶　業 １ ３ ４

４．鋸業(人夫) ３ １ １ ３ 14 22

5.工　　　業 28 39 ６ 25 55 ４ 28 69 263 517

6.商　　　業 12 23 ２ 15 32 ｆＷ
１ ８ 40 174 313

7.交通業 ３ 10 １ １ ６ ３ ６ 20 43 93

8.公務自由業 18 11 ５ 11 24 ３ ８ 21 102 203

9.　無　　業 ７ ９ １ ６ ７ ２ ８ 10 36 86

計 78 114
22 86， 180 24 69

200 907 1680
288 93

12．活動性結核124名二就テ観ルニ、「ツ」反庶

陽性率94X、赤沈中等度以上促進セル者87.92

【第17巻

％ニシテ、平均値ヨリ逞二高シ。サレド倚６％

ノ「ツ」反座陰性者アルヘ検診時明カエ肺結核

仝被検者、要'Ｘ線者、活動性結核者ノ｢ツ｣反塵分布

＼　「ｸ」　　　　　反庶言ヤ 陰　　　　性 陽　　　　　　　　　　　性
計

- 十一
＋ 十十 併 冊

全被検者 5399　1　1196
　　(30.87％) 　3957(18.53％)

　　7051
(33.01％)

　3094
(14.48%) 　　665(3.1iﾀぶ) 　21362(100.00％)

要Ｘ線者
209　　1　　　　59

　　(15.95％) 　　353(21.01％)
　657
(39.10％) 　　　340(20.24悦) 　　62(3.70％) 　　1680(100.00％)

活　動　性
結　核　者

5　1　　　2

　('6.01％) 　　26r18.51％）　　46C37.09％）　　35C28.22%0 　　10(8.07％) 　　124r100.00％）

｢ツ｣反庶各群二於ケル要Ｘ線者、活動性結核者ノ仝被検者二對スノl／開係

士･

摘　要　＼

陰　　　　性 陽　　　　　　　　　　　性
計

－　ｌ　十

　　　ｊ　　　‾
＋ 升 併 冊

仝被接着
5399　　　1196

　(100.00?彩
　3957
(100.00％)

　　　7051
(100.00％)

3094　　　1　　　　665
　　(100.00％) 　21362(100.00匹)

要Ｘ線者
209「　59

　（4.06バj
　353

(8.92％)
　657
(9.31％)

340　　1　　　　62
　　(10.69％) 　　1680(7.86％)

活　勁　性
結　核　者

5　1　　2
　(70.10％) 　26(0.65％)

　　46
(0.65％)

35　1　10
　(1.18％) 　　124(0.58％)

仝被検者、 要Ｘ線者、活動性結核者ノ赤沈分布

　上　赤沈疵

摘　娶　▽、
1―10 11―20 21―30 31―40　　41―50 51以上 計

仝被楡者 　16754(78.44％ｯ
　　2949
(13.80％) 　　844(3.95％) 　　347(1.62ダ) 　178(0.83％) 　290(1.36％)

　　21362
(100.00％)

要Ｘ線者 　686(40.81％) 　205(12.20夕ん

　153
(9.14％) 　　244(14.52％) 　144(8.57％) 　248(14.76％)

　　1680
(100.00％)

活　動　性
結　核　者 　　3C2.11％）

　　８

ぐ6.45％）　　4(3.22％) 　　20(16.14％) 　　13(10.43％) 　　76ぐ61.30％）
　　　124
(100.00％)
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日

各赤沈群二於ケノl／要Ｘ線者、活動性結核者ノ全被検者二對スノl/関係

　　赤沈組

摘要＼
1―10 11―20 21―30 31―40 U―50 51以上 計

全被検者 　16754(100.00ぺ) 　　　2949(100.00y) 　　　　844(100.00％) 　　　　347(100.00y) 　　178(100.00y) 　　290(100.00％) 　21362(100.00％)

要Ｘ線者 　686(4.10ト) 　205(6.96％) 　　153(18.12％)
　　　244
(70.31％)

　　　144
ﾀﾞ80.90?べ）

　248
ﾌﾞ85.52％j

　1680
(7.86%,

活　動　性
結　核　者

　　3
(″0.02％)

　　8　　　　　4
・0.27ｸぶ〕（T0.47％）　　20(5.76い

　13
(7.30％)

　　76
(26.20クレ　　124j0.58％）

ト認ｙシ者ニ｢ツ｣液使用量列

jS'唯サル。

13．集團検診二於テ｢ツベルクリン｣反忠ハ簡軍

二該集團ノ結核感染度ラ略知シ得ルノミナラ

ズ、活動性結核ノ早期散見ニハ其ノ重鮎ヲ｢ツ｣

反忠陽性群二置キ得ベク、其ノ陽性度張キ者直

チェ結核性疾患アリト断ジ難キモ、張陽性者－

）ヽ活動性結核多ク、叉赤沈速度ノ促進ハソレ白

身結核二特有ナルモノニハ非デルモ、夫レ以上

促進セル者二結核性疾患ノ多キヲ知ル。卸チ

｢ツ｣反息彊陽性者拉ビエ赤沈促進セル者二活動

性結核多キモノト思ノリレ。コノ意味二於テ｢ツ

ベルクリン｣反忠及ビ赤血球沈降速度ノ測定ハ

集團検診ニハ必須ナル補助診断法ト考フ、、

狗併セテ必要ナル全員二對シＸ線検査ヲ施行セ

バ一層充分ナル結果テ得ラルヽモノト思惟フヽ。

　

104.

　

胸部｢レントゲン｣像撮影二依ル集團

　　　　

検診

　　　　　　　　　　　

賓来

　

善次

１

　

浅海=

　

通太

　

中滞

　

元

　

浮田堅太郎

緒

　

言

(摩白滝)

我今村内科二於テ、叉、今村内科二置カレタル

大阪府健康相談所二於テ、或ダヽ是等ノ開呉ニョ

リテ昭和２年ヨリ各種集團二對シテ結核二開ス

ル集團検診ヲナシ結核患者登見二努カシツヽア

リ。ソレ等ノ結果二就キテダヽ既二報告登表サレ

タルモノ多シ。

ソノ中吾々ノ開奥セル集團ニテ阪大醤學部新入

學生、阪大醤學部附扇醤院新入看護婦生徒、大阪

市内某金扇工業工場男子従業員ノ３個ノ集團検

診二際シテ､ハ被検者全員二就キテ胸部「レント

605

デン」像ヲ撮影セリ、ソレニョリテカヽル集團

検診二於テ登見サレタル結核患者ノ「ツ」反庶及

ビ赤血球沈降速度が如何ナル程度ノ所ニアルカ

ニ就イテ統計的観察ヲナセリ。

　　　　　　　

２．

　

検査方法

「ツ」反座検査＝一八傅研製奮「ツベルクリン」ノ

2000倍稀憚液0 。1 C.C.テ左上勝前面ノ皮内二注

射シ48時間後一判定セリ､、昭和９年ヨリ昭和

12年二至ル阪大醤學部新入學生二就キテダヽ傅

研製奮「ツベルクリン」ノ原液１滴チ用ヒテピル

我赤ノ大
せノ直径

反感ノ分類 大　我

無　反　鹿 一(陰　　　性)
陰　性

１nnn―4 nun 士(疑　陽　性)

5 mm―lOnnn 十(羽　陽　性)

陽　性
11mm―20ram 升(中等度陽性)

21iimi―30irai! 併(強　陽　性)

30自以上｜　冊(最強陽性)!

水泡/ヽB、壊死.･ヽNトジ、大サヲ附記.ス

第２表

　

ピノt/ヶ氏反町列定ノ基準

Ａ・Ｔ原液１滴48時ｉ後判定

我赤ノ大

々ノ直径
反吐ノ分類 大　我

艇　反　鹿 一(陰　　　性) 陰　性

2 miE―4 mm 士(疑　陽　性) 疑陽性

5 mm― 9 mm 十(弱　陽　性)

陽　性lOmiD―14nmi 升(中等度陽性)

15iiiin―20min併(強　陽　性)

21自以上ｉ　柵(最強陽性)

水泡ハＢ、壊死ハＮトシ、大サヲ附記フ、

皮内反庶ノ判定規準ハ第１表二示フ、如クニシテ

　　　　

第１表「ツ」皮内反.哩判定ノ基準

　　　　　　

Ａ・T2000倍稀mo.i c.a

　　　　　　

上博皮内48時間後判定
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ピルケ氏反吉ノソレハ第２表二示ス如シ。赤血

球沈降速度ハカｊツ・ヴェステルグレーン氏法こ
- -

依リテソノ１時間値ト２時間値ラ測定シテ中等

値ヲ算出セリ。

而シテ全員二胸部「レントゲン」像ノ撮影テナセ

リ。

　　　　　　　

３．

　

検査成績

（０阪大醤學部附垢醤院新入看護婦生徒

昭和９年ヨリ昭和13年二至ル５ヶ年間春秋２

期二入所セル年齢15歳乃至20歳J 574名中、

昭和10年度ハピルケ氏反息陽性者ニハ皮内反

懲ヲ･施行セズ、叉｢ツベルクリン｣反懲或。･ヽ赤沈

反座ノ何レカヲ･訣キタル者アリテ全員574名二

就キテハ胸部｢レントゲン｣像撮影テナセルモ、

ソノ中胸部｢レントゲン｣像撮影、｢ツ｣反懲、赤

沈反吃ノ三者チ具備セル520名二於テル成績ハ

先ゾ｢ツ｣反懲ヨリ云ヘバ第３表ノ如クーシテ、

ソノ陽性卒ハ43.7%、肺野二病竃陰影アル者ハ

５名ナリ、0.96町二相宿セリ、、

而テ其５名ノ｢ツ｣反感・ヽスベテ登赤ノ直径31mm

以上ノ者郎チ｢ツ｣反懲最強陽性者ナリ、印チ

｢ツ｣反懲最強陽性者62名二對シテハ8．1夕ぶし

常レリ。次二赤沈反息ノ成績ハ第４表ノ如クユ

シテスベテ促進セルーハ非デルモソノ率､ハ０．５

％ヨリ0．9％、2．3％、2．7％ト順次高率ヲ示セ

　　　　　　　

第

　　

３

　　

表

判定
栽準

一　十 ＋ 升 併 冊 計

乙ハほ剛人い， 245　1.8　1　30

　　1　　　　1
86 49 62 52C

Ｊ　／／　　・Ｘ－・

％ 4ｭ7.2９．２５．８16.5 ９．４11.9

に匙門人員 ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５

％ 0 ｏ ０ ０ ０ ８．１0.96

｢ツ｣反吃陽性率 43.6％

第

　　

４

　　

表

中等

赤
ｉ人員

沈ｉ

肺野二陰杉
アノレモノ

％
-
人員
-
％

10

鍔
一
‐
莉

ｌ
ｉ
ｊ

3
1
以
上

12
1
1
3
0

11
1
－
2
0

計

520

５

0.96

計

221トt3 1

.5

　

２

Ｗ
０．

" -

９

８。

-

　

１

-

２．

タ

　

⊃

０
　
９

ｌ
・
ｌ

三
万
盾

ヒj

日 【第17巻

リ。

患者５名ハ胸部「レントゲン」像ヲ撮影セル574

名二對シテノ｀0．9％ニ常レリ。

（ロ）大阪市内某金扇工業工場男子従業員

昭和12年10月今村内科二置カレタル大阪府健

康相談所ニテ施行セル、年齢15歳乃至20歳－

デノ男子132名ニシテソノ「ツ」反庶ノ成績ハ第

５表ノ如夕陽性阜ハ81．8％ニシテ高率ヲ示シ、

病竃陰影アル者ハ２名郎チ1．5％ニ相常セリ。

コノ２名ハ共ニ「ツ」反庖最彊陽性者ナリ。「ツ」

反恚最強陽性者61名二對シテハ3．3ガテ示セ

リ。

赤血球沈降反庖ノ成績ハ第６表二示ス如クーシ

テコノ２名ハ共二中等値が11乃至20ノ間ニア

リ、コノ成績八次二述グル阪大醤學部新入生二

於テモ見ラレルト同様二高度促進セルモノニ非

ズ。

　　　　　　　　

第

　　

５

　　

表

判定
規準

- 十一
＋ 十十 併 冊 計

「ク」反鹿
人員 11 13 22 11 14 61 132

％ 8.3 9.9 16.7 8.310.6 46.2

肺野二陰影

ｱﾉﾚ/モノ

人員 ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２

％ ０ ０ ０ ０ 0 I 3.3 １．５

｢ツ｣反庶陽性率

　

18.2％

　　

第

　　

６

　　

表

中等疵
1
1
10

11
1
20

21
1
30

31
以
上

計

嚢　　　４１人員 102 24 ５ １ 132
ノ・　　　　　　　●/44

％ 77.3 18.2 ３．８０．７

肺野二陰影

アノ1/モノ

人員 ０ ２ ０ ０ ２

％ ０ ８．３ ０ ０ １．５

(ハ)阪大醤學部新入學生

昭和９年ヨリ昭和13年べ・デ５ヶ年間施行セル

モ、昭和９年ヨリ昭和12年マデハ｢ツ｣反樹ヲ･

ピルケ氏法二依リ、昭和13年ハ皮内反庖ニヨ

リタル故ニ２群二分カテリ。

昭和９年ヨリ昭和12年－デュ入學セル全員469

名二胸部「レントゲン」像撮影テナセルモ赤沈反

座ラ訣ケル者、「ツ」反座判定日二訣席セルモノ
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等アリテ三者ヲ具備セル359名二就キテ調査セ

ルニ「ツ」反憲ノ成績ハ第７表ノ如ク前２者ト・ヽ

異リタリ。陽性卒ハ53．2≒ニシテ病竃陰影アル

者ハ８名、全員469名二對シテハ1．7％、359名

二對シテノヽ2．2？んニ相常セリ。

赤沈反咆ノ成績ハ第８表二示ス如ク促進セデル

者ノ中ニモ結核患者ヲ登見セルモ促進セルニ従

ヒテ高率トナレリ。

　　　　　　　

第

　　

７

　　

表

刑定’
親慨‾ 十四

十 仔 馬“ 計

「ッ」反恋
人員 104 64 164 2月５ １ 359

％ 29 17.8 45.7 ５．８１．４０．３

肺野二陰影

アノレモノ

人員 ０，３ ４ １ ０ ０ ８

％ ０ 4.7 ２．４４．８ ０ ０ 2.2

第
８

表

中等値
11

10

11
1
20

21
1
30

31
以
上

計

赤　　　沈
人員 315 34 ６ ４リ59

％ 87.7 9.5 １．７１．１

肺野二陰影

アノレモノ

人員 ２ ４ ２ ０ ８

％ ０．６11.833.3 ０ ２．２

昭和13年度入學生ニハ「ツ」反古ハ皮内丿丈吃ニ

ョリタ八赤沈反庶トノ開係ハ第９表二示ス如

シ、「ツ」反古陽性率ハ73.5⑤」－シテ赤沈反憲モ

殆ド促進セずルモノーｊ

名ノ病竃陰影アルモノヲ登見セルモ、該學生ハ

他ノ検査ラ受ヶいレ;ラズ、篤ノー入學富時ノ「ツ」

反古赤沈反古ヲ知り得ずルハ遺憾ナリ。

昭和13年度入學生115名二對シテハ0．9％ノ

検出卒トナレリ。郎チコノ學生ノ２群ヲ合計ス

レバ全員584名中病竃陰影アル者９名トナリ。

　　　　　　　

第

　　

９

　　

表

ﾉ.n

B.S.G.＼
- 十－ ＋ 升 +1+ 冊 計 ％

1―10 ２０１１１ ３ド4 10 ; 35　j3 95.4

11―20 １ Ｏ・　０ ０ ０ ２ ３ 3.1

21―30 ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １．２

31以上 ０ 0 ' 0 ' 0 Ｏ’０ ０ ０

計 21 １　３ 14 11 37 87

　　%一一
24.1 1.2 3.516.112 .642.5
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検出率ハ1．54％ニ相常フヽ。

是等肺野二病竃陰影ヲ･認ノシ者｡ハ療養セシノ叉

ノヽ注意ラ奥ヘテ療養的生活ヲナサシムルコトニ

依リテ學生ニテハ９名中４名休學、看護婦ニテ

ハ５名中１名退所、４名入院中ナルモ内２名ノヽ

相常重症トナレリ。工場従業員二於テハソノ後

経過ヨシ。

以上ヨリシテ結核像防ノ一方法トシテ大二施行

フ、ベキ集團検診二於テ活動性病竃テ有ノ､ﾉﾚ者或

ハ鼎来進行スル疑アル者サ登見シ之二注意テ貨

へ、或ハ療養セシムル狐メニハ胸部「レントゲ

ン」像二依ルカ最モ躍賓ナレドモ費用ノ黙ヨリ

スペ｀テノ集團二對シテこサ甑行いレハ到底不可

能ナルガ故ニ。ソノ一部二胸部「レントゲン」像

撮影が許サレルトセバ、病歴、現症更ニ「ツ」反

息、赤沈反憲テ米号トシテ撮影ス・ヽヽごキ者テ選ビ

テ大過ナク登見シ得ルド号ヘラル。

更ニ「ツ」反憲二於テハピルケ氏法ヨリモ皮内反

息ノ方勝レリト考ヘラル。ピルタ氏法ハ手技上

相常ノ熟練り要スレバナリ。活動性肺結核詩見

ノ鎬二赤沈テ利用スル事二就テハ尚考フベキナ

リ。

昭和13年11月入所セル看護婦44名ごハ「レン

トゲン●ノゝピアー」ザ嘸用セルニ１名こ一於テ早期

浸潤竃テ認ノ、更ニ「フバレム」ヲ用ヒテ撮影セル

ー同様ノ陰影像テ認ノ･現在療養中ナリ、カヽル

故二集團検診二於テ費用節約ノ篤ニハ今村、志

村ノ報告セル如ク「レントゲン・パピー7レ」ノ利

用テ考フベキナリ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　　

西

　

川

　

鴎

　

雄

将来統計頌詩表セラルルニ常リ、統計學ノ規約

二従ヒ、100例以上ノ賓験或ハ経験知見例二就

デノミ「率」ナル文字テ使用シ、100例以下ノ場

合ハ何例中何例ノ成績ラ得タルモノナリト登表

セラレタシ。

乳見二於ケルMantoux Reaktionニ開二いり息加

二對シテ、追加者ハ孚L見ノＭａｎtｏｕｘ Reaktion

ノ陽性噌弼卜、結核ノ活動性卜無開係ナリlヽ云
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ノリレルモ、孚L見ノＭａｎtｏｕｘ Reaktion 陽性ｚ、

幼見或ハ大人二於ケル如ク感染ヲ示スモノデナ

ク、今日迄ノ多クノ追試者ノ信ズル如ク、乳見

ノ場合ハ直二感染郎チ結核性罹患者ト思考サル

ルモノデアリース。私ノ多数ノ乳見二於ケル成

績二於テハMantoux Reaktion ノ陽性率ノ増

強が孚L見結核性疾患ノ重軽ト無開係ナリドハ云

ヒ得ズ。大人二於タル如キ開係ト多少異ナルモ

ノアルヲ･追加ス。詳細ハ拙著結核14巻參照セ

ラレタシ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

佐

　

川

　

一

　

郎

集團検診二注意スベキハソノ對象デアル。印チ

成人ヲ對象トスルトキト、小見ヲ對象トソヽル場

合ニハ常然異ツタ態度ザ必要トスル。

阪大今村内科ノ成績二依レバ、活動性結核患者

【第17巻

ノ診リュ多イノテ見テ驚イテ問題ニシ過ギタノ

デ、今デハ心配ノナイ不明ノ微熱ノ多イコトテ

其都度滸明スルヤウェシテ居リマス。併シ個人

的二検診ヲ求ノル人デ慢性微熱ノアル人ニハ努

メテ寫具ヲトツテ見ルガヨ･f、何トナレバ結核

症ニテ熱ノアルモノデアルト見オトシタ時ニハ

短カイ期間二恨ミテウケルヤウナコトガオコリ

易イカラデアリマス。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

一

　

見

　

赳

　

夫

仙豪市内小學校教員及市立中等學校職員全部合

セテ775名－ツキ一般臨休的診察、赤沈反座、

「レ」線透視、検温テ全部二行ヒ、疑ハシキ者・ヽ

「レ」線撮影ラ行ヒテ８名ノ活動性結核患者ヲ登

見シ直チュ休養加療テ命ゼリ。

大阪中村氏ノ成績ト余ノ成績ト更二教員ノ死亡

ニ「ツベルクリン」ノ反息張陽性者が多イトノ事

　　

原因中結核死が1％アリト云フ文部省統計トヨ

デスガ、コレノ司ヽ見ニハアテハマラナイ。小見

　　

り見lノバ、恐ラク教員中ニノ｀ヽ全國的ニ１％ノ結

デハ約500例ノ経験二依t／バ非活動性結核ノ2/3

　　

核病患者アルモノト想像セラル。コノ事ハ驚ク

以上ハ「ツ」反息が強陽性二反息シタ、卸チ小見

　　

ベキ事賞ニシテ、國家ノ結核撲滅事業トシテコ

ヲ對象トスル場合ハ「ツ」反息ノミニ依り活動性

　　

ノ傅染源テ除去スル事ハ重大ナル意義アルコト

結核ハ登見出来ナイ。換言ノ、レバ小見二於テノヽ

　

ニシテ、全國的二行ハレンコトラ切望ス。

「ツ」反窓ノヽAktivitatsdiagnoseニナリ得ナイ。

　　

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

田

　

滞

　

鎗

　

二

集團検診二常り技術上苦心スル鮎ハ、ドノ人ニ

「レントゲン」寫具ラトルカト･fフ問題デアリー

ス。109番ノ方ハ此黙二注意セラレテ「ツ」反恵

ノ弼イ者ニヤツテ見ルト結核像ノ出ル事が多イ

トイノヽl／、此鮎二苦心シテ居ラレル事ニハ御同

感ヲ表シ、叉其事賞モ自分モサウ１フ気持チガ

シテ居ルカラ大艦二刈

學的所見ハ固ヨリ重要ナ根強トナルガ、其他集

團検診デ困難ナルガ故二看過サレ易イ事ハ既往

症デアル、之レニハ像ノヨク説明シテ了解テ得

テオイタ上手二既往症ヲキクト診断が非常二容

易ニナルコトガアル。健康診断デハ此鮎が不可

能トシテ折カ閑却サレ易イカラ附加シテオキマ

ス。叉微熱問題デスガ、之レ、ヽ自分モ最初二其

追

　

加

　　　　　　　　　　　　　

本

　

間

　

英

　

史

小學校教員ノ結核問題が重大デアルコトガ先日

゛只今モ論ゼラレマシタガ、然ラバ賓際二於テ

ダ｀ドウシタラヨ４カト云フ七宣行問題トシテ

^＼ ドウシテモソノ結核教員ヲヨサセナケレバ

ナラタ、然ルニ教師ハ中々ヨサナイ、校長が暗

示シテモ、父兄會が小言ヲ云ツテモ中々ヨサナ

イ、ソシテ開放結核ノーヽデ毎日生徒ノ間二交

ツテ居ル。

　

ソレガ篤ノニソノ教室二結核ノ生徒

拉ビュ死亡者ヲ出シタ例ハ今日迄賓二深山報告

セラレテ居リマス。斯ル場合ニドウシタラヨ４

カト申シマスト、ドウシテモソノ教師ヲ渠二退

職セシムル方法ヲ講ズルヨリ他ナイノデアリー

ス。

　

ソレニハ私ハ官公私トモ國家的叉ハ公共、

赴會的二出来ナクトモ各學校、學校デ早ク結核

退職者ノ救流退職制度ヲツクルコトデアリマ
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スｏ

郎チ少ナクモ開放結核ト診断セラレタ患者ハ退

職フヽル。ソノ代り、ソノ教員ニハ治療費ヲ支

給スルノデアリ゛フヽ。

　

ソノ額ハ木人モ、出来

ルナラバ家族モ共二生活シ得ル七ケニシテヤラ

ナケレバナラヌノデアリ゛スガ、ソレハサウ大

シタコトハイラタ。、私ハ東京ノ或府立高等女學

校長ト相談シテ満３ヶ年間100圓宛支給スル規

約テツクリ、既二之ヲ賓行シテ居リー・スガ、カ

ウイフ規約ガアリマフ、ト教員ハ顧慮ナク退職シ

學校ノ同僚ニモ、生活ニモ害テ呉ヘズユノ、ミ自

分モ安心シテ治療シテ救ハレルノデアリマソ､。

唯此際注意フ、ベキハ結核二開フ、ル限り治療費ヲ

ナルベク多クスルト同時二今迄ノヤウー３ヶ月

ナド、６ヶ月ナドト云ハズ少ナクモ３ヶ年位ニ

スルノデアリマソ、。サウデナ４ト折角ノ治療モ

中途デ止サナケレバナラズ賓妓ヲ期シ難イカラ

デアリフス。

毎次ノ學會デ感ズル事デアリーハが、水學介二

於テモ統計1ヽ云ツテ百分率ラ出フ、ノニ統計學的

基礎テ持タナイモノノ多イ事デアリベ・ノヽ。

　

ソノ

時特二目ニツクノハ倣字ノ小サイノニ強ヒテ何

％ト云フ様ナ卒ヲツクリ、而シテ最モ惺ルベキ

事ハソノ率ヲ以テ結論テ牽キ爽ル事デアリヴス。

例ヘバ結核病症テ講ズルノニ10例中２例印チ

20Xノ治癒率ガアルトカ、叉甚シキハ３名中２

名郎チ75％治癒卒ガアルナドト云フコトハ夫レ

自膿何等ノ意味ガナイバカリデハナク、賓二却

テ害ヲ典フル場合が少クナイノデアリマス。殊

二相手ハ結核デ千差萬別ノ形相サ呈シラロルモ

ノデアルノニ斯ル数字百分卒ナドノヽ遊戯ニモナ

ラズ、叡字ノ羅列位ノ値モナイノデアリマソヽ。

結核ハ御承知ノ通り自然治癒ノ甚グ多イ病気

デ、少シ彊ク申シマスナラバ多クハ自然二治ル

病気デアリーヤ

ニ開シテ統計的ノコトザ云フ時ニハ惜重デアラ

ナケレバナラタノデアリマス。例令或薬物ナド

ヲ･使ツテ10％ヤ20％が治ツタトテ之テ直チュ

ソノ薬物ノ救果ナドユ蹄フ、ルコトノ出来ナ４ノ

ヒj
日 609

ハ勿論デアリマノ、。

私ハ曾テフランクフル1ヽ・アム・マインノフ、バイ
一

一

四 - - ・

一 一

三万ご゛77ヽ７隣りノ賓験醤學研究所デ「工才ジ
ｰ－

ン・センシ」ノ「ラヴテ」ノ腫瘍二開－リレ治癒例ノ

数十万ノ高率デ賓二立派ナモノデアルト思ツ

タノニ對シテProf. Dolt ノヽ「ラ、テ」ノ腫瘍－

ノ’ヽ15ガノ自然治癒ガアルカラ、ドウモーヽ’グ登表

出来ナイ、ト云フ言葉ヲ聴イテ感心シタコトガ

アリーノ、が、結核ノ自然治癒率ナド此何倍モア

ルノデアリーフ、カラ、對冊ヲ’置イタ賓際結核以

外、人間二就イテ治癒率ヲ云フ時二常二考ヘテ

云ハレナイト具賓性テ保持フ、・コトハ出来ナ４

ノデアリフフヽ。

従ツテ結核ノ治癒等二開シリレ限り人間ノコトー

就テハMassenstastistikニョルヲ’賢明トいレ

ノデアリー・シテ（何故カナラ八千差萬別ノ石で過、

蹄韓ラトル結核人間二於テハ對冊ラ置クコトガ

出来ナイカヘ然シ賓際二於テハ大家ト云バレ

ル人ノ賓験ナドモ此鮎二於テ憶面モナク誤謬テ

敢テシテ居ルモノガアルガ）、ソレハ叉甚グ困難

ヲ･件フコトデアリースカラ、治癒的牧果ノ資験

ノヽ結核二開フ、ル限り、動物賓験、即チ賓験治療

ヲ･得テ後初メテ行フベキモノ、行ハザル可カラ

デルモノデアル、學會二對スル道義尹要求セラ

ルルモノト､Ｓフノデアリマフ､。

次二今一ツ注意ザ牽キー・シタコトハ結核ノ芥種

ノ賓験二於テ賓ニソノ使川フ、ル菌量ノ多イノニ

驚クコトデアリー・ス。感染試験デモ禄防試験デ

モ、叉動物試験デモ賓二多量ノ菌が小サキ動物

≒主入セラ7し　Ｊレコ

　

トデアリマス。

　

例ヘバ200－

300gr位ノ「モルモヴト」－１ｍｇナリ、10分ノ

ｌｍｇナドト云フ量刊主射シタリーリレ。甚シキ

ハ５ｍｇモ10mgモ注入シタリプ､ルノデー･’リー・

ス。斯クテハ到底翁賓ノ賓験成慎ナドノ出ル筈

ハナ４ノデアリー・シテ、動物中デモ最モ鋭敏デ

アル「モルモヴト」ニ５ｍｇモ10mgモ射スト云フ

コトハ、ソノコト既二賓験ノ範園ヲ超エテ居ル

ノデアリマフヽ。今之ヲ人間ニアテノ｀メテ見マソヽ

レバ60 kgr トシテ1000mgモ1500mgモノ大
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量ヲ注射スルト云フ=]トナノデアリ゛シテ、ｌ

ｍｇヲ菌１億ト見マスレバ。賓ニ1000億叉ダヽ

1500にノ菌ヲ入レ込ムト同ジコトナノデアリ

ーi－シテ、斯クノ如クデアッテハ生理的範園モ病

理的範関モ超エルノデアリー・シテ、斯クノ如キ

賞験カラ出テ来ルナドノヽ少シモ営テニナラタノ

デアリーシテ、之ハ昔二常該資験が役二立タヌ

ノミナラズ、學會ノ程度ヲ･低下スルモノトモ思

ハレルノデアリマスカラ、是等ノ黙二御注意ア

ランコトヲ切望スルモノデアリマス。

　

105.

　

東京市杉並置小學校見童中｢ツベル

　　　　

クリン｣反庶陽性者二就キテ観察シ

　　　　

得タル2、3ノ所見

　　　　　　　　　　　

恣珊害簾(杉並健相)

余等ハ東京市杉並匯小學校見童中｢ツ｣皮内反庶

陽性者(男2446、女2698名)ニ就キ胸部ノ｢レン

トゲン｣検査ヲ施行シ、次ノ如キ結果ヲ得タルテ

以テ茲二報告セントス。

１．

　

肺臓賓質内二活動性病憂ヲ有スル者ハ男22

名(0.899氷)、女27名(1．000％)ナリ。

治癒二向ヒッヽアル病受ヲ･認ムル者ハ､男10名

(0．408％八女18名(0．664X)ニシテ雨者共女子

二於テ梢ｌ高卒ナル刺

考フ可キ者ト第二次性病髪ト思惟スベキ者トユ

分テバ活動性病歿テ有スル者ニｆハ男第一次浸

潤５名(陽性全胎二對シテ0．204％)、第二次性

病受17名(0．695％)ナリ。女子ニテハ第一次浸

潤9″名(0．333％)、第二次病撥18名(0．667％)ナ

リ。治癒二向ヒッヽアル病宛テ有スル者ニテ第

一次浸潤ト思ハルル者ノヽ男７名(0．286％)、第二

次病鑓ハ３名ぐ0．122％)ナリ。女子ニテハ第一

次浸潤13名(0．481％八第二次病髪５名(0．185

X)ナリ。

(２)肺二病竃ノ認ｙラルル位置ハ男二於テハ下

肺野二多ク、女二於テ・ヽ上肺野二多シ。

(３)肺ノ病竃ノ大サテ見ルニ男女共大蔵鶏卵大

一揖指頭大ナル者最モ多ク、其ノ大サ一葉以上

二及ベル者男１名、女３名一之ヲ･認ｙタリ(寫具

ノヽ｢シーlノヴクス｣管球10 K．Ｗ、距離２米、｣Λo秒

【第17巻

撮影)。

(４)第二次病愛卜思ハルル者ノ中気管枝性、播

種性肺結核ト認ム可キ者ハ男２名(尋常４年、６

年)、女１名(高２)ヲ認ノ･タリ。空洞ノ存在スル

者｡ハ之ヲ･認ノ･ズ。次二嘗ツテ病受ノ存在シタル

事明カナルモ現在ノヽ完全二治癒シ著明ナル結締

織ノ噌殖ヲ･残セル者男30名(1.226%)、女34名

(1．260X)ナリ。叉嘗ツテ存在セシ病受ノ個所

明カナラザルモー般二肺紋理ノ廠痕状ヲ示シ居

ル者男67名(2.739%)、女83名(3．076％)ナリ。

(５)初感染竃ノ石灰沈著テ澄明シ得タル者ノヽ男

200名(8．176χ入女308名(11．416％)－シテ女子

二於テ相常二高率ナルヲ･見タリ。之レテ分類ス

ルニ著明ナルモノ男134名、女216名。梢ｌ著明

ナルモノ男53名、女76名ナリ。狗現在石灰沈著

竃トノヽ別二活動性病竃ノ共二存スル者｡ハ男13

名、女16名ナリ。

(６)之ず學年別二見ルニ男二於テハ尋常５年生

二於テ最高率尹示シ(11．448％)、女ハ尋常６年

ニテ最高率ラ示セリ(13．900％)。

(7)石灰化ノ大サヲ見ルニ男女共婁粒大一碗豆

大ナル者最モ多ク、其ノ過牛敬ヲ･占ノ･タリ(寫

具ハ｢シーレ、クス｣10K．Ｗ．管球ヲ川ヒ、距離

２米、1/20秒撮影)。石灰化ノ数・ヽ大サノ小ナル

者程多数二存シ、６阿以上ヲ澄明シ得タル者最

モ多数ナリキ(男41．911％、女51．904％)。

(8)石灰化ノ澄明サルル位置ハＪ女共肺門部二

最モ多ク特二右肺門部二多シ。次イデ多キハ肺

野雄二肺門部二同時二存在スル者(初期受化群)

ナリ。

(９)肺門陰鸚ノ状態ヲ見ルニ、軍二肺門部ニノ

え受化テ澄明シ得ル者ニツ･fテ之ラ見ル時ハ肺

門陰鸚が梢ｌ増加シ、肺門腺(気管枝腺)結核ノ

疑ヲ･起サシムル者ハ男185名(7.563%)、女155

名(5.744%)ナリ。廠痕化セル肺門陰鸚ヲ認ム

ル者ノヽ男64名(2．612％)、女81名(3．002％)ナ

リ。確カニ気管枝腺結核卜診断シ得タル者ノ'ヽ男

52名(2.125豹、女37名(1.371が)ナリ。

(10)明カユ気管枝腺結核ト診断シ得ル者テ其陰
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駒ノ型態上腫殤型ト非腫瘍型トニ大別スレバ腫

殤型ハ男24名(46.153％)、女24名･64.864％)、

非腫瘍型ﾀﾞヽ剪28名(53.846％)、女13名ぐ35.135

％)ナリ。

(ｎ)次二肺病竃ト肺門腺腫脹トノ回係ヲ見ルニ

大醒同側ノ肺門腺ノ腫脹テ見ル者殼モ多キモ稀

二雨側ノ肺門腺ノ腫脹ヲ認ムル事アリ。特二第

二次性病髪ノ存ﾌ､ﾉﾚ場合ハ肺門腺二著明ナル髪

化ｦ･認ｙデル事アリ。

(12)肋膜癒著ノ跡テ認ムル者ぺ男82名(3.352

％)、女71名(2.631が)ナリ。

(13)其ノ病側ハ右側二最モ多ク、其ノ過牛斂ラ

占ｙタリ(刺70.731％､女59.154％)。其ノ型ハ

肋骨肋膜炎最モ多ク、次イデ菓間肋膜炎多シ。

癒著ノ欣態テ見ルニ完全一癒著セル者,ハ刺

53.731％、女40.350％ナリ。部分的画著ハツj

46.268％、女59.649％ナリ。

(14)肋膜癒著卜他ノ病受トノ相互的間係ｦ･見ル

ニ同側若シクダヽ雨側肺門腺ノ腫脹ヴ認ﾉ･タル者

男女共特二多シ。肺二活動性病竃ヲ認ﾉ･タル者

ﾉ｀ヽ剪６名(7.317％)、女10名(14.084が)ナリ。肋

膜ノ脂著以外二著宛ｦ'認ｊデリシ者ハ剪22名

(26.829％)、女ｎ名(11.267％)ナリキ。

(15)肋膜炎ト肺病竃トノ位置ノ相互的間係ヲ見

ルニ同側二存スル者最モ多シ(男85.714％、女

63.157χ)。

(16)肋膜炎ノ登生ト肺病撥ノ登生トノ時期ノ相

互的闘係テ推察スルニ、喧言ﾉ･ヽシ難キモ初感染

ニヨル病宛ト同時ニカ或ﾉ'ヽ其ノ直二起リタル者

ト考フ可キ者ノリ

611

統計ノ様式｡ハ目的二依テ違ヒマスカラ、先ヅ私

ノ要求フヽル目的カラ述ベテ見マス。

我邦ノ今日ノ結核憬防事業ノ見通シト･fフヤウ

ナモノハ、別に冊表サレタモノテ見マセンガ、

私ハ昨年ノ木會二於テソレノ目標ハ差常り死亡

数ヲ･現在ノ５分ノ１以下ニーデ減ズルコトデ、

ソレノヽ別二新シイ方法が登見サレズトモ既二分

ツテ居ル事項ラ履行サヘスレバ出来ル、而モ徹

底的ニヤレバ数年ノ内－デモ大略｡・ヽ出来ル筈ト

考ヘラルル所以ザ述ベマシタガ、ソレニ就テ研

究ヲ要スル黒しヽトイフト、其ノ履行トダヽ何テ履

行スレバヨイカ、叉ソノ履行ノ手段･ハドウカト

･fフ事デアリーi’シタ、ソレヲ纒ｊテ見タノガ此

表デアリ゛ス。

恢
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的
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此表ノ上段カラ最下段ノ右ノ項目マデハ標題二

掲ゲタ所謂「防過要項」デアリマス、極ク大デッ

パナ大綱ヲ･掲ゲタノデアリーフ、カラ、世間二行

｡ハレルヤウェナツテカラ見レバ極メテ平凡ナ言

デアツタ事ニナルノデアリマスガ、ソノ風習ノ

起ル前二於テノヽ「複雑多岐ナ結核慄防治療項目

二直面シ、ソノ中カラ真二有斂ナ要訣ヲ･捉へ、

直二賓行二移シテ賓績テ畢ゲ得ル道テナルベク

簡軍二指摘シヤウトスルト、其ノ選拝ニハ固ヨ

リムヅカシイ問題が色々アリーセウガ、自分ノ

考察ト賓行成績カラ言フト、此表ノヤウェナル

譚デアリーi・シテ「健康診査唱道ノ10年」ト題シ

テ2、3ノ雑誌二掲ゲタ事モアリーi・ス、此案ノ根

本トナツテ居ル所ハ「醤師ノ側ヘト･fフョリハ

第一二八赴會公衆ノ側へ呼ビカケネバナラタ問

題デ、郎チ病人デナケレバ聾師二用事ノヽナイト

思ツテ居ル奮来ノ風習二對スル啓蒙運動デ、ソ

レガ印チーツノ研究問題デアリ、之レニ配スル

ニ職業乃至職業療法ノ問題ヲ･以テシタモノデア

リフス」。

其一部分ヅッノ内容八木會二於テモ既二度々述

ベタ所デアリマ

　

フ、が、之レニ對シ最後ノ死亡統

計ノ問題ハ之レサ以テ標題ノ所謂「強要働行」ノ

具トスル案デアリーシテ、之レニ依り強要テ行

【第17巻

フトスル「ネラｔJW」ダ｀ドコニアルカト４フト、

此ノ目的二適スル地方別ノ統計ヲ･迅速二公表

シ、各地方ザシテソレノ作成履行及ビ内容上ノ

成績改善ヲ競ハデルヲ得ずラシムルヤウユ統計

デ責メツケテ行カウト考ヘル所ニアリース、

然ラバソレニ適スル地方別統計ノ様式ノヽドンナ

モノデアルカ、ソレヲ･検討シテ見タ４ノデアリ

マスｏ

死亡統計ニハ、(１)死亡場所別、(２)住所別、

(３)本籍別等ノ種類が考ヘラレース、内閣統計

局ノ統計ノヽ、此ノ内ノ死亡場所別統計デアリー

ス、厚生省ノ刊行物二掲ゲテアル統計ダヽ内閣

統計局ノ統計一依ツタモノデアラウト思ハl／

マスガ、ソレハ明記シテナク、叉上記(１)(２)

(３)ノ内ノドレカト･fフコトモ記載シテハアリ

マセンｏ

場所別ト住所別ノ間二大差ガナ４モノナラバ、

ソレデ宜シイガ、ソレニハ禄ノソノ検討テシテ

見ネバナラナイ事デアリースカラ、今其ノ１例

トシテ東京市内ノ各匯名別結核死亡統計テ検討

シテ見マスト次ノヤウーナリマス。昭和10、11、

12年ノ最近３夕年ノ統計二就テ調査シマシタ

ガ、鉉二掲グルハ昭和10年ノ統計デアリー・ス。

此ノ表二依リースト中野匯ノ結核死亡撒ノヽ、警

昭和10年東京市各匪内結核死亡者敷表
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視廳ノ統計デ｡’ヽ1219人、東京市衛生課ノ・ヽ816

人ヽ東京市役所’バヽ465人－ナツテ居リース。

斯カル差７起｀フタ主ナル理由､ハ警視廳ノ統計ハ

死亡場所別統計デアリー’プヽ、ソレニ對シ東京市

衛生課ニテハ大醗ハ死亡届及埋非認可鍬下附申

請添附ノ死亡診断書ヨリ結核死亡者り選ビ此ノ

賃料ヲ基礎トシテ、其内ヨリ現住所トシう・他匪

カラノ届出デノアツタモノハ、皆ソレテ差引イ

テ重複ヲ･避ケルニ努メタモノデアリマス、

　

ソレ

ノ｀ヽ東京市療養所、「ガーデンネーム」、浄風園、「ベ

タエア」ノ家、刑務所等デ死亡シタ者が此ノ中野

匯ノ中へ入り居ルカラデアリー・ス、併シ他匹テ

住所トスル者が完全二差引カレテ居ナ･fノハ其

常時死亡届ノ住所ノ欄二是等ノ死亡場所が住所

トシテ記入サレテ居タカラデアリマフ、。

　

ソレデ

昭和11年ノ４月カラハ之レヲ･是正サレロシタ。

東京市役所ノ統計ハ最初カラ住所別統計トシテ

作成シタモノデアリー・スカラ大兄こ減ジテ居リ

マハ。

　

ソコデ吾々が中野匯役所へ出タ死亡届ノ

内、結核病ラ死因トスル者サ全部寫シテ来テ、

之レカラ東京市療養所、「ガーデンホーム」、浄風

園、「゛ターア」ノ家、刑務所等二就キ入院常時

ノ記載二依ル住所ヲ調ベテ其ノ訂正サンタ住所

別二依ツテ統計ヲトツテ見マシタダ：リレト、結局

中野匯ヲ住所トフヽル者ノヽ322人トナリーシタ、

併シ之レデモーグ一般民家デ死亡シタ者ノ中ニ

モ、郊外韓地トシテ仮寓ラシテ居ル者ナドガ若

干含マレテ居ル譚デアツテ、全部差引ケバ中野

匯現住者デ賛病死亡シタ者ハ、モツト少クナル

ニ違ヒアリ‾゛セン。

　　

昭和10年中野匪結核死亡者匿名住所別表

匹　　名
東京市療
養所二於
テ

浄風聞、

「が－デ゛
ゾホーl　　，a.
ム，、「ぺ贈毅尽禾
　一　　　　－
タニヤ」、‾於ア
刑務所二
於テ

計

麹　　町 13　1　　　3 16

紳　　田 25　１　　5 30

日本橋 15　　　　1 16

京　　楯 30　　　　7 37
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芝 33 ７　ｌ　　　　ｉ　　４０

麻　　布 18 ２ 20

赤　　坂 11 11

四　　谷 11　・　3 1↓

牛　　込 23　1　　　4　　　　　　1　　27

小石川 ２５　１　　７　１ 32

本　　郷 31 〃
∂ 36

下　　谷 3a　　l　　　　　　　　・　　　　　　　　，　　　3に）

浚　　草 35 rW
j 42

本　所 39 15 54

深　　川 38 －f
1

｜　　　　　．
　　　　石）

ｉ

品　　川 17 ２ 19

目　　黒 12 ６ 18

荏　　原 １１ ５ 16

大　　森 7　　　　1　　　　　　　　　11

蒲　　田
。　　　　　　－

１　　　　　　こ）　　　　　・ 12

世田ヶ谷<　　ｎ　，　２ 16

溢　　谷 23 17 40

淀　　橋 18 10 28

中　　野 28 11 282 322

杉　　並 14 ６ 20

惣　　島 24 11 35

瀧ノ川 15 １ 16

荒　　川 34 ４ 38

王　　子 ９ り

Ｗ　　¶
11

板　　橋 ５ ４ ９

足　　立 ６ １ ７

向　　島 ９ ４ 13

城　　東 ９ ９

葛　　飾 〃
∂ ∂

江戸川 ７ ７

他府邸13「

不　明5J

合　　計 657 1 186 1 282 １ 1125

備 考 他府新二現住所ヲ有スル咎ハ直接、

他府新ヨリ上京、「が一デヽ●’ホー

ム」、「べ７ニヤ」、浄風園「刑務所１

人｀･ニ入院セシ者ナラｙ

不明トハ刑務所死亡者２名、¦‾ガー

デンホーム」、「ベタニヤ」、i争風園

各１名ナリ

療養所自殺患者１人ヲ省ク

ー般民家死亡者中ニモ我病後韓住

セル行アルペン

現今行ノヽレラ居ル統計ノ取り方デハ住所別統計

ト場所別統計トノ間ニハ斯クノ如キ差違が起り

得ル様ナ制度ニナツテ居リマ

　

リ、カラ、府新別統
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計二於テモ、サウ･fフ差違ガアリ得ル譚デアリ

マス、 ソレデ例ヘバ石川新二或／ヽ金庫市二結核

死亡が多イト言ツテモ、昨夜近藤知事ノ御言葉

ニアツタ如クソレガ果シテ石川瓢ノ汚名デアル

カ叉ハ反對二金庫市二設備が整ツテ居ル篤メ歌

病後二集－ル患者が多イノデアルカ一度特二検

討シテ見ネ八分ラナ･fトイフコトニナリマ聡、

ソコデ今第一表二掲ゲタ目的カラ･1フト、如何

ナル統計様式が最モ望－シイ所デアルカト考へ

ースルニ、患者ヲ歌生セシノナイ事ノ競争が始

－ルヤウート･fフノガ目的デアルカラ、歌病地

別ノ統計が出来レバ最良デアリロスガ、ソレ｡ハ

困難トスルト次ハドウシテモ住所別統計トイフ

コトニナリー’ス、場所別統計デモ事賓二於テハ

中野匹ノ如キ特別大ナル差違ハ、ノツタユ生ジ

ナイト俣定シテモ、サウイフ可能性ノアル統計

デハ、結核防過要綱ノ強要履行ノ具トシテノヽ迫

ノカガナクナルカラデアリマス。

其他現住手槙ノ不備ナ鮎等ラ種々考慮二入レ

テ、次ノ希望ヲ述ベテオキマス。

　　　　　　　　　

希望事項

1．

　

内閣統計局ノ現行死亡場所別統計ノ如キ権

威テ以テ住所別統計ノ作成サルベキコト

２．

　

上記統計ノ正確ヲ期フ､ﾉﾚ篤ノ醤師ノ死亡診

断書二住所が已入セシムルコト

(死亡診断書二歌病地ヲ･記入セシノ、歌病地別統

計が作成シ得ラルレバ、一層二有盆ナルコト勿

論ナレドモ、之レノヽ容易ナラデルベ｀キヲ以テ、

ナルベクソレニ近キ住所別統計テ望ムモノト

ス)

３．

　

右統計ハ迅速二各役所二於テ作成歌表フ、ル

コト

乙例ヘバ前月中ノ事項ラ今月中二取纏へ翌月

　

．・ヽ其ノ成績列

△各役所ニテダヽ常該５ヶ年間通用ノ國勢調査成

　

績二依リ、其匯域内ノ各年齢級男女別人口入

　

リノ用紙ヲ常時備付ケ置キ、毎月直二比率統

　

計ヲ作成シ得ルガ如キ

△各役所ノ統計ハ叉迅速二全國的取纒ノいｦ･ナス

ヒ1
日 【第17巻

　

ベキコト

以上ハ主ナル希望事項ニテ、其他内閣統計局ヨ

リ配布ノ小票ニモ住所欄テ設クベキコト、凡テ

死亡統計ニハ必ズ死亡場所別、住所別、本籍別

等ノ別ヲ記入スルコlヽ等モ是非望－シキ所ナリ

トフヽ。

　　　　

Ｘ．動物結

　

107.

　

結核二對スル猫ノ感受性二就テ（第

　　　　

２報）

　　　　　　　　　　　

桑原

　

忠賓（北

　　

研）

健常猫ハ已二昭和13年４月ノ學會二於テ大型

結核菌二對シテ感受性ヲ訣キ牛型結核菌ニハ感

受性アルコトヲ･殼表セリ。

今日。・ヽ異リタル数株、大、牛型結核菌テ以テ責

験テ覆シタル成績テ述ベン。

　　　　　　

賓験材料及賓験方法

（１）賓験材料・ヽ醵重2500瓦内外ノモノテ選ビ

其健常ナルコトヲ確ｙタル後二使用セリ。

（０人型結核菌（１）フランクフルト株、（２）

粟粒結核菌、(３)草間株、(４)養生園株、(５)

田村株、(６)高地株、(７)緒方株、以上何レモ

｢グリセリン｣肉汁ニ２週間培養シタル菌ヲ滅菌

生理的食喫水ニテ浮游液トナス。

(ロ)牛型結核菌(１)三輪株、(2)Ｖ型、(3)ＭＤ

型、何レモ｢グリセリン｣肉汁ニ２週間培養シタ

ル菌ヲ･滅菌生理的食喫水ニテ浮游液トナｙ、

(２)賓験方法

(ａ)(イ)人型結核菌フランクフルト株、菌量10

mｇヲ血管内二注射シテ１ヶ月、２ヶ月、３夕

月ノ各月之ラ剖見シ、粟粒結核菌外５株何レモ

５ｍｇ･テ血管内二注射シテ２夕月目ニ之サ剖検

セリ。

（ロ）21歳ノ女子結核患者ノ喀痰ヲ探リテ直チ

ェ約５ｇ乃至10gヲ毎日１週間叉ハ２週間或ハ

1、2ヶ月間貨ヘテ之テ１ヶ月、２ヶ月、３ヶ月

後剖検セリ。

（ｂ）（イ）牛型結核菌八三輪株0．005mgヲ血管

内二注射シテ１ヶ月、２夕月、３ヶ月後之ヲ剖

検セリ。
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他ノ牛型結核菌Ｖ型、ＭＤ型菌量ｌｍｇヲ血管

内二注射シテ２ｔ月後とテ剖検セリ。

(ロ)牛型結核菌三輪株ノモノ0．01mgヲ牛孚LI

ｇニ混合シテ典へ、２ヶ月後之ヲ剖検セリ。

以上賓験猫ハ何レモ亦右ノ宣験ヲナセシモノナ

リ。

(１)皮内反廊

　

-i・ントウ氏反座北研製造ノ奮

｢ツベルクリン｣原液ラ滅菌生理的食盛水ニテ10

倍、50倍、100倍、叉ハ1000倍一稀稗シ、其

ノO．ｋｃ.テ皮内二注射シ、24時間乃至語時間

目二其反庶成績テ判定プ､。

(２)赤血球沈降速度

　

吉田氏沈降速度法チ用

フ。

(３)喰菌現象

　

人型結核菌ハフランクフルト株

結核菌浮游液ニテ、牛型結核菌。・ヽ三輪株結核菌

浮游液テ以テ大谷氏法テ使用≒

(４)組織検査

　

組織ハ｢パラフ、ン｣包埋法二依

ル切片染色｢チール｣｢ノ'チーレンブラウ｣染色拉

ニ｢ヘマトキシリン・エオジぐ染色ヲ用フ。

(５)臨休所見

　

健常猫ノ状態ヲ精細二観察フ、。

印チ膿温、呼吸器、沁化器、螢養状態等ヲ観察

ﾌヽｏ

　　　　　　　　　　

賓験成績

（１）人型結核菌接種猫（イ）フランクフルト株

結核菌接種猫、(ロ)他株2、3ノ人型結核菌接種

猫、(ハ)結核患者ノ喀痰ヲ経口的二典ペダル猫

(２)牛型結核菌接種猫(イ)牛型三輪株結核菌

接種猫､(ロ)他株1、2ノ牛型結核菌接種猫、(ハ)

牛型結核菌三輪株ト牛乳トヲ混合シテ典ペダル

猫

以上何レモ各月３頭ヅッテ使用セシモ各個ニツ

キ記述スルサ省キ組織検査ノ外ハ各月平均率ラ

以テ表示ス(第１表參照)。

其外結核患者白ラ２ヶ年叉ハ２ヶ年牛以上飼養

シタル猫ハ30頭以上使用シ、夫々組織的検査尹

行ヒタルモ詳述テ省キ同ジク平均率サ第１表二

示ス。

　　　　　　　　

成績總括

(１)皮内反座

　

賓験シタル凡テノ猫ハ健常猫ニ

ヒj
日
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等シク陰性二終レリ、

(２)赤血球沈降速度

　

責験猫ハ13mm内外ニテ

之叉健常猫ト菌接種猫トノ間ニズチ示サズ。

(３)喰菌現象

　

人型結核菌接種猫ハ健常猫ト同

ジク喰菌率頴著ニシテ25乃至30％づ示ノ、モ牛

型結核菌接種猫ハ牛型結核菌ノ喰菌率著シカラ

ズシテ２％一5％位ナリ、而シテ牛型結核菌感

染後２迦間以上回過スレバ其率15万一20多？

Ｏ)熱

　

熱二於テハ健常猫ハ28度５分内外ニ

テ大型結核菌感染後幾数日尹経過フ､ルモ憂化ナ

ク、牛型結核菌感染後ハ39唆以上40度ノ聞テ

上下ス。

(５)胎重

　

健常猫二於テハ2500瓦内外アリテ

大型結核菌感染後幾数日経過スノレモ愛化ナシ、

然シ牛型結核菌感染後ハ其膿重漸次減少フヽ。

(６)臨休所見

　

大型結核菌感染後ハ別二特記ス

ベキ愛化ナク経過ソ、ルモ牛型結核菌感染３週間

経過以後ハ毅熱ト同時二食慾不進、全身衰弱時

。々咳楸喀痰アリ、２ヶ月以上経過スレバ全身衰

弱甚シクナリ食慾訣除シテ３ヶ月迄生存スル猫

甚グ少シ。

(７)組織検査(４)大型結核菌血管内接種猫二

於テ川

得ズ。

唯１０ｍｇｆ血管内二接種シタル猫二於テ菌接種

後15日目、１ヶ月目、２ヶ月目二肺臓、肝臓、

肺臓、腸間膜、淋巴線二多少ノ菌ｦｰ認ｙ得タル

モ夫等ノ臓器ニハ結核性愛化ヲ現ハサズ、然シ

叉５ｍｇｆ血管内二注射シ、後２ヶ月目二肺臓、

牌臓、肝臓二極少数ノ抗酸性菌刊氾ｙ得ルモ夫

等ノ臓器二付訃刻生受化テ起ノ、モ時ノ経過二従

ヒテ自然二治癒消散スルナリ。

脚他ノ(ハ)及(ニ)ノ賓験猫モ亦同ジク肺臓、肝

臓、牌臓、腸間膜、淋巴線二於テ肉眼的ニモ顕

微鏡的ニモ結核様憂化ヲ認ノ得ズ。

(司牛型結核菌接種猫ハ何レノ群二於テモ肺

臓、肝臓、牌臓二肉眼的二叉顕微鏡的二結核結

節刊萱り其所二多数ノ抗酸性菌り認ム。
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結

　　

論

余ノ賓験二於テハ猫ハ何レノ方面ヨリ観テモ大

型結核菌二感染セズ、牛型結核菌ハ異レル?、３

ノ菌株サ以テシテモ其感染ヲ立澄シタリ。猫ノ

大型結核菌二對スル不感受ノ機轄ハ目下攻究中

ニシテ今日迄澄明シタル事賓ハ

に）猫血清ハ牛型及大型結核菌ラ殺菌スル物質

ヲ含-・ズ。

（２）喰菌力ぞヽ人型菌二極ク牛型菌二弱シ。

　　

討

　

論

　　　　　　　　　　　　　

渡

　

逡

　

義

　

政

今日人牛型菌ノ鑑別鮎二就テ培養基上ノ登育状

態ヤ叉液膿培地起始Phノ、酸叉ハにアルカリ」

ニ移行ペルコトニ依テ鑑別シテ居ルガ、夫等ノ

中間ノ形デハ匯別出来ナイ、叉家兎ヤ「モルモ、

ト」ニ對フ、ル病原性ヲ以テ鑑別サレテ居ルカハ、

型デモ牛型デモ其ノ菌株二依テ各動物個閣二差

ヲ･牛ジ賓験不可能ノ場合アリ、今同會し猫が牛

【第17巻

型菌ノ微量二對シ感受性ヲ･有シ人型菌ノ大量二

對シテモ感受性ヲ･見ルガ如キ事テ石原氏が稜見

サレタノデ、若シ何レノ菌株ヲ以テシテモ、斯ク

アラバ大牛型結核菌ノ鑑別上甚グ有利ナルコト

ト信ジ之が研究ヲ詳細二賓験セシｙテ居ルノデ

アノレｏ

　　　　　　　

特

　

別

　

講

　

演

　

108.

　

結核初感染二就テ

　　　　　　　　　　　　　

熊

　

谷

　

岱

　

蔵

　

109.

　

結核ノ化學療法二闘スル賞験的研究

　　　　

二就テ

　　　　　

長谷川秀治

此ノ研究ハ近藤東大名娶教授及ビソノ門下生及

ビ余ノ敦室員諸氏等ニョル十数年来ノ研究テ纒

メテ特表セルモノナリ。

余等ハ主1ヽシう・Biscoclaurin系Alkaloid類

ノ「モルモ､。ト」ニ於ケル賓験的結核二及ボス影

響二就テ研究セリ。

卸チ、天然二産フヽル物質名及ビソレ等ノ物質テ

ather型
酸素敏

物　質　名
原　　　　　　　　　　植　　　　　　　　　　物

學　　　　　　　　　　名 和　　　　　　　　名

l　　iDauricin Menispermum dauricum. D.C. 「カ　ウ　モ　リ　カ　ズ　ラ」

２ Tetrandrin Stephaniatetrandra S. moore 「ジマノ･ヽクヽノノ｀カ　フ「ラ」

２ Isotetrandrin Stephaniacepharantha Hayata 「ダ゛サキッヅラフヂ」

２ Berbamin

Berberisvulgaris,L.

Berberisthumbergii DC. var Maximowiczi,
Franch.

小　　　　　　　　　萌

Berberis heteropoda 等

Stephania　cepharantha Hayata 「タマ寸キツヅラフヂ」

２ Oxyacanthin 同上及ビ(St. ceph. ヲ除ク）
Menispermum Canadense, L.

２ Isochondo
dendrin

Chondodendron platyphyllum (St. Hi】ﾝ，
Miers

２ 同　上
methylather

Stephania Cepharantha Hayata 「ダ゛サキッヅラフヂ」

３ Tri】obin
Cocculustrilobus,D. C. 「ア　オ　ッ　ヅ　ラ　フ　ヂ」

Cocculussarmentosus Diels 「ホウザｙッヅラフヂ」

３ Isotrilobin 同　　　　上

３ Menisarin Cocculussarmentosus Diels 「ホウザンッヅラフヂ」

　　３

結合型式鴛
ナルモノ

Insularin
Cissampclos ochiaina yamamoto 「フサザキッヅラフヂ，

Cissampelos iniularis mahino 「ミヤコジマツヅラフヂｌ

４ Cepharanthin
Stephania cepharantha Havata ｢タフサキクヅラフヂ｣

　Stephania sasaUii Hayata
¬〃=ﾐｰ-̃-四==-－之-W--〃〃←
　Stephania　japonica

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

紅顔「.ッヅラフヂ」

Protostephanin
　　其　　他

「ハ　ース　ノ　ノ｀　カ　ヅ　ラ」



含有スル原植物ハ表示スルガ如シ。

恂、合成サンタル物質トシテ、R-aminoalkyla-

ｍｉｎｏｄｉｐｈｅｎｙlendioｘydテ中心ニシテ合成サタ

ル種カノ物質次デa-oxy-β-piperidylatlyldiph-

enylendioxyd及ビソノ類似化合物、Dipheny-

lendioxyd核二比較的近似セルBenzodioxan

核ヲ基核トセル誘導膿及ビa-oxy-β-piperidyl-

athylphenoxthin,α-ｏｘｙ-β-piperidylathylthia-

nthren系ノ物質、Methylenoxyc!核テ基核ト

シテ合成サレタル物質、及ソノ他ノ物質合計約

70種ノ物質二就テ動物賓験、試験管内登育阻止

作用及Slide cell culture法等二就テ賓験セル

結果ヲ登表セリ、。

動物賓験二於テ最モ彊カユ結核ノ形成ヲ阻止ス

ノレ^'Ŝtephania cepharantha Hayata 中二含

有セラルルAlkaloid類ニシテ、總甕基ソノ作

用量モ強ク、Cepharanthin, Isotetrauchin等

之二次グ、是等ノ物質ノin vivo, invitro, S・

ｃ．ｃ等ノ作用ヲ比較考察スルニ、in vivo ト

S. c. c.トハソノ作用併行スルモノ極メテ多ク、

in vivo トin vitro トノ作用併行スルモノ極

ノテ少キ事賓ヨリシテ、結核ノ資験的化學療法

ラ研究スルニハ、Ｓ． ｃ．ｃ．ニテ菌ノ登育テ阻止

スル作用アル物質ヲ先ヅ求ノ･テ、之ヲ動物賓験

ニテ検索スルコトガ推蒔スベキ方法ナリト思考

スｏ

倚Ｃｅｐｌａrａｎthinノ動物ノ結核形成ヲ阻止ノ、ﾉﾚ

作用機輔二開シテヘ病理組織學的所見、或ハ

S. c. c.ニョル成績叉ハ重曹等ニョリ前處置セ

ル動物ニＣｅｐｌａｒａｎthinヲ胎内二注入セル後、

血液ヲ探リテ之ニョリテＳ．ｃ．ｃ．ヲ行フニ結

核菌二對シテ登育阻止カテ示ス鮎、或ヒハ馬ノ

血清1ヽ共ニCeplaranthin ^ 48時間、混合セル

場合ニ、Ceplaranthin /ミーテ、結核菌二對シ

テ殺菌性ナカリシモノガ、殺菌カヲ現ハス事賓

等ヨリシテ、組織刺戟ヨリハ寧ロ、生幄内二於

ケル結核菌ノ殺菌作用ニアルモノノ如ク思考サ

叉、Trilobin J有数ナルハ、ソノ構造中二含有セ

ラルルDiplenylendioxyd核が一部ノ役害1卜演

ズルモノナルコト及ビDiplenylendioxyd核テ

中心二合成サレタル物質ハ賓験的結核二對シテ

多少二拘､バラス結核形成阻止作用アルモノ多キ

コト、特ニ２個J Piperidyl基ヲ有スル誘導

醍二於テソノ作用著シキモノアルコト及ビＯテ

Ｓニテ置換セルPhenoxthin, Thiantlren系物

質ニモ有数ナルモノアル事賓ラ報告セリ。

倚、Lecithinト蛇毒トニョリテ、惹起セラノレノレ

溶血現象が多ク、Alkaloid類ニョリテ阻止サル

ル事賓テモ併セテ報告シ、コノ阻止カアル物質

ノ多クノモノガ結核ノ形成テ阻止スル物質ニア

ル事賓ノヽ興味アルコトナリト論ゼリ。
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